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1 

 

序 

章 

研
究
概
説 

 
は
じ
め
に 

第
一
節 
研
究
の
背
景
及
び
予
測
さ
れ
る
成
果 

第
二
節 

研
究
方
法 

第
三
節 

論
文
の
内
容
構
成 

 
  

は
じ
め
に 

戦
国
時
期
の
下
限
は
、
始
皇
帝
が
六
国
を
統
一
し
た
紀
元
前
二
二
一
年
と
認

め
ら
れ
て
い
る
が
、
上
限
に
は
、
紀
元
前
四
八
一
年
（
『
春
秋
』
終
年
）、
紀
元

前
四
七
五
年
（
周
元
王
元
年
）
、
紀
元
前
四
六
八
年(

周
貞
定
王
元
年)

、
紀
元
前

四
〇
三
年
（
三
家
始
封
諸
侯
）
な
ど
異
説
が
あ
る
（
楊
寛
『
戦
国
史
』
上
海
人

民
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
、
四
頁
）
。
し
た
が
っ
て
、
戦
国
時
代
を
歴
史
紀
年
の

中
か
ら
明
確
に
切
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
本
研
究
で
は
、
戦
国
時
期

の
上
限
の
年
を
特
定
し
な
い
。 

戦
国
時
代
の
燕
国
は
、
中
原
か
ら
北
に
離
れ
た
、
今
の
河
北
中
北
部
及
び
遼

寧
西
南
に
位
置
し
た
。
そ
の
領
域
に
つ
い
て
は
、「
薊
は
、
南
は
斉
、
趙
に
通
ず
。

勃
・
碣
の
間
の
一
都
会
な
り
。
」（
『
漢
書
』
地
理
志
下
）
、「
夫
れ
燕
も
亦
た
勃
・

碣
の
間
の
一
都
会
な
り
。
南
は
斉
・
趙
に
通
じ
、
東
北
は
胡
に
辺
り
、
上
谷
よ

り
遼
東
に
至
る
ま
で
、
地
は
踔
遠
、
人
民
は
希
れ
に
し
て
、
数
し
ば
寇
を
被
る
。

大
い
に
趙
・
代
の
俗
と
相
い
類
す
。
而
れ
ど
も
民
は
雕
捍
少
慮
。」（
『
史
記
』
貨

殖
列
伝
）、
「
燕
は
東
に
朝
鮮
・
遼
東
有
り
、
北
に
林
胡
・
楼
煩
有
り
、
西
に
雲

中
・
九
原
有
り
、
南
に
呼
沱
・
易
水
有
り
。
地
、
方
二
千
余
里
…
…
」（『
戦
国

策
』
燕
策
、
蘇
秦
将
為
従
）
と
見
え
る
。
う
ち
『
戦
国
策
』（
燕
策
、
蘇
秦
将
為

従
）
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
繆
文
遠
氏
が
「
此
処
の
燕
国
の
領
地
に
関
す
る
記

載
に
は
誤
り
が
多
い
。
朝
鮮
・
林
胡
・
楼
煩
は
燕
国
に
は
属
し
て
い
な
い
。
雲

中
・
九
原
は
趙
国
の
領
地
に
属
し
て
い
る
。
燕
地
は
北
は
東
胡
と
接
し
て
、
西

は
趙
国
と
界
す
る
。
南
は
中
山
国
と
隣
接
し
て
い
る
。
東
は
斉
国
と
境
を
接
す

る
。」（『
戦
国
制
度
通
考
』
巴
蜀
書
社
、
一
九
八
九
年
九
月
、
二
三
〇
頁
）
と
論

じ
て
い
る
。
燕
国
の
領
地
は
お
お
よ
そ
「
今
の
河
北
省
の
北
部
と
遼
寧
大
半
が

含
ま
れ
て
、
西
北
部
と
北
部
は
そ
れ
ぞ
れ
山
西
省
と
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
片

隅
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
東
は
、
朝
鮮
国
の
一
部
に
嵌
入
し
て
い
た
。
最
初
は

都
を
薊
（
北
京
）
に
建
て
た
が
、
昭
王
時
代
か
ら
都
を
武
陽
（
河
北
省
易
県
）

に
定
め
た
。」（
何
琳
儀
『
戦
国
文
字
通
論
』
中
華
書
局
、
一
九
八
九
年
四
月
、

九
二
頁
）
と
見
え
る
。 

こ
の
燕
国
は
戦
国
七
雄
の
一
つ
で
周
辺
諸
国
と
は
政
治
経
済
や
文
化
交
流
も

盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
戦
争
も
頻
発
し
て
い
た
。
文
化
面
で
は
同
時
代
の
他
国
に

比
べ
て
地
域
的
特
徴
が
顕
著
で
あ
り
、
そ
の
独
特
の
文
化
は
近
現
代
の
研
究
者

ら
に
「
燕
文
化
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。「
燕
文
化
」
の
重
要
な
一
分
野
で
あ
る
燕

国
璽
印
は
数
が
多
く
、
盛
観
を
呈
し
て
い
る
。
数
の
多
さ
だ
け
で
な
く
、
印
面

と
印
鈕
の
形
（
器
形
）
も
多
様
で
豊
富
で
あ
る
。
器
形
か
ら
見
れ
ば
、
主
に
以
下

の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
器
形
で
は
、
長
細
形
璽
印
は
、
燕
地
特
有
で
あ

る
。
ま
た
、
四
角
形
の
白
文
小
璽
と
朱
文
大
璽
が
あ
る
が
、
と
く
に
少
数
の
大
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璽
は
た
い
へ
ん
大
き
い
印
面
を
持
っ
て
重
厚
で
気
勢
が
あ
る
。
印
文
に
は
燕
地

の
著
し
い
特
徴
が
あ
り
、
燕
国
文
字
特
有
の
形
態
（
文
字
構
造
）
を
有
し
て
い
る
。 

周
知
の
と
お
り
、
古
璽
印
は
文
字
を
基
礎
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
、
古

文
字
の
重
要
な
研
究
分
野
で
あ
り
、
印
文
字
の
内
容
に
も
当
然
幅
広
い
情
報
が

含
ま
れ
て
い
る
。
研
究
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
豊
富
な
資
料
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
は

戦
国
時
代
の
都
城
設
置
、
職
官
配
属
、
用
印
制
度
、
地
理
地
名
変
遷
、
製
造
業
、

姓
氏
な
ど
の
研
究
に
役
立
つ
。
ま
た
、
あ
る
情
報
は
出
土
文
献
及
び
伝
世
文
献

の
不
足
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
燕
国
の
璽
印
、
陶
文
は
伝
来
品
、
出
土
品
と

も
数
多
い
ほ
か
、
近
年
来
、
燕
国
の
故
地
で
あ
る
河
北
省
、
遼
寧
省
境
内
、
北

京
市
や
天
津
市
周
辺
か
ら
も
数
多
く
の
陶
文
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
燕
国

の
故
地
か
ら
出
土
し
た
璽
印
と
陶
文
印
跡
は
、
文
字
構
造
面
だ
け
で
な
く
、
文

字
内
容
の
行
文
格
式
も
独
特
の
地
域
の
特
徴
と
統
一
性
が
見
ら
れ
、
古
璽
印
研

究
の
領
域
に
独
有
の
魅
力
を
有
し
、
研
究
者
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
燕
国
文
化

に
関
す
る
先
学
の
研
究
成
果
は
、
燕
国
璽
印
及
び
陶
文
印
跡
の
研
究
に
豊
か
な

土
壌
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。
本
研
究
は
、
燕
国
璽
印
の
器
形
、
印
文
の
文
法

格
式
、
特
有
の
文
字
構
成
を
中
心
に
、
陶
文
印
跡
、
兵
器
銘
文
、
貨
幣
文
字
な

ど
の
資
料
と
対
照
し
な
が
ら
論
説
を
展
開
す
る
。 

 

第
一
節 

研
究
の
背
景
及
び
予
測
さ
れ
る
成
果 

 

戦
国
璽
印
を
印
学
の
独
立
し
た
一
分
野
と
し
て
研
究
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
近
現
代
の
こ
と
で
あ
る
が
、
先
学
は
多
く
の
輝
か
し
い
研
究
成
果
を
挙
げ

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
成
果
は
燕
璽
の
特
徴
を
正
確
に
把
握
す
る
上
で
、
い
い
条

件
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
今
日
ま
で
公
刊
さ
れ
た
印
譜
や
古
璽
印
の
研
究

論
文
や
関
係
書
籍
を
広
く
見
渡
せ
ば
、
関
連
す
る
研
究
成
果
は
種
々
あ
る
が
、

大
勢
は
印
文
の
釈
読
の
段
階
に
止
ま
り
、
特
定
の
国
の
璽
印
を
対
象
に
、
そ
の

器
形
と
文
字
の
構
造
特
徴
を
研
究
し
、
製
造
国
を
判
定
す
る
基
準
や
断
代
（
時

代
特
定
）
の
基
準
を
明
確
に
提
示
す
る
こ
と
に
特
化
し
た
研
究
は
、
き
わ
め
て

乏
し
い
現
状
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。 

古
い
印
譜
は
、
一
般
に
印
影
を
載
せ
る
だ
け
で
璽
印
の
器
形
や
サ
イ
ズ
な
ど

の
情
報
を
ほ
と
ん
ど
載
せ
な
い
。
そ
の
た
め
璽
印
の
器
形
を
知
っ
て
い
る
の
は

収
蔵
者
と
そ
れ
を
実
見
で
き
た
一
部
の
人
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
現
在
で
は
、

考
古
発
掘
に
よ
り
新
た
に
出
土
す
る
璽
印
が
増
加
し
た
ほ
か
、
印
刷
技
術
や
出

版
手
法
が
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
、
印
影
の
み
な
ら
ず
璽
印
の
器
形
の
鮮
明
な
図

版
を
併
載
す
る
出
版
物
も
多
く
な
っ
た
。
古
璽
印
の
真
面
目
（
実
態
）
が
観
察

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
の
環
境
は
、
燕
国
璽
印
の
判
別
基
準
を
導
き
出
す
条

件
が
整
っ
た
こ
と
を
意
味
し
、
ま
た
、
璽
印
の
器
形
を
対
象
と
す
る
研
究
が
な

お
低
調
で
あ
る
現
状
を
打
破
す
る
意
味
に
お
い
て
も
、
本
研
究
の
意
義
は
高
い

と
考
え
る
。 

 

な
お
、
現
代
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
、
作
偽
の
手
段
も
多
様
化
し
、
偽
造
古

璽
印
問
題
も
緊
迫
し
た
情
勢
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
一
方
、燕
国
璽
印
の
器
形
は
、

同
世
代
の
他
国
と
比
べ
、
よ
り
統
一
性
を
有
し
、
印
鈕
（
印
の
摘
み
を
主
と
す

る
器
形
）・
印
面
（
文
字
の
あ
る
面
）
と
も
他
国
に
無
い
器
形
も
あ
り
、
国
別
の

判
断
を
精
密
に
行
い
う
る
利
点
が
あ
る
。
本
研
究
は
、
古
今
の
古
印
譜
や
璽
印
・
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陶
文
資
料
及
び
出
土
文
献
資
料
を
最
大
限
蒐
集
あ
る
い
は
精
査
し
た
う
え
で
、

燕
国
璽
印
の
器
形
（
器
形
）
の
特
徴
と
文
字
面
の
特
徴
（
文
字
構
造
）
及
び
印

文
の
行
文
格
式
（
文
法
構
成
）
を
中
心
に
検
討
す
る
。
先
学
の
研
究
成
果
や
燕

国
に
あ
る
銘
文
や
新
出
土
に
関
す
る
文
献
な
ど
の
資
料
を
参
照
し
な
が
ら
論
を

展
開
し
、
燕
国
璽
印
の
特
徴
を
帰
納
す
る
判
別
基
準
を
導
き
出
し
、
さ
ら
に
こ

の
判
別
基
準
に
基
づ
き
、
燕
璽
の
実
像
を
明
ら
か
に
す
る
一
方
、
そ
の
判
別
基

準
を
適
用
し
て
、
伝
存
と
新
出
の
古
璽
印
及
び
陶
文
印
跡
中
よ
り
、
製
造
の
国
・

時
代
が
不
詳
と
さ
れ
て
き
た
璽
印
群
か
ら
燕
国
の
璽
印
さ
ら
に
封
泥
・
陶
文
（
と

も
に
璽
印
を
粘
土
上
に
押
し
た
も
の
。
印
跡
。
）
を
検
出
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
本
研
究
は
、
燕
国
璽
印
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
も
の
の
中
か
ら
偽
印

や
印
跡
を
抽
出
す
る
こ
と
も
で
き
、
燕
国
璽
印
研
究
の
進
展
に
お
お
い
に
寄
与

で
き
る
。
そ
し
て
、
あ
る
特
別
な
器
形
特
徴
を
持
つ
璽
印
は
、
特
別
な
用
途
が

あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
そ
の
璽
印
の
性
格
と
用
途
を
も
明
ら
か
に
で
き
る
。 

 

第
二
節 

研
究
方
法 

 

管
見
の
限
り
、
燕
国
の
璽
印
（
官
璽
、
私
璽
、
図
形
璽
、
吉
語
璽
）
の
伝
世

は
同
時
代
の
他
国
よ
り
数
が
多
い
。
ま
た
地
域
の
特
徴
が
顕
著
で
統
一
性
も
よ

り
強
く
見
え
る
。
本
研
究
は
戦
国
時
代
燕
国
の
璽
印
と
陶
文
を
中
心
に
、
同
国

の
兵
器
銘
文
並
び
に
貨
幣
文
字
に
及
び
な
が
ら
論
説
を
展
開
し
、
伝
世
文
献
と

出
土
文
献
を
参
照
し
つ
つ
、
璽
印
及
び
陶
文
に
あ
る
文
字
の
詞
性
（
文
法
上
の

性
格
）
と
釈
読
を
明
か
に
す
る
と
と
も
に
、
燕
国
に
し
か
存
在
し
な
い
特
有
の

形
（
器
形
）
の
璽
印
の
性
質
、
及
び
そ
の
用
途
に
つ
い
て
、
新
し
い
視
点
か
ら

検
討
し
て
得
ら
れ
た
新
知
見
を
報
告
す
る
。 

社
会
の
動
乱
期
で
あ
る
戦
国
時
代
を
、
東
漢
の
許
慎
『
説
文
解
字
』
叙
に
「
諸

侯
力
政
し
、
王
に
統
べ
ら
れ
ず
、
礼
楽
の
己
を
害
す
る
を
悪
み
て
、
皆
な
其
の

典
籍
を
去
る
。
分
か
れ
て
七
国
と
為
り
、
田
畴
は
畝
を
異
に
し
、
車
涂
は
軌
を

異
に
し
、
律
令
は
法
を
異
に
し
、
衣
冠
は
制
を
異
に
し
、
言
語
は
声
を
異
に
し
、

文
字
は
形
を
異
に
す
。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
許
慎
の
「
文
字
異
形
」
観
念
の

影
響
を
受
け
た
戦
国
時
代
古
文
字
分
類
の
代
表
的
な
説
に
は
、
次
の
諸
家
が
あ

る
。
王
国
維
氏
は
地
域
か
ら
戦
国
文
字
を
東
土
、
西
土
と
二
つ
の
文
字
類
系
に

分
け
て
い
る
（『
王
国
維
遺
書
』
上
海
古
籍
書
店 

一
九
八
三
年
版 

巻
六
）
。

唐
蘭
氏
に
は
秦
系
文
字
と
東
方
六
国
文
字
に
分
け
る
説
が
あ
る
（『
古
文
字
学
導

論
』（
増
訂
本
）
斉
魯
書
社 

一
九
八
一
年
）。
李
学
勤
氏
は
『
戦
国
題
銘
概
述
』

（『
文
物
』
一
九
五
九
年
第
七
期
五
〇
頁
、
第
八
期
六
〇
頁
）
に
お
い
て
題
銘
を

「
斉
国
・
燕
国
・
三
晋
・
両
周
・
楚
国
・
秦
国
」
の
六
者
に
分
け
て
い
る
。
何

琳
儀
氏
に
は
戦
国
古
文
字
を
五
系
「
斉
・
燕
・
晋
・
楚
・
秦
」
と
す
る
説
が
あ

り
（
『
戦
国
文
字
通
論
』
中
華
書
局 

一
九
八
九
年
四
月
）、
近
年
の
戦
国
古
文

字
の
研
究
は
、
た
い
て
い
こ
の
分
類
に
従
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表
的

な
研
究
に
趙
学
清
氏
の
『
戦
国
東
方
五
国
文
字
構
形
系
統
研
究
』（
上
海
教
育
出

版
社 

二
〇
〇
五
年
十
月
）、
孫
剛
氏
の
『
斉
文
字
編
』（
福
建
人
民
出
版
社 

二

〇
一
〇
年
一
月
）
、
劉
杉
徽
氏
・
劉
長
武
氏
の
『
楚
系
金
文
彙
編
』
（
湖
北
教
育

出
版
社 

二
〇
〇
九
年
五
月
）
、
王
愛
民
氏
の
『
燕
文
字
編
』
（
吉
林
大
学
碩
士

学
位
論
文 
二
〇
一
〇
年
四
月
）、
湯
志
彪
氏
の
『
三
晋
文
字
編
』
（
作
家
出
版
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社 

二
〇
一
三
年
十
一
月
）
、
周
波
氏
の
博
士
論
文
『
戦
国
時
代
各
系
文
字
間
的

用
字
差
異
現
象
研
究
』（
綫
装
書
局 

二
〇
一
二
年
十
二
月
）
な
ど
が
あ
る
。
文

字
は
璽
印
の
国
別
を
判
断
す
る
際
に
、
重
要
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る
。
燕
国
璽

印
の
判
別
基
準
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
本
研
究
で
は
、
先
学
の
戦
国

文
字
研
究
に
お
け
る
こ
れ
ら
分
類
法
を
参
考
に
、「
斉
・
燕
・
晋
・
楚
・
秦
」
の

五
系
分
類
法
を
採
用
す
る
。 

璽
印
は
元
々
何
か
の
証
明
を
示
す
手
段
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
が
、
国
や
地

域
に
よ
っ
て
形
（
器
形
）
と
印
文
が
違
う
た
め
、
今
の
数
多
く
の
古
璽
印
研
究

〈
特
に
戦
国
璽
印
研
究
分
野
〉
の
研
究
者
は
、
分
域
研
究
と
い
う
横
断
的
研
究

法
を
用
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
執
筆
者
も
こ
の
横
断
的
研
究
法
を
と
り
、
文

字
学
と
考
古
学
の
研
究
手
段
を
借
り
て
展
開
す
る
。
印
文
や
陶
文
印
跡
に
あ
る

文
字
の
釈
読
は
、
お
お
よ
そ
「
構
形
分
析
」「
異
域
比
較
」「
同
域
比
較
」「
音
韻

訓
釈
」「
文
法
分
析
」
の
方
法
で
釈
読
す
る
。
ま
た
璽
印
（
官
璽
・
私
璽
〈
吉
語

璽
／
図
案
璽
〉
）
の
基
準
器
及
び
関
係
が
あ
る
陶
器
に
関
す
る
論
説
は
、
考
古
器

形
学
に
基
づ
い
て
展
開
す
る
。 

 
 

第
三
節 

論
文
の
内
容
構
成 

 

本
研
究
は
六
章
よ
り
構
成
し
、
燕
国
璽
印
及
び
陶
文
印
跡
の
形
（
形
の
特
徴
）

か
ら
文
字
構
成
特
徴
、
銘
文
の
行
文
格
式
特
徴
及
び
あ
る
頻
出
の
単
字
の
釈
読

に
及
ぶ
全
六
章
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

【
第
一
章
】
燕
国
璽
印
の
判
別
基
準 

器
形
面
、
文
字
構
造
面
及
び
印
文
の
行
文
格
式
面
（
文
法
構
成
）

か
ら
、
燕
国
璽
印
の
判
別
基
準
を
提
示
す
る
。
そ
の
判
別
基
準
に
基

づ
い
て
、
偽
造
の
燕
国
璽
印
二
五
点
以
上
を
摘
出
す
る
。 

【
第
二
章
】
長
細
形
璽
印
の
印
文
中
の
「
鍴
」
を
中
心
に 

長
細
形
璽
印
の
印
文
中
の
「
鍴
」
を
中
心
に
、
燕
国
特
有
の
璽
印

の
性
質
と
用
途
を
明
ら
か
に
す
る
。 

【
第
三
章
】
燕
国
陶
文
考
〈
長
細
形
三
璽
併
用
陶
文
印
跡
を
中
心
に
―
〉 

燕
国
有
紀
年
（
月
）
陶
文
の
考
査
を
踏
ま
え
、
「
鍴
」
字
が
付
く

長
細
形
璽
印
の
発
生
年
代
を
推
定
す
る
。
な
ら
び
に
燕
国
三
つ
の
印

跡
が
並
ん
で
い
る
陶
文
印
跡
の
行
文
格
式
の
変
遷
と
級
別
監
造
特
徴

も
明
ら
か
に
す
る
。 

【
第
四
章
】
燕
国
璽
印
及
び
陶
文
印
跡
中
の
「

」
字
の
詞
性 

【
第
五
章
】
燕
国
陶
文
印
跡
中
の
「

」
字
に
つ
い
て 

燕
国
璽
印
及
び
陶
文
印
跡
に
見
る
特
有
の
文
字
構
造
を
有
す
る
単

字
の
釈
読
と
詞
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

【
第
六
章
】
燕
国
璽
印
及
び
陶
文
印
跡
雑
識
（
廿
三
件
） 

伝
存
及
び
新
出
土
資
料
に
見
る
燕
国
璽
印
十
六
件
と
陶
文
印
跡
七

件
を
中
心
に
検
討
し
て
、
得
ら
れ
た
新
知
見
を
報
告
す
る
。 

右
の
各
章
の
内
容
を
詳
述
す
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

第
一
章 

本
章
で
は
、
燕
国
璽
印
の
器
形
の
特
徴
と
文
字
面
の
特
徴
を
中
心

に
検
討
す
る
。
先
学
の
研
究
成
果
や
燕
国
に
あ
る
銘
文
や
新
出
土
に
関
す
る
文

献
な
ど
の
資
料
を
参
照
し
な
が
ら
論
を
展
開
し
、
燕
国
璽
印
の
特
徴
を
帰
納
し
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て
判
別
基
準
を
提
示
し
、
さ
ら
に
こ
の
判
別
基
準
に
基
づ
き
、
伝
存
と
新
出
の

古
璽
印
中
か
ら
、
燕
国
に
属
す
る
璽
印
を
新
し
く
検
出
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

そ
の
上
で
、
提
示
し
た
判
別
基
準
に
基
づ
い
て
、
先
学
の
研
究
結
果
を
参
照
し

つ
つ
、
燕
国
璽
印
を
装
っ
た
一
群
の
偽
印
を
摘
出
す
る
。 

第
二
章 
今
ま
で
の
出
土
文
物
か
ら
見
れ
ば
、
長
細
形
璽
印
は
戦
国
の
燕
国

に
し
か
な
い
特
別
な
存
在
で
、
同
時
期
の
他
国
に
似
て
い
る
も
の
も
な
い
。
材

料
は
す
べ
て
銅
で
作
ら
れ
て
い
る
。
種
類
の
豊
富
な
燕
国
璽
印
に
陰
文
と
陽
文

が
共
存
す
る
特
徴
が
あ
る
中
で
、
こ
の
長
細
形
璽
印
に
は
、
た
だ
陽
文
し
か
存

在
し
な
い
。
加
え
て
長
い
柄(

印
体)
と
印
体
の
側
に
付
く
鼻
鈕
も
同
世
代
璽
印

と
異
な
る
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
長
細
形
璽
印
に
は
印
文
の
末
字
に
「
鍴
」

字
が
使
わ
れ
る
が
、
同
国
の
他
の
璽
印
に
は
「
鍴
」
字
は
使
わ
れ
ず
、
戦
国
時

代
の
他
国
に
も
見
え
な
い
。
故
に
、
今
ま
で
の
古
璽
印
研
究
界
、
篆
刻
界
及
び

考
古
学
界
で
は
、
こ
の
燕
地
特
有
の
長
細
形
璽
印
を
「
鍴
」
と
名
付
け
、
古
璽

印
断
代
を
行
う
際
の
燕
国
璽
の
典
型
的
特
徴
の
一
つ
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、

「
鍴
」
に
対
す
る
こ
の
認
識
は
正
し
く
な
い
。 

「
鍴
」
字
が
付
く
こ
れ
ら
燕
国
長
細
形
璽
印
の
印
面
と
同
時
期
の
燕
地
出
土

陶
器
残
片
中
に
は
、
こ
の
長
細
形
璽
印
と
同
形
が
認
め
ら
れ
る
ほ
か
、「
鍴
」
字

の
あ
る
陶
片
と
陶
器
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
こ
れ
ら
燕
地
出
土
陶

片
上
の
印
跡
や
完
器
の
陶
器
を
参
照
し
つ
つ
、
出
土
資
料
や
文
献
、
ま
た
先
学

の
研
究
結
果
を
参
考
に
、「
鍴
」
字
が
付
く
燕
国
長
細
形
璽
印
と
陶
文
印
跡
を
検

討
し
、
従
来
行
わ
れ
て
き
た
〈
鍴
＝
璽
印
〉
の
認
識
が
実
態
と
一
致
し
な
い
こ

と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
「
鍴
」
の
実
態
は
璽
印
で
な
く
、「
鍴
」
字
付

き
の
燕
国
長
細
形
璽
印
を
押
す
対
象
の
器
物
こ
そ
が
「
鍴
」
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
。 

第
三
章 

燕
国
故
地
の
出
土
品
で
は
、
特
に
陶
文
が
種
類
や
数
が
多
い
。
中

で
も
二
、
三
列
か
ら
な
る
長
細
形
印
跡
の
グ
ル
ー
プ
的
形
式
は
、
燕
国
陶
文
の

代
表
的
な
特
徴
で
あ
る
。
製
作
方
法
か
ら
見
れ
ば
、
刻
画
と
抑
印
（
乾
燥
前
に

印
を
鈐
し
た
も
の
）
が
あ
り
、
銘
文
の
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
お
お
よ
そ
吉
語
、

工
匠
名
、
記
事
、
器
物
の
所
有
者
名
、
所
有
機
関
名
、
監
造
機
関
名
、
級
別
監

造
な
ど
何
種
類
か
が
あ
る
。
ま
た
、
形
か
ら
分
類
す
れ
ば
、
方
形
、
円
形
、
長

細
形
、
三
角
形
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
燕
国
故
地
か
ら
出
土
し
た
陶
文
の
形
や

内
容
や
製
造
方
法
は
、
燕
国
文
化
の
研
究
、
特
に
燕
国
製
陶
業
の
研
究
に
素
晴

ら
し
い
文
献
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。 

燕
国
陶
文
に
関
す
る
最
古
の
資
料
は
『
芸
術
叢
編
』（
姫
仏
陀 

編
）
の
燕
国

陶
文
で
あ
る
。
ま
た
初
め
て
世
に
出
た
完
器
は
、
潘
祖
蔭
（1830

～1890

年
）

旧
蔵
の
「
廿
二
年
正
月
左
匋

・
左
匋
攻
𢽍
・
左
匋
倈
湯
敀
国
」
（
帝
室
博
物

館
蔵
）
陶
罐
で
あ
る
。
李
学
勤
氏
、
何
琳
儀
氏
、
董
珊
氏
、
唐
存
才
氏
、
王
恩

田
氏
ら
に
は
燕
国
の
こ
れ
ら
陶
文
に
関
す
る
論
説
が
あ
る
が
、
新
出
土
の
燕
地

陶
文
が
反
映
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
認
識
は
不
完
全
で
あ
る
い
は
間
違
い
も
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
本
章
は
収
集
し
た
燕
地
出
土
の
長
細
形
陶
文
印
跡
九
五
件

（
完
器
七
件
含
め
）
及
び
燕
国
に
特
別
に
存
在
し
て
い
る
長
細
形
璽
印
を
対
象

に
、
璽
印
と
陶
文
印
跡
を
互
い
に
対
照
し
な
が
ら
、
紀
年
（
月
）
類
陶
文
及
び

三
つ
の
印
跡
が
並
ん
で
い
る
陶
文
印
跡
の
銘
文
内
容
の
変
遷
及
び
級
別
監
造
特

徴
な
ど
を
検
討
し
、
「
鍴
」
字
が
付
く
長
細
形
璽
印
の
発
生
年
代
を
推
定
し
な
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が
ら
、
得
ら
れ
た
新
知
見
を
報
告
す
る
。 

第
四
章 

執
筆
者
は
修
士
論
文
『
燕
国
璽
印
研
究
―
長
細
形
璽
印
と
そ
の
用

途
を
中
心
に
』(

平
成
二
十
五
年
度)

に
お
い
て
、
す
で
に
燕
国
文
字
中
に
存
在

す
る
「

」
字
に
特
に
留
意
し
た
。
こ
の
「

」
字
が
付
い
て
い
る
出
土
文
物
は
、

燕
国
以
外
に
見
た
こ
と
が
な
く
、
燕
国
で
は
陶
文
及
び
璽
印
の
用
字
と
し
て
頻

出
す
る
（
特
に
長
細
形
璽
印
文
字
に
頻
出
す
る
特
徴
が
あ
る
）。
研
究
者
の
「

」

字
に
対
す
る
釈
読
に
は
相
違
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
持
っ
て
い
る
が
、

定
論
が
な
い
の
が
研
究
現
状
で
あ
る
。
本
章
は
、「

」
字
が
付
く
銘
文
の
行
文

格
式
面
を
中
心
に
、
当
該
文
字
の
詞
性
面
か
ら
出
発
し
て
、
前
人
の
研
究
成
果

を
参
考
に
し
つ
つ
、
有
力
な
出
土
資
料
や
文
献
を
引
用
し
、
こ
の
燕
国
の
特
有

の
文
字
で
あ
る
「

」
字
に
つ
い
て
論
じ
、
当
該
文
字
の
性
格
（
詞
性
）
を
明

ら
か
に
す
る
。 

第
五
章 

執
筆
者
は
燕
国
文
化
に
関
心
を
持
ち
な
が
ら
、
燕
国
璽
印
や
陶
文

を
中
心
と
す
る
文
字
面
の
検
討
も
続
け
て
い
る
。
修
士
論
文
『
燕
国
璽
印
研
究

―
長
細
形
璽
印
と
そ
の
用
途
を
中
心
に
―
』（
平
成
二
十
五
年
度
）
と
「
燕
国
璽

印
研
究
―
長
細
形
璽
印
の
印
文
中
の
〈
鍴
〉
を
中
心
に
―
」
（『
書
学
書
道
史
研

究
㉕
』
書
学
書
道
史
学
会 

二
〇
一
五
年
十
月
）「
燕
国
璽
印
及
び
陶
文
印
跡
中

の
〈

〉
字
の
詞
性
」（
『
書
道
学
論
集
12
』
大
東
文
化
大
学
大
学
院
書
道
学
専

攻
院
生
会 

平
成
二
十
七
年
三
月
）
の
論
文
を
執
筆
す
る
過
程
で
、
燕
国
の
陶

文
の
分
析
を
進
め
る
う
ち
に
、
陶
文
印
跡
中
に
あ
る
「

」
字
に
関
心
を
持
っ

た
。
こ
の
「

」
字
は
、
長
細
形
の
陶
文
印
跡
以
外
、
同
国
の
あ
ら
ゆ
る
種
類

の
銘
文
に
見
え
ず
、
特
別
な
文
字
構
造
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り

か
、
管
見
の
限
り
、
今
ま
で
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
同
時
代
の
他
国
の
す
べ
て
の

銘
文
や
文
字
資
料
に
も
当
該
文
字
構
造
が
見
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
、
「

」
字

は
燕
国
の
長
細
形
陶
文
印
跡
に
し
か
存
在
し
な
い
文
字
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
も
、
先
学
の
説
と
執
筆
者
の
手
元
に
あ
る
資
料
に
よ
れ
ば
、
「

」
字
に

お
け
る
こ
れ
ま
で
の
釈
読
に
は
、
新
し
い
角
度
か
ら
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。 

第
六
章 

燕
国
璽
印
と
陶
文
印
跡
は
羅
福
頤
氏
主
編
の
『
古
璽
彙
編
』（
文
物

出
版
社 

一
九
八
一
年
十
一
月
）
及
び
高
明
氏
の
『
古
陶
文
彙
編
』（
高
明
著 

北

川
博
邦
訳 

東
方
書
店 

一
九
八
九
年
五
月
）
、
王
恩
田
氏
の
『
陶
文
図
録
』（
斉
魯
書
社 

二

〇
〇
六
年
六
月
）
の
他
に
も
散
見
し
て
い
る
。
当
然
、
伝
存
品
の
ほ
か
に
、
新
出

も
あ
る
。
ま
た
出
土
後
、
す
ぐ
行
方
不
明
に
な
り
、
印
譜
集
に
も
そ
の
影
を
見

な
い
も
の
も
あ
る
。
考
古
や
新
出
土
資
料
が
発
見
し
つ
つ
、
当
時
の
研
究
条
件

や
資
料
な
ど
に
よ
っ
て
、
前
人
研
究
者
は
す
で
に
論
説
し
た
が
、
今
ま
で
公
開

し
た
旧
い
資
料
、
あ
る
種
類
の
璽
印
に
た
い
し
て
、
そ
の
説
と
認
識
は
不
完
全

で
、
現
段
階
は
新
し
く
認
識
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
一
方
、
非
正
式

考
古
で
出
土
し
た
資
料
は
、
往
々
に
し
て
そ
の
地
元
の
文
物
愛
好
者
に
宝
蔵
さ

れ
て
軽
る
し
く
人
に
示
さ
な
い
が
、
こ
れ
ら
資
料
を
軽
視
で
き
な
い
。 

本
章
は
散
見
し
て
い
る
古
璽
印
と
陶
文
印
跡
を
と
も
に
廿
三
件
を
集
め
、
璽

印
類
と
陶
文
印
跡
類
を
分
け
て
論
説
す
る
。
そ
の
先
学
の
説
の
不
充
分
な
箇
所

や
誤
り
や
未
釈
の
文
字
な
ど
を
補
足
訂
正
し
な
が
ら
、
新
見
資
料
数
点
も
公
開

す
る
。
そ
れ
は
お
お
よ
そ
伝
世
文
献
と
出
土
資
料
（
非
正
式
考
古
出
土
資
料
含

め
）
で
あ
る
。
執
筆
者
の
研
究
立
場
よ
り
論
説
し
た
上
で
、
得
ら
れ
た
新
知
見

を
報
告
す
る
。 
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第
一
章 

燕
国
璽
印
の
判
別
基
準 

  

は
じ
め
に 

第
一
節 

器
形
面
に
お
け
る
考
察 

 
 
 

㈠
官
璽 

 
㈡
私
璽
（
含 

吉
語
璽
・
図
形
璽
） 

第
二
節 

文
字
面
に
お
け
る
考
察 

 
 
 

一 

燕
国
璽
印
固
有
の
字
形
に
つ
い
て 

 
 
 
 

㈠
文
字
類 

 

㈡
字
形
面
の
構
成
に
つ
い
て 

 
 
 

二 

燕
国
璽
印
の
印
文
内
容
に
つ
い
て 

 
 
 
 

㈠
地
名 

 

㈡
市
名 

 

㈢
職
官
名 

 

㈣
複
姓 

第
三
節 

国
別
未
定
の
資
料
に
見
え
る
燕
璽 

第
四
節 

偽
印
及
び
そ
の
他 

 
 
 

㈠
燕
国
偽
璽
印 

 

㈡
燕
国
偽
陶
文 

 

㈢
そ
の
他 

お
わ
り
に 

  

は
じ
め
に 

 

戦
国
時
期
の
下
限
は
、
始
皇
帝
が
六
国
を
統
一
し
た
紀
元
前
二
二
一
年
と
認

め
ら
れ
て
い
る
が
、
上
限
に
は
、
紀
元
前
四
八
一
年
（
『
春
秋
』
終
年
）
、
紀
元

前
四
七
五
年
（
周
元
王
元
年
）、
紀
元
前
四
六
八
年(

周
貞
定
王
元
年)

、
紀
元
前

四
〇
三
年
（
三
家
始
封
諸
侯
）
な
ど
異
な
る
説
が
あ
る
。
１

し
た
が
っ
て
、
戦
国

時
代
を
歴
史
紀
年
の
中
か
ら
は
っ
き
り
切
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
本

論
文
で
は
、
戦
国
時
期
の
上
限
の
年
を
特
定
し
な
い
。 

 

も
っ
と
も
中
国
の
北
に
位
置
し
た
戦
国
時
代
の
燕
国
は
、
戦
国
七
雄
の
一
つ

と
し
て
、
中
国
の
歴
史
上
に
足
跡
を
残
し
た
そ
の
独
特
の
文
化
的
特
徴
に
こ
れ

ま
で
多
く
の
研
究
者
が
熱
い
視
線
を
そ
そ
ぎ
、
そ
の
文
化
を
「
燕
文
化
」
と
称

し
て
き
た
。「
燕
文
化
」
の
重
要
な
一
分
野
で
あ
る
燕
国
璽
印
は
数
が
多
く
盛
観

を
呈
し
て
い
る
。
周
知
の
と
お
り
、
古
璽
印
は
文
字
を
基
礎
と
し
て
存
在
し
て

い
る
の
で
、
古
文
字
の
重
要
な
研
究
分
野
で
あ
り
、
印
文
字
の
内
容
に
は
幅
広

い
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。
数
多
い
燕
国
璽
印
か
ら
は
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
燕
国
の
出
土
文
献
の
不
足
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
燕
国

文
字
に
関
す
る
先
学
の
研
究
成
果
は
、
燕
国
璽
印
の
研
究
に
豊
か
な
土
壌
を
つ

く
り
出
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
燕
国
璽
印
の
器
形
は
、
同
世
代
の
他
国
と
比

べ
、
よ
り
統
一
性
を
持
ち
、
他
国
に
無
い
印
鈕
と
器
形
が
顕
著
で
あ
り
、
国
別

の
判
断
を
精
密
に
行
い
う
る
利
点
が
あ
る
。
戦
国
璽
印
に
特
化
し
た
研
究
は
、

近
現
代
の
こ
と
な
が
ら
、
先
学
は
素
晴
ら
し
い
研
究
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
そ

れ
ら
成
果
は
燕
璽
の
特
徴
を
準
確
的
に
把
握
す
る
上
で
、
い
い
条
件
と
な
っ
て

い
る
。
今
日
ま
で
出
版
さ
れ
た
印
譜
や
古
璽
印
の
研
究
論
文
や
書
籍
を
広
く
見

渡
せ
ば
、
関
連
す
る
研
究
成
果
は
種
々
あ
る
が
、
一
国
の
璽
印
を
器
形
の
特
徴

と
文
字
の
特
徴
を
中
心
に
研
究
し
、
断
代
標
準
を
提
示
し
た
論
文
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
一
方
、
考
古
学
的
新
出
資
料
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
現
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

数
多
い
伝
来
の
古
璽
印
及
び
古
陶
文
中
よ
り
、
燕
国
璽
印
・
陶
文
・
封
泥
を
検

出
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

古
璽
印
に
お
け
る
考
察
は
、
お
お
よ
そ
印
文
字
内
容
の
特
徴
、
文
字
構
造
の

特
徴
及
び
印
鈕
の
器
形
の
特
徴
の
三
つ
の
面
が
中
心
に
な
る
と
考
え
る
。
本
論
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文
で
は
、
燕
国
璽
印
の
器
形
の
特
徴
と
文
字
面
の
特
徴
を
中
心
に
検
討
す
る
。

先
学
の
研
究
成
果
や
燕
国
に
あ
る
銘
文
や
新
出
土
に
関
す
る
文
献
な
ど
の
資
料

を
参
照
し
な
が
ら
論
を
展
開
し
、
燕
国
璽
印
の
特
徴
を
帰
納
す
る
判
別
基
準
を

提
示
し
、
さ
ら
に
こ
の
判
別
基
準
に
基
づ
き
、
伝
存
と
新
出
の
古
璽
印
中
か
ら
、

燕
国
に
属
す
る
璽
印
を
新
し
く
検
出
す
る
こ
と
を
目
指
す
（
検
出
し
た
燕
国
璽

印
を
末
尾
に
表
示
す
る
）
。
そ
の
上
で
、
提
示
し
た
判
別
基
準
に
基
づ
い
て
、
先

学
の
研
究
結
果
を
参
照
し
つ
つ
、
燕
国
璽
印
を
装
っ
た
偽
印
を
摘
出
す
る
。 

 
 

第
一
節 

器
形
面
に
お
け
る
考
察 

  

器
物
の
器
形
に
お
け
る
考
察
は
考
古
学
上
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
器
形
面
の

考
察
を
通
し
て
、
器
物
の
生
ま
れ
る
時
代
や
国
な
ど
の
情
報
が
判
明
す
る
。
そ

も
そ
も
器
形
に
は
、
器
物
が
生
ま
れ
流
通
し
た
時
代
の
審
美
特
徴
が
備
わ
る
か

ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
器
物
の
時
代
的
特
徴
は
、
す
べ
て
器
形
の
特
徴
と

し
て
表
わ
れ
る
。「
以
形
制
為
中
心
（
形
制
を
以
て
中
心
と
為
す
）」
２

の
器
形
面

の
考
察
は
、
古
璽
印
が
属
す
る
国
を
判
断
す
る
際
に
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
標
準
器
は
不
可
欠
で
あ
る
。
燕
国
璽
印
は
、
地
理
的
条
件
に
よ
っ
て
、
著

し
い
地
域
的
特
徴
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
文
字
面
と
器
形
面
の
考
察
に
よ
っ
て
、

標
準
器
形
を
指
定
で
き
る
と
考
え
る
。
本
節
は
、
燕
国
璽
印
を
属
性
か
ら
官
璽

と
私
璽
（
吉
語
璽
・
図
形
璽
を
含
む
）
の
二
類
に
分
け
、
各
用
途
か
ら
代
表
的

な
器
形
を
標
準
器
と
し
て
指
定
す
る
。
原
則
と
し
て
、
器
形
は
出
土
品
と
伝
世

品
を
中
心
に
、
器
物
の
形
（
鈕
制
）
と
寸
法
面
の
考
察
を
通
し
て
、
標
準
器
を

選
定
す
る
。
な
お
、
本
論
文
の
燕
国
璽
印
標
準
器
は
、
お
お
よ
そ
故
宮
博
物
院

（
北
京
）、
上
海
博
物
館
、
浙
江
省
博
物
館
、
蘇
州
博
物
館
、
湖
南
省
博
物
館
、

天
津
博
物
館
、
香
港
中
文
大
学
文
物
館
の
蔵
品
か
ら
選
定
す
る
。 

㈠
官
璽 

 

こ
れ
ま
で
燕
国
璽
印
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
燕
国
の
官
璽
は
、
印
面

の
形
か
ら
分
類
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
四
角
形
の
印
面
と
長
細
形
の
印
面
の
二
類

で
あ
り
、
印
体
の
形
（
鈕
制
）
か
ら
分
類
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
壇
形
鼻
鈕
、
柱

形
鼻
鈕
、
瓦
形
鼻
鈕
の
三
類
で
あ
る
。
ま
た
材
質
か
ら
分
類
す
る
な
ら
、
た
い

て
い
玉
制
と
銅
制
の
二
類
が
あ
る
。
周
知
の
と
お
り
、
戦
国
璽
印
の
材
質
は
、

銅
・
玉
の
ほ
か
に
も
金
・
銀
・
水
晶
・
緑
松
石
・
獣
骨
（
歯
・
角
）・
陶
・
琉
璃

３

な
ど
の
例
も
あ
る
が
、
本
論
文
は
標
準
器
の
選
定
を
最
も
重
要
と
す
る
の
で
、

よ
り
一
般
的
で
あ
る
銅
制
の
燕
璽
だ
け
を
対
象
と
し
、
印
面
の
形
か
ら
分
類
す

る
。
な
お
、
以
下
に
「
□
形
□
鈕
」
と
表
記
す
る
「
形
」
は
印
体
の
形
を
指
し
、

「
鈕
」
は
印
鈕
を
指
す
。 

 

①
㋐
四
角
形
の
印
面
で
、
鼻
鈕
の
官
璽 

 
 
 

（
官
図
一
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：1

.5
cm

 

横
：2

.4
cm

 

縦
：2

.4
cm
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（
官
図
二
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：1

.6
cm

 

横
：2

.4
cm

 

縦
：2

.4
cm

 

 
 

 
 
 

 

（
官
図
三
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：1

.5
cm

 

横
：2

.4
 cm

 

縦
：2

.4
cm

 

 
 
 
 

 

（
官
図
四
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：1
.5

cm
 

横
：2

.4
cm

 

縦
：2

.4
cm

 

 
 
 
 

 
（
官
図
五
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：1.5

cm 

横
：2.1

cm 

縦
：2.1c

m 

 
 
 
 

 

（
官
図
六
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：1

.5
cm

 

横
：2

.3
cm

 

縦
：2

.3
cm

 

 
 
 

 

（
官
図
七
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：1

.6
cm

 

横
：2

.4
cm

 

縦
：2

.4
cm
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（
官
図
八
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：1

.5
cm

 

横
：2

.3
cm

 

縦
：2

.4
cm

 

 
 
 

 

（
官
図
九
）
壇
形
鼻
鈕 

横
：2

.1
cm

 

縦
：2

.1
cm

 

 
 

 
 

 

（
官
図
十
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：1

.5
cm

 

横
：2

.1
cm

 

縦
：2

.1
cm

 

 
 
 

 
（
官
図
十
一
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高1

.7
cm

 

横2
.2

cm
 

縦2
.2

cm
 

 
 

 
 
 

 

（
官
図
十
二
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高1

.7
cm

 

横2
.4

cm
 

縦2
.4

cm
 

 
 

 
 
 

 

（
官
図
十
三
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高1

.4
cm

 

横2
.3

cm
 

縦2
.3

cm
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（
官
図
十
四
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：1.5

cm
 

横
：2.3

cm
 

縦
：2.3

cm
 

 
 
 

 

（
官
図
十
五
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：1.5

cm
 

横
：2.2

cm
 

縦
：2.2

cm
 

 
 

 

（
官
図
十
六
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：1.5

cm
 

横
：2.4

cm
 

縦
：2.4

cm
 

 
 

 

 

（
官
図
十
七
）
壇
形
鼻
鈕 

横
：2

.0
cm

 

縦
：2

.0
cm

 

 
 

（
官
図
十
八
）
壇
形
鼻
鈕 

横
：1

.9
cm

 

縦
：1

.9
cm

 

 
 

 

（
官
図
十
九
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：1.3

cm
 

横
：2.3

cm
 

縦
：2.3

cm
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（
官
図
廿
三
）
瓦
形
鼻
鈕 

通
高
：1

.8
cm

 

横
：4

cm
 

縦
：4

cm
 

 

（
官
図
廿
四
）
瓦
形
鼻
鈕 

通
高
：1

.5
cm

 

横
：4

.3
cm

縦
：4

.3
cm

 

 
 
 

 

 

右
に
列
挙
し
た
燕
璽
（
官
図
一
～
官
図
十
九
）
は
、
印
文
は
白
文
で
、
通
高

は
一
・
四
～
一
・
七
cm
、

印
面
の
サ
イ
ズ
は
一
・

九
～
二
・
四
cm
の
間
に

あ
り
、
官
図
廿
三
～
官

図
廿
四
の
鋳
造
官
の
朱

文
大
璽
を
除
い
て
、
燕

璽
で
は
印
文
の
末
に

「
璽
」
字
を
加
え
な
い

特
徴
が
あ
る
。
器
形
で

は
、
印
台
四
周
の
側
面

か
ら
鼻
鈕
ま
で
の
間
に

小
さ
な
凹
面
が
見
え
、

四
角
形
の
印
面
で
壇
形

の
鼻
鈕
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
燕
璽
は
同
じ
特
徴

を
持
つ
統
一
性
が
あ
る
。
他
に
、
官
璽
で
あ
る
朱
文
小
璽
（
官
図
廿
～
官
図
廿

一
）
と
朱
文
大
璽
（
官
図
廿
三
～
官
図
廿
四
）
及
び
用
途
不
明
の
長
細
形
印
面

の
瓦
形
双
鼻
鈕
官
印
（
官
図
廿
五
）
が
あ
る
。
な
お
、「
官
図
廿
二
」
の
よ
う
な

朱
文
官
璽
に
は
、
官
璽
に
お
け
る
「
田
字
格
」
の
萌
芽
が
見
え
る
。
全
体
か
ら

見
る
と
、
燕
国
官
璽
に
は
、
壇
形
鼻
鈕
で
あ
る
白
文
官
璽
に
、
規
律
性
が
あ
る

一
方
、
朱
文
官
璽
に
は
サ
イ
ズ
や
器
形
に
規
律
性
が
あ
ま
り
見
え
な
い
。 

①
㋑
四
角
形
の
印
面
で
、
柱
鈕
中
空
の
巨
大
官
璽 

（
官
図
廿
）
覆
斗
形
鼻
鈕 

通
高
：1

.4
cm

 

横
：1

.5
cm

 

縦
：

1
.5

cm
 

 

（
官
図
廿
一
）
覆
斗
形
鼻
鈕 

横
：1

.6
cm

 

縦
：1

.6
cm

 

 

 
 

 

（
官
図
廿
二
）
蟠
螭
鈕 

通
高
：0

.9
cm

 

横
：2

.3
cm

 

縦
：2

.5
cm
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（
官
図
廿
五
）
瓦
形
双
鼻
鈕 

通
高
：1

.1
cm

 
 

横
：2

.2
cm

 

縦
：5

.5
cm

 

   

 

  
 

 
 

 

（
官
図
廿
六
）
中
空
柱
鈕 

通
高7.4c

m 

台
高4

.17c
m 

縦7.5c
m 

横7
.5cm 

 
 

 



14 

 

 

【
日
庚
都
萃
車
馬
】
斉
成
会
有
鄰
館(

京
都)

の
蔵
品
で
、
印
面
の
刻
は
比
較
的

浅
く
、
ま
た
鈕
な
ど
か
ら
み
て
、
特
殊
な
用
途
に
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

戦
国
の
巨
璽
と
し
て
著
名
で
、
山
東
省
出
土
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
４

『
金
文
分

域
編
』
に
「
山
東
通
志
に
、
光
緒
十
八
年
濰
県
に
出
土
し
、
王
文
敏 

百
十
金

を
以
て
之
を
得
。
方
二
寸
二
分
、
辺
は
銅
牆
を
作
り
、
方
筆
筒
の
如
し
。
筒
内

に
数
柱
の
其
の
間
を
横
撑
す
る
有
り
。
疑
ふ
ら
く
は
古
の
鈐
馬
印
か
。
其
の
筒

は
火
を
盛
る
所
以
な
り
。
周
季
木
は
易
州
の
出
土
と
云
ふ
。」５
の
記
載
が
あ
る
。

出
土
地
は
、
山
東
省
濰
県
（
今
の
濰
坊
市
）
と
河
北
省
の
易
州
（
今
の
易
県
）

の
両
説
が
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
巨
大
な
璽
印
は
珍
し
く
、
烙
馬
印
と
の
推
測
は
研

究
者
間
の
通
説
で
あ
る
。
６

燕
国
璽
印
及
び
戦
国
時
代
の
璽
印
を
検
討
す
る
際
に
、

言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
器
は
、
燕
国
に
し
か
見
え

ず
、
官
方
用
の
烙
馬
印
と
し
て
、
文
字
面
に
も
燕
国
文
字
の
著
し
い
特
徴
を
も

ち
、
官
璽
の
標
準
器
を
代
表
す
る
一
例
で
あ
る
。 

②
長
細
形
の
印
面
で
、
鼻
鈕
と
柄
が
付
く
官
璽 

 

 

 
 

材
料
は
す
べ
て
銅
で
、
長
い
柄
（
柱
形
印
体
）
を
備
え
、
鼻
鈕
を
印
体
の
側

に
付
け
、
陽
文
の
長
細
形
の
印
面
を
も
つ
一
類
の
燕
国
璽
印
で
あ
る
。
従
来
、

研
究
者
は
こ
の
一
類
の
長
細
形
璽
印
を
「
鍴
」
と
呼
ん
で
燕
国
璽
印
の
別
名
と

し
て
き
た
。
し
か
し
、
執
筆
者
は
、「
鍴
」
は
柄
の
付
い
た
こ
れ
ら
長
細
形
璽
印

の
名
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
詳
細
は
本
論
文
の
第
二
章
参
照
）。
す

な
わ
ち
、
燕
国
で
は
陶
器
の
一
種
を
「
燕
陶
鍴
」
と
い
う
。
長
細
形
印
面
で
柄

付
き
の
こ
の
燕
国
璽
印
は
「
燕
陶
鍴
」
の
た
め
に
生
ま
れ
た
専
用
の
璽
印
の
一

種
で
あ
る
。
今
ま
で
、
出
土
し
た
古
璽
印
中
に
は
、
戦
国
時
代
の
他
国
に
類
似

す
る
長
細
形
璽
印
の
存
在
が
な
い
。「
鍴
」
字
が
付
い
て
い
る
璽
印
は
、
た
だ
陽

文
だ
け
で
あ
り
、
戦
国
時
代
の
燕
国
に
し
か
な
い
存
在
で
あ
る
。
長
細
形
の
他

に
四
角
形
の
陰
文
も
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
銅
以
外
の
材
料
を
使
っ
た
も
の
も

一
切
な
い
。
な
お
、
文
字
に
は
、
合
文
７

と
飾
り
筆
画
（
官
図
廿
八
～
官
図
三
〇
）

を
使
っ
た
例
が
あ
る
。
燕
国
の
長
細
形
璽
印
は
、
総
合
的
に
見
れ
ば
、
低
層
の

陶
器
製
造
機
関
と
官
位
が
低
い
監
造
官
の
用
印
で
あ
り
、
他
の
官
事
活
動
に
は 

（
官
図
廿
七
）
柱
形
鼻
鈕 

通
高
：9

.5cm

縦
：5c

m 

横
：1

.3cm 

 

 
（
官
図
廿
八
）
柱
形
鼻
鈕 

縦
：4cm

 

横
：1

.3cm 
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（
官
図
廿
九
）
柱
形
鼻
鈕 

通
高
：9

.9cm
 
 

縦
：6

.4cm
 

横
：1.

3cm  

 

 
 

 
（
官
図
三
〇
）
柱
形
鼻
鈕 

通
高
：1

0.7c
m 

縦
：4

.4cm
 

横
：

1
.1cm

  

 

 
 

 

                       

使
わ
な
い
。
普
通
の
工
匠
用
印
（
工
匠
名
印
）
を
除
い
て
、
こ
の

柄
付
き
の
銅
製
で
陽
文
で
あ
る
燕
国
特
有
の
長
細
形
璽
印
は
、
量

器
の
「
燕
陶
鍴
」
の
た
め
に
生
ま
れ
て
来
た
専
用
印
で
あ
る
。
官

印
に
属
し
て
は
い
る
が
、
一
般
的
な
官
印
と
は
区
別
が
あ
り
、
低

層
の
製
造
類
官
の
用
印
で
あ
る
。
管
見
で
は
、
現
存
す
る
こ
の
一

類
の
燕
国
璽
印
は
、
伝
来
品
と
出
土
品
を
合
わ
せ
て
十
七
点
が
あ

り
、
８

燕
国
に
特
有
の
官
方
用
璽
印
の
一
種
類
と
し
て
、
参
考
に

値
す
る
。 

以
上
の
官
璽
よ
り
、
燕
国
の
官
璽
（
職
官
用
璽
を
含
む
）
の
全

貌
が
ほ
ぼ
見
え
る
。
四
角
形
の
白
文
官
璽
に
は
規
範
性
が
あ
り
、

鈕
制
や
印
文
の
行
文
格
式
（
…
都
＋
職
官
名
）
に
い
た
る
ま
で
統

一
性
が
あ
る
。
一
方
、
朱
文
官
璽
は
、
鈕
制
か
ら
印
文
ま
で
規
範

性
が
見
え
な
い
う
え
、
「
官
図
廿
～
官
図
廿
一
」
の
よ
う
な
私
璽

と
類
似
す
る
小
さ
い
官
璽
の
ほ
か
に
も
、「
官
図
廿
六
」
の
よ
う

な
大
き
い
官
璽
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
国
時
代
の
燕
国
に
は
、

白
文
壇
形
鼻
鈕
を
中
心
と
す
る
璽
印
制
度
が
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。
な
お
、
「
官
図
廿
六
～
官
図
三
〇
」
に
よ
り
、
特
別

な
器
形
の
特
徴
を
持
つ
璽
印
に
は
、
特
別
な
用
途
が
あ
っ
た
こ
と

も
判
断
で
き
る
。 

㈡
私
璽 

以
下
に
列
挙
す
る
各
図
の
と
お
り
、
燕
国
の
私
璽
は
官
璽
に
比

べ
て
、
器
形
に
あ
ま
り
規
範
性
が
見
え
な
い
も
の
の
、
基
本
的
に

は
四
角
形
、
半
通
形
、
円
形
の
三
類
が
あ
る
。
た
だ
し
、
私
図
五
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七
～
私
図
六
二
の
よ
う
な
異
形
の
私
璽
も
あ
る
。
ま
た
文
字
面
（
文
字
構
造
と

印
文
内
容
構
成
）
に
は
著
し
い
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
文
字
構
造
面
に
は
、
常
に

鳥
形
書
を
取
り
入
れ
た
り
、
あ
る
文
字
の
筆
画
を
変
形
し
た
り
し
て
、
装
飾
傾

向
が
強
く
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
燕
国
私
璽
に
見
ら
れ
る
一
部
の
「
姓
」（
私

図
二
・
私
図
七
・
私
図
八
・
私
図
十
二
・
私
図
十
五
・
私
図
三
四
参
照
）
と
「
姓
＋
生
＋

名
」（
私
図
五
・
私
図
四
六
～
私
図
四
八
）
の
行
文
格
式
の
特
徴
は
同
時
代
の
他
国
よ

り
も
強
い
。
な
お
、
一
部
の
単
字
璽
も
同
時
代
の
他
国
に
見
な
い
文
字
構
造
で

あ
る
（
私
図
五
五
・
私
図
五
七
参
照
）
。
本
節
で
は
印
面
の
形
に
よ
り
、
四
角
形

私
璽
・
半
通
形
私
璽
・
円
形
私
璽
・
異
形
私
璽
の
四
類
に
分
け
て
検
討
し
た
い
。

な
お
、
吉
語
璽
と
図
案
璽
も
私
璽
類
に
入
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
別
に
検
討
す
る
。 

①
四
角
形
私
璽 

 
  

 

 
 

 
  

（
私
図
一
）
壇
形
鼻
鈕 

縦
：1

.5
cm

 

横
：1

.5
cm

 
 

 
 
 

 

（
私
図
二
）
鋭
覆
斗
形
鼻
鈕 

通
高
：1.0cm

縦
：1.3cm

横
：1.3

cm
 

 
（
私
図
三
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：0.9

cm 

縦
：1.

3cm
 

横
：1.3

cm
 

 
 

 

（
私
図
四
）
覆
斗
形
鼻
鈕 

通
高
：1

.2c
m
 

縦
：1

.
2cm

横
：1.

2c
m
 

 
 

（
私
図
五
）
覆
斗
形
鼻
鈕 

通
高
：1.9cm 

縦
：1.6

cm

横
：1.6

cm
  

（
私
図
六
）
穿
帯
鈕 

通
高
：0.5

cm
 

縦
：1.1

cm
 

横
：1.1

cm
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（
私
図
七
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：1c

m 

縦
：1

.5cm
 

横
：1.5c

m 

 
 
 
 
 
 

 

（
私
図
八
）
鋭
覆
斗
形
鼻
鈕 

通
高
：1cm 

縦
：1.2

cm

横
：1.2

cm 

 
 
 
 

 

（
私
図
九
）
覆
斗
形
鼻
鈕 

通
高
：1.1cm 

縦
：1.4

cm

横
：1.4
cm 

 
 
 

 

（
私
図
十
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：1.2

cm 

縦
：1.

5cm
 

横
：1.5

cm 

 
 
 

 
（
私
図
十
一
）
鋭
覆
斗
形
鼻
鈕 

通
高
：0.7

cm
 

縦
：1.

2cm

横
：1.2c

m
 

 
 
 
 

 

（
私
図
十
二
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：1cm 

縦
：1.

3cm
 

横
：1.3

cm 

 
 

 
 

（
私
図
十
三
）
覆
斗
形
鼻
鈕 

通
高
：1.4

c
m
 

縦
：1.

2cm

横
：1.2

c
m
 

 
 
 
 

 

（
私
図
十
四
）
覆
斗
形
鼻
鈕 

通
高
：1.5

c
m
 

縦
：1.

2cm

横
：1.2

c
m
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（
私
図
十
五
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：1cm 

縦
：1.

2cm
 

横
：1.2

cm 

 
 
 
 

 

（
私
図
十
六
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：0.9cm 

縦
：1.3

cm

横
：1.3

cm 

 
 
 

 

（
私
図
十
七
）
覆
斗
形
鼻
鈕 

通
高
：1c

m
 

縦
：1.1c

m
 

横
：1.1cm

 

 
 
 

 

（
私
図
十
八
）
鋭
覆
斗
形
鼻
鈕 

通
高
：0.8

cm
 

縦
：1.6cm

横
：1.6c

m
 

 
 
 

 
（
私
図
十
九
）
鋭
覆
斗
形
鼻
鈕 

縦
：1.0

cm 

横
：1.0c

m 

 
 
 
 
 
 
 

 

（
私
図
廿
）
壇
形
鼻
鈕 

縦
：1

.6cm
 

横
：1

.6cm 

 
 
 
 

 

（
私
図
廿
一
）
壇
形
鼻
鈕 

縦
：1.3

5cm 

横
：1.3

5cm 

 
 
 
 
 
 

 

（
私
図
廿
二
）
覆
斗
形
鼻
鈕 

縦
：1

.4cm
 

横
：1.

4cm 
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（
私
図
廿
三
）
覆
斗
形
鼻
鈕 

縦
：1

.1cm
 

横
：1.

1cm 

 
 
 
 
 
 
 

 

（
私
図
廿
四
）
壇
形
鼻
鈕 
縦
：1.3

cm 

横
：1.3

cm 

 
 
 
 
 

 

（
私
図
廿
五
）
壇
形
鼻
鈕 

縦
：1.4

cm 

横
：1.4

cm 

 

（
私
図
廿
六
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：1.3

縦
：1.3

cm 

横
：1.3cm 

 
 
 
 
 

 
（
私
図
廿
七
）
鋭
覆
斗
形
鼻
鈕 

通
高
：1cm

縦
：1.4cm

横
：1.4cm 

 
 

 
 

（
私
図
廿
八
）
鋭
覆
斗
形
鼻
鈕 

通
高
：1

.1cm

縦
：1.

4cm

横
：

1
.4cm 

 
 

（
私
図
廿
九
）
鋭
覆
斗
形
鼻
鈕 

通
高
：1cm

縦
：1.4cm

横
：1.4cm 

 
 
 
 
 
 

 

（
私
図
三
〇
）
鋭
覆
斗
形
鼻
鈕 

通
高
：0.8

cm
 

縦
：1.

3cm

横
：1.3c

m
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（
私
図
三
一
）
鋭
覆
斗
形
鼻
鈕 

通
高
：1.0

c
m

縦
：1.5cm

 

横
：1.5

cm
 

 
 
 

 

（
私
図
三
二
）
鋭
覆
斗
形
鼻
鈕 

通
高
：0.8

cm
 

縦
：1.1cm

横
：1.1c

m
 

 
 

 

（
私
図
三
三
）
鋭
覆
斗
形
鼻
鈕 

通
高
：0.6

cm
 

縦
：1.1cm

横
：1.1c

m
 

 
 
 
 

 

（
私
図
三
四
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：0.8cm 

縦
：1.3

cm

横
：1.3

cm 

 
 
 
 
 
 

 

（
私
図
三
五
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：0.8cm 

縦
：1.2

cm

横
：1.2

cm 

 
 
 
 
 
 

 

（
私
図
三
六
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：0.7cm 

縦
：1.1

cm

横
：1.1

cm 

 
 

 

（
私
図
三
七
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：0.6cm 

縦
：1.3

cm

横
：1.3

cm 
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前
掲
の
燕
国
四
角
形
私
璽
四
四
顆
中
に
は
、
朱
文
廿
六
顆
、
白
文
十
八
顆
が

見
ら
れ
る
。
印
台
の
形
に
よ
れ
ば
、
お
お
よ
そ
覆
斗
形
鼻
鈕
・
鋭
覆
斗
形
鼻
鈕

（
こ
の
一
群
の
璽
印
の
器
形
に
は
咎
鈕
９

や
鼻
鈕
や
覆
斗
な
ど
と
呼
ば
れ
る
独

自
の
形
が
あ
る
。
鼻
鈕
は
、
覆
斗
形
の
鼻
鈕
の
鈕
制
と
区
別
が
あ
る
。
い
ま
覆

斗
形
鼻
鈕
と
明
確
に
区
別
す
る
た
め
に
、
鋭
覆
斗
形
鼻
鈕
と
名
付
け
る
。
）・
壇

（
私
図
三
八
）
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：0.8cm 

縦
：1.3

cm

横
：1.3

cm 

 
 
 
 
 

 

（
私
図
三
九
）
鋭
覆
斗
形
鼻
鈕 

通
高
：0.8

cm

縦
：1.2cm

横
：1.2c

m 

 
 
 
 
 
 
 

 

（
私
図
四
〇
）
覆
斗
形
鼻
鈕 

縦
：1

.3cm
 

横
：1.

3cm 

 
 
 
 
 
 

 

（
私
図
四
一
）
鋭
覆
斗
形
鼻
鈕 

通
高
：1cm

 

縦
：1.3cm

 

横
：1.3c

m
 

 
 
 
 
 
 
 

 

（
私
図
四
二
）
鋭
覆
斗
形
鼻
鈕 

通
高
：1.1

cm
 

縦
：1.

5cm

横
：1.5c

m
 

 
 

 

（
私
図
四
三
）
鋭
覆
斗
形
鼻
鈕 

通
高
：1.5

cm
 

縦
：1.

5cm

横
：1.5c

m
 

 
 

（
私
図
四
四
）
鋭
覆
斗
形
鼻
鈕 

縦
：1

.4c
m 

横
：1

.4cm 
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形
鼻
鈕
・
穿
帯
鈕
の
四
種
が
見
え
る
。 

四
角
形
の
戦
国
私
璽
の
伝
世
品
は
数
が
多
い
が
、
器
形
に
は
規
範
性
や
統
一

性
が
無
い
。
こ
れ
は
持
ち
主
の
趣
向
に
よ
る
随
意
性
が
強
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

印
鈕
の
器
形
は
、
種
々
多
様
で
あ
る
の
は
、
燕
系
の
四
角
形
私
璽
だ
け
で
は
な

く
、
同
時
代
の
他
国
の
私
璽
の
鈕
制
も
同
じ
で
あ
る
の
で
、
器
形
か
ら
の
分
類

は
研
究
上
困
難
で
あ
る
。
私
璽
の
国
別
を
判
断
す
る
に
は
、
印
文
の
字
形
を
参

照
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
掲
の
燕
国
四
角
形
私
璽
に
よ
れ
ば
、
あ
る
印
鈕

の
形
が
官
璽
の
器
形
の
特
徴
を
取
り
入
れ
、
私
璽
に
転
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
（
私
図
七
・
私
図
十
二
・
私
図
十
六
・
私
図
廿
五
参
照
）。
文
字
の
面
で
は
、

白
文
と
朱
文
両
方
と
も
に
鳥
形
文
字
の
用
例
が
あ
る
。
ま
た
、
朱
文
に
は
見
な

い
が
、
白
文
に
は
横
日
字
格
の
運
用
例
（
私
図
四
二
・
私
図
四
三
）
が
見
え
る
。

例
は
少
な
い
も
の
の
秦
代
に
流
行
す
る
横
日
字
格
の
萌
芽
が
戦
国
時
代
に
す
で

に
見
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
な
る
。
ま
た
、
本
論
文
に
例
を
挙
げ
て
な
い
が
、

『
古
璽
彙
編
』（
番
号
：
三
八
七
八
及
び
三
八
七
九
）
の
よ
う
に
、
左
朱
文
右
白

文
の
燕
国
私
璽
も
あ
る
。 

②
半
通
形
私
璽 

 
 

 
 

 
 

（
私
図
四
五
）
半
通
形
鼻
鈕 

通
高1

.2 cm

縦
：1.5cm

横
：1.0c

m
 

 
 
 
 
 

 
（
私
図
四
六
）
半
通
形
鼻
鈕 

通
高1.5

 c
m
 

縦
：2.3c

m

横
：0

.9c
m
  

（
私
図
四
七
）
半
通
形
鼻
鈕 

通
高1

.7 
c
m
 

縦
：2.

4cm

横
：1c

m
  

（
私
図
四
八
）
半
通
形
鼻
鈕 

通
高1

.75
 c
m

縦
：1.

1
9cm

横
：0.9

1
cm

 

 
 

（
私
図
四
九
）
半
通
形
鼻
鈕 

通
高1

.75
 c
m

縦
：1.

1
9cm

横
：0.9

1
cm
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四
角
形
璽
印
の
半
分
ほ
ど
を
占
め
る
燕
国
私
璽
の
印
体
は
、
器
形
と
鈕
制
に

著
し
い
特
徴
を
持
つ
。
秦
系
璽
印
の
中
に
、
類
似
の
器
形
と
鈕
制
の
官
璽
が
数

多
く
存
在
し
て
い
る
が
、
璽
文
の
文
字
風
格
が
異
な
り
、
両
者
の
別
は
わ
か
り

や
す
い
。
燕
国
の
半
通
形
私
璽
の
印
文
構
成
格
式
で
あ
る
「
姓
＋
生
＋
名
」
は

他
国
に
見
な
い
。
ま
た
朱
文
を
中
心
と
す
る
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て
半
通
形
鼻

鈕
璽
印
は
私
璽
に
だ
け
あ
っ
て
官
璽
に
例
を
見
な
い
。 

③
円
形
私
璽 

 
 

 
 

 

 

（
私
図
五
〇
）
半
通
形
鼻
鈕 

縦
：2

.1cm
 

横
：1.

1cm 

 
 

 
 

（
私
図
五
一
）
半
通
形
鼻
鈕 

縦
：1.6c

m
 

横
：9.5c

m
 

 
 
 
 
 

 

（
私
図
五
二
）
半
通
形
鼻
鈕 

縦
：1.75c

m
 

横
：0

.8cm 

 
 
 
 
 

 

（
私
図
五
三
）
円
壇
形
鼻
鈕 

通
高1.

3cm
 

直
径1.3c

m 

 

（
私
図
五
四
）
円
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：1

.5
 cm

 

直
径
：2

cm
 

 
 

（
私
図
五
五
）
円
壇
形
鼻
鈕 

通
高1.

7 cm

直
径1.

4cm 

 
 
 
 
 
 
 

 

（
私
図
五
六
）
円
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：1.7

 cm
 

直
径1

.3cm 
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円
形
印
面
の
鼻
鈕
の
私
璽
は
、
同
時
代
の
他
国
に
も
常
見
す
る
が
、
大
き
い

円
形
私
璽
は
見
な
い
。
本
節
に
は
代
表
性
的
な
朱
文
の
円
形
私
璽
だ
け
を
例
と

し
て
出
し
た
が
、
白
文
円
形
私
璽
も
存
在
す
る
。
器
形
か
ら
の
国
別
の
判
断
は

困
難
で
あ
る
の
で
、
文
字
面
の
特
徴
か
ら
判
断
す
る
。
前
掲
の
「
私
図
五
五
」

の
単
字
璽
の
文
字
及
び
「
私
図
五
六
」
に
見
る
姓
氏
は
燕
国
円
形
私
璽
に
頻
出

す
る
。 

④
異
形
私
璽 

   
 

 

 
 
 
 
 

 

燕
国
私
璽
に
は
、
私
璽
①
に
掲
げ
た
四
角
形
、
②
の
半
通
形
、
③
の
円
形
の

他
に
も
、
こ
こ
に
掲
げ
る
と
お
り
印
体
、
印
鈕
、
印
面
に
は
様
々
な
形
が
あ
る
。

う
ち
「
私
図
五
八
・
私
図
五
九
」
の
形
は
同
時
代
の
他
国
に
例
を
見
な
い
。
様
々

な
異
形
私
璽
印
鈕
、
印
体
、
印
面
は
そ
の
多
様
性
か
ら
国
別
の
判
別
基
準
と
す

る
こ
と
が
難
し
い
の
で
、
印
文
の
文
字
構
造
及
び
特
有
の
姓
氏
か
ら
分
類
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
私
図
五
七
）
八
角
壇
形
鼻
鈕 

通
高
：1

.3cm
 

直
径
：1.4c

m 

 
 

（
私
図
五
八
）
心
形
瓦
鈕
（
残
） 

縦1
.9
cm

横1.2
cm

 

 
 

 

（
私
図
五
九
）半
月
形
鼻
鈕 

通
高
：1.6

cm
 

縦
：2.2

cm
 

横1
.2

cm
  

（
私
図
六
〇
）
縦
：1

.8
cm

 

横
：0

.8
cm

 

 
 
 
 

 

（
私
図
六
一
）
觽
鈕 

縦
：2.4

cm 

横
：0.8

cm 

 
 

（
私
図
六
二
）
觽
鈕 

縦
：2.6

cm 

横
：0.8

5cm 
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⑤
吉
語
璽 

   
 

 
  

 

 
 

元
の
吾
丘
衍
『
学
古
編
』
第
廿
九
挙
に
「
正
面
に
字
を
刻
す
る
は
、
秦
氏
璽

の
如
き
も
、
而
れ
ど
も
印
す
べ
か
ら
ず
、
印
す
れ
ば
則
ち
字
は
皆
な
反
な
り
。

古
人
之
を
以
て
信
を
表
わ
し
、
字
の
反
を
問
わ
ず
。
淳
朴
な
る
こ
と
之
の
如
し
。」

出
典
明
示
と
あ
る
。
吉
語
璽
に
も
印
鈕
と
印
体
の
形
が
幾
種
類
も
あ
る
の
で
、

器
形
か
ら
分
類
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
文
字
構
造
面
よ
り
区
別
す
る
必
要

が
あ
る
。
燕
国
の
吉
語
璽
に
は
「
昌
」
字
が
頻
出
し
、
そ
の
文
字
構
造
に
も
特

徴
が
あ
る
。
資
料
に
よ
れ
ば
、
燕
国
吉
語
璽
に
は
単
字
璽
か
ら
四
字
璽
ま
で
あ

る
が
、
五
字
以
上
の
も
の
を
ま
だ
見
な
い
。 

⑥
図
形
璽 

（
吉
図
一
）
覆
斗
形
鼻
鈕 

通
高
：1.2

cm

縦
：1.2

cm

横
：1.2

cm
 

 
 
 

 

（
吉
図
二
）
覆
斗
形
鼻
鈕 

通
高
：1

.27cm

縦
：1

.0
8
cm

 

横
：

1
.1

6
cm

 

 
 
  

 
 
 

 

（
吉
図
三
）
円
形
鼻
鈕 

直
径
：1

.1
5

cm
 

 
 
 
 

 

（
吉
図
四
）
亭
形
鼻
鈕 

通
高
：1
.2

5
cm

 

縦
：1

.3
4
cm

 

横
：

1
.3

4
cm

 

 
 
 
 

 

（
吉
図
四
）
覆
斗
形
鼻
鈕 

通
高
：1.2

8
cm

 

縦
：1.2

1
cm

 

横
：

1
.2

1
cm

 

 
 
 
 

 

（
吉
図
四
）
亭
形
鼻
鈕 

縦
：1

.6
cm

 

横
：1

.6
cm
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資
料
に
よ
れ
ば
、
図
形
璽
は
戦
国
時
代
以
前
に
す
で
に
現
わ
れ
、
戦
国
時
代

に
は
璽
印
の
一
類
と
し
て
、
同
世
代
の
官
印
、
私
印
、
吉
語
印
と
共
存
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
用
途
が
不
明
瞭
で
あ
る
こ
れ
ら
図
形
璽
に
は
、
陰
文
と
陽

文
が
あ
る
。
ま
た
印
鈕
の
造
形
と
印
面
の
紋
様
に
は
様
々
あ
り
、
特
定
の
地
域

的
特
徴
と
紋
様
の
特
徴
に
代
表
性
が
な
い
の
で
、
図
形
璽
自
身
の
特
徴
に
よ
っ

て
、
国
別
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
。
出
土
時
期
や
出
土
地
の
詳
し
い
情
報
が

わ
か
ら
な
い
一
部
の
図
形
璽
、
特
に
伝
来
の
一
部
図
形
璽
に
対
す
る
研
究
の
現

状
は
、
た
だ
印
鈕
と
印
面
の
図
案
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
お
お
よ
そ
の
年
代
を

判
断
す
る
段
階
に
止
ま
っ
て
お
り
、
国
別
の
判
断
が
で
き
て
い
な
い
。
管
見
で

は
、
図
形
璽
の
伝
世
品
中
、
国
別
を
明
確
に
判
断
で
き
る
例
は
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
印
鈕
あ
る
い
は
印
面
の
紋
様
だ
け
で
国
別
を
判
断
す
る
こ
と
は
更
に
難

し
い
で
あ
ろ
う
。
本
論
文
で
は
、
燕
下
都
に
お
い
て
採
集
し
た
三
顆
の
図
形
璽

を
例
と
し
て
挙
げ
る
。
燕
国
図
形
璽
の
研
究
に
有
用
と
考
え
る
。 

前
掲
の
三
顆
の
図
形
璽
は
、
全
て
『
燕
下
都
』
所
載
で
あ
る
。
「
図
形
璽
一
」

は
、
河
北
省
易
県
西
斗
城
村
で
採
集
し
た
も
の
で
、
ほ
ぼ
扁
平
の
長
方
形
で
、

印
鈕
の
付
く
面
は
、
素
面
で
紋
様
が
な
く
、
中
央
に
半
周
形
の
印
鈕
が
付
く
。

印
面
は
四
周
に
枠
が
あ
り
、
鋳
造
の
陽
文
図
案
（

）
が
見
え
る
。「
図
形
璽

二
」
は
河
北
省
易
県
北
董
村
で
採
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
印
面
は
ほ
ぼ
梯
形
で
、

印
鈕
が
付
く
面
は
、
素
面
で
紋
様
が
な
く
、
中
央
に
橋
形
の
印
鈕
が
付
い
て
い

る
。
印
面
は
四
周
に
枠
が
付
き
、
印
文
は
鋳
造
で
あ
る
。「
図
形
璽
三
」
は
、
河

北
省
易
県
郎
井
庄
村
で
採
集
し
た
も
の
で
、
印
面
は
盾
牌
形
で
枠
が
付
き
、
印

文
は
鋳
造
の
動
物
図
で
あ
る
。
印
鈕
は
半
円
形
で
、
周
り
に
凸
面
の
円
点
紋
様

の
飾
り
が
あ
り
、
紋
様
の
内
側
と
外
側
に
は
細
い
陰
文
の
線
が
見
ら
れ
る
。 

（
図
形
璽
一
）
通
高
：0

.8
cm

縦
：2

.3
cm

横
：1

.8

～1
.9

cm
 

 

（
図
形
璽
二
）
通
高
：0

.8
cm

縦
：1

.8
cm

横
：1

.5

～1
.6

cm
 

 

（
図
形
璽
三
）
通
高
：0.7

cm 

印
体
：0.3c

m 

縦
：1.7

cm 

横
：

1
.7cm

 

両
側1.3c

m 
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図
形
璽
は
わ
ず
か
前
掲
の
三
顆
な
が
ら
、
幾
何
図
案
と
動
物
図
案
の
様
相
が

見
ら
れ
る
。 

本
節
で
は
、
器
形
の
特
徴
を
中
心
に
検
討
し
、
燕
国
璽
印
の
標
準
器
形
と
し

て
官
璽
三
〇
顆
、
私
璽
七
一
顆
（
吉
語
璽
と
図
形
璽
含
め
）
を
例
示
し
た
。
燕

国
官
璽
は
壇
形
鼻
鈕
白
文
官
璽
（
官
図
一
～
官
図
十
九
）
が
主
要
器
形
で
あ
り
、

他
に
朱
文
小
官
璽
（
官
図
廿
～
官
図
廿
一
参
照
）
と
サ
イ
ズ
が
大
き
い
中
空
柱

鈕
官
璽
（
官
図
廿
六
参
照
）
及
び
柱
形
鼻
鈕
官
璽
（
官
図
廿
七
～
官
図
三
〇
）

が
あ
る
。
特
別
な
器
形
の
特
徴
を
持
つ
璽
印
に
は
、
特
別
な
用
途
が
あ
る
こ
と

も
判
断
で
き
る
。
そ
し
て
、
壇
形
鼻
鈕
白
文
官
璽
に
「
璽
」
字
が
付
く
用
例
が

な
く
、
印
文
の
行
文
格
式
は
「
…
都
＋
職
官
名
」
以
外
に
な
い
こ
と
も
判
る
。「
璽
」

字
を
印
文
の
末
に
加
え
る
用
例
は
、
僅
か
に
製
造
職
官
類
用
璽
に
だ
け
見
ら
れ

る
特
徴
で
あ
る
。
た
だ
し
、
用
例
の
数
は
少
な
い
。
ま
た
、
官
図
廿
三
の
よ
う

な
朱
文
官
璽
も
あ
り
、
官
璽
に
「
田
字
格
」
の
萌
芽
も
見
え
る
。
一
方
、
燕
国

私
璽
の
鈕
制
や
文
字
構
造
面
に
は
著
し
い
地
域
的
な
特
徴
が
あ
る
ほ
か
、
私
璽

の
印
文
の
「
姓
＋
生
＋
名
」
の
行
文
格
式
の
特
徴
と
鳥
形
文
字
の
運
用
例
も
、

燕
国
私
璽
の
顕
著
な
特
徴
で
あ
る
。 

 

第
二
節 

文
字
面
に
お
け
る
考
察 

 
 

 

社
会
の
動
乱
期
で
あ
る
戦
国
時
代
を
、
東
漢
の
許
慎
『
説
文
解
字
』
叙
に
「
諸

侯
力
政
し
、
王
に
統
べ
ら
れ
ず
、
礼
楽
の
己
を
害
す
る
を
悪
み
て
、
皆
な
其
の

典
籍
を
去
る
。
分
か
れ
て
七
国
と
為
り
、
田
畴
は
畝
を
異
に
し
、
車
涂
は
軌
を

異
に
し
、
律
令
は
法
を
異
に
し
、
衣
冠
は
制
を
異
に
し
、
言
語
は
声
を
異
に
し
、

文
字
は
形
を
異
に
す
。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
許
慎
の
「
文
字
異
形
」
観
念
の

影
響
を
受
け
た
戦
国
時
代
古
文
字
分
類
の
代
表
的
な
説
に
は
、
次
の
諸
家
が
あ

る
。
王
国
維
氏
は
地
域
か
ら
戦
国
文
字
を
東
土
、
西
土
と
二
つ
の
文
字
類
系
に

分
け
て
い
る
。
１
０

唐
蘭
氏
に
は
秦
系
文
字
と
東
方
六
国
文
字
に
分
け
る
説
が
あ

る
。
１
１

李
学
勤
氏
は
『
戦
国
題
銘
概
述
』
１
２

に
お
い
て
「
斉
国
・
燕
国
・
三
晋
・

両
周
・
楚
国
・
秦
国
」
題
銘
の
六
者
に
分
け
て
い
る
。
何
琳
儀
氏
に
は
戦
国
古

文
字
を
五
系
「
斉
・
燕
・
晋
・
楚
・
秦
」
と
す
る
説
が
あ
り
、
近
年
の
戦
国
古

文
字
の
研
究
は
、
た
い
て
い
こ
の
分
類
に
従
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表

的
な
研
究
に
趙
学
清
氏
の
『
戦
国
東
方
五
国
文
字
構
形
系
統
研
究
』、
１
３

孫
剛
氏

の
『
斉
文
字
編
』
、
１
４

劉
杉
徽
氏
・
劉
長
武
氏
の
『
楚
系
金
文
彙
編
』、
１
５

王
愛

民
氏
の
『
燕
文
字
編
』、
１
６

湯
志
彪
氏
の
『
三
晋
文
字
編
』、
１
７

周
波
氏
の
博
士

論
文
『
戦
国
時
代
各
系
文
字
間
的
用
字
差
異
現
象
研
究
』
１
８

な
ど
が
あ
る
。
文

字
は
璽
印
の
国
別
を
判
断
す
る
際
に
、
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
燕
国
璽
印
の
判

断
標
準
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
本
論
文
で
は
、
先
学
の
戦
国
文
字
研

究
に
お
け
る
こ
れ
ら
分
類
法
を
参
考
に
、
五
系
「
斉
・
燕
・
晋
・
楚
・
秦
」
分

類
法
を
採
用
す
る
。 

  

一 

燕
国
璽
印
固
有
の
字
形
に
つ
い
て 

  

戦
国
時
代
の
燕
国
は
、
現
在
の
中
国
北
部
に
位
置
し
た
。
そ
の
領
域
に
つ
い

て
は
、
「
薊
は
、
南
は
斉
、
趙
に
通
ず
。
勃
・
碣
の
間
の
一
都
会
な
り
。
」（
『
漢

書
』
地
理
志
下
）
、「
夫
れ
燕
も
亦
た
勃
・
碣
の
間
の
一
都
会
な
り
。
南
は
斉
・

趙
に
通
じ
、
東
北
は
胡
に
辺
り
、
上
谷
よ
り
遼
東
に
至
る
ま
で
、
地
は
踔
遠
、
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人
民
は
希
れ
に
し
て
、
数
し
ば
寇
を
被
る
。
大
い
に
趙
・
代
の
俗
と
相
い
類
す
。

而
れ
ど
も
民
は
雕
捍
少
慮
す
。」（
『
史
記
』
貨
殖
列
伝
）
、「
燕
は
東
に
朝
鮮
・
遼

東
有
り
、
北
に
林
胡
・
楼
煩
有
り
、
西
に
雲
中
・
九
原
有
り
、
南
に
呼
沱
・
易

水
有
り
。
地
、
方
二
千
余
里
…
…
」
（
『
戦
国
策
』
燕
策
、
蘇
秦
将
為
従
）
と
見

え
る
。
う
ち
『
戦
国
策
』
燕
策
、
蘇
秦
将
為
従
』
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
繆
文

遠
氏
が
「
此
処
の
燕
国
の
領
地
に
関
す
る
記
載
に
は
誤
り
が
多
い
。
朝
鮮
・
林

胡
・
楼
煩
は
燕
国
に
は
属
し
て
い
な
い
。
雲
中
・
九
原
は
趙
国
の
領
地
に
属
し 

                

て
い
る
。
燕
地
は
北
は
東
胡
と
接
し
て
、
西
は
趙
国
と
界
す
る
。
南
は
中
山
国

と
隣
接
し
て
い
る
。
東
は
斉
国
と
境
を
接
す
る
。」
１
９

と
論
じ
て
い
る
。
燕
国
の

領
地
は
お
お
よ
そ
「
今
の
河
北
省
の
北
部
と
遼
寧
大
半
が
含
ま
れ
て
、
西
北
部

と
北
部
は
そ
れ
ぞ
れ
山
西
省
と
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
片
隅
を
含
ん
で
い
る
。

ま
た
東
は
、
朝
鮮
国
の
一
部
に
嵌
入
し
て
い
た
。
最
初
は
都
を
薊
（
北
京
）
に

建
て
た
が
、
昭
王
時
代
か
ら
都
を
武
陽
（
河
北
省
易
県
）
に
定
め
た
。」
２
０

こ
の

燕
国
の
文
字
は
著
し
く
地
域
的
な
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
先
学
が 

                

燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一 
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釈
読
し
た
璽
印
文
字
中
に
は
、
周
知
の
「
馬
」「
市
」「
都
」
字
な
ど
の
よ
う
に
、

同
時
代
の
他
国
と
異
な
り
燕
国
に
し
か
存
在
し
な
い
文
字
構
造
（
字
形
）、
或
い

は
偏
旁
が
あ
る
。 

本
節
で
は
『
古
璽
彙
編
』
２
１

及
び
『
古
陶
文
彙
編
』
２
２

を
中
心
に
、
こ
れ
ら

燕
国
に
し
か
見
え
な
い
璽
印
と
陶
文
印
跡
文
字
を
摘
出
す
る
。
こ
れ
ら
摘
出
し

た
文
字
は
燕
国
文
字
の
代
表
的
文
字
構
造
（
字
形
）
で
あ
る
。
こ
の
一
群
の
代

表
的
燕
国
文
字
を
集
め
て
、
文
字
面
か
ら
燕
国
璽
印
の
判
別
基
準
を
提
示
す
る
。

以
下
で
は
ま
ず
燕
国
璽
印
の
文
字
面
を
中
心
に
、
文
字
構
造
及
び
内
容
と
印
文

の
排
列
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。 

 

㈠
文
字
類
（
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
参
照
） 

①
受
：「

」『
古
璽
彙
編
』（
番
号
：
一
二
三
一
と
二
七
九
九
及
び
三
二
七
四
）

に
印
影
が
見
え
る
。『
説
文
解
字
』
は
「

」
の
文
字
構
造
で
あ
る
。
呉
振

武
氏
は
「
受
」
字
２
３

と
釈
読
す
る
。
何
琳
儀
氏
２
４

・
湯
餘
惠
氏
２
５

・
王
愛
民

氏
２
６
・
王
寧
氏
２
７

も
呉
氏
の
説
に
従
っ
て
「
受
」
字
と
読
む
。「
受
」
字
「

」

の
文
字
構
造
は
燕
国
に
し
か
見
え
な
い
。 

②
馬
：
「
馬
」
字
は
「

」
（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
〇
四
九
～
〇
〇
六
一
と

三
八
六
六
と
一
五
〇
四
）
の
他
に
「

」「

」
２
８

（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：

一
二
三
七
、
三
八
八
六
、
四
一
一
八
、
〇
八
四
六
、
五
四
九
〇
）
の
文
字
構

造
も
見
ら
れ
る
。
「

」
の
文
字
構
造
は
燕
国
官
璽
私
璽
に
多
く
見
え
る
一

方
、
「

」
「

」
の
文
字
構
造
は
た
だ
私
璽
に
偏
旁
と
し
て
用
い
ら
れ
る

だ
け
で
あ
る
。 

③

：

「
阝
（
邑
）
」
部
を
「
齊
」
部
の
下
部
に
移
し
て
で
き

上
が
っ
た
「

」
字
の
文
字
構
造
は
、
燕
国
特
有
な
形
で
あ
る
。
本
来
は
左

右
結
構
で
あ
る
文
字
を
上
下
結
構
に
変
え
る
偏
旁
異
動
の
例
で
あ
る
（『
古
璽

彙
編
』
番
号
：
一
五
九
八
～
一
六
〇
〇
及
び
五
五
八
二
参
照
）。
し
か
し
、
官

璽
に
こ
の
用
例
は
な
く
、
私
璽
に
だ
け
人
名
用
字
と
し
て
頻
出
す
る
。 

④
公
：『
説
文
解
字
』
は
「

」
の
文
字
構
造
で
、「
八
」
と
「
ム
」
に
従
う
文

字
で
あ
る
。
燕
国
璽
印
に
見
る
「
公
」
字
に
は
白
文
と
朱
文
の
両
方
が
あ
り
、

「
ム
」
部
の
中
央
に
一
つ
の
点
或
は
短
い
横
画
の
飾
り
筆
画
を
入
れ
る
特
徴

が
あ
る
。「
公
」
字
は
私
璽
に
複
姓
「
公
孫
」
に
現
わ
れ
る
用
例
が
多
い
。
中

に
は
、
鳥
形
文
字
の
用
例
も
あ
る
。
な
お
、
燕
国
の
隣
国
「
斉
国
」
の
文
字

中
に
た
ま
た
ま
こ
の
「
公
」
字
に
類
似
す
る
文
字
構
造
の
用
例
が
見
え
る
の

は
、
燕
国
の
影
響
と
考
え
る
。 

⑤
長
：『
説
文
解
字
』
に
小
篆
「

」
、
古
文
「

」
「

」
の
文
字
構
造

が
見
え
る
。
燕
璽
に
頻
出
す
る
「
長
」
字
の
右
払
い
に
飾
り
筆
画
を
使
用
す

る
特
徴
が
あ
る
。
そ
し
て
、「

」
の
よ
う
に
、
鳥
形
文
字
及
び
太
い
筆

画
を
変
え
た
文
字
構
造
例
も
見
え
る
一
方
、
「

」
「

」
の
よ
う
に
、

日
常
習
慣
を
越
え
て
、
左
に
向
く
文
字
構
造
の
用
例
も
あ
る
。 

⑥
張
：
前
述
の
「
長
」
字
の
特
徴
は
、「
張
」
字
に
も
見
え
る
。
ま
た
、
「
張
」

字
に
は
鳥
形
文
字
の
使
用
が
あ
る
の
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。 

⑦
喜
：『
説
文
解
字
』
に
「

、
楽
な
り
。
壹
に
从
ひ
口
に
从
ふ
。
凡
そ
喜
の

属
は
、
皆
な
喜
に
从
ふ
。（
虚
里
の
切
）。
古
文
の
喜
は

。
欠
に
从
ふ
。

歓
と
同
じ
。
」)

と
見
え
る
。「
燕
王
喜
」
兵
器
銘
文
に
よ
っ
て
、
「
喜
」
の
文

字
構
造
は
『
古
璽
彙
編
』（
番
号
：
〇
三
九
五
、
〇
三
九
六
）
の
「
喜
」
字
と

同
形
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
官
璽
に
用
例
が
な
く
、
私
璽
に
人
名
用
字
と
し
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て
使
わ
れ
る
特
徴
が
あ
る
。 

⑧
孫
：『
説
文
解
字
』
に
「

、
子
の
子
を
孫
と
曰
ふ
。
子
に
从
ひ
系
に
从
ふ
。

続
な
り
。
（
思
魂
の
切
）
」
と
見
え
る
。
燕
国
璽
印
に
は
「
孫
」
字
は
複
姓
の

「
公
孫
」
の
用
例
で
頻
出
す
る
。
そ
し
て
、
左
に
「
系
」、
右
に
「
子
」
の
文

字
構
造
に
特
徴
が
あ
る
。
２
９ 

⑨
左
：『
説
文
解
字
』
は
「

」
の
文
字
構
造
で
あ
る
。
前
掲
の
「
燕
国
璽
印

特
殊
文
字
字
形
表
一
⑨
」
に
見
る
「

（
左
）
」
字
の
文
字
構
造
は
璽
印
や
陶

文
印
跡
に
頻
出
す
る
が
、
特
に
燕
国
四
角
形
白
文
官
璽
に
は
他
の
文
字
構
造

が
見
え
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。 

⑩
鍴
：
『
康
熙
字
典
』
に
「
鍴
は
廣
韻
・
集
韻
並
び
に
多
官
の
切
、
音
端
。
玉
篇

鑚
な
り
。
揚
子
方
言
鑚
は
之
を
鍴
と
謂
ふ
。
○注
音
端
」
と
見
え
る
。
何
琳
儀
氏

は
「
鍴
」
と
釈
読
し
て
、「
瑞
」
と
読
ん
で
以
降
、
研
究
者
は
何
氏
の
説
に
従

っ
て
ほ
と
ん
ど
異
説
が
な
い
。
３
０

「
鍴
」
字
の
小
篆
字
形
は
『
説
文
解
字
』

に
な
い
。
ま
た
徐
国
の
祭
器
の
「
徐
王
義
楚
祭
鍴
」
及
び
燕
国
長
細
形
璽
印

（
い
ず
れ
も
陽
文
）
と
長
細
形
陶
文
印
跡
に
だ
け
見
え
、
こ
れ
以
外
は
、
同

時
代
の
他
国
に
「
鍴
」
字
の
付
い
て
い
る
器
物
が
一
切
な
い
。
今
の
学
界
に

は
、
一
つ
は
、
「
鍴
」
が
燕
国
の
柄
が
付
く
長
細
形
璽
印
を
指
す
と
す
る
説
、

も
う
一
つ
は
、「
鍴
」
が
酒
器
の
一
種
で
あ
る
と
す
る
説
の
二
説
が
併
存
す
る

が
、
燕
国
の
こ
の
「
鍴
」
字
に
つ
い
て
、
執
筆
者
に
別
説
が
あ
る
（
詳
細
は

本
論
文
第
二
章
参
照
）。
す
な
わ
ち
「
鍴
」
は
燕
国
の
長
細
形
璽
印
の
名
前
で

は
な
く
、
燕
国
の
陶
器
（
量
器
）
の
一
種
で
あ
り
、「
鍴
」
字
が
付
く
燕
国
の

長
細
形
璽
印
は
、
璽
印
自
体
の
名
で
は
な
い
、
す
な
わ
ち
「
鍴
」
は
長
細
形

璽
印
を
鈐
印
す
る
対
象
の
器
物
を
指
す
名
で
あ
る
。 

⑪
都
：『
説
文
解
字
』
に
「

、
先
君
の
旧
宗
廟
有
る
を
都
と
曰
ふ
。
邑
に
从

ひ
者
の
声
。
周
礼
に
国
を
距
つ
る
こ
と
五
百
里
を
都
と
為
す
と
。
（
当
孤
の

切
）。」
と
見
え
る
。
該
当
文
字
に
つ
い
て
、
朱
徳
煕
氏
は
「
都
」、
３
１

何
琳
儀

氏
は
「

」
と
釈
読
し
て
、
「
都
」
の
異
文
と
主
張
す
る
。
３
２

「
都
」
に
つ

い
て
は
、
支
持
す
る
研
究
者
が
多
い
。
趙
平
安
氏
は
『
論
燕
国
文
字
中
的
所

謂
〈
都
〉
当
為
「

」（
県
）
字
』
３
３

の
論
文
に
お
い
て
、「
都
」
は
即
ち
「

（
県
）」
字
、
県
と
等
級
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
「
都
」
字
は
燕
国
の
官

璽
に
頻
出
し
、「
都
」
字
が
付
く
官
璽
の
「
地
名
＋
都
＋
職
官
名
」
の
行
文
格

式
に
帰
納
で
き
る
（『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
〇
一
〇
～
〇
〇
一
八
参
照
）
。「
都
」

字
の
文
字
構
造
は
特
別
で
、
同
時
代
の
他
国
に
見
な
い
。
ま
た
官
璽
に
頻
出

す
る
が
、
私
璽
に
は
用
例
が
な
い
。 

⑫
中
：『
説
文
解
字
』
に
「

、
内
な
り
。
口
❘
に
从
ふ
、
上
下
に
通
ず
る
な

り
。（
陟
弓
の
切
）。

は
古
文
の
中
。

は
籀
文
の
中
。」
と
見
え
る
。

「
中
」
字
に
つ
い
て
、
裘
錫
圭
氏
３
４

が
初
め
て
「
中
」
と
釈
読
し
た
。
そ
の

後
、
異
説
も
あ
る
が
、
３
５

裘
氏
の
説
を
支
持
す
る
研
究
者
が
多
い
。 

⑬

：『
説
文
解
字
』
に
な
い
文
字
で
あ
る
。
燕
国
の
「
中
」
字
は
「

」「

」

の
よ
う
な
構
造
で
あ
る
の
で
、「

」
字
は
「

」
の
文
字
構
造
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
（『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
三
四
九
六
及
び
『
古
陶
文
彙
編
』
番
号
：

四
・
二
〇
参
照
。）。 

⑭
忠
：『
説
文
解
字
』
に
「

、
敬
な
り
。
心
に
从
ひ
中
の
声
。（
陟
弓
の
切
）。」

と
見
え
る
。
前
出
の
「
中
（

）
」
字
に
よ
っ
て
、「

」
字
は
「
忠
」

字
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
。『
古
璽
彙
編
』
に
一
例
（
番
号
：
三
四
六
三
）
し

か
な
く
、
同
時
代
の
他
国
に
見
な
い
文
字
構
造
で
あ
る
。 
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⑮
市
：
戦
国
時
代
の
「
市
」
字
に
つ
い
て
、
裘
錫
圭
氏
は
『
考
古
学
報
』（
一
九

八
〇
年
第
三
期
）
に
「
戦
国
文
字
中
的
〈
市
〉
」
３
６ 

と
い
う
論
文
を
発
表
し

て
い
る
。
異
説
が
無
く
、
ど
の
研
究
者
も
裘
氏
の
説
に
従
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。
燕
国
の
「
市
」
字
は
、
官
璽
や
私
璽
の
人
名
及
び
陶
文
印
跡
に

頻
出
す
る
独
特
の
文
字
構
造
で
あ
り
、
同
時
代
の
他
国
の
「
市
」
字
と
は
異

な
る
文
字
構
造
の
好
例
で
あ
る
。 

⑯
年
：
璽
印
の
印
文
に
用
例
を
見
な
い
が
、
燕
国
陶
文
印
跡
に
頻
出
す
る
文
字

で
あ
る
。
上
は
「
禾
」
下
は
「
土
」
の
独
特
の
文
字
構
造
は
、
同
時
代
の
他

国
に
見
な
い
形
で
あ
る
。 

⑰
器
：『
説
文
解
字
』
に
「

、
皿
な
り
。
器
の
口
を
象
る
。
犬
は
之
を
守
る

所
以
な
り
。
（
去
翼
の
切
）
」
と
見
え
る
。
陶
文
印
跡
に
あ
る
「

」
字
は
、

同
国
の
銅
器
銘
文
に
も
「

」
３
７

の
文
字
構
造
が
見
え
る
。
周
曉
陸
氏
は

該
当
文
字
を
「
𧱄
」、
３
８

湯
餘
惠
氏
、
３
９

徐
谷
甫
・
王
延
林
氏
、
４
０

何
琳
儀
氏

４
１

は
「
器
」
、
高
明
・
葛
英
会
氏
は
「
哭
」
４
２

と
釈
読
す
る
。
な
お
、
釈
読
を

保
留
す
る
研
究
者
の
他
に
、
「

」
字
と
釈
読
す
る
学
者
も
い
る
。
４
３

燕
国

文
字
の
「

犬
（
犭
）
部
」
は
独
特
の
偏
旁
構
造
を
有
す
る
の
で
、
執
筆

者
は
何
琳
儀
氏
の
説
に
従
っ
て
「
器
」
字
と
読
む
。
４
４

璽
印
文
字
に
「
器
」

字
の
用
例
を
見
な
い
が
、
長
細
形
陶
文
印
跡
に
頻
出
す
る
特
徴
が
あ
る
。 

⑱
辛
：『
説
文
解
字
』
に
「

」
の
小
篆
構
造
が
見
え
る
。『
古
璽
彙
編
』（
番

号
：
一
二
四
八
）
に
載
せ
る
「

（
辛
）
」
字
の
用
例
か
ら
見
れ
ば
、
一
番

下
の
横
線
の
右
は
下
に
垂
れ
る
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

⑲
章
：『
説
文
解
字
』
に
「

」
の
小
篆
構
造
が
見
え
る
。
燕
国
璽
印
に
見
る

「
章
」
字
は
、
前
掲
の
「
辛
」
字
の
文
字
構
造
と
同
様
、
一
番
下
に
あ
る
横

線
の
右
部
は
下
に
垂
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。 

⑳
單
：『
説
文
解
字
』
に
「

」
の
小
篆
構
造
が
見
え
る
。
燕
国
璽
印
中
に
「
單
」

字
の
文
字
構
造
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
「

」
で
、
一
番
下
に
あ
る
横
線

の
右
部
は
下
に
垂
れ
る
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
一
つ
は
「

」
で
あ
る
。
な

お
「
單
」
字
の
上
部
に
あ
る
「
吅
」
を
「
▽▽
」
の
形
に
す
る
特
徴
が
あ
る
。 

㉑
得
：『
説
文
解
字
』
に
「

、
行
き
て
得
る
所
有
る
な
り
。
彳
に
从
ふ
㝵
の

声
（
多
則
の
切
）。

は
古
文
、
彳
を
省
く
。」
と
見
え
る
。
燕
国
璽
印
に

見
る
「
得
」
字
は
「

」
部
に
従
っ
て
、「
寸
」
部
を
「

」
に
す
る
特

徴
が
あ
る
。 

㉒
剸
：
前
出
の
「
得
」
字
に
よ
れ
ば
、
「
寸
」
部
は
独
特
の
「

」
の
文
字
構

造
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。「
剸
」
字
の
「
寸
」
部
に
も
同
じ
特
徴
が
備
わ
っ
て

い
る
。
『
戦
国
璽
印
分
域
編
』
に
燕
国
璽
印
の
番
号
（
「

」
二
九
五
）
及

び
（「

」
三
八
五
）
が
見
え
る
。
４
５

ま
た
、
陶
文
に
も
「
剸
」
字
の
用
例

が
見
え
る
。
４
６ 

㉓
信
：『
説
文
解
字
』
に
「

、
誠
な
り
。
人
に
从
ひ
言
に
从
ふ
。
会
意
。（
息

晋
の
切
）
。

は
古
文
、
言
の
省
に
从
ふ
。

は
古
文
の
信
。
」
と
見
え

る
。「
信
」
字
は
「
人
」
と
「
言
」
に
従
う
文
字
で
あ
る
が
、
燕
国
璽
印
の
「
信
」

字
で
は
人
偏
の
か
わ
り
に
弓
偏
を
用
い
る
特
徴
が
あ
る
。
逆
に
、
弓
偏
の
か

わ
り
に
人
偏
を
用
い
る
例
は
見
な
い
。
４
７ 

㉔
良
：『
説
文
解
字
』
に
「

、
善
な
り
。
畗
の
省
に
从
ひ
亡
の
声
。（
徐
鍇

曰
く
、
良
は
甚
な
り
。
故
に
畗
に
从
ふ
。
呂
張
の
切
）

は
古
文
の
良
。

も
亦
た
古
文
の
良
。

も
亦
た
古
文
の
良
。」
と
見
え
る
。
燕
国
璽
印
文
字

の
「
良
」
字
に
は
「

 

」
の
文
字
構
造
が
あ
り
、
同
時
代
の
他
国
に
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見
な
い
。 

㉕
登
：『
説
文
解
字
』
に
「

、
車
に
上
る
な
り
。

豆
に
从
ひ
、
登
車
の
形

に
象
る
。（
都
滕
の
切
）
。

は
籀
文
の
登
、
収
に
从
ふ
。」
と
見
え
る
。
当

該
字
に
つ
い
て
、
高
明
氏
４
８

・
王
恩
田
氏
４
９

は
「
癸
」
と
釈
読
す
る
が
、
何

琳
儀
氏
５
０

・
王
愛
民
氏
５
１

は
「
登
」
字
と
釈
読
す
る
。「
癸
」
字
は
燕
国
璽

印
に
「

」（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
三
九
八
八
）
の
文
字
構
造
が
見
え
、
燕

国
璽
印
の
「
壴
（
鼓
）
」（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
三
六
八
【
中
軍
」
壴
（
鼓
）

車
】
）
及
び
兵
器
の
「
燕
王
喜
戈
」
と
「
燕
王
喜
矛
」
の
銘
文
に
あ
る
「
喜
」

５
２

字
を
参
照
し
た
上
で
、「
登
」
字
説
が
正
し
い
と
判
断
す
る
。
独
特
な
文
字

構
造
で
、
同
時
代
の
他
国
に
見
な
い
。
私
璽
に
用
例
が
頻
出
す
る
特
徴
が
あ

る
（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
三
八
四
八
、
五
三
二
七
及
び
『
古
陶
文
彙
編
』
番

号
：
四
・
九
一
参
照
）。 

㉖
肖
：『
説
文
解
字
』
に
「

、
骨
肉
相
似
る
な
り
。
肉
に
从
ふ
小
の
声
。
其

の
先
に
似
ず
、
故
に
不
肖
と
曰
ふ
な
り
。（
私
妙
の
切
）。」
と
見
え
る
。
燕
国

璽
印
に
見
る
「
肖
」
字
は
「
少
」「
月
」
に
従
っ
て
、
同
時
代
の
他
国
に
見
な

い
文
字
構
造
で
あ
る
（『
璽
印
彙
編
』
番
号
：
四
一
三
〇
～
四
一
三
九
参
照
）。

管
見
に
よ
れ
ば
、
燕
国
の
こ
の
「
肖
」
字
の
用
例
は
全
て
私
璽
に
姓
と
し
て

用
い
ら
れ
る
特
徴
が
あ
る
。 

㉗
師
：『
説
文
解
字
』
に
「

、
二
千
五
百
人
を
師
と
為
す
。
帀
に
从
ひ
𠂤
に

从
ふ
。
𠂤 

四
帀
す
る
は
、
衆
き
意
な
り
。（
疎
夷
の
切
）。

は
古
文
の
師
。」

と
見
え
る
。
燕
国
官
璽
印
に
見
る
「
師
」
字
は
「
鋳
師
」
の
言
葉
で
出
る
特

徴
が
あ
り
、
ま
た
同
時
代
の
他
国
と
異
な
る
文
字
構
造
が
見
ら
れ
る
。
５
３ 

㉘

：
燕
国
璽
印
と
陶
文
印
跡
に
頻
出
す
る
文
字
で
あ
る
。
釈
読
は
研
究
者
の

間
に
「
節
（
卩
）」「
氏
」「
ク
」「
勹
（
伏
・
符
）」「
人
」「
匕
」
の
諸
説
が
あ

る
。
今
の
と
こ
ろ
執
筆
者
は
釈
読
を
保
留
す
る
が
、
動
詞
（
製
造
類
動
詞
）

に
限
定
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
５
４

当
該
文
字
は
特
別
な
存
在
で
、
同
時
代

の
他
国
に
見
な
い
（
詳
細
は
本
論
文
の
第
四
章
参
照
）
。 

㉙

：
璽
印
に
見
え
な
い
が
、
燕
国
長
細
形
陶
文
印
跡
に
頻
出
す
る
文
字
で
あ

る
。「

」
字
の
直
後
に
「
器
」
の
文
字
と
一
緒
に
「

器
」
の
熟
語
で
出

現
す
る
特
徴
が
あ
る
。
執
筆
者
は
こ
の
「

器
」
を
「

正
器
」
と
釈
読
し

て
い
る
。
今
ま
で
の
出
土
資
料
に
よ
れ
ば
、「

」
字
が
燕
国
長
細
形
陶
文

印
跡
の
他
に
用
例
を
見
な
い
の
で
、
燕
国
の
極
め
て
代
表
的
な
文
字
構
造
の

一
つ
で
あ
る
。
５
５ 

㉚

：
当
該
文
字
に
は
お
お
よ
そ
「

」「

」「

」「

」「

」

「

」「

」
の
形
が
見
ら
れ
、
構
造
面
に
わ
ず
か
な
差
が
あ
る
。
文

字
構
造
の
部
品
中
に
鳥
形
文
字
の
用
例
も
見
え
る
（『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
二

七
九
九
、
二
八
一
一
、
二
八
一
七
参
照
）。
私
璽
（
姓
名
印
）
に
頻
出
す
る
が
、

官
印
に
は
見
え
な
い
。『
古
璽
彙
編
』
で
は
未
釈
字
と
し
、
釈
読
は
研
究
者
間

に
「
韓
」
５
６

「
孝
」
５
７

「
南
」
５
８

「
南
郭
」
５
９

「
考
」
６
０

「
崞
」
６
１

「
章
」

６
２

「

」
６
３

「
倝
」
６
４

「
李
」
６
５

「
索
」
６
６

な
ど
の
諸
説
が
あ
る
。
私
印

の
冒
頭
字
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
人
名
の
姓
と
し
て
考
え
て
間
違
い
な
い

が
、
現
在
の
資
料
範
囲
で
は
、
釈
読
し
が
た
い
。
文
字
構
造
面
か
ら
見
れ
ば
、

同
時
代
の
他
国
に
見
な
い
形
で
、
特
別
な
存
在
と
し
て
、
燕
国
璽
印
の
文
字

面
に
お
け
る
判
定
基
準
の
好
例
の
一
つ
で
あ
る
。 

㉛

：
当
該
文
字
は
『
古
璽
彙
編
』（
番
号
：
五
四
三
五
、
三
四
八
四
）
に
未

釈
文
字
と
し
て
印
文
二
件
を
収
録
し
て
い
る
。
何
琳
儀
氏
６
７

・
荘
新
興
氏
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６
８

・
湯
餘
惠
氏
６
９

及
び
高
明
・
涂
白
奎
氏
７
０

は
「
囂
」
と
釈
読
し
て
い
る
。 

ま
た
河
北
省
易
県
燕
下
都
遺
跡
郎
井
村
で
採
集
し
た
同
印
文
の
璽
印
一
件
が
あ

る
。
７
１

三
件
の
「

」
字
の
璽
印
は
と
も
に
単
字
印
で
、
文
字
構
造
で
も
同
時

代
の
他
国
に
例
を
見
な
い
こ
と
か
ら
、
燕
国
に
し
か
な
い
特
別
な
存
在
と
見
な

さ
れ
る
。 

 

㈡
偏
旁
部
首
類
（
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
二
参
照
） 

㉜
刀
部
：『
説
文
解
字
』
に
「

、
兵
な
り
。
象
形
。
凡
そ
刀
の
属
は
皆
な
刀

に
从
ふ
。
（
都
牢
の
切
）
」
と
見
え
る
。
燕
国
文
字
の
刀
部
は
「

」
の
文

字
構
造
で
、
一
般
に
文
字
の
左
偏
に
位
置
す
る
特
徴
が
あ
る
。
文
字
構
造
は 

             

燕
国
兵
器
・
陶
文
に
も
同
じ
形
と
特
徴
が
見
え
る
。
７
２ 

㉝
寸
部
：
前
掲
の
「
㉑
得
」
と
「
㉒
剸
」
字
の
と
お
り
、「
寸
」
部
は
同
じ
く
「

」 

の
形
に
作
る
。「
寸
」
部
の
こ
の
文
字
構
造
は
文
字
構
造
面
で
国
別
を
判
別
す

る
根
拠
の
一
つ
に
な
る
と
考
え
る
。 

㉞
言
部
：『
説
文
解
字
』
に
「

、
直
言
を
言
と
曰
ひ
、
論
難
を
語
と
曰
ふ
。

口
に
从
ふ
平
の
声
。
凡
そ
言
の
属
は
皆
な
言
に
从
ふ
。（
語
軒
の
切
）
」
と
見

え
る
。
荘
新
興
氏
は
、「
言
字
の
上
部
の
点
を
短
い
縦
線
に
す
る
の
が
燕
国
言

字
の
特
徴
で
あ
る
。」
と
指
摘
す
る
。
７
３ 

㉟
邑
部
：
前
掲
の
「
⑪
都
」
字
に
見
た
と
お
り
、「
邑
」
部
の
構
造
に
は
独
特
の

特
徴
が
あ
り
、
偏
旁
面
に
お
け
る
代
表
的
な
形
体
が
あ
る
。 

㊱
疒
部
：『
説
文
解
字
』
で
は
「

」
の
文
字
構
造
で
あ
る
。
燕
国
璽
印
に
見

る
「
疒
」
部
の
「
厂
」
部
の
左
払
い
の
末
筆
を
左
に
折
る
特
徴
は
他
国
に
見

な
い
。
７
４

た
だ
し
、
燕
国
陶
文
印
跡
に
「
疾
」
字
の
「
厂
」
部
の
左
払
い
の

末
筆
を
左
に
折
ら
ず
に
直
下
さ
せ
る
も
の
も
あ
る
。
７
５ 

㊲
戈
部
：『
説
文
解
字
』
に
「

、
平
頭
の
戟
な
り
。
弋
に
从
ひ
、
一
は
之
を

横
に
す
。
象
形
。
凡
そ
戈
の
属
は
、
皆
な
戈
に
从
ふ
。（
古
禾
の
切
）
」
と
見
え

る
。
「
戈
」
部
で
組
み
合
わ
さ
っ
た
燕
国
の
一
群
文
字
に
は
同
じ
「

」
の

文
字
構
造
が
見
え
る
。
こ
の
戈
偏
の
文
字
構
造
は
同
時
代
の
他
国
に
見
な
い
。 

㊳
虍
部
：『
説
文
解
字
』
に
「

」
の
文
字
構
造
が
見
え
る
。
『
古
璽
彙
編
』

に
収
め
る
「

」
７
６

（
番
号
：
〇
三
六
五
）、
「

」
７
７

（
番
号
：
二

七
四
六
）、「

」
７
８

（
番
号
：
三
〇
五
七
）、「

」
７
９

（
番
号
：
三
四

四
七
）
、
「

」
（
番
号
：
三
四
七
八
）
の
各
字
か
ら
燕
国
文
字
の
「
虍
」

部
の
構
造
特
的
徴
が
分
か
る
。
な
お
、
兵
器
と
貨
幣
銘
文
に
も
用
例
が
見
え
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る
。
燕
国
の
「
虍
」
部
は
同
時
代
の
他
国
と
異
な
る
文
字
構
造
を
も
つ
。 

㊴
犭
部
：『
説
文
解
字
』
は
「

」
の
文
字
構
造
で
あ
る
。
燕
国
璽
印
に
「
犬
」

偏
の
「

」
の
形
が
見
ら
れ
る
。
構
成
に
お
い
て
は
戦
国
文
字
の
中
に

他
国
に
見
な
い
独
特
な
存
在
と
見
な
し
う
る
。 

㊵
頁
部
：
『
説
文
解
字
』
の
小
篆
の
文
字
構
造
は
「

」
で
あ
る
。
燕
国
璽

印
に
見
え
る
「
頁
」
字
は
末
画
に
飾
り
筆
画
を
用
い
る
特
徴
が
あ
る
。 

㊶
至
部
：『
説
文
解
字
』
に
「

、
鳥
飛
び
て
高
き
よ
り
下
り
て
地
に
至
る
な

り
。
一
に
从
ふ
。
一
は
猶
ほ
地
の
ご
と
き
な
り
。
象
形
。
上
去
せ
ず
し
て
下

に
至
る
は
、
来
る
な
り
。
凡
そ
至
の
属
は
、
皆
な
至
に
从
ふ
。（
脂
利
の
切
）。

は
古
文
の
至
。
」
と
見
え
る
。
璽
印
及
び
陶
文
印
跡
に
見
え
る
「
至
」
部

に
属
す
る
文
字
に
は
、
均
し
く
「

」
の
構
造
が
見
え
る
（『
古
璽
彙
編
』
番

号
：
〇
〇
一
五
、
〇
〇
〇
三
、
一
五
〇
六
、
二
八
三
八
参
照
）。
こ
の
構
造
は

同
時
代
の
他
国
と
異
な
る
。 

㊷

部
：
当
該
文
字
は
燕
国
文
字
構
造
の
部
品
（
偏
旁
）
で
あ
る
。
湯
餘
惠

氏
の
論
文
「
略
論
戦
国
文
字
形
体
研
究
中
的
幾
個
問
題｣
８
０

に
「

」
字

を
「
隹
」
と
読
ん
で
い
る
。
管
見
で
は
当
該
部
品
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
で
き

た
文
字
に
次
の
二
つ
が
あ
る
。
①

：
何
琳
儀
氏
８
１

・
餘
惠
氏
８
２

・
陳
光

田
氏
８
３

は
「
倠
」
と
読
む
。
用
例
の
『
古
璽
彙
編
』（
番
号
：
二
八
〇
七
、
二

八
三
二
、
二
五
一
〇
）
中
の
「
二
八
〇
七
」
と
「
二
八
三
二
」
は
同
文
印
で

同
じ
く
陽
文
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
②

：
羅
福
頤
氏
８
４

は
「

」
と

読
む
が
、『
説
文
解
字
』
に
見
な
い
文
字
構
造
で
あ
る
。『
古
璽
彙
編
』（
番
号
：

〇
八
八
〇
、
三
五
六
八
、
三
九
五
七
）
に
用
例
が
見
え
る
。『
中
国
書
法
全
集
』

（
第
九
二
巻 

先
秦
璽
印
巻
）、
８
５
『
天
津
市
芸
術
博
物
館
蔵
古
璽
印
選
』
８
６

に
は
「
維
」、『
天
津
博
物
館
蔵
璽
印
』
８
７

に
は
「

」
と
読
ん
で
い
る
。「
隹
」

と
読
む
こ
と
に
つ
い
て
は
、
燕
国
私
璽
に
（
隹
「

」「

」）
字
の
例

が
あ
る
の
で
、「
隹
」
字
の
釈
読
の
適
否
に
つ
い
て
執
筆
者
は
判
断
を
保
留
し

た
い
。
独
特
の
文
字
構
造
で
、
燕
国
璽
印
に
存
在
し
て
い
る
。「

」
字
で

構
成
し
た
文
字
用
例
は
、
す
べ
て
私
璽
に
人
名
と
し
て
使
用
さ
れ
る
特
徴
が

あ
る
。 

 

㈢
字
形
面
の
構
成
に
つ
い
て
◇ 

燕
国
璽
印
文
字
に
は
、
印
面
の
章
法
や
審
美
を
満
足
す
る
た
め
に
、
あ
る
筆

画
を
太
く
し
た
り
、
動
物
の
形
象
に
し
た
り
、
二
つ
の
文
字
を
合
わ
せ
て
一
つ

に
す
る
例
（
合
文
）
な
ど
が
頻
出
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
字
構
造
は
燕
国
文

字
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。 

㈠
飾
り
筆
画
文
字
：
装
飾
筆
画
、
羨
筆
、
贅
筆
と
も
称
し
、
文
字
の
変
遷
過
程

で
、
文
字
の
形
を
美
化
し
た
り
、
装
飾
す
る
た
め
に
加
え
た
音
義
に
関
係
の

な
い
筆
画
を
指
す
。
す
な
わ
ち
文
字
の
羨
余
部
分
で
あ
る
。
８
８

燕
国
璽
印
文

字
に
お
け
る
飾
り
筆
画
の
運
用
例
に
は
、
大
抵
下
記
の
三
類
が
あ
る
。 

①
単
に
文
字
筆
画
の
一
部
を
変
形
し
た
り
太
く
す
る
文
字
：『
古
璽
彙
編
』（
番

号
：
〇
〇
八
六
、
〇
一
一
七
～
〇
一
二
六
、
〇
三
六
三
、
〇
三
九
六
、
〇

四
〇
九
、
〇
五
一
九
、
〇
五
六
二
、
〇
五
九
六
、
一
六
八
八
、
一
六
八
九
、

二
五
二
一
、
三
二
六
七
、
五
五
八
三
）
に
用
例
が
あ
る
。
白
文
と
朱
文
が

あ
り
、
私
璽
に
見
ら
れ
る
が
、
長
細
形
職
官
璽
（
第
一
節
官
図
三
一
）
に

も
見
え
る
。 

②
筆
画
を
増
や
す
飾
り
筆
画
文
字
：「
公
」
字
（
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
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一
④
参
照
）
の
「
厶
」
部
の
中
央
に
「
点
」
を
飾
る
類
で
あ
り
、「
長
」
字

（
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
⑤
参
照
）
の
右
払
い
に
「
点
」
や
「
短

横
筆
画
」
を
飾
る
よ
う
に
、
私
璽
を
中
心
に
少
数
の
職
官
璽
（
製
造
職
官
）

に
も
用
例
が
あ
る
。 

③
鳥
形
文
字
：『
古
璽
彙
編
』（
番
号
：
〇
六
二
二
、
〇
七
四
五
、
一
三
〇
四
、

三
八
五
三
）
に
「

（
長
）
」「

（
張
）
」「

（
秦
）」「

（
孫
）」
の
四
例
が
あ
る
。
文
字
の
一
部
や
単
字
を
鳥
形
に
す
る
こ
と
、
或

は
印
文
全
体
を
鳥
形
に
す
る
特
徴
が
あ
る
。
鳥
頭
を
上
に
す
る
例
が
あ
る

が
、
鳥
頭
を
下
に
す
る
例
も
見
え
る
。
私
璽
の
用
字
に
頻
出
す
る
が
、
官

璽
に
は
鳥
形
文
字
の
用
例
を
見
な
い
特
徴
が
あ
る
。 

㈡
合
文
：
燕
国
璽
印
に
見
る
合
文
も
文
字
構
造
面
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。「

（
中
易
）
」「

（
司
馬
）
」「

（
北
宮
）
」
が
参
考
に
な
る
（『
古
璽
彙

編
』
番
号
：
三
二
七
四
、
三
八
一
六
、
五
五
六
二
）
。
合
文
の
運
用
は
、
燕
国

の
み
な
ら
ず
、
同
時
代
の
他
国
に
も
用
例
が
頻
出
す
る
。 

㈢
逆
置
き
文
字
：
文
字
の
左
右
両
行
を
逆
置
き
に
す
る
用
例
は
、
『
古
璽
彙
編
』

に
「

」
（
番
号
：
三
三
七
〇
）
及
び
「

」
（
番
号
：
三
三
七
一
）
が
見

ら
れ
る
。
二
例
し
か
な
い
が
、
と
も
に
私
璽
で
あ
る
。
こ
の
二
例
の
璽
印
の

印
文
は
左
行
が
同
文
で
、
官
印
に
見
な
い
文
字
の
配
置
順
序
で
あ
る
。 

 

燕
国
璽
印
及
び
陶
文
印
跡
の
文
字
構
造
に
関
す
る
検
討
の
結
果
、
固
有
字
形

三
一
字
（
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
〈
文
字
類
〉
参
照
）、
固
有
偏
旁
部
首

類
十
一
字
（
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
二
〈
偏
旁
部
首
類
〉
参
照
）
を
摘
出

で
き
た
。
こ
れ
ら
一
群
の
文
字
は
、
璽
印
及
び
陶
文
印
跡
に
頻
出
し
て
い
る
の

で
、
燕
国
文
字
独
特
の
文
字
構
造
と
見
ら
れ
る
。 

  

二 

燕
国
璽
印
の
印
文
内
容
に
つ
い
て 

  

戦
国
時
代
の
燕
国
故
地
出
土
の
青
銅
礼
器
類
の
銘
文
資
料
は
数
少
な
い
と
は

い
え
、
兵
器
・
貨
幣
・
璽
印
・
陶
文
類
の
銘
文
資
料
よ
り
豊
富
で
あ
る
。
中
原

か
ら
北
に
離
れ
た
燕
国
は
、
戎
狄
部
落
と
雑
居
し
な
が
ら
、
燕
地
特
有
の
地
域

の
風
習
と
燕
人
の
性
格
を
形
成
し
た
。
８
９

風
習
や
文
化
の
代
表
で
あ
る
文
字
に

独
特
の
面
目
が
現
れ
る
は
当
然
で
あ
る
。
燕
国
の
地
名
・
職
官
・
姓
氏
に
関
す

る
代
表
的
な
研
究
に
、
繆
文
遠
氏
『
七
国
考
訂
補
』
９
０

と
『
戦
国
制
度
通
考
』、

９
１

后
曉
栄
・
陳
曉
飛
氏
『
考
古
出
土
文
物
所
見
燕
国
地
名
考
』
９
２

及
び
左
言
東

氏
『
先
秦
職
官
表
』、
９
３

何
琳
儀
・
馮
勝
君
氏
『
燕
璽
簡
述
』
９
４

な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
成
果
を
璽
印
に
反
映
す
れ
ば
、
燕
璽
の
判
別
基
準
の
一
つ
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
璽
印
や
陶
文
印
跡
よ
り
得
た
情
報
は
、
燕
国
の
郡
県

設
置
・
職
官
配
置
・
地
名
地
望
・
姓
氏
源
流
な
ど
に
関
す
る
研
究
情
報
を
提
供

で
き
る
。
本
節
で
は
、
先
学
の
研
究
成
果
を
参
照
し
な
が
ら
、
燕
国
璽
印
と
陶

文
印
跡
に
頻
出
す
る
地
名
・
市
名
・
職
官
名
・
複
姓
の
四
方
面
か
ら
例
を
挙
げ

て
検
討
す
る
。 

 

㈠
地
名 

①
涿
：（『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
〇
一
〇
参
照
）。「

」
字
を
湯
余
惠
氏
は
「

」

９
５

と
読
む
が
、
李
家
浩
氏
は
「

」
９
６

と
読
む
。
陳
光
田
氏
９
７

・
趙
学

清
氏
９
８

ま
た
何
琳
儀
・
馮
勝
君
氏
９
９

は
李
家
浩
氏
の
説
に
従
っ
て
、「
易
」

字
と
読
ん
で
い
る
。
荘
新
興
氏
１
０
０

・
高
明
氏
、
１
０
１

小
林
斗
盦
氏
１
０
２

は
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「
𨛤
」
、
后
暁
栄
・
陳
暁
飛
氏
１
０
３

は
「
涿
」、
葉
其
峰
氏
は
「

」、
曾
紹

杰
氏
１
０
４

は
「

」
、
李
懐
軍
氏
１
０
５

は
「

」
字
と
釈
読
す
る
。「
涿
」

に
つ
い
て
は
、『
韓
非
子
』
有
度
第
六
に
「
燕
の
昭
王
は
河
を
以
て
境
と
為

し
、
薊
を
以
て
国
と
為
し
、
涿
の
方
城
を
襲
ひ
、
斉
を
残
め
、
中
山
を
平

ら
げ
、
燕
有
る
者
は
重
く
、
燕
無
き
者
は
軽
し
。
」
と
の
記
載
が
見
え
る
。

涿
は
今
の
河
北
省
涿
県
で
あ
る
。 

②
文
安
：（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
〇
一
二
及
び
第
一
節
「
官
図
十
三
」
参
照
）。

『
漢
書
・
地
理
志
』
に
よ
れ
ば
文
安
は
渤
海
郡
に
属
す
る
。
ま
た
高
明
氏

は
「
故
城
は
今
の
文
安
県
の
東
北
柳
河
鎮
に
在
り
、
古
城
の
遺
址
が
な
お

在
る
。
こ
の
地
は
戦
国
時
代
に
は
燕
の
境
で
あ
っ
た
。
」
１
０
６

と
述
べ
る
。 

③
泃
城
：（
第
一
節
「
官
図
六
」
及
び
「
官
図
十
四
」
参
照
）。『
古
本
竹
書
紀
年

輯
校
訂
補
』
に
「
斉
師
及
び
燕
師 

泃
水
に
戰
ひ
、
斉
師
遁
る
。
」
１
０
７

と

あ
り
、
北
魏
の
酈
道
元
『
水
經
注
』
鮑
丘
水
に
「
…
…
又
た
東
し
て
泃
河

と
合
う
。
水
は
右
北
平
の
無
終
県
の
西
山
白
楊
谷
を
出
で
、
西
北
の
か
た

流
れ
て
平
谷
県
を
逕
ぐ
。
」
と
見
え
る
。
泃
は
川
の
名
で
、
俗
名
は
錯
河
。

源
は
河
北
省
薊
県
の
北
の
黄
崖
口
に
あ
り
、
薊
運
河
に
注
ぐ
。 

④
方
城
：（『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
〇
一
六
参
照
）
。「

」
字
を
高
明
氏
１
０
８

は

「
方
」、
羅
福
頤
氏
主
編
の
『
故
宮
博
物
院
蔵
古
璽
印
選
』
１
０
９

及
び
葉
其

峰
氏
１
１
０

・
曾
紹
杰
氏
１
１
１

は
「
万
」
、
施
謝
杰
氏
１
１
２

・
湯
余
恵
氏
１
１
３

・

呉
振
武
氏
１
１
４

は
「

」
と
釈
読
し
て
い
る
が
、
執
筆
者
は
高
明
氏
に
従

い
「
方
」
と
読
む
。
『
史
記
』
燕
召
公
世
家
に
「
〈
王
喜
〉
十
二
年
、
趙
、

李
牧
を
し
て
燕
を
攻
め
し
め
、
武
遂
・
方
城
を
抜
く
。」
と
あ
り
、『
括
地

志
』
幽
州
・
右
范
陽
に
「
方
城
の
故
城
は
幽
州
固
安
県
の
南
十
七
里
に
在

り
。」
と
見
え
る
。
燕
国
の
方
城
は
、
今
の
河
北
省
固
安
県
南
に
位
置
し
た
。 

⑤

城
：（『
陶
文
図
録
』
１
１
５

番
号
：
四
・
二
一
一
・
三
参
照
）。
一
九
七
九
年
、

遼
寧
省
朝
陽
市
の
南
二
五
里
の
大
凌
河
の
東
に
あ
る
十
二
台
営
子
郷
袁
台

子
村
の
東
山
梁
か
ら
出
土
し
た
二
つ
の
陶
罐
の
肩
部
に
、
均
し
く
「

城

都
王

鍴
」
の
印
跡
が
あ
る
。「

」
字
を
徐
暢
氏
１
１
６

・
王
恩
田
氏
１
１
７

は
「

」、
董
珊
氏
１
１
８

は
「
酒
」、
繆
文
遠
氏
１
１
９

は
「
酉
」、
后
暁
栄
・

陳
暁
飛
氏
１
２
０

は
「
酉
」
と
隷
定
し
て
「
柳
」
と
読
む
。
な
お
燕
国
官
璽

中
に
「

」
の
類
字
が
あ
り
、
施
謝
杰
氏
１
２
１

は
「
廩
」
と
読
ん
で
い
る
。

ま
た
『
古
璽
彙
編
』（
番
号
：
二
六
〇
六
）
に
「
綇
」
字
が
あ
り
、
参
考
に

な
る
。
執
筆
者
は
「
酉
」
字
説
に
従
う
。「
酉
」
字
と
「
柳
」
字
は
発
音
が

近
く
、
と
も
に
「
尤
母
幽
部
」
で
、
通
仮
字
と
見
な
し
う
る
。『
漢
書
』
地

理
志
、
遼
西
郡
の
「
柳
城
」
に
「
馬
首
山
は
在
西
南
に
在
り
。
柳
水
に
参

は
り
北
の
か
た
海
に
入
る
。
西
部
は
都
尉
の
治
。」
と
見
え
、
繆
文
遠
氏
は

「
酉
と
柳
は
音
が
近
い
。
酉
城
は
漢
代
の
遼
西
郡
柳
城
の
前
身
に
違
い
な

い
。『
漢
志
』
に
見
え
る
遼
西
郡
西
部
都
尉
治
柳
城
は
、
あ
る
い
は
戦
国
時

代
の
燕
国
の
酉
城
旧
址
の
上
に
建
て
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。」
と
推
定
す
る
。 

⑥
襄
平
：（
第
一
節
「
官
図
廿
」
参
照
）。『
水
経
注
』
大
遼
水
に
「
大
遼
水
は
出

塞
外
の
衛
白
平
山
に
出
で
、
東
南
し
て
塞
に
入
り
遼
東
の
襄
平
県
の
西
を

過
ぐ
。」
及
び
「
襄
平
県
の
故
城
の
西
を
逕
ぐ
。
秦
の
始
皇
の
二
十
二
年
、

燕
を
滅
ぼ
し
遼
東
郡
を
置
き
、
此
を
治
む
。
」
の
記
載
が
見
え
る
。
ま
た
、

『
史
記
』
匈
奴
列
伝
の
「
燕
も
亦
た
長
城
を
築
き
、
造
陽
よ
り
襄
平
に
至

る
。
上
谷
、
漁
陽
、
右
北
平
、
遼
西
、
遼
東
郡
を
置
き
、
以
て
胡
を
拒
ぐ
。」

と
の
記
述
も
参
考
に
な
る
。
燕
国
の
襄
平
は
、
今
の
遼
寧
省
遼
陽
市
の
辺
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り
に
当
る
。
即
ち
遼
陽
市
旧
城
区
で
あ
る
。
１
２
２ 

⑦
無
終
：（
『
古
陶
文
彙
編
』
番
号
：
四
・
二
〇
参
照
）。「

」
二
字
を
裘
錫

圭
氏
１
２
３

・
何
琳
儀
氏
１
２
４

は
「

」
、
董
珊
氏
１
２
５

・
趙
平
安
氏
と

陳
光
田
氏
は
「
無
中
」
、
周
暁
陸
氏
は
「

」
字
を
「
某
」
字
と
読
ん
で

い
る
。
徐
暢
氏
は
「
無

」
と
隷
定
し
、
「
無
終
」
と
読
む
。
執
筆
者
は

徐
暢
氏
の
説
に
従
っ
て
、
「
無
終
」
と
読
む
。
「
中
」
字
は
「
知
母
終
部
」

で
、「
終
」
字
は
「
章
母
終
部
」
の
文
字
で
あ
る
の
で
、
発
音
は
近
く
通
仮

字
と
見
な
し
う
る
。
１
２
６

「
無
終
」
は
『
水
経
注
』
鮑
丘
水
に
「
…
…
又

た
東
し
て
泃
河
と
合
う
。
水
は
右
北
平
の
無
終
県
の
西
山
白
楊
谷
を
出
で
、

西
北
の
か
た
流
れ
て
平
谷
県
を
逕
ぐ
。
」
と
見
え
る
。
ま
た
、
『
漢
書
』
樊

噲
伝
に
「
尹
潘 

無
終
・
廣
昌
に
軍
す
。
」
と
の
記
事
が
見
え
る
。
無
終
は

今
の
河
北
省
蔚
県
と
淶
源
の
間
で
あ
る
。
１
２
７ 

⑧
武
垣
：
北
京
楊
廣
泰
文
雅
堂
の
蔵
品
に
「

（
武
垣
都
市
鍴
）
」

が
あ
る
。
施
謝
捷
氏
は
「

」
二
字
を
「
武
垣
」
１
２
８

と
釈
読
し
て
い

る
。
『
史
記
』
趙
世
家
に
「
（
孝
成
王
七
年
）
武
垣
の
令
傅
豹
・
王
容
・

蘇
射
、
燕
の
衆
を
率
え
て
燕
の
地
に
反
す
。
」
と
見
え
る
。
『
括
地
志
』

に
「
武
垣
の
故
城
は
、
今
の
瀛
州
城
、
是
れ
な
り
。
」
、
ま
た
『
漢
書
』

地
理
志
、
涿
郡
に
「
武
垣
は
、
莽 

垣
翰
亭
と
曰
ふ
。
」
と
あ
る
こ
と
に
よ

れ
ば
、
武
垣
は
涿
郡
に
属
す
る
。『
古
本
竹
書
紀
年
輯
校
訂
補
』
１
２
９

に
「
陰

司
馬 

燕
の
公
子
の
翌
を
武
垣
に
敗
る
。
」
と
見
え
る
。
武
垣
は
燕
・
趙
の

辺
境
に
位
置
し
て
、
故
城
は
今
の
河
北
省
河
間
県
西
南
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
あ
る
。
１
３
０ 

⑨
夏
屋
：
（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
〇
一
五
及
び
五
五
四
一
と
五
五
四
六
参

照
）
。
黄
盛
璋
氏
は
「
夏
虚
」
１
３
１

と
読
む
。
『
古
本
竹
書
紀
年
輯
校
訂

補
』
１
３
２

に
「
魏
殷
臣
・
趙
公
孫
裒 

燕
を
伐
ち
、
還
り
、
夏
屋
を
取
り
、

曲
逆
に
城
す
。
」
と
見
え
る
。
ま
た
、
『
史
記
』
趙
世
家
に
は
「
（
趙
襄

子
元
年
）
簡
子
既
に
葬
り
、
未
だ
服
を
除
か
ず
。
北
し
て
夏
屋
に
登
り
、

代
王
を
請
ひ
、
廚
人
を
し
て
銅
枓
を
操
り
、
以
て
代
王
及
び
従
者
に
食
は

し
む
。
」
と
あ
り
、
正
義
は
『
括
地
志
』
を
引
い
て
「
夏
屋
山
は
代
州
雁

門
県
の
北
三
十
五
里
に
在
り
、
句
注
山
と
相
接
す
。
蓋
し
北
方
の
険
に
し

て
、
内
外
を
分
別
す
る
所
以
な
り
。
」
と
注
す
る
。
后
暁
栄
・
陳
暁
飛
氏

に
よ
れ
ば
、
今
の
河
北
省
蔚
県
の
東
北
に
あ
る
。
１
３
３ 

⑩
武
陽
：
（
『
古
璽
彙
考
』
１
３
４

八
一
頁
左
二
参
照
）
。
「
武
易
」
は
即
ち
「
武

陽
」
で
あ
る
。
『
水
経
注
』
易
水
に
「
易
水
は
又
た
東
し
て
武
陽[

城]

の

南
を
逕
ぐ
。
蓋
し
易
は
自
ら
寛
く
、
中
は
武
夫
関
の
東
を
出
づ
。
是
れ
武

水
の
称
を
兼
ぬ
。
故
に
燕
下
都
は
、
武
陽
の
名
を
擅
に
す
。
」
と
見
え
る
。

１
３
５

今
の
河
北
省
易
県
県
城
の
東
南
三
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
武
陽
台
と

い
う
燕
国
遺
跡
が
あ
る
。 

 

㈡
市
名 

「
市
」
に
つ
い
て
、『
説
文
解
字
』
に
「
買
売
の
之
く
所
な
り
。
市
に
垣
有
り
、

冂
に
从
ひ

に
从
ふ
。
物
の
相
及
ぶ
に
象
る
な
り
。

は
古
文
の
及
な
り
。

之
の
省
の
声
。（
時
止
の
切
）」、『
広
韻
』
に
「
買
う
な
り
。」
と
あ
り
、『
爾
雅
』

釈
詁
に
「
貿
賈
は
、
市
な
り
。」
と
あ
る
。
『
周
礼
』
司
市
に
「
司
市
は
市
の
治

教
・
政
刑
・
量
度
・
禁
令
を
掌
る
。
次
叙
を
以
て
地
を
分
け
て
市
を
経
す
。
陳

肆
を
以
て
物
を
弁
じ
て
市
を
平
に
す
。
政
令
を
以
て
物
の
靡
を
禁
じ
て
市
を
均 
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し
く
す
。
…
…
大
市
は
日
昃
に
し
て
百
族
に
市
す
る
を
主
と
為
す
。
朝
市
は
朝

時
に
し
て
商
賈
に
市
す
る
を
主
と
為
す
。
夕
市
は
夕
時
に
し
て
販
夫
販
婦
に
市

す
る
を
主
と
為
す
。
」
と
見
え
る
。
な
お
『
周
礼
』
遺
人
に
「
…
…
凡
そ
国
野
の

道
は
、
十
里
ご
と
に
廬
有
り
、
廬
に
飲
食
有
り
。
三
十
里
ご
と
に
宿
有
り
、
宿

に
路
室
有
り
、
路
室
に
委
有
り
。
五
十
里
ご
と
に
市
有
り
、
市
に
𠋫
館
有
り
、

𠋫
館
に
積
有
り
。
」
と
の
記
載
が
見
え
る
。
燕
国
の
「
市
」
字
は
「

」
の

文
字
構
造
で
、
代
表
的
な
文
字
構
造
と
し
て
裘
錫
圭
氏
に
よ
り
釈
読
さ
れ
、
異

説
が
な
い
。
１
３
６

燕
国
璽
印
及
び
陶
文
印
跡
に
見
る
「
市
」
は
お
お
よ
そ
以
下

の
通
り
で
あ
る
。 

①
左
市
：
当
該
の
燕
璽
は
上
海
博
物
館
の
蔵
品
で
あ
り
、
燕
国
に
「
左
市
」

が
存
在
し
た
こ
と
を
証
明
で
き
る
が
、
そ
の
市
の
構
成
形
態
は
未
詳
で
あ

る
（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
三
五
四
参
照
）
。 

②
單
佑
都
市
：
（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
二
九
七
、
〇
三
六
一
参
照
）
。
「
單

佑
」
は
地
名
で
あ
り
、
何
琳
儀
氏
・
馮
勝
君
氏
は
『
燕
璽
簡
述
』
１
３
７

に
、

待
考
地
名
（
検
討
を
要
す
る
地
名
）
に
類
別
し
て
い
る
。「
單
佑
都
市
」
は

「
單
佑
都
」
の
中
に
商
品
の
交
換
と
流
通
を
行
う
市
場
と
推
定
す
る
。
璽

印
の
形
か
ら
見
れ
ば
、
燕
の
四
角
形
の
陽
文
官
璽
と
長
細
形
の
陽
文
璽
の

二
種
が
あ
る
。
都
内
の
市
に
対
す
る
管
理
機
構
の
官
方
用
璽
で
、
都
の
中

に
市
の
管
理
機
構
が
存
在
し
て
い
た
有
力
な
証
拠
で
あ
る
。 

③

都
市
：（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
： 

〇
二
九
二
参
照
）。｢

都｣

は
燕
国
の

「
都
」
の
一
つ
と
し
て
燕
璽
に
頻
出
す
る
が
、
待
考
地
名
（
検
討
を
要
す

る
地
名
）
で
あ
る
。「

都
市
」
は｢

都｣

に
設
置
し
て
い
る
「
市
」
の
一

つ
と
推
定
す
る
。 

④

市
：（
前
掲
の
蘭
城
村
陶
文
図
一
、
図
二
参
照
）。
一
九
九
二
年
秋
、
天

津
市
武
清
高
村
郷
蘭
城
村
の
賈
永
輝
氏
が
高
村
の
東
の
養
魚
池
の
辺
り
で

採
集
し
た
陶
片
で
あ
る
。
陶
片
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
「

市
王

□
」
、

一
つ
は
「

都
…
…
」
で
あ
る
。
賈
氏
は
印
跡
の
文
字
が
同
じ
「

市

王

□
」
の
陶
片
を
二
つ
持
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
一
つ
（
印
跡
文
字
【

市
王

鍴
】
）
を
博
物
館
に
寄
贈
し
た
。
こ
の
二
枚
の
陶
片
を
対
照
す
る
と
、

「

」
は
燕
国
の
地
名
、「

都
」
は
燕
国
「
都
」
の
一
つ
、「

市
」

は
燕
国
の
「

」
と
い
う
都
に
設
置
し
た
「
市
」
と
考
え
ら
れ
る
。「
都
」

名
で
あ
る
「

」
の
下
に
「
市
」
を
付
し
た
の
で
あ
る
。 

⑤
閡
市
：
河
北
省
武
陽
台
村
で
採
集
さ
れ
た
燕
国
長
細
形
璽
印
の
「
閡
市
草

鍴
」
が
あ
る
。
「
閡
」
と
「
痎
」
の
音
は
同
じ
「
亥
」
で
あ
る
。
『
説
文
解

字
』
に
「

、
二
日
に
一
た
び
発
す
る
瘧
。
疒
に
从
ふ
亥
の
声
。
」
と
す

る
と
お
り
、
同
音
仮
借
の
文
字
に
属
す
る
。
よ
っ
て
「
閡
市
」
は
即
ち
「
痎

市
」
で
あ
る
と
推
定
す
る
。
１
３
８ 

⑥
武
垣
都
市
：
「
武
垣
」
は
、
前
掲
の
と
お
り
燕
の
地
名
「
武
垣
」
で
あ
る
。

「
武
垣
都
」
は
燕
国
の
「
都
」
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。「
武
垣
都
市
」
は

「
武
垣
都
」
に
設
置
し
た
「
市
」
と
推
定
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
都
」
名

の
下
に
「
市
」
を
付
し
た
の
で
あ
る
。 

⑦
無
終
市
：
前
掲
（
地
名
⑦
）
の
と
お
り
、
燕
の
地
名
に
「
無
終
」
が
あ
る
。

「
無
終
都
」
の
中
に
設
置
し
た
「
市
」
と
考
え
る
。「
都
」
名
の
下
に
「
市
」

を
付
し
た
の
で
あ
る
。 

管
見
に
よ
れ
ば
、
右
に
掲
げ
た
燕
国
の
「
市
」
七
つ
の
中
の
五
つ
は
「
…
…

都
市
…
…
」
の
行
文
格
式
で
あ
る
。「
都
」
名
の
下
に
「
市
」
を
付
し
た
の
で
あ
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る
。
そ
し
て
、
⑤
「
閡
市
」
に
よ
っ
て
、
庶
民
を
中
心
に
設
置
し
た
「
市
」
が

あ
っ
た
こ
と
も
分
か
る
。
①
「
左
市
」
に
つ
い
て
は
、『
続
封
泥
考
略
』
収
載
の

漢
代
斉
魯
封
泥
に
「
左
市
」「
右
市
」「
南
市
」「
西
市
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
戦

国
時
代
の
燕
国
に
も
「
右
市
」
が
設
置
さ
れ
た
と
推
定
す
る
。
な
お
璽
印
印
面

の
形
に
は
、
四
角
形
と
長
細
形
の
二
種
類
が
あ
る
。 

 

㈢
職
官
名 

①
司
徒
：（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
〇
一
〇
～
〇
〇
一
八
参
照
）。
官
璽
に
は

す
べ
て
「
…
…
都
＋
司
徒
」
の
行
文
格
式
が
見
ら
れ
る
。「
司
徒
」
の
職
官

は
西
周
に
初
め
て
設
置
さ
れ
、
文
献
の
記
載
で
は
司
徒
は
主
に
民
事
を
管

理
す
る
官
職
で
、
籍
田
及
び
林
衡
虞
牧
を
掌
り
、
徒
役
を
徴
発
す
る
他
、

労
役
の
管
理
及
び
田
地
耕
作
に
責
任
を
負
う
。
金
文
の
『
免
簠
』『
曶
壺
』

『
𧧬
𣪘
』
に
は
「
司
土
」
と
あ
り
、『
永
盂
』『
揚
簋
』『
无
叀
鼎
』
に
は
「
司

徒
」
と
あ
る
。
一
説
で
は
、「
土
」
は
即
ち
「
徒
」
字
の
仮
借
字
で
、
土
地

と
は
関
係
が
な
い
。
ま
た
一
説
で
は
「
司
土
」
は
土
地
を
主
管
す
る
官
職

で
、「
司
徒
」
は
民
衆
を
教
化
す
る
官
職
で
あ
る
。「
土
」
字
を
改
め
て
「
徒
」

字
と
な
っ
た
の
は
、
西
周
中
後
期
に
お
け
る
土
地
政
策
面
の
変
化
の
反
映

か
も
し
れ
な
い
。
１
３
９ 

②
大
司
徒
長
：
上
海
博
物
館
所
蔵
の
「
大
司
徒
長

□
」（『
古
璽
彙
編
』
番
号
：

〇
〇
二
二
）
が
あ
る
。『
周
礼
』
大
司
徒
に
「
大
司
徒
の
職
は
、
邦
の
土
地

の
図
と
其
の
人
民
の
数
と
を
建
て
て
、
以
て
王
を
佐
け
て
邦
国
を
安
擾
す

る
を
掌
る
。
」
と
あ
る
と
お
り
、
「
大
司
徒
」
の
官
職
名
は
文
献
に
見
え
る

が
、
璽
印
で
は
「
大
司
徒
長
」
の
官
職
名
は
こ
の
一
例
し
か
な
い
。
し
か

も
同
時
代
の
他
国
に
見
な
い
の
で
、
燕
国
特
有
の
官
名
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。 

③
都
左
司
馬
（
都
右
司
馬
）：『
周
礼
』
都
司
馬
に
「
都
司
馬
は
都
の
士
庶
子

及
び
其
の
衆
庶
の
車
馬
兵
甲
の
戒
令
を
掌
る
。
国
法
を
以
て
其
の
政
学
を

掌
り
、
以
て
国
司
馬
に
聴
す
。
家
司
馬
も
亦
た
之
の
如
し
。」
と
見
え
る
。

燕
国
官
璽
の
「

都
左
司
馬
」
と
「

都
右
司
馬
」（『
古
璽
彙
編
』
番
号
：

〇
〇
五
〇
及
び
〇
〇
五
八
参
照
）
に
よ
れ
ば
、
燕
国
に
は
「
左
司
馬
」
と

「
右
司
馬
」
の
区
別
が
あ
る
が
、
行
政
級
別
で
は
同
じ
く
「
都
」
に
属
す

る
こ
と
が
わ
か
る
。 

④
将
軍
：『
戦
国
策
』
燕
策
、
燕
王
噲
既
立
に
「
子
之
の
三
年
、
燕
国
大
い
に

乱
れ
、
百
姓
恫
怨
す
、
将
軍
市
被
・
太
子
平
、
謀
っ
て
子
之
を
攻
め
ん
と

す
。
」
と
見
え
る
。
蘭
城
遺
址
で
出
土
し
た
陶
片
に
見
え
る
「
将
軍
」
（
蘭

城
村
陶
文
図
三
参
照
）
の
銘
文
１
４
０

及
び
「
九
年
将
軍
戈
」
１
４
１

が
文
献
の

記
載
に
合
致
し
、
燕
国
に
将
軍
の
職
官
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。 

⑤
騎
右
将
：（
第
一
節
官
図
廿
一
参
照
）。「
騎
」
は
燕
国
軍
隊
の
編
制
の
一
種

で
、
『
戦
国
策
・
燕
策
一
』
に
「
蘇
秦 

燕
の
文
侯
に
説
き
て
曰
く
、
燕
の

東
に
朝
鮮
有
り
…
…
車
六
百
乗
、
騎
六
千
匹
。」
と
見
え
る
。「
将
」
は
『
広

雅
』
に
「
将
は
、
扶
な
り
。
」
、『
説
文
解
字
』
に
「
将
は
、
帥
な
り
。
」
と

あ
る
。「
騎
右
将
」
は
即
ち
燕
国
軍
隊
編
制
の
「
騎
」
に
設
置
し
た
「
右
将

軍
」
と
推
定
す
る
。 

⑥
都
尉
：（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
一
一
七
～
〇
一
二
一
及
び
五
一
〇
三
～
五

一
〇
六
参
照
）
に
よ
れ
ば
、
「
都
丞
」
の
官
職
が
あ
り
、「
丞
」
字
に
つ
い
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て
于
省
吾
氏
は
「
厃
」
字
と
釈
読
し
た
。
１
４
２

そ
の
後
、
呉
振
武
氏
は
「
厃
」

字
と
釈
字
し
て
「
監
」
字
と
呼
ば
れ
る
。
１
４
３

「
厃
」
字
に
つ
い
て
『
説

文
解
字
』
に
「
仰
也
。
从
人
在
厂
上
。
一
曰
屋
梠
也
。
秦
謂
之
桷
。
斉
謂

之
厃
。（
魚
毀
切
）
」
と
見
え
る
。「
厃
」
字
は
疑
紐
微
部
で
魚
為
の
切
で
あ

る
。
『
廣
韻
』
に
魚
毀
の
切
、
ま
た
は
職
廉
の
切
と
見
え
る
。
「
厃
」
字
は

燕
国
璽
印
に
お
い
て
は
「
尉
」
字
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。「
尉
」

字
は
『
説
文
解
字
』
に
「
於
胃
の
切
」
、
『
廣
韻
』
に
於
胃
の
切
、
ま
た
は

紆
物
の
切
と
見
え
る
。『
玉
篇
』
寸
部
に
「
尉
、
武
官
之
称
也
。」
が
あ
る
。

『
左
伝
』
閔
公
二
年
に
「
羊
舌
大
夫
為
尉
。
」
の
杜
預
注
に
「
尉
、
軍
尉
。」

が
見
ら
れ
。
燕
国
璽
印
の
印
文
は
「
…
…
都
＋
厃
」
の
行
文
格
式
で
あ
る
。

「
尉
」
は
副
職
に
属
し
、
主
職
を
輔
佐
し
て
、
日
常
行
事
を
行
う
官
吏
の  

 

職
称
で
あ
る
。
ま
た
燕
国
で
は
「
尉
」
で
あ
る
官
職
に
「
左
」
と
「
右
」

の
区
別
が
あ
る
。
１
４
４ 

⑦
封
人
：
『
古
璽
彙
編
』
の
（
番
号
：
〇
一
九
二
、
五
五
五
三
参
照
）
。
印

文
の
「
都
」
の
文
字
構
造
に
よ
っ
て
、
二
顆
の
璽
印
は
燕
璽
と
判
断
で
き

る
。
こ
の
二
顆
の
璽
印
の
「
都
」
字
の
直
後
に
「
封
人
」
が
あ
る
。
『
周

礼
』
地
官
、
川
衡
に
「
封
人
は
王
の
社
壝
を
設
け
、
畿
封
を
為
り
て
之
を

樹
つ
る
を
掌
る
。
凡
そ
封
国
は
其
の
社
稷
の
壝
を
設
け
て
、
其
の
四
疆
を

封
ず
。
都
邑
の
封
域
な
る
者
も
亦
た
之
の
如
く
す
、
」
と
見
え
る
。 

⑧
軍
丞
：『
左
伝
』
桓
公
五
年
に
「
秋
、
王 

諸
侯
を
以
て
鄭
を
伐
つ
。
鄭
伯

之
を
御
ぐ
。
王
は
中
軍
を
為
し
、
虢
公
林
父
は
右
軍
を
将
い
、
蔡
人
衛
人

は
焉
に
属
す
。
周
公
黒
肩
は
左
軍
を
将
い
、
陳
人
は
焉
に
属
す
。」
と
見
え

る
。
燕
国
璽
印
に
は
「
右
軍
」
を
見
な
い
が
、
「
左
軍
丞
」（
『
古
璽
彙
編
』

番
号
：
〇
一
二
六
）
と
「
中
軍
丞
」（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
五
五
四
七
）

の
官
職
名
が
見
え
る
。
こ
の
「
軍
丞
」
は
、
将
軍
を
輔
佐
し
て
、
軍
中
の

日
常
行
事
を
行
う
官
吏
で
あ
る
と
推
定
す
る
。「
中
軍
」「
左
軍
」
の
文
字

を
も
つ
燕
国
璽
印
は
す
べ
て
長
細
形
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。 

⑨
司
工
：
（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
〇
八
二
、
〇
〇
八
五
、
〇
〇
八
六
、
五

五
四
五
参
照
）。「
工
」
に
つ
い
て
は
、『
周
礼
』
冬
官
、
考
工
記
に
「
知
者

創
め
、
巧
者
は
之
を
述
べ
之
を
守
る
。
世 

之
を
工
と
謂
ふ
。」
と
見
え
る
。

「
司
工
」
は
即
ち
「
司
空
」
で
あ
る
。『
尚
書
』
周
官
に
「
司
空
は
邦
土
を

掌
り
、
四
民
を
居
き
、
地
利
を
時
に
す
。」
と
見
え
る
。
土
地
、
工
程
、
建

築
を
主
管
す
る
官
員
で
、
金
文
の
『
免
觶
』『
揚
簋
』『
散
盤
』
『
司
空
簋
』

『
叔
山
父
簠
』
等
に
「
司
工
」
或
は
「
司
空
」
が
見
え
る
。
１
４
５

燕
国
璽

（
蘭
城
村
陶
文
図
三
） 
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印
の
行
文
格
式
が
「
…
…
都+

司
工
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
れ
ば
、
「
都
」
に

「
司
工
」
の
官
職
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。 

⑩
匋
尹
：
（
『
古
陶
文
彙
編
』
番
号
：
四
・
一
～
四
・
三
及
び
四
・
六
～
四
・

八
参
照
）
。
燕
国
故
地
の
河
北
省
で
陶
器
の
残
片
が
数
多
く
出
土
し
た
。
こ

れ
ら
陶
器
残
片
に
「
陶
尹
」
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、「
匋
尹
」
は
燕
国
製
陶

業
に
存
在
し
た
職
官
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
左
言
東
氏
に
よ

っ
て
、
「
倕
、
敀
、
工
三
級
は
み
な
左
右
陶
尹
の
管
理
範
囲
に
属
す
る
。
」

と
の
説
が
提
起
さ
れ
た
。
１
４
６

陶
文
印
跡
に
よ
れ
ば
、
燕
国
の
「
陶
尹
」

に
は
「
左
匋
尹
」「
右
匋
尹
」
の
区
別
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。 

 

㈣
複
姓 

複
姓
の
由
来
は
複
雑
で
、
お
お
よ
そ
官
名
、
封
邑
、
職
業
な
ど
か
ら
生
ま
れ

て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
戦
国
時
代
に
私
璽
は
身
分
証
明
の
凴
信
（
身
分

証
明
）
と
し
て
製
造
さ
れ
盛
行
し
た
。
複
姓
は
姓
氏
の
一
類
と
し
て
、
戦
国
璽

印
に
頻
出
す
る
。
戦
国
璽
印
中
の
複
姓
に
関
す
る
論
説
は
、
陳
光
田
氏
の
『
戦

国
璽
印
分
域
研
究
』
、
１
４
７
『
戦
国
私
璽
中
所
見
古
代
複
姓
及
其
源
流
考
』
１
４
８

及

び
呉
振
武
氏
の
『
古
璽
姓
氏
考
（
複
姓
十
五
篇
）
』
１
４
９

な
ど
に
見
え
る
。
本
節

で
は
燕
国
璽
印
に
見
え
る
複
姓
の
特
徴
お
よ
び
文
字
構
造
面
に
つ
い
て
、
代
表

性
的
な
例
を
挙
げ
て
論
じ
る
。 

①
公
孫
：「
公
孫
」
二
字
を
も
つ
燕
国
璽
印
は
相
当
の
量
が
あ
る
。
宋
の
鄭
樵
『
通

志
』
氏
族
略
第
一
、
氏
族
序
に
「
九
に
曰
く
、
次
を
以
て
氏
と
為
す
。
凡
そ

諸
侯
の
子
は
公
子
と
称
し
、
公
子
の
子
は
公
孫
と
称
す
。
公
孫
の
子
は
復
た

公
孫
と
言
ふ
べ
か
ざ
れ
ば
、
則
ち
王
の
父
の
字
を
以
て
氏
と
為
す
。」
と
あ
り
、

同
じ
く
『
通
志
』
氏
族
略
第
五
、
以
爵
系
為
氏
に
「
公
孫
氏
。
春
秋
の
時
、

諸
侯
の
孫
も
亦
た
以
て
氏
と
為
す
者
は
公
孫
氏
と
曰
ふ
。
皆
な
貴
者
の
称
。

或
い
は
言
ふ
黄
帝
の
姓
は
公
孫
。
因
り
て
亦
た
以
て
氏
と
為
す
と
。」
と
見
え

る
。
燕
国
の
私
璽
に
頻
出
す
る
「
公
孫
」
に
は
下
記
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。 

❶
印
面
に
は
、
方
形
、
円
形
の
他
に
、
長
細
形
（『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
三
八

九
八
～
三
九
〇
〇
）、
円
形
の
中
に
四
角
の
枠
を
入
れ
る
形
（『
古
璽
彙
編
』

番
号
：
三
八
九
三
）
、
円
形
の
中
に
縦
線
を
入
れ
る
形
（
『
古
璽
彙
編
』
番

号
：
三
八
九
五
）
も
あ
り
、
さ
ら
に
心
形
印
面
（『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
三

九
二
九
）
の
私
璽
も
あ
る
。 

❷
文
字
構
造
の
面
か
ら
見
れ
ば
、「
公
」
の
「
ム
」
部
中
央
に
「
点
」
を
入
れ

る
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
「
孫
」
字
は
左
に
「
系
」、
右
に
「
子
」
の
文
字
構

造
を
と
る
こ
と
が
著
し
い
特
徴
で
あ
る
が
、
他
国
の
私
璽
に
も
左
「
系
」

右
「
子
」
の
「
孫
」
字
が
見
え
る
（『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
三
九
三
六
参
照
）。

よ
っ
て
璽
印
の
国
別
の
判
断
は
慎
重
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

❸
常
見
の
朱
文
と
白
文
の
ほ
か
に
、
左
に
「
朱
文
」、
右
に
「
白
文
」
の
私
璽

も
見
え
る
（『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
三
八
七
八
及
び
三
八
七
九
参
照
）。 

❹
「
鳥
形
文
字
」
を
取
り
入
れ
る
特
徴
は
、
燕
国
私
璽
の
特
徴
の
一
つ
で
あ

る
が
、
複
姓
「
公
孫
」
の
私
璽
に
も
鳥
形
文
字
の
用
例
が
頻
出
す
る
。 

❺
「
公
孫
」
二
字
は
お
お
よ
そ
印
面
の
右
半
に
布
置
し
て
、
姓
の
「
公
孫
」

と
名
の
間
に
「
生
」
字
を
入
れ
る
特
徴
的
な
【
姓
「
公
孫
」+

「
生
」+

人

名
】
の
行
文
格
式
を
と
る
。
こ
の
「
姓
＋
生
＋
人
名
」
の
行
文
格
式
は
、

燕
国
私
璽
の
著
し
い
特
徴
で
あ
る
が
、
斉
国
私
璽
（『
古
璽
彙
編
』
番
号
：

〇
六
四
五
）
１
５
０

に
も
用
例
が
あ
る
。
斉
国
は
燕
国
と
の
戦
争
や
交
流
が
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頻
繁
で
あ
っ
た
の
で
、「
姓
＋
生
＋
人
名
」
の
行
文
格
式
は
、
燕
国
の
影
響

を
受
け
た
も
の
と
推
定
す
る
。 

②
王
孫
：
（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
三
九
二
九
参
照
）
。
「
①
公
孫
」
同
様
に
、
姓

と
名
の
間
に
「
生
」
字
を
入
れ
る
特
徴
が
あ
る
。「
王
孫
」
に
つ
い
て
は
、
宋

の
鄭
樵
『
通
志
』
氏
族
略
第
五
、
以
爵
系
為
氏
に
「
姫
姓
。
周
の
大
夫
王
孫

満
の
後
。
満
は
頃
王
の
孫
な
り
。
衛
に
王
孫
賈
有
り
、
楚
に
王
孫
由
于
有
り

…
…
」
と
見
え
る
。『
左
伝
』
襄
公
廿
三
年
に
見
え
る
「
王
孫
揮
」
や
、
昭
公

十
二
年
の
「
王
孫
牟
」、
文
公
十
四
年
の
「
王
孫
蘇
」
の
人
名
が
参
考
に
な
る
。 

③
長
孫
：
（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
三
九
三
三
参
照
）
に
「

孫
」
の
複
姓
が
あ

る
。「

孫
」
は
「
長
孫
」
と
読
む
。
燕
国
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
代
の
他
国

私
璽
に
も
見
え
る
。『
漢
書
』
儒
林
伝
、
趙
子
に
「
吉
は
淄
川
の
長
孫
順
に
授

く
。
順
は
博
士
、
豊
部
刺
史
と
為
る
。
是
れ
に
由
り
て
韓
詩
に
王
・
食
・
長

孫
の
学
有
り
。
」
と
見
え
る
。
西
漢
の
時
に
は
長
孫
順(

淄
川
の
人)

が
い
る
が
、

当
該
璽
印
に
よ
っ
て
、
戦
国
時
代
の
燕
国
に
「
長
孫
」
と
い
う
複
姓
が
あ
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

④
率
加
（
鮮
虞
）：（『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
四
一
〇
一
～
四
一
二
五
）
に
「

」

二
字
の
複
姓
が
見
ら
れ
る
。
文
字
構
造
か
ら
燕
国
璽
印
で
あ
る
と
判
断
で
き
、

羅
福
頤
氏
１
５
１
・
呉
振
武
氏
１
５
２
・
葉
其
峰
氏
１
５
３

は
「
率
□
」、
陳
光
田
氏
１
５
４

は
「
率
呉
」
、
荘
新
興
氏
１
５
５

は
「
率
加
」、
董
珊
氏
１
５
６

は
「
鮮
虞
」
と
読
ん

で
い
る
。
「
率
加
（
鮮
虞
）
」
の
複
姓
は
戦
国
時
代
の
他
国
に
見
え
な
い
。 

⑤
北
宮
：（『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
三
二
七
四
参
照
）
。
呉
振
武
氏
１
５
７

は
「
北
宮

□
」
と
読
む
。
第
三
字
の
「
受
」
字
は
燕
国
に
特
有
の
文
字
構
造
で
あ
る
。「
北

宮
」
に
つ
い
て
は
宋
の
鄭
樵
『
通
志
』
氏
族
略
第
三
、
以
地
為
氏
に
「
姫
姓

は
、
衛
の
公
族
な
り
。
」
と
あ
り
、
『
元
和
姓
纂
』
に
「
衛
の
公
族
の
頃
子
は

去
疾
を
生
む
。
孫
括
は
遺
を
生
む
。
遺
は
貞
子
喜
を
生
む
。
喜
は
結
及
び
肱

を
生
む
。
左
伝
に
北
宮
奢
有
り
。
漢
書
に
北
宮
伯
子
有
り
。
…
…
」
と
見
え

る
。
な
お
、『
左
伝
』
に
は
「
北
宮
喜
」「
北
宮
佗
」「
北
宮
文
子
」「
北
宮
括
」

１
５
８

な
ど
の
人
名
が
見
え
る
。 

⑥
東
方
：（
第
一
節
私
図
六
参
照
）。「
東
方
」
の
複
姓
に
つ
い
て
は
宋
の
鄭
樵
『
通

志
』
氏
族
略
第
三
、
以
地
為
氏
に
「
風
俗
通
に
、
伏
羲
の
後
、
帝
は
震
よ
り

出
で
、
位
は
東
方
に
主
た
り
。
子
孫
因
り
て
焉
を
氏
と
す
。」
と
見
え
る
。 

⑦
東
里
：
陳
光
田
氏
の
考
釈
に
よ
れ
ば
、
『
古
璽
彙
編
』
（
番
号
：
三
四
四
九
、

三
九
九
一
）
は
燕
国
の
私
璽
で
あ
る
。「
東
里
」
の
複
姓
は
、
宋
の
鄭
樵
『
通

志
』
氏
族
略
第
三
、
以
地
為
氏
に
「
姫
姓
。
鄭
の
大
夫
子
産
は
東
里
に
居
る
。

因
り
て
焉
を
氏
と
す
。」
と
あ
る
。 

⑧
西
方
：（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
三
九
六
三
～
三
九
六
六
参
照
）
に
よ
れ
ば
、

燕
国
私
璽
に
「
西
方
」
の
複
姓
が
見
え
る
。
宋
の
鄭
樵
『
通
志
』
氏
族
略
第

三
、
以
地
為
氏
に
「
姓
苑
に
云
ふ
、
少
昊
は
金
天
氏
。
位
は
西
方
金
に
主
た

り
。
因
り
て
焉
を
氏
と
す
と
。」
の
記
載
が
見
え
る
。 

⑨
甘
士
：
上
海
博
物
館
の
蔵
印
に
見
え
る
（『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
五
五
七
〇
参

照
）
。「
甘
士
」
の
姓
に
つ
い
て
は
、
宋
の
鄭
樵
『
通
志
』
氏
族
略
第
五
、
以

邑
系
為
氏
に
「
周
の
甘
平
公
は
王
の
卿
士
と
為
る
。
因
り
て
焉
を
氏
と
す
。
」

と
あ
る
。 

⑩
司
馬
：（『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
三
八
一
六
及
び
三
八
二
〇
～
三
八
二
三
参
照
）。

「
司
馬
」
に
つ
い
て
は
宋
の
鄭
樵
『
通
志
・
氏
族
略
第
四
・
以
官
為
氏
』
に

「
重
黎
の
後
、
唐
虞
夏
商 

代
よ
天
地
を
掌
る
。
周
の
宣
王
の
時
、
裔
孫
の
程
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伯
休
父 

司
馬
と
為
り
、
克
く
徐
方
を
平
げ
、
賜
ふ
に
官
族
を
以
て
し
、
司
馬

氏
と
為
る
。
其
の
後 

世
よ
或
い
は
衛
に
在
り
、
或
い
は
趙
に
在
り
、
或
い
は

秦
に
在
り
。」
の
記
載
が
あ
る
。
燕
国
官
璽
に
「
司
馬
」
の
職
官
名
が
見
え
る

が
、
私
璽
に
も
「
司
馬
」
の
複
姓
が
見
え
る
。 

⑪
司
寇
：
『
古
璽
彙
編
』
（
番
号
：
三
八
三
八
、
五
六
九
一
参
照
。
）
『
周
礼
』
秋

官
司
寇
、
大
司
寇
に
「
大
司
寇
の
職
は
、
邦
の
三
典
を
建
て
て
、
以
て
王
を
佐

け
て
邦
国
を
刑
し
、
四
方
を
詰
む
を
掌
る
。
」
と
あ
り
、
『
周
礼
』
秋
官
司
寇
、

小
司
寇
に
「
小
司
寇
の
職
は
、
外
朝
の
政
を
掌
り
、
以
て
万
民
を
致
し
て
焉
を

詢
る
。
」
と
見
え
る
。
宋
の
鄭
樵
『
通
志
』
氏
族
略
第
四
、
以
官
為
氏
に
「
世
本

に
云
ふ
、
衞
の
靈
公
の
子
は
公
子
郢
の
後
な
り
。
郢
の
子
孫
は
衞
の
司
寇
と
為

り
、
官
を
以
て
氏
と
為
す
。
司
寇
亥
は
即
ち
其
の
裔
な
り
と
。」
と
見
え
る
。
す

な
わ
ち
「
司
寇
」
は
元
々
は
職
官
名
で
あ
る
が
、
姓
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。 

本
節
で
は
、
先
学
の
研
究
結
果
を
参
照
し
つ
つ
、
燕
国
璽
印
や
陶
文
印
跡
を

検
討
し
た
結
果
、
代
表
的
な
地
名
十
個
、
市
名
七
個
、
職
官
名
十
個
、
複
姓
十

一
個
を
指
摘
出
し
得
た
。
燕
国
璽
印
に
は
待
考
地
名
や
職
官
名
や
姓
氏
が
多
数

あ
り
、
本
節
で
指
摘
し
た
こ
れ
ら
の
基
準
は
燕
国
璽
印
の
判
別
に
役
立
つ
と
考

え
る
。 

本
節
で
の
検
討
を
通
し
て
、
燕
国
璽
印
に
見
え
る
「
都
」
字
の
前
は
地
名
で
、

地
名
を
以
て
「
都
」
に
名
を
付
け
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、
市
名
に
つ
い

て
は
、
「
①
左
市
」
「
⑤
閡
市
」
の
他
に
、
よ
く
「
都
」
名
を
以
て
「
市
」
に
名

を
付
け
る
特
徴
が
あ
る
こ
と
も
明
か
に
な
っ
た
。
複
姓
に
つ
い
て
は
、
燕
国
単

姓
私
璽
だ
け
で
な
く
、
複
姓
の
私
璽
に
も
行
文
格
式
「
複
姓
＋
生
＋
名
」
の
特

徴
が
存
在
す
る
と
判
断
で
き
る
。 

 

第
三
節 

国
別
未
定
の
資
料
に
見
え
る
燕
璽 

  

古
璽
印
に
関
す
る
研
究
の
う
ち
、
文
字
面
の
釈
読
と
国
別
の
判
断
と
は
、
特

に
考
古
界
や
古
文
字
研
究
界
、
ま
た
璽
印
研
究
界
と
篆
刻
界
へ
の
影
響
が
大
き

い
と
考
え
る
。
璽
印
や
陶
文
印
跡
の
研
究
に
よ
り
得
た
情
報
は
、
古
代
官
制
や

地
名
や
商
業
制
度
や
鋳
造
制
度
や
手
工
製
造
業
や
用
印
制
度
な
ど
に
役
立
つ
と

考
え
ら
れ
る
。
燕
国
璽
印
は
出
土
資
料
の
ほ
か
に
も
伝
世
の
印
譜
や
璽
印
の
数

が
多
い
の
で
、
本
節
で
は
前
節
で
帰
納
し
た
燕
国
璽
印
の
判
断
基
準
を
参
照
し

な
が
ら
、
雑
多
の
璽
印
資
料
中
か
ら
燕
国
璽
印
を
摘
出
し
た
い
。
た
だ
し
資
料

が
幅
広
い
の
で
、
原
則
と
し
て
本
論
文
の
考
察
対
象
は
下
表
（【
考
察
対
象
の
文

献
資
料
】）
の
資
料
範
囲
に
限
定
す
る
。
摘
出
し
た
一
群
の
燕
国
璽
印
は
、
本
論

文
の
末
に
附
す
る｢

摘
出
燕
国
璽
印｣

表
に
列
挙
す
る
。｢

摘
出
燕
国
璽
印｣

表
で

は
関
係
図
版
を
番
号
で
表
示
し
、
印
文
の
釈
読
は
執
筆
の
立
場
に
よ
る
。
な
お
、

異
な
る
文
献
資
料
に
再
出
す
る
璽
印
は
重
出
し
な
い
こ
と
と
す
る 

 

第
四
節 

偽
印
及
び
そ
の
他 

 

出
土
資
料
の
ほ
か
伝
世
の
印
譜
や
璽
印
は
数
多
い
。
こ
れ
ら
雑
多
の
璽
印
中
に

も
燕
国
璽
印
が
数
多
く
見
え
る
が
、
燕
国
璽
印
を
装
っ
た
偽
印
も
当
然
ま
ぎ
れ

こ
ん
で
い
る
。
偽
物
と
本
物
を
如
何
に
弁
別
す
る
か
は
、
難
し
い
課
題
で
、
現

代
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
、
い
っ
そ
う
難
し
く
な
る
と
考
え
る
。
本
節
は
前
に
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『
古
封
泥
集
成
』 

『
古
印
窺
・
楚
州
宋
専
拓
本
』 

『
中
国
古
銅
印
の
美
』
（
求
古
斎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
） 

『
中
国
璽
印
集
粋
』（
鴨
雄
緑
斎
蔵
） 

『
首
都
博
物
館
蔵
古
璽
印
選
』 

『
書
道
全
集
』（
第
廿
七
巻
） 

『
中
国
古
印
』（
太
田
孝
太
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
） 

『
平
盦
攷
蔵
古
璽
印
選
』 

『
中
国
古
印
図
録
』（
大
谷
大
学
所
蔵
禿
庵
文
庫
） 

文
献
名 

考
査
対
象
の
文
献
資
料 

孫
慰
祖
（
主
編
）
蔡
進
華
・
張
健
・

駱
錚
（
編
） 

蒋
一
安
（
珍
蔵
） 

古
河
市
篆
刻
美
術
館
（
編
集
発
行
） 

菅
原
石
廬 

魏
三
網
（
監
製
） 

徐
偉
（
謄
写
） 

楊
宝
泰
（
印
章
鈐
拓
） 

下
中
彌
三
郎(

編
輯
兼
発
行
者) 

岩
手
県
立
博
物
館
（
編
集
） 

神
田
喜
一
郎
（
編
修
者
）・
加
藤
慈

雨
楼
（
編
者
） 

神
田
喜
一
郎
・
野
上
俊
静
（
監
修
） 

編
著
者 

上
海
書
店
出
版 

文
史
哲
出
版
社 

あ
け
ぼ
の
印
刷
社
（
印
刷
製
本
） 

二
玄
社 

中
国
首
都
博
物
館
・
日
本
華
夏
有

限
会
社
（
合
作
刊
行
） 

平
凡
社 

財
団
法
人
岩
手
県
文
化
振
興
事

業
団
（
発
行
） 

臨
川
書
店 

大
谷
大
学
（
発
行
） 

出
版
社 

一
九
九
四
年
一
一
月 

一
九
九
三
年
一
月 

二
〇
一
二
年
九
月 

一
九
九
七
年 

一
九
九
二
年
十
一
月 

一
九
三
二
年
四
月 

一
九
九
〇
年
七
月
十
日 

一
九
八
〇
年
五
月 

一
九
六
四
年
八
月 

出
版
年
月 

 

整
理
し
た
燕
国
璽
印
の
判
別
基
準
に
基
づ
い
て
、
先
学
の
研
究
成
果
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
璽
印
の
文
字
構
造
面
や
器
形
面
ま
た
印
面
内
容
の
行
文
格
式
面
等

を
総
合
的
に
検
討
し
、
燕
国
璽
印
や
陶
文
印
跡
中
に
ま
ぎ
れ
こ
ん
で
い
る
偽
造

の
幾
つ
か
を
摘
出
す
る
。 

 
 
 ㈠
燕
国
偽
璽
印 

 

【
偽
印
一
】 

 

出
典
：『
考
古
』
一
九
九
八
年
第
一
二
期 

八
七
頁 

情
報
：「
枝
湩
都
右
司
馬
（
訊
）
信
鉨
」 

鄒
城
市
文

物
管
理
局
旧
蔵 

材
料
：
黄
銅 

形
：
四
角
形 

長
：

三
・
五
cm 

厚
：
一
・
三
cm 

印
鈕
：
鼻
形 

鈕
高
：

二
・
八
cm 

通
高
：
三
・
九
cm 

按
：
当
該
璽
印
の
釈
文
に
つ
い
て
、
鄭
建
芳
氏
は
「
枝

湩
都
右
司
馬
（
訊
）
信
鉨
」
、
１
５
９

呉
紅
松
氏
は
「
桤

湩
都
右
司
馬
計
（
信
）
鉨
」
、
１
６
０

王
人
聡
氏
は
「
桤

湩
都
右
司
馬
計
鉨
」
、
１
６
１

陳
光
田
氏
は
「

（
範
）

湩
都
右
司
馬
信
鉨
（
璽
）
」
１
６
２

と
釈
読
す
る
。
ま
た

鄭
建
芳
氏
と
陳
光
田
氏
は
「
燕
璽
」
と
判
断
し
て
い
る
が
、
呉
紅
松
氏
と
王

人
聡
氏
は
「
燕
国
璽
印
を
学
ん
だ
偽
造
品
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。
呉
・
王

氏
の
説
に
従
っ
て
、
執
筆
者
も
燕
国
璽
印
の
偽
造
品
と
判
断
す
る
。 

 

①
当
該
璽
印
の
冒
頭
の
三
字
は
『
古
璽
彙
編
』（
番
号
：
〇
〇
五
四
）
を
学
ん

で
鑿
刻
し
た
文
字
で
あ
る
。 

 

②
「
馬
」
の
文
字
構
造
は
斉
国
璽
印
に
頻
出
す
る
。 

 

③
「
鉨
」
字
は
楚
国
璽
印
に
頻
出
し
、
楚
国
璽
印
文
字
に
特
有
の
構
造
で
あ
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る
。
燕
・
斉
・
楚
の
三
国
の
璽
印
に
頻
出
す
る
文
字
を
一
つ
の
印
面
に
入

れ
て
お
り
、
印
文
は
通
じ
ず
、
印
面
も
違
和
感
が
あ
る
。 

 

④
「
計
」
字
は
官
名
で
あ
る
の
で
、
官
名
で
あ
る
「
計
」
を
こ
こ
に
使
う
こ

と
か
ら
み
て
、
偽
造
者
は
職
官
制
度
と
行
文
格
式
を
理
解
し
て
い
な
い
と

判
断
で
き
る
。 

 

⑤
王
氏
の
説
の
他
に
、
燕
国
璽
印
文
字
の
「
言
」
偏
は
「

」
の
文
字
構

造
で
あ
り
、
印
文
「
計
」
字
の
「
言
」
偏
構
造
と
異
な
る
（
燕
国
璽
印
特

殊
文
字
字
形
表
二
㉞
参
照
）。
ま
た
、
燕
国
白
文
官
璽
の
特
徴
で
あ
る
四
周

の
「
白
い
枠
」
も
当
該
璽
印
に
は
見
え
な
い
。 

 

【
偽
印
二
】 

 

出
典
：
『
湖
南
省
博
物
館
蔵
古
璽
印
集
』
湖
南
省
博
物
館
編 

上
海
書
店
出
版 

一
九
九
一
年
六
月 

一
頁 

情
報
：
釈
文
：「
□
湩
都
左
司
馬
（
璽
）
鉨
」 

年
代
：
戦
国 

出
処
：
徴
集
品 

質
地
：
銅 

原
大
：
二
・
九×

二
・
九×

一
・
四
cm 

按
：
陳
松
長
氏
の
『
湖
南
古
代
璽
印
』
１
６
３

に
は
「
□
湩
都
左
司
馬
鉨
」
と
釈

読
し
な
が
ら
、
偽
物
と
指
摘
す
る
。
陳
氏
の
説
を
参
照
し
な
が
ら
、
偽
物
と

判
断
す
る
理
由
を
列
記
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

①
印
鈕
は
、
燕
国
白
文
官
璽
の
鈕
制
と
合
致
し
な
い
（
第
一
節
官
図
一
～
図

十
九
参
照
）。 

②
文
字
面
で
は
、「
湩
」
字
の
構
造
は
戦
国
古
文
と
合
致
し
な
い
。
な
お
、「
都
」

字
の
左
に
あ
る
「
邑
」
部
は
、
燕
国
璽
印
に
見
え
な
い
構
造
で
あ
る
（
燕

国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
⑪
表
二
㉟
参
照
）。 

③
燕
国
白
文
官
璽
の
行
文
格
式
に
は
「
…
都
＋
官
職
」
の
特
徴
が
あ
り
、
官

職
で
あ
る
「
司
馬
」
の
直
後
に
「
璽
」
字
を
加
え
な
い
（
第
一
節
㈠
官
璽

参
照
）。 

④
燕
国
白
文
官
璽
で
は
、
印
文
字
の
四
周
に
白
い
枠
が
付
く
特
徴
が
あ
る
が
、

当
該
璽
印
の
印
文
字
の
四
周
に
白
い
枠
が
見
え
な
い
。 

 

【
偽
印
三
】 
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出
典
：『
中
国
歴
史
博
物
館
蔵
法
書
大
観
』（
第
四
巻 

璽
印 

篆
刻
）
中
国
歴
史

博
物
館
（
編
著
）
史
樹
青
（
主
編
）
劉
家
琳
（
分
巻
主
編
）
西
林
昭
一
（
日

本
版
監
修
）
版
権
：〔
日
本
〕
柳
原
書
店
〔
中
国
〕
上
海
教
育
出
版
社 

一
九

九
九
年
七
月 

一
六
頁 

情
報
：
釈
文
：
「
杫
湩
都
左
司
馬
之
璽
」 

時
代
：
戦
国 

材
質
：
銅 

鈕
制
：

鼻
鈕 

径
：
五
・
九
（×

三
・
七
）
cm 

重
：
四
〇
〇
g 

解
説
：
「
戦
国

時
代
の
官
印
、
朱
文
の
篆
書
で
〈
杫
湩
都
左
司
馬
之
璽
〉
の
八
字
で
あ
る
。〈
杫

湩
〉
は
疑
う
ら
く
は
梓
湩
で
あ
り
、
今
は
県
の
名
で
、
四
川
省
の
北
部
、
涪

江
の
支
流
の
梓
湩
河
の
流
域
で
あ
る
。
戦
国
の
梓
湩
都
は
、
そ
の
地
に
ち
が

い
な
い
。
左
司
馬
の
官
は
春
秋
時
代
に
始
め
て
置
い
た
。
戦
国
の
斉
・
楚
等

の
国
は
そ
の
ま
ま
置
い
た
。
軍
政
を
掌
る
。
」
（
北
川
博
邦 

訳
） 

按
：
当
該
璽
印
は
首
都
博
物
館
の
蔵
品
で
あ
る
。
印
鈕
と
印
面
及
び
印
面
文
字

を
総
合
的
に
考
察
し
、
燕
国
璽
印
の
偽
造
品
と
判
断
す
る
。
理
由
は
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。 

①
印
鈕
の
器
形
だ
け
で
な
く
、
印
面
の
構
造
で
も
燕
国
官
璽
に
未
見
の
形
で

あ
る
（
第
一
節
官
図
一
～
図
十
九
参
照
）。 

②
「

」
字
は
「

」
字
（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
五
五
五
二
参
照
）
の
誤

り
と
推
定
す
る
。
な
お
、「
都
」
と
「
馬
」
の
二
字
は
燕
国
官
璽
に
見
る
文

字
構
造
と
合
わ
な
い
（
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
⑪
「
都
」
②
「
馬
」

字
参
照
）
。 

③
行
文
格
式
に
よ
れ
ば
、
官
職
で
あ
る
「
左
司
馬
」
の
直
後
に
「
之
璽
」
二

字
を
加
え
る
特
徴
は
燕
国
官
璽
に
見
え
な
い
。 

 

【
偽
印
四
】 

 

出
典
：
『
鈢
印
精
選
（
上
冊
）』
曾
紹
杰 

内
政
部
台
内
製
字
第
一
五
六
号 

一

九
八
六
年
十
二
月 

七
頁 

情
報
：
印
影
と
釈
文
「
杫
湩
都
司
徒
信
鉥
」
の
他
に
情
報
は
一
切
な
し
。 

按
：
燕
国
璽
印
の
偽
造
品
と
判
断
す
る
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

①
「

」
字
は
「

」
字
（『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
五
五
五
二
参
照
）
の
誤

り
と
判
断
す
る
。
な
お
、「
都
」
字
も
燕
国
官
璽
に
見
る
文
字
構
造
と
異
な

る
（
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
⑪
「
都
」
字
参
照
）。
当
該
璽
印
の
「

」

と
「
都
」
二
字
は
前
掲
の
【
偽
印
三
】
の
文
字
構
造
と
合
致
す
る
の
で
、

一
人
の
手
に
よ
り
造
ら
れ
た
偽
物
で
あ
ろ
う
。 

②
当
該
璽
印
に
見
る
「
信
」
字
は
、
燕
国
璽
印
に
「
従
弓
従
言
」
の
「
信
」

字
（
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
㉓
「
信
」
字
参
照
）
の
文
字
構
造
と
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合
致
し
な
い
。 

③
行
文
格
式
に
よ
れ
ば
、
官
職
で
あ
る
「
司
徒
」
の
直
後
に
「
信
璽
」
を
加

え
る
特
徴
は
、
燕
国
官
印
に
用
例
が
な
く
、
三
晋
官
璽
に
頻
出
す
る
。 

 

【
偽
印
五
】 

 

出
典
：
『
考
古
』
一
九
九
八
年
第
一
二
期 

八
七
頁 

情
報
：「
左
□
□
車
司
馬
止
（
之
）
鉨
」 

一
九
八
四
年
鄒
城
市
鉄
合
金
厰
後
よ

り
出
土 

材
質
：
黄
銅 

形
：
四
角
形 

長
：
四
・
五
cm 

厚
：
〇
・
三
cm 

印
鈕
：
瓦
形 

鈕
高
：
〇
・
七
cm 

通
高
：
一
・
一
cm 

按
：
当
該
璽
印
に
つ
い
て
、
呉
紅
松
氏
１
６
４

及
び
王
人
聡
氏
１
６
５
・
陳
根
遠
氏
１
６
６

は
「
左
□
都
車
司
馬
之
鉨
」
と
釈
読
し
た
。
鄭
建
芳
氏
は
「
左
□
□
車
司
馬

止
（
之
）
鉨
」
と
読
ん
で
、
「
一
九
八
四
年
鄒
城
市
鉄
合
金
厰
後
よ
り
出
土
」

し
た
「
楚
印
」
と
判
断
す
る
。
１
６
７

呉
紅
松
氏
、
王
人
聡
氏
、
陳
根
遠
氏
は

相
次
い
で
当
該
璽
印
を
燕
国
璽
印
の
偽
作
と
指
摘
し
た
。
王
人
聡
氏
の
理
由

を
参
考
し
つ
つ
、
そ
の
根
拠
を
帰
納
す
れ
ば
、
以
下
の
①
～
⑥
と
な
る
。 

①
第
二
字
は
左
が
「
犬
」
字
の
誤
刻
、
右
が
「
言
」
字
の
誤
刻
で
あ
る
。
左

と
右
の
誤
り
が
合
わ
せ
っ
て
、
読
め
な
い
文
字
に
な
っ
て
い
る
。 

②
第
三
字
は
燕
国
璽
印
文
字
の
「
都
」
字
を
模
刻
し
た
が
、「
邑
」
部
に
漏
刻

が
あ
り
、
文
字
と
成
っ
て
い
な
い
程
度
で
あ
る
。 

③
「
馬
」
字
も
燕
国
官
璽
の
「
馬
」
字
を
模
刻
し
た
が
、
燕
璽
で
は
馬
の
た

て
が
み
を
示
す
三
つ
の
横
線
が
平
衡
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
璽
印
の

「
馬
」
字
の
当
該
部
は
、
一
つ
の
上
向
き
と
二
つ
の
右
向
き
に
な
っ
て
お

り
、
燕
璽
の
「
馬
」
字
の
文
字
構
造
と
合
わ
な
い
（
燕
国
璽
印
特
殊
文
字

字
形
表
一
②
参
照
）。 

④
「
之
」
字
は
楚
字
文
字
の
特
徴
が
見
ら
れ
、
楚
璽
の
「
之
」
字
に
学
ん
で

模
刻
し
た
こ
と
が
判
る
。
一
つ
の
印
面
に
、
燕
・
楚
両
国
の
異
な
る
風
格

の
文
字
が
混
在
し
、
違
和
感
が
あ
る
。 

⑤
戦
国
時
代
に
は
「
車
司
馬
」
の
官
職
を
見
な
い
。
こ
の
璽
印
の
偽
造
者
は

戦
国
職
官
制
度
に
詳
し
く
な
い
上
、
ほ
し
い
ま
ま
に
で
っ
ち
上
げ
た
こ
と

が
判
る
。 

⑥
印
面
文
字
の
全
体
構
成
は
散
漫
で
、
軟
弱
無
力
で
元
気
が
無
い
。
璽
印
の

偽
造
者
の
刻
字
技
術
が
下
等
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。 

⑦
王
人
聡
氏
の
説
の
他
に
、
燕
国
官
璽
に
見
る
「
左
」
字
は
同
じ
く
「

」

の
形
（
文
字
構
造
）
で
あ
る
の
で
、
当
該
璽
印
の
「
左
」
字
の
形
と
合
致

し
な
い
（
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
⑨
参
照
）。 

 

【
偽
印
六
】 
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出
典
：
『
湖
南
省
博
物
館
蔵
古
璽
印
集
』
湖
南
省
博
物
館
編 

上
海
書
店
出
版 

一
九
九
一
年
六
月 

二
頁 

情
報
：「

都
左
司
徒
（
璽
）
鉨
」
年
代
：
戦
国 

出
処
：
徴
集
品 

質
地
：
銅 

原
大
：
二
・
三×

二
・
三×

一
・
五
cm 

按
：
陳
松
長
氏
の
『
湖
南
古
代
璽
印
』
１
６
８

に
「
徙
都
左
司
徒
鉨
」
と
読
ん
で
、

偽
物
と
指
摘
し
た
。
そ
の
根
拠
を
参
照
し
て
偽
物
の
判
断
の
根
拠
を
ま
と
め

る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

①
鈕
制
は
燕
国
官
璽
に
見
な
い
形
で
、
白
文
官
璽
の
器
形
と
合
わ
な
い
。 

②
燕
国
白
文
官
璽
の
行
文
格
式
に
は
「
…
都
＋
官
職
」
の
特
徴
が
あ
り
、
官

職
で
あ
る
「
司
徒
」
の
直
後
に
「
鉥
（
璽
）
」
を
加
え
な
い
（
第
一
節
㈠
官

璽
参
照
）
。 

③
印
面
は
文
字
が
散
漫
で
元
気
が
な
く
、
文
字
の
周
り
に
あ
る
白
文
の
枠
は

バ
ラ
ン
ス
を
欠
き
調
和
感
が
な
い
（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
〇
五
〇
参
照
）。 

 

【
偽
印
七
】 

 

出
典
：『
寸
心
篆
籀
―
中
国
古
代
璽
印
鑑
賞
』
郭
兵 

湖
南
美
術
出
版
社 

二
〇

〇
九
年
五
月 

一
二
二
頁 

情
報
：
釈
文
：「

都
左
司
馬
」 

時
代
：
戦
国
（
燕
） 

材
質
：
銅 

鈕
制
：

鼻
鈕 

縦
：
二
・
六
cm 

横
：
二
・
六
cm 

通
高
：
一
・
六
cm 

収
蔵
者
：

佚
名 

按
：
当
該
璽
印
は
『
寸
心
篆
籀
―
中
国
古
代
璽
印
鑑
賞
』
に
初
め
て
収
載
さ
れ
、

他
の
資
料
に
見
え
な
い
。
郭
兵
氏
は
燕
国
の
璽
印
と
判
断
し
、
楊
輝
氏
は
鑑

賞
文
を
撰
し
て
よ
い
評
価
を
す
る
が
、
執
筆
者
は
以
下
の
①
～
④
に
よ
っ
て

燕
国
官
璽
に
倣
う
偽
物
と
判
断
す
る
。 

①
印
鈕
の
器
形
は
燕
国
白
文
官
璽
に
よ
く
類
似
す
る
が
、
細
か
く
比
べ
る
と
、

雰
囲
気
が
異
な
り
微
妙
な
差
が
見
ら
れ
る
（
第
一
節
官
図
一
～
官
図
十
九

参
照
）。 

②
「

」
字
は
燕
国
官
璽
で
は
み
な
「

」（『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
〇
五

〇
、
〇
〇
五
八
、
〇
一
八
六
、
五
五
五
三
参
照
）
の
文
字
構
造
で
あ
る
が
、

当
該
璽
印
の
「

」
字
の
文
字
構
造
は
「

」
で
あ
り
、「

」
字
の
右
上
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に
あ
る
「
止
」
部
の
構
造
が
異
な
る
。 

③
「
都
」
字
の
「
邑
」
部
は
燕
国
官
璽
に
見
る
文
字
構
造
と
異
な
る
（
燕
国

璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
⑪
「
都
」
字
と
表
二
㉟
「
邑
部
」
参
照
）。 

④
印
文
字
の
線
質
が
固
く
、「

」
と
「
都
」
字
は
鑿
刻
の
痕
が
変
形
し
た
筆

画
が
見
ら
れ
、
拙
劣
で
あ
る
。
な
お
、
故
宮
博
物
院
収
蔵
に
「

都
左
司

馬
」
１
６
９

（
第
一
節
官
印
図
三
参
照
）
が
あ
り
、
そ
れ
に
倣
っ
て
造
っ
た

偽
物
と
判
断
す
る
。 

 

【
偽
印
八
】 

 

出
典
：『
陝
西
新
出
土
古
代
璽
印
』
伏
海
翔 

上
海
書
店
出
版
社 
二
〇
〇
五
年

一
月 

印
影
図
版
一
頁 

情
報
：
印
影
と
釈
文
「

都
左
司
馬
敀
」
の
他
に
は
情
報
一
切
な
し
。 

按
：
当
該
璽
印
の
印
鈕
の
形
状
は
見
え
な
い
が
、
文
字
面
で
は
燕
国
璽
印
に
頻

出
す
る
「

都
」
二
字
が
見
え
る
。
し
か
し
、
①
～
③
の
根
拠
に
よ
り
燕
国

官
璽
の
偽
造
品
と
判
断
す
る
。 

①
「

都
」
二
字
の
文
字
構
造
は
燕
国
璽
印
に
見
る
形
と
合
致
し
な
い
。
燕

国
官
璽
の
「

」
字
は
「

」
の
文
字
構
造
で
あ
る
。
ま
た
「
都
」
字
は

燕
国
璽
印
に
見
る
「
都
」
字
の
文
字
構
造
と
異
な
る
（
燕
国
璽
印
特
殊
文

字
字
形
表
一
⑪
参
照
）。 

②
当
該
璽
印
の
「
左
」
字
の
構
造
は
斉
国
璽
印
に
見
る
形
で
、
燕
国
官
璽
に

用
例
を
見
な
い
。
燕
国
官
璽
に
見
る
「
左
」
字
は
「

」
の
文
字
構
造
で

あ
る
（
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
⑨
参
照
）。
ま
た
、
当
該
璽
印
の
「
馬
」

字
も
燕
国
璽
印
に
見
る
文
字
構
造
と
異
な
る
（
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形

表
一
②
参
照
）。 

③
行
文
格
式
か
ら
見
れ
ば
、
職
官
名
で
あ
る
「
…
司
馬
」
の
直
後
に
「
敀
」

字
を
入
れ
る
「
…
司
馬
敀
」
の
行
文
格
式
は
斉
国
璽
印
に
見
る
璽
印
文
の

行
文
格
式
で
あ
り
（『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
〇
三
八
、
〇
〇
四
〇
、
〇
〇

四
一
参
照
）、
燕
国
白
文
官
璽
の
行
文
格
式
で
あ
る
「
…
都
＋
官
職
」
と
合

致
し
な
い
（
第
一
節
㈠
官
璽
参
照
）。 

【
偽
印
九
】 

 

出
典
：
『
可
斎
論
印
新
稿
』
孫
慰
祖 

上
海
辞
書
出
版
社 

二
〇
〇
三
年
三
月 

一
六
〇
頁 

情
報
：「

都
右
司
馬
鉨
」
と
読
む
。
「

都
」
二
字
は
燕
系
文
字
、
「
馬
鉨
」
二
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字
は
斉
系
文
字
で
、
文
字
の
統
一
性
が
な
い
。
そ
し
て
、「
馬
」
字
に
は
筆
画

が
抜
け
て
い
る
。 

按
：
当
該
璽
印
を
孫
慰
祖
氏
は
燕
国
璽
印
の
偽
造
品
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
執

筆
者
も
孫
慰
祖
氏
と
同
じ
結
論
で
あ
り
、
以
下
の
根
拠
に
よ
っ
て
燕
国
璽
印

の
偽
造
品
と
判
断
す
る
。 

①
「

都
」
二
字
が
付
く
燕
国
官
璽
の
偽
造
品
に
は
前
掲
の
【
偽
印
六
、
七
、

八
】
が
あ
る
。
当
該
璽
印
の
「
都
」
字
は
燕
国
官
璽
に
見
る
「
都
」
字
の

文
字
構
造
と
合
致
し
な
い
（
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
⑪
「
都
」
字

参
照
）。
な
お
、
「
馬
」
の
文
字
は
筆
画
が
抜
け
て
い
る
の
で
、
文
字
と
し

て
認
め
ら
れ
な
い
上
、
燕
国
官
璽
に
見
る
「
馬
」
字
の
文
字
構
造
と
異
な

り
、
同
時
代
の
斉
国
璽
印
に
見
る
「
馬
」
字
と
似
て
い
る
。 

②
印
文
の
「
…
都
＋
右
司
馬
＋
璽
」
の
行
文
格
式
は
、
燕
国
四
角
形
白
文
官

璽
の
行
文
格
式
で
あ
る
「
…
都
＋
官
職
」
と
異
な
る
（
㈠
官
璽
参
照
）。 

 

【
偽
印
十
】 

 

出
典
：
①
『
有
鄰
館
蔵
璽
印
精
華
官
印
篇
』
編
者
：
加
藤
慈
雨
楼 

発
行
：
藤

井
斉
成
会 

一
九
七
六
年
六
月 

番
号
：
一
八 

 

②
『
有
鄰
館
精
華
』
編

集
：
有
鄰
館
学
芸
部 

発
行
：
藤
井
斉
成
会 

艸
藝
社 

二
〇
〇
三
年
四
月 

番
号
：
一
五
五 

情
報
：
①
『
有
鄰
館
蔵
璽
印
精
華
官
印
篇
』「
庚
都
右
司
馬
鈢
」
全
高
：
一
・
八

cm 

印
面
：
一
・
九
cm×

二
・
〇
cm 

「
庚
都
は
魯
国
に
あ
っ
た
都
市
、

司
馬
は
軍
旅
を
掌
る
官
。
鈕
は
螭
（
み
づ
ち
）
二
匹
の
か
ら
み
合
っ
て
い
る

珍
し
い
も
の
で
、
鈕
製
の
精
巧
な
点
で
は
よ
く
戦
国
時
代
の
工
芸
の
優
秀
さ

を
物
語
っ
て
い
る
。」
と
見
え
る
。
②
『
有
鄰
館
精
華
』「
庚
都
右
司
馬
鉥
」

戦
国 

銅
印
双
盤
螭
鈕 

全
高
：
一
・
一
八
cm 

印
面
：
一
・
九×

二
・
〇

cm 

「
庚
都
は
魯
国
に
あ
っ
た
都
市
、
司
馬
は
軍
旅
を
掌
る
官
。
鈕
は
螭
（
み

づ
ち
）
二
匹
の
か
ら
み
合
っ
た
も
の
。」
と
見
え
る
。 

按
：
京
都
藤
井
斉
成
会
有
鄰
館
の
蔵
品
で
あ
る
。『
書
道
全
集
』（
第
廿
七
巻
）１
７
０

に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
執
筆
者
は
以
下
の
①
～
③
の
根
拠
に
よ
り
偽
印
と

判
断
す
る
。 

①
盤
螭
の
印
鈕
は
燕
国
朱
文
官
璽
に
用
例
が
あ
る
が
、
白
文
官
璽
に
用
例
を

見
な
い
（
第
一
節
官
図
一
～
図
十
九
参
照
）
。 

②
「
馬
」
字
は
燕
国
官
璽
に
見
る
文
字
構
造
と
異
な
り
（
燕
国
璽
印
特
殊
文

字
字
形
表
一
②
参
照
）、
斉
国
の
官
璽
に
見
る
「
右
」「
馬
」
二
字
の
形
と

類
似
す
る
（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
〇
三
三
、
〇
〇
四
一
参
照
）。
印
面

に
お
け
る
文
字
と
文
字
の
関
係
は
散
漫
で
、
違
和
感
が
あ
る
。 

③
燕
国
白
文
官
璽
で
は
職
官
で
あ
る
「
司
馬
」
の
直
後
に
「
璽
」
字
を
加
え

な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
（
第
一
節
㈠
官
璽
参
照
）。
印
文
に
「
庚
都
」
二
字
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が
付
く
類
似
の
燕
国
璽
印
が
『
古
璽
彙
編
』（
番
号
：
〇
〇
五
九
、
〇
一
一

七
、
〇
二
九
三
）
に
あ
り
、
参
考
に
な
る
。 

 

【
偽
印
十
一
】 

 

出
典
：『
寸
心
篆
籀
―
中
国
古
代
璽
印
鑑
賞
』
郭
兵 
湖
南
美
術
出
版
社 

二
〇

〇
九
年
五
月 

一
一
一
頁 

情
報
：
釈
文
：
「
庚
都
右
司
馬
」 

時
代
：
戦
国
（
燕
） 
材
質
：
銅 

鈕
制
：

鼻
鈕 

縦
：
二
・
八
cm 

横
：
二
・
九
cm 

通
高
：
一
・
二
cm 

収
蔵
者
：

佚
名 

覆
斗
形
、
小
鼻
鈕
、
鑿
刻
白
文 

按
：
当
該
璽
印
は
郭
兵
氏
の
『
寸
心
篆
籀
―
中
国
古
代
璽
印
鑑
賞
』
に
初
め
て

収
載
さ
れ
、
他
の
資
料
に
一
切
見
え
な
い
。
郭
氏
は
燕
国
の
璽
印
と
判
断
し
、

楊
輝
氏
は
鑑
賞
文
を
撰
し
て
よ
い
評
価
を
す
る
が
、
執
筆
者
は
以
下
の
①
～

④
の
根
拠
に
よ
り
燕
国
官
璽
の
偽
造
品
と
判
断
す
る
。 

①
鈕
制
は
燕
国
官
璽
に
見
な
い
形
で
あ
る
（
第
一
節
官
図
一
～
図
十
九
参
照
）
。 

②
冒
頭
文
字
を
郭
氏
は
「
庚
」
と
釈
読
す
る
が
、
燕
国
官
璽
に
頻
出
す
る
「
庚
」

字
は
全
て
「

」
の
文
字
構
造
で
あ
る
（『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
〇
五
九
、

〇
一
一
七
、
〇
二
九
三
参
照
）。
当
該
璽
印
の
「
庚
」
字
に
は
筆
画
に
脱
落
が

あ
る
と
判
断
で
き
、
偽
造
者
が
文
字
の
構
造
を
充
分
に
理
解
し
て
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。 

③
「

」
字
は
「
都
」
字
で
あ
ろ
う
。「

」
字
の
文
字
構
造
は
『
古
璽
彙

編
』（
番
号
：
三
二
四
八
参
照
）
の
燕
国
私
璽
に
見
る
が
、「
都
」
字
の
「

」

の
文
字
構
造
は
燕
国
四
角
形
白
文
官
璽
に
用
例
を
見
な
い
。「
馬
」
字
の
文
字

構
造
と
も
、
燕
国
官
璽
に
見
る
形
と
異
な
る
（
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表

一
②
参
照
）。
同
じ
印
文
の
燕
国
官
璽｢

庚
都
右
司
馬｣

（
第
一
節
〈
官
図
十
〉

参
照
）
を
参
照
し
て
偽
造
し
た
も
の
と
判
断
す
る
。 

④
印
文
字
の
線
質
は
拙
劣
で
流
暢
性
も
元
気
も
な
く
、
周
り
の
枠
の
違
和
感
が

生
ず
る
。 

 

【
偽
印
十
二
】 

 

出
典
：『
不
手
不
止
』（
第
十
号 

特
集
＝
秦
漢
古
璽
印
選
） 

浦
野
俊
則
・
小
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野
寺
啓
治
・
小
木
良
一
・
西
林
昭
一 

不
手
非
止
刊
行
会 

一
九
八
四
年
六

月 

三
頁 

 
情
報
：
印
影
と
釈
文
「
為
揚
開
庚
之
鈢
」
の
他
に
情
報
は
一
切
な
し
。 

按
：
小
林
斗
盦
氏
編
集
の
『
中
国
璽
印
類
編
』
１
７
１

に
「
□
都
關
市
之
鍴
」、『
不

手
非
止
（
第
十
号
）』
に
「
為
揚
開
庚
之
鈢
」
と
釈
読
し
て
い
る
。
印
鈕
は
見

な
い
が
、
以
下
の
①
～
③
の
文
字
構
造
面
の
分
析
に
よ
り
、
燕
国
官
璽
の
模

刻
と
判
断
す
る
。 

①
「

」
字
は
代
表
的
な
燕
国
文
字
の
「
市
」
字
で
あ
る
（
燕
国
璽
印
特

殊
文
字
字
形
表
一
⑮
参
照
）
。「

」
字
は
即
ち
「
鍴
」
字
で
あ
る
（
燕
国

璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
⑩
参
照
）。
た
だ
し
、「

」
字
の
「
金
」
偏
は
、

燕
国
文
字
中
に
見
え
ず
、
楚
国
の
璽
印
文
字
の
「
金
」
偏
の
特
徴
に
属
し

て
い
る
。
ま
た
、
今
ま
で
白
文
の
鍴
字
付
き
の
四
角
形
の
燕
国
璽
印
を
見

た
こ
と
が
な
い
。
１
７
２ 

②
仮
に
末
字
を
「
璽
」
と
読
む
な
ら
ば
、
燕
国
璽
印
に
「
市
」
と
「
璽
」
の

間
に
「
之
」
字
を
加
え
る
特
徴
が
な
い
（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
二
七
九

参
照
）。 

③
印
面
文
字
の
章
法
構
成
に
も
燕
国
官
璽
の
特
徴
が
な
く
、
字
と
字
の
関
係

も
散
漫
で
緊
迫
感
が
な
い
。 

 

【
偽
印
十
三
】 

 

出
典
：『
不
手
不
止
』（
第
十
号 

特
集
＝
秦
漢
古
璽
印
選
）
浦
野
俊
則
・
小
野

寺
啓
治
・
小
木
良
一
・
西
林
昭
一 

不
手
非
止
刊
行
会 

一
九
八
四
年
六
月 

三
頁 

情
報
：
印
影
と
釈
文
「
単
啓
都
同
陽
左
司
馬
鈢
」
の
他
に
情
報
は
一
切
な
し
。 

按
：
『
鈢
印
精
選
』
１
７
３

に
「
單
啓
都
君
陽
左
司
馬
鉨
」
と
読
む
。
「
都
」
字
の

文
字
構
造
や
以
下
の
①
～
④
か
ら
見
れ
ば
、
燕
国
官
璽
の
偽
造
品
と
判
断
す

る
。 

①
「
單
啓
都
」
は
「
單
佑
都
」（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
三
六
一
参
照
）
の

間
違
い
で
あ
ろ
う
。 

②
「
陽
」
字
は
燕
国
璽
印
に
「
易
」
の
文
字
構
造
で
表
現
し
て
い
る
が
（『
古

璽
彙
編
』
番
号
：
〇
〇
五
一
、
〇
一
五
八
、
〇
一
八
八
、
〇
一
八
九
参
照
）、

「
陽
」
字
の
「
昜
」
部
に
も
筆
画
の
脱
落
が
あ
る
。 

③
燕
国
白
文
官
璽
に
見
る
「
左
」
字
は
全
て
「

」
の
文
字
構
造
で
あ
る
（
燕

国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
⑨
参
照
）
。
そ
し
て
、
「
馬
」
字
も
燕
国
璽
印

に
見
る
文
字
構
造
と
異
な
る
（
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
②
参
照
）
。
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ま
た
、
当
該
璽
印
の
文
字
筆
画
は
ぼ
ん
や
り
と
し
て
、
元
気
が
な
い
。 

④
印
文
の
「
…
都
＋
…
左
司
馬
＋
璽
」
の
行
文
格
式
は
燕
国
官
璽
に
見
な
い
。

燕
国
白
文
官
璽
は
「
…
都
＋
職
官
名
」
で
あ
り
、「
職
官
名
」
の
次
に
「
璽
」

字
を
加
え
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
（
第
一
節
㈠
官
璽
参
照
）。 

 

【
偽
印
十
四
】 

 
 

出
典
：
①
『
芸
林
月
刊
』
天
津
市
古
籍
書
店 
第
四
十
五
期
十
六
頁 

②
『
中

国
歴
史
博
物
館(

館
刊)

』
総
第
十
三
、
十
四
期 
一
九
八
九
年
九
月 

第
二

三
頁 

情
報
：
材
質
：
玉 

縦
：
約
三
cm 

横
：
約
一
・
五
cm 
陽
文 

河
北
易
県
出

土
と
伝
え
ら
れ
る
。 

按
：
河
北
易
県
出
土
と
伝
え
ら
れ
る
。
収
蔵
先
は
不
明
。
石
志
廉
氏
は
、
印
文

を
「
燕
都
王
」
と
釈
読
し
て
い
る
。
『
芸
林
月
刊
』
（
第
四
十
五
期
十
六
頁
）

に
印
影
を
載
せ
て
い
る
が
、
詳
し
い
資
料
が
な
い
。
第
一
文
字
の
形
は
、
本

論
文
第
一
節
（
官
図
廿
九
）「

（
中
易
）
」
の
文
字
構
造
と
同
じ
で
あ
る
。

「

」
を
合
文
と
考
え
て
、「
中
易
」
と
釈
読
す
る
方
が
適
切
と
思
わ
れ
る
。

な
お
官
図
廿
八
の
よ
う
に
、
燕
国
璽
印
に
見
る
「
王
」
字
は
、
三
横
画
の
上

二
画
と
下
一
画
と
の
間
が
離
れ
て
お
り
、
当
該
璽
印
は
偽
印
と
判
断
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
以
外
に
玉
製
の
燕
国
長
細
形
璽
印
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い
。 

 

【
偽
印
十
五
】 

 

出
典
：『
天
津
博
物
館
蔵
璽
印
』（
天
津
博
物
館
精
品
系
列
図
集
） 

天
津
博
物

館
（
編
者
） 

文
物
出
版
社 

二
〇
一
三
年
十
一
月 

番
号
：
〇
〇
三 

〇

二
三
頁 

情
報
：
釈
文
：「
旅
佑
左
司
馬
」 

材
質
：
銅 

年
代
：
戦
国
（
燕
国
官
璽
） 

高
：

一
・
三
cm 

縦
：
二
・
二
cm 

横
：
二
・
二 

cm 

按
：
当
該
璽
印
は
い
ま
天
津
博
物
館
の
蔵
品
で
あ
る
。『
古
璽
彙
編
』
（
番
号
：

〇
〇
五
三
）
と
『
天
津
市
芸
術
博
物
館
蔵
古
璽
印
選
』
１
７
４

に
「
□
佑
左
司

馬
」
、
『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』
１
７
５

に
「
韓
佑
左
司
馬
」
と
読
ん
で
い
る
。

林
文
彦
氏
は
「
古
璽
掇
遺
」
１
７
６

の
論
文
に
当
該
璽
印
を
燕
官
璽
の
模
刻
品

と
指
摘
し
た
。
次
の
①
～
④
の
根
拠
に
よ
り
、
執
筆
者
も
林
氏
の
説
を
支
持

し
、
燕
国
官
璽
の
偽
造
品
と
判
断
す
る
。 

①
印
鈕
と
印
体
は
荒
削
り
で
、
燕
国
白
文
官
璽
に
見
な
い
形
で
あ
る
（
第
一
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節
官
図
一
～
図
十
九
参
照
）。 

②
横
日
字
格
は
、
燕
国
白
文
官
璽
に
類
似
用
例
を
見
な
い
。
当
該
璽
印
は
斉

国
璽
印
の
布
字
の
特
徴
（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
〇
四
七
参
照
）
を
参
照

し
て
作
っ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。 

③
燕
国
白
文
官
璽
の
行
文
格
式
で
あ
る
「
…
都
＋
職
官
名
」（
第
一
節
㈠
官
璽

参
照
）
に
照
ら
せ
ば
、
当
該
璽
印
は
官
職
で
あ
る
「
司
馬
」
の
前
に
「
都
」

字
が
な
い
。
偽
造
者
は
燕
国
官
璽
の
行
文
格
式
に
精
通
し
な
い
こ
と
が
判

る
。 

④
「
馬
」
字
を
始
め
と
し
て
、
文
字
の
彫
刻
が
拙
劣
で
、
燕
国
璽
印
文
字
の

雰
囲
気
が
な
い
。 

 

【
偽
印
十
六
】 

 

出
典
：
『
中
国
古
印
図
録
』
（
大
谷
大
学
所
蔵
禿
庵
文
庫
） 

神
田
喜
一
郎
・
野

上
俊
静
（
監
修
）
大
谷
大
学
（
発
行
）
一
九
六
四
年
八
月 

璽
印
番
号
：
一 

情
報
：「（

）
陵
右
司
馬
敀
鈢
」 

鈕
制
：
壇 

横
：
三
・
八
五
cm 

縦
：
三
・

九
〇
cm 

材
質
：
銅 

按
：
該
当
璽
印
は
大
谷
大
学
（
禿
庵
文
庫
）
の
蔵
品
で
あ
る
。『
書
道
全
集
』（
第

廿
七
巻
）
１
７
７

に
「
□
陵
右
司
馬
敀
鑈
」、『
不
手
不
止
』（
第
十
号 

特
集
＝

秦
漢
古
璽
印
選
）
１
７
８

及
び
『
鈢
印
精
選
』
１
７
９

に
「

陵
右
司
馬
敀
鈢
」

と
釈
読
し
て
い
る
。「
馬
」
の
文
字
構
造
及
び
「
右
司
馬
」
の
職
官
名
か
ら
見

れ
ば
、
燕
国
官
璽
の
偽
造
品
と
判
断
す
る
。 

①
鈕
制
の
形
や
印
面
の
サ
イ
ズ
は
、
燕
国
白
文
官
璽
に
見
な
い
（
第
一
節
官

図
一
～
図
十
九
参
照
）。 

②
燕
国
白
文
官
璽
の
「
…
都
＋
職
官
名
」
の
行
文
格
式
（
第
一
節
㈠
官
璽
参

照
）
に
よ
れ
ば
、
当
該
璽
印
に
は
職
官
名
で
あ
る
「
右
司
馬
」
の
前
に
「
都
」

字
が
な
い
上
、
直
後
に
「
敀
璽
」
二
字
を
加
え
る
用
例
も
見
な
い
。
職
官

名
「
司
馬
」
の
直
後
に
「
敀
璽
」
二
字
を
加
え
る
特
徴
は
、
か
え
っ
て
同

時
代
の
斉
国
璽
印
に
用
例
が
多
く
あ
る
（『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
〇
三
五
、

〇
〇
三
八
、
〇
〇
四
三
参
照
）。 

③
印
面
の
布
字
の
特
徴
及
び
文
字
構
造
の
特
徴
は
、
燕
国
白
文
璽
印
の
文
字

風
格
と
合
致
し
な
い
（
第
一
節
官
図
一
～
官
図
十
九
参
照
）。 

 

【
偽
印
十
七
】 

 



56 

 

 

出
典
：『
中
国
璽
印
類
編
』
小
林
斗
盦 
二
玄
社 

一
九
九
六
年
二
月 

一
一
八

頁
右
上 

情
報
：
印
影
と
釈
文
「

都
之
鈢
」
の
他
に
情
報
は
一
切
な
し
。 

按
：
小
林
斗
盦
氏
の
『
中
国
璽
印
類
編
』
に
よ
れ
ば
、
当
該
璽
印
は
『
簠
斎
印

集
』（
陳
介
祺 

一
八
五
二
年
）
に
見
え
る
。
印
鈕
な
ど
の
情
報
を
見
な
い
が
、

印
影
の
大
き
さ
と
印
文
の
行
文
格
式
か
ら
執
筆
者
は
燕
国
璽
印
の
偽
造
品
と

判
断
す
る
。 

①
「

」
字
の
「
戈
」
部
の
文
字
構
造
は
燕
国
璽
印
文
字
に
見
る
形
と
合
致

し
な
い
（
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
二
㊲
参
照
）。 

②
「
都
」
の
文
字
構
造
は
、
燕
国
烙
馬
印
「
日
庚
都
萃
車
馬
」
に
あ
る
「
都
」

字
を
参
照
し
て
偽
造
し
た
と
推
定
で
き
る
。
印
面
布
字
も
同
じ
く
「
日
庚

都
萃
車
馬
」
の
特
徴
を
取
り
入
れ
た
で
あ
ろ
う
。 

③
燕
国
白
文
官
璽
の
「
…
都
＋
官
職
」
の
行
文
格
式
（
第
一
節
㈠
官
璽
参
照
）

に
よ
れ
ば
、「
都
」
の
直
後
に
「
職
官
名
」
を
加
え
る
特
徴
が
あ
り
、
当
該

璽
印
の
よ
う
に
「
之
璽
」
二
字
を
「
都
」
の
直
後
に
加
え
る
例
は
未
見
で

あ
る
。 

 

【
偽
印
十
八
】 

 

出
典
：『
鈢
印
精
選
』
曾
紹
杰 

内
政
部
台
内
製
字
第
一
五
六
号 

一
九
八
六
年

十
二
月 

三
十
六
頁
左
下 

情
報
：
印
影
と
釈
文
「
陽
国
之
鉨
」
の
他
に
情
報
は
一
切
な
し
。 

按
：
園
田
湖
城
（
夢
盦
一
八
八
六
～
一
九
六
八
）
が
編
集
し
た
『
穆
如
清
風
室

攷
蔵
古
官
印
』（
河
野
隆
氏
蔵
本
）
に
見
ら
れ
る
。「
陽
」
字
の
「
阝
部
」（
燕

国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
二
㉟
参
照
）
と
「
國
」
字
の
「
戈
部
」（
同
表
二
㊲
）

の
文
字
構
造
、
及
び
以
下
の
①
～
③
の
根
拠
に
よ
り
、
燕
国
官
璽
の
偽
造
品

と
判
断
す
る
。 

①
曾
紹
杰
氏
は
「
陽
国
之
鉨
」
と
釈
読
し
て
い
る
が
、「
陽
国
」
は
文
献
に
記

載
が
な
く
、
燕
国
璽
印
に
も
見
な
い
の
で
、
捏
造
し
た
地
名
で
あ
ろ
う
。 

②
文
字
構
造
の
面
で
は
、「
陽
」
字
の
「
阝
」
部
に
つ
い
て
は
燕
国
璽
印
文
字

の
特
徴
が
見
え
る
（
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
二
㉟
参
照
）
。
た
だ
し
、
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燕
国
璽
印
の
「
陽
」
字
は
全
て
筆
画
を
省
略
し
て
「
易
」
字
に
作
る
（『
古

璽
彙
編
』
番
号
：
〇
〇
五
一
・
〇
一
五
八
・
〇
一
八
八
・
〇
一
八
九
参
照
）

が
、
当
該
璽
印
は
そ
の
特
徴
に
即
し
て
い
な
い
。
ま
た
「
国
」
字
の
「
戈
」

部
に
つ
い
て
は
燕
国
璽
印
文
字
の
特
徴
を
有
す
る
が
（
燕
国
璽
印
特
殊
文

字
字
形
表
二
㊲
参
照
）
、
燕
国
陶
文
の
「
国
」
は
人
名
と
し
て
頻
出
し
、「

」

「

」
１
８
０

の
文
字
構
造
で
あ
り
、
当
該
璽
印
の
「
国
」
字
の
形
と
異
な

る
。 

③
行
文
格
式
に
よ
れ
ば
、
燕
国
四
角
形
白
文
官
璽
に
「
之
璽
」
二
字
を
加
え

る
例
を
見
な
い
。 

 

【
偽
印
十
九
】 

 

出
典
：
①
『
歴
代
璽
印
断
代
標
準
品
図
鑒
』
孫
慰
祖 

吉
林
美
術
出
版
社 
二

〇
一
〇
年
二
月 

七
頁
番
号
：
一
三
参
照 

②
『
璽
印
篆
刻
収
蔵
図
鑑
』
張

學 

線
装
書
局 

二
〇
一
四
年
四
月 

二
六
頁
左 

情
報
：
①
『
歴
代
璽
印
断
代
標
準
品
図
鑒
』
上
海
博
物
館
の
蔵
品 

釈
文
：「
平

𨹽
都
鉨
」 

材
質
：
銅 

鈕
制
：
鼻
鈕 

年
代
：
戦
国
（
燕
） 

通
高
：
一
・

六
五
cm 

横
：
三
・
二
cm 

縦
：
三
・
二
cm 

②
『
璽
印
篆
刻
収
蔵
図
鑑
』

上
海
博
物
館
の
蔵
品 

釈
文
：
「
平
𨹽
都
璽
」 

材
質
：
銅 

年
代
：
戦
国 

縦
：
二
・
八
cm 

横
：
二
・
九
cm 

按
：
上
海
博
物
館
の
蔵
品
で
あ
る
。「
都
」
字
が
付
く
特
徴
、
及
び
以
下
の
①
～

③
の
根
拠
に
よ
り
、
燕
国
官
璽
の
偽
造
品
と
判
断
す
る
。 

①
当
該
璽
印
の
印
鈕
や
印
体
の
器
形
は
燕
国
官
璽
に
見
な
い
（
第
一
節
官
図
一

～
官
図
廿
五
参
照
）。 

②
燕
国
官
璽
の
印
文
の
排
列
は
右
か
ら
左
で
あ
る
が
、
当
該
璽
印
の
印
文
排
列

は
左
か
ら
右
あ
り
、
燕
国
官
璽
に
用
例
が
な
い
。 

③
当
該
璽
印
の
「
…
都
＋
璽
」
の
行
文
格
式
は
、
燕
国
官
璽
の
行
文
格
式
「
…

都
＋
職
官
名
」
（
第
一
節
㈠
官
璽
参
照
）
と
合
致
し
な
い
。 

 

【
偽
印
廿
】 

 
 

出
典
：『
中
国
歴
代
璽
印
集
粋
』
戴
青
山 

線
装
書
局 

一
九
九
七
年
九
月 

四

三
頁 

情
報
：
印
影
と
釈
文
「
□
陽
都
璽
」
の
他
に
情
報
は
一
切
な
し
。 

 
 

 
 

偽
印
廿
附
図
①  
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按
：
当
該
璽
印
は
中
村
不
折
氏
の
旧
蔵
で
現
在
は
台
東
区
立
書
道
博
物
館
の
蔵

品
で
あ
る
。
執
筆
者
は
以
下
の
①
～
③
の
根
拠
に
よ
り
、
羅
福
頤
氏
が
す
で

に
指
摘
す
る
と
お
り
偽
造
品
と
判
断
す
る
。
１
８
１ 

①
印
鈕
（
印
鈕
の
図
は
、
執
筆
者
の
模
写
）
は
燕
国
官
璽
に
見
な
い
形
で
あ

る
。 

②
当
該
璽
印
は
附
図
①
１
８
２

を
模
刻
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。 

③
当
該
璽
印
の
「
…
都
」
の
直
後
に
「
璽
」
字
を
加
え
る
用
例
は
、
燕
国
白

文
官
璽
「
…
都
＋
官
職
」
の
行
文
格
式
に
適
合
し
な
い
（
第
一
節
㈠
官
璽

参
照
）。 

 

【
偽
印
廿
一
】 

 
 

出
典
：「
山
東
博
物
館
蔵
五
官
印
攷
」
衛
松
涛
『
印
学
研
究
（2014
古
璽
印
研
究

専
輯
）』
山
東
省
博
物
館
（
編
）
呂
金
成
（
主
編
）
文
物
出
版
社 

二
〇
一
四

年
三
月 

一
一
一
頁 

情
報
：「
昜
都
令
鉨
」
材
質
：
銅 

年
代
：
戦
国
（
斉
） 

直
径
：
一
・
六
五
cm 

鈕
制
：
鼻
鈕 

印
文
：
白
文 

も
と
斉
魯
大
学
の
蔵
品
で
、
山
東
省
文
管
会

に
寄
贈
さ
れ
、
一
九
五
五
年
六
月
に
山
東
博
物
館
に
入
っ
た
。 

按
：「
昜
都
」
の
用
語
と
「
都
」
字
の
文
字
構
造
か
ら
燕
国
璽
印
の
特
徴
を
見
る

が
、
執
筆
者
は
①
～
③
の
根
拠
に
よ
り
燕
国
璽
印
の
偽
造
品
と
判
断
す
る
。 

①
当
該
璽
印
の
鈕
制
は
燕
国
官
璽
に
見
な
い
形
で
あ
る
（
第
一
節
官
図
一
～

官
図
廿
五
参
照
）。 

②
「
都
」
字
の
文
字
構
造
は
燕
国
官
璽
に
見
る
「
都
」
字
と
似
る
が
、「
邑
部
」

に
構
造
上
の
差
が
見
え
る
（
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
⑪
参
照
）。 

③
印
文
「
昜
都
令
鉨
」（
…
都
＋
職
官
名
＋
璽
）
の
行
文
格
式
は
、
燕
国
白
文

官
璽
「
…
都
＋
職
官
名
」
の
行
文
格
式
と
合
致
し
な
い
。
燕
国
官
璽
は
末

に
「
璽
」
字
を
加
え
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。 

 

【
偽
印
廿
二
】 

 

出
典
：『
大
漠
斎
蔵
古
印
選
』
鄔
暁
邵 

甘
粛
人
民
出
版
社
出
版 

二
〇
一
五
年

七
月 

情
報
：「
禾
口
都
司
徒
」
戦
国
（
燕
） 

鈕
制
：
瓦
鈕 

材
質
：
青
銅 

横
：
一
．
九

cm 
縦
：
一
．
九cm 

按
：
鄔
暁
邵
氏
の
著
で
あ
る
『
大
漠
斎
蔵
古
印
選
』
の
他
に
見
な
い
。
燕
国
官

璽
の
偽
造
品
と
判
断
す
る
。 

 
 

偽
印
廿
一
附
図
② 

 
 

偽
印
廿
二
附
図
③  
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①
印
体
は
燕
国
白
文
官
璽
と
異
な
る
（
第
一
節
官
図
一
～
図
十
九
参
照
）。 

②
「
都
」
字
の
「

」
部
の
上
部
と
「
司
」
字
の
「
口
」
部
の
形
は
燕
国

白
文
官
璽
に
見
る
「
都
」「
司
」
二
字
と
区
別
が
あ
る
。
当
該
璽
印
は
附
図
③

（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
〇
一
六
参
照
）
を
偽
造
し
た
物
と
推
定
す
る
。 

 

【
偽
印
廿
三
】  

出
典
：『
有
鄰
館
古
印
存
』
藤
井
斉
成
会
有
鄰
館
（
撰
印
）
今
田 

達
（
発
行
者
）

株
式
会
社
同
朋
舎
出
版
（
発
行
所
）
株
式
会
社
大
入 

一
九
九
二
年
一
月
二
十

八
日 

第
一
巻 

情
報
：
印
影
と
釈
文
「
都
司
徒
鈢
」
の
他
に
情
報
は
一
切
な
し
。 

按
：
印
影
の
サ
イ
ズ
は
横
：
一
・
六
五
cm 

縦
：
一
・
七
五
cm
で
あ
る
。
印
体

が
見
え
な
い
が
、「
都
」
字
の
文
字
構
造
（
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
⑪
参

照
）
か
ら
、
燕
国
官
璽
の
偽
造
品
と
判
断
す
る
。 

①
燕
国
白
文
官
璽
「
…
都
＋
職
官
名
」
の
行
文
格
式
（
第
一
節
㈠
官
璽
参
照
）

に
照
ら
す
と
、
当
該
璽
印
は
「
都
」
字
の
前
に
地
名
を
表
わ
す
内
容
を
欠
く
。 

②
当
該
璽
印
「
都
＋
職
官
名
＋
璽
」
の
行
文
格
式
（
同
右
参
照
）
に
よ
れ
ば
、

官
職
名
で
あ
る
「
司
徒
」
の
直
後
に
当
該
璽
印
の
よ
う
に
「
璽
」
字
を
加
え

る
用
例
は
な
い
。 

 

【
偽
印
廿
四
】  

出
典
：『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
〇
二
四 

情
報
：
釈
文
「
司
馬
之
璽
」 

時
代
：
戦
国 

縦
：
一
・
九
cm 

横
：
一
・
八

五
cm 

朶
雲
軒
供
稿
１
８
３ 

按
：「
馬
」
の
文
字
構
造
か
ら
、
燕
国
官
璽
の
偽
造
品
と
判
断
す
る
。 

①
「
馬
」
字
は
燕
国
璽
印
に
見
る
文
字
構
造
と
似
る
が
、
た
て
が
み
の
三
つ
の

横
画
の
一
つ
が
抜
け
て
い
る
（
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
②
参
照
）。 

②
当
該
璽
印
「（
司
馬
）
職
官
名
＋
之
璽
」
の
行
文
格
式
は
燕
国
白
文
官
璽
「
…

都
＋
職
官
名
」
の
行
文
格
式
（
第
一
節
㈠
官
璽
参
照
）
と
合
致
し
な
い
。
燕

国
官
璽
は
「
職
官
名
」
の
直
後
に
「
之
璽
」
二
字
を
加
え
な
い
の
が
特
徴
で

あ
る
（
第
一
節
㈠
官
璽
参
照
）。 

 

【
偽
印
廿
五
】 
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出
典
：
呉
硯
君
「
古
璽
印
研
究
与
学
習
略
談
」
東
方
芸
術
十
六
期
（
二
〇
〇
九

年
） 

七
八
～
七
九
頁 

情
報
：「

帀
（
師
）
之
鉨
」 

材
質
：
銅
質 

鈕
制
：
鼻
鈕 

按
：
印
鈕
の
形
と
印
文
「

」「
師
」
二
字
の
文
字
構
造
に
よ
れ
ば
、
燕
国
官
璽

の
偽
造
品
と
判
断
す
る
。
理
由
と
し
て
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

①
「

」
字
は
即
ち
「

」
字
で
あ
ろ
う
、
燕
国
璽
印
に
頻
出
す
る
文
字
で
あ

る
。
し
か
し
、
当
該
璽
印
に
見
る
「

」
字
の
「

」
の
文
字
構
造
は
、
燕

国
璽
印
に
例
が
見
な
い
。
燕
国
璽
印
に
見
る
「

」
字
は
全
て
「

」（『
古

璽
彙
編
』
番
号
：
〇
〇
五
〇
、
〇
〇
五
八
、
〇
一
八
六
、
五
五
五
三
参
照
）

の
文
字
構
造
で
あ
る
。 

②
「
師
」
字
の
用
例
は
燕
璽
に
二
例
が
あ
り
、
印
文
内
容
は
と
も
に
「
某
（
地

名
）
＋
鋳
師
＋
璽
」
の
行
文
格
式
と
見
え
る
。「

」
字
は
地
名
と
し
て
燕
璽

に
頻
出
す
る
が
、
当
該
璽
印
「

師
」
の
言
葉
は
意
味
不
明
で
あ
る
。
な
お
、

印
文
「
地
名
＋
師
＋
之
璽
」
の
行
文
格
式
は
、
燕
璽
に
未
見
で
あ
る
。 

③
印
面
の
布
字
の
特
徴
及
び
文
字
風
神
の
特
徴
は
、
燕
国
白
文
璽
印
の
文
字
風

格
と
合
致
し
な
い
（
第
一
節
官
図
一
～
官
図
十
九
参
照
）。 

【
偽
印
廿
六
】 

 

出
典
：『
黄
賓
虹
古
璽
印
釈
文
選
』
浙
江
省
博
物
館
編 

上
海
書
画
出
版
社 

一

九
九
九
年
九
月 

第
四
印 

情
報
：
釈
文
：
「

、
泃
城
都
司
徒
」 

注
：『
古
籀
篇
』（
四
・
四
一
）
釈
泃
。

泃
河
、
今
河
北
三
水
県
北
。

、『
古
籀
篇
』（
一
〇
・
二
二
）
釈
型
。 

按
：
ざ
っ
と
見
る
と
、
字
形
や
内
容
に
よ
れ
ば
、
燕
国
官
璽
の
特
徴
で
あ
る
が
、

実
際
に
燕
国
官
璽
の
模
作
品
で
、
偽
物
で
あ
る
。
『
古
璽
彙
編
』
の
「
番
号
：

〇
〇
一
七
（
偽
印
廿
六
・
一
参
照
）」
が
見
ら
れ
る
。
鄧
京
氏
は
」「
①
印
文

中
の
都
字
は
燕
国
璽
印
に
見
る
都
字
の
文
字
構
造
と
異
な
る
箇
所
が
あ
る
。

燕
国
璽
印
に
見
る
都
字
の
邑
部
の
末
筆
は
右
下
に
払
い
特
徴
が
あ
る
の
で
、

当
該
璽
印
に
見
る
都
字
は
そ
の
特
徴
が
見
な
い
。
②
燕
国
璽
印
の
布
字
は
緊

密
感
が
あ
り
、
当
該
璽
印
の
布
字
は
散
漫
し
て
い
る
。
③
燕
国
地
方
官
の
用

印
は
サ
イ
ズ
が
二
～
二
・
五cm

の
間
に
在
り
、
当
該
璽
印
の
サ
イ
ズ
は
三cm

に
近
い
。」
１
８
４

と
指
摘
し
な
が
ら
、
偽
印
と
判
断
し
た
こ
と
が
あ
る
。
な
お
、

燕
国
璽
印
の
印
文
行
文
格
式
に
よ
れ
ば
、
五
字
の
印
文
だ
た
ら
、
字
数
の
排

列
は
「
左
二
右
三
」
の
配
置
で
あ
る
特
徴
が
あ
り
、
当
該
璽
印
の
字
数
配
置

  
 

 
 

 

 

偽
印
廿
六
・
一 
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は
そ
の
特
徴
と
合
致
し
な
い
。
鄧
京
氏
の
説
に
し
た
が
っ
て
、
燕
国
官
璽
の

偽
造
品
と
判
断
す
る
。 

 

【
偽
印
廿
七
】 

 

出
典
：
『
平
盦
攷
蔵
古
璽
印
選
』
神
田
喜
一
郎
（
編
修
者
）・
加
藤
慈
雨
楼
（
編

者
） 

臨
川
書
店 

一
九
八
〇
年
五
月 
第
一
巻
七
頁 

情
報
：
印
影
の
他
に
情
報
は
一
切
な
し
。 

按
：「
公
孫
」
二
字
の
文
字
構
造
か
ら
、
燕
国
私
璽
の
偽
造
品
と
判
断
す
る
。
な

お
、
羅
福
頤
氏
は
已
に
該
当
璽
印
を
偽
物
と
指
摘
し
て
い
る
。
１
８
５ 

①
「
公
孫
」
の
姓
は
、
私
璽
に
頻
出
し
、「
公
」
と
「
孫
」
の
各
文
字
構
造
に

燕
国
文
字
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
（
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
④
⑧
参

照
）
。 

②
燕
国
私
璽
の
印
文
は
基
本
的
に
「
姓
＋
名
」
の
行
文
格
式
で
あ
り
、「
名
」

の
直
後
に
「
璽
」
字
を
加
え
る
用
例
が
な
く
（
第
一
節
㈡
私
璽
参
照
）、
当

該
璽
印
の
「
姓
＋
名
＋
璽
」
の
行
文
格
式
と
合
致
し
な
い
。
な
お
、
印
文

字
の
筆
画
が
硬
く
て
、
第
三
字
の
筆
画
が
判
別
で
き
な
い
。
捏
造
文
字
で

あ
ろ
う
。 

 

【
偽
印
廿
八
】 

 

出
典
：
『
先
秦
印
風
』
（
中
国
歴
代
印
風
系
列
）
黄
惇
（
総
主
編
）
徐
暢
（
本
巻

主
編
） 

重
慶
出
版
社 

一
九
九
九
年
十
二
月 

九
七
頁
右
上 

情
報
：
印
影
と
釈
文
「
公
孫
達
之
鉨
」
の
他
に
情
報
は
一
切
な
し
。 

按
：
印
影
の
ほ
か
に
関
す
る
情
報
が
な
い
が
、
印
文
の
「
公
孫
」
二
字
の
構
造

に
燕
国
文
字
の
特
徴
が
見
え
る
の
で
、
燕
国
私
璽
の
偽
造
品
と
判
断
す
る
。 

①
サ
イ
ズ
は
大
き
く
、
私
璽
に
な
い
も
の
で
あ
る
。 

②
燕
国
私
璽
の
印
文
は
基
本
的
に
「
姓
＋
名
」
の
行
文
格
式
で
あ
り
（
第
一

節
㈡
私
璽
参
照
）
、「
人
名
」
の
直
後
に
「
之
璽
」
二
字
を
加
え
る
燕
国
私

璽
の
用
例
が
な
く
、
当
該
璽
印
の
「
姓
＋
名
＋
之
璽
」
の
構
成
は
燕
国
私

璽
の
印
文
行
文
格
式
と
合
致
し
な
い
。 

 
【
偽
印
廿
九
】 
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出
典
：
『
先
秦
印
風
』
（
中
国
歴
代
印
風
系
列
）
黄
惇
（
総
主
編
）
徐
暢
（
本
巻

主
編
） 

重
慶
出
版
社 

一
九
九
九
年
十
二
月 

九
七
頁
右
中 

情
報
：
印
影
と
釈
文
「
左
□
□
鉨
」
の
他
に
情
報
は
一
切
な
し
。 

按
：
当
該
璽
印
の
「
左
」
字
は
燕
国
官
璽
の
代
表
的
な
文
字
構
造
で
あ
る
（
燕

国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
⑨
参
照
）
。
『
先
秦
印
風
』
で
は
「
戦
国
姓
名
私

璽
」
類
に
入
れ
て
い
る
が
、
燕
国
の
私
璽
で
も
官
璽
で
も
な
い
。
燕
国
文
字

を
取
り
入
れ
て
捏
造
し
た
偽
造
品
と
判
断
す
る
。 

①
官
璽
の
面
か
ら
分
析
す
れ
ば
、「
左
」
の
文
字
は
燕
国
官
璽
に
頻
出
す
る
が
、

燕
国
四
角
形
白
文
官
璽
「
…
都
＋
職
官
名
」
の
行
文
格
式
が
見
え
な
い
。 

②
私
璽
の
面
か
ら
分
析
す
れ
ば
、
印
面
の
サ
イ
ズ
が
燕
国
私
璽
に
見
な
い
大

き
さ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
二
字
と
第
三
字
が
古
文
字
に
見
な
い
文
字
構

造
で
、
意
に
任
せ
て
捏
造
し
た
文
字
と
推
定
す
る
。
な
お
当
該
璽
印
の
末

に
「
璽
」
字
を
加
え
る
の
は
、
燕
国
私
璽
の
「
姓
＋
名
」
或
は
「
姓
＋
生

＋
名
」
の
行
文
格
式
（
第
一
節
㈡
私
璽
参
照
）
と
合
致
し
な
い
。 

 

㈡
燕
国
偽
陶
文 

【
偽
陶
文
印
跡
一
】 

 

出
典
：『
古
陶
文
彙
編
』
高
明
（
編
著
）
北
川
博
邦
（
翻
訳
） 

中
国
北
京
・
中

華
書
局+

日
本
・
東
方
書
店 

一
九
八
九
年
五
月 

三
八
九
頁
番
号
：
四
・
一

三
〇 

情
報
：「
湯
都
司
徒
鉥
」 

出
土
地
：
易
県 

『
德
九
存
陶
』（
楊
昭
儁 

社
会

科
学
院
考
古
研
究
所
図
書
室
蔵
）
よ
り
複
製 

按
：
王
恩
田
氏
も
１
８
６

「
湯
都
司
徒
璽
」
と
読
む
。
出
土
地
を
「
易
県
」
と
記

し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。
以
下
の
①
～
③
の
根
拠
に
よ
り
、

燕
国
陶
文
印
跡
の
偽
造
品
と
判
断
す
る
。 

①
燕
国
璽
印
に
「
易
都
」
は
頻
出
す
る
が
「
湯
都
」
の
用
例
を
見
な
い
。 

②
燕
国
璽
印
文
字
の
「
都
」
字
の
右
半
部
は
「

」
の
文
字
構
造
で
あ
る
の

で
、
当
該
陶
文
印
跡
の
「
都
」
字
の
右
半
部
が
「
𣥕
で
あ
る
の
は
、
誤
り
と

推
定
す
る
（
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
⑪
参
照
）。 

③
「
湯
都
司
徒
璽
」（
…
都
＋
職
官
名
＋
璽
）
の
行
文
格
式
は
、
燕
国
官
璽
「
…

都
＋
職
官
名
」
の
行
文
格
式
と
合
致
し
な
い
。
燕
国
官
璽
は
「
官
職
」
で
あ

る
「
司
徒
」
の
直
後
に
「
璽
」
字
を
加
え
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
（
第
一
節
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（
第
一
節
㈠
官
璽
及
び
官
図
一
～
官
図
十
九
参
照
）。 

 
【
偽
陶
文
印
跡
二
】 

 

出
典
：『
古
陶
文
彙
編
』
高
明
（
編
著
）
北
川
博
邦
（
翻
訳
） 
中
国
北
京
・
中

華
書
局+

日
本
・
東
方
書
店 

一
九
八
九
年
五
月 

三
八
九
頁
番
号
：
四
・
一

三
一 

情
報
：
釈
文
：「
左
部
都
□
司
馬
之
璽
」 

出
土
地
：
易
県 

『
德
九
存
陶
』（
楊

昭
儁 

社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
図
書
室
蔵
）
よ
り
複
製
。 

按
：
田
煒
氏
は
「
左
訧
都
車
司
馬
之
璽
」
１
８
７

と
読
む
。『
歴
代
印
匋
封
泥
印
風
』

１
８
８

に
「
左
討
都
車
司
馬
之
鉨
」
と
釈
読
す
る
。
出
土
地
を
易
県
と
記
し
て

い
る
が
、
こ
れ
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
が
な
い
。
燕
国
陶
文
印
跡
の
偽
造
品

と
判
断
す
る
。 

①
燕
国
璽
印
に
見
る
「
馬
」
字
の
形
の
特
徴
が
あ
る
が
、
た
て
が
み
を
示
す

三
つ
の
横
画
が
な
い
（
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
②
参
照
）。 

②
燕
国
璽
印
に
「
左
司
馬
」「
右
司
馬
」
の
職
官
名
が
頻
出
す
る
が
、
当
該
璽

印
に
見
る
「
□
司
馬
」
の
職
官
名
を
見
な
い
。
捏
造
し
た
官
職
名
で
あ
ろ

う
と
推
定
す
る
。 

③
印
文
「
左
□
都
□
司
馬
之
璽
」（
…
都
＋
職
官
名
＋
之
璽
）
の
行
文
格
式
は
、

燕
国
官
璽
「
…
都
＋
職
官
名
」
の
行
文
格
式
と
合
致
し
な
い
。
燕
国
官
璽

で
は
「
官
職
」
で
あ
る
「
司
馬
」
の
直
後
に
「
璽
」
字
或
は
「
之
璽
」
を

加
え
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
（
第
一
節
㈠
官
璽
及
び
官
図
一
～
官
図
十
九

参
照
）。 

 

本
節
で
は
、
本
論
文
で
提
示
し
た
燕
国
璽
印
の
判
断
標
準
を
参
照
し
た
上
で
、

印
鈕
の
器
形
、
印
文
の
文
字
構
造
、
印
文
の
行
文
格
式
を
総
合
し
て
分
析
し
た
。

そ
の
結
果
、
古
璽
印
資
料
及
び
伝
世
璽
印
中
に
、
偽
造
の
燕
国
璽
印
廿
七
点
、

陶
文
印
跡
二
点
を
摘
出
し
得
た
。
廿
七
点
の
偽
造
燕
国
璽
印
に
は
、
陽
文
四
顆
、

白
文
廿
三
顆
が
あ
り
、
印
鈕
の
器
形
が
見
ら
れ
る
も
の
が
十
二
顆
あ
る
。
ま
た
、

廿
七
点
中
に
偽
造
官
璽
廿
四
顆
、
偽
造
私
璽
二
顆
が
あ
り
、
残
る
一
顆
は
官
璽

か
私
璽
か
が
判
断
で
き
な
い
。
二
点
の
偽
造
陶
文
印
跡
は
同
じ
官
璽
の
印
跡
で

あ
る
。
材
質
の
面
で
は
、
番
号
「
偽
印
十
四
」
が
玉
造
で
あ
る
他
は
、
材
質
が

明
ら
か
な
も
の
は
す
べ
て
銅
で
あ
る
。
偽
造
手
段
で
は
、
鑿
刻
と
鋳
造
の
二
類

が
見
ら
れ
る
。
印
面
の
形
か
ら
分
類
す
れ
ば
、
長
細
形
と
四
角
形
及
び
丸
形
の

三
類
が
あ
る
。
官
璽
の
偽
造
を
中
心
す
る
廿
七
点
の
燕
国
偽
璽
印
に
は
、
印
文
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の
末
に
「
璽
」
字
が
付
く
も
の
が
一
七
点
、「
鍴
」
字
が
付
く
も
の
が
一
点
あ
り
、

二
点
の
陶
文
印
跡
に
は
同
じ
「
璽
」
字
が
付
い
て
い
る
。
二
点
あ
る
私
璽
は
、

同
じ
く
複
姓
「
公
孫
」
で
あ
る
。
官
璽
は
私
璽
と
比
べ
れ
ば
、
学
術
面
の
価
値

及
び
市
場
の
値
段
も
高
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
官
璽
が
偽
作
者
の
的
に

な
る
と
考
え
る
。 

 

㈢
そ
の
他 

 

昔
は
印
影
し
か
な
か
っ
た
も
の
が
、
近
年
、
古
璽
印
資
料
が
公
開
さ
れ
る
と

と
も
に
、
璽
印
の
器
形
も
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
器
形
を
印
文
と
結
び
つ
け

な
け
れ
ば
、
単
に
璽
印
の
器
形
、
或
は
文
字
中
心
の
研
究
と
な
っ
て
、
全
面
的

な
考
察
が
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
下
に
掲
げ
る
「
其
の
他
（
図

版
二
）」
は
、
印
体
は
燕
国
官
璽
の
器
形
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
が
（
第
一
節
官

図
一
～
図
三
〇
参
照
）、
印
文
は
同
時
代
の
楚
国
の
文
字
構
造
で
あ
る
。
ま
た
、

「
そ
の
他
（
図
版
一
）」
の
よ
う
に
、
双
子
の
よ
う
に
同
じ
印
文
と
同
じ
器
形
の

璽
印
も
発
見
し
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
古
璽
印
研
究
に
お
け
る
新
た
な
課
題

に
な
る
と
考
え
る
。 

【
そ
の
他
（
図
版
一
・
一
）】 

 

出
典
：『
璽
印(

故
宮
博
物
院
蔵
文
物
珍
品
大
系)

』
鄭
珉
中 

上
海
科
学
技
術
出

版
社
・
商
務
印
書
館
（
香
港
） 

二
〇
一
一
年
七
月 

一
八
頁 

情
報
：
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
品 

釈
文
：「
外
司

鍴
」 

時
代
：
戦
国
（
燕
） 

材
料
：
銅 

鈕
制
：
鼻
鈕 

朱
文
官
印 

印
体
通
高
：
九
・
五
cm 

印
面
：

縦
五
・
一
cm 

横
一
・
四
cm 

燕
国
貨
幣
鋳
造
機
構
用
印
と
推
定
す
る
。 
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【
そ
の
他
（
図
版
一
・
二
）】 

 

出
典
：
石
志
廉
「
戦
国
古
璽
考
釋
十
種
」『
中
国
歴
史
博
物
館(

館
刊)

総
第
二
期
』

文
物
出
版
社 

一
九
八
〇
年
九
月 

一
一
三
頁 

 

情
報
：
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
品 

釈
文
：「
外
司

（
爐
）
鍴
」 
時
代
：
戦
国

（
燕
） 

通
高
：
一
〇
cm 

縦
：
四
・
八
cm 

横
：
一
・
三
cm 
鈕
制
：

長
柄
鈕 

燕
国
貨
幣
鋳
造
官
の
用
印
と
推
定
。 

【
そ
の
他
（
図
版
一
・
三
）】 

 

出
典
：『
故
宮
博
物
院
蔵
古
璽
印
選
』
羅
福
頤 

文
物
出
版
社 

一
九
八
二
年
十

二
月 

一
七
頁
番
号
九
〇 

情
報
：
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
品 

印
影
と
釈
文
「
外
司

鍴
」
の
他
に
情
報
は

一
切
な
し
。 

【
そ
の
他
（
図
版
一
・
四
）】 

 

【
其
の
他
（
図
版
一
・
三
）】

 

 

javascript:DisplayWindow('/opac/opac_details.cgi?lang=0&amode=11&place=&bibid=2060201726&key=B137837988912550&start=1&srmode=0&srmode=0','1');
javascript:DisplayWindow('/opac/opac_details.cgi?lang=0&amode=11&place=&bibid=2060201726&key=B137837988912550&start=1&srmode=0&srmode=0','1');
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出
典
：『
方
寸
乾
坤
』（
浙
江
省
博
物
館
典
蔵
大
系
）』
駱
堅
群
（
主
編
）
浙
江
古

籍
出
版
社 

二
〇
〇
九
年
十
一
月 

二
九
頁 

情
報
：
浙
江
省
博
物
館
蔵
品 

釈
文
：「
外
司
爐
鍴
」 
時
代
：
戦
国
（
燕
） 

通

高
：
九
cm 

縦
：
五
cm 

横
：
一
・
四
cm 

鈕
制
：
柱
鈕 
材
料
：
銅 

「
外

司
爐
、
職
掌
鋳
造
之
官
」 

【
其
の
他
（
図
版
一
・
五
）】 

 

出
典
：『
中
国
歴
代
璽
印
芸
術
』
王
人
聡
・
游
学
華 

浙
江
省
博
物
館
・
香
港
中

文
大
学
文
物
館 

二
〇
〇
〇
年 

五
一
頁
番
号
七 

情
報
：
浙
江
省
博
物
館
蔵
品
番
号
：
二
〇
二
二
二 

釈
文
：「
外
司
□
鍴
」 

材

料
：
銅 

鈕
制
：
柱
鈕 

印
形
：
長
方
形 

通
高
：
九
cm 

縦
：
五
cm 

横
：

一
・
四
cm 

按
：（『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
三
六
五
参
照
）。
呉
振
武
氏
の
「
釋
雙
劍
誃
舊
藏

外
司
聖
鍴
璽
」
１
８
９

に
詳
し
い
記
載
が
あ
る
。
于
省
吾
氏
の
旧
蔵
で
『
雙
劍

誃
古
器
物
図
録
』
１
９
０

に
収
録
さ
れ
、
今
は
故
宮
博
物
院
（
北
京
）
の
所
蔵

で
あ
る
。 

【
其
の
他
（
図
版
一
・
四
）】 

 

【
其
の
他
（
図
版
一
・
五
）】 
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前
に
掲
げ
た
と
お
り
、
当
該
璽
印
に
は
図
一
・
一
～
三
と
図
一
・
四
～
五
の

二
つ
が
あ
り
、
一
件
は
故
宮
博
物
院
の
蔵
品
、
一
件
は
浙
江
省
博
物
館
の
蔵
品

で
、
サ
イ
ズ
が
少
し
違
う
こ
と
が
判
る
。
石
志
廉
氏
は
「
外
司

（
爐
）
鍴
」
１
９
１

と
読
む
が
、
呉
振
武
氏
は
「
外
司
聖
鍴
」
と
読
ん
で
い
る
。
呉
氏
に
よ
れ
ば
、「
司

聖
」
は
即
ち
「
司
聴
」
で
あ
る
。「
聖
」
と
「
聴
」
は
通
假
字
で
、
互
い
に
通
用

す
る
。「
司
聴
」
は
官
名
で
あ
り
、
当
該
璽
印
を
王
の
代
わ
り
に
国
情
や
民
情
を

視
察
す
る
官
員
の
用
印
と
す
る
と
の
結
論
を
出
し
た
。
両
氏
は
、
た
だ
文
字
学

の
角
度
か
ら
論
争
す
る
の
み
で
、
当
該
璽
印
に
具
わ
っ
て
い
る
特
別
な
柄
に
、

あ
ま
り
気
を
と
め
な
か
っ
た
と
い
う
。
特
別
な
形
状
印
は
特
別
な
用
途
の
た
め

に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
と
考
え
る
。
執
筆
者
は
「
外
司
爐
鍴
」
と
釈
読
し
て
問
題

が
な
い
と
考
え
る
。
１
９
２

器
形
や
印
文
は
同
じ
で
あ
る
の
で
、
一
方
が
偽
物
で

あ
ろ
う
。
ど
ち
ら
が
偽
物
で
あ
る
か
は
、
実
物
を
見
な
け
れ
ば
簡
単
に
結
論
を

下
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
論
文
で
は

当
該
璽
印
に
関
す
る
検
討
は
こ
こ
で
止
め
る
。 

【
そ
の
他
（
図
版
二
）】 

 

出
典
：
①
『
鑑
印
山
房
蔵
古
璽
印
菁
華
』
許
雄
志
（
編
）
河
南
美
術
出
版
社 

二

〇
〇
六
年
七
月 

一
頁
璽
印
番
号
：
一 

情
報
：「
䈞
邦
率
鉨
」
材
質
：
銅 

鈕
制
：
鼻
鈕 

縦
：
二
・
四
cm 

横
：
二
・

四
cm 

通
高
：
一
・
五
cm 

出
典
：
②
『
盛
世
璽
印
録
』
呉
硯
君
（
編
著
）
芸
文
書
院 

二
〇
一
三
年
五
月 

四
頁
璽
印
番
号
〇
〇
五 

情
報
：「
䈞
邦
䢦
鉨
」
国
別
：
楚 

縦
：
二
・
三cm

横
：
二
・
三
cm 

通
高
：

一
・
五
cm 

許
雄
志
提
供 

按
：
当
該
璽
印
は
許
雄
志
氏
個
人
の
蔵
品
で
あ
る
。
印
鈕
は
典
型
的
な
燕
国
官

璽
の
器
形
で
あ
る
が
（
第
一
節
官
図
一
～
官
図
十
九
参
照
）、
文
字
に
は
同
時

代
の
楚
国
文
字
の
文
字
構
造
と
風
格
が
見
ら
れ
る
。
呉
紅
松
・
何
琳
儀
両
氏

の
「
古
璽
印
菁
華
釈
地
三
則
」
に
は
「
䈞
邦
率
鉨
」
と
読
み
、「
䈞
」
は
地
名

で
今
の
安
徽
省
宿
州
市
北
符
離
集
と
指
摘
す
る
。
施
謝
捷
氏
１
９
３

及
び
田
煒

氏
は
「
筑
邦
率
鉨
」
と
読
ん
で
、「
筑
邦
率
と
は
筑
邦
の
長
で
あ
る
。
筑
邦
率

と
筑
邦
の
関
係
は
、
匠
師
と
匠
人
の
関
係
に
相
当
す
る
。」
１
９
４

と
指
摘
す
る
。

璽
印
の
器
形
と
文
字
特
徴
か
ら
考
察
す
る
と
、
当
該
璽
印
の
真
偽
問
題
に
疑

い
が
あ
る
が
、
複
雑
な
歴
史
要
因
が
考
慮
さ
れ
る
の
で
、
簡
単
に
真
偽
を
判

断
で
き
な
い
。
再
検
討
の
必
要
が
あ
り
、
真
偽
未
定
と
し
て
お
く
。 

 

お
わ
り
に 

本
論
文
は
、
燕
国
璽
印
や
陶
文
印
跡
に
関
す
る
考
察
を
進
め
、
そ
の
結
果
、

標
準
器
形
と
し
て
官
璽
三
〇
顆
、
私
璽
七
一
顆
（
吉
語
璽
六
顆
、
図
形
璽
三
顆

含
め
）
を
提
示
し
た
。
な
お
、
前
人
研
究
者
の
研
究
成
果
を
参
照
し
な
が
ら
、

伝
世
文
献
と
出
土
資
料
に
基
づ
い
て
、
燕
国
の
市
名
七
件
、
官
職
名
十
件
、
複

姓
十
一
件
を
確
認
し
た
。 
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一
、
本
論
文
で
提
示
し
た
判
別
基
準
に
基
づ
け
ば
、
燕
国
璽
印
に
は
下
記
の
特

徴
が
指
摘
で
き
る
。 

◇
器
形
面
に
つ
い
て
◇ 

①
壇
形
鼻
鈕
の
四
角
形
印
面
で
白
文
の
銅
製
官
璽
は
、
サ
イ
ズ
が
（
通
高
：

一
・
四
～
一
・
七
cm 

印
面
：
一
・
九
～
二
・
四
cm
）
の
間
で
変
動
す
る

（
第
一
節
官
図
一
～
図
十
九
参
照
）。 

②
柱
形
鼻
鈕
（
長
い
柄
が
付
く
）
の
長
細
形
印
面
で
朱
文
の
銅
制
官
璽
は
、

燕
国
以
外
に
は
同
時
代
の
他
国
に
見
な
い
と
が
判
断
で
き
る
（
第
一
節
官

図
廿
七
～
図
三
〇
参
照
）
。 

③
別
の
用
途
（
烙
印
）
で
あ
る
柱
鈕
中
空
の
四
角
印
面
で
朱
文
の
巨
大
銅
制

官
璽
の
器
形
は
、
同
時
代
の
他
国
に
例
を
見
な
い
（
第
一
節
官
図
廿
六
参

照
）
。 

◇
字
形
の
面
に
つ
い
て
◇ 

①
燕
国
璽
印
及
び
陶
文
印
跡
に
見
る
固
有
の
字
形
三
一
個
を
摘
出
し
た
（
燕

国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
参
照
）。 

②
固
有
の
偏
旁
部
首
十
一
個
を
摘
出
し
た
（
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
二

参
照
）。 

◇
印
文
の
行
文
格
式
に
つ
い
て
◇ 

 

①
官
璽
（
壇
形
鼻
鈕
の
四
角
形
印
面
で
白
文
の
銅
製
官
璽
）
に
つ
い
て
は
、「
…

都
＋
職
官
名
」
の
行
文
格
式
に
帰
納
で
き
る
。 

 

②
私
璽
に
つ
い
て
は
、
「
姓
＋
生
＋
名
」
の
行
文
格
式
に
帰
納
で
き
る
。 

二
、
検
討
し
指
摘
し
た
燕
国
璽
印
の
標
準
器
に
基
づ
い
て
、
国
別
未
定
の
璽
印

資
料
か
ら
官
璽
五
顆
、
私
璽
五
十
四
顆
、
封
泥
三
顆
「
（
官
璽
印
跡
二
顆
、

私
璽
印
跡
一
顆
）
を
摘
出
し
た
。
な
お
、
伝
世
璽
印
資
料
中
に
偽
造
で
あ

る
官
璽
廿
四
点
、
私
璽
二
点
、
官
璽
で
も
私
璽
で
も
な
い
も
の
一
点
、
偽

造
陶
文
二
点
を
指
摘
し
た
。
偽
造
の
璽
印
と
陶
文
に
つ
い
て
は
、
官
璽
が

中
心
で
、
サ
イ
ズ
は
大
き
く
、
印
文
の
末
に
「
璽
」
字
を
加
え
る
特
徴
の

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
材
質
の
面
で
は
、
銅
製
の
他
に
玉
製
の
偽
物
も

あ
る
。 

三
、
田
字
格
は
秦
時
代
に
盛
行
す
る
が
、
す
で
に
戦
国
時
代
の
燕
国
官
璽
に
田

字
格
、
私
璽
に
横
日
字
格
の
用
例
が
あ
る
。
例
は
少
な
い
が
、
萌
芽
の
状
態

が
見
ら
れ
る
。 

四
、
燕
国
官
璽
の
鈕
制
に
は
、
壇
形
鼻
鈕
の
他
に
、
動
物
形
の
蟠
螭
鈕
の
用
例

の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

五
、
長
い
柄
が
付
く
「
外
司
爐
鍴
」（
其
の
他
〈
図
版
一
・
一
～
一
・
五
〉
参
照
）

に
は
印
文
・
器
形
と
も
同
じ
で
あ
る
。
い
わ
ば
双
子
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。

ど
ち
ら
が
本
物
で
あ
る
か
は
、
現
階
段
で
は
判
断
で
き
な
い
が
、
一
つ
は
故

宮
博
物
院
、
一
つ
は
浙
江
省
博
物
館
の
収
蔵
品
で
あ
る
。 
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十
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十
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十
二
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三
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四
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五
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三
二
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燕
三
三
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燕
三
四
】 

 
 
 
 

 

【
燕
三
五
】 

 
 

【
燕
三
六
】  

【
燕
三
七
】 

 

【
燕
三
八
】 

 

【
燕
三
九
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四
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四
一
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燕
四
二
】  
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燕
四
三
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四
四
】 

 

【
燕
四
五
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五
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【
参
考
文
献
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歴
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古
印
大
観
』（
原
鈐
印
本) 

『
穆
如
清
風
室
印
譜
』（
原
鈐
印
本
） 

『
首
都
博
物
館
蔵
古
璽
印
選
』（
原
鈐
印
本
） 

魏
三
網
（
監
製
） 

徐
偉
（
謄

写
） 

楊
宝
泰
（
印
章
鈐
拓
） 

中
国
首
都
博
物
館
・
日
本
華
夏
有
限
会
社

（
合
作
刊
行
） 

一
九
九
二
年
十
一
月 

『
鴨
雄
緑
斎
古
璽
印
選
』（
原
鈐
印
本
）
菅
原
石
廬 
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九
九
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年
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鈐
拓 

『
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歴
代
璽
印
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録
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王
人
聡
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編
） 

香
港
中
文
大
学
文
物
館
専
刊
之
二 

一
九
八
二
年 

『
新
出
歴
代
璽
印
集
釈
』
王
人
聡 

香
港
中
文
大
学
文
物
館
出
版 

一
九
八
七
年 

『
平
盦
攷
蔵
古
璽
印
選
』
神
田
喜
一
郎
（
編
修
者
）・
加
藤
慈
雨
楼
（
編
者
） 

臨

川
書
店 

一
九
八
〇
年
五
月 

『
中
国
古
印
図
録
』（
大
谷
大
学
所
蔵
禿
庵
文
庫
）
神
田
喜
一
郎
・
野
上
俊
静
（
監

修
） 

大
谷
大
学
（
発
行
） 

一
九
六
四
年
八
月 

『
中
国
古
文
字
学
通
論
』
高
明 

北
京
大
学
出
版
社 

一
九
九
六
年
六
月 

『
中
国
古
璽
印
学
国
際
研
討
会
論
文
集
』
王
人
聡
・
游
学
華 

香
港
中
文
大
学

文
物
館 

二
〇
〇
〇
年
三
月 

『
中
国
歴
代
璽
印
芸
術
』
王
人
聡
・
游
学
華 

浙
江
省
博
物
館
・
香
港
中
文
大

学
文
物
館 

二
〇
〇
〇
年 

『
中
国
歴
代
璽
印
集
粋
』
戴
青
山 

線
装
書
局 

一
九
九
七
年
九
月 

『
中
国
歴
史
博
物
館(

館
刊)

総
第
二
期
』
文
物
出
版
社 

一
九
八
〇
年
九
月 

 

『
中
国
歴
史
博
物
館
蔵
法
書
大
観
』（
第
四
巻 

璽
印 

篆
刻
）
中
国
歴
史
博
物

【
燕
六
一
】 

 

【
燕
六
二
】 

 

【
燕
六
三
】 
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編
著
）
史
樹
青
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主
編
）
劉
家
琳
（
分
巻
主
編
）
西
林
昭
一
（
日
本
版

監
修
）
版
権
：〔
日
本
〕
柳
原
書
店
〔
中
国
〕
上
海
教
育
出
版
社 

一
九
九
九

年
七
月 

『
中
国
璽
印
類
編
』
小
林
斗
盦 

二
玄
社 

一
九
九
六
年
二
月 

『
中
国
璽
印
篆
刻
全
集
（
璽
印
上
下
）
』
中
国
璽
印
篆
刻
全
集
編
輯
委
員
会(

編) 

荘
新
興
・
茅
子
良
（
本
巻
主
編
） 

上
海
書
画
出
版
社 

一
九
九
九
年
十
一
月 

 

『
中
国
璽
印
集
粋
』（
鴨
雄
緑
斎
蔵
）
菅
原
石
廬
（
編
著
） 

二
玄
社 

一
九
九
七
年 

『
中
国
古
璽
印
精
選
』（
鴨
雄
緑
斎
蔵
）
菅
原
石
廬
（
編
著
） 

有
限
会
社
ア
ー
ト

ラ
イ
フ
社
（
発
行
所
） 

大
阪
書
籍
株
式
会
社
（
印
刷
所
） 

二
〇
〇
四
年
八
月 

『
中
国
古
代
陶
文
集
拓
（
原
器
拓
本
）
』
文
雅
堂 

一
九
九
九
年 

『
中
国
古
銅
印
の
美
』（
求
古
斎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
古
河
市
篆
刻
美
術
館 

二
〇

一
二
年
九
月 

『
中
国
書
法
全
集
92
』（
先
秦
璽
印
巻
）
劉
正
成
（
主
編
） 

栄
宝
斎
出
版
社 

二

〇
〇
三
年
二
月 

『
中
国
的
印
章
』
鄭
佩
香
（
主
編
） 

大
衆
書
局 

一
九
九
二
年
六
月 

 

『
二
十
世
紀
出
土
璽
印
集
成
』
周
曉
陸 

中
華
書
局 

二
〇
一
〇
年
一
月 

『
鈢
印
精
選
』
曾
紹
杰
（
編
釈
） 

内
政
部
台
内
製
字
第
一
五
六
号 
一
九
八

六
年
十
二
月 

『
璽
印
篆
刻
収
蔵
図
鑑
』
張
學 

線
装
書
局 

二
〇
一
四
年
四
月 

『
璽
印
』
（
故
宮
博
物
院
蔵
文
物
珍
品
大
系
）
鄭
珉
中 

上
海
科
学
技
術
出
版

社
・
商
務
印
書
館
（
香
港
） 

二
〇
一
一
年
七
月 

『
戦
国
古
文
字
典
（
戦
国
文
字
声
系
）
』
何
琳
儀 

中
華
書
局 

一
九
八
九
年
九
月 

『
戦
国
文
字
通
論
』
何
琳
儀 

中
華
書
局 

一
九
八
九
年
四
月 

『
戦
国
文
字
編
』
湯
餘
惠
（
主
編
） 

福
建
人
民
出
版
社 

二
〇
〇
一
年
一
二
月 

『
戦
国
制
度
通
考
』
繆
文
遠 

巴
蜀
書
社 

一
九
八
九
年
九
月 

『
戦
国
題
銘
与
工
官
制
度
』
董
珊 

北
京
大
学
博
士
研
究
生
学
位
論
文 

二
〇

〇
二
年
五
月 

『
戦
国
璽
印
分
域
編
』
荘
新
興 

上
海
書
店
出
版
社 

二
〇
〇
一
年
十
月 

『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』
陳
光
田 

岳
麓
書
社 

二
〇
〇
九
年
五
月 

『
戦
国
東
方
五
国
文
字
構
形
系
統
研
究
』（
漢
字
構
形
史
叢
書
） 

王
寧
（
主
編
）

趙
学
清
（
著
） 

上
海
教
育
出
版
社 

二
〇
〇
五
年
十
月 

『
陶
文
図
録
』
王
恩
田 

斉
魯
書
社 

二
〇
〇
六
年
六
月 

『
燕
文
字
編
』
王
愛
民 

吉
林
大
学
碩
士
学
位
論
文 

二
〇
一
〇
年
四
月 

『
燕
下
都
』
河
北
省
文
物
研
究
所 

河
北
省
文
物
出
版
社 

一
九
九
六
年
八
月 

『
故
宮
博
物
院
蔵
古
璽
印
選
』
羅
福
頤 

文
物
出
版
社 

一
九
八
二
年
十
二
月 

『「
古
璽
文
編
」
校
訂
』
呉
振
武 

人
民
美
術
出
版
社 

二
〇
一
一
年
十
一
月 

『
古
璽
文
編
』
故
宮
博
物
院
編 

羅
福
頤
主
編 

文
物
出
版
社 

一
九
八
一
年

十
月 

『
古
璽
彙
編
』
故
宮
博
物
院
編 

羅
福
頤
主
編 

文
物
出
版
社 

一
九
八
一
年

十
二
月 

『
古
璽
彙
考
』
施
謝
捷
著 

(

安
徽
大
学
博
士
学
位
論
文) 

二
〇
〇
六
年
五
月 

『
古
璽
探
研
』
田
煒 

華
東
師
範
大
学
出
版
社 

二
〇
一
〇
年
五
月 

『
古
璽
拾
掇
』
施
謝
捷 

安
徽
大
学
博
士
学
位
論
文 

二
〇
〇
六
年
五
月 

 
『
古
璽
通
論
』
曹
錦
炎 

上
海
書
画
出
版
社 

一
九
九
六
年
三
月 

『
古
璽
印
概
論
』
羅
福
頤 

文
物
出
版
社 

一
九
八
一
年
十
二
月 

『
古
璽
印
与
古
璽
印
鑑
定
』
叶
其
峰 

文
物
出
版
社 

一
九
九
七
年
十
月 

javascript:DisplayWindow('/opac/opac_details.cgi?lang=0&amode=11&place=&bibid=2060201726&key=B137837988912550&start=1&srmode=0&srmode=0','1');
javascript:DisplayWindow('/opac/opac_details.cgi?lang=0&amode=11&place=&bibid=2060201726&key=B137837988912550&start=1&srmode=0&srmode=0','1');
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『
古
璽
印
収
蔵
与
鑑
賞
』
鄧
京 

中
国
書
店 

二
〇
一
三
年
二
月 

『
古
陶
字
彙
』
徐
谷
甫
・
王
延
林 

上
海
書
店
出
版 

一
九
九
四
年
五
月 

『
古
陶
文
彙
編
』
高
明
（
編
著
）
北
川
博
邦
（
翻
訳
） 

中
国
北
京
・
中
華
書

局+

日
本
・
東
方
書
店 

一
九
八
九
年
五
月 

『
古
文
字
類
編
（
増
訂
本
）』
高
明
・
涂
白
奎 

上
海
古
籍
出
版
社 

二
〇
〇
八

年
八
月 

『
古
文
字
構
形
学
』
劉
釗 

福
建
人
民
出
版
社 

二
〇
〇
六
年
一
月 

『
古
代
銘
刻
論
叢
』
葉
其
峰 
文
物
出
版
社 

二
〇
一
二
年
十
月 

『
古
印
窺
・
楚
州
宋
専
拓
本
』
蒋
一
安
（
珍
蔵
） 

文
史
哲
出
版
社 

一
九
九

三
年
一
月 

『
古
封
泥
集
成
』
孫
慰
祖
（
主
編
）
蔡
進
華
・
張
健
・
駱
錚
（
編
）
上
海
書
店

出
版 

一
九
九
四
年
一
一
月 

『
你
応
該
知
道
的
二
〇
〇
件
官
印
』（
故
宮
収
蔵
）
故
宮
博
物
院
編 

方
斌
（
主

編
） 

紫
禁
城
出
版
社 

二
〇
〇
八
年
六
月 

『
歴
代
璽
印
断
代
標
準
品
図
鑒
』
孫
慰
祖 

吉
林
美
術
出
版
社 

二
〇
一
〇
年

二
月 

『
歩
黟
堂
藏
戦
国
陶
文
遺
珍
』
唐
存
才
編
著 

上
海
書
画
出
版
社 
二
〇
一
三

年
十
月 

『
吉
林
大
学
蔵
古
璽
印
選
』
吉
林
大
学
歴
史
系
文
物
陳
列
室
編 

文
物
出
版
社

出
版 

一
九
八
七
年
九
月 

『
吉
林
出
土
古
代
官
印
』
張
英
（
等
）
編
者 

文
物
出
版
社 

一
九
九
二
年
十
月 

 

『
芸
林
月
刊
』
天
津
市
古
籍
書
店 

一
九
三
一
年
九
月 

『
説
文
解
字
』
（
漢
）
許
慎 

中
華
書
局
版 

一
九
七
九
年
十
月 

『
陝
西
新
出
土
古
代
璽
印
』
伏
海
翔 

上
海
書
店
出
版
社 

二
〇
〇
五
年
一
月 

『
先
秦
璽
印
図
説
』
徐
暢 

文
物
出
版
社 

二
〇
〇
九
年
一
月 

『
先
秦
職
官
表
』
左
言
東 

商
務
印
書
館 

一
九
九
四
年
七
月 

『
先
秦
印
風
』
（
中
国
歴
代
印
風
系
列
）
黄
惇
（
総
主
編
）
徐
暢
（
本
巻
主
編
） 

重
慶
出
版
社 

一
九
九
九
年
十
二
月 

『
方
寸
乾
坤
』（
浙
江
省
博
物
館
典
蔵
大
系
）』
駱
堅
群
（
主
編
）
浙
江
古
籍
出

版
社 

二
〇
〇
九
年
十
一
月 

『
寸
心
篆
籀
―
中
国
古
代
璽
印
鑑
賞
』
郭
兵
（
編
） 

湖
南
美
術
出
版
社 

二

〇
〇
九
年
五
月 

『
山
東
新
出
土
古
璽
印
』
頼
非 

斉
魯
書
社
出
版 

一
九
九
八
年
二
月 

『
鉄
雲
蔵
印
選
』
徐
敦
徳
（
選
編
） 

西
泠
印
社
出
版 

一
九
九
〇
年
八
月 

『
天
津
市
芸
術
博
物
館
蔵
古
璽
印
選
』
天
津
市
芸
術
博
物
館
（
編
者
） 

文
物

出
版
社 

一
九
九
七
年
八
月 

『
天
津
博
物
館
蔵
璽
印
』（
天
津
博
物
館
精
品
系
列
図
集
） 

天
津
博
物
館
（
編

者
） 

文
物
出
版
社 

二
〇
一
三
年
十
一
月 

『
可
斎
論
印
新
稿
』
孫
慰
祖 

上
海
辞
書
出
版
社 

二
〇
〇
三
年
三
月 

『
鑑
印
山
房
蔵
古
璽
印
菁
華
』
許
雄
志 

河
南
美
術
出
版
社 

二
〇
〇
六
年
七

月 『
湖
南
古
代
璽
印
』
陳
松
長 

上
海
辞
書
出
版
社 

二
〇
〇
四
年
十
二
月 

『
湖
南
省
博
物
館
蔵
古
璽
印
集
』
湖
南
省
博
物
館
編 

上
海
書
店
出
版 

一
九

九
一
年
六
月 

印
学
研
究
（2014

）
古
璽
印
研
究
専
輯
』
山
東
省
博
物
館
（
編
）
呂
金
成
（
主

編
） 
文
物
出
版
社 

二
〇
一
四
年
三
月 
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『
印
学
研
究
（2

0
14

古
璽
印
研
究
専
輯
）
』
山
東
省
博
物
館
（
編
）
呂
金
成
（
主

編
）
文
物
出
版
社 

二
〇
一
四
年
三
月 

『
〈
印
象
深
刻
〉
院
蔵
璽
印
展
』
林
曼
麗
（
発
行
人
）
游
国
慶
（
文
字
撰
述
） 

台

北
故
宮
博
物
院 

二
〇
〇
七
年 

『
有
鄰
館
古
印
存
』
藤
井
斉
成
会
有
鄰
館
（
撰
印
）
今
田 

達
（
発
行
者
）
株
式

会
社
同
朋
舎
出
版
（
発
行
所
）
株
式
会
社
大
入 

一
九
九
二
年
一
月
二
十
八
日 

『
有
鄰
館
精
華
』
有
鄰
館
学
芸
部
・
藤
井
善
美
・
藤
井
善
嗣
・
藤
井
善
豪
（
編

集
） 

藤
井
斉
成
会
（
発
行
） 

艸
芸
社
（
制
作
） 

二
〇
〇
三
年
四
月 

『
有
隣
館
蔵
璽
印
精
華 

官
印
編
』
加
藤
慈
雨
楼
（
編
者
） 

藤
井
斉
成
会
（
発

行
） 

一
九
七
六
年
六
月 

『
書
道
全
集
』（
第
廿
七
巻
）
下
中
彌
三
郎(
編
輯
兼
発
行
者) 

平
凡
社 

一
九

三
二
年
四
月 

『
常
熟
博
物
館
蔵
印
集
』
銭
浚
・
呉
慧
虞 

人
民
美
術
出
版
社 

一
九
九
七
年

九
月 

『
周
叔
弢
先
生
捐
献
璽
印
選
』
天
津
市
芸
術
博
物
館
編 
一
九
八
四
年
三
月 

『
図
説
中
国
古
印
研
究
史
―
近
代
の
古
璽
印
研
究
の
発
展
』
羅
福
頤
（
著
）
北

川
博
邦
（
訳
） 

雄
山
閣 

一
九
七
五
年
四
月 

『
不
手
不
止
』（
第
十
号 

特
集
＝
秦
漢
古
璽
印
選
）
浦
野
俊
則
・
小
野
寺
啓
治
・

小
木
良
一
・
西
林
昭
一 

不
手
非
止
刊
行
会 

一
九
八
四
年
六
月 

『
春
秋
戦
国
秦
漢
時
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究
』
江
村
治
樹 

汲
古
書
院 

二

〇
〇
〇
年
一
月 

『
十
六
金
符
斎
印
存
』
呉
大
澂
蔵
印 

上
海
書
店
出
版 

一
九
八
九
年
九
月 

『
十
鐘
山
房
印
挙
選
』
上
海
書
画
出
版
社
編 

上
海
書
画
出
版
社 

一
九
九
一

年
九
月 

『
于
省
吾
教
授
誕
辰
一
百
周
年
記
念
文
集
』
吉
林
大
学
出
版
社 

一
九
九
六
年

九
月 

『
雙
劍
誃
古
器
物
図
録
』
于
省
吾 

中
華
書
局
出
版
社 

二
〇
〇
九
年
四
月 

『
七
国
考
訂
補
』「
明
」
董
説
（
原
著
）
繆
文
遠
（
訂
補
）
上
海
古
籍
出
版
社 

一

九
八
七
年
四
月 

    

注
： 

                                        

          

 

１ 

楊
寛
『
戦
国
史
』
上
海
人
民
出
版
社 

一
九
八
〇
年 

四
頁 

２ 

孫
慰
祖
『
歴
代
璽
印
断
代
標
準
品
図
鑒
』
吉
林
美
術
出
版
社 

二
〇
一
〇
年
二
月 

二
一 

 
 

 

頁 

３ 

周
曉
陸
『
二
十
世
紀
出
土
璽
印
集
成
』
中
華
書
局 

二
〇
一
〇
年
一
月 

三
六
～
三
八
頁 

４ 

有
鄰
館
学
芸
部
（
編
集
）
藤
井
斉
成
会
（
発
行
）『
有
鄰
館
精
華
』
平
成
十
五
年
四
月 

番 

号
：
三
七
参
照
。 

５ 

柯
昌
濟(

著) 

徐
蜀(

選
編)

「
金
文
分
域
編(

二
十
一
巻)

」『
餘
園
叢
刻
』
本
一
九
三
二
年
『
国

家
図
書
館
蔵
金
文
研
究
資
料
叢
刊
２
』
北
京
図
書
館
出
版
社 

二
〇
〇
四
年
三
月 

五
七

五
頁 

６ 

羅
福
頤
「
近
百
年
来
対
古
璽
文
字
之
認
識
和
発
展
」『
古
文
字
研
究
』
（
第
五
輯
）
中
山
大

学
古
文
字
研
究
室
編 

中
華
書
局
出
版 

一
九
八
一
年
一
月 

二
五
四
頁 

７
「
古
璽
合
文
考(

十
八
篇)

」
呉
振
武 

『
古
文
字
研
究
』
第
十
七
輯 

中
華
書
局 

一
九
八

九
年
六
月 

二
六
八
頁 

８ 

第
二
章
「
燕
国
璽
印
研
究
―
長
細
形
璽
印
の
印
文
中
の
〈
鍴
〉
を
中
心
に
―
」「
燕
国
長
細

形
璽
印
の
保
存
現
状
」
の
表
参
照 

９ 

駱
堅
群
（
主
編
）『
方
寸
乾
坤
』（
浙
江
省
博
物
館
典
蔵
大
系
）』
浙
江
古
籍
出
版
社 

二
〇 
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〇
九
年
十
一
月 

三
〇
頁 

１
０ 
王
国
維
『
王
国
維
遺
書
』
上
海
古
籍
書
店 

一
九
八
三
年
版 

巻
六 

１
１ 
唐
蘭
『
古
文
字
学
導
論
』（
増
訂
本
）
斉
魯
書
社 

一
九
八
一
年 

１
２ 

李
学
勤
「
戦
国
題
銘
概
述
」『
文
物
』
一
九
五
九
年
第
七
期
五
〇
頁
、
第
八
期
六
〇
頁 

１
３ 

王
寧
（
主
編
）
趙
学
清
（
著
）『
戦
国
東
方
五
国
文
字
構
形
系
統
研
究
』 

（
漢
字
構
形

史
叢
書
） 

 
上
海
教
育
出
版
社 

二
〇
〇
五
年
十
月 

１
４ 

孫
剛
『
斉
文
字
編
』
福
建
人
民
出
版
社 

二
〇
一
〇
年
一
月 

１
５ 

劉
杉
徽
・
劉
長
武
『
楚
系
金
文
彙
編
』
湖
北
教
育
出
版
社 

二
〇
〇
九
年
五
月 

１
６ 

王
愛
民
『
燕
文
字
編
』
吉
林
大
学
碩
士
学
位
論
文 

二
〇
一
〇
年
四
月 

１
７ 

湯
志
彪
『
三
晋
文
字
編
』
作
家
出
版
社 

二
〇
一
三
年
十
一
月 

１
８ 

周
波
『
戦
国
時
代
各
系
文
字
間
的
用
字
差
異
現
象
研
究
』
綫
装
書
局 

二
〇
一
二
年
十 

二
月 

１
９ 

繆
文
遠
『
戦
国
制
度
通
考
』
巴
蜀
書
社 
一
九
八
九
年
九
月 

二
三
〇
頁 

２
０ 

何
琳
儀
『
戦
国
文
字
通
論
』
中
華
書
局 
一
九
八
九
年
四
月 

九
二
頁 

２
１ 

羅
福
頤
主
編
『
古
璽
彙
編
』
故
宮
博
物
院
編 

 
文
物
出
版
社 

一
九
八
一
年
十
二
月 

２
２ 

高
明
（
編
著
）
北
川
博
邦
（
翻
訳
）『
古
陶
文
彙
編
』
中
国
北
京
・
中
華
書
局+

日
本
・ 

東
方
書
店 

一
九
八
九
年
五
月 

２
３ 

呉
振
武
「
釈
〈
受
〉
並
論
盱
眙
南
窯
銅
壺
和
重
金
方
壺
的
国
別
」『
古
文
字
研
究
』
第
一 

四
輯
、
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
六
月 

五
一
頁 

２
４ 

何
琳
儀
『
戦
国
古
文
字
典
（
戦
国
文
字
声
系
）』 

中
華
書
局 
一
九
八
九
年
九
月 

一 

八
六
頁 

２
５ 

湯
餘
惠
（
主
編
）『
戦
国
文
字
編
』 

福
建
人
民
出
版
社 

二
〇
〇
一
年
一
二
月 

二 

一
頁 

２
６ 

王
愛
民
『
燕
文
字
編
』 

吉
林
大
学
碩
士
学
位
論
文 

二
〇
一
〇
年
四
月 

六
二
頁 

２
７ 

王
寧
（
主
編
）
趙
学
清
（
著
）『
戦
国
東
方
五
国
文
字
構
形
系
統
研
究
』（
漢
字
構
形
史

叢
書
） 

 

上
海
教
育
出
版
社 

二
〇
〇
五
年
十
月 

一
一
三
頁 

２
８ 

荘
新
興
『
戦
国
璽
印
分
域
編
』 

上
海
書
店
出
版
社 

二
〇
〇
一
年
十
月 

三
頁 

２
９ 

荘
新
興
『
戦
国
璽
印
分
域
編
』 

上
海
書
店
出
版
社 

二
〇
〇
一
年
十
月 

一
一
頁 

３
０ 

①
何
琳
儀
『
戦
国
文
字
通
論
』
中
華
書
局 

一
九
八
九
年
四
月 

九
九
頁
参
照
。
②
何

琳
儀
『
戦
国
古
文
字
典
（
戦
国
文
字
声
系
）』 

中
華
書
局 

一
九
八
九
年
九
月 

一
〇

二
八
頁
参
照
。 

                                        

                                        

                               

 

３
１ 

朱
徳
煕
「
戦
国
匋
文
和
璽
印
文
字
中
的
〈
者
〉
字
」『
古
文
字
研
究
』
（
第
一
輯
）
吉
林

大
学
古
文
字
研
究
室
編 

中
華
書
局
出
版 

一
九
七
九
年
八
月 

一
一
六
～
一
二
〇
頁 

３
２ 

何
琳
儀
『
戦
国
古
文
字
典
（
戦
国
文
字
声
系
）』 

中
華
書
局 

一
九
八
九
年
九
月 

五 

六
五
頁 

３
３ 

趙
平
安
「
論
燕
国
文
字
中
的
所
謂
〈
都
〉
当
為
〈

〉（
県
）
字
」『
語
言
研
究
』
二
〇 

〇
六
年
十
二
月 

七
七
頁 

３
４ 

裘
錫
圭
「
戦
国
貨
幣
考
（
十
二
篇
）」『
北
京
大
学
学
報
』（
哲
学
版
） 

一
九
七
八
年
第 

二
期 

六
九
～
八
三
頁 

３
５ 

張
英
（
等
）
編
者
『
吉
林
出
土
古
代
官
印
』
文
物
出
版
社 

一
九
九
二
年
十
月 

璽
印 

番
号
：
一
八
三 

釈
文
：
二
一
一
頁
「
今
生
狗
」
参
照 

３
６ 

裘
錫
圭
「
戦
国
文
字
中
的
〈
市
〉」『
考
古
学
報
』（
一
九
八
〇
年
第
三
期
） 

科
学
出
版 

社 

一
九
八
〇
年
七
月 

二
八
五
～
二
九
六
頁 

３
７ 

「
陝
西
清
澗
県
又
発
見
商
代
青
銅
器
」
高
雪
『
考
古
』『
考
古
』
編
輯
部 

科
学
出
版
社 

一
九
八
四
年
八
月 

七
六
一
頁
参
照
。
高
雪
氏
は
こ
の
銅
器
を
戦
国
時
代
の
楚
国
に
属
す

る
も
の
と
判
断
す
る
が
、
今
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
高
氏
は
間
違
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

銘
文
の
文
字
構
造
に
よ
れ
ば
、
文
中
の
「
器
」「
受
」「
左
」
の
文
字
構
造
は
、
燕
国
文
字

に
特
別
に
存
在
し
て
い
る
文
字
構
造
で
あ
る
の
で
、
燕
国
の
遺
物
と
し
て
判
断
し
て
、
間

違
い
な
い
。
陝
西
省
は
秦
国
の
故
地
で
、
こ
の
銅
器
を
戦
利
品
と
し
て
西
の
方
に
移
し
た

と
考
え
て
い
る
。
考
古
の
面
に
は
、
類
似
の
文
物
の
出
土
例
が
あ
る
の
で
、
執
筆
者
は
、

こ
の
銅
鼎
を
燕
器
と
判
断
し
て
い
る
。 

３
８ 

周
曉
陸
（
主
編
）『
二
十
世
紀
出
土
璽
印
集
成
』
中
華
書
局 

二
〇
一
〇
年
一
月 

七
九

六
頁
（M

-
P-

〇
〇
八
六
）
は
「

」
字
を
「
𧱄
」
字
と
釈
読
す
る
。 

３
９ 

湯
餘
惠
（
主
編
）『
戦
国
文
字
編
』
福
建
人
民
出
版
社 

二
〇
〇
一
年 

一
三
〇
頁
「
器
」 

字
参
照 

４
０ 

徐
谷
甫
・
王
延
林
（
合
著
）『
古
陶
字
彙
』
上
海
書
店
出
版 

一
九
九
四
年
五
月 

 

六
〇 

頁
「
哭
」
字
参
照 

４
１ 

何
琳
儀
『
戦
国
古
文
字
典
（
戦
国
文
字
声
系
）』
中
華
書
局
出
版 

一
九
八
九
年
九
月 

一 

二
〇
〇
頁
「
器
」
字
参
照 

４
２ 
高
明
・
葛
英
会
『
古
陶
文
字
徴
』
中
華
書
局
中
国
北
京
・
中
華
書
局+

日
本
・
東
方
書
店 

 
一
九
九
〇
年
四
月 

四
八
頁
「
哭
」
字
参
照 

４
３ 

曹
錦
炎
「
釋
戦
国
陶
文
中
的
〈
𢾃
〉」『
考
古
』
科
学
出
版
社
一
九
八
四
年
一
月 

八
四 

 

 
 

頁 
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４
４ 

第
五
章
「
燕
国
陶
文
印
跡
中
の
〈

〉
字
に
つ
い
て
」
参
照
。 

４
５ 
荘
新
興
『
戦
国
璽
印
分
域
編
』 

上
海
書
店
出
版
社 

二
〇
〇
一
年
十
月 

六
頁 

４
６ 
①
『
古
陶
文
彙
編
』
高
明
（
編
著
）
北
川
博
邦
（
翻
訳
） 

中
国
北
京
・
中
華
書
局+

日

本
・
東
方
書
店 

一
九
八
九
年
五
月 

三
五
七
頁
番
号
：
四
・
一
一 

②
『
歩
黟
堂
藏
戦

国
陶
文
遺
珍
』
唐
存
才
編
著 

上
海
書
画
出
版
社 

二
〇
一
三
年
十
月 

一
八
〇
頁
参
照
。 

４
７ 

荘
新
興
『
戦
国
璽
印
分
域
編
』 

上
海
書
店
出
版
社 

二
〇
〇
一
年
十
月 

一
二
頁 

４
８ 

①
高
明
・
葛
英
会
『
古
陶
文
字
徴
』
中
華
書
局
中
国
北
京
・
中
華
書
局+

日
本
・
東
方
書

店 

一
九
九
〇
年
四
月 
一
六
四
頁
「
癸
」
字
参
照
。
②
高
明
（
編
著
）
北
川
博
邦
（
翻

訳
）『
古
陶
文
彙
編
』
中
国
北
京
・
中
華
書
局+

日
本
・
東
方
書
店 

一
九
八
九
年
五
月 

六

五
頁
番
号
：
四
・
九
〇
及
び
四
・
九
一
参
照 

４
９ 

王
恩
田
『
陶
文
図
録
』 

斉
魯
書
社 

二
〇
〇
六
年
六
月 

一
五
五
五
頁
番
号
四
・
三 

七
・
一
～
四
・
三
七
・
三
参
照 

５
０ 

何
琳
儀
『
戦
国
古
文
字
典
（
戦
国
文
字
声
系
）』 

中
華
書
局 

一
九
八
九
年
九
月 

一 

三
八
頁
「
登
」
字
参
照 

５
１ 

王
愛
民
『
燕
文
字
編
』 

吉
林
大
学
碩
士
学
位
論
文 

二
〇
一
〇
年
四
月 

二
九
頁
「
登
」 

字
参
照 

５
２ 

何
琳
儀
『
戦
国
古
文
字
典
（
戦
国
文
字
声
系
）』 

中
華
書
局 

一
九
八
九
年
九
月 

二 

頁
「
喜
」
字
参
照 

５
３ 

『
先
秦
印
風
』（
中
国
歴
代
印
風
系
列
）
黄
惇
（
総
主
編
）
徐
暢
（
本
巻
主
編
） 

重
慶

出
版
社 

一
九
九
九
年
十
二
月 

一
四
頁 

５
４ 

第
四
章
「
燕
国
璽
印
及
び
陶
文
印
跡
中
の
〈

〉
字
の
詞
性
」
参
照 

５
５ 

第
五
章
「
燕
国
陶
文
印
跡
中
の
〈

〉
字
に
つ
い
て
」
参
照 

５
６ 

「
韓
」
字
説
：
①
曾
紹
杰
『
鈢
印
精
選
（
上
）』 

内
政
部
台
内
製
字
第
一
五
六
号 

一

九
八
六
年
十
二
月 

六
三
頁
、
七
一
頁
、
七
四
頁
、
八
四
頁 

②
曹
錦
炎
『
古
璽
通
論
』

上
海
書
画
出
版
社 

一
九
九
六
年
三
月 

八
三
頁 

③
黄
徳
寛
『
古
文
字
譜
系
疏
証
』
商

務
印
書
館 

二
〇
〇
七
年 

二
五
四
三
頁 

④
『
先
秦
印
風
』（
中
国
歴
代
印
風
系
列
）

黄
惇
（
総
主
編
）
徐
暢
（
本
巻
主
編
） 

重
慶
出
版
社 

一
九
九
九
年
十
二
月 

一
五
一

頁 

⑤
小
林
斗
盦
『
篆
刻
全
集
』（
１
古
鈢 

官
鈢
・
私
鈢
） 

二
玄
社 

二
〇
〇
一
年

四
月 

一
三
八
頁 

⑥
『
鉄
雲
蔵
印
選
』
徐
敦
徳
（
選
編
） 

西
泠
印
社
出
版 

一
九
九

〇
年
八
月 

一
四
頁 

⑦
王
愛
民
『
燕
文
字
編
』 

吉
林
大
学
碩
士
学
位
論
文 

二
〇
一

〇
年
四
月 

八
九
頁 

⑧
湯
餘
惠
「
略
論
戦
国
文
字
形
体
研
究
中
的
幾
個
問
題｣

『
古
文

字
研
究
』
第
一
五
輯
、
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
六
月 

七
〇
頁 

⑨
徐
暢
「
先
秦
璽
印

                                        

                                        

                               

 

攷
釈
発
微
」『
印
学
研
究
』（
二
〇
一
四
古
璽
印
研
究
専
輯
）
山
東
博
物
館
（
編
）
呂
金
成

（
主
編
） 

文
物
出
版
社 

二
〇
一
四
年
三
月 

四
四
頁
参
照
。 

⑩
『
中
国
歴
代
璽
印

芸
術
』
王
人
聡
・
游
学
華 

浙
江
省
博
物
館
・
香
港
中
文
大
学
文
物
館 

二
〇
〇
〇
年 

五

九
頁
璽
印
番
号
：
五
九
参
照 

５
７ 

「
孝
」
字
説
：
①
『
先
秦
印
風
』（
中
国
歴
代
印
風
系
列
）
黄
惇
（
総
主
編
）
徐
暢
（
本

巻
主
編
） 

重
慶
出
版
社 

一
九
九
九
年
十
二
月 

一
一
七
頁 

②
劉
正
成
（
主
編
）『
中

国
書
法
全
集
』（
第
九
二
巻 

先
秦
璽
印
巻
） 

栄
宝
斎
出
版
社 

二
〇
〇
三
年
二
月 

一

四
一
頁
番
号
：
一
一
三
〇
、
一
一
三
二
参
照
。 

③
小
林
斗
盦
『
中
国
璽
印
類
編
』 

二

玄
社 

一
九
九
六
年
二
月 

二
九
二
頁
「
孝
」
字
参
照 

５
８ 

「
南
」
字
説
：『
周
叔
弢
先
生
捐
献
璽
印
選
』
天
津
市
芸
術
博
物
館
編 

一
九
八
四
年
三 

 
 

月 

５
９ 

「
南
郭
」
複
姓
説
：『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』
陳
光
田 

岳
麓
書
社 

二
〇
〇
九
年
五
月 

一
二
〇
～
一
二
一
頁 

６
０ 

「
考
」
字
説
：
小
林
斗
盦
『
中
国
璽
印
類
編
』 

二
玄
社 

一
九
九
六
年
二
月 

三
八 

六
頁
「
耳
」
字
の
下
に
「
考
耳
」
の
印
参
照
。
同
じ
こ
の
璽
印
は
同
書
の
二
九
二
頁
に

「
孝
耳
」
と
釈
し
て
い
る
。 

６
１ 

「
崞
」
字
説
：
叶
其
峰
『
古
璽
印
与
古
璽
印
鑑
定
』 

文
物
出
版
社 

一
九
九
七
年
十 

月 

一
六
七
頁
璽
印
番
号
：
二
五
及
び
一
五
二
頁
釈
文
二
五
参
照 

６
２ 

「
章
」
字
説
：
①
鄭
佩
香
（
主
編
）『
中
国
的
印
章
』
大
衆
書
局 

一
九
九
二
年
六
月 

四

七
頁 

②
『
十
鐘
山
房
印
挙
選
』
上
海
書
画
出
版
社
編 

上
海
書
画
出
版
社 

一
九
九
一

年
九
月 

一
四
頁
参
照
。
③
『
常
熟
博
物
館
蔵
印
集
』 

銭
浚
・
呉
慧
虞 

人
民
美
術
出

版
社 

一
九
九
七
年
九
月 

一
頁
左
上
第
一
印
参
照 

６
３ 

「

」
字
説
：
①
『
古
璽
印
概
論
』
羅
福
頤 

文
物
出
版
社 

一
九
八
一
年
十
二
月 

四

七
頁 

②
『
図
説 

中
国
古
印
研
究
史
―
近
代
の
古
璽
研
究
の
発
展
』
羅
福
頤
（
著
）
北

川
博
邦
（
訳
） 

雄
山
閣 

一
九
八
五
年
四
月 

６
４ 

「
倝
」
字
説
：
①
何
琳
儀
『
戦
国
古
文
字
典
（
戦
国
文
字
声
系
）』
中
華
書
局 

一
九
八

九
年
九
月 

九
六
七
頁 

②
湯
餘
惠
（
主
編
）『
戦
国
文
字
編
』
福
建
人
民
出
版
社 

二

〇
〇
一
年
一
二
月 

四
六
四
頁 

③ 

王
寧
（
主
編
）
趙
学
清
（
著
）
『
戦
国
東
方
五
国

文
字
構
形
系
統
研
究
』（
漢
字
構
形
史
叢
書
） 

上
海
教
育
出
版
社 

二
〇
〇
五
年
十
月 

一
八
五
頁
番
号
：
一
二
三
七
参
照
。 

６
５ 

「
李
」
字
説
：『
燕
下
都
』
河
北
省
文
物
研
究
所 

河
北
省
文
物
出
版
社 

一
九
九
六
年 

八
月 
八
三
九
頁
、
八
四
一
頁 

６
６ 

「
索
」
字
説
：
黄
賓
虹
（
編
）『
黄
賓
虹
集
古
璽
印
存
』
西
泠
印
社
出
版
社 

二
〇
〇
九 
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年
七
月 

八
五
～
八
六
頁 

６
７ 
何
琳
儀
『
戦
国
古
文
字
典
（
戦
国
文
字
声
系
）』 

中
華
書
局 

一
九
八
九
年
九
月 

６
８ 
荘
新
興
『
戦
国
璽
印
分
域
編
』 

上
海
書
店
出
版
社 

二
〇
〇
一
年
十
月 

一
九
頁
番 

号
八
八
参
照
。 

６
９ 

『
戦
国
文
字
編
』
湯
餘
惠
（
主
編
） 

福
建
人
民
出
版
社 

二
〇
〇
一
年
一
二
月 

一 

二
九
頁
「
囂
」
字
参
照
。 

７
０ 

高
明
・
涂
白
奎
『
古
文
字
類
編
（
増
訂
本
）』 

上
海
古
籍
出
版
社 

二
〇
〇
八
年
八
月 

 

二
二
二
頁
「
囂
」
字
参
照
。 

７
１ 

『
燕
下
都
』
河
北
省
文
物
研
究
所 

河
北
省
文
物
出
版
社 

一
九
九
六
年
八
月 

八
三 

九
～
八
四
一
頁
参
照
。 

７
２ 

荘
新
興
『
戦
国
璽
印
分
域
編
』 
上
海
書
店
出
版
社 

二
〇
〇
一
年
十
月 

一
〇
頁 

７
３ 

荘
新
興
『
戦
国
璽
印
分
域
編
』 
上
海
書
店
出
版
社 

二
〇
〇
一
年
十
月 

一
〇
～
一 

一
頁
参
照 

７
４ 

荘
新
興
『
戦
国
璽
印
分
域
編
』 

上
海
書
店
出
版
社 

二
〇
〇
一
年
十
月 

一
一
～
一 

二
頁
参
照
。 

７
５ 

『
古
陶
文
彙
編
』
高
明
（
編
著
）
北
川
博
邦
（
翻
訳
） 

中
国
北
京
・
中
華
書
局+

日
本
・

東
方
書
店 

一
九
八
九
年
五
月 

図
版
番
号
：
四
・
二
と
四
・
四
と
四
・
五
参
照
。 

 

７
６ 

当
該
文
字
の
釈
読
は
研
究
者
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
㈠
「

」
①
西
川
寧
『
書
道

講
座
６
篆
刻
』 

二
玄
社 

一
九
七
三
年
二
月 

②
于
省
吾
『
双
剣
誃
古
器
物
図
録
』
中

華
書
局 

二
〇
〇
九
年
四
月 

㈡
「

 
(

爐)

」
①
石
志
廉
「
戦
国
古
璽
考
釋
十
種
」『
中

国
歴
史
博
物
館(

館
刊)

総
第
二
期
』
文
物
出
版
社 

一
九
八
〇
年
九
月 
②
湯
余
恵
「
略

論
戦
国
文
字
形
体
研
究
中
的
幾
個
問
題
」『
古
文
字
研
究
（
第
十
五
輯
）』
中
華
書
局 

一

九
八
六
年
六
月 

③
曹
錦
炎
『
古
璽
通
論
』
上
海
書
畫
出
版
社
一
九
九
六
年
三
月 

④
鄭

珉
中
『
璽
印
』(

故
宮
博
物
院
蔵
文
物
珍
品
大
系)

上
海
世
紀
出
版
有
限
公
司
・
上
海
科
学

技
術
出
版
社
・
商
務
印
書
館(

香
港)

有
限
公
司 

二
〇
〇
八
年
七
月 

⑤
駱
堅
群
『
方
寸

乾
坤
』
浙
江
古
籍
出
版
社 

二
〇
〇
九
年
十
一
月 

㈢
「

」
①
何
琳
儀
『
戦
国
文
字

通
論
』
中
華
書
局
一
九
八
九
年
四
月 

②
小
林
斗
盦
『
中
国
璽
印
類
編
』
二
玄
社
一
九
九

六
年
二
月 

『
篆
刻
全
集
１
中
国
〈
殷
～
戦
国
〉
古
鈢 

官
鈢
・
私
鈢
』
二
玄
社
二
〇
〇

一
年
四
月 

③
浙
江
古
籍
出
版
社
編
『
中
国
歴
代
篆
刻
集
粋
①
官
璽
・
私
璽
（
先
秦
）』

浙
江
古
籍
出
版
社 

二
〇
〇
七
年
五
月 

㈣
「
聖
（(

聲
・
聴)

）」
①
呉
振
武
「
釋
双
剣

誃
旧
蔵
燕
【
外
司
聖
鍴
】
璽
」『
于
省
吾
教
授
百
年
誕
辰
紀
念
文
集
』
吉
林
大
学
出
版
社 

一
九
九
六
年
九
月 

②(

総
主
編)

黄
惇(

主
編)

徐
暢
『
先
秦
印
風
』（
中
国
歴
代
印
風
系
列
）

                                        

                                        

                               

 

重
慶
出
版
社 

一
九
九
九
年
十
二
月 

③
董
珊
『
戦
国
題
銘
与
工
官
制
度
』
博
士
研
究
生

学
位
論
文 

二
〇
〇
二
年
五
月 

④
何
琳
儀
『
戦
国
文
字
通
論(

訂
補)

』
江
蘇
教
育
出
版

社 

二
〇
〇
三
年
一
月 

⑤
劉
正
成
（
主
編
）『
中
国
書
法
全
集
92
（
先
秦
璽
印
）』
栄

宝
斎 

二
〇
〇
三
年
二
月 

⑥
徐
暢
『
先
秦
璽
印
図
説
』
文
物
出
版
社 

二
〇
〇
九
年
一

月 

⑦
陳
光
田
『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』
岳
麓
書
社 

二
〇
〇
九
年
五
月 

㈤
「
鑄
」
周

曉
陸
『
二
十
世
紀
出
土
璽
印
集
成
』
中
華
書
局 

二
〇
一
〇
年
一
月 

７
７ 

①
羅
福
頤
氏
は
『
古
璽
彙
編
』
に
「

」
と
釈
読
し
て
い
る
。 

②
湯
餘
惠
氏
は
「

」

を
釈
読
し
て
、「
獻
」
字
と
読
ん
で
い
る
。
湯
餘
惠
「
略
論
戦
国
文
字
形
体
研
究
中
的
幾

個
問
題｣

『
古
文
字
研
究
』
第
一
五
輯
、
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
六
月 

五
三
頁
参
照
。」 

７
８
「

」
羅
福
頤
『
古
璽
彙
編
』
及
び
呉
振
武
『「
古
璽
彙
編
」
校
訂
』
に
同
じ
く
「

」 

字
と
釈
読
し
て
い
る
。 

７
９ 

羅
福
頤
『
古
璽
彙
編
』
に
「
虍
」
字
と
釈
読
し
て
い
る
。 

８
０ 

湯
余
惠
「
略
論
戦
国
文
字
形
体
研
究
中
的
幾
個
問
題
」『
古
文
字
研
究
』（
第
十
五
輯
） 

中
華
書
局
出
版 

一
九
八
六
年
六
月 

五
三
頁 

８
１ 

何
琳
儀
『
戦
国
古
文
字
典
（
戦
国
文
字
声
系
）』 

中
華
書
局 

一
九
八
九
年
九
月 

一 

二
〇
四
～
一
二
〇
五
頁 

８
２ 

湯
余
惠
「
略
論
戦
国
文
字
形
体
研
究
中
的
幾
個
問
題
」『
古
文
字
研
究
』（
第
十
五
輯
） 

中
華
書
局
出
版 

一
九
八
六
年
六
月 

五
三
頁 

８
３ 

陳
光
田
『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』 

岳
麓
書
社 

二
〇
〇
九
年
五
月 

一
二
〇
～
一
二 

一
及
び
一
二
七
頁 

８
４ 

羅
福
頤
『
古
璽
印
概
論
』 

文
物
出
版
社 

一
九
八
一
年
十
二
月 

四
七
頁 

８
５ 

劉
正
成
（
主
編
）『
中
国
書
法
全
集
』（
第
九
二
巻 

先
秦
璽
印
巻
） 

栄
宝
斎
出
版
社 

二
〇
〇
三
年
二
月 

一
四
二
頁
番
号
：
一
一
四
六
参
照 

８
６ 

『
天
津
市
芸
術
博
物
館
蔵
古
璽
印
選
』
天
津
市
芸
術
博
物
館
（
編
者
） 

文
物
出
版
社 

 

一
九
九
七
年
八
月 

三
二
頁 

８
７ 

『
天
津
博
物
館
蔵
璽
印
』（
天
津
博
物
館
精
品
系
列
図
集
） 

天
津
博
物
館
（
編
者
） 

文

物
出
版
社 

二
〇
一
三
年
十
一
月 

四
四
頁
璽
印
番
号
：
〇
四
〇
参
照
。 

８
８ 

劉
釗
『
古
文
字
構
形
学
』
福
建
人
民
出
版
社 

二
〇
〇
六
年
一
月 

二
三
頁 

８
９ 
文
献
の
出
典
が
二
つ
あ
る
。
①
「
燕
之
水
萃
下
而
弱
、
沈
滞
而
雑
、
故
其
民
愚
戇
而
好

貞
、
軽
疾
而
易
死
。」『
管
子
・
水
地
』
②
「
其
俗
愚
悍
少
慮
、
軽
薄
無
威
、
亦
有
所
長
、

敢
于
急
人
、
燕
丹
遺
風
也
。」『
漢
書
・
地
理
志
下
』 

９
０ 

「
明
」
董
説
（
原
著
）
繆
文
遠
（
訂
補
）『
七
国
考
訂
補
』
上
海
古
籍
出
版
社 

一
九
八 
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七
年
四
月 

９
１ 
『
戦
国
制
度
通
考
』
繆
文
遠 

巴
蜀
書
社 

一
九
八
九
年
九
月 

二
三
〇
～
二
四
〇
頁 

９
２ 
『
考
古
文
博
研
究
』（
首
都
師
範
大
学
学
報
社
会
科
学
版
）
二
〇
〇
七
年
第
六
期
（
総
第

一
七
九
期
）
三
四
～
三
七
頁
、
后
曉
栄
・
陳
曉
飛
両
氏
の
論
文
「
考
古
出
土
文
物
所
見
燕

国
地
名
考
」
参
照 

９
３ 

左
言
東
『
先
秦
職
官
表
』 

商
務
印
書
館 

一
九
九
四
年
七
月 

三
六
一
～
三
六
五
頁 

９
４ 

何
琳
儀
・
馮
勝
君
「
燕
璽
簡
述
」『
北
京
文
博
』 

一
九
九
六
年
第
三
期 

一
四
～
二
〇 

 

 
 

頁 

９
５ 

湯
余
惠
「
略
論
戦
国
文
字
形
体
研
究
中
的
幾
個
問
題
」『
古
文
字
研
究
』（
第
十
五
輯
） 

中
華
書
局
出
版 

一
九
八
六
年
六
月 

六
五
頁
附
録(

一)

〇
〇
一
〇
及
び
〇
一
五
九
参

照
。 

９
６ 

「
従
曾
姫
无
䘏
壺
銘
文
談
楚
滅
曾
的
年
代
」
李
家
浩 

『
文
史
』（
第
三
十
三
輯
） 

中

華
書
局
編
輯
部
編 

中
華
書
局
出
版 
一
九
九
〇
年
十
月 

一
七
頁
注
⑥
参
照
。 

９
７ 

陳
光
田
『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』 

岳
麓
書
社 

二
〇
〇
九
年
五
月 

八
五
頁 

９
８ 

王
寧
（
主
編
）
趙
学
清
（
著
）『
戦
国
東
方
五
国
文
字
構
形
系
統
研
究
』（
漢
字
構
形
史

叢
書
） 

上
海
教
育
出
版
社 

二
〇
〇
五
年
十
月 
一
八
〇
頁 

９
９ 

何
琳
儀
・
馮
勝
君
「
燕
璽
簡
述
」『
北
京
文
博
』 

一
九
九
六
年
第
三
期 

一
四
～
二
〇 

 
 

頁 

１
０
０ 

荘
新
興
『
戦
国
璽
印
分
域
編
』 

上
海
書
店
出
版
社 

二
〇
〇
一
年
十
月 

三
頁
編
号 

三
参
照 

１
０
１ 

高
明
『
中
国
古
文
字
学
通
論
』 

北
京
大
学
出
版
社 

一
九
九
六
年
六
月 

四
六
九
頁 

１
０
２ 

小
林
斗
盦
『
中
国
璽
印
類
編
』 

二
玄
社 

一
九
九
六
年
一
月 

一
九
六
頁 

１
０
３ 

后
暁
栄
・
陳
暁
飛
「
考
古
出
土
文
物
所
見
燕
国
地
名
考
」 

『
考
古
文
博
研
究
』（
首

都
師
範
大
学
学
報
社
会
科
学
版
）
二
〇
〇
七
年
第
六
期 

三
四
～
三
五
頁 

１
０
４ 

曾
紹
杰
『
鈢
印
精
選
（
上
）』 

内
政
部
台
内
製
字
第
一
五
六
号 

一
九
八
六
年
十
二 

月 

九
頁
と
一
三
頁 

１
０
５ 

『
書
法
篆
刻
編
七 

璽
印
篆
刻
』
（
中
国
美
術
全
集
） 

方
去
疾
（
主
編
） 

上
海
書

画
出
版
社
・
上
海
人
民
美
術
出
版
社 

一
九
八
九
年
五
月 

六
頁
李
懐
軍
氏
の
印
文

釈
読
参
照 

１
０
６ 

高
明
『
中
国
古
文
字
学
通
論
』 

北
京
大
学
出
版
社 

一
九
九
六
年 

四
六
九
頁 

１
０
７ 

範
祥
雍
『
古
本
竹
書
紀
年
輯
校
訂
補
』 

新
知
識
出
版
社 

一
九
五
六
年
七
月 

六
一 

頁
に
拠
る
。 

                                        

                                        

                               

 

１
０
８ 

高
明
『
中
国
古
文
字
学
通
論
』 

北
京
大
学
出
版
社 

一
九
九
六
年 

四
六
九
頁 

１
０
９ 

羅
福
頤
『
故
宮
博
物
院
蔵
古
璽
印
選
』
文
物
出
版
社 

一
九
八
二
年
十
二
月 

一
頁
編 

号
三
の
璽
印
参
照 

１
１
０ 

葉
其
峰
氏
の
著
で
あ
る
『
古
璽
印
与
古
璽
印
鑑
定
』（
文
物
出
版
社 

一
九
九
七
年
十

月 

八
七
頁
）
に
未
釈
文
字
と
し
て
収
録
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
氏
の
「
戦
国
官

璽
的
国
別
及
有
関
問
題
」（『
古
代
銘
刻
論
叢
』 

文
物
出
版
社 

二
〇
一
二
年
一
二

月 

二
三
頁
）
に
は
「
万
」
と
釈
読
し
て
い
る
。 

１
１
１ 

曾
紹
杰
『
鈢
印
精
選
（
上
）』 

内
政
部
台
内
製
字
第
一
五
六
号 

一
九
八
六
年
十
二 

月 

一
三
頁
右
下
の
璽
印
参
照 

１
１
２ 

施
謝
杰
『
古
璽
彙
考
』（
安
徽
大
学
博
士
学
位
論
文
） 

二
〇
〇
六
年
六
月 

七
六
頁 

１
１
３ 

湯
餘
惠
「
略
論
戦
国
文
字
形
体
研
究
中
的
幾
個
問
題
」『
古
文
字
研
究
』
（
第
十
五
輯
） 

中
華
書
局
出
版
社 

一
九
八
六
年
六
月 

六
五
頁 

１
１
４

『「
古
璽
文
編
」
校
訂
』
呉
振
武 

人
民
美
術
出
版
社 

二
〇
一
一
年
十
一
月 

 

１
１
５ 

王
恩
田
『
陶
文
図
録
』 

斉
魯
書
社 

二
〇
〇
六
年
六
月 

一
七
二
九
頁 

１
１
６ 

徐
暢
「
先
秦
璽
印
攷
釈
発
微
」『
印
学
研
究
』（
二
〇
一
四
古
璽
印
研
究
専
輯
）
山
東
博

物
館
（
編
）
呂
金
成
（
主
編
） 

文
物
出
版
社 

二
〇
一
四
年
三
月 

八
頁 

１
１
７ 

王
恩
田
『
陶
文
図
録
』 

斉
魯
書
社 

二
〇
〇
六
年
六
月 

一
七
二
九
頁 

番
号
：
四
・

二
一
一
・
一
参
照
。 

１
１
８ 

董
珊
『
戦
国
題
銘
与
工
官
制
度
』 

北
京
大
学
博
士
研
究
生
学
位
論
文 

二
〇
〇
二
年

五
月 

１
１
９ 

繆
文
遠
『
戦
国
制
度
通
考
』 

巴
蜀
書
社 

一
九
八
九
年
九
月 

二
三
四
頁 

１
２
０ 

后
暁
栄
・
陳
暁
飛
「
考
古
出
土
文
物
所
見
燕
国
地
名
考
」 

『
考
古
文
博
研
究
』（
首

都
師
範
大
学
学
報
社
会
科
学
版
）
二
〇
〇
七
年
第
六
期 

三
五
頁 

１
２
１ 

施
謝
杰
『
古
璽
彙
考
』（
安
徽
大
学
博
士
学
位
論
文
） 

二
〇
〇
六
年
六
月 

八
八
頁 

１
２
２ 

繆
文
遠
『
戦
国
制
度
通
考
』 

巴
蜀
書
社 

一
九
八
九
年
九
月 

二
三
三
頁 

１
２
３ 

「
戦
国
文
字
中
的
市
」
裘
錫
圭
『
考
古
学
報
』（
一
九
八
〇
年
第
三
期
） 

科
学
出
版

社 

一
九
八
〇
年
七
月 

 
１
２
４ 

何
琳
儀
『
戦
国
古
文
字
典
（
戦
国
文
字
声
系
）』 

中
華
書
局 

一
九
八
九
年
九
月 

六

一
四
頁 

１
２
５ 

董
珊
『
戦
国
題
銘
与
工
官
制
度
』 

北
京
大
学
博
士
研
究
生
学
位
論
文 

二
〇
〇
二
年

五
月 
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１
２
６ 

高
亨
（
纂
著
）
董
治
安
（
整
理
）
『
古
文
字
通
仮
会
典
』 

斉
魯
書
社
出
版
発
行 

一

九
九
七
年
七
月 

二
二
頁 

１
２
７
『
戦
国
古
文
字
典(

戦
国
文
字
声
系)

』
何
琳
儀
著 

中
華
書
局 

二
〇
〇
七
年
五
月 

第

七
二
七
頁 

１
２
８ 

施
謝
捷
『
古
璽
彙
考
』 

(

安
徽
大
学
博
士
学
位
論
文)  

二
〇
〇
六
年
五
月 

九
〇
頁 

１
２
９ 

範
祥
雍
『
古
本
竹
書
紀
年
輯
校
訂
補
』 

新
知
識
出
版
社 

一
九
五
六
年
七
月 

七
七

頁
に
拠
る
。 

１
３
０ 

繆
文
遠
『
戦
国
制
度
通
考
』 

巴
蜀
書
社 

一
九
八
九
年
九
月 

二
三
三
頁 

１
３
１ 

「
所
謂
〈
夏
虚
都
〉
三
璽
与
夏
都
問
題
」
黄
盛
璋
『
中
原
文
物
』
一
九
八
〇
年
九
月 

一
～

三
頁 

１
３
２ 

範
祥
雍
『
古
本
竹
書
紀
年
輯
校
訂
補
』 

新
知
識
出
版
社 

一
九
五
六
年
七
月 

七
五

頁
に
拠
る
。 

１
３
３ 

后
暁
栄
・
陳
暁
飛
「
考
古
出
土
文
物
所
見
燕
国
地
名
考
」 

『
考
古
文
博
研
究
』（
首

都
師
範
大
学
学
報
社
会
科
学
版
）
二
〇
〇
七
年
第
六
期 

三
五
頁 

１
３
４ 

『
古
璽
彙
考
』
施
謝
捷
著 

(

安
徽
大
学
博
士
学
位
論
文)  

二
〇
〇
六
年
五
月 

八
一 

 
 

 
 
 

頁 

１
３
５ 

『
七
国
考
訂
補
』「
明
」
董
説
（
著
）
繆
文
遠
（
訂
補
）
上
海
古
籍
出
版
社 

一
九
八

七
年
四
月 

三
〇
八
頁
に
拠
る
。 

１
３
６ 

裘
錫
圭
「
戦
国
文
字
中
的
〈
市
〉
」
『
考
古
学
報
』（
一
九
八
〇
年
第
三
期
） 

科
学
出

版
社 

一
九
八
〇
年
七
月 

二
八
五
～
二
九
六
頁 

１
３
７ 

何
琳
儀
・
馮
勝
君
「
燕
璽
簡
述
」
『
北
京
文
博
』 

一
九
九
六
年
第
三
期 

一
四
～
二

〇
頁
参
照
。 

１
３
８ 

拙
稿
「
燕
国
長
細
形
一
璽
印
の
釈
読
」『
書
道
学
論
集
（
11
）』（
大
東
文
化
大
学
大
学

院
書
道
学
専
攻
院
生
会
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
六
九
～
七
八
参
照 

１
３
９ 

徐
連
達
『
中
国
歴
代
官
制
大
詞
典
』
広
東
教
育
出
版
社 

二
〇
〇
九
年
八
月 

四
〇
三

頁
「
司
徒
」
参
照 

１
４
０ 

「
天
津
市
武
清
県
蘭
城
遺
址
的
鑚
探
与
試
掘
」
天
津
市
歴
史
博
物
館
考
古
部 

『
考
古
』

二
〇
〇
一
年
第
九
期
（
総
四
〇
八
期
）
二
〇
〇
一
年
九
月 

四
五
頁
（
総
第
八
一
七

頁
）
参
照 

１
４
１ 

河
北
省
文
物
管
理
処
「
燕
下
都
第
二
三
号
遺
址
出
土
一
批
銅
戈
」『
文
物
』
文
物
出
版

社
一
九
八
二
年
第
八
号
四
四
頁 

１
４
２ 

于
省
吾
『
古
骨
文
字
釈
林
』
中
華
書
局 

一
九
七
九
年 

一
七
頁 

                                        

                                        

                               

 

１
４
３ 

呉
振
武
「
戦
国
璽
印
中
所
見
的
監
官
」『
中
国
古
文
字
研
究
』
第
一
輯 

吉
林
大
学
古

文
字
研
究
室
編 

吉
林
大
学
出
版
社
出
版 

一
九
九
九
年
六
月 

一
一
八
頁 

１
４
４ 

『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
一
二
五
「
襄
平
右
丞
」
参
照 

１
４
５ 

徐
連
達
『
中
国
歴
代
官
制
大
詞
典
』
広
東
教
育
出
版
社 

二
〇
〇
九
年
八
月 

四
〇
〇

頁
「
司
空
」
参
照
。 

１
４
６ 

左
言
東
『
先
秦
職
官
表
』 

商
務
印
書
館 

一
九
九
四
年
七
月 

三
六
三
頁
「
陶
尹
」

「
陶
工
」
参
照
。 

１
４
７ 

陳
光
田
『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』 

岳
麓
書
社 

二
〇
〇
九
年
五
月 

 

１
４
８ 

陳
光
田
「
戦
国
璽
印
中
所
見
古
代
複
姓
及
其
源
流
考
」『
河
南
師
範
大
学
学
報
（
哲
学

社
会
科
学
版
）』
第
三
五
巻
第
二
期 

二
〇
〇
八
年
三
月 

一
四
〇
～
一
四
四
頁 

１
４
９ 

呉
振
武
「
古
璽
姓
氏
考
（
複
姓
十
五
篇
）」『
出
土
文
献
研
究
』（
第
三
輯
） 

胡
厚
宣

（
等
著
） 

中
華
書
局 

一
九
九
八
年
十
月 

七
四
～
八
八
頁 

１
５
０ 

湯
餘
惠
「
略
論
戦
国
文
字
形
体
研
究
中
的
幾
個
問
題｣

『
古
文
字
研
究
』
第
一
五
輯
、

中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
六
月 

八
一
頁 

番
号
：
〇
六
四
五
参
照 

１
５
１ 

①
『
古
璽
彙
編
』
故
宮
博
物
院
編 

羅
福
頤
主
編 

文
物
出
版
社 

一
九
八
一
年
十
二

月 

三
七
七
頁
参
照
。
②
『
故
宮
博
物
院
蔵
古
璽
印
選
』
羅
福
頤 

文
物
出
版
社 

一

九
八
二
年
十
二
月 

五
頁
璽
印
番
号
：
一
九
二
参
照
。 

１
５
２ 

呉
振
武
『「
古
璽
文
編
」
校
訂
』
人
民
美
術
出
版
社 

二
〇
一
一
年
十
一
月 

三
七
七

頁
四
一
一
〇
～
四
一
二
一
参
照
。 

１
５
３ 

葉
其
峰
『
古
代
銘
刻
論
叢
』
文
物
出
版
社 

二
〇
一
二
年
十
月 

七
四
頁 

１
５
４ 

陳
光
田
『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』 

岳
麓
書
社 

二
〇
〇
九
年
五
月 

一
二
六
頁 

１
５
５ 

荘
新
興
『
戦
国
璽
印
分
域
編
』 

上
海
書
店
出
版
社 

二
〇
〇
一
年
十
月 

八
八
～
九

〇
頁 

１
５
６ 

董
珊
『
戦
国
題
銘
与
工
官
制
度
』
北
京
大
学
博
士
研
究
生
学
位
論
文 

二
〇
〇
二
年
五 

 
 

 
 
 

月 

１
５
７ 

呉
振
武
①
「
古
璽
合
文
考
（
十
八
篇
）」『
古
文
字
研
究
』
第
十
七
輯 

中
華
書
局 

一

九
八
九
年 

第
二
六
八
頁 

②
『「
古
璽
文
編
」
校
訂
』
人
民
美
術
出
版
社 

二
〇
一

一
年
十
一
月 

五
一
四
頁
璽
印
番
号
三
二
七
四
参
照
。 

 
１
５
８ 
重
澤
俊
郎
『
左
伝
人
名
地
名
索
引
』 

廣
文
書
局 

一
九
九
九
年
二
月 

四
五
頁 

１
５
９ 
「
山
東
鄒
城
市
発
見
四
枚
古
代
銅
印
」
鄭
建
芳
『
考
古
』
一
九
九
八
年
第
一
二
期 

八

七
頁 

１
６
０ 

「
関
于
鄒
城
発
見
的
古
代
銅
印
」
呉
紅
松
『
考
古
』
二
〇
〇
五
年
第
八
期 

九
六
頁 
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１
６
１ 

王
人
聡
「
印
学
五
題
」『
中
国
古
璽
印
学
国
際
研
討
会
論
文
集
』
王
人
聡
・
游
学
華 

香

港
中
文
大
学
文
物
館 

二
〇
〇
〇
年
三
月 

七
頁 

１
６
２ 
陳
光
田
『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』 

岳
麓
書
社 

二
〇
〇
九
年
五
月 

八
八
頁 

１
６
３ 

『
湖
南
古
代
璽
印
』
陳
松
長 

上
海
辞
書
出
版
社 

二
〇
〇
四
年
十
二
月 

二
四
〇
頁 

１
６
４ 

関
于
鄒
城
発
見
的
古
代
銅
印
」
呉
紅
松
『
考
古
』
二
〇
〇
五
年
第
八
期 

九
六
頁 

１
６
５ 

王
人
聡
「
印
学
五
題
」『
中
国
古
璽
印
学
国
際
研
討
会
論
文
集
』
王
人
聡
・
游
学
華 

香

港
中
文
大
学
文
物
館 

二
〇
〇
〇
年
三
月 

八
頁 

１
６
６ 

陳
根
遠
「
古
璽
弁
偽
」『
芸
術
与
投
資
』
二
〇
〇
六
年
第
四
期 

内
蒙
古
日
報
社
主
辦 

二
〇
〇
六
年
四
月 
七
七
～
七
八
頁
参
照
。 

１
６
７ 

「
山
東
鄒
城
市
発
見
四
枚
古
代
銅
印
」
鄭
建
芳
『
考
古
』
一
九
九
八
年
第
一
二
期 

八

七
頁 

１
６
８ 

『
湖
南
古
代
璽
印
』
陳
松
長 

上
海
辞
書
出
版
社 

二
〇
〇
四
年
十
二
月 

二
四
二
頁 

１
６
９ 

羅
福
頤
『
故
宮
博
物
院
蔵
古
璽
印
選
』
文
物
出
版
社 

一
九
八
二
年
十
二
月 

二
頁
九

番
参
照
。 

１
７
０ 

『
書
道
全
集
』（
第
廿
七
巻
）
下
中
彌
三
郎(
編
輯
兼
発
行
者)  

平
凡
社 

一
九
三
二

年
四
月 

三
頁
及
び
二
三
頁 

１
７
１ 

小
林
斗
盦
著
『
中
国
璽
印
類
編
』
（
二
玄
社
、
一
九
九
六
年
二
月
）
四
三
八
頁 

１
７
２ 

第
二
章
及
び
拙
稿
「
燕
国
璽
印
研
究
―
長
細
形
璽
印
の
印
文
中
の
〈
鍴
〉
を
中
心
に
―
」

『
書
学
書
道
史
研
究
㉕
』
第
二
十
五
号 

書
学
書
道
史
学
会
（
編
集
）
二
〇
一
五
年

十
月 

参
照 

１
７
３ 

『
鈢
印
精
選
』
曾
紹
杰
（
編
釈
） 

内
政
部
台
内
製
字
第
一
五
六
号 
一
九
八
六
年
十

二
月 

十
頁
右
中
。 

１
７
４ 

『
天
津
市
芸
術
博
物
館
蔵
古
璽
印
選
』
天
津
市
芸
術
博
物
館
（
編
者
） 

文
物
出
版
社 

一
九
九
七
年
八
月 
 

１
７
５ 

陳
光
田
『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』 

岳
麓
書
社 

二
〇
〇
九
年
五
月 

八
八
頁 

１
７
６ 

林
文
彦
「
古
璽
掇
遺
」『
台
湾
芸
術
大
学
書
画
芸
術
学
刊
』
二
〇
〇
六
年 

一
九
～
二

〇
頁 

１
７
７ 

『
書
道
全
集
』（
第
廿
七
巻
）
下
中
彌
三
郎(

編
輯
兼
発
行
者)

平
凡
社 

一
九
三
二
年

四
月 

三
一
頁 

１
７
８ 

『
不
手
不
止
』（
第
十
号 

特
集
＝
秦
漢
古
璽
印
選
）
浦
野
俊
則
・
小
野
寺
啓
治
・
小

木
良
一
・
西
林
昭
一 

不
手
非
止
刊
行
会 

一
九
八
四
年
六
月 

三
頁 

                                        

                                        

                               

 

１
７
９ 

『
鈢
印
精
選
』
曾
紹
杰
（
編
釈
） 

内
政
部
台
内
製
字
第
一
五
六
号 

一
九
八
六
年
十

二
月 

九
頁
右
上
。 

１
８
０ 

王
恩
田
『
陶
文
図
録
』
斉
魯
書
社 

二
〇
〇
六
年
六
月 

第
四
巻
番
号
：
四
・
四
・
一

と
四
・
七
・
一
参
照
。 

１
８
１ 

『
古
璽
印
概
論
』
羅
福
頤 

文
物
出
版
社 

一
九
八
一
年
十
二
月 

一
二
五
頁 

１
８
２ 

『
古
璽
彙
編
』
故
宮
博
物
院
編 

羅
福
頤
主
編 

文
物
出
版
社 

一
九
八
一
年
十
二
月 

番
号
：
〇
一
九
二
参
照
。 

１
８
３ 

『
中
国
璽
印
篆
刻
全
集
（
璽
印
上
）』
中
国
璽
印
篆
刻
全
集
編
輯
委
員
会(

編)  

荘
新

興
・
茅
子
良
（
本
巻
主
編
） 

上
海
書
画
出
版
社 

一
九
九
九
年
十
一
月 

五
頁
璽

印
番
号
：
三
七 

１
８
４ 

『
古
璽
印
収
蔵
与
鑑
賞
』
鄧
京 

中
国
書
店 

二
〇
一
三
年
二
月 

一
五
～
一
六
頁 

１
８
５ 

『
古
璽
印
概
論
』
羅
福
頤 

文
物
出
版
社 

一
九
八
一
年
十
二
月 

一
二
五
頁 

１
８
６ 

王
恩
田
『
陶
文
図
録
』
斉
魯
書
社 

二
〇
〇
六
年
六
月 

第
四
巻
番
号
：
四
・
二
一
一
・

四
参
照
。 

１
８
７ 

田
煒
『
古
璽
探
研
』
華
東
師
範
大
学
出
版
社 

二
〇
一
〇
年
五
月 

九
八
頁
番
号
：
六

六
参
照
。 

１
８
８ 

『
歴
代
印
匋
封
泥
印
風
』（
中
国
歴
代
印
風
系
列
）
黄
惇
（
総
主
編
）
傅
嘉
義
（
本
巻

主
編
） 

重
慶
出
版
社 

一
九
九
九
年
十
二
月 

六
九
頁 

１
８
９ 

『
于
省
吾
教
授
誕
辰
一
百
周
年
記
念
文
集
』
吉
林
大
学
出
版
社 

一
九
九
六
年
九
月 

一
六
二
～
一
六
五
頁 

１
９
０ 

于
省
吾
『
雙
劍
誃
古
器
物
図
録
』
中
華
書
局
出
版
社 

二
〇
〇
九
年
四
月 

一
三
五
頁

図
版
参
照
。 

１
９
１ 

石
志
廉
「
戰
國
古
璽
考
釋
十
種
」(

中
國
歷
史
博
物
館
館
刊 

一
九
八
〇
年
總
第
二
期

所
収) 

１
９
２ 

拙
稿
「
燕
国
長
細
形
一
璽
印
の
釈
読
」『
書
道
学
論
集
（
11
）』（
大
東
文
化
大
学
大
学

院
書
道
学
専
攻
院
生
会
、
二
〇
一
四
年
三
月
） 

四
～
五
頁 

１
９
３ 

施
謝
捷
『
古
璽
彙
考
』 

(

安
徽
大
学
博
士
学
位
論
文)  

二
〇
〇
六
年
五
月 

一
八
四

頁 
１
９
４ 
田
煒
「
戦
国
古
璽
所
見
官
名
研
究
三
則
」『
中
山
大
学
学
報
（
社
会
科
学
版
）』
二
〇
一

〇
年
第
五
期
第
五
〇
巻
（
総
二
二
七
期
） 

六
六
～
六
七
頁
。 

javascript:DisplayWindow('/opac/opac_details.cgi?lang=0&amode=11&place=&bibid=2060201726&key=B137837988912550&start=1&srmode=0&srmode=0','1');
javascript:DisplayWindow('/opac/opac_details.cgi?lang=0&amode=11&place=&bibid=2060201726&key=B137837988912550&start=1&srmode=0&srmode=0','1');


88 

 

第
二
章 

長
細
形
璽
印
の
印
文
中
の
「
鍴
」
を
中
心
に 

  

は
じ
め
に 

第
一
節 

長
細
形
璽
印
の
保
存
現
状
及
び
印
文
字
の
釈
読
に
つ
い
て 

第
二
節 

燕
国
長
細
形
陶
文
印
跡
に
お
け
る
考
察 

第
三
節 

「
鍴
」
に
お
け
る
考
察 

第
四
節 

長
細
形
璽
印
の
用
途
上
の
考
察 

お
わ
り
に 

  

は
じ
め
に 

今
ま
で
の
出
土
文
物
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
長
細
形
璽
印
は
戦
国
の
燕
国
に
し

か
な
い
特
別
な
存
在
で
、
同
時
期
の
他
国
に
似
る
も
の
も
な
い
。
材
料
は
す
べ

て
銅
で
作
ら
れ
て
い
る
。
種
類
の
豊
富
な
燕
国
璽
印
に
陰
文
と
陽
文
が
共
存
す

る
中
、
こ
の
長
細
形
璽
印
に
は
、
た
だ
陽
文
し
か
存
在
し
な
い
。
加
え
て
長
い

柄(

印
体)

と
印
体
の
側
に
鼻
鈕
が
付
い
て
い
る
の
も
同
世
代
璽
印
と
異
な
る
特

徴
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
長
細
形
璽
印
に
は
印
文
の
末
字
に
「
鍴
」
字
が
使
わ

れ
る
が
、
同
国
の
他
の
璽
印
に
は
「
鍴
」
字
は
使
わ
れ
ず
、
戦
国
時
代
の
他
国

に
も
見
え
な
い
。
故
に
、
今
ま
で
の
古
璽
印
研
究
界
、
篆
刻
界
及
び
考
古
学
界

で
は
、
こ
の
燕
地
特
有
の
長
細
形
璽
印
を
「
鍴
」
と
名
付
け
、
古
璽
印
断
代
を

行
う
際
の
燕
璽
の
典
型
的
特
徴
の
一
つ
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、「
鍴
」
に
対
す

る
こ
の
認
識
は
正
し
く
な
い
。 

「
鍴
」
字
が
付
く
こ
れ
ら
燕
国
長
細
形
璽
印
の
印
面
と
同
時
期
の
燕
地
出
土
陶

器
残
片
中
に
は
、
こ
の
長
細
形
璽
印
と
同
形
が
認
め
ら
れ
る
ほ
か
、「
鍴
」
字
の

あ
る
陶
片
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
こ
れ
ら
燕
地
出
土
陶
文
上
の

印
跡
や
完
器
の
陶
器
を
参
照
し
つ
つ
、
出
土
資
料
や
文
献
、
ま
た
先
学
の
研
究

結
果
を
参
考
に
、「
鍴
」
字
が
付
く
燕
国
長
細
形
璽
印
を
検
討
し
、
従
来
行
わ
れ

て
き
た
〈
鍴
＝
璽
印
〉
の
認
識
が
実
態
と
一
致
し
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
「
鍴
」
の
実
態
は
璽
印
で
な
く
、「
鍴
」
字
付
き
の
燕
国
長
細
形
璽

印
を
押
す
対
象
の
器
物
こ
そ
が
「
鍴
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 

一 

長
細
形
璽
印
の
保
存
現
状
及
び
印
文
字
の
釈
読
に
つ
い
て 

  

本
節
で
は
、
「
鍴
」
字
及
び
「

」
字
が
付
い
て
い
る
燕
国
長
細
形
璽
印
を
中

心
に
、
類
似
の
燕
璽
を
一
括
し
、
古
文
献
や
近
現
代
の
研
究
結
果
を
利
用
し
て
、

可
能
な
限
り
各
印
に
関
す
る
情
報
を
提
示
す
る
。
ま
た
、
先
学
の
研
究
成
果
を

踏
ま
え
、
印
文
を
私
の
立
場
か
ら
釈
読
し
、
研
究
結
果
を
提
出
す
る
。 

燕
国
長
細
形
璽
印
は
、
特
別
な
形
（
柄
付
き
）
と
印
文
（
全
て
陽
文
）
に
特
徴

が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
燕
国
の
烙
馬
印
、
楚
国
の
印
子
金
用
印
が
参
考
に
な
る
。

結
論
か
ら
い
え
ば
、
燕
国
長
細
形
璽
印
は
「
鍴
」
と
い
う
量
器
、
祭
器
、
酒
器

の
た
め
に
生
ま
れ
て
来
た
専
用
印
の
一
種
で
あ
り
、
同
国
の
一
般
的
な
官
印
と

は
用
途
に
違
い
が
あ
り
、
特
別
な
存
在
で
あ
る
。
特
別
な
形
制
特
徴
を
持
つ
璽

印
は
、
特
別
な
用
途
が
あ
る
と
の
立
場
か
ら
本
論
文
を
展
開
す
る
。 

◇
長
細
形
璽
印
十
六
件
◇ 

管
見
に
係
る
、「
鍴
」
字
が
付
い
て
い
る
燕
国
長
細
形
璽
印
は
次
の
十
二
件
で
あ
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る
（
左
表
参
照
）。 

①
【
東
易
□
澤
王

鍴
】
（
図
一
）
「
易
」：
古
文
字
に
は
「
昜
」
と
「
易
」 

の
混
用
が
あ
る
。
１

字
形
か
ら
「
昜
」
と
も
隷
定
す
る
が
、
こ
こ
は
「
易
」
と
考

え
て
い
る
。
燕
国
は
臨
易
を
都
と
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、「
易
」
は
燕
国
の
別

称
で
あ
る
。
魏
国
は
「
梁
」、
趙
国
は
「
邯
鄲
」、
韓
国
は
「
鄭
」
と
称
す
る
よ

う
に
、
燕
国
は
「
易
」
と
称
し
、
都
名
を
以
て
国
名
の
略
称
と
成
し
て
い
る
。
２

「
易
」
を
用
い
る
も
の
は
、

『
古
璽
彙
編
』
に
収
録
す
る

燕
璽
に
（
図
〇
〇
五
一
、
〇

〇
六
〇
、
〇
一
九
二
、
〇
一

五
八
、
〇
一
八
八
、
〇
一
八

九
、
〇
三
六
二
、
〇
三
六
四
、

〇
三
六
九
、
五
五
六
二
）
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
燕
国
の
古

銭
に
「
左
易
」、「
外
易
」
が

あ
る
。「
□
澤
」：
地
名
で
あ

る
こ
と
は
、
研
究
者
ら
の
認

め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ

の
「
王

」
の
「
王
」
は
燕

国
君
を
指
す
。
ま
た
「

」

字
は
、
私
は
動
詞
の
詞
性
を

持
つ
と
考
え
て
い
る
。
３

即

ち
王
の
名
義
で 

造
っ
た
器
物
、
最
高
の
監
督

官
は
王
の
意
味
と
考
え
る
。

印
文
の
意
味
は
、「
東
易（
燕
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地
）
の
「
□
澤
」
と
い
う
地
方
で
、
王
の
名
義
の
下
に
生
産
し
た
鍴
」
で
あ
り
、

鍴
の
製
造
地
（
産
地
）
を
表
す
用
印
で
あ
る
。 

②
【
安
易
都
鍴
】（
図
二
）
何
琳
儀
氏
は
一
番
目
の
文
字
を
「
安
」
と
釈
読
す
る
。

氏
の
結
論
に
よ
れ
ば
、
燕
国
の
安
陽
は
今
の
河
北
省
完
県
に
在
る
。
４

「
易
」
字

は
燕
璽
に
頻
出
し
（
「
東
易
□
澤
王

鍴
」
の
易
字
参
照
）
、
「
安
易
都
鍴
」
の

長
細
形
璽
印
は
、
鍴
（
陶
器
）
に
印
痕
を
つ
け
て
、
名
義
上
の
責
任
所
有
及
び

製
造
の
監
督
機
関
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。 

③
【
洀
□
山
金
貞
鍴
】（
図
三
）「
洀
□
山
」：
地
名
で
あ
る
こ
と
の
考
証
は
、
学

者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
「
金
」
：
鐘
鼎
文
を
金
文
と
言
う
と

お
り
銅
器
の
通
称
で
あ
る
。
も
し
か
す
る
と
、
戦
国
時
代
の
燕
国
で
は
、
陶
製

は
、
酒
器
や
祭
器
、
礼
器
な
ど
あ
ら
ゆ
る
器
形
に
及
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
ま
だ
出
土
例
が
な
い
が
、
戦
国
時
代
の
燕
国
に
は
銅
製
の
鍴
が
あ
っ
た

と
考
え
て
い
る
。
陶
製
の
鍴
は
そ
の
銅
製
の
代
わ
り
に
用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、

燕
地
出
土
の
種
類
の
豊
富
な
陶
製
品
は
そ
の
よ
い
参
考
に
な
る
。
私
は
「
金
」

字
は
、
銅
製
鍴
の
代
用
品
で
あ
る
陶
製
鍴
を
指
す
と
思
っ
て
い
る
。「
貞
」：「
正
・

定
」
の
意
味
で
あ
る
。『
周
易
正
義
』
に
「
貞
、
正
也
。」『
釈
名
』
に
「
貞
、
定

也
。
精
定
不
動
惑
也
。」
『
周
礼
・
春
官
・
小
宗
伯
』
に
「
若
国
大
貞
、
則
奉
玉

帛
以
詔
号
。
」『
礼
記
・
文
王
世
子
』
に
「
万
国
以
貞
」『
周
礼
・
大
祝
』
に
「
大

祝
掌
六
祝
之
辭
、
以
事
鬼
神
示
、
祈
福
祥
、
求
永
貞
。
」
が
あ
る
。「
洀
□
山(
地

名)

金(

銅)

貞(

正
・
定)

鍴(

陶
器)

」
は
即
ち
「
洀
□
山
」
（
地
名
）
で
製
造
さ

れ
た
鍴
（
陶
器
）
に
押
す
印
で
あ
る
。
産
地
を
表
し
た
と
考
え
る
。
「
正
・
定
」

は
鍴
の
用
途
、
す
な
わ
ち
鍴
は
量
器
を
表
す
と
推
定
さ
れ
る
。 

④
【
易
文
攴
鍴
】（
図
四
）「
易
」：
燕
国
の
別
称
で
あ
り
、
行
政
級
別
は
、「
都
」

と
「
里
」
の
上
で
あ
る
。「
文
」：
燕
国
に
は
文
安
都
が
あ
る
。
５

文
安
は
地
名
で

あ
り
、
今
は
河
北
省
の
境
内
、
戦
国
時
代
は
燕
国
に
属
し
て
い
る
。６
印
文
の
「
文
」

は
文
安
を
指
す
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、「
易
文
」
は
地
名
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
燕
下
都
出
土
の
趙
国
貨
幣
に
「
易
文
布
」
７

が
あ
る
の
で
、「
易
文
」
と
言

う
地
方
は
、
戦
争
が
原
因
で
、
燕
国
と
趙
国
に
属
し
た
土
地
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。「
攴
」：「

」
字
を
「
身
」
字
と
釈
読
す
る
の
は
、
今
の
主
流
派
で
あ
る

が
、
異
な
る
説
も
あ
る
。
私
は
「
攴
」
字
と
釈
読
し
て
い
る
。『
説
文
解
字
』
に

「
攴
、
小
撃
也
」
と
あ
る
。
即
ち
、
軽
く
打
つ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「

」

は
攴
字
の
甲
骨
文
の
形
で
、
手
で
棒
の
類
を
持
つ
形
象
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

印
文
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
こ
の
璽
印
の
用
途
を
表
す
。

す
な
わ
ち
燕
国
（
易
）
の
文
（
文
安
）
と
い
う
地
方
に
、
鍴
に
叩
き
込
む
道
具

と
し
て
用
い
る
品
物
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。
い
ま
一
つ
は
、
鍴
の
産
地
を
表
す
。

す
な
わ
ち
こ
の
璽
印
の
付
い
て
い
る
鍴
は
、
燕
国
（
易
）
境
内
の
文
（
文
安
）

と
い
う
地
方
で
生
産
さ
れ
た
品
物
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。 

⑤
【
閡
市
艸
鍴
】
（
図
五
）
８

「
閡
市
艸(

草)

鍴
」
の
印
が
付
い
て
い
る
鍴
は
、

庶
民
を
中
心
と
す
る
草
市
に
向
け
て
販
売
さ
れ
た
商
品
と
推
測
し
て
い
る
。
ま

た
、「
艸(

草)

」
に
は
粗
製
品
の
意
味
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
わ
ず
か
な
欠
点
が
あ

る
商
品
を
指
す
と
考
え
る
。
こ
の
文
字
は
本
文
に
収
録
し
て
い
る
長
細
形
燕
璽

よ
り
更
に
自
由
で
、
飾
り
筆
を
使
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
販
売
や
使

用
場
所
と
対
象
を
限
定
す
る
鍴
の
用
印
と
考
え
て
い
る
。
９

本
論
文
中
に
収
録
し

て
い
る
類
似
の
璽
印
に
は
後
出
の
「
武

都
市
鍴
」
「
單
佑
都
市
王

鍴
」
が
あ

り
、
陶
文
印
跡
に
は
、「
□
無
□(

中)

市
王

」「

市
王

□
」
が
あ
る
。 

⑥
【
左
軍
丞
鍴
】（
図
六
）
こ
の
璽
印
は
鍴
に
押
し
て
、
鍴
の
所
有
者
（
名
義
上
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の
所
有
機
関
、
監
造
機
関
）
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
軍
隊
に
は
戦
争
の
前
に
、

祭
り
を
行
う
伝
統
が
あ
る
１
０

。
戦
争
は
国
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
重
要
な
事
件
で

あ
り
、
祭
祀
（
禡
祭
）
は
軍
礼
の
重
要
な
一
部
分
で
あ
る
の
で
、
鍴
は
祭
器
と

し
て
、
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
１
１

祭
祀
の
道
具
（
鍴
）
に
印
を

鈐
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
宰
者
や
責
任
者
、
或
い
は
所
有
機
関
（
所
有
者
）
を

表
す
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
、
私
は
鍴
は
觶
形
器
の
支
派
と
し
て
、
燕
国
で

用
途
上
、
量
器
に
転
化
し
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
も
こ
の
璽
印
が
重
視
さ
れ

る
原
因
の
一
つ
と
で
あ
ろ
う
。
類
似
す
る
後
出
の
「
中
軍
丞
」
も
、
同
じ
用
途

と
考
え
ら
れ
、
鍴
は
、
軍
隊
中
に
も
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
璽
印
の
柄
は
断
ち
切
れ
半
分
だ
け
が
残
っ
て
、

文
字
は
全
字
と
も
周
り
が
太
く
な
り
、
文
字
の
筆
画
が
平
た
く
な
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
文
字
の
太
く
な
っ
た
状
態
は
、
後
出
の
「
中
易
都
呉
（
虞
）
王

」

と
共
通
す
る
。
ま
た
「
中
易
都
呉
（
虞
）
王

」
印
の
柄
の
最
末
端
に
は
、
叩
か

れ
た
痕
跡
が
は
っ
き
り
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
「
左
軍
丞
鍴
」
印
の
柄
が
断
ち
切

れ
て
い
る
の
は
、
叩
い
た
時
に
、
壊
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
叩
き
込
ん
だ

対
象
は
、
陶
器
で
は
な
く
、
銅
で
造
ら
れ
た
鍴
と
推
測
さ
れ
る
。 

⑦
【
□

率
□
鍴
】（
図
七
）
民
国
二
十
六
年
一
月(

一
九
三
七
年
一
月)
出
版
の

『
芸
林
月
刊
』
第
八
十
五
期
に
、
印
影
だ
け
を
載
せ
、「
印
影
は
原
寸
、
河
北
の

淶
水
県
城
の
北
、
古
城
口
で
出
土
し
た
。
第
一
文
字
は
ぼ
や
け
て
い
る
の
で
読

め
な
い
。
二
番
目
の
文
字
は
「
虎
」
或
は
「
萊
」
か
。
三
番
目
の
文
字
は
「

」、

四
番
目
は
「
其
」
、
五
番
目
は
「
鉨
」
。「

」
は
即
ち
率
で
あ
る
。
ま
さ
に
衆
を

率
い
る
者
の
鉨
で
あ
る
。
」
１
２

と
紹
介
し
て
い
る
。
収
蔵
先
は
不
明
で
あ
る
。『
芸

林
月
刊
』
に
は
右
の
記
載
の
外
に
、
関
連
記
事
が
な
い
。
陽
文
で
末
に
鍴
の
文

字
が
付
く
。
文
字
の
特
徴
か
ら
見
れ
ば
、
燕
国
の
遺
物
と
判
断
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
二
番
目
の
文
字
は
、
本
論
文
に
収
録
す
る
図
十
四
【

易
都
丞
】
の
第

一
番
目
の
「

」
字
と
同
じ
で
あ
る
が
、
釈
読
で
き
な
い
。
第
四
番
目
の
文
字

は
、
安
易
に
「
其
」
字
と
釈
読
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
斟
酌
す
る
余
地
は

あ
る
と
思
う
。
本
論
文
収
録
の
燕
国
長
細
形
璽
印
と
特
徴
が
同
じ
で
あ
る
の
で
、

鍴
の
た
め
に
生
ま
れ
た
専
用
印
と
考
え
ら
れ
る
。 

⑧
【
右
朱(

厨)

貞
鍴
】（
図
八
）
１
３

「
厨
」
は
朱
徳
煕
氏
、
裘
錫
圭
氏
二
人
が
始

め
て
釈
読
し
た
。１
４「
右
厨
」：
王
室
の
日
常
の
食
事
を
管
理
す
る
機
関
で
あ
る
。

別
に
、
河
南
登
封
陽
城
で
出
土
し
て
い
た
韓
国
の
陶
器
残
片
に
「
朱
」
（『
古
陶

文
彙
編
』
六
・
一
五
八
と
「
朱
器
」
六
・
一
九
）
の
印
痕
が
あ
る
。
徐
暢
氏
に

よ
れ
ば
、
こ
の
印
痕
が
付
い
て
い
る
陶
器
は
、
韓
国
の
王
室
の
た
め
に
食
器
を

製
造
す
る
管
理
機
構
の
印
痕
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
１
５

「
貞
鍴
」：「
貞
」
字
は

郭
沫
若
氏
の
『
卜
辞
通
簒
考
釈
』
に
論
が
あ
り
、
「
鼎
」
字
と
通
用
と
す
る
が
、

こ
こ
は
、「
正
・
定
」
の
意
味
で
あ
る
（
前
掲
③
「
洀
□
山
金
貞
鍴
」
参
照
）
。

こ
の
「
右
朱
（
機
関
）
貞
（
正
・
定
）
鍴
（
陶
器
）」
の
璽
印
が
付
い
て
い
る
鍴

（
陶
器
）
は
、「
右
厨
」
と
い
う
膳
食
機
関
の
名
義
上
の
所
有
を
表
す
。 

⑨
【
武

都
市
鍴
】（
図
九
）
１
６

「
武

都
」
は
燕
国
の
「
都
」
の
一
つ
と
考
え

て
い
る
。
類
似
す
る
印
に
次
の
「
單
佑
都
市
王

鍴
」
や
前
出
の
「
閡
市
艸
鍴
」

が
あ
り
、
と
も
に
「
鍴
」
の
流
通
す
る
場
所
を
限
定
す
る
。 

⑩
【
單
佑
都
市
王

鍴
】（
図
十
）
１
７

「
單
佑
」：
地
名
で
あ
り
、
何
琳
儀
氏
と
馮

勝
君
氏
は
『
燕
璽
簡
述
』
に
、
待
考
地
名
（
調
査
を
要
す
る
地
名
）
に
類
別
し

て
い
る
。「
單
佑
都
」
が
燕
国
の
都
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
、
研
究
者
間
の
通
説

と
な
っ
て
い
る
。「
單
佑
都
市
」
は
單
佑
都
の
中
で
商
品
の
交
換
と
流
通
を
行
う
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市
場
の
こ
と
で
あ
る
。
印
文
が
類
似
し
て
い
る
燕
の
四
角
形
陽
文
官
璽
に
は
「
單

佑
都
市
鈢
」
が
あ
る
。
他
に
は
、「

都
市
鈢
」、「
左
市
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は

都
内
の
市
に
対
す
る
管
理
機
構
の
官
印
で
あ
る
の
で
、
都
の
中
に
市
の
管
理
機

構
が
存
在
し
て
い
た
有
力
な
証
明
で
あ
る
。
私
は
「
王
」
と
「
鍴
」
の
間
に
あ

る
「

」
は
、
動
詞
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。「
王

」
は
即
ち
王
の
名
義
で
造
っ

た
器
物
、
最
高
の
監
督
官
が
王
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
市
に
関
係
が
あ
る

類
似
の
長
細
形
燕
璽
に
前
出
の
「
武

都
市
鍴
」「
閡
市
艸
鍴
」
が
あ
る
。
ま
た

「
市
」
字
が
付
い
て
い
る
陶
器
残
片
に
は
後
出
の
「
□
無
□(

中)

市
王

」「

市

王

□
」「

市
王

」
の
三
件
が
あ
る
。 

⑪
【
外
司
爐
鍴
】（
図
十
一
）
手
元
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
璽
印
は
二
つ
あ
り
、

サ
イ
ズ
が
少
し
違
う
。
１
８

こ
の
特
別
な
形
状
の
印
は
特
別
な
用
途
の
た
め
に
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
た
と
考
え
る
。
同
時
代
の
燕
国
の
烙
馬
印
、
斉
国
の
烙
木
印
は
こ

の
印
の
用
途
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
。
ま
た
『
燕
下
都
東
周
貨
幣
聚
珍
』
１
９

に
図
版
が
あ
る
「
外
爐
」
も
、
よ
い
参
考
に
な
る
。「
外
爐
」
の
文
字
が
あ
る
燕

幣
は
、
製
造
機
関
で
あ
る
「
外
爐
」
で
造
ら
れ
た
貨
幣
で
あ
り
、「
外
爐
」
は
即

ち
「
外
司
爐
」
の
略
称
で
あ
る
。
こ
の
「
外
司
爐
鍴
」
は
鍴
を
製
造
す
る
時
に

使
う
用
印
で
、
器
物
の
所
有
者
や
所
有
機
構
、
或
は
製
造
機
構
を
示
す
。
燕
国

に
は
「
司
工
」
の
官
印
が
あ
る
。『
古
璽
彙
編
』
番
号
〇
〇
八
五
「
平
陰
都
司
工
」、

〇
〇
八
六
「

都
司
工
」
の
如
き
は
そ
れ
で
あ
る
。
他
に
も
〇
〇
八
七
「
左

司
工
」、
〇
〇
八
九
「

芒
左
司
工
」
、
〇
〇
九
〇
「
右
司
工
」
が
あ
り
、『
古
陶

文
彙
編
』
に
は
、
五
・
三
〇
四
「
左
司
涓
瓦
」
五
・
三
二
四
「
北
司
」
が
あ
っ

て
参
考
に
な
る
。 

⑫
【
□
□
里

身(

攴)

鍴
】
呉
振
武
氏
の
論
文
「
燕
国
璽
印
中
的
身
字
」
２
０

に

論
及
す
る
璽
印
で
あ
る
が
、
詳
し
い
資
料
が
な
く
、
出
土
地
と
収
蔵
先
も
不
明

で
あ
る
。
こ
の
印
文
中
の
「
身
」
字
は
前
出
の
「
易
文
攴
鍴
」
の
「
攴
」
字
で

あ
る
と
推
定
し
て
い
る
。 

◇
そ
の
他
の
長
細
形
璽
印
四
件
◇ 

①
【
中
易
都
呉
（
虞
）
王

】（
図
十
二
）
最
高
の
監
督
者
の
王
の
名
義
の
下
に
、

燕
の
都
の
一
つ
で
あ
る
中
易
の
都
虞
と
い
う
官
吏
の
名
義
の
所
有
或
は
責
任
所

有
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
鍴
を
生
産
す
る
時
に
捺
印
し
て
、
器
物
の
所
有
者
の

記
と
し
た
と
考
え
て
い
る
。
長
い
柄
の
末
端
に
は
、
図
十
二
の
と
お
り
叩
か
れ

て
い
た
痕
跡
が
は
っ
き
り
見
え
る
こ
と
や
、
印
面
文
字
の
周
り
が
太
く
な
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
、
著
し
い
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
は
硬
い
器
物
に
叩
き
込
ん
だ
た

め
に
、
２
１

変
形
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
印
面
文
字
の
特
徴
は
、
大
谷
大
学

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
「
左
軍
丞
鍴
」
の
文
字
の
特
徴
と
同
じ
で
あ
る
。 

②
【
中
軍
丞
】（
図
十
三
）
官
職
名
で
あ
る
。
中
軍
の
将
軍
を
輔
佐
し
て
、
軍
中

の
日
常
行
事
を
行
う
官
吏
で
あ
る
。
「
中
軍
丞
」
の
璽
印
は
、
「
左
軍
丞
鍴
」

と
比
べ
る
と
、
末
に
「
鍴
」
の
文
字
を
付
け
て
い
な
い
が
、
用
途
は
「
左
軍
丞

鍴
」
と
同
じ
よ
う
に
、
鍴
を
造
っ
た
と
き
に
、
こ
の
印
を
押
し
て
記
と
し
、
責

任
或
い
は
所
有
者
（
機
関
）
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
上
海
博
物
館
所
蔵
と
伝
え

ら
れ
る
が
、
同
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。
２
２ 

③
【
□
易
都
丞
】（
図
十
四
）
「
都
丞
」
は
官
名
で
あ
る
。
「
丞
」
は
副
職
に
属

し
主
職
を
輔
佐
し
て
、
日
常
行
事
を
行
う
官
吏
の
職
称
で
あ
る
。
軍
隊
に
は
「
軍

丞
」
が
い
る
（
前
出
の
「
左
軍
丞
鍴
」
、
「
中
軍
丞
」
参
照
）
。
鍴
に
捺
印
し
、

そ
の
名
義
上
の
監
造
や
責
任
所
有
者
を
表
す
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。 
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④
【
大
司
徒
長

□
】
（
図
十
五
）
『
周
礼
・
地
官
・
序
官
』
に
「
教
官
之
属
、

大
司
徒
卿
一
人
」
「
大
司
徒
」
に
「
大
司
徒
之
職
、
掌
建
邦
之
土
地
之
図
、
与

其
人
民
之
数
、
以
佐
王
安
撫
邦
国
」
と
あ
る
。
印
文
の
「
大
司
徒
長
」
は
官
名

と
考
え
ら
れ
る
が
、
古
文
献
に
記
載
が
な
く
、
燕
国
特
有
の
官
名
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
末
尾
の
字
「

」
は
、
多
く
の
研
究
者
が
「
乗
」
と
釈
読
し
て
い
る

が
、
釈
読
を
保
留
す
る
学
者
や
「
叕
」
と
釈
読
す
る
学
者
も
い
る
。
２
３

慎
重
を

期
し
て
、
本
論
文
で
は
、
未
読
文
字
と
す
る
。
当
該
璽
印
は
、
柄
の
末
端
に
叩

か
れ
た
痕
跡
が
あ
り
、
太
く
変
形
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
硬
い
器
物
に
印
を
叩

き
込
む
用
途
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。 

前
に
列
挙
し
た
長
細
形
璽
印
十
六
件
の
中
に
は
、「
鍴
」
字
が
付
い
て
い
る
も
の

が
十
二
件
、
「

」
字
が
付
い
て
い
る
も
の
が
四
件
、
「

鍴
」
を
末
尾
に
置
く
の

が
二
件
あ
る
。
こ
の
類
の
璽
印
は
、
ほ
ぼ
燕
国
故
地
の
河
北
省
境
内
で
出
土
し

た
も
の
で
、
伝
来
も
の
と
新
出
も
の
で
あ
る
。 

◇
特
形
印
一
件
◇ 

①
【
中
軍
壴(

鼓)

車
】（
図
十
六
）
浙
江
省
博
物
館
所
蔵
で
、
山
東
文
登
県
出
土

と
伝
え
ら
れ
る
が
、
山
東
省
臨
淄
出
土
と
の
説
も
あ
る
。
２
４

印
文
の
文
字
の
特

徴
に
よ
っ
て
、
燕
璽
に
属
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
器
形
か
ら
見
れ
ば
、

同
時
代
の
燕
国
長
細
形
璽
印
と
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
長
い
柄

が
な
い
。
次
に
、
二
つ
の
印
鈕
が
付
い
て
い
る
。
第
三
に
、
印
面
に
は
他
の
長

細
形
璽
印
に
な
い
枠
が
あ
る
。
特
例
と
し
て
、
こ
こ
に
挙
げ
る
。 

◇
偽
印
二
件
◇ 

①
【
□
都
關
市
之
鍴
】（
図
十
八
）
小
林
斗
盦
氏
編
集
の
『
中
国
璽
印
類
編
』
２
５

に
「
□
都
關
市
之
鍴
」
、『
不
手
非
止
（
第
十
号
）』
に
「
為
揚
開
庚
之
鈢
」
２
６

と

釈
読
し
て
い
る
。「

」
字
が
典
型
的
な
燕
国
文
字
の
「
市
」
字
で
あ
る
（
図

五
、
九
、
十
、
二
十
一
の
市
字
参
照
）。「

」
字
は
本
論
文
に
収
載
し
て
い
る

「
左
軍
丞
鍴
」
の
「

」
字
及
び
「
單
佑
都
市
王

鍴
」
の
「

」
の
字
形
と
一

致
し
て
い
る
の
で
、「
鍴
」
字
と
釈
読
で
き
る
。
た
だ
し
、「

」
字
の
左
に
あ

る
「
金
偏
」
は
、
燕
国
文
字
の
中
に
見
え
ず
、
楚
国
の
璽
印
文
字
の
特
徴
に
属

し
て
い
る
。
し
か
も
今
ま
で
白
文
の
鍴
字
付
き
の
四
角
形
の
燕
国
璽
印
を
見
た

こ
と
が
な
い
。
以
上
か
ら
偽
物
と
判
別
で
き
る
。 

②
【
燕
都
王
】（
図
十
七
）
河
北
易
県
出
土
と
伝
え
ら
れ
、
収
蔵
先
は
不
明
。
石

志
廉
氏
は
、
印
文
を
「
燕
都
王
」
と
釈
読
し
て
い
た
。
『
芸
林
月
刊
』（
第
四
十

五
期
十
六
頁
）
に
印
影
を
載
せ
て
い
る
が
、
詳
し
い
資
料
が
な
い
。
第
一
文
字

の
形
は
、
前
出
の
「
中
易
都
呉(

虞)

王

」
の
「

（
中
易
）」
の
字
形
と
同
じ

で
あ
る
。「

」
を
合
文
と
考
え
て
、「
中
易
」
と
釈
読
す
る
方
が
適
切
と
思
わ

れ
る
。
戦
国
時
代
の
「
王
」
字
は
、
三
横
画
の
上
二
画
と
下
一
画
と
の
間
が
離

れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
り
、
こ
の
特
徴
か
ら
み
て
偽
印
と
判
別
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
以
外
に
玉
製
の
燕
国
長
細
形
璽
印
は
な
い
。 

右
の
ほ
か
、
燕
地
出
土
の
陶
器
残
片
に
も
類
似
の
陶
文
印
跡
が
数
多
い
。『
古
陶

文
彙
編
』、『
燕
下
都
（
上
）』、『
陶
文
図
録
』
収
録
の
こ
の
種
の
代
表
的
な
陶
文

中
、「

」
と
「
鍴
」
が
付
く
陶
文
だ
け
を
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

二 

燕
国
長
細
形
陶
文
印
跡
に
お
け
る
考
察 

 
 

 

こ
こ
で
は
、
収
集
し
た
「

」
字
と
「
鍴
」
字
が
付
く
燕
国
陶
文
の
二
十
九
件

を
中
心
に
検
討
す
る
。
当
該
の
陶
文
に
は
、
「

」
字
ま
た
は
「
鍴
」
字
を
單
用
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す
る
印
（
い
ま
單
用
印
跡
と
仮
称
す
る
）
と
、「
器
鍴
」
二
字
を
付
加
す
る
印
（
い

ま
併
用
印
跡
と
仮
称
す
る
）
の
二
種
が
あ
る
。 

◇
『
古
陶
文
彙
編
』
収
載
の
八
件
◇ 

①
【
匋
攻

】 
(

『
古
陶
文
彙
編
』
番
号
四
・
六
九 

四
・
九
九) 

②
【
左
匋

器
鍴
・
左
匋

昜
敀

・
左
匋
攻
】 

 
    

（
図
三
十
二
） 

③
【
□
昜
都
呉
（
虞
）
王

】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
図
十
九
） 

④
【
余
無
都
鍴
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
図
二
十
） 

⑤
【
□
無
□(

中)

市
王

】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
図
二
十
一
） 

⑥
【
□
湯
敀

…

器
鍴
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
図
三
十
四
） 

⑦
【
易
安
都
王

鍴
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
図
二
十
二
） 

⑧
【
左
匋
攻
□
・
左
匋

湯
敀

・
左
匋

器
鍴
】（
図
三
十
七
） 

◇
『
燕
下
都
（
上
）』
収
載
の
三
件
◇ 

①
【
左
匋
攻
𠇷
左
匋

湯
敀
□
・
左
匋

□
□
器
鍴
】 

 

（
図
三
十
六
） 

②
【
右
匋
敀
湯
・
□
□
□

器
鍴
・

□
敀
□
】 

 
 

（
図
三
十
三
） 

③
【
左
匋

器
鍴
・
左
匋

湯
、
□
□
□
・
左
匋
□

】（『
燕
下
都
』

二
六
一
頁
上
か
ら
第
二
行
目
参
照
） 



95 

 

◇
『
考
古
』
収
載
の
一
件
◇ 

①
【
□
都
王

鍴
】『
考
古
』
二
〇
〇
一
年
第
九
期 

四
五
頁
（
図
二
十
五
） 

◇
『
文
物
』
収
載
の
二
件
◇ 

①
【
□
都
王

鍴
】 

②
【
□
□
呉
（
虞
）
□
□
・
□
都
王

□
・
□
□
】
『
文
物
』
文
物
出
版
社 

一

九
七
二
年
第
二
期
総
一
八
九
号
四
三
頁
（
図
二
十
九 

図
三
十
一
） 

◇
前
出
の
も
の
を
除
く
『
陶
文
図
録
』
収
載
の
四
件
◇ 

①
【
…
王

鍴
】
（
『
陶
文
図
録
』
番
号
四･

一
八
一･

一
） 

②
【

城
都
王

鍴
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
図
二
十
六
） 

③
【
□
□
都
□
王

鍴
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

図
二
十
八) 

④
【
日
庚
都
王

鍴
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

図
二
十
七) 

◇
そ
の
他
の
長
細
形
陶
文
印
跡
六
件
◇ 

①
【

市
王

□
】 

 

執
筆
者
所
蔵
の
拓
片 

 
 
 
 
 

（
図
二
十
三
） 

②
【

都
□
□
□
】 

 

執
筆
者
所
蔵
の
拓
片 

 
 
 
 

 

（
図
二
十
四
） 

③
【
右
匋
攻
□
・
右
匋

器
鍴
・

□

□
】 
『
文
物
春
秋
』
（
文

物
春
秋
雑
誌
社
出
版
、
二
〇
一
一
年
二
期
、
四
六
頁
）
（
図
三
十
五
） 

④
【
右
匋

器
鍴
・

□
□
□
・
右
匋
攻
湯
】 

『
戦
国
題
銘
与
工
官

制
度
』（
董
珊
氏
の
博
士
研
究
生
学
位
論
文
、
二
〇
〇
二
年
五
月
） 

⑤
【
左
匋

器
鍴
・
左
陶

湯
・
敀
国
・
左
陶
攻
𢽍
】 

⑥
【
（
左
）
陶

□
□
鍴
・
（
左
）
陶

湯
・
敀
国
・（
左
）
陶
攻
賬
】
２
７ 

◇
『
歩
黟
堂
藏
戦
国
陶
文
遺
珍
』
２
８

収
載
の
四
件
◇ 

①
【
廿
七
年
右
匋

器
鍴
・

□
□
・
右
陶
攻

】 

②
【
右
匋

器
鍴
・

攻

】 

③
【
左
匋

器
鍴
・

攻

】 

④
【

市
王

】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
図
三
十
） 

◇
『
中
国
古
代
陶
文
集
拓
』
２
９

収
載
の
一
件
◇ 

①
【
右
匋

器
鍴
・

攻
□
・
右
匋
攻
湯
】 

右
に
列
挙
し
た
よ
う
に
燕
国
の
陶
文
印
跡
に
は
、「

」
字
が
付
く
も
の
が
十
二

件
、「
鍴
」
字
が
付
く
も
の
が
二
十
二
件
あ
る
。「

鍴
」
を
末
尾
に
置
く
單
用
印

跡
は
七
件
あ
り
、「
器
鍴
」
を
末
尾
に
お
く
併
用
印
跡
は
十
四
件
あ
る
。
本
論
文

は
、
以
上
の
璽
印
及
び
陶
文
を
中
心
に
展
開
す
る
。
印
文
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
、
先
学
に
釈
読
が
あ
る
場
合
に
は
こ
れ
を
参
考
に
し
、
論
争
が
あ

る
文
字
に
つ
い
て
は
、
自
説
を
提
示
す
る
。 

 

三 

「
鍴
」
に
お
け
る
考
察 

 

◇
字
形
面
に
つ
い
て
◇ 

 

「
鍴
」
字
は
、『
方
言
』
に
「
鑚
謂
之
鍴
」
と
あ
る
。
小
篆
字
形
は
『
説
文
解

字
』
に
な
く
、
今
ま
で
、
た
だ
徐
国
の
祭
器
の
「
徐
王
義
楚
祭
鍴
」（
図
三
十
八
）

及
び
戦
国
時
代
の
燕
国
長
細
形
璽
印
と
陶
文
印
跡
に
だ
け
見
ら
れ
、
こ
れ
以
外
、

同
時
代
の
他
国
に
は
、「
鍴
」
字
の
付
い
て
い
る
器
物
が
一
切
な
い
。
こ
の
文
字

は
「
金
」
字
と
「
耑
」
字
を
組
み
合
わ
せ
て
出
来
た
文
字
で
あ
る
。
金
偏
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
器
物
は
も
と
も
と
金
属
製
品
と
考
え
ら
れ
る
。
王
国
維
氏

は
、「
觶
」
と
「
鍴
」
は
即
ち
同
じ
器
物
で
あ
る
と
の
結
論
を
出
し
て
い
る
。
３
０

今
の
研
究
界
に
は
、「
鍴
」
は
燕
国
の
柄
が
付
く
長
細
形
璽
印
を
指
す
と
す
る
説

と
、
一
つ
は
、
「
鍴
」
は
酒
器
の
一
種
で
あ
る
と
す
る
説
の
二
説
が
併
存
す
る
。 
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◇
器
形
面
に
つ
い
て
◇ 

 
執
筆
者
の
収
集
資
料
に
よ
れ
ば
、
「
鍴
」
字
が
付
く
器
物
に
は
三
種
が
あ
る
。

一
つ
は
、
徐
国
の
祭
器
の
「
徐
王
義
楚
祭
鍴
」（
図
三
十
八
）
で
あ
る
。
一
つ
は
、

燕
国
の
柄
付
き
の
長
細
形
璽
印
で
あ
る
（
図
一
～
図
十
五
）。
一
つ
は
、
燕
国
の

長
細
形
陶
文
印
跡
が
付
く
陶
片
（
図
十
九
～
図
三
十
七
）
と
陶
器
（
図
三
十
九

～
図
四
十
五
）
で
あ
る
。
器
形
か
ら
見
れ
ば
、「
徐
王
義
楚
祭
鍴
」
と
燕
国
の
長

細
形
陶
文
印
跡
が
付
く
陶
器
は
、
同
じ
く
盛
用
器
類
で
あ
る
共
通
点
が
あ
る
。

燕
国
の
柄
付
き
の
長
細
形
璽
印
は
盛
用
器
で
は
な
く
、
璽
印
類
に
属
し
て
い
る
。

三
者
間
に
は
、
ど
の
よ
う
な
連
係
が
あ
る
か
。
王
国
維
氏
の
「
觶
」
は
即
ち
「
鍴
」

で
あ
る
と
の
説
を
踏
ま
え
た
上
で
、
私
は
鍴
は
觶
形
器
の
一
種
で
あ
る
と
推
測

し
て
い
る
。
徐
国
で
は
、
祭
器
（
酒
器
）
と
し
て
、
觶
の
早
期
の
形
に
基
づ
き
、

今
、
見
え
る
形
に
定
着
し
た
。
燕
国
に
は
、
觶
の
早
期
の
形
を
守
る
一
方
、
器

形
も
大
き
く
な
り
、
大
き
さ
が
定
式
化
し
て
き
た
。
燕
国
の
長
細
形
陶
文
印
跡

が
付
く
陶
器
の
長
細
形
印
跡
は
、
同
国
の
柄
付
き
の
長
細
形
璽
印
の
用
印
痕
跡

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
成
っ
て
く
る
。 

◇
用
途
面
に
つ
い
て
◇ 

 

〇
礼
器 

『
礼
記
・
礼
器
』
に
「
貴
者
献
以
爵
、
賎
者
献
以
散
。
尊
者
挙
觶
、

卑
者
挙
角
。」
の
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
見
れ
ば
、「
觶
」
の
支
派
で
あ
る
「
鍴
」

は
酒
器
と
し
て
使
う
と
と
も
に
身
分
の
尊
卑
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
燕
国

で
「
鍴
」
を
重
視
し
た
理
由
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

鍴
を
祭
器
と
し
て
用
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
「
徐
王
義
楚
祭
鍴
」（
図
三
十
八
）

が
参
考
に
な
る
。
そ
の
銘
文
に
は
「
祭
鍴
」
と
あ
る
。
徐
国
で
祭
器
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
燕
国
で
も
同
じ
用
途
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。 

〇
量
器 

現
存
の
鍴
の
完
器
七
個
（
図
三
十
九
～
四
十
五
）
を
中
心
に
、
器
形

や
器
身
に
付
い
て
い
る
印
跡
、
ま
た
乳
釘
や
飾
ら
れ
て
い
る
紋
様
等
に
つ
い
て
、

そ
の
特
徴
を
検
討
し
た
結
果
は
（
鍴
の
器
形
に
お
け
る
考
査
の
表
参
照
）、
燕
国
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の
長
細
形
陶
文
印
跡
が
付
く
陶
器
は
器
形
上
に
量
器
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
長
細
形
璽
印
と
長
細
形
陶
文
印
跡
と
も
に
、「
市
」
字
の
付
い
て

い
る
物
は
六
例
が
あ
る
。
鍴
（
陶
器
）
は
市
に
流
通
し
て
い
る
物
の
有
力
な
証

明
で
あ
る
。
本
来
の
用
途
で
あ
る
酒
器
、
祭
器
の
上
に
、
量
器
と
し
て
の
用
途

が
主
と
な
っ
て
、
觶
の
支
派
に
、
新
し
い
器
物
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
研
究
者

に
よ
っ
て
、
觶
を
尊
と
称
す
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
、
燕
陶
鍴
を
尊
や
缶
や
壺

や
陶
瓶
と
称
す
る
こ
と
が
あ
る
。
形
か
ら
名
を
決
め
る
こ
と
の
難
し
さ
を
示
す

事
例
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
燕
国
の
長
細
形
印
跡
が
付
い
て
い
る
陶
器
を
、「
燕

陶
鍴
」
と
命
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。 

一
般
的
に
量
器
は
、
生
産
生
活
に
重
要
な
器
物
で
あ
る
の
で
、
こ
の
「
燕
陶
鍴
」

も
、
長
細
形
璽
印
を
多
く
鈐
し
、
厳
し
い
等
級
で
監
造
さ
れ
た
。「
王

」
や
「
王

鍴
」
の
文
字
が
付
く
量
器
は
、
そ
の
印
文
が
示
す
よ
う
に
、
最
高
監
造
者
で
あ

る
「
王
」
の
名
義
で
生
産
さ
れ
た
。 

燕
陶
鍴
が
量
器
で
あ
っ
た
可
能
性
は
、
李
学
勤
氏
も
相
応
の
検
討
を
し
た
も
の

の
結
論
を
出
し
切
れ
な
か
っ
た
。
今
、
見
ら
れ
る
燕
陶
鍴
（
図
三
十
九
～
図
四

十
五
）
に
は
、
器
形
や
大
き
さ
が
ほ
ぼ
同
じ
で
、
精
製
品
も
粗
製
品
も
あ
る
が
、

量
器
の
形
制
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。 

 

四 

長
細
形
璽
印
の
用
途
上
の
考
察 

  

長
い
柄
は
握
り
や
す
く
、
ま
た
燕
陶
鍴
の
器
物
の
内
底
部
に
印
を
鈐
す
場
合

に
も
便
利
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
使
い
や
す
い
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
と
考
え

て
い
る
。
紐
を
通
す
穴
が
印
柄
の
側
面
に
付
い
て
い
る
こ
と
も
、
長
細
形
璽
印

の
著
し
い
特
徴
で
あ
る
。
硬
い
器
物
に
叩
き
込
ん
で
し
る
し
を
付
け
る
時
に
、

印
鈕
を
壊
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
形
の
燕
璽
は
印
文
の
周
り
に
枠
が
無
い
。 

こ
れ
ら
の
構
造
か
ら
見
れ
ば
、
器
物
に
銘
文
を
鈐
す
た
め
の
専
用
印
と
考
え
る

の
が
自
然
で
あ
る
。
上
海
博
物
館
の
所
蔵
品
の
一
つ
「
中
易
都
呉
（
虞
）
王

」

（
図
十
二
参
照
）
に
は
、
柄
の
頂
点
に
繰
り
返
し
金
槌
で
打
っ
た
痕
跡
が
あ
り
、

印
文
も
た
い
へ
ん
擦
り
切
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
叩
き
込
ま
れ
た

対
象(

器
物)

の
材
料
が
強
靭
で
硬
い
こ
と
が
判
か
る
。 

 

お
わ
り
に 

  

本
章
で
は
、
燕
国
に
だ
け
存
在
し
た
長
い
柄
付
き
の
特
異
な
長
細
形
璽
印
を

中
心
に
、
印
体
、
印
鈕
、
印
面
、
文
字
内
容
及
び
用
途
な
ど
諸
方
面
の
考
察
を

行
っ
た
。
ま
た
、
代
表
的
な
燕
国
長
細
形
璽
印
の
十
九
件(

偽
者
の
二
件
を
含
む)

に
つ
い
て
、
寸
法
、
保
存
現
状
、
収
蔵
先
な
ど
も
詳
し
く
調
査
し
、
長
細
形
璽

印
と
類
似
し
て
い
る
長
細
形
陶
文
印
跡
二
十
件
以
上
に
つ
い
て
も
、
そ
の
形
状

の
特
徴
と
文
字
内
容
を
検
討
し
た
。
さ
ら
に
、
関
連
す
る
陶
器
や
青
銅
器
の
器

形
に
つ
い
て
の
検
討
も
行
い
、
事
実
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
長
細
形
璽
印
の
文
字

面
の
釈
読
と
用
途
面
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
、
新
知
見
を
提
示
で
き
た
と
考

え
て
い
る
。
本
論
文
の
成
果
は
、
以
下
の
四
つ
に
ま
と
め
る
と
お
り
で
あ
る
が
、

な
お
不
完
全
の
面
も
あ
る
の
で
、
ご
批
評
や
ご
指
導
を
お
願
い
し
た
い
。 

（
壱
）
燕
国
の
長
細
形
印
跡
が
付
く
陶
器
の
命
名
―
「
燕
陶
鍴
」
の
名
称
が
適

切
で
あ
る
こ
と
― 
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私
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
こ
の
長
細
形
璽
印
の
印
跡
が
付
い
て
い
る
燕
地
出

土
の
陶
器
の
完
器
は
九
個
現
存
す
る
。
こ
の
九
個
の
完
器
中
、
図
版
と
関
係
資

料
と
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
七
個
の
器
形
及
び
類
似
の
陶
器
残
片
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
燕
国
に
存
在
し
て
い
た
こ
の
陶
器
は
罐
、

尊
、
壺
、
陶
瓶
と
呼
ば
れ
て
き
た
従
来
の
称
号
を
統
一
し
て
、「
燕
陶
鍴
」
と
命

名
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
こ
と
。 

（
弐
）
燕
国
長
細
形
璽
印
の
名
分
を
正
す
―
「
鍴
」
は
璽
印
の
名
で
は
な
く
、

燕
国
で
陶
器
の
一
種
を
指
す
こ
と
― 

従
来
、
研
究
者
ら
は
燕
国
の
長
細
形
璽
印
を
「
鍴
」
と
呼
ん
で
、
璽
印
の
一
種

の
名
と
し
て
き
た
。
そ
の
代
表
的
な
説
に
は
次
の
幾
説
か
が
あ
る
。 

①
柯
昌
濟
氏
、
徐
文
鏡
氏
、
羅
福
頤
氏
：
「
鍴
」
字
を
「
璽
（
鉨
）
」
字
と
釈
読

し
て
い
る
。
②
何
琳
儀
氏
：「
つ
ま
り
、
燕
璽
は
又
た
〈
鍴
〉、〈
勹
〉、〈
危
〉、〈
厶
〉

等
を
名
と
し
て
、
文
献
の
闕
を
補
う
べ
き
で
あ
る
。
」
③
湯
余
恵
氏
：「
燕
国
璽

印
中
に
長
細
形
印
面
で
、
か
つ
柱
状
鈕
で
あ
る
も
の
を
【
鍴
】
と
称
す
る
。」
④

徐
暢
氏
：「
鍴
字
に
対
し
て
各
研
究
者
の
意
見
が
異
な
り
、
璽
字
の
字
義
と
同
じ

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
」
⑤
西
川
寧
氏
：
「
特
に
〈
鍴
〉
は
す
べ
て
輪
廓
が
な

く
文
字
だ
け
鋳
出
し
て
い
る
。
」
⑥
孫
慰
祖
氏
：
「
長
細
形
の
朱
文
璽
は
燕
国
の

特
有
で
あ
り
、
印
文
に
よ
っ
て
は
、
自
ら
【
鍴
】
と
称
す
る
。」 

本
論
文
の
研
究
結
果
で
は
、
上
述
の
と
お
り
「
鍴
」
は
燕
国
の
長
細
形
璽
印
の

名
前
で
は
な
く
、
燕
国
の
陶
器
の
一
種
で
あ
り
、「
鍴
」
字
が
付
く
燕
国
の
長
細

形
璽
印
は
、
璽
印
自
体
の
名
で
は
な
い
、
す
な
わ
ち
「
鍴
」
は
長
細
形
璽
印
を

鈐
印
す
る
対
象
の
器
物
を
指
す
名
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

（
参
）
燕
国
長
細
形
璽
印
の
用
途
の
歴
史
面
の
評
価
―
燕
陶
鍴
に
鈐
印
す
る
専

用
印
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
― 

本
論
文
で
は
、
特
別
な
形
制
特
徴
を
持
っ
て
い
る
璽
印
は
、
特
別
な
用
途
に
使

わ
れ
た
と
い
う
立
場
か
ら
、
燕
国
の
長
細
形
璽
印
及
び
類
似
す
る
長
細
形
陶
文

印
跡
を
互
い
に
対
照
し
て
、
そ
の
文
字
内
容
、
字
形
特
徴
及
び
形
制
特
徴
等
の

諸
方
面
に
つ
い
て
考
察
し
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
材
料
は
す
べ
て
銅
で

作
ら
れ
、
長
い
柄(

印
体)

を
備
え
、
鼻
鈕
を
印
体
の
側
に
付
け
、
陽
文
の
長
細

形
の
印
面
を
も
つ
一
類
の
燕
国
璽
印
の
用
途
は
、「
燕
陶
鍴
」
の
た
め
に
生
ま
れ

て
来
た
専
用
璽
印
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
考
察
に
よ
っ
て
、

戦
国
時
代
の
他
国
に
は
類
似
す
る
長
細
形
璽
印
が
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、
璽
印
の
真
偽
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
い
、「
鍴
」
字
が
付
く
長
細
形
の
陽

文
し
か
な
い
璽
印
は
、
戦
国
時
代
の
燕
国
に
し
か
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
四
角
形
の
陰
文
あ
る
い
は
陽
文
の
璽
印
は
存
在
せ
ず
、
ま
た
、

銅
以
外
の
材
料
を
使
っ
た
も
の
も
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
し
て
、
長
細
形

璽
印
の
多
く
は
「
鍴
（
燕
陶
鍴
）」
の
製
造
地
、
名
義
上
の
監
造
機
構
（
者
）
及

び
所
有
者
、
流
通
場
所
を
表
す
が
、
そ
の
外
に
も
、
直
接
に
長
細
形
璽
印
の
用

途
を
示
す
「
易
文
攴
鍴
」
の
例
が
あ
る
。 

（
肆
）
燕
国
長
細
形
璽
印
の
性
質
所
属
に
つ
い
て
―
官
印
で
あ
り
、
私
印
で
は

な
い
こ
と
― 

こ
の
長
細
形
璽
印
は
、
総
合
的
に
見
れ
ば
、
低
層
の
陶
器
製
造
機
関
と
官
職
の

低
い
監
造
官
の
用
印
で
あ
り
、
他
の
官
事
活
動
に
は
使
わ
な
い
。
こ
の
類
の
燕

国
特
有
の
長
細
形
璽
印
は
、
燕
陶
鍴
の
た
め
に
生
ま
れ
て
来
た
専
用
印
で
あ
る
。

官
印
に
属
し
て
は
い
る
が
、
一
般
的
な
官
印
と
は
区
別
が
あ
り
、
低
層
の
製
造

類
官
方
用
印
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 
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は
や
や

太
く
、
一
側
に
は
半
円
の
印
鈕
が
付
き
、
陽
文
の
印
面
に
は
枠
が
無
い
。
印
文
は
釈
読

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。」
と
の
記
載
が
あ
る
。 

9  

拙
稿
「
燕
国
長
細
形
一
璽
印
の
釈
読
」『
書
道
学
論
集
（1

1

）』（
大
東
文
化
大
学
大
学
院

書
道
学
専
攻
院
生
会
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
六
九
～
七
八
参
照
。 

10 

『
礼
記
・
王
制
』
に
「
天
子
将
出
征
、
類
乎
上
帝
、
宜
乎
社
、
造
乎
祢
、
禡
于
所
征
之

地
。
」
鄭
玄
注
に
「
禡
、
師
祭
也
、
為
兵
祷
、
其
礼
亦
亡
。
」
孔
穎
達
疏
に
「
禡
祭
是
指

到
了
作
戦
地
点
以
後
、
祭
造
軍
法
者

．
．
．
．
、
即
黄
帝
或
蚩
尤
、
以
壯
軍
威
。」
の
記
載
が
あ
る
。

軍
隊
中
の
禡
祭
は
、
即
ち
軍
隊
が
征
戦
前
に
行
っ
た
祭
り
の
儀
式
で
あ
り
、
そ
の
祭
る

 

対
象
は
兵
器
と
始
め
て
兵
器
を
製
造
し
た
人
で
あ
る
。 

11 

本
論
文
の
図
三
十
八
「
徐
王
義
楚
祭
鍴
」
の
と
お
り
、
こ
の
器
は
自
ら
「
祭
鍴
」
と
銘

し
て
い
る
の
で
、
よ
い
参
考
に
な
る
。 

12 

『
芸
林
月
刊
』
八
十
五
期
（
天
津
市
古
籍
書
店
、
一
九
九
三
年
五
月
）
十
頁
参
照
。 

13 

施
謝
捷
著
『
古
璽
彙
考
』(

安
徽
大
学
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
〇
六
年
五
月)

七
四
頁
参

照
。
施
謝
捷
氏
は
こ
の
璽
印
の
収
蔵
場
所
を
「
東
京
藤
井
斉
成
会
有
鄰
館
」
と
い
う
が
、

藤
井
斉
成
会
有
鄰
館
は
京
都
に
あ
る
。 

14 

朱
徳
煕
・
裘
錫
圭
著
「
戦
国
文
字
研
究
（
六
種
）
」『
考
古
学
報
』（
一
九
七
二
年
、
第
一

期
）
八
一
～
八
二
頁
参
照
。 

15 

徐
暢
著
『
先
秦
璽
印
図
説
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
一
月
）
二
六
二
頁
参
照
。 

17 

施
謝
捷
著
『
古
璽
彙
考
』(

安
徽
大
学
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
〇
六
年
五
月)

九
〇
頁
参

照
。 

18 

柯
昌
濟
著
『
金
文
分
域
編
』
に
こ
の
璽
印
を
「
光
緒
初
出
土
西
関
、
帰
黄
県
丁
氏
、
今

蔵
武
進
陶
氏
、
長
方
印
」
と
記
載
す
る
。
出
土
地
は
河
北
の
易
県
で
あ
る
。『
陳
簠
斎
手

拓
古
印
集
四
册
』
に
印
影
が
有
り
。
王
献
唐
氏
（
王
献
唐
著
『
古
燈
精
舎
印
話
』
斉
魯

書
社
、
一
九
八
五
年
四
月
、
一
四
二
頁
参
照
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
璽
印
は
端
方
（
一
八

六
一
年
～
一
九
一
一
年)

の
旧
蔵
で
、
今
は
収
蔵
場
所
が
不
明
で
あ
る
。
印
影
は
『
匋
鉨

室
藏
金
石
拓
本
選
』
（
発
行
：
蒼
文
篆
会 

制
作
：
藝
文
書
院
）
七
三
頁
NO
・
一
二
三
に

見
え
る
。 

19 

一
件
は
『
璽
印(

故
宮
博
物
院
蔵
文
物
珍
品
大
系)

』（
上
海
科
学
芸
術
出
版
社
、
商
務
印

書
館
（
香
港
）
有
限
公
司 

二
〇
〇
八
年
七
月
）
に
見
え
る
。
通
高9.

5
cm

、
印
面
は
縦

5
.
1c
m

、
横1.

4cm

の
印
。
い
ま
一
件
は
『
方
寸
乾
坤
（
浙
江
省
博
物
館
典
蔵
大
系
）』（
浙

江
古
籍
出
版
社 

二
〇
〇
九
年
十
一
月
）
に
見
え
る
。
通
高9

c
m

、
印
面
は
縦5

cm

、
横
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1
.
4cm

の
印
で
あ
る
。
本
論
文
は
故
宮
博
物
院
の
蔵
品
を
中
心
に
考
察
す
る
。
石
志
廉
氏

の
「
戦
国
古
璽
考
釋
十
種
」
で
は
、
故
宮
博
物
院
の
蔵
品
を
寸
法
は
「
通
高

1
0c
m

、
縦

4
.
8c
m

、
横1

.3
cm

」
と
し
て
い
る
が
、
二
〇
〇
八
年
出
版
の
『
璽
印(

故
宮
博
物
院
蔵
文

物
珍
品
大
系)

』
の
寸
法
と
違
い
が
あ
る
。
本
論
文
で
は
二
〇
〇
八
年
七
月
『
璽
印(

故

宮
博
物
院
蔵
文
物
珍
品
大
系)

』
に
載
せ
て
い
る
寸
法
を
採
用
す
る
。 

20 

石
永
士
・
石
磊
著
『
燕
下
都
東
周
貨
幣
聚
珍
』（
河
北
省
文
物
研
究
所
編 

一
九
九
六
年

八
月
）
一
六
〇
頁
及
び
一
七
四
頁
参
照
。 

21 

張
永
山
主
編
『
胡
厚
宣
先
生
紀
念
文
集
』（
科
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
十
一
月
） 

一

九
八
頁
、
呉
振
武
氏
の
論
文
「
燕
国
璽
印
中
的
身
字
」
参
照
。 

22 

西
川
寧
著
『
書
道
講
座
６
篆
刻
』
（
二
玄
社
、
二
〇
一
〇
年
七
月
）
七
六
頁
参
照
。 

23 

上
海
博
物
館
研
究
員
の
孫
慰
祖
氏
に
調
査
を
お
願
い
し
た
結
果
、
実
物
は
上
海
博
物
館

に
収
蔵
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 

24 

董
珊
著
『
戦
国
題
銘
与
工
官
制
度
』（
北
京
大
学
博
士
研
究
生
学
位
論
文
、
二
〇
〇
二
年

五
月
）
第
二
節
第
四
部
分
参
照
。 

25 

柯
昌
濟
著
「
金
文
分
域
編(

二
十
一
巻)

」『
国
家
図
書
館
蔵
金
文
研
究
資
料
叢
刊
二
』（
北

京
図
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
五
七
九
頁 

26 

小
林
斗
盦
著
『
中
国
璽
印
類
編
』
（
二
玄
社
、
一
九
九
六
年
二
月
）
四
三
八
頁
参
照
。 

27 

浦
野
俊
則
・
小
野
寺
啓
治
・
小
木
良
一
・
西
林
昭
一
編
集
『
不
手
非
止
（
第
十
号
）』（
不

手
非
止
刊
行
会
、
昭
和
五
十
九
年
六
月
）
三
参
照
照
。 

28 

李
学
勤
著
「
燕
国
題
銘
概
述(

上)

」『
文
物
』
一
九
五
九
年
第
七
期
五
四
頁
参
照
。 

29 

唐
存
才
編
著
『
歩
黟
堂
藏
戦
国
陶
文
遺
珍
』(

上
海
書
画
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
十
月)

一
六
九
～
一
九
九
頁 

 

30 

文
雅
堂
『
中
国
古
代
陶
文
集
拓
（
原
器
拓
本
）』
一
九
九
九
年 

第
二
冊 

31 

「
釈
觶

」『
觀
堂
集
林
』
王
国
維
著 

中
華
書
局
出
版 

一
九
五
九
年
六
月 

第

二
九
一
頁 
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第
三
章 

燕
国
陶
文
考 

 

―
長
細
形
三
璽
併
用
陶
文
印
跡
を
中
心
に
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  

は
じ
め
に 

第
一
節 

有
紀
年
陶
文
に
つ
い
て 

㈠
有
紀
年
陶
文
に
お
け
る
資
料
面
の
調
査 

 
 

㈡
有
紀
年
陶
文
の
特
徴
に
お
け
る
検
討 

第
二
節 

無
紀
年
陶
文
に
つ
い
て 

第
三
節 

併
用
陶
文
印
跡
の
行
文
格
式
に
つ
い
て 

第
四
節 

併
用
陶
文
印
跡
の
級
別
監
造
に
お
け
る
考
察 

お
わ
り
に 

  

は
じ
め
に 

燕
国
故
地
の
出
土
品
で
は
、
特
に
陶
文
が
種
類
や
数
が
多
い
。
中
で
も
二
、

三
列
か
ら
な
る
長
細
形
印
跡
の
グ
ル
ー
プ
的
形
式
は
、
燕
国
陶
文
の
代
表
的
な

特
徴
で
あ
る
。
製
作
方
法
か
ら
見
れ
ば
、
刻
画
と
抑
印
（
乾
燥
前
に
印
を
鈐
し

た
も
の
）
が
あ
り
、
銘
文
の
内
容
か
ら
見
れ
ば
、
お
お
よ
そ
吉
語
、
工
匠
名
、

記
事
、
器
物
の
所
有
者
名
、
所
有
機
関
名
、
監
造
機
関
名
、
級
別
監
造
な
ど
何

種
類
か
が
あ
る
。
ま
た
、
形
か
ら
分
類
す
れ
ば
、
方
形
、
円
形
、
長
細
形
、
三

角
形
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
燕
国
故
地
か
ら
出
土
し
た
陶
文
の
形
や
内
容
や
製

造
方
法
は
、
燕
国
文
化
の
研
究
、
特
に
燕
国
製
陶
業
の
研
究
に
素
晴
ら
し
い
文

献
資
料
を
提
供
し
て
い
る
。
燕
国
陶
文
に
関
す
る
最
古
の
資
料
は
『
芸
術
叢
編
』

（
姫
仏
陀 

編
）の
燕
国
陶
文
で
あ
る
。初
め
て
世
に
出
た
完
器
は
、
潘
祖
蔭
（1830

～1890

年
）
旧
蔵
の
「
廿
二
年
正
月
左
匋

・
左
匋
攻
𢽍
・
左
匋
倈
湯
敀
国
」

（
後
掲
の
〈
燕
国
有
紀
年
陶
文
彙
総
表
表
一
〉）
㉚
図
三
十
、
帝
室
博
物
館
蔵
）

陶
罐
で
あ
る
。
李
学
勤
氏
、
何
琳
儀
氏
、
董
珊
氏
、
唐
存
才
氏
、
王
恩
田
氏
ら

に
は
陶
文
に
関
す
る
論
説
が
あ
る
が
、
新
出
土
の
燕
地
陶
文
が
反
映
さ
れ
て
お

ら
ず
、
そ
の
認
識
は
不
完
全
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
本
論
文
は
収
集
し
た
燕

地
出
土
の
長
細
形
陶
文
印
跡
九
五
件
（
完
器
七
件
含
め
）
及
び
燕
国
に
特
別
に

存
在
し
て
い
る
長
細
形
璽
印
を
対
象
に
、
璽
印
と
陶
文
印
跡
を
互
い
に
対
照
し

な
が
ら
、
紀
年
（
月
）
類
陶
文
の
銘
文
内
容
の
変
遷
及
び
級
別
監
造
特
徴
な
ど

を
検
討
し
、
得
ら
れ
た
新
知
見
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

一 

有
紀
年
陶
文
に
つ
い
て 

 

管
見
で
は
、
燕
国
有
紀
年
陶
文
に
は
六
十
三
件
が
あ
る
。
紀
年
は
十
六
年
四

月
か
ら
廿
七
年
ま
で
の
間
に
あ
る
。
六
十
三
件
の
燕
国
有
紀
年
陶
文
の
内
容
は
、

記
事
の
一
件
（
㉑
図
廿
一
）
を
除
く
他
は
全
て
紀
年
（+

月
）
の
下
に
「
左
・
右
」

匋
尹
と
、
そ
の
左
右
あ
る
い
は
前
後
に
製
造
工
官
の
職
分
や
人
名
、
監
造
者
名

な
ど
が
並
ぶ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
陶
文
は
抑
印
が
基
本
で
六
十
二
件
、

例
外
に
一
件
（
抑
印
と
刻
画
を
併
用
、
②
図
二
参
照
）
が
あ
る
。
う
ち
、
風
化

や
損
缺
で
紀
年
を
読
み
え
な
い
も
の
が
十
件
あ
る
。
ま
た
、
出
土
地
が
明
ら
か

な
二
十
八
件
は
、
易
県
と
天
津
の
両
地
に
限
ら
れ
る
（
詳
細
は
燕
国
有
紀
年
陶

文
彙
総
表
〈
表
一
〉〈
表
二
〉
の
出
土
地
の
欄
を
参
照
）。 
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 ㈠

有
紀
年
陶
文
に
お
け
る
資
料
面
の
調
査 

 

六
十
三
件
の
陶
文
の
釈
読
は
後
掲
す
る
と
お
り
、
先
学
の
研
究
結
果
を
参
照

し
た
上
で
、
執
筆
者
の
立
場
よ
り
隷
定
す
る
が
、
一
部
に
つ
い
て
は
慎
重
を
期

し
て
読
ま
ず
に
そ
の
ま
ま
用
い
る
。
紀
年
が
付
く
長
細
形
印
跡
が
並
ん
で
い
る

燕
国
陶
文
（
併
用
陶
文
印
跡
と
仮
称
す
る
）
の
釈
文
の
順
序
は
、
紀
年
が
付
く

部
分
を
最
初
に
挙
げ
る
。
し
た
が
っ
て
実
際
の
長
細
形
印
跡
の
並
ぶ
順
序
（
右

か
ら
左
へ
）
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
１

損
缺
や
風
化
で
読
め
な
い
文
字
は

未
釈
文
字
と
し
て
「
□
」
で
表
わ
す
。
欠
け
る
部
分
の
内
容
は
「
…
…
」
で
表

わ
す
。
文
献
中
に
再
録
し
て
い
る
も
の
は
数
に
加
え
な
い
（
燕
国
三
璽
併
用
陶

文
文
献
資
料
調
査
彙
総
表
〈
表
三
〉
参
照
）。
以
上
を
執
筆
者
の
隷
定
の
原
則
と

す
る
。 

 

◇
十
六
年
燕
陶
五
件
◇ 

 

①
十
六
年
四
月
右
匋

・
倈

(

𢽍)

敀

・
右
匋
攻
徒 

 
 
 
 

（
図
一
） 

②
十
六
年
八
月
右
匋

・
倈

(

看)

２

敀

・
右
匋
攻
□ 

 
 
 
 

（
図
二
） 

③
十
六
年
九
月
右
匋

・
倈

(

看)

敀

・
右
匋
攻
刑
徒

(

戒)  
 

（
図
三
） 

④
十
六
年
十
月
左
匋

・
□

(

□)

敀

(
)

・
左
匋
攻

(

剸) 

（
図
四
） 

⑤
十
六
年
十
一
月
左
匋
□
・
倈

(

□)

敀
□
・
左
匋
…
… 

 
 
 

（
図
五
） 

十
六
年
の
陶
文
に
は
右
の
五
件
が
あ
り
、
内
三
件
に
は
河
北
省
易
県
出
土
と

明
記
さ
れ
て
い
る
。
①
（
図
一
）
は
有
紀
年
燕
国
陶
文
中
の
最
古
の
物
で
あ
る
。

②
（
図
二
）
は
二
つ
に
割
れ
て
い
る
。
長
細
形
印
跡
の
後
ろ
に
「
倈

(

看)

敀

」

の
刻
画
四
字
を
附
加
し
て
い
る
は
、「
級
別
監
造
」
を
明
示
す
る
燕
国
陶
文
の
中

で
特
異
な
も
の
で
あ
る
。
③
（
図
三
）
に
あ
る
「
刑
徒
」
の
二
字
か
ら
は
刑
徒

制
度
上
、
刑
徒
が
製
陶
に
参
与
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
そ
し
て
「
十
六
年
九

月
」
の
紀
年
に
よ
れ
ば
、『
周
礼
』
大
司
寇
の
刑
徒
は
刑
に
服
す
る
期
間
を
「
三

月
、
五
月
、
七
月
、
九
月
」
と
す
る
文
献
記
載
と
合
致
し
、
有
力
な
物
証
で
あ

る
。
こ
の
十
六
年
に
、「

(

𢽍)

、

(

看)

、

(

□)

」
三
人
の
職
分
は
「
倈
」

で
、「

(
)

、

(
)

」
二
人
の
職
分
は
「
敀
」
で
、「
徒
、

(

戒)

」

(

剸)

」

三
人
の
職
分
は
「
匋
攻
（
陶
工
）」
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
匋
攻
」
で
あ
る
「
攻
」

字
の
前
に
製
造
機
関
の
所
属
を
示
す
「
左
匋
」「
右
匋
」
を
明
記
す
る
の
も
十
六

年
か
ら
で
あ
る
。 

 

◇
十
七
年
燕
陶
四
件
◇ 

⑥
十
七
年
八
月
右
匋

・
倈

(

看)

敀

  
 

  
 

  
 
 
 
 

（
図
六
） 

⑦
十
七
年
八
月
右
匋

・
倈

(

看)

敀

３ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
図
七
） 

⑧
十
七
年
十
月
左
匋

・
左
匋
倈
留
敀

(
)

・
…
…
□ 

 
 
 

（
図
八
） 

⑨
十
七
年
十
二
月
右
匋

・
倈

(

𢽍)

敀

・
右
匋
攻

 
 
  

 
 

（
図
九
） 

所
見
の
十
七
年
の
陶
文
に
は
右
の
四
件
が
あ
る
。
他
に
、
李
学
勤
氏
の
『
燕

斉
陶
文
叢
論
』
４

に
【
「
十
」
七
年
九
月
左
陶
尹
、「
左
陶
」
倕
留
敀

】
（
姚
華

の
拓
本
）
の
一
件
が
あ
る
が
、
拓
本
を
見
な
い
の
で
、
検
討
対
象
外
と
す
る
。

「
(

)

」
と
い
う
人
名
は
、
「
十
六
年
四
月
」
（
①
）
陶
文
中
に
も
「
敀
」
の

職
分
と
し
て
既
出
す
る
他
、
「
十
七
年
」
陶
文
で
は
「
敀

」
（
⑥
⑦
と
⑨
）
と

「
右
匋
攻

」（
⑨
）
に
よ
れ
ば
、「

(

）」
の
職
分
は
「
敀
」
と
「
右
匋
攻
」

の
二
つ
で
あ
る
。
人
名
で
あ
る
「
留
」
は
「
倈
」
の
職
分
と
し
て
初
登
場
し
た
。
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そ
し
て
、
⑧
の
と
お
り
、「
倈
某
敀
某
」
の
直
前
に
製
造
機
関
の
所
属
で
あ
る
「
左

匋
」
を
加
え
た
例
が
初
出
す
る
。 

 

◇
十
八
年
燕
陶
七
件
◇ 

⑩
十
八
年
三
月
右
匋

・
倈

(

𢽍)

敀

・
右
匋
攻
□  

 
 
 
 

（
図
十
） 

⑪
十
八
年
五
月
□
…
…
・
倈
留
敀
国 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

（
図
十
一
） 

⑫
十
八
年
八
月
左
…
…
・
倈
留
敀
国
・
匋
攻

(

□)

５ 
 
 
 

（
図
十
二
） 

⑬
十
八
年
八
月
右
匋

・
倈

(

𢽍)

敀

・
右
匋
攻
丑 

 
 
 
 

（
図
十
三
） 

⑭
十
八
年
八
月
右
匋

・
倈

(
𢽍)

敀
□
６ 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
図
十
四
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

⑮
十
八
年
十
二
月
右
匋

・
倈

(
𢽍)
敀

  
 

  
 
 
 
 
 

（
図
十
五
） 

⑯
十
八
年
十
二
月
右
匋

・
倈

(

𢽍)
敀

 
  

  
 
 
 
 
 

（
図
十
六
） 

右
の
七
件
の
十
八
年
陶
文
の
う
ち
同
文
の
二
件
（
⑮
⑯
）
は
易
県
武
陽
台
村

と
郎
井
村
の
出
土
で
あ
る
。
さ
て
、「
十
八
年
八
月
」
の
陶
文
か
ら
は
、
製
陶
機

関
が
「
左
匋
」
と
「
右
匋
」
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
十
八
年
の
陶
文
の
特
徴
と

し
て
、
十
七
年
ま
で
の
陶
文
に
は
省
略
し
て
い
な
い
「
倈
某
敀
某
」
の
直
前
の

製
陶
機
関
名
で
あ
る
「
左
匋
」「
右
匋
」
を
省
略
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
指

摘
で
き
る
。
ま
た
、
⑫
の
よ
う
に
、「
匋
攻
」
の
直
前
に
「
左
・
右
」
を
省
略
し

た
も
の
も
初
出
す
る
。
な
お
、
⑩
（
図
十
）
の
よ
う
に
十
顆
も
の
乳
釘
が
付
く

も
の
は
比
較
的
珍
し
い
。
十
八
年
五
月
（
⑪
図
十
一
）
に
「

(

国)

」
は
初
め

て
「
敀
」
の
職
分
で
登
場
す
る
。
⑫
図
十
二
の
人
名
で
あ
る
「

（
□
）)

字

は
、
匋
攻
の
職
分
と
し
て
初
め
て
登
場
す
る
が
、
こ
れ
が
最
後
で
も
あ
る
。 

 

◇
十
九
年
燕
陶
二
件
◇ 

⑰
十
九
年
三
月
右
匋

・
倈

(

𢽍)

敀

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

（
図
十
七
） 

⑱
十
九
年
十
月
右
匋

・
倈

(

𢽍)

敀

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

 

（
図
十
八
） 

十
九
年
陶
文
に
は
右
の
二
件
が
あ
る
。「
月
」
以
外
は
同
文
で
、
同
じ
く
「
右

匋

 (

尹)

」
に
属
し
て
い
る
。
両
件
と
も
残
缺
し
て
、
「
匋
攻
」
の
部
分
は
見

え
ず
、
僅
か
に
長
細
形
陶
文
印
跡
二
つ
だ
け
が
並
ん
で
い
る
。 

 

◇
廿
年
燕
陶
一
件
◇ 

⑲
廿
年
六
月
左
匋
…
…
・
左
匋
…
…
７ 

 
 
 
 
  

  
 
 
 
 

 

（
図
十
九
） 

廿
年
陶
文
は
右
の
一
件
し
か
な
い
。
な
お
、
李
学
勤
氏
の
『
燕
斉
陶
文
叢
論
』

８

に
同
じ
く
「
廿
年
六
月
」
陶
文
一
件
を
載
せ
て
い
る
。
出
土
地
は
不
明
で
、
李

学
勤
氏
の
釈
文
【（
簠
斎
の
拓
本
）
廿
年
六
月
左
陶
尹
、
左
陶
倕
湯
敀
□
】
に
よ

れ
ば
、
倕
（
倈
）
は
「
湯
」
で
、「
湯
」
の
人
名
は
こ
の
年
が
初
出
で
あ
る
。 

 

◇
廿
一
年
燕
陶
九
件
◇ 

⑳
廿
一
年
…
…
・
倈
疾
敀

 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
 
 

 

（
図
廿
） 

㉑
廿
一
年
𨟻
軍
固
□
（
呉
？
）
都
９

・
□
（
呉
？
）
都
王

鍴
・
行
（
図
廿
一
） 

㉒
廿
一
年
二
月
右
匋

・
□
□
敀

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
図
廿
二
） 

㉓
廿
一
年
四
月
左
匋

・
□
□
敀
国 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（
図
廿
三
） 

㉔
廿
一
年
四
月
右
…
…
・
倈
疾
敀
□     

 
 
 

  
 
 
 
 

（
図
廿
四
） 

㉕
廿
一
年
八
月
右
匋

・
倈
疾
敀

・
右
匋
攻
湯 

 
 
 
  

 
 
 

（
図
廿
五
） 

㉖
廿
一
年
八
月
右
匋

・
倈
疾
敀

１
０ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
図
廿
六
） 

㉗
廿
一
年
十
二
月
左
匋

 
 
 
 
 
 

  
 
 

 
 
 
 
 

（
図
廿
七
） 

㉘
廿
一
年
十
二
月
右
匋

・
倈
疾
敀

・
右
匋
攻
湯  

 
 
 
 

（
図
廿
八
） 
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廿
一
年
の
陶
文
は
現
存
数
が
最
も
多
く
、
右
の
九
件
が
あ
る
。
完
器
で
は
㉘

（
図
廿
八
）
が
最
も
早
期
で
、
易
県
武
陽
台
村
出
土
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
１
１

九

件
の
陶
文
中
に
は
紀
年
月
が
同
じ
も
の
が
三
組
（
㉓
㉔
と
㉕
㉖
及
び
㉗
㉘
）
あ

る
。「
疾
」
が
「
倈
」
の
職
分
と
し
て
最
初
に
現
れ
る
（
⑳
図
廿
参
照
）。
ま
た
、

陶
文
中
に
単
字
印
跡
と
記
事
内
容
の
長
細
形
印
跡
と
を
並
列
す
る
例
も
出
現
し
、

長
細
形
陶
文
印
跡
の
文
字
中
に
陶
器
名
を
示
す
「
鍴
」
１
２

字
が
初
出
す
る
の
も

こ
の
年
で
あ
る
（
㉑
図
廿
一
参
照
）
。
な
お
、
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

前
に
言
及
し
た
李
学
勤
氏
の
『
燕
斉
陶
文
叢
論
』
の
【
（
簠
斎
の
拓
本
）
廿
年
六

月
左
陶
尹
、
左
陶
倕
湯
敀
□
】
の
一
例
に
、
廿
年
六
月
に
「
湯
」
は
「
倈
」
の

職
分
で
既
出
す
る
が
、
廿
一
年
八
月
と
十
二
月
に
、「
湯
」
の
職
分
は
「
右
匋
攻

湯
」
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
（
㉕
図
廿
五
㉘
図
廿
八
参
照
）。 

 

◇
廿
二
年
燕
陶
六
件
◇ 

㉙
廿
二
年
正
月
左
匋

・
左
匋
倈
湯
敀
国 

 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

 

（
図
廿
九
） 

㉚
廿
二
年
正
月
左
匋

・
左
匋
倈
湯
敀
国
・
左
匋
攻

(
𢽍) 

 

（
図
三
十
） 

㉛
廿
二
□
…
…
・
左
匋
攻
秦 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
図
三
十
一
） 

㉜
廿
二
年
三
月
右
匋

・
倈
疾
敀

 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

（
図
三
十
二
） 

㉝
廿
二
年
三
月
右
匋

・
倈
疾
敀

・
右
匋
攻
徒 

 
  

 
 
 

（
図
三
十
三
） 

㉞
廿
二
年
八
月
…
…
・
倈
疾
敀
□ 

 
 
 
 

 
 
  

 
 
 

（
図
三
十
四
） 

廿
二
年
の
陶
文
に
は
右
の
六
件
が
あ
る
。
う
ち
に
㉚
と
㉝
は
完
器
で
珍
し
い
。

特
に
㉚
は
出
土
地
を
易
県
と
明
記
す
る
。
１
３

燕
国
有
紀
年
陶
文
中
、「
正
月
」
製

造
を
い
う
器
物
は
今
の
と
こ
ろ
二
件
し
か
な
い
（
㉙
㉚
）。

(

𢽍)

と
い
う
人
名

は
「
十
六
年
四
月
」
（
①
図
一
）
陶
文
で
は
、
「
倈

(

𢽍)

」
で
あ
っ
た
が
、「
廿

二
年
正
月
」
（
㉚
図
三
十
）
陶
文
で
は
「
左
匋
攻

(

𢽍)

」
に
変
わ
る
。
ま
た
、

「
廿
一
年
八
月
」
陶
文
中
に
匋
攻
で
あ
る
「
右
匋
攻
湯
」（
㉕
図
廿
五
）
は
「
廿

二
年
正
月
」（
㉙
図
廿
九
）
陶
文
中
に
「
左
匋
倈
」
の
職
分
で
現
れ
る
。
こ
の
製

陶
部
門
の
「
左
・
右
匋
」
に
属
し
て
い
る
人
名
の
「

(

𢽍)

」「
湯
」
両
者
の
例

に
よ
れ
ば
、
級
別
監
造
で
あ
る
燕
国
製
陶
機
関
中
に
職
別
の
「
昇
進
」
と
「
降

格
」、
す
な
わ
ち
燕
国
製
陶
機
関
で
あ
る
「
左
匋
」
と
「
右
匋
」
の
間
に
、
人
事

面
の
配
属
移
動
が
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
な
お
、「
徒
」
と
い
う
人
名
は
、「
十

六
年
四
月
」
（
①
図
一
）
に
既
出
す
る
が
、
こ
の
「
廿
二
年
三
月
」
（
㉝
図
三
十

三
）
に
再
出
す
る
。
し
か
し
こ
の
間
、「
徒
」
の
人
名
は
燕
国
有
紀
年
陶
文
中
か

ら
消
え
て
い
る
。 

 

◇
廿
三
年
燕
陶
八
件
◇ 

㉟
廿
三
年
三
月
左
匋

・
左
匋
倈
湯
敀
□ 

     
 
 
 
 

（
図
三
十
五
） 

㊱
廿
三
年
三
月
左
匋

・
左
匋
倈
湯
敀
国
・
左
匋
攻

(

𢽍) 

（
図
三
十
六
） 

㊲
廿
三
年
四
月
左
…
…
・
左
匋
倈
湯
敀
国 

 
 

 
 
 
 

 

（
図
三
十
七
） 

㊳
廿
三
年
十
月
右
匋
…
…
・
□

(

剸)

敀

 
 
  

 
 
 
 
 

（
図
三
十
八
） 

㊴
廿
三
年
十
月
左
匋

・
左
匋
倈
湯
敀
国 

       
 
 
 

（
図
三
十
九
） 

㊵
廿
三
年
十
月
右
…
…
・
倈

(

剸)

敀

・
右
匋
攻
□ 

 
 

 

（
図
四
十
） 

㊶
廿
三
年
十
二
月
右
匋

・
倈

(

剸)

敀

・
匋
攻

(

□) 

（
図
四
十
一
） 

㊷
廿
三
年
十
二
月
左
匋
□
・
左
匋
攻
秦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
図
四
十
二
） 

廿
三
年
陶
文
に
は
右
の
八
件
が
あ
る
。
う
ち
、「
十
月
」
の
製
造
に
は
三
件
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
「
左
匋
」「
右
匋
」
の
製
造
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

(

剸)

の
人
名
は
「
十
六
年
十
月
」（
④
図
四
）
陶
文
中
に
「
左
匋
攻
」
の
職
分
で
既
出
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す
る
が
、「
廿
三
年
」
陶
文
中
に
「
倈
」
の
職
分
と
し
て
再
登
場
し
た
（
㊳
㊵
㊶

参
照
）。
ま
た
「
廿
三
年
十
二
月
」
の
陶
文
に
「
匋
攻
」
で
あ
る
「

（
□
）」（
㊶

図
四
十
一
）
の
名
が
見
え
る
他
は
、
無
紀
年
類
陶
文
（
○73
図
七
十
三
）
に
再
出

し
た
。
な
お
、
人
名
の
「
湯
」
は
と
も
に
「
倈
」
の
職
分
で
あ
る
特
徴
が
あ
る
。 

 

◇
廿
五
年
燕
陶
一
件
◇ 

㊸
廿
五
年
（
呉
１
４

都
？
）・（
呉
都
？
）
二
十
五
年 

 
 
 
 

（
図
四
十
三
） 

廿
五
年
陶
文
は
右
の
一
件
し
か
な
い
が
、「
月
」
を
省
略
す
る
点
で
重
要
で
あ

る
。
同
じ
く
天
津
武
清
県
高
村
で
こ
の
陶
文
と
一
緒
に
出
土
し
た
「
廿
一
年
」（
㉑

図
廿
一
）
陶
文
に
も
「
月
」
部
分
が
無
い
。
手
元
の
資
料
で
は
、「
廿
四
年
」
及

び
「
廿
六
年
」
の
陶
文
を
見
な
い
が
、「
廿
五
年
」
以
後
の
燕
国
有
紀
年
陶
文
は
、

全
て
「
月
」
を
省
略
す
る
特
徴
が
あ
り
（
後
掲
の
廿
七
年
陶
文
㊹
～
㊼
参
照
）
、

燕
国
有
紀
年
陶
文
の
文
字
内
容
に
変
化
が
生
じ
る
の
は
「
廿
五
年
」
か
ら
で
あ

る
と
推
測
す
る
。 

 

◇
廿
七
年
燕
陶
四
件
◇ 

㊹
廿
七
年
右
匋

…
…
・
倈

(

剸)

敀
国
・
右
匋
攻
丑 

 

（
図
四
十
四
） 

㊺
廿
七
年
右
匋

器
…
…
・
倈

(

剸)

敀
□
・
匋
攻
怳 

 

（
図
四
十
五
） 

㊻
廿
七
年
右
匋

器
鍴
・
倈

(

剸)

□

・
右
匋
攻

 
 
  

（
図
四
十
六
） 

㊼
廿
七
年
・
□
生
高 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

（
図
四
十
七
） 

廿
七
年
の
陶
文
に
は
右
の
四
件
が
あ
る
。
廿
六
年
陶
文
の
発
見
は
な
い
が
、

こ
れ
ら
「
廿
七
年
」
陶
文
か
ら
見
れ
ば
、
「
月
」
の
部
分
は
廿
五
年
陶
文
同
様
、

見
え
な
い
。
し
か
し
そ
の
一
方
、「
匋

」
の
直
後
に
陶
器
名
の
「
鍴
」
を
示
す

内
容
「
…

（

正
）
器
鍴
」
を
加
え
る
特
徴
が
あ
る
。
出
土
地
に
よ
れ
ば
、「
廿

七
年
」
陶
文
は
易
県
と
天
津
両
地
の
出
土
で
あ
る
（
燕
国
有
紀
年
陶
文
彙
総
表

〈
表
一
〉
参
照
）
。
人
名
で
あ
る
「
国
」
は
「
十
八
年
五
月
」
（
⑪
図
十
一
）
陶

文
中
に
「
敀
」
の
職
分
で
初
出
し
て
か
ら
「
廿
七
年
」
ま
で
の
間
に
、
見
る
「
国
」

は
「
敀
」
の
職
分
で
あ
る
他
に
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
人
名
で
あ
る
「

」

が
「
㊻
図
四
十
六
」
の
よ
う
に
、「
敀
」
と
「
匋
攻
」
の
職
分
で
同
時
に
出
る
例

は
、「
⑨
図
九
」
に
も
あ
る
。 

◇
風
化
損
缺
に
よ
る
紀
年
不
明
の
十
件
◇ 

 

㊽
廿
九
（
？
）
年
六
月
左
匋

 
  

      
 
 
 
 
 
 

（
図
四
十
八
） 

㊾
□
二
年
十
一
月
左
匋

・
□
匋
倈
湯
敀
国  

 
 
 
 
 
 

（
図
四
十
九
） 

㊿
□
年
八
月
右
匋

・
右
匋
攻
湯 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

 

（
図
五
十
） 

○51
□
七
年
九
月
左
匋

・
…
…
倈
留
敀

(
) 

 
 
 

  

（
図
五
十
一
） 

○52
□
八
年
十
二
月
左
匋

・
□
匋
□ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
図
五
十
二
） 

○53
廿
□
年
四
月
左
匋

・
左
匋
倈
湯
敀
□
・
…
…
匋
攻
□ 

 

（
図
五
十
三
） 

○54
□
年
十
二
月
右
匋

 
 
 

  
 
 
 
 

 
 
 
  

 
 
 

 

（
図
五
十
四
） 

○55
□
年
十
月
左
匋
□
１
５ 

 
  

  
 
 
 
 
   

 
 
 

（
図
五
十
五
） 

○56
□
年
七
月
左
匋

 
  

  
 
 
 
 
    

 
 
 
 
 

（
図
五
十
六
） 

○57
□
六
年
十
一
月
右
匋

・
倈

(

□) 

敀

(
) 

 
 
 
 

（
図
五
十
七
） 

風
化
や
損
缺
で
紀
年
が
不
明
の
燕
国
有
紀
年
陶
文
に
は
右
の
十
件
が
あ
る
。

こ
の
十
件
中
三
件
は
出
土
地
を
明
記
す
る
（
燕
国
有
紀
年
陶
文
彙
総
表
〈
表
二
〉

参
照
）
。
㊽
（
図
四
十
八
）
は
『
陶
文
図
録
』（
図
版
番
号
：
四
・
一
〇
・
二
）

に
よ
れ
ば
「
廿
九
年
六
月
左
匋

」
と
釈
読
し
て
い
る
が
、「
廿
」
の
直
後
に
あ
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る
文
字
は
損
泐
し
て
い
る
の
で
、
現
状
で
は
簡
単
に
「
九
」
と
解
読
で
き
な
い

と
考
え
て
い
る
。
有
紀
年
陶
文
は
「
廿
七
年
」
か
ら
「
月
」
の
部
分
す
で
に
見

な
い
わ
け
だ
。
㊿
（
図
五
十
）
の
「
右
匋
攻
湯
」
は
「
廿
一
年
」
陶
文
の
「
湯
」

の
職
分
が
同
じ
く
「
右
匋
攻
湯
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
れ
ば
、
損
缺
す
る
㊿
の
紀

年
は
「
廿
一
」
と
推
定
で
き
る
と
考
え
る
。
○57
（
図
五
十
七
）
は
「
十
六
年
」

で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
（
④
図
四
参
照
）。 

 

◇
偽
物
一
件
◇ 

○58
十
六
年
又
目
□ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
図
五
十
八
） 

右
の
一
件
の
陶
文
は
、『
中
国
歴
史
博
物
館
蔵
法
書
大
観
』
第
三
巻
に
収
め
る

戦
国
（
燕
）
陶
文
の
首
件
で
あ
る
。
出
土
地
は
未
明
で
、
長
さ
一
〇
・
九
cm
で

あ
る
。
そ
の
解
説
（
蓑
毛
政
雄
氏
訳
）
に
は
「
陶
文
は
上
下
二
つ
の
同
文
の
印

よ
り
成
り
た
っ
て
い
る
。
下
方
の
印
は
ぼ
ん
や
り
し
て
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

上
方
の
印
に
は
「
十
六
年
又
目
□
」
と
あ
る
。「
十
六
年
」
は
燕
王
の
紀
年
で
あ

り
、
ま
た
器
物
の
製
造
年
代
で
も
あ
る
。「
又
目
」
は
「
右
目
」
と
同
じ
で
、
た

ぶ
ん
職
名
と
人
名
で
あ
ろ
う
。
」
１
６

と
あ
る
。
執
筆
者
に
は
、
○58
の
陶
文
は
、

紀
年
が
付
く
燕
国
陶
文
中
の
偽
物
と
考
え
る
。
理
由
に
は
三
つ
あ
る
。 

⑴
「

（
十
）
」
「

（
六
）
」「

（
年
）
」
の
字
形
特
徴
は
ほ
か
の
燕
国
陶

文
の
字
形
で
あ
る
「

（
十
）
」
「

（
六
）
」
「

・

（
年
）」
と
異
な
る
。
そ

し
て
、
特
に
「

」
の
形
は
燕
国
陶
文
中
の
「

」
部
が
付
く
文
字
の
「

（
右
）」

「

（
左
）
」
の
特
徴
と
ま
っ
た
く
違
う
こ
と
が
分
か
る
。 

⑵
「
十
六
年
又
目
□
」
は
、
紀
年
が
付
く
燕
国
陶
文
中
に
未
見
で
、
類
似
の

用
例
も
な
い
。 

⑶
文
字
の
周
囲
に
施
さ
れ
た
紋
様
は
、
拓
本
を
見
る
限
り
刃
物
で
彫
っ
て
整

備
し
て
い
る
。
し
か
し
他
の
燕
国
の
紀
年
が
付
く
陶
片
の
紋
様
は
す
べ
て
縄
紋

で
あ
る
上
、
陶
文
の
文
字
は
ど
れ
も
白
文
（
陰
文
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
○58
は

僅
有
の
朱
文
（
陽
文
）
で
あ
る
。 

 

◇
模
写
本
五
件
◇ 

○59
十
一
年
四
月
左
匋
・
左
匋
倈
留
敀 

 
 
 
  

 
 
 
 
 

（
図
五
十
九
） 

○60
廿
一
年
十
月
左
匋

・
左
匋
攻
□             

 
 
 
 

（
図
六
十
） 

○61
十
七
年
十
月
左
匋
・
左
匋
倈
留
敀           

 
 
 
 

（
図
六
十
一
） 

○62
廿
三
年
十
月
右
・
□

(

剸)

敀

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 

（
図
六
十
二
） 

○63
□
年
四
月
右
匋

・
倈

(

𢽍)

敀

  
 

 
 
 
  

 
 
 
 

（
図
六
十
三
） 

王
恩
田
氏
の
説
に
よ
れ
ば
、
右
の
五
件
の
模
写
本
は
北
京
大
学
の
呉
榮
曽
氏

が
五
十
年
代
末
に
陳
紫
蓬
氏
の
著
書
で
あ
る
『
燕
陶
館
蔵
陶
』
１
７

か
ら
模
写
し

た
も
の
で
あ
る
（
『
陶
文
図
録
』
巻
九
１
８

）。
そ
の
全
て
に
「
月
」
が
付
く
特
徴

が
あ
る
。「
月
」
を
省
略
す
る
よ
う
に
な
っ
た
「
廿
五
年
燕
陶
㊸
」
を
参
照
す
る

と
、
こ
の
五
件
の
陶
文
は
、
い
ず
れ
も
「
廿
五
年
」
以
前
の
製
造
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
と
推
測
す
る
。
し
か
し
○59
～
○63
の
五
件
は
、
陶
文
よ
り
模
写
し
た
物

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
模
写
の
誤
の
可
能
性
を
考
慮
し
、
本
論
文
で
は
慎
重
を
期

し
て
検
討
対
象
外
と
す
る
。 

 

㈡
有
紀
年
陶
文
の
特
徴
に
お
け
る
検
討 

 

収
集
し
た
六
十
三
件
の
陶
文
資
料
に
よ
れ
ば
、
燕
国
有
紀
年
陶
文
は
、
年
代
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が
進
む
に
従
っ
て
、
陶
文
の
内
容
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
製
造
機
関
で

あ
る
「
左
匋
」「
右
匋
」
の
下
の
製
造
工
官
の
三
つ
の
職
分
「
倈
」「
敀
」「
匋
攻
」

の
間
に
は
、
同
一
人
が
移
動
す
る
人
事
変
動
が
認
め
ら
れ
る
（
燕
国
有
紀
年
陶

文
彙
総
表
〈
表
一
〉
の

参
照
）
。
形
状
は
、
四
角
形
の
単
字
印
跡
と
長
細
形

印
跡
の
二
種
類
が
あ
る
。
本
節
で
は
、
銘
文
に
つ
い
て
時
代
表
記
、
内
容
及
び

陶
器
製
造
に
参
与
す
る
「
倈
」
「
敀
」
「
匋
攻
」
三
者
の
役
柄
を
中
心
に
、
燕
国

有
紀
年
陶
文
の
特
徴
を
考
査
す
る
。 

◇
有
紀
年
陶
文
年
代
の
特
徴
◇ 

手
元
に
収
集
し
た
資
料
か
ら
見
れ
ば
、
現
存
し
て
い
る
「
十
六
年
四
月
」（
①

図
一
）
陶
文
中
の
製
陶
参
与
者
の
人
名
で
あ
る
「

(
)

」
は
「
敀
」
の
職
分

と
し
て
既
出
し
た
が
、「
十
七
年
十
二
月
」（
⑨
図
九
）
及
び
「
廿
七
年
」（
㊻
図

四
十
六
）
陶
文
中
の
「
□
（
敀
？
）

(
)

」
と
「
右
匋
攻

(
)

」
は
同
じ

「

」
名
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
一
群
の
燕
国
有
紀
年
陶
文
は
、
同

じ
時
期
（
前
後
で
十
二
年
）
で
同
じ
燕
国
国
君
の
在
位
期
間
に
生
産
し
た
陶
器

で
あ
る
と
判
定
で
き
る
。
陶
器
製
造
時
の
在
位
の
燕
国
君
に
関
す
る
代
表
的
説

に
は
李
学
勤
氏
の
燕
王
喜
説
１
９

と
董
珊
氏
の
燕
昭
王
説
２
０

の
二
説
が
あ
る
。
紀

年
面
で
は
、
『
史
記
』
「
六
国
年
表
」
を
参
照
す
れ
ば
、
戦
国
後
期
の
在
位
時
間

で
廿
七
年
を
超
え
た
燕
国
君
は
燕
昭
王
（
前3

3
1

～2
79

年
）
と
燕
王
喜
（
前254

～2
2
2

年
）
の
二
人
し
か
な
い
。
明
確
し
た
有
紀
年
燕
国
陶
文
の
出
土
例
は
、
易

県
と
天
津
市
武
清
県
の
両
地
の
他
に
な
い
。
う
ち
易
県
は
、
古
は
「
武
陽
」
と

称
さ
れ
、
燕
国
の
下
都
で
あ
っ
た
。「
六
国
年
表
」
燕
王
喜
の
四
年
に
「
趙
を
伐

つ
も
、
趙
、
我
が
軍
を
破
り
、
栗
腹
を
殺
す
。
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
「
趙
世
家
」

「
燕
世
家
」
に
は
、
燕
王
喜
の
四
年
、
趙
を
伐
ち
、
八
年
、
趙
に
負
け
、
講
和

談
判
に
よ
り
「
燕
は
葛
、
武
陽
、
平
舒
を
以
て
、
趙
に
与
う
」
と
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
燕
王
喜
の
八
年
か
ら
下
都
の
「
武
陽
」
は
す
で
に
趙
国
に
属
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
燕
国
の
紀
年
を
有
す
る
陶
文
は
、
燕

昭
王
の
十
六
年
か
ら
廿
七
年
の
間
に
製
造
し
た
物
で
あ
る
こ
と
が
判
断
で
き
る
。 

◇
有
紀
年
陶
文
内
容
の
特
徴
◇ 

十
六
年
か
ら
廿
年
ま
で
の
五
年
間
、
燕
国
有
紀
年
陶
文
の
内
容
に
変
わ
り
は

な
い
が
、「
廿
一
年
」
陶
文
に
、
紀
年
並
び
に
記
事
の
内
容
が
現
れ
る
（
㉑
図
廿

一
参
考
）。
そ
し
て
、
陶
器
名
を
表
わ
す
「
鍴
」
の
文
字
が
現
れ
、
そ
の
「
…
…

都
王

鍴
」
の
陶
文
に
よ
っ
て
、
燕
国
君
は
「
王
」
の
名
義
で
最
高
監
造
者
の
職

分
と
し
て
製
陶
に
参
与
し
た
こ
と
が
判
る
。
そ
の
後
、
廿
三
年
ま
で
の
間
に
、

陶
文
の
行
文
格
式
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。「
廿
四
年
」
と
「
廿
六
年
」
の
陶
文

は
未
見
で
あ
る
が
、
そ
の
間
に
僅
か
に
存
す
る
「
廿
五
年
」
陶
文
の
内
容
に
は

大
き
な
変
革
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
月
」
が
す
で
に
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
「
廿
七
年
」
に
至
る
と
、
陶
文
中
に
「
…
…

（

正
）
器
鍴
」
の
よ
う

に
陶
器
名
「
鍴
」
と
陶
器
用
途
「
正
器
」
２
１

を
表
す
文
字
内
容
が
現
れ
る
。 

◇
有
紀
年
陶
文
の
並
び
方
の
特
徴
◇ 

 

本
論
文
に
集
め
た
紀
年
が
付
く
こ
れ
ら
燕
国
の
併
用
印
跡
五
十
七
件
中
に
、

三
つ
の
印
跡
が
並
ん
で
い
る
も
の
が
二
十
件
あ
る
。
そ
の
外
の
四
十
三
件
は
、

損
缺
し
て
二
つ
或
は
一
つ
の
印
跡
し
か
見
え
な
い
の
で
、
考
査
対
象
外
と
す
る
。

こ
の
二
十
件
２
２

の
併
用
印
跡
を
対
象
と
し
て
考
査
し
た
結
果
、
三
つ
の
併
用
印

跡
の
並
び
方
に
七
種
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
七
種
の
並
び
方
（
原
則
と

し
て
右
か
ら
左
へ
）
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

㊀
【
右
】（
左
・
右
）
匋
攻
某 
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【
中
】
紀
年+

（
左
・
右
）
匋

 

 
 

【
左
】（
左
・
右
）
匋
倈
某
敀
某 

 
右
に
当
る
も
の
に
、
①
図
一
、
④
図
四
、
⑧
図
八
、
㊶
図
四
十
一
、
㊺
図

四
十
五
、
㊻
図
四
十
六
の
六
例
が
あ
る
。
紀
年
上
は
「
十
六
年
四
月
」
か
ら
「
廿

七
年
」
ま
で
の
間
に
あ
る
。 

 

㊁
【
右
】（
左
・
右
）
匋
攻
某 

 
 

【
中
】（
左
・
右
）
匋
倈
某
敀
某 

 
 

【
左
】
紀
年+

（
左
・
右
）
匋

 

 

右
に
当
る
も
の
に
、
③
図
三
、
⑤
図
五
、
⑩
図
十
、
㊵
図
四
十
の
四
件
が

あ
る
。
「
十
六
年
」
か
ら
「
廿
三
年
」
間
に
あ
り
、
「
廿
三
年
」
以
後
は
こ
の
並

び
方
は
見
え
な
い
特
徴
が
あ
る
。 

 

㊂
【
右
】
紀
年+

（
左
・
右
）
匋

 

 
 

【
中
】（
左
・
右
）
匋
倈
某
敀
某 

 
 

【
左
】（
左
・
右
）
匋
攻
某 

右
に
当
る
も
の
に
、
⑫
図
十
二
、
㉝
図
三
十
三
、
㊱
図
三
十
六
の
三
つ
が
あ

り
、
「
十
八
年
」
「
廿
二
年
」
「
廿
三
年
」
の
ほ
か
に
は
見
え
な
い
特
徴
が
あ
る
。 

 

㊃
【
右
】（
左
・
右
）
匋
倈
某
敀
某 

 
 

【
中
】
紀
年+

（
左
・
右
）
匋

 

 
 

【
左
】（
左
・
右
）
匋
攻
某 

 

右
に
当
る
も
の
に
、「
廿
一
年
」
の
㉕
図
廿
五
、
㉘
図
廿
八
の
紀
年
不
明
の

一
件
○53
図
五
十
三
が
あ
る
。 

 

㊄
【
右
】（
左
・
右
）
匋
倈
某
敀
某 

 
 

【
中
】（
左
・
右
）
匋
攻
某 

 
 

【
左
】
紀
年+

（
左
・
右
）
匋

 

 

右
に
当
る
も
の
は
、「
廿
二
年
」
の
㉚
図
三
十
と
「
廿
十
七
年
」
の
㊹
図
四

十
四
各
一
例
以
外
に
、
合
致
す
る
例
が
な
い
。 

 

㊅
【
右
】
紀
年+

（
左
・
右
）
匋

 
+

 

倈
某
敀
某 

 
 

【
左
】
左
匋
攻
某 

 

右
に
当
る
も
の
は
、
②
図
二
の
一
例
し
か
な
い
が
、「
倈
某
敀
某
」
の
刻
画

四
字
を
附
加
し
て
い
る
燕
国
有
紀
年
陶
文
中
、
極
め
て
特
異
で
あ
る
。 

 

㊆
【
右
】
単
字
四
角
形
印
跡 

 
 

【
中
】
紀
年 

+
 

記
事 

 
 

【
左
】
…
…
王

鍴 

 

右
は
四
角
形
印
跡
と
長
細
形
印
跡
と
が
並
び
、
記
事
の
内
容
が
付
く
。
さ

ら
に
「
鍴
」
で
あ
る
陶
器
名
が
付
く
の
も
特
徴
で
あ
る
。
僅
か
に
㉑
図
廿
一
の

一
件
だ
け
で
あ
る
が
、「
廿
五
年
」（
㊸
図
四
十
三
）
と
同
じ
く
天
津
武
清
県
高

村
の
出
土
で
、「
紀
年
」
の
後
に
「
月
」
を
省
略
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。 

右
の
と
お
り
二
十
件
（
併
用
印
跡
が
三
つ
並
ぶ
も
の
）
の
燕
国
陶
文
印
跡
の

並
び
方
に
は
㊀
～
㊆
の
七
種
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
十
六
年
」
か
ら
「
廿
七
年
」

ま
で
の
間
に
は
、
㊀
～
㊆
の
と
お
り
有
紀
年
燕
国
陶
文
の
「（
左
・
右
）
匋
倈
某

敀
某
」
「
（
左
・
右
）
匋
攻
某
」「
紀
年+

（
左
・
右
）
匋

」
三
つ
の
長
細
形
陶

文
印
跡
の
並
び
方
に
、
規
律
性
は
無
い
が
、
三
つ
の
印
跡
が
全
て
揃
っ
て
い
る

の
が
特
徴
で
あ
る
。 

二
十
件
有
紀
年
燕
国
陶
文
中
に
完
器
が
四
件
あ
り
（
㉘
図
廿
八
、
㉚
図
三
十
、

㉝
図
三
十
三
、
㊱
図
三
十
六
）、
器
身
に
は
同
じ
く
乳
釘
が
見
え
る
。
他
の
陶
片

を
参
照
す
る
と
、
乳
釘
に
は
凹
凸
の
二
種
が
あ
り
、
そ
の
数
も
一
～
十
顆
あ
っ
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て
等
し
く
な
い
。
ま
た
乳
釘
の
並
び
に
は
、
上
下
二
段
と
横
一
列
の
二
種
が
あ

る
。
そ
し
て
、
燕
国
の
こ
れ
ら
有
紀
年
陶
文
は
、
乳
釘
の
両
端
あ
る
い
は
一
端

に
捺
さ
れ
る
特
徴
が
あ
る
。 

◇
「
倈
」
、
「
敀
」
、「
匋
攻
」
の
工
官
名
の
使
用
頻
度
に
つ
い
て
◇ 

燕
国
有
紀
年
陶
文
中
、
損
缺
し
て
読
め
な
い
も
の
を
除
く
と
、「
倈
」「
敀
」「
匋

攻
」
に
属
す
る
工
官
名
に
は
十
六
人
が
あ
り
、
使
用
頻
度
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。 

「

」
廿
二
回 

「
𢽍
」
十
回 

 

「
国
」
十
回 

「
湯
」
八
回 

「
疾
」
八
回 

「
剸
」
七
回 

  
 

「
留
」
三
回 

 

「
看
」
三
回 

「

」
二
回 

「
徒
」
二
回 

「

(

□)

」
二
回 

 

「

(

戒)

」
一
回 

 

「
喪
」
一
回 

「
丑
」
一
回 

「
怳
」

一
回 

「

(

□)

」
一
回 

う
ち
、
工
官
の
「

」「
剸
」「
𢽍
」「
湯
」
の
四
者
に
は
役
柄
の
変
動
が
あ
る

（
燕
国
有
紀
年
陶
文
彙
総
表
〈
表
一
〉
に
矢
印
線

で
示
す
所
を
参
考
）
。
す

な
わ
ち
、
製
陶
機
関
の
「
左
・
右
匋
」
の
間
に
認
め
ら
れ
る
製
陶
工
官
が
交
替

す
る
現
象
が
そ
れ
で
あ
る
。 

 

二
、
無
紀
年
陶
文
に
つ
い
て 

 

本
節
の
考
察
対
象
は
三
璽
併
用
の
燕
国
長
細
形
陶
文
印
跡
で
あ
る
。
こ
れ
ら

三
璽
併
用
の
燕
国
長
細
形
陶
文
印
跡
中
の
一
つ
は
有
紀
年
類
陶
文
で
あ
り
、
ま

た
一
つ
は
無
紀
年
類
陶
文
で
あ
る
。
本
節
は
、
燕
国
無
紀
年
長
細
形
三
璽
併
用

陶
文
印
跡
を
中
心
に
論
を
展
開
す
る
。

・
倈
・
敀
の
文
字
が
付
く
の
は
燕
国

無
紀
年
長
細
形
三
璽
併
用
陶
文
印
跡
の
共
有
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
三
璽
併
用
陶

文
印
跡
は
、
残
欠
品
も
含
め
て
次
の
三
十
二
件
を
収
集
で
き
た
。 

 

㈠
左
匋
（
七
件
） 

○64
左
匋

（
尹
）

器
鍴
・
左
匋
倈
湯
敀
國
・
左
匋
攻
𢽍 

 

（
図
六
十
四
） 

○65
左
匋

（
尹
）

器
鍴
・
左
匋
倈
湯
敀
國
・
左
匋
攻
□ 

 

（
図
六
十
五
） 

○66
左
匋

（
尹
）

器
鍴
・
左
匋
倈
湯
敀
國
・
左
匋
攻
𠇷 

 

（
図
六
十
六
） 

○67
左
匋

（
尹
）

□
□
・
左
匋
倈
□
□
□
・
匋
攻

 
 
 

（
図
六
十
七
） 

○68
左
匋

（
尹
）

器
鍴
・
左
匋
倈
湯
敀
國
・
匋
攻

 
 
 

（
図
六
十
八
） 

○69
左
匋

（
尹
）

器
鍴
・
左
匋
倈
湯
敀
國
・
匋
攻
黒 

 
 

（
図
六
十
九
） 

○70
左
匋

（
尹
）

…
…
・
左
匋
…
…
・
匋
攻
鞭
（

？
）   

 

（
図
七
十
） 

 

㈡
右
匋
（
五
件
） 

○71
右
匋

（
尹
）

器
鍴
・
倈
剸
敀

・
右
匋
攻
湯 

 
 
 

（
図
七
十
一
） 

○72
右
匋

（
尹
）

器
鍴
・
倈
剸
敀

・
右
匋
攻
湯 

 
 
 

（
図
七
十
二
） 

○73
右
匋

（
尹
）

器
鍴
・
倈
剸
敀
□
・
匋
攻

 
 
 

 

（
図
七
十
三
） 

○74
右
匋

（
尹
）

器
鍴
・
倈
剸
敀

・
匋
攻
怳 

 
 
 
 

（
図
七
十
四
） 

○75
右
匋

（
尹
）

器
鍴
・
倈
剸
敀

・
匋
攻
怳 

 
 
 
 

（
図
七
十
五
） 

 

㈢
陶
文
印
跡
損
缺
す
る
も
の
（
廿
件
） 

○76
左
匋

（
尹
）

器
鍴
・
□
□
倈
湯
敀
國
・
□
匋
攻
賬 

 

（
図
七
十
六
） 

○77
左
匋

（
尹
）
…
…
・
□
□
…
…
・
左
匋
攻
□ 

 
 
 
 

（
図
七
十
七
） 

○78
左
匋
…
…
・
倈
□
…
… 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
図
七
十
八
） 

○79
左
匋

（
尹
）

器
…
…
・
匋
攻
黒 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
図
七
十
九
） 
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○80
…
…

器
鍴
・
倈
湯
敀
國 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
図
八
十
） 

○81
左
匋
倈
湯
敀
國 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
図
八
十
一
） 

○82
左
匋

（
尹
）

…
…
・
左
匋
倈
…
… 

 
 
 
 
 
 
 

（
図
八
十
二
） 

○83
左
匋

（
尹
）

…
…
・
匋
攻
黒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
図
八
十
三
） 

○84
左
匋

（
尹
）

器
…
… 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
図
八
十
四
） 

○85
左
匋

（
尹
）

…
…
・
左
匋
倈
湯
敀
國 

 
 

 
 
 
 

（
図
八
十
五
） 

○86
左
匋

（
尹
）

器
鍴
・
□
匋
倈
湯
敀
□ 

 
 
 
 
 
 

（
図
八
十
六
） 

○87
左
匋

（
尹
）
…
…
・
左
匋
倈
…
… 

 
 
 
 
 
 
 

 

（
図
八
十
七
） 

○88
□
匋

（
尹
）

器
鍴
・
左
匋
倈
湯
敀
國
・
左
匋
攻
□ 
 

（
図
八
十
八
） 

○89
倈
剸
敀
…
・
右
匋
攻
… 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
図
八
十
九
） 

○90
右
匋

（
尹
）

…
…
・
匋
…
…  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
図
九
十
） 

○91
右
匋

（
尹
）

器
鍴
・
倈
剸
敀

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
図
九
十
一
） 

○92
□
□
□
□

器
鍴
・
倈
剸
敀

・
右
匋
攻
湯 

 
 
 
 
 

（
図
九
十
二
） 

○93
□
□

（
尹
）

器
鍴
・
□
剸
敀

・
□
□
□
湯 

 
 
 

（
図
九
十
三
） 

○94
…
…
右
匋

（
尹
）
２
３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
図
九
十
四
） 

○95
□
□
呉
（
虞
）
□
□
・
□
都
王

□
・
□
□ 

 
 
 
 
 
 

（
図
九
十
五
） 

前
掲
の
と
お
り
、
廿
件
の
残
欠
品
の
ほ
か
に
、「

（
尹
）」
の
直
前
に
「
左
匋
」

を
加
え
る
も
の
が
七
件
、
「
右
匋
」
を
加
え
る
も
の
が
五
件
あ
る
。 

 

◇
「
左
匋
」
類
無
紀
年
陶
文
の
特
徴
に
つ
い
て
◇ 

「
左
匋
」
類
に
属
す
る
も
の
は
、「
○64
図
六
十
四
～
○70
図
七
十
」
の
ほ
か
に
、

残
欠
品
の
「
○76
図
七
十
六
～
○88
図
八
十
八
」
も
参
考
に
な
る
。
当
該
類
の
陶
文

に
「
倈
」
は
「
湯
」
、
「
敀
」
は
「
國
」
、
即
ち
「
倈
湯
敀
國
」
の
他
に
見
な
い
。

そ
し
て
、「
倈
湯
敀
國
」
の
直
前
に
と
も
に
「
左
匋
」
を
加
え
る
特
徴
が
あ
る
。

「
湯
」
は
有
紀
年
陶
文
の
「
廿
一
年
八
月
」（
燕
国
有
紀
年
陶
文
彙
総
表
〈
表
一
〉

㉕
参
照
）
に
初
め
て
「
右
匋
攻
」
の
職
分
で
登
場
し
、
そ
の
後
に
「
廿
二
年
正

月
」（
燕
国
有
紀
年
陶
文
彙
総
表
〈
表
一
〉
㉙
参
照
）
に
「
左
匋
倈
」
の
職
分
に

変
わ
っ
た
。
初
め
て
「
左
匋
倈
湯
敀
國
」
の
グ
ル
ー
プ
で
現
れ
た
の
は
こ
の
年

（
㉙
廿
二
年
正
月
）
で
あ
る
。
な
お
、「
匋
攻
」
の
前
に
「
左
匋
」
を
加
え
る
類

（
○64
～
○66
及
び
○77

○88
参
照
）
と
「
右
匋
」
を
加
え
る
類
（
○71

○72

○92
参
照
）

及
び
「
匋
攻
」
の
ま
え
に
何
に
も
加
え
な
い
類
（
○67
～
○70
及
び
○73
～
○75

○79

○83

参
照
）
の
二
種
が
見
え
る
。「
匋
攻
」
の
名
を
は
っ
き
り
読
め
る
も
の
は
次
の
五

人
「
𢽍
○64
」「
𠇷
○66
」「

○67

○68

○70
」「
賬
○76
」「
黒
○69

○79

○83
」
で
あ
り
、
そ

の
特
徴
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

○壱
「
𢽍
」：
有
紀
年
陶
文
の
「
十
六
年
四
月
～
十
九
年
十
月
」
（
燕
国
有
紀
年

陶
文
彙
総
表
〈
表
一
〉
①
⑨
⑩
⑬
～
⑱
参
照
）
の
間
に
ず
っ
と
「
右
匋
倈
」
の

職
分
で
現
れ
、「
廿
年
～
廿
一
年
」
に
は
未
見
で
あ
る
が
、「
廿
二
年
正
月
～
廿

三
年
三
月
」
の
間
に
「
左
匋
攻
」
の
職
分
で
現
れ
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
。 

○弐
「
𠇷
」：
燕
国
有
紀
年
類
陶
文
に
見
な
い
。
無
紀
年
陶
文
（
○66
図
六
十
六
）

に
初
登
場
す
る
が
、
最
後
で
も
あ
る
。 
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○参
「

」：
匋
攻
の
職
分
で
「
左
匋
」
類
の
無
紀
年
類
陶
文
（
○67
図
六
十
七
○68

図
六
十
八
○70
図
七
十
参
照
）
に
出
る
他
に
、
用
例
が
な
い
。
そ
し
て
、
わ
ず
か

に
三
例
し
か
な
い
が
、「
匋
攻
」
の
直
前
に
「
左
」
字
を
加
え
な
い
特
徴
が
あ
る
。 

○肆
「
賬
」：
 ○76
図
七
十
六
の
他
に
、
用
例
が
な
い
。 

○伍
「
黒
」：
紀
年
類
陶
文
に
用
例
は
な
い
。
無
紀
年
類
陶
文
「
○69
図
六
十
九
、

○79
図
七
十
九
、
○83
図
八
十
三
」
の
用
例
に
よ
っ
て
、
「
黒
」
の
職
分
は
同
じ
く

「
匋
攻
（
陶
工
）
」
で
あ
り
、
と
も
に
「
左
匋
」
に
属
す
る
。
そ
し
て
、
「
匋
攻

黒
」
の
前
に
「
左
」
字
を
加
え
な
い
特
徴
が
あ
る
。 

◇
「
右
匋
」
類
無
紀
年
陶
文
の
特
徴
に
つ
い
て
◇ 

 

「
右
匋
」
に
属
す
る
も
の
は
、
「
○71
七
十
一
～
○75
七
十
五
」
の
ほ
か
に
、

残
欠
品
の
「
○89
図
八
十
九
～
○92
図
九
十
二
」
も
参
考
に
な
る
。「
倈
」
と
「
敀
」

は
「
倈
剸
敀

」
の
グ
ル
ー
プ
以
外
に
は
な
い
（
○71
図
七
十
一
～
○75
図
七
十
五
、

○91
図
九
十
一
～
○93
図
九
十
三
参
照
）
。
こ
の
「
倈
剸
敀

」
の
グ
ル
ー
プ
は
最

初
に
「
廿
三
年
十
月
」（
㊳
図
三
十
八
参
照
）
に
現
わ
れ
、
そ
の
後
は
「
廿
七
年
」

（
㊻
図
四
十
六
参
照
）
に
も
見
え
る
。
「
匋
攻
（
陶
工
）」
の
工
匠
名
に
つ
い
て

は
、
下
記
の
特
徴
が
あ
る
。 

 

○壱
湯
：
有
紀
年
陶
文
の
「
廿
一
年
八
月
」
と
同
年
「
十
二
月
」
で
は
「
右

匋
攻
」
の
職
分
で
あ
る
が
、
「
廿
二
年
正
月
」
に
入
る
と
、「
廿
三
年
十
月
」
ま

で
、「
左
匋
倈
」
の
職
分
に
変
わ
る
（
燕
国
有
紀
年
陶
文
彙
総
表
〈
表
一
〉
参
照
）。

な
お
、
無
紀
年
陶
文
の
「
匋
攻
湯
」
の
前
に
も
同
じ
く
「
右
」
字
を
加
え
る
特

徴
が
あ
る
。 

 

○弐

（
□
）
：
当
該
文
字
の
用
例
は
二
つ
あ
る
。
『
中
国
歴
史
博
物
館
蔵
法

書
大
観
』
（
第
三
巻 

陶
文 

塼
文 

瓦
文
）
２
４

に
「
匋
」
字
、『
歩
黟
堂
藏
戦
国

陶
文
遺
珍
』
２
５

に
未
釈
文
字
で
あ
る
が
、「
匋
攻
」
名
の
用
字
と
し
て
間
違
い
な

い
と
考
え
る
。
有
紀
年
陶
文
「
廿
三
年
十
二
月
」（
㊶
図
四
十
一
参
照
）
と
無
紀

年
陶
文
「
○73
図
七
十
三
」
の
二
例
し
か
な
い
。
「
匋
攻

」
三
字
の
前
に
何
の

文
字
も
加
え
な
い
特
徴
が
あ
る
。 

 

○参
怳
：
有
紀
年
陶
文
「
廿
七
年
」（
㊺
図
四
十
五
参
照
）
に
「
匋
攻
」
の
職

分
と
し
て
初
登
場
し
た
。
無
紀
年
陶
文
の
「
○74
図
七
十
四
○75
図
七
十
五
」
で
も

「
右
匋

（
尹
）
」
に
属
す
る
「
匋
攻
」
の
職
分
で
あ
る
。
三
例
が
あ
る
が
、「
匋

攻
怳
」
三
字
の
前
に
何
の
文
字
も
加
え
な
い
特
徴
が
あ
る
。 

◇
そ
の
他
◇ 

「
○94
図
九
十
四
」
は
残
欠
で
「
右
匋

（
尹
）」
三
字
し
か
残
っ
て
い
な
い
が
、

本
論
文
第
三
節
の
【
第
一
式
】
■
年
■
月
右
匋

＋
倈
■
敀
■
＋
右
匋
攻
■
及

び
【
第
二
式
】
■
年
■
月
右
匋

＋
倈
■
敀
■
＋
匋
攻
■
の
行
文
特
徴
か
ら
、

有
紀
年
類
陶
文
の
「
廿
三
年
」（
燕
国
有
紀
年
陶
文
彙
総
表
〈
表
一
〉
参
照
）
以

前
の
陶
文
で
あ
る
と
推
定
す
る
。「
○95
図
九
十
五
」
は
残
欠
で
あ
る
が
、
そ
の
「
□

□
都
王

□
」
の
文
字
内
容
は
、
第
一
節
の
有
紀
年
類
「
廿
一
年
」
陶
文
（
㉑
図

廿
一
）
と
共
有
の
特
徴
が
あ
る
。 

  
 
 

三
、
併
用
陶
文
印
跡
の
行
文
格
式
に
つ
い
て 

  

三
璽
併
用
陶
文
に
は
有
紀
年
と
無
紀
年
の
二
類
が
あ
る
。
残
欠
し
て
は
っ

き
り
読
め
な
い
も
の
を
除
く
有
紀
年
類
陶
文
十
七
件
、
無
紀
年
類
陶
文
十
二
件

を
本
節
の
検
討
対
象
と
す
る
。
併
せ
て
廿
九
件
の
陶
文
の
内
容
の
行
文
格
式
に

つ
い
て
も
論
を
展
開
す
る
。 
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◇
有
紀
年
類
◇ 

右
匋
（
十
三
件
） 

①
十
六
年
四
月
右
匋

・
倈
𢽍
敀

・
右
匋
攻
徒 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
図
一
） 

②
十
六
年
八
月
右
匋

・
倈

(

看)

敀

・
右
匋
攻
□ 

 
 
 

 
 

（
図
二
） 

③
十
六
年
九
月
右
匋

・
倈

(

看)

敀

・
右
匋
攻
刑
徒

(

戒) 
  

（
図
三
） 

⑨
十
七
年
十
二
月
右
匋

・
倈

(

𢽍)

敀

・
右
匋
攻

 
 

  
  

（
図
九
） 

⑩
十
八
年
三
月
右
匋

・
倈

(

𢽍)

敀

・
右
匋
攻
□ 

 
 
 

 
 
 
 

（
図
十
） 

⑬
十
八
年
八
月
右
匋

・
倈

(
𢽍)

敀

・
右
匋
攻
丑 

 
 

 
 
 
 

（
図
十
三
） 

㉕
廿
一
年
八
月
右
匋

・
倈
疾
敀

・
右
匋
攻
湯  

 
 

 
 
 
 
 
 
 

（
図
廿
五
） 

㉘
廿
一
年
十
二
月
右
匋

・
倈
疾
敀

・
右
匋
攻
湯 
 

 
 
 
 
 
  

（
図
廿
八
） 

㉝
廿
二
年
三
月
右
匋

・
倈
疾
敀

・
右
匋
攻
徒 

  
    

 

（
図
三
十
三
） 

㊵
廿
三
年
十
月
右
…
…
・
倈

(

剸)

敀

・
右
匋
攻
□ 

 
 
 
 
 
 

（
図
四
十
） 

㊶
廿
三
年
十
二
月
右
匋

・
倈

(

剸)

敀

・
匋
攻

(
□) 

（
図
四
十
一
） 

【
第
一
式
】
■
年
■
月
右
匋

＋
倈
■
敀
■
＋
右
匋
攻
■ 

【
第
二
式
】
■
年
■
月
右
匋

＋
倈
■
敀
■
＋
匋
攻
■ 

 
 

㊹
廿
七
年
右
匋

…
…
・
倈

(

剸)

敀
□
・
右
匋
攻
丑 

 

（
図
四
十
四
） 

㊻
廿
七
年
右
匋

器
鍴
・
倈

(

剸)

□

・
右
匋
攻

  
 

（
図
四
十
六
） 

【
第
三
式
】
■
年
右
匋

器
鍴
＋
倈
■
敀
■
＋
右
匋
攻
■ 

左
匋
（
三
件
） 

⑫
十
八
年
八
月
左
…
…
・
倈
留
敀
国
・
匋
攻

(

□)
 
 
 
 
 

（
図
十
二
） 

㉚
廿
二
年
正
月
左
匋

・
左
匋
倈
湯
敀
国
・
左
匋
攻

(

𢽍) 
  

（
図
三
十
） 

㊱
廿
三
年
三
月
左
匋

・
左
匋
倈
湯
敀
国
・
左
匋
攻

(

𢽍)  

（
図
三
十
六
） 

【
第
四
式
】
■
年
■
月
左
匋

＋
倈
■
敀
■
＋
匋
攻
■ 

【
第
五
式
】
■
年
■
月
左
匋

＋
左
匋
倈
■
敀
■
＋
左
匋
攻
■ 

記
事
（
一
件
） 

㉑
廿
一
年
𨟻
軍
固
□
（
呉
？
）
都
・
□
（
呉
？
）
都
王

鍴
・
行 

（
図
廿
一
） 

【
第
六
式
】
■
年
（
記
事
）
＋
■
■
都
王

鍴+

■ 

 

㉑
を
紀
年
に
従
っ
て
廿
一
年
（
㉑
図
廿
一
）
に
入
れ
る
と
、
陶
文
内
容
の

銘
文
格
式
に
適
応
し
な
い
。
紀
月
の
部
分
を
省
略
し
た
ほ
か
、「
…
…
都
王

鍴
」

の
内
容
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
銘
文
格
式
を
廿
七
年
（
㊹
図
四
十
四
～
㊻
図

四
十
六
）
と
比
べ
る
と
、
陶
文
の
内
容
及
び
内
容
の
行
文
格
式
が
一
新
し
、「
匋

（
陶
尹
）」
の
次
に
「

器
鍴
」
の
内
容
が
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

収
集
し
た
資
料
の
範
囲
で
は
、
廿
七
年
陶
文
に
は
「
右
匋
」
類
し
か
な
く
、「
左

匋
」
類
は
な
い
。 

 

◇
無
紀
年
類
（
第
三
節
参
照
）
◇ 

左
匋
（
七
件
）「
○64
図
六
十
四
～
○70
図
七
十
」 

当
該
七
件
の
陶
文
に
基
づ
い
て
、
陶
文
の
内
容
の
行
文
格
式
を
帰
納
す
れ
ば
、

次
の
第
七
式
・
第
八
式
と
な
る
。 

【
第
七
式
】
左
匋

（
尹
）

器
鍴
＋
左
匋
倈
■
敀
■
＋
左
匋
攻
■ 

【
第
八
式
】
左
匋

（
尹
）

器
鍴
＋
左
匋
倈
■
敀
■
＋
匋
攻
■ 

右
匋
（
五
件
）「
○71
図
七
十
一
～
○75
図
七
十
五
」 

当
該
五
件
の
陶
文
に
基
づ
い
て
、
陶
文
の
内
容
の
行
文
格
式
を
帰
納
す
れ
ば
、

次
の
第
九
式
・
第
十
式
と
な
る
。 

【
第
九
式
】
右
匋

（
尹
）

器
鍴
＋
倈
■
敀
■
＋
右
匋
攻
■ 
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【
第
十
式
】
右
匋

（
尹
）

器
鍴
＋
倈
■
敀
■
＋
匋
攻
■ 

 

前
掲
の
無
紀
年
類
陶
文
の
行
文
格
式
「
第
七
式
～
第
十
式
」
に
よ
れ
ば
、「
右

匋
」
に
属
す
る
行
文
格
式
の
第
九
式
・
第
十
式
を
「
左
匋
」
に
属
す
る
第
七
式
・

第
八
式
と
比
べ
て
み
る
と
、
器
名
を
示
す
「
鍴
」
字
が
付
く
一
列
の
印
跡
に
は

「
左
」
「
右
」
の
区
別
が
あ
る
ほ
か
は
、
内
容
が
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
右

匋
」
類
の
「
倈
■
敀
■
」
の
前
に
所
属
を
表
示
す
る
「
左
匋
」
の
内
容
を
省
略

す
る
特
徴
が
見
ら
れ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
三
璽
併
用
陶
文
の
行
文
格
式
は
、
二
類
（
有
紀
年
、
無
紀
年
）

三
項
（
左
匋
、
右
匋
、
そ
の
他
）
十
式
（
行
文
格
式
〈
第
一
式
～
第
十
式
〉）
に

帰
納
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。 

  
 
 

四
、
併
用
陶
文
印
跡
の
級
別
監
造
に
お
け
る
考
察 

 

燕
国
陶
文
に
関
す
る
論
説
は
、
羅
振
玉
氏
の
「
燕
斉
陶
器
之
異
」
２
６

が
最
も

古
く
、
そ
の
後
に
李
学
勤
氏
を
は
じ
め
と
す
る
諸
家
の
関
係
論
説
が
あ
る
。
こ

れ
ら
論
説
を
帰
納
す
る
と
、
お
お
む
ね
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

◇
級
別
監
造
に
つ
い
て
◇ 

 

㈠
、
四
級
監
造
説 

①
李
学
勤
氏
：
❶
「
由
這
八
例
可
以
考
見
左
右
陶
尹
所
属
倕
、
敀
、
工
三
級

的
昇
遷
。（
こ
の
八
例
に
よ
っ
て
左
右
陶
尹
に
属
す
る
倕
、
敀
、
工
三
級
の
職
務

上
の
昇
進
が
分
か
る
。
）」（
「
戦
国
題
銘
概
述
〈
上
〉
２
７

）。
❷
「
左
右
陶
尹
是
燕

国
主
管
製
陶
的
機
構
。
由
陶
文
可
知
其
人
員
有
倕
、
敀
、
工
三
級
。（
左
右
陶
尹

は
燕
国
の
製
陶
業
を
主
管
す
る
機
構
で
あ
る
。
陶
文
に
よ
っ
て
そ
の
メ
ン
バ
ー

に
は
倕
、
敀
、
工
の
三
級
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。）」（「
燕
斉
陶
文
論
叢
」
２
８

） 

②
曹
錦
炎
氏
：
❶
「
陶
攻
某
猶
如
斉
国
陶
文
中
的
陶
者
某
、
都
是
陶
器
的
直

接
製
造
者
。
很
顕
然
、

不
是
製
陶
工
人
、
是
職
官
、
雖
然
陶
攻
属
於
其
管
轄
、

但
其
職
務
不
高
、
隷
属
於
陶
尹
、
倕
。
這
裡
的
賀
・
国
都
是

的
名
字
。（
「
陶

攻
某
」
は
斉
国
陶
文
に
見
え
る
「
陶
者
某
」
と
類
似
し
、
と
も
に
陶
器
の
直
接

の
製
造
者
で
あ
る
。

は
製
陶
工
人
で
は
な
く
て
、
職
官
で
あ
る
。
匋
攻
は

の

部
下
で
あ
る
。
但
し
、

の
職
位
は
高
く
な
く
、
陶
尹
、
倕
に
属
す
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
る
賀
・
国
は
皆
な

の
人
名
で
あ
る
。）
」（「
釈
戦

国
陶
文
中
的

」）
２
９

❷
「
廿
二
年
正
月
、
左
匋
（
陶
）

（
尹
）、
左
匋
（
陶
）

倕
湯
、

国
、
左
匋
（
陶
）
攻
（
工
）
𢽍
（
造
）。
可
以
看
出
燕
国
的
官
営
製
陶

機
構
職
司
分
為
尹
、
倕
、

、
工
四
級
。（
廿
二
年
正
月
、
左
匋
（
陶
）

（
尹
）、

左
匋
（
陶
）
倕
湯
、

国
、
左
匋
（
陶
）
攻
（
工
）
𢽍
（
造
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

燕
国
の
官
営
製
陶
機
構
の
職
司
は
尹
、
倕
、

、
工
の
四
級
に
分
か
れ
て
い
る

こ
と
が
判
る
。）」『
古
代
璽
印
』
３
０ 

③
呉
振
武
氏
・
于
閏
儀
氏
・
劉
爽
氏
：「
拠
三
枚
聯
戳
式
、
可
知
燕
国
陶
器
従

監
造
者
到
製
造
者
、
約
分
四
級
、
即
㈠
左
／
右
陶
尹
（
尹
字
原
従
肉
従
尹
）、
㈡

左
／
右
陶
佐
（
省
称
佐
、
佐
字
原
従
人
、
従
差
省
）、
㈢
〈
左
／
右
陶
〉
拍
（
左

／
右
陶
字
様
渉
上
〈
左
／
右
陶
佐
〉
而
省
、〈
拍
〉
字
原
従
反
文
旁
従
〈
白
〉
、

㈣
左
／
右
陶
工
（〈
工
〉
字
原
作
〈
攻
〉）
」
（
該
当
の
三
璽
併
用
陶
文
印
跡
に
よ

っ
て
、
燕
国
陶
器
は
監
造
者
か
ら
製
造
者
ま
で
約
四
級
に
分
か
れ
る
こ
と
が
判

る
。
す
な
わ
ち
㈠
左
／
右
陶
尹
（
尹
字
原
从
肉
从
尹
）、
㈡
左
／
右
陶
佐
（
省
称

佐
、
佐
字
原
从
人
、
从
差
省
）、
㈢
〈
左
／
右
陶
〉
拍
（
左
／
右
陶
字
様
渉
上
〈
左
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／
右
陶
佐
〉
而
省
、
〈
拍
〉
字
原
从
反
文
旁
从
〈
白
〉、
㈣
左
／
右
陶
工
（〈
工
〉

字
原
作
〈
攻
〉
）
）
」（
「
吉
林
大
学
文
物
室
蔵
古
陶
文
」）
３
１ 

④
馮
勝
君
氏
：「
燕
国
製
陶
業
的
管
理
監
造
体
系
由
四
級
構
成
、
即
陶
工
、
陶

里
、
陶
軌
、
匋
尹
。（
燕
国
製
陶
業
の
管
理
監
造
体
系
は
四
級
よ
り
構
成
さ
れ
る
。

即
ち
陶
工
、
陶
里
、
陶
軌
、
匋
尹
で
あ
る
。
）
」「
燕
国
陶
文
綜
述
」
３
２ 

⑤
何
琳
儀
氏
：「
由
此
可
見
、
陶
尹
所
属
有
倈
、
𣪘
、
工
三
級
。
其
中
倈
読
里
、

𣪘
読
軌
。
（
こ
れ
で
、
陶
尹
に
は
倈
、
𣪘
、
工
の
三
級
が
属
し
て
い
る
。
そ
の
中
の

「
倈
」
は
「
里
」
と
読
み
、
「
𣪘
」
は
「
軌
」
と
読
む
。
）」（
『
戦
国
文
字
通
論
〈
訂

補
〉』
）
３
３ 

⑥
董
珊
氏
：
❶
「
陶
倈
、
伯
均
為
陶
尹
之
下
的
中
層
工
官
名
称
、
下
文
我
們

還
要
談
到
、
陶
攻
也
可
以
算
是
工
吏
一
種
、
並
不
一
定
就
是
具
体
制
作
的
工
人
。

（
陶
倈
、
伯
は
均
し
く
陶
尹
の
部
下
の
中
層
職
官
名
で
あ
る
。
陶
工
は
工
吏
の

一
つ
と
も
言
え
る
が
、
必
ず
し
も
陶
器
を
直
接
造
る
工
人
と
は
言
え
な
い
。
）
」

『
戦
国
題
銘
与
工
官
制
度
』
３
４

❷
「
四
級
監
造
類
。
完
整
的
格
式
共
有
三
個
長

条
形
印
記
…
…
（
四
級
監
造
類
陶
文
印
跡
は
三
つ
の
長
細
形
印
跡
で
構
成
し
て

い
る
。
…
…
」
『
戦
国
燕
斉
陶
文
』
３
５ 

⑦
王
恩
田
氏
：「
官
営
製
陶
業
陶
文
在
燕
陶
文
中
佔
有
突
出
的
重
要
地
位
、
其

中
又
以
紀
年
加
尹
（

）
、
倈
、
敀
、
工
（
攻
）
四
級
署
名
的
陶
文
最
具
代
表
性
。

這
類
陶
文
是
由
幾
鈕
内
容
相
銜
接
的
長
條
形
印
鈐
製
而
成
。（
官
営
製
陶
業
類
の

陶
文
は
燕
国
陶
文
に
あ
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
の
中
で
は
紀
年
並
び
に

尹
（

）、
倈
、
敀
、
工
（
攻
）
四
級
署
名
の
陶
文
が
最
も
代
表
性
的
な
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
陶
文
は
幾
つ
か
の
内
容
が
つ
な
が
る
長
細
形
璽
印
で
捺
し
た
も

の
で
あ
る
。
）」
『
陶
文
図
録
』
３
６ 

⑧
左
言
東
氏
：「
李
学
勤
『
概
述
』
有
〈
右
陶
攻
（
工
）
湯
〉、〈
左
陶
攻
（
工
）

�
〉、〈
右
陶
攻
（
工
）
徒
〉
等
。
按
：
倕
、
敀
、
工
三
級
都
帰
左
右
陶
尹
所
管
。

（
李
学
勤
氏
『
戦
国
題
銘
概
述
』
に
「
右
陶
攻
（
工
）
湯
、
左
陶
攻
（
工
）
𢽍
、

右
陶
攻
（
工
）
徒
」
等
と
見
え
る
。
按
ず
る
に
、
倕
、
敀
、
工
三
級
は
と
も
に

左
右
陶
尹
の
配
下
で
あ
る
。）」『
先
秦
職
官
表
』
３
７ 

⑨
許
慜
慧
氏
：「
左
右
陶
尹
、
倈
、
敀
、
陶
工
為
陶
器
的
製
造
者
。
左
右
陶
尹
、

為
掌
管
官
営
手
工
業
製
陶
之
長
官
、
其
下
以
倈
、
敀
、
陶
工
為
順
。（
「
左
右
陶

尹
、
倈
、
敀
、
陶
工
は
陶
器
の
製
造
者
で
あ
る
。
左
右
陶
尹
は
官
営
手
工
製
陶

業
を
管
掌
す
る
長
官
で
あ
り
、
そ
の
下
に
順
に
倈
、
敀
、
陶
工
を
配
置
し
て
い

る
。）」『
古
文
字
資
料
中
的
戦
国
職
官
研
究
』
３
８ 

⑩
楊
桂
榮
氏
（
西
林
昭
一
氏
釈
）
：「
以
上
の
文
例
に
よ
り
、
燕
国
官
府
の
製

陶
職
官
で
あ
る
尹
は
、
倕
・
敀
・
工
の
三
ラ
ン
ク
の
職
人
を
管
理
し
て
い
た
こ

と
が
理
解
さ
れ
る
。」『
中
国
歴
史
博
物
館
蔵
法
書
大
観
』
３
９ 

㈡
、
三
級
監
造
説 

 

①
李
零
氏
：
「
燕
国
陶
文
中
的
陶

応
読
為
陶
尹
、
当
是
省
者
、
而
陶
倈
、

可
能
是
陶
師
、
与
敀
同
為
主
者
、
陶
攻
応
読
為
陶
工
、
則
是
造
者
。
這
三
級
、

陶

、
陶
倈
和
陶
攻
、
前
面
都
加
有
〈
左
〉
或
は
〈
右
〉
字
（
陶
倈
有
時
也
省

去
左
或
右
字
）、
唯
独
敀
字
前
面
没
有
、
説
明
敀
的
左
・
右
是
随
陶
倈
、
不
標
自

明
、
後
者
乃
是
前
者
的
助
手
。（
燕
国
陶
文
に
見
え
る
「
陶

」
は
「
陶
尹
」
と

読
む
べ
き
で
あ
り
、
当
に
「
省
者
」
で
あ
る
。
陶
倈
は
「
陶
師
」
で
あ
ろ
う
、「
敀
」

と
と
も
に
「
主
者
」
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。「
陶
攻
」
は
即
ち
「
陶
工
」
で
あ

り
、「
造
者
」
と
推
定
す
る
。
こ
の
三
級
「
陶

、
陶
倈
、
陶
攻
」
の
直
前
に
皆

な
「
左
」
或
は
「
右
」
を
加
え
る
特
徴
が
あ
る
。
（「
陶
倈
」
に
は
「
左
」
或
は
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「
右
」
字
を
省
略
す
る
例
も
あ
る
。
）
が
、
「
敀
」
字
の
直
前
に
は
こ
の
特
徴
を

見
な
い
。
ゆ
え
に
、
「
敀
」
の
「
左
・
右
」
は
「
陶
倈
」
に
従
う
こ
と
が
判
る
。

な
お
、「
敀
」
は
「
陶
倈
」
の
助
手
と
推
定
す
る
。
）
」（
「
斉
、
燕
、
邾
、
滕
陶
文

的
分
類
与
題
銘
格
式
―
―
『
新
編
全
本
〈
季
木
蔵
陶
器
〉
紹
介
』」）
４
０ 

②
唐
存
才
氏
：
❶
李
零
氏
の
説
に
従
っ
て
、
三
級
監
造
と
い
う
。
４
１

❷
三
級

監
造
類
。
学
者
考
此
類
陶
文
中
「
陶
尹
」
当
是
中
央
或
地
方
的
負
責
官
吏
即
監

造
者
、「
陶
倈
」
可
能
是
陶
師
、
与
「
敀
」
同
為
主
辦
者
、「
陶
工
」
則
是
造
者
。

三
級
監
造
陶
文
存
有
年
号
者
、
如
「
十
八
年
某
月
某
」
、
李
学
勤
考
之
為
燕
王
喜

的
在
位
年
号
。（
三
級
監
造
類
陶
文
に
つ
い
て
は
、
あ
る
学
者
の
考
証
に
よ
れ
ば
、

陶
文
中
の
「
陶
尹
」
は
中
央
或
は
地
方
の
職
官
で
、
即
ち
「
監
造
者
」
で
あ
る
。

「
陶
倈
」
は
「
陶
師
」
で
、「
敀
」
と
と
も
に
「
主
辦
者
」
で
あ
ろ
う
。「
陶
工
」

は
則
ち
「
造
者
」
と
推
定
す
る
。
三
級
監
造
陶
文
に
紀
年
が
付
く
「
十
八
年
某

月
某
」
の
よ
う
な
も
の
を
、
李
学
勤
氏
は
燕
王
喜
の
在
位
の
年
号
と
考
証
す
る
。）

『
歩
黟
堂
藏
戦
国
陶
文
遺
珍
』
４
２ 

③
于
軍
氏
：
李
零
氏
の
説
に
従
っ
て
、
三
級
監
造
と
い
う
。『
燕
国
三
級
監
造

類
陶
文
的
初
歩
研
究
』
４
３ 

④
王
映
暉
：
李
零
氏
の
説
に
従
っ
て
、
三
級
監
造
と
い
う
。『
燕
国
陶
文
概
説
』

４
４ 

⑤
徐
暢
氏
：「
三
級
監
造
類
。
河
北
易
県
、
北
京
燕
下
都
遺
址
等
地
所
出
的
燕

国
紀
年
陶
印
跡
、
系
用
燕
国
特
有
的
長
条
形
璽
印
印
成
、
内
容
是
紀
年
以
及
職

官
、
工
匠
人
名
。
即
匋

（
尹
）-

匋
倈
（
匋
敀
）-

匋
攻
（
陶
工
）。
左
匋
、
右

匋
、
是
中
央
製
陶
官
署
。
左
匋
尹
（
或
右
匋
尹
）
是
製
陶
業
之
長
官
、
而
陶
倈
、

可
能
是
陶
師
（
拠
李
零
説
）、
敀
可
能
是
陶
倈
的
副
手
、
陶
工
（
工
師
）
是
主
造

者
。（
三
級
監
造
類
陶
文
。
河
北
易
県
、
北
京
燕
下
都
遺
址
等
か
ら
出
土
し
た
燕

国
有
紀
年
陶
文
印
跡
は
、
燕
国
特
有
の
長
細
形
璽
印
で
鈐
印
し
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
は
紀
年
か
ら
職
官
名
、
工
匠
人
名
に
及
ぶ
。
即
ち
匋

（
尹
）-

匋
倈
（
匋

敀
）-

匋
攻
（
陶
工
）
と
見
え
る
。
左
匋
、
右
匋
は
中
央
製
陶
の
官
署
で
あ
る
。

左
匋
尹
（
或
い
は
右
匋
尹
）
は
製
陶
業
の
長
官
で
あ
り
、「
陶
倈
」
は
「
陶
師
」

で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
（
李
零
氏
説
よ
り
）。「
敀
」
は
「
陶
倈
」
の
助
手
、「
陶

工
（
工
師
）
」
は
「
主
造
者
」
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
「
燕
国
・
三
晋
系
陶
器

文
字
」
４
５ 

燕
国
陶
文
の
級
別
監
造
に
は
、
お
お
よ
そ
右
の
二
説
（
三
級
監
造
説
・
四
級

監
造
説
）
が
あ
る
。「
匋
尹
（
陶
尹
）」
と
「
匋
攻
（
陶
工
）」
に
関
し
て
は
、
諸

説
が
一
致
し
て
い
る
。
論
争
中
の
問
題
は
「
倈
」
と
「
敀
」
が
同
級
で
あ
る
か
、

「
倈
」
と
「
敀
」
は
上
司
と
部
下
の
関
係
で
あ
る
か
の
二
点
で
あ
る
。 

◇
「

」「

」
二
字
の
釈
読
に
つ
い
て
◇ 

三
璽
併
用
陶
文
に
見
え
る
「

」「

」
二
字
の
釈
読
が
、
以
下
の
と
お
り

研
究
者
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
二
字
の
釈
読
が
三
璽
併
用
陶
文
の
級
別
監

造
に
極
め
て
重
要
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。 

①
李
学
勤
氏
：「
倕
」「
敀
」
と
読
む
。「
倕
」
本
為
上
古
巧
工
之
名
、
文
献
或

作
「
垂
」、
有
神
農
時
臣
、
黄
帝
工
人
和
堯
舜
時
人
等
等
伝
説
。
陶
文
的
倕
為
職

官
称
号
、
推
想
応
為
陶
尹
的
主
管
人
員
。
「
敀
」
字
釈
読
衆
説
紛
紜
、
総
在
形
、

音
、
義
方
面
有
所
不
合
、
迄
無
定
論
。
看
上
引
紀
年
陶
文
、
其
義
応
係
陶
工
之

長
、
不
能
在
製
陶
範
囲
以
外
来
考
遠
慮
。
我
認
為
這
個
字
仍
当
釈
敀
、
讀
為
搏
。

『
考
工
記
』
把
陶
人
、
瓬
人
合
称
為
〈
搏
埴
之
工
二
〉、
注
云
：
搏
之
言
拍
也
、

埴
、
粘
土
也
。
実
際
瓬
也
与
搏
有
関
、『
説
文
』
瓬
、
周
家
搏
埴
之
工
也
。
従
瓦
、
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方
声
。『
考
工
記
』
註
先
鄭
云
読
若
甫
、
後
鄭
云
読
如
放
、
甫
与
方
、
放
古
音
皆

幫
母
、
魚
陽
対
転
、
因
此
将
敀
読
為
瓬
也
是
可
以
的
。
（「
倕
」
は
、
本
来
は
上

古
の
巧
工
の
名
で
あ
り
、
文
献
に
は
「
垂
」
と
も
作
る
。
神
農
の
時
の
大
臣
、

黄
帝
の
時
の
工
人
。
堯
舜
の
時
の
人
な
ど
と
す
る
諸
伝
説
が
あ
る
。
陶
文
の
「
倕
」

は
職
官
の
呼
び
方
で
あ
り
、
「
陶
尹
」
に
属
す
る
「
主
管
人
員
」
と
推
定
す
る
。

「
敀
」
字
の
釈
読
に
は
諸
説
が
あ
る
が
、
す
べ
て
形
・
音
・
義
の
面
で
説
得
で

き
な
い
箇
所
が
あ
り
、
今
ま
で
定
説
が
な
い
現
状
で
あ
る
。
前
掲
の
有
紀
年
類

陶
文
資
料
に
よ
れ
ば
、「
敀
」
字
の
意
味
は
「
陶
工
の
長
」
で
あ
り
、
製
陶
範
囲

以
外
か
ら
考
察
し
て
は
い
け
な
い
。「
敀
」
と
釈
読
し
て
「
搏
」
と
読
む
べ
き
で

あ
る
。『
考
工
記
』
に
「
陶
人
、
瓬
人
」
を
合
わ
せ
て
「
搏
埴
之
工
二
」
と
称
し

て
い
る
。
注
に
「
搏
之
言
拍
也
、
埴
、
粘
土
也
。」
と
見
え
る
。
実
に
「
瓬
」
も

「
搏
」
と
関
係
が
あ
り
、『
説
文
』
に
「
瓬
、
周
家
搏
埴
之
工
也
。
从
瓦
、
方
声
。」

と
見
え
、『
考
工
記
』
註
先
鄭
云
読
若
甫
、
後
鄭
云
読
如
放
、
甫
与
方
、
放
古
音

皆
幫
母
、
魚
陽
対
転
、
し
た
が
っ
て
「
敀
」
を
「
瓬
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
）」

（
『
燕
斉
陶
文
論
叢
』
） 

②
曹
錦
炎
氏
：
「

」
字
に
「

」
字
と
読
む
。「
㈠

即
『
周
官
・
冬
官
・

考
工
記
』
的
㮚
氏
。
㈡

是
量
器
的
製
造
機
構
、
其
職
官
也
称

、
其
職
甚
卑
、

里
一
級
的
行
政
単
位
也
可
設
置
。
㈢
量
器
上
打
有

印
、
表
明
其
属
於
某
地
的

所
造
、
並
由
此
推
知
戦
国
時
期
的
量
器
大
概
都
是
由
官
方
機
構
製
造
的
。
（
㈠

「

」
は
、
即
ち
『
周
官
』
冬
官
・
考
工
記
に
見
る
「
㮚
氏
」
で
あ
る
。
㈡
「

」

は
量
器
の
製
造
機
関
で
あ
り
、
そ
の
職
位
は
甚
だ
卑
し
く
て
、「
里
」
級
の
行
政

単
位
で
も
設
置
で
き
る
。
㈢
量
器
に
「

」
字
の
印
を
捺
し
て
、
某
地
の

の

製
造
で
あ
る
こ
と
を
表
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
戦
国
時
期
の
量
器
は
お
お
よ
そ

官
方
製
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
。）」（『
釈
戦
国
陶
文
中
的
〈

〉』） 

③
呉
振
武
氏
・
于
閏
儀
氏
・
劉
爽
氏
：「

」「

」
二
字
は
「
佐
」「
拍
」

と
読
む
。「
燕
陶
文
中
所
謂
的
佐
字
、
也
許
応
該
釈
為
仇
。
疑
仇
和
拍
都
是
陶
尹

所
属
的
製
陶
技
師
。
…
…
拍
似
指
拍
泥
為
坯
、
陶
拍
大
概
是
制
作
器
坯
的
技
師
。

（
燕
国
陶
文
に
い
わ
ゆ
る
「
佐
」
字
も
「
仇
」
字
と
読
む
べ
き
で
あ
る
。
疑
う

ら
く
は
「
仇
」
と
「
拍
」
は
と
も
に
「
陶
尹
」
に
属
す
る
製
陶
技
師
で
あ
る
。

…
…
「
拍
」
は
「
泥
を
拍
っ
て
坯
を
為
る
」
の
意
味
を
指
す
か
も
し
れ
な
い
。「
陶

拍
」
は
お
そ
ら
く
陶
器
の
坯
を
造
る
技
師
で
あ
る
。
）
」（
『
吉
林
大
学
文
物
室
蔵

古
陶
文
』） 

④
何
琳
儀
氏
：
❶
「
倈
読
里
、
𣪘
読
軌
。
後
者
亦
見
斉
系
文
字
、『
国
語
・
斉

語
』
五
家
為
軌
、
軌
為
長
、
十
軌
為
里
、
里
有
司
。（「
倈
」
は
「
里
」
と
読
み
、

「
𣪘
」
は
「
軌
」
と
読
む
。
後
者
は
亦
た
斉
系
文
字
に
も
見
え
る
。『
国
語
』
斉

語
に
「
五
家
ご
と
に
軌
を
為
す
、
軌
は
長
た
り
。
十
軌
を
里
と
為
す
、
里
に
司

有
り
。）」（『
戦
国
文
字
通
論
〈
訂
補
〉』）
４
６

❷
『
戦
国
古
文
字
典
』
に
「
倈
、

従
人
、
来
声
。
来
之
繁
文
。
『
詩
・
大
雅
・
常
武
』
〈
徐
方
既
来
。
〉『
漢
書
・
景

武
昭
宣
元
成
功
臣
表
』
引
来
作
倈
。
注
〈
倈
、
古
来
字
。〉『
集
韻
』
引
『
説
文
』

作
徠
、
則
為
徠
之
異
文
。
古
文
字
人
与
彳
旁
有
時
互
作
。（
倈
は
人
に
从
い
、
音

は
来
で
あ
る
。
来
の
繁
文
で
あ
る
。『
詩
』
大
雅
・
常
武
に
〈
徐
方
既
来
〉
）」、『
漢

書
』
景
武
昭
宣
元
成
功
臣
表
に
は
来
を
倈
に
作
っ
て
お
り
、
そ
の
注
に
「
倈
は

古
の
来
の
字
」
と
あ
る
。『
集
韻
』
引
『
説
文
解
字
』
に
徠
に
作
る
。
す
な
わ
ち

徠
の
異
文
で
あ
る
。
古
文
字
で
は
人
偏
と
彳
編
と
は
互
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。」

と
見
る
。
な
お
、
「

」
字
に
つ
い
て
、
何
氏
は
「
𣪘
」
と
釈
読
し
て
、
「
燕
器

𣪘
、
読
軌
。」
と
見
る
。
４
７ 
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⑤
徐
連
達
氏
：
「
【
陶
倕
】
戦
国
燕
的
製
陶
技
師
。
拠
李
学
勤
著
『
戦
国
題
銘

概
述
』
、
燕
国
的
陶
器
題
銘
有
倕

、
倕
疾
、
倕
朝
、
左
陶
倕
湯
等
、
応
是
陶
尹

所
属
製
陶
技
師
。
（
【
陶
倕
】
戦
国
燕
の
製
陶
技
師
で
あ
る
。
李
学
勤
氏
の
『
戦

国
題
銘
概
述
』
に
よ
れ
ば
、
燕
国
の
陶
器
題
銘
に
は
、
「
倕

、
倕
疾
、
倕
朝
、

左
陶
倕
湯
」
等
が
あ
る
。「
陶
尹
」
に
属
す
る
製
陶
技
師
と
み
ら
れ
る
。）」（『
中

国
歴
代
官
制
大
詞
典
』
九
八
八
頁
）
４
８ 

⑥
呉
暁
懿
氏
：
『
戦
国
官
名
新
探
』
４
９

三
四
頁
表
二-

二
三
燕
陶
器
所
見
官
名

表
に
「
左
陶
倈
」「
右
陶
倈
」「
左
陶
伯
」「
右
陶
伯
」
が
見
え
る
。 

⑦
中
国
歴
史
博
物
館
考
古
組
：
「
第
一
種 

紀
年
銘
、
有
〈
十
年
十
月
、
左
陶

尹
、
左
陶
倈
□
、
敀
□
〉〈
廿
三
年
十
月
、
左
匋
尹
、
敀
朝
陽
〉
等
、
多
印
於
陶

罐
肩
部
、
一
般
都
是
陰
文
、
印
面
作
長
方
形
。（
第
一
種 

紀
年
銘
、〈
十
年
十
月
、

左
陶
尹
、
左
陶
倈
□
、
敀
□
〉〈
廿
三
年
十
月
、
左
匋
尹
、
敀
朝
陽
〉
等
が
あ
り
、

お
お
よ
そ
陶
罐
の
肩
部
に
捺
さ
れ
、
一
般
に
陰
文
で
あ
り
、
印
面
は
長
細
形
で

あ
る
。
）」
５
０ 

⑧
徐
谷
甫
・
王
延
林
氏
：
「

」
字
を
「
倕
」、
「

」
字
を
「
敀
」
字
と
読

ん
で
い
る
。
５
１ 

⑨
李
零
氏
：「

」
字
を
「
倈
」
字
、「

」
字
を
「
敀
」
字
と
読
ん
で
い
る
。

５
２ 

⑩
高
明
・
葛
英
会
氏
：「

」
字
を
「
倕
」
字
、「

」
字
を
「
敀
」
字
と
読

ん
で
い
る
。
５
３ 

⑪
周
暁
陸
氏
：
「

」
字
を
「

」
、
「

」
字
を
「
敀
（
𤽐
）」
と
釈
読
し

て
い
る
。
５
４ 

⑫
董
珊
氏
：
第
一
印
好
似
紀
年
加
左
（
或
右
）
陶
尹
、
接
下
去
的
一
印
是
〈
倕

某
輔
某
〉、
倕
的
地
位
可
能
相
当
於
工
師
、
所
謂
〈
輔
〉
写
作
従
白
従
攴
、
有
釈

成
〈
拍
〉
的
、
謂
陶
拍
之
工
、
李
学
勤
先
生
曾
釈
為
〈
伯
〉、
我
們
考
慮
秦
国
的

兵
器
監
造
制
度
自
秦
惠
王
始
在
共
師
和
工
之
間
増
加
〈
丞
〉、
燕
国
陶
文
的
此
処

職
官
位
置
和
〈
丞
〉
相
当
、
如
果
読
成
〈
輔
〉、
不
但
能
够
和
丞
的
位
置
相
同
、

文
字
意
義
也
相
近
。
最
後
一
印
是
〈
陶
工
某
〉、
〈
倈
〉、
〈
陶
工
〉
前
或
加
〈
左

（
右
）〉、
和
陶
尹
的
〈
左
（
右
）〉
統
一
。
此
外
、
這
類
陶
文
也
常
見
又
加
有
三

個
或
更
多
圏
状
印
記
的
。（
第
一
印
跡
は
お
お
よ
そ
紀
年
＋
左
（
或
い
は
右
）
陶

尹
、
次
の
一
印
跡
は
〈
倕
某
輔
某
〉
で
あ
り
、〈
倕
〉
の
職
分
は
〈
工
師
〉
に
当

た
る
か
も
し
れ
な
い
。〈
輔
〉
は
「
左
に
白
、
右
に
攴
」
の
文
字
構
造
で
、〈
拍
〉

と
釈
読
す
る
説
も
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
〈
陶
拍
之
工
〉
の
意
味
で
あ
る
。
李
学
勤

先
生
は
〈
伯
〉
と
釈
読
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
秦
国
の
兵
器
監
造
制
度
で
は
秦

惠
王
か
ら
〈
共
師
〉
と
〈
工
〉
の
間
に
〈
丞
〉
を
加
え
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

燕
国
陶
文
に
該
当
職
官
の
職
分
は
〈
丞
〉
に
相
当
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
。
も

し
〈
輔
〉
と
読
め
ば
、〈
丞
〉
の
職
分
と
同
じ
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
文
字
の
意

味
も
近
い
。
最
後
の
印
跡
は
〈
陶
工
某
〉
で
あ
る
。〈
倈
〉、〈
陶
工
〉
の
直
前
に

〈
左
（
右
）〉
を
加
え
る
例
も
あ
り
、〈
左
（
右
）〉
陶
尹
の
行
文
構
成
と
の
統
一

が
あ
る
。）」
５
５ 

⑬
楊
桂
榮
氏
（
西
林
昭
一
氏
釈
）：「
た
と
え
ば
〈
二
十
三
年
十
月
左
陶
尹
〉（
一

‐
６
）
、〈
十
七
年
十
月
左
陶
尹
〉（
一-

３
）
、〈
左
陶
倕
湯
敀
〉（
一-

７
）
な
ど

の
陶
文
が
そ
れ
で
あ
る
。」
５
６ 

「

」「

」
両
字
に
つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ
右
の
諸
説
（「

」「

」
二

字
の
釈
読
に
お
け
る
彙
総
表
参
照
）
が
あ
る
が
、
執
筆
者
は
「

」「

」
両

字
を
以
下
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。 
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「

」「

」
二
字
の
釈
読
に
お
け
る
彙
総
表 

番

号 
   

主張者 釈 読 釈 読 

① 李学勤 倕(垂) 倕 敀 搏(瓬) 

② 曹錦炎 倕 倕   

③ 呉振武・于閏儀・
劉爽 

佐(仇) 仇 拍 拍 

④ 何琳儀 倈 里 𣪘 軌 

⑤ 徐連達 倕 倕 無し 無し 

⑥ 呉暁懿 倈 倈 伯 伯 

⑦ 中国歴史博物館

考古組 

倈 倈 敀 敀 

⑧ 徐谷甫・王延林 倕 倕 敀 敀 

⑨ 李零 倕 倕 敀 敀 

⑩ 高明・葛英会 倕 倕 敀 敀 

⑪ 周暁陸   敀(𤽐) 敀(𤽐) 

⑫ 董珊 倕・倈 不明 𤽐 輔 

⑬ 楊桂榮 倕 倕 敀 敀 

 

「

」
字
に
つ
い
て
は
「
倈
」
と
隷
定
す
る
。
「
倈
」
字
は
『
説
文
解
字
』

に
無
い
文
字
で
あ
る
が
、『
集
韻
』
に
「
勑
徠
倈
來
逨
洛
代
切
、
説
文
勞
也
。
或
从
彳
从

人
、
亦
作
來
逨
。
」
と
見
え
る
。「
勑
」
字
に
つ
い
て
は
、『
説
文
解
字
』
に
「
勞
也
。

从
力
來
声
。
洛
代
切
」
と
見
え
る
。
し
た
が
っ
て
、「
倈
」
は
「
勑
」
と
読
め
る
。

勑
は
、
『
洪
武
正
韻
』
に
「
書
敕
天
子
之
命
。
又
与
飭
同
。
…
…
」
と
見
え
る
。

な
お
、『
易
経
』
噬
嗑
に
「
象
曰
、
雷
電
噬
嗑
。
先
王
以
明
罰
勑
法
。」
及
び
『
尚

書
』
皐
陶
謨
に
「
天
叙
有
典
。
勑
我
五
典
五
惇
哉
。
」
と
見
え
る
。
そ
し
て
、『
洪

武
正
韻
』
に
は
、「
敕
」
に
「
戒
敕
天
子
制
書
曰
敕
。
亦
作
勑
。
又
誠
也
。
正
也
。

固
也
。
理
也
。
亦
作
勑
。
又
与
飭
同
。
」
の
意
味
が
見
え
る
。
故
に
、「
倈
（
勑
）
」

字
は
、
三
璽
併
用
燕
国
陶
文
に
あ
っ
て
は
「
た
だ
す
」
の
意
味
と
推
定
す
る
。 

｢

」
字
に
つ
い
て
は
、
「
左
に
白
、
右
に
攴
」
で
「
𤽐
」
字
に
隷
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
『
経

籍
籑
詁
』
に
は
「
敀
」
字
に
「
説

文
、
𤽐
、
迮
也
。
从
攴
白
声
。

周
書
曰
、
常
𤽐
、
常
任
。
」
と

見
え
る
。
す
な
わ
ち
「
𤽐
」
字

は
「
敀
」
字
と
同
字
で
あ
る
こ

と
が
判
る
。
『
説
文
解
字
』
段

注
に
「
敀
、
迮
也
。
迮
、
起
也
。

敀
者
、
起
也
、
与
迫
音
義
同
。

従
攴
白
声
。
博
陌
切
。
古
音
在

五
部
。
…
…
」
と
見
え
る
。
な

お
、
『
廣
韻
』
に
は
「
迫
」
字

と
同
じ
と
し
、「
逼
也
、
近
也
、
急
也
、
附
也
。」「
大
打
也
」
の
意
味
と
見
え
る
。

「
敀
」
は
、
こ
こ
で
は
「
迫
」
で
、
「
せ
ま
る
。
ち
か
づ
く
。
」
を
意
味
す
る
。

ち
な
み
に
迫
は
、『
説
文
解
字
』
に
「
迫
、
近
也
。」
と
見
え
る
。 

燕
国
陶
文
に
見
る
「

」
と｢

」
は
と
も
に
一
つ
の
印
跡
に
出
る
の
で
、

該
当
陶
器
の
容
量
と
器
形
を
修
正
す
る
職
官
名
と
推
定
す
る
。 

 

◇
三
璽
併
用
陶
文
の
捺
す
順
番
に
つ
い
て
◇ 

「
㉘
図
廿
八
」
の
と
お
り
「
倈
疾
敀

」
の
印
跡
は
乳
釘
に
覆
わ
れ
て
い
る

の
で
、
「
倈
疾
敀

」
の
璽
印
は
、
捺
し
た
後
に
乳
釘
を
付
け
た
こ
と
が
判
る
。

一
方
、「
㉝
図
三
十
三
」
と
「
㊶
図
四
十
一
」
に
よ
れ
ば
、
長
細
形
の
紀
年
類
の

璽
印
は
、
乳
釘
を
付
け
た
後
に
捺
し
た
こ
と
が
判
る
。
ま
た
「
匋
攻
（
陶
工
）」

は
「
物
勒
工
名
」
の
習
慣
に
基
づ
い
て
、
当
然
、
陶
器
の
製
造
者
と
し
て
、
陶

器
の
生
地
を
仕
上
げ
ま
だ
焼
か
な
い
柔
ら
か
い
う
ち
に
、
直
接
「
匋
攻
（
陶
工
）」

の
璽
印
を
捺
し
た
で
あ
ろ
う
。
以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
、
長
細
形
の
三
璽
は
「
陶

工
■
」
→
「
倈
■
敀
■
」
→
「
紀
年
…
…
」
の
順
に
捺
さ
れ
た
と
推
定
で
き
る
。

な
お
、
乳
釘
の
形
に
は
凹
凸
二
種
が
あ
り
、
完
器
で
あ
る
「
㉘
図
廿
八
、
㉝
図

三
十
三
、
○74
図
七
十
四
及
び
㉚
図
三
十
、
㊱
図
三
十
六
、
○71
図
七
十
一
、
○88
図

八
十
八
」
は
参
考
に
な
る
。
乳
釘
の
用
途
は
ま
だ
不
明
で
あ
る
が
、
于
軍
氏
の

指
摘
し
た
と
お
り
、
「
三
条
印
之
間
多
夾
有
乳
釘
紋
或
円
圏
紋
、
対
于
其
作
用
、

目
前
尚
無
法
判
断
、
但
有
一
点
可
以
肯
定
的
是
其
同
様
存
在
左
、
右
区
別
、
即

凡
属
左
陶
者
均
為
円
圏
紋
、
凡
属
右
陶
者
均
為
乳
釘
紋
。」（
三
つ
の
印
跡
の
間

に
は
、
往
々
に
し
て
乳
釘
紋
或
は
円
圏
紋
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
用
途
は
ま
だ
判

ら
な
い
が
、
一
つ
確
認
で
き
る
の
は
、
乳
釘
紋
と
円
圏
紋
に
は
「
左
・
右
」
の
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区
別
、
即
ち
「
左
陶
」
に
属
す
る
も
の
は
均
し
く
円
圏
紋
で
あ
り
、「
右
陶
」
に

属
す
る
も
の
は
均
し
く
乳
釘
紋
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
）
５
７ 

 

◇
国
君
で
あ
る
「
王
」
は
「
鍴
」
の
名
義
上
の
最
高
監
造
者
で
あ
る
こ
と
◇ 

「
廿
一
年
」
陶
文
に
「
…
…
都
王

鍴
」
の
印
跡
が
初
登
場
し
た
（
㉑
図
廿
一
）。

「
廿
七
年
」
に
入
る
と
、
「
廿
七
年
右
匋
尹

正
器
鍴
」
中
に
「
鍴
」
字
が
再
出

し
た
（
燕
国
有
紀
年
陶
文
彙
総
表
〈
表
一
〉
参
照
）。
ま
た
「
鍴
」
字
は
、
燕
国

無
紀
年
長
細
形
三
璽
併
用
陶
文
に
も
「
左
（
右
）
匋
尹

器
鍴
」
の
内
容
が

見
ら
れ
る
（
燕
国
無
紀
年
長
細
形
三
璽
併
用
陶
文
印
跡
彙
総
表
参
照
）。
そ
の
他
、

燕
国
長
細
形
璽
印
に
は
「
…
…
王

鍴
」
の
言
葉
も
頻
出
す
る
。
５
８ 

燕
国
兵
器
銘
文
で
は
、
国
君
は
最
高
の
名
義
上
の
監
造
者
と
し
て
現
れ
る
特

徴
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
度
量
衡
に
お
い
て
も
最
高
名
義
監
造
者
は
国
君
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
執
筆
者
は
「
鍴
」
が
量
器
で
あ
る
と
の
立
場
に
基
づ
い

て
、
王
（
燕
国
君
）
を
最
高
名
義
監
造
者
と
す
る
次
の
四
級
監
造
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
す
る
。 

最
高
名
義
監
造
者
―
―
―
―
―
―
―
―
―
王
（
燕
国
君
） 

製
造
機
関
最
高
責
任
者
―
―
―
―
―
―
―
匋

（
尹
） 

校
正
（
容
量
、
器
形
）
者
―
―
―
―
―
―
倈
・
敀 

坯
の
制
作
者
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
匋
攻
（
陶
工
） 

 

お
わ
り
に 

本
節
は
、
収
集
し
た
燕
国
の
長
細
形
三
璽
併
用
陶
文
印
跡
九
十
五
件
を
検
討

し
て
得
ら
れ
た
知
見
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
九
十
五
件
の
内
訳
は
有
紀
年

類
陶
文
印
跡
は
六
十
三
件
あ
り
、
中
に
「
十
六
年
」
五
件
、「
十
七
年
」
四
件
、

「
十
八
年
」
七
件
、「
十
九
年
」
二
件
、「
廿
年
」
一
件
、「
廿
一
年
」
九
件
、「
廿

二
年
」
六
件
、「
廿
三
年
」
八
件
、「
廿
五
年
」
一
件
、「
廿
七
年
」
四
件
、
風
化

損
缺
で
紀
年
不
明
の
十
件
、
偽
品
一
件
、
模
写
五
件
で
あ
る
。
紀
年
は
十
六
年

四
月
か
ら
廿
七
年
ま
で
の
間
に
あ
り
、
陶
文
に
は
抑
印
と
刻
画
の
二
種
が
あ
る
。

銘
文
に
は
記
事
だ
け
の
一
件
（
廿
一
年
）
を
除
い
て
、
す
べ
て
紀
年
（
＋
月
）

の
下
に
「
左
・
右
」
匋
尹
と
製
造
工
官
の
職
分
や
人
名
な
ど
が
並
ぶ
。「
廿
四
年
」

と
「
廿
六
年
」
陶
文
が
一
例
も
出
な
い
理
由
は
分
か
ら
な
い
。「
廿
一
年
」
陶
文

は
現
存
数
最
多
の
九
件
が
あ
る
。
出
土
地
が
明
ら
か
な
の
は
廿
八
件
で
、
易
県

と
天
津
の
両
地
に
限
ら
れ
る
。 

一
方
、
無
紀
年
類
陶
文
印
跡
に
は
三
十
二
件
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
三
つ
の
印

跡
が
は
っ
き
り
読
め
る
も
の
は
十
二
件
、
損
缺
す
る
も
の
は
廿
件
あ
る
。
出
土

地
が
明
ら
か
な
の
は
廿
一
件
で
、
易
県
と
北
京
の
両
地
に
限
ら
れ
る
。 

な
お
、
有
紀
年
類
の
四
件
と
無
紀
年
類
の
三
件
の
完
器
は
非
常
に
珍
し
く
、

燕
国
有
紀
年
陶
文
の
器
形
面
の
研
究
に
役
立
つ
。
燕
国
三
璽
併
用
陶
文
印
跡
の

年
代
、
内
容
、
併
用
印
跡
の
並
ぶ
順
序
及
び
「
倈
」「
敀
」「
匋
攻
」
の
工
官
名

の
使
用
頻
度
に
お
け
る
研
究
に
よ
っ
て
、
製
陶
業
に
関
す
る
文
献
の
不
足
を
補

う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
本
論
文
で
検
討
し
た
結
果
、
以
下
の
結
論

を
え
た
。 

（
壱
）
燕
国
陶
器
製
造
機
関
の
「
左
匋
」
と
「
右
匋
」
の
間
に
は
、
工
官
人

員
が
互
い
に
職
分
を
変
更
す
る
現
象
が
あ
る
。
そ
し
て
工
官
の
人
名
か
ら
見
れ

ば
、「
匋
尹
」
に
属
し
て
い
る
「
倈
」「
敀
」
は
、「
監
造
」
者
で
あ
る
と
同
時
に

「
攻
」
の
職
分
と
し
て
製
陶
活
動
に
も
参
与
し
て
い
る
。 

ú      
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（
弐
）
燕
国
有
紀
年
陶
文
の
銘
文
内
容
の
変
化
の
特
徴
か
ら
、「
…
…

器
鍴
」

の
文
字
内
容
が
付
く
一
群
の
燕
国
陶
文
の
年
代
は
、
燕
昭
王
廿
七
年
以
後
の
製

造
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
よ
っ
て
上
限
は
陶
文
を
見
な
い
燕
昭
王
二
十
六
年
（
前

2
8
6

年
）
と
推
定
で
き
る
。
製
造
月
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
二
月
と
七
月
を
欠
く

以
外
、
正
月
「

」
、
三
月
「

」
、
四
月
「

」
、
五
月
「

」、
六
月
「

」、

八
月
「

」
、
九
月
「

」
、
十
月
「

」
、
十
一
月
「

」
、
十
二
月
「

」

が
揃
っ
て
い
る
。
な
お
、
閏
月
の
「
十
三
月
」
の
記
載
は
兵
器
銘
文
中
に
一
例

が
あ
る
だ
け
で
、
陶
文
中
に
は
未
見
で
あ
る
。 

（
参
）
有
紀
年
燕
国
陶
文
の
紀
年
に
よ
れ
ば
、
「
…
…
王

鍴
」
の
印
文
を
有

す
る
一
群
の
燕
国
長
細
形
璽
印
は
、
燕
昭
王
時
期
の
所
造
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
少
な
く
と
も
燕
昭
王
廿
一
年
（
前
二
九
一
年
）
の
製
造
陶
器
に
は
、
こ
れ

ら
「
…
…
王

鍴
」
の
璽
印
を
使
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
燕
の
国
君
は
最
高
監
造

者
の
名
義
者
と
し
て
陶
器
製
造
に
参
加
し
た
こ
と
が
判
る
。
三
璽
併
用
陶
文
の

内
容
を
検
討
し
た
上
で
、
従
来
の
四
級
と
三
級
監
造
説
を
と
も
に
非
と
し
、
燕

の
国
君
は
最
高
監
造
者
の
名
義
者
と
し
て
陶
器
製
造
に
参
加
し
た
四
級
監
造

「
王
（
燕
国
君
）
→
匋

（
尹
）
→
倈
・
敀
→
匋
攻
（
陶
工
）
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

た
。 （

肆
）
燕
国
長
細
形
の
三
璽
は
「
陶
工
■
」
→
「
倈
■
敀
■
」
→
「
紀
年
…

…
」
の
順
に
捺
さ
れ
た
と
推
定
す
る
。 

（
伍
）
燕
国
三
璽
併
用
陶
文
の
行
文
格
式
は
、
二
類
（
有
紀
年
、
無
紀
年

）
三
項

（
左
匋
、
右
匋
、
記
事
）
十
式
（
行
文
格
式
〈
第
一
式
～
第
十
式
〉）
に
帰
納
で

き
る
。 

 

【
参
考
文
献
】 

『
古
陶
文
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編
』
高
明 

中
華
書
局
版
（
北
川
博
邦
訳 

東
方
書
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）
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年
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古
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文
字
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華
書
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古
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史
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史
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榮
（
分
巻
主
編
）
西
林
昭
一
（
日

本
版
監
修
）
版
権
： 

〔
日
本
〕
柳
原
書
店
〔
中
国
〕
上
海
教
育
出
版
社 

一

九
九
四
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〇
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年
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華
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月 
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概
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学
勤
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年
第
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期 
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年
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月 
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学
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年
五
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国
銘
文
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学
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社 
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年
九
月 
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十
世
紀
出
土
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印
集
成
』
周
曉
陸 

中
華
書
局 
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〇
一
〇
年
一
月 

『
新
編
全
本
季
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蔵
陶
』
周
進
（
集
蔵
）
周
紹
良
（
整
理
）
李
零
（
分
類
考
釈
） 

中
華
書
局 

一
九
九
八
年
十
月 

『
天
理
参
考
館
図
録
・
中
国
』
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日
新
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社 
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日
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社 
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九
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遺
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的
鑚
探
与
試
掘
」
天
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歴
史
博
物
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古
部
『
考

古
』
二
〇
〇
一
年
第
九
期 

考
古
雑
誌
社
出
版 
二
〇
〇
一
年
九
月 

『
燕
下
都
（
上
）
』
河
北
省
文
物
研
究
所 

河
北
省
文
物
出
版
社 

一
九
九
六
年 

『
燕
趙
金
石
論
集
』
李
亜
平
・
李
俊
卿 

河
北
教
育
出
版
社 
二
〇
一
五
年
十

月 「
燕
斉
陶
文
叢
論
」
李
学
勤
『
上
海
博
物
館
集
刊
―
建
館
四
十
周
年
特
輯
』（
第

六
期
）
上
海
博
物
館
集
刊
編
集
委
員
会
編 

上
海
古
籍
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版
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版 

一
九
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年
十
月 
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周
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編 
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書
刊
行
会
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行 

昭
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一
月 
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江
村
治
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古
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〇
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【
注
】 

                                        

                  

 
１ 
燕
国
有
紀
年
陶
文
の
並
び
方
に
関
す
る
検
討
は
、
本
論
文
の
第
二
節
「
有
紀
年
陶
文
の
特

徴
に
お
け
る
検
討
」
の
「
有
紀
年
陶
文
の
並
び
方
の
特
徴
」
参
照
。 

２ 

字
を
「
看
」
と
釈
読
す
る
の
は
、
何
琳
儀
氏
の
釈
読
に
従
う
。
氏
の
『
戦
国
文
字
通
論
』 

中
華
書
局 
一
九
八
九
年
四
月 

一
〇
一
頁
参
考
。 

３ 
h
tt
p:
//
bl
og
.s
in
a.
co
m.
cn
/s
/b

l
og
_5
9e
6f
4a
70
10
2v
yf
y.
ht
ml

（
張
今
声
微
博
、
燕

下
都
陶
文 

2
0
16

-0
1-
20
 1
4:
40
:4
6

） 

４ 

李
学
勤
「
燕
斉
陶
文
叢
論
」『
上
海
博
物
館
集
刊
―
建
館
四
十
周
年
特
輯
』（
第
六
期
）
上

海
博
物
館
集
刊
編
集
委
員
会
編 

上
海
古
籍
出
版
社
出
版 

一
九
九
二
年
十
月 

一
七

〇
～
一
七
三
頁 

５ 
h
tt
p:
//
bl
og
.s
in
a.
co
m.
cn
/s
/b
l
og
_5
9e
6f
4
a
70
10
2v
yf
y.
ht
ml

（
張
今
声
微
博
、
燕

下
都
陶
文 

2
0
16

-0
1-
20
 1
4:
40
:4
6

） 

６ 
h
tt
p:
//
jd
.c
an
g.
co
m/
15
39
05
1.
h
tml

所
見
、「
戦
国
時
期
陶
文 

古
文
字 

燕
下
都
」ID

編
号
：J

D
15
39
051

日
期
：20

15
/5
/
22
 

時
間12

:0
0:
49

 

蔵
友
：「
鑫
旺 

燕
下
都
」
参

照
。
所
蔵
者
と
連
絡
を
取
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
陶
文
の
文
字
内
容
と
字
形
特
徴

か
ら
見
て
、
こ
の
陶
文
は
本
物
で
あ
る
と
考
え
る
。 

７ 
h
tt
p:
//
jd
.c
an
g.
co
m/
15
39
05
3.
h
tml

所
見
、「
戦
国
時
期
陶
文 

古
文
字 

燕
下
都
」ID

編
号
：JD

15
39
05
3

日
期
：201

5/
5/
22

時
間12
:0
3:
11

 
蔵
友
：「
鑫
旺 

燕
下
都
」
参
照
。

所
蔵
者
と
連
絡
を
取
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
陶
文
の
文
字
内
容
と
字
形
特
徴
か
ら

見
て
、
こ
の
陶
文
は
本
物
で
あ
る
と
考
え
る
。 

８ 

李
学
勤
「
燕
斉
陶
文
叢
論
」『
上
海
博
物
館
集
刊
―
建
館
四
十
周
年
特
輯
』（
第
六
期
）
上

海
博
物
館
集
刊
編
集
委
員
会
編 

上
海
古
籍
出
版
社
出
版 

一
九
九
二
年
十
月 

一
七

〇
～
一
七
三
頁
参
照
。 

９ 

類
似
の
銘
文
に
、
燕
下
都
第
二
三
号
遺
跡
よ
り
出
土
し
た
「
九
年
𨟻
軍
張
…
…
」
戈
が
あ

り
、
参
考
に
な
る
。
詳
し
く
は
河
北
省
文
物
管
理
処
（
執
筆
者
：
石
永
士
）「
燕
下
都
第
23

号
遺
跡
出
土
一
批
銅
戈
」『
文
物
』
第
八
期 

文
物
出
版
社 

一
九
八
二
年
八
月 

四
三
～

五
〇
頁
参
照
。 

１
０ 

執
筆
者
の
所
蔵
品
で
あ
る
が
、
出
土
地
不
明
。 

１
１ 

唐
存
才
『
歩
黟
堂
藏
戦
国
陶
文
遺
珍
』
上
海
書
画
出
版
社 

二
〇
一
三
年
十
月 

一
六
八

頁
参
考
。 

１
２ 

執
筆
者
の
研
究
立
場
に
よ
れ
ば
、
「
鍴
」
は
燕
国
の
陶
器
の
一
種
で
あ
る
。
量
器
を
主
に

用
い
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
燕
国
璽
印
研
究
―
長
細
形
璽
印
の
印
文
中
の
〈
鍴
〉
を

中
心
に
―
」『
書
学
書
道
史
研
究
㉕
』
第
二
十
五
号 

書
学
書
道
史
学
会
（
編
集
）
二
〇
一 

                                        

                                        

                                        

       

 

五
年
十
月 

一
～
十
四
頁
参
照
。 

１
３ 

㉗
図
廿
七
の
銘
文
に
よ
れ
ば
、
『
古
陶
文
彙
編
』（
高
明 

中
華
書
局
版
〈
北
川
博
邦
訳 

東

方
書
店
〉
一
九
八
九
年
五
月
）
三
五
一
頁
番
号
四
・
一
と
『
周
漢
遺
宝
』（
帝
室
博
物
館

編
・
国
書
刊
行
会
発
行 

昭
和
五
十
六
年
一
月
）
の
図
版
一
〇
・
四
と
は
同
じ
も
の
で
あ

る
こ
と
が
判
る
。
『
古
陶
文
彙
編
』
六
一
頁
四
・
一
の
「
出
土
地
点
」
に
出
土
地
を
「
易

県
」
と
明
記
す
る
。 

１
４ 

図
三
十
八
に
よ
れ
ば
、
「

」
字
は
燕
国
璽
印
中
に
多
見
し
、
「
呉
」（
『
古
璽
彙
編
』

四
一
〇
一
～
四
一
二
五
参
照
）
と
釈
読
す
る
。
今
の
天
津
境
内
に
あ
っ
た
戦
国
時
代
の

「
呉
都
」
に
つ
い
て
は
、
文
献
に
記
載
が
無
い
。 

１
５ 

執
筆
者
の
所
蔵
品
で
あ
る
が
、
出
土
地
不
明
。 

１
６ 

中
国
歴
史
博
物
館
（
編
著
）
史
樹
青
（
主
編
）
楊
桂
榮
（
分
巻
主
編
）
西
林
昭
一
（
日
本

版
監
修
）『
中
国
歴
史
博
物
館
蔵
法
書
大
観
』（
第
三
巻 

陶
文 

塼
文 

瓦
文
）
中
国
歴
史

博 

物
館
（
編
著
）
史
樹
青
（
主
編
）
楊
桂
榮
（
分
巻
主
編
）
西
林
昭
一
（
日
本
版
監
修
）

版
権
：
〔
日
本
〕
柳
原
書
店
〔
中
国
〕
上
海
教
育
出
版
社 

一
九
九
四
年
十
一
月
一
五
頁

と
二
二
六
頁 

１
７ 

残
念
な
が
ら
、
こ
の
本
は
稀
覯
で
、
未
見
で
あ
る
。 

１
８ 

王
恩
田
『
陶
文
図
録
』（
巻
六
）
斉
魯
書
社 

二
〇
〇
六
年
六
月 

二
五
七
一
頁
（
図
版

九
・
一
一
・
一
～
九
・
一
一
・
五
参
照
） 

１
９ 

李
学
勤｢

戦
国
題
銘
概
述｣

（
上
）『
文
物
』
一
九
五
九
年
第
七
期 

五
三
～
五
四
頁 

２
０ 

董
珊
『
戦
国
題
銘
与
工
官
制
度
』
北
京
大
学
博
士
研
究
生
学
位
論
文 

二
〇
〇
二
年
五
月

「
第
四
節 

燕
国
陶
文
和
璽
印
」
参
照 

２
１ 

「

(

正)

器
鍴
」
を
読
む
の
が
執
筆
者
の
研
究
立
場
で
あ
る
。
拙
稿
「
燕
国
陶
文
印
跡

中
の
〈

〉
字
に
つ
い
て
」『
書
道
学
論
集
13
』（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
書
道
学
専
攻

院
生
会
、
二
〇
一
六
年
三
月
） 

２
２ 

本
論
文
中
の
「
⑨
図
九
」
は
三
つ
の
紀
年
が
付
く
印
跡
が
あ
る
が
、
分
け
て
拓
し
た
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
並
び
方
が
不
明
で
あ
る
の
で
、
検
討
の
対
象
外
と
す
る
。 

２
３ 

王
映
暉
「
燕
国
陶
文
概
説
」
李
亜
平
・
李
俊
卿
『
燕
趙
金
石
論
集
』
河
北
教
育
出
版
社 

二

〇
一
五
年
十
月 

二
八
七
頁 

２
４ 

中
国
歴
史
博
物
館
（
編
著
）
史
樹
青
（
主
編
）
楊
桂
榮
（
分
巻
主
編
）
西
林
昭
一
（
日
本

版
監
修
）『
中
国
歴
史
博
物
館
蔵
法
書
大
観
』（
第
三
巻 

陶
文 

塼
文 

瓦
文
）
版
権
： 

〔
日

本
〕
柳
原
書
店
〔
中
国
〕
上
海
教
育
出
版
社 

一
九
九
四
年
十
一
月 

一
七
頁
番
号
九
参

照
。 

２
５ 

唐
存
才
『
歩
黟
堂
藏
戦
国
陶
文
遺
珍
』 

上
海
書
画
出
版
社 

二
〇
一
三
年
十
月 

一
七

一
頁 

http://blog.sina.com.cn/s/blog_59e6f4a70102vyfy.html（張今声微博、燕下都陶文
http://blog.sina.com.cn/s/blog_59e6f4a70102vyfy.html（張今声微博、燕下都陶文
http://blog.sina.com.cn/s/blog_59e6f4a70102vyfy.html（張今声微博、燕下都陶文
http://blog.sina.com.cn/s/blog_59e6f4a70102vyfy.html（張今声微博、燕下都陶文
http://jd.cang.com/1539051.html
http://jd.cang.com/1539053.html
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２
６ 

羅
振
玉
「
斉
燕
陶
器
之
異
」『
雪
堂
類
稿
』
甲 

筆
記
彙
刊 

遼
寧
教
育
出
版
社 

二
〇

〇
三
年
三
月
三
九
七
頁 

２
７ 
李
学
勤｢

戦
国
題
銘
概
述｣

（
上
）『
文
物
』
一
九
五
九
年
第
七
期 

五
三
～
五
四
頁 

２
８ 

李
学
勤
「
燕
斉
陶
文
叢
論
」『
上
海
博
物
館
集
刊
―
建
館
四
十
周
年
特
輯
』（
第
六
期
）
上

海
博
物
館
集
刊
編
集
委
員
会
編 

上
海
古
籍
出
版
社
出
版 

一
九
九
二
年
十
月 

一
七

〇
～
一
七
三
頁 

２
９ 

曹
錦
炎
「
釈
戦
国
陶
文
中
的

」『
考
古
』
一
九
八
四
年
一
期 

八
三
～
八
五
頁
参
照
。 

３
０ 

曹
錦
炎
『
古
代
璽
印
』
文
物
出
版
社 

二
〇
〇
五
年
七
月 

二
五
頁 

３
１ 

呉
振
武
・
于
閏
儀
・
劉
爽
「
吉
林
大
学
文
物
室
蔵
古
陶
文
」『
史
学
集
刊
』 

二
〇
〇
四

年
十
月
第
四
期 

九
六
頁 

３
２ 

馮
勝
君
「
燕
国
陶
文
綜
述
」『
北
京
文
博
』
一
九
九
八
年
第
二
期 

二
九
～
三
二
頁 

３
３ 

何
琳
儀
『
戦
国
文
字
通
論
〈
訂
補
〉』
江
蘇
教
育
出
版
社 

二
〇
〇
三
年
一
月 

一
一
〇 

 
 

 
 

頁 

３
４ 

董
珊
『
戦
国
題
銘
与
工
官
制
度
』
北
京
大
学
博
士
研
究
生
学
位
論
文 

二
〇
〇
二
年
五
月 

論
文
の
第
二
章
第
四
節 

一
一
八
～
一
三
〇
頁 

３
５ 

『
戦
国
燕
斉
陶
文
』
文
雅
堂
本
版
羅
珂
本 

二
〇
〇
一
年
十
二
月 

第
二
頁
董
珊
氏
「
前

言
」
参
照
。 

３
６ 

王
恩
田
『
陶
文
図
録
』
斉
魯
書
社 

二
〇
〇
六
年
六
月 
第
一
巻
一 

三
～
一
四
頁 

３
７ 

左
言
東
『
先
秦
職
官
表
』
商
務
印
書
館 

一
九
九
四
年
七
月
第
一
版 

三
六
三
頁
「
陶
工
」

参
照
。 

３
８ 

許
慜
慧
『
古
文
字
資
料
中
的
戦
国
職
官
研
究
』
復
旦
大
学
博
士
学
位
論
文 

二
〇
一
四
年

五
月
二
六
日 

二
一
六
～
二
一
九
頁 

３
９ 

『
中
国
歴
史
博
物
館
蔵
法
書
大
観
』（
第
三
巻 

陶
文 

塼
文 

瓦
文
）
中
国
歴
史
博
物
館

（
編
著
）
史
樹
青
（
主
編
）
楊
桂
榮
（
分
巻
主
編
）
西
林
昭
一
（
日
本
版
監
修
）
版
権
： 

〔
日
本
〕
柳
原
書
店
〔
中
国
〕
上
海
教
育
出
版
社 

一
九
九
四
年
十
一
月 

二
二
〇
頁 

４
０ 

李
零
「
斉
、
燕
、
邾
、
滕
陶
文
的
分
類
与
題
銘
格
式
―
―
『
新
編
全
本
〈
季
木
蔵
陶
器
〉

紹
介
』」
①
『
新
編
全
本
季
木
蔵
陶
』
周
進
（
集
蔵
）
周
紹
良
（
整
理
）
李
零
（
分
類
考

釈
） 

中
華
書
局 

一
九
九
八
年
十
月 

一
〇
頁 

②
当
該
内
容
は
最
初
に
『
管
子
学
刊
』

（
一
九
九
〇
年
第
一
期
八
六
頁
）
に
載
せ
て
い
る
が
、
一
九
九
八
年
十
月
『
新
編
全
本
季

木
蔵
陶
』
に
同
じ
文
書
が
再
出
で
あ
る
が
、
垂
を
倈
、
伯
を
敀
に
変
え
た
。 

４
１ 

唐
存
才
『
歩
黟
堂
藏
戦
国
陶
文
遺
珍
』
上
海
書
画
出
版
社 

二
〇
一
三
年
十
月 

三
三

四
～
三
三
五
頁 

４
２ 

唐
存
才
『
戦
国
陶
文
芸
術
綜
述
』
書
法 

二
〇
一
五
年
十
二
期 

一
〇
二
頁 

４
３ 

于
軍
「
燕
三
級
監
造
類
陶
文
的
初
歩
研
究
」
李
亜
平
・
李
俊
卿
『
燕
趙
金
石
論
集
』
河
北

                                        

                                        

                                        

       

 

教
育
出
版
社 

二
〇
一
五
年
十
月 

二
九
一
～
二
九
九
頁 

４
４ 

王
映
暉
「
燕
国
陶
文
概
説
」
李
亜
平
・
李
俊
卿
『
燕
趙
金
石
論
集
』
河
北
教
育
出
版
社 

二

〇
一
五
年
十
月 

二
八
一
～
二
九
〇
頁 

４
５ 

徐
暢
「
燕
国
、
三
晋
系
陶
器
文
字
」『
青
少
年
書
法
』
二
〇
一
一
年
十
六
期 

二
一
頁 

４
６ 

何
琳
儀
『
戦
国
文
字
通
論
〈
訂
補
〉』
江
蘇
教
育
出
版
社 

二
〇
〇
三
年
一
月 

一
一
〇 

 

 
 

頁 

４
７ 

何
琳
儀
『
戦
国
古
文
字
典
』
中
華
書
局
出
版
社 

一
九
九
八
年
九
月
第
一
版 

七
九
頁

「
倈
」
字
及 

 

び
一
六
八
頁
「

」
字
参
照
。 

４
８ 

徐
連
達
『
中
国
歴
代
官
制
大
詞
典
』
広
東
省
教
育
出
版
社 

二
〇
〇
二
年
十
二
月
第
一
版 

九
八
八
頁
「
陶
倕
」
参
照
。 

４
９ 

呉
暁
懿
『
戦
国
官
名
新
探
』
安
徽
師
範
大
学
出
版
社 

二
〇
一
三
年
五
月
第
一
版 

三
四

頁
「
表
二-

二
三 

燕
陶
器
所
見
官
名
表
」
参
照
。 

５
０ 

中
国
歴
史
博
物
館
考
古
組
「
燕
下
都
城
址
調
査
報
告
」『
考
古
』
一
九
六
二
年
第
一
期 

一

七
頁 

５
１ 

徐
谷
甫
・
王
延
林
『
古
陶
字
彙
』
上
海
書
店
出
版 

一
九
九
四
年
五
月
第
一
版 

一
二
七

頁
「
敀
」
字
及
び
三
四
八
頁
「
倕
」
字
参
照
。 

５
２ 

周
進
（
集
蔵
）
周
紹
良
（
整
理
）
李
零
（
分
類
考
釈
）『
新
編
全
本
季
木
蔵
陶
』
中
華
書

局 

一
九
九
八
年
十
月 

一
四
〇
頁
番
号
〇
五
〇
二
～
〇
五
〇
五
参
照
。 

 

５
３ 

高
明
・
葛
英
会
『
古
陶
文
字
徴
』
中
華
書
局
（
中
国
）
東
方
書
店
（
日
本
） 

一
九
九
〇

年
四
月
三
〇
日
初
版
第
一
刷 

二
二
頁
「
倕
」
字
及
び
一
一
三
頁
「
敀
」
字
参
照
。 

５
４ 

周
暁
陸
（
主
編
）『
二
十
世
紀
出
土
璽
印
集
成
』（
上
冊
）
中
華
書
局 

二
〇
一
〇
年
一
月

第
一
版 

六
九
頁
「
冀
一
四
二
～
一
四
四
及
び
冀
一
四
八
～
一
五
〇
」
参
照
。 

５
５ 

『
戦
国
燕
斉
陶
文
』
文
雅
堂
本
版
羅
珂
本 

二
〇
〇
一
年
十
二
月 

第
二
頁
董
珊
氏
「
前

言
」
参
照
。 

５
６ 

『
中
国
歴
史
博
物
館
蔵
法
書
大
観
』（
第
三
巻 

陶
文 

塼
文 

瓦
文
）
中
国
歴
史
博
物
館

（
編
著
）
史
樹
青
（
主
編
）
楊
桂
榮
（
分
巻
主
編
）
西
林
昭
一
（
日
本
版
監
修
）
版
権
： 

〔
日
本
〕
柳
原
書
店
〔
中
国
〕
上
海
教
育
出
版
社 

一
九
九
四
年
十
一
月 

二
二
〇
頁 

５
７ 

于
軍
「
燕
三
級
監
造
類
陶
文
的
初
歩
研
究
」
李
亜
平
・
李
俊
卿
『
燕
趙
金
石
論
集
』
河
北

教
育
出
版
社 

二
〇
一
五
年
十
月 

二
九
一
～
二
九
九
頁 

５
８ 
拙
稿
「
燕
国
璽
印
研
究
―
長
細
形
璽
印
の
印
文
中
の
〈
鍴
〉
を
中
心
に
―
」『
書
学
書
道

史
研
究
㉕
』
第
二
十
五
号 

書
学
書
道
史
学
会
（
編
集
）
二
〇
一
五
年
十
月 

一
～
十
四

頁
参
照
。 
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第
四
章 

燕
国
璽
印
及
び
陶
文
印
跡
中
の
「

」
字
の
詞
性 

  

は
じ
め
に 

第
一
節 

所
見
の
燕
国
題
銘
中
の
「

」
字
に
お
け
る
考
査 

㈠
「

」
字
の
出
所
に
つ
い
て
の
調
査 

㈡
「

」
字
に
お
け
る
文
字
研
究
者
た
ち
の
解
読 

第
二
節 

燕
国
兵
器
題
銘
の
「
作
」「
造
」
等
の
動
詞
に
お
け
る
考
査 

㈠
燕
国
兵
器
題
銘
中
に
存
し
て
い
る
動
詞
に
つ
い
て 

㈡
燕
国
兵
器
題
銘
の
句
形
格
式
に
つ
い
て 

第
三
節 

「

」
字
の
詞
性
に
お
け
る
検
討 

㈠
「

」
字
が
動
詞
以
外
と
仮
定
す
る
可
能
性
に
つ
い
て 

㈡
「

」
字
が
動
詞
と
考
え
う
る
理
由
に
つ
い
て 

お
わ
り
に 

  

は
じ
め
に 

戦
国
時
代
の
燕
国
は
、
中
原
か
ら
北
に
離
れ
た
地
理
的
条
件
に
よ
り
、
文

化
に
も
著
し
い
特
徴
が
表
れ
て
い
る
。
特
に
文
化
を
代
表
す
る
文
字
に
は
独

特
の
特
徴
が
あ
る
。
周
知
の
例
を
『
古
璽
彙
編
』
１

を
中
心
に
挙
げ
る
と
、

「
馬
」
（
『
古
璽
彙
編
』
番
号

0
0
50

、00
5
1

、0
0
52

、0054

、0058

、

0
0
5
9

、0
2
9
3

）
、

「
都
」
（
『
古
璽
彙
編
』
番
号

0
1
86

、0187

、0188

、

1
0
8
9

、0
1
9
0

、0
29
3

）
、

「
鍴
」
（
『
古
璽
彙
編
』
番
号

0361

、0362

、

0363

、0364

、0365

、0367

）
、

「
市
」
（
『
古
璽
彙
編
』
番
号

0297

、

0361

、0292

の
と
お
り
で
あ
る
。
執
筆
者
は
修
士
論
文
『
燕
国
璽
印
研
究
―

長
細
形
璽
印
と
そ
の
用
途
を
中
心
に
』(

二
十
五
年
度)

に
お
い
て
、
す
で
に

燕
国
文
字
中
に
存
在
す
る
「

」
字
に
特
に
留
意
し
た
。
こ
の
「

」
字
の

あ
る
出
土
文
物
は
、
燕
国
以
外
に
見
た
こ
と
が
な
く
、
燕
国
で
は
陶
文
及
び

長
細
形
璽
印
文
字
の
用
字
と
し
て
頻
出
す
る
。
こ
の
「

」
字
に
対
す
る
文

字
研
究
者
や
古
璽
印
研
究
者
た
ち
の
釈
読
に
は
相
違
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
を
持
っ
て
い
る
が
、
定
論
が
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
文
字
の
詞
性
か
ら

出
発
し
て
、
有
力
な
出
土
資
料
や
文
献
を
引
用
し
、
前
人
の
研
究
成
果
を
参

考
に
し
つ
つ
、
こ
の
燕
国
の
特
有
の
文
字
で
あ
る
「

」
字
に
つ
い
て
論
じ

る
。 

 

第
一
節 

所
見
の
燕
国
題
銘
中
の
「

」
字
に
お
け
る
考
査 

 

㈠
「

」
字
の
出
所
に
つ
い
て
の
調
査 

 

燕
国
題
銘
中
、
「

」
字
は
独
特
の
字
形
と
し
て
長
細
形
璽
印
の
印
文
に
頻

出
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
釈
読
は
文
字
学
者
の
間
に
相
違
が
あ
る
。
管
見
で

は
「

」
字
が
付
く
燕
国
の
題
銘
は
、
璽
印
と
長
細
形
陶
文
印
跡
に
し
か
な

く
、
戦
国
時
代
の
他
国
に
は
な
い
。
本
節
で
は
、「

」
字
が
付
く
燕
国
文
物

を
調
査
し
て
、
で
き
る
限
り
そ
の
器
物
の
銘
文
、
出
土
地
域
、
収
蔵
場
所
な

ど
の
関
連
情
報
を
表
示
す
る
こ
と
に
努
め
る
。
当
然
、
調
査
対
象
は
、
戦
国

時
代
の
燕
国
の
文
物
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。 
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調
査
結
果
は
後
掲
の
表
一
「
燕
国
題
銘
中
の
【

】
字
」
（
末
尾
の
表
一
参

照
）
に
示
す
と
お
り
、
燕
国
題
銘
中
に
「

」
字
は
二
十
例
あ
る
。
こ
れ
を

銘
文
載
体
の
形
と
材
料
か
ら
区
分
す
れ
ば
、
柄
が
付
く
長
細
形
璽
印
に
、
四

例
が
あ
り
、
そ
の
内
の
三
つ
は
、
上
海
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

上
海
博
物
館
の
蔵
品
の
三
つ
は
、
「
□
易
都
呉
（
虞
）
王

」
の
璽
印
は
、
柄

に
鼻
鈕
が
な
い
特
徴
が
あ
る
。
四
角
形
の
燕
璽
に
は
、
二
例
が
あ
り
、
同
じ

く
上
海
博
物
館
の
所
蔵
で
あ
る
。
ま
た
、
長
細
形
の
陶
文
印
跡
に
は
八
例
が

あ
り
、
こ
の
陶
文
の
出
土
地
は
全
て
戦
国
時
代
で
は
燕
国
領
地
に
属
し
て
い

た
河
北
省
の
易
県
、
天
津
、
及
び
遼
寧
省
境
内
で
あ
る
。
こ
れ
ら
文
字
内
容

は
、
そ
の
特
徴
か
ら
次
の
①
～
⑥
の
六
つ
に
分
類
で
き
る
。 

① 

姓
（
名
）
＋

 

魯 
 

斉 
 

② 

官
名
＋

（

□
）（
王

） 

匋
攻
２ 

 
 
 
 

 

大
司
徒
長
３ 

 
 

 

中
易
都
呉
（
虞
）
王

 

□
易
都
呉
（
虞
）
王

 

③ 

地
名
＋
王

鍴 

東
陽
□
澤
王

鍴 

④ 

…
…
市
＋
王

（
王

鍴
） 

無 

（
中
）
市
王

 

單
佑
都 

 
 

市
王

鍴 

 
 
 
 

市
王

□
４ 

⑤ 

…
…
都
＋
王

鍴 

易
安
都 

王

鍴 

酒
城
都 

王

鍴 

□ 

都 

王

鍴 

日
庚
都 

王

鍴 

□
□
都
□
王

鍴 

⑥ 

そ
の
他 

□
□ 

 

王

 

□
□
□ 

王

鍴 

ま
た
、
右
の
各
銘
文
内
容
の
内
、
末
部
を
、
「
…
…
＋
（
王

）
王

鍴
」

と
す
る
形
式
を
有
す
る
も
の
に
次
の
十
三
個
が
あ
る
。 

中
易
都
呉
（
虞
） 

王

 

□
易
都
呉
（
虞
） 

王

 

東
陽
□
澤 

 
 
 

王

鍴 

無 

（
中
）
市 

王

 

單
佑
都
市 

 
 
 

王

鍴 

市 
 
 
 
 
 

王

□ 

易
安
都 

 
 
 
 

王

鍴 

酒
城
都 

 
 
 
 

王

鍴 

□ 

都 
 
 
 
 

王

鍴 
日
庚
都 

 
 
 
 

王

鍴 

□
□
都
□ 

 
 
 

王

鍴 
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□
□ 

 
 
 
 
 

王

 
□
□
□ 

 
 
 
 

王

鍴 
右
の
と
お
り
、
各
銘
文
内
容
の
末
部
は
大
抵
「

」
「
王

」
「
王

鍴
」
の

三
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
中
に
は
「
大
司
徒
長

」
の
よ
う
な
特
例

も
見
え
、
「

」
「
王

」
「
王

鍴
」
「

」
の
四
類
の
銘
文
の
前
文
は
、
お

お
よ
そ
姓
、
官
名
、
地
名
、
市
名
、
都
名
の
五
類
の
内
容
で
あ
る
。 

 

「
王

鍴
」
の
文
字
が
付
く
長
細
形
璽
印
が
「
燕
陶
鍴
」
の
た
め
に
生
ま

れ
た
専
用
印
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
執
筆
者
は
す
で
に
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
５

そ
の
結
論
か
ら
「
中
易
都
呉
（
虞
）
王

」
「
□
易
都
呉
（
虞
）
王

」
「
無 

（
中
）
市
王

」
の
三
つ
の
陶
文
は
、
「
燕
陶
鍴
」
の
残
片
で

あ
り
、
「
王

鍴
」
の
類
は
、
「
王
」
は
限
定
名
詞
で
、
最
高
の
監
造
者
と
す

る
王
の
名
義
の
下
で
造
っ
た
「
燕
陶
鍴
」
、
ま
た
「
…
…
都
王

鍴
」
「
…
…

王

鍴
」
の
類
は
、
名
義
上
の
所
有
や
監
造
や
生
産
地
や
流
通
す
る
場
所
を

表
す
と
考
え
て
い
る
。 

 

㈡
「

」
字
に
お
け
る
文
字
研
究
者
ら
の
解
読 

  

周
知
の
と
お
り
、
「

」
字
は
、
燕
国
特
有
の
文
字
で
あ
る
が
、
研
究
者
に

よ
っ
て
釈
読
が
異
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
「

」
字
に
お
け
る
釈
読

に
つ
い
て
は
、
于
省
吾
氏
の
考
証
に
、
「

」
字
は
「
象
人
側
面
俯
伏
之
形
、

即
伏
字
的
初
文
」（
于
省
吾
『
甲
骨
文
字
詁
林
』
中
華
書
局 

一
九
九
六
年
五

月 

第
一
冊
八
七
頁
）
の
説
が
あ
り
、
何
琳
儀
氏
は
、
于
氏
の
こ
の
説
を
引

用
し
て
、
「

」
字
は
即
ち
「

」
字
で
あ
る
と
し
、
そ
の
説
の
立
場
の
上

に
検
討
や
研
究
を
行
っ
た
。
そ
の
説
に
は
後
に
共
鳴
者
が
多
い
。
こ
の
説
に

従
っ
て
い
る
研
究
者
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、「

」
字
の
次
に
あ
る
「
鍴
」
字

は
、
燕
国
璽
印
特
有
の
別
名
で
、
同
時
代
に
共
存
し
て
い
る
「
鉥
」
字
の
地

位
に
相
当
す
る
と
考
え
て
い
る
。
何
琳
儀
氏
は
于
氏
の
説
の
上
に
、
「

」

字
は
す
な
わ
ち
「
勹
」
字
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
し
て
、
「
勹
」
字
は

「
符
」
字
で
あ
り
、
同
音
仮
借
に
属
す
る
と
結
論
す
る
。
ま
た
『
周
礼
・
春

官
・
典
瑞
』
注
の
「
瑞
、
節
信
也
。
典
瑞
、
若
今
符
璽
郎
。」
を
引
用
し
て
、

訓
詁
学
の
研
究
法
を
利
用
し
て
、「

（
勹
）
鍴
」
を
「
符
瑞
」
と
読
ん
で
い

た
（「
古
璽
雑
識
続
」
何
琳
儀
『
古
文
字
研
究(

第
十
九
輯)

』
中
華
書
局 

一

九
九
二
年
八
月 

第
四
七
二
頁
）。
何
氏
の
こ
の
説
は
、
今
の
「

」
字
に
お

け
る
釈
読
の
主
流
派
で
あ
る
。 

執
筆
者
は
、
従
来
行
わ
れ
て
き
た
〈
鍴
＝
璽
印
〉
の
認
識
が
実
態
と
一
致

し
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
「
鍴
」
の
実
態
は
璽
印
で
な

く
、「
鍴
」
字
付
き
の
燕
国
長
細
形
璽
印
を
押
す
対
象
の
器
物
こ
そ
が
「
鍴
」

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
執
筆
者
の
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三

年
）
度
の
修
士
論
文
『
燕
国
璽
印
研
究
―
長
細
形
璽
印
と
そ
の
用
途
を
中
心

―
』
及
び
書
学
書
道
史
学
会
大
会
口
頭
発
表
『
燕
国
璽
印
研
究
―
長
細
形
璽

印
の
印
文
中
の
「
鍴
」
を
中
心
に
―
』
平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
年
）
九

月
十
四
於
花
園
大
学
。
こ
の
二
つ
の
論
文
を
参
照
。
）
。
そ
こ
で
、
本
論
文
で

は
、
執
筆
者
の
こ
の
立
場
の
上
に
、
新
し
い
角
度
か
ら
「

」
字
に
お
け
る

考
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

 
管
見
の
範
囲
で
、
執
筆
者
が
知
る
「

」
字
に
お
け
る
前
人
の
釈
読
（
或

は
釈
読
の
立
場
）
を
表
に
し
た
。
な
お
見
落
と
し
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
網
羅
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し
た
と
は
言
え
な
い
に
し
て
も
、
諸
説
の
大
概
を
覗
く
こ
と
が
出
来
る
と
考

え
て
い
る
。
「

」
字
に
お
け
る
前
人
の
解
読
は
末
尾
に
掲
げ
る
表
二
の
と
お

り
で
あ
る
。 

表
二
（
末
尾
所
掲
）
に
よ
れ
ば
、
前
人
の
「

」
字
に
お
け
る
釈
読
は
、
大

抵
以
下
の
①
～
⑦
の
七
類
に
分
け
ら
れ
る
。 

① 

節
（
卩
） 

「
卩
」
字
は
「
節
」
字
の
原
字
で
あ
る
。
こ
の
説
に
共
鳴
し
て
い
る
人
の

立
場
か
ら
見
れ
ば
、
「

」
字
の
次
に
付
い
て
い
る
「
鍴
」
字
は
、
即
ち
文
献

に
記
載
し
て
い
る
「
璽
印
」
の
一
種
「
瑞
」
で
あ
る
。
こ
の
璽
印
の
材
料
は

銅
で
あ
る
の
で
、
「
王
（
玉
）
」
偏
を
「
金
」
偏
に
取
り
換
え
た
。
「
鍴
」
は

「
瑞
」
と
通
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
直
接
に
「

」
字
を
「
卩
（
印
）」
と
釈

読
し
て
い
る
研
究
者
も
い
る
。
「

」
字
を
「
卩
（
節
）
」
に
釈
読
す
る
説
に

共
鳴
す
る
研
究
者
の
根
拠
は
、
大
抵
次
の
三
つ
で
あ
る
。 

 
 
 

㋐
『
説
文
解
字
』
：

「
卩
、
瑞
信
也
。
」 

 
 
 

㋑
『
周
礼
・
春
官
叙
官
』
の
鄭
玄
注
：
「
瑞
、
節
信
也
、
典
瑞
、
若
今

符
璽
郎
」
。 

 
 
 

㋒
『
周
礼
・
掌
節
』
の
鄭
玄
注
：
「
節
、
猶
信
也
、
行
者
所
執
之
信
」。

「
貨
賄
用
璽
節
」
の
鄭
玄
注
：
「
璽
節
、
今
之
印
章
也
」。 

② 

氏 

 

「
氏
」
字
と
釈
読
し
て
い
る
文
献
に
柯
昌
濟
氏
の
『
金
文
分
域
編
』(

一
九

三
二
年
『
餘
園
叢
刻
』
本)

６

が
あ
る
。
「

」
字
の
字
形
は
「
氏
」
の
古
文
字

形
と
よ
く
似
て
い
る
こ
と
に
因
り
、
研
究
者
ら
は
、「
氏
」
釈
読
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
今
の
出
土
文
物
資
料
か
ら
見
れ
ば
、「
氏
」
の
釈
読
の
信
頼
性
に
限

界
が
あ
る
。 

③ 

ク 

「
ク
」
字
の
釈
読
は
、
一
九
九
九
年
一
月
に
上
海
書
店
出
版
社
が
出
版
し
た

孫
慰
祖
氏
の
『
孫
慰
祖
論
印
文
稿
』
に
見
え
る
。
７ 

④ 

勹
（
伏
、
符
） 

 

表
二
（
末
尾
所
掲
）
の
と
お
り
、
「

」
字
を
「
勹
（
伏
、
符
）
」
字
と
釈

読
す
る
説
に
共
鳴
し
て
い
る
研
究
者
は
相
当
に
多
い
。
共
鳴
者
た
ち
の
立
場

よ
り
帰
納
す
る
と
、
そ
の
理
由
に
次
の
三
つ
が
あ
る
。 

 
 

 

㋐
『
説
文
解
字
』
：

「
勹
、
裹
也
、
象
人
曲
形
、
有
所
包

裹
。」 

 
 

 

㋑
于
省
吾
氏
の
「

」
字
に
お
け
る
釈
読
「

与

象
人
側
面
俯

伏
之
形
、
即
伏
字
的
初
文
」
の
説
を
踏
ま
え
た
上
で
、
「
勹
」
を

「
符
」
と
読
む
こ
と
が
出
来
る
と
の
論
断
が
あ
る
。 

 
 
 

㋒
「
符
」
は
即
ち
「
符
節
」
で
あ
り
、
先
秦
の
時
に
凴
信
と
し
て
用

い
た
も
の
で
、
後
世
の
璽
印
の
汎
称
で
あ
る
。(

『
史
記
・
秦
始
皇

本
紀
』「
奉
其
符
璽
、
以
帰
帝
者
」。) 

⑤ 

人 

 

「

」
字
を
「
人
」
と
釈
読
す
る
説
は
、
た
だ
李
零
氏
が
分
類
考
釈
す
る

『
新
編
全
本
季
木
蔵
陶
』
中
に
あ
る
の
み
で
、
そ
の
理
由
を
述
べ
て
い
な
い
。

８ 

⑥ 

匕 
荘
新
興
氏
が
編
著
し
た
『
戦
国
璽
印
分
域
編
』
に
「
斉

」
（
番
号
：

二
一
〇
）
の
印
を
一
件
収
録
し
て
い
る
。「
匕
」
の
釈
読
は
こ
れ
に
見
え
る
。
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荘
氏
の
立
場
に
拠
れ
ば
、
こ
の
「

」
字
は
「
東
陽
□
澤
王

鍴
」
、
「
大

司
徒
長

」
な
ど
の
印
文
字
に
あ
る
「

」
字
と
異
な
る
文
字
と
し
、
９

「
斉

」
を
「
斉
匕
」
と
釈
読
し
て
い
る
。
な
お
、
執
筆
者
の
立
場
に
拠

れ
ば
、
「

」
字
と
「

」
字
と
は
同
じ
文
字
で
あ
る
。
そ
し
て
、
徐
暢
氏

の
論
文
『
先
秦
璽
印
攷
釈
発
微
』
１
０

に
も
同
様
の
論
説
が
あ
り
、
「

」

字
を
「

」
字
と
同
字
に
釈
読
す
る
観
点
が
見
え
る
。 

⑦ 

そ
の
他
に
は
、
「

」
字
を
未
釈
文
字
で
器
物
（
量
器
）
名
と
す
る

説
も
あ
る
。
１
１ 

 

荘
新
興
氏
が
編
著
し
た
『
戦
国
璽
印
分
域
編
』
に
「
斉

」
（
番
号
：

二
一
〇
）
の
印
を
一
件
収
録
し
て
い
る
。「
匕
」
の
釈
読
は
こ
れ
に
見
え
る
。

荘
氏
の
立
場
に
拠
れ
ば
、
こ
の
「

」
字
は
「
東
陽
□
澤
王

鍴
」
、
「
大

司
徒
長

」
な
ど
の
印
文
字
に
あ
る
「

」
字
と
異
な
る
文
字
と
し
、
１
２

「
斉

」
を
「
斉
匕
」
と
釈
読
し
て
い
る
。
な
お
、
執
筆
者
の
立
場
に
拠

れ
ば
、
「

」
字
と
「

」
字
と
は
同
じ
文
字
で
あ
る
。
そ
し
て
、
徐
暢
氏

の
論
文
『
先
秦
璽
印
攷
釈
発
微
』
１
３

に
も
同
様
の
論
説
が
あ
り
、
「

」

字
を
「

」
字
と
同
字
に
釈
読
す
る
観
点
が
見
え
る
。 

管
見
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
「

」
字
に
お
け
る
釈
読
は
お
お
よ
そ
以
上
の
七

類
で
あ
り
、
内
第
四
の
説
が
主
流
派
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
七
類
の
説
は
次

の
二
つ
に
総
括
で
き
る
。 

一
：
詞
性
か
ら
見
れ
ば
、
「

」
字
を
名
詞
と
し
て
考
え
て
い
る
の
は
、
上
列

の
七
類
共
有
の
特
徴
で
あ
る
。 

二
：
各
家
の
研
究
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
⑤
「
人
」
の
説
に
は
、
釈
読
の
理
由

や
根
拠
が
な
く
、
陶
文
の
文
字
「

」
が
残
損
し
て
い
る
の
で
、
信
頼
性
に

限
り
が
あ
る
。
よ
っ
て
こ
の
「
人
」
説
を
除
く
と
、
他
の
説
は
、
全
て

「

」
字
と
「

」
字
の
次
に
よ
く
出
る
「
鍴
」
字
と
一
緒
に
、
「
凴
信
」
の

作
用
を
持
つ
燕
国
璽
印
の
一
種
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
者
の
観
点

で
は
、「

鍴
」
は
燕
国
の
長
細
形
璽
印
の
一
種
で
あ
り
、
作
用
は
「
鈢
」
と

同
じ
で
あ
る
。 

以
上
が
、「

」
字
に
お
け
る
研
究
の
現
状
で
あ
る
。 

 

次
に
「

」
字
の
直
後
に
よ
く
出
る
「
鍴
」
字
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
。

「
鍴
」
字
は
燕
国
の
長
細
形
璽
印
及
び
燕
国
の
陶
文
印
跡
中
に

、

、

と

、

、
の
形
で
頻
出
す
る
。
こ
の
「
鍴
」
字
は
、
『
説
文
解

字
』
に
は
載
せ
ず
、
小
篆
の
字
形
が
な
い
。
『
康
熙
字
典
』
に
は
、
「
鍴
『
廣

韻
』『
集
韻
』
並
多
官
切
、
音
端
、『
玉
篇
』
鑚
也
。『
揚
子
方
言
』
鑚
謂
之
鍴
。

注
、
音
端
】
１
４

の
記
載
が
あ
る
。
「
鍴
」
字
は
、
た
だ
戦
国
時
代
の
燕
国
長

細
形
璽
印
と
陶
文
印
跡
及
び
徐
国
の
祭
器
の
「
徐
王
義
楚
祭
鍴
」
１
５

（

）
に
だ
け
見
ら
れ
（
本
論
文
の
図
版
一
と
図
版
一
・
一
参
照
）
、
同

時
代
の
他
国
に
は
、
「
鍴
」
字
の
付
く
器
物
や
璽
印
な
ど
が
一
切
な
い
。
こ

の
文
字
は
「
金
」
と
「
耑
」
と
を
組
み
合
わ
せ
て
出
来
て
い
る
。
金
偏
は
金

属
に
関
係
が
深
い
の
で
、
こ
の
器
物
は
も
と
も
と
金
属
製
品
と
考
え
ら
れ
る
。

王
国
維
氏
は
「
觶
」
と
「
鍴
」
は
即
ち
同
じ
器
物
１
６

で
あ
る
と
の
結
論
を
出

し
て
い
る
。
執
筆
者
の
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
年
）
度
の
修
士
論
文

『
燕
国
璽
印
研
究
―
長
細
形
璽
印
と
そ
の
用
途
を
中
心
―
』
で
は
、
鍴
は
燕

国
で
発
展
し
な
が
ら
変
化
し
、
酒
器
と
祭
器
の
用
途
を
持
つ
一
方
、
量
器
と

し
て
重
視
さ
れ
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
燕
国
の
長
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細
形
璽
印
の
付
く
同
形
制
の
陶
器
を
「
燕
陶
鍴
」
と
命
名
し
た
。
「
燕
陶

鍴
」
１
７

は
青
銅
器
の
一
種
類
「
觶
」
よ
り
進
展
変
化
し
て
来
た
物
で
あ
る
の

で
、
「
鍴
」
字
に
「
金
」
偏
が
付
い
て
い
る
の
は
、
も
と
の
造
字
原
義
で
あ

ろ
う
。 

 

現
在
の
研
究
界
で
は
、
全
て
の
学
者
が
「
鍴
」
は
燕
国
璽
印
の
一
種
類
で
、

璽
印
の
別
称
と
し
て
「
瑞
」
と
読
み
、
そ
の
作
用
は
璽
印
と
同
じ
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
し
か
し
執
筆
者
の
立
場
か
ら
は
、
こ
の
結
論
は
改
め
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

「
瑞
」
に
つ
い
て
は
、
『
説
文
解
字
』

(

瑞)

に
「
以
玉
為
信
也
。
从

玉
耑
。
徐
鍇
曰
耑
諦
也
。
会
意
。
是
偽
切
」
。
１
８

と
あ
り
、
『
康
熙
字
典
』

(

瑞)

に
「
《
説
文
》
以
玉
為
信
也
。
１
９

《
玉
篇
》
信
節
也
。
諸
侯
之
珪

也
。
《
書
舜
典
》
輯
五
瑞
。
《
釈
文
》
信
也
。
《
周
礼
・
春
官
》
玉
作
六
瑞
、

以
等
邦
国
。
《
注
》
玉
公
侯
伯
子
男
所
執
圭
壁
。
又
《
典
瑞
》
掌
玉
瑞
玉
器

之
蔵
。
《
注
》
人
執
以
見
曰
瑞
、
瑞
符
信
也
。
・
・
・
」
２
０

と
あ
る
。
こ
れ

ら
の
文
献
か
ら
も
、
「
瑞
」
字
が
「
玉
」
と
関
係
が
深
い
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。

こ
れ
も
「
瑞
」
字
に
「
王
（
玉
）
」
偏
が
付
い
て
い
る
、
造
字
原
理
の
根
拠
と

考
え
て
い
る
。 

 

声
韻
か
ら
見
れ
ば
、「
鍴
」
字
と
「
瑞
」
字
は
同
じ
く
「
耑
」
の
声
で
あ
る
。

２
１

同
声
文
字
は
互
に
仮
借
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
（
同
声
仮
借
）、
「
鍴
」
字

と
「
瑞
」
字
は
「
同
声
異
形
異
意
」
字
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
意
味
を

も
っ
て
本
来
の
意
味
を
表
し
、
仮
借
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、「
鍴
」
字
と

「
瑞
」
字
は
「
同
声
」
で
あ
る
以
外
に
、
互
い
に
関
係
が
な
い
。 

 

第
二
節 

燕
国
兵
器
題
銘
中
の
「
作
」「
造
」
等
の
動
詞
に
お
け
る
考
査 

  

燕
国
兵
器
は
数
多
く
の
実
物
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
形
制
の
特
徴
と
銘

文
、
文
字
も
、
昔
か
ら
考
古
界
及
び
古
文
字
研
究
界
に
重
視
さ
れ
て
、
燕
国

史
の
研
究
に
価
値
が
高
い
資
料
を
提
供
し
て
き
た
。
先
学
ら
の
戦
国
兵
器
研

究
に
よ
っ
て
、
燕
国
統
治
者
の
職
、
載
、
脮
、
戎
人
、

、
喜
等
の
国
君
の

名
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
銘
文
の
考
証
は
、
燕
国
に
お
け
る
文
献

記
載
の
不
全
を
補
充
す
る
上
で
、
得
難
い
文
物
資
料
と
な
る
。
２
２

本
節
で
は
、

題
銘
中
の
動
詞
と
題
銘
の
句
形
格
式
の
二
つ
に
分
け
て
、
先
学
の
研
究
成
果

を
参
考
に
、
燕
国
兵
器
の
戈
、
矛
、
剣
の
三
器
を
中
心
に
、「
作
」、「
造
」
等

の
動
詞
を
調
査
し
、
こ
れ
を
燕
国
兵
器
銘
文
の
行
文
格
式
に
帰
納
し
て
、
そ

の
共
通
の
特
徴
を
検
討
す
る
。 

 

㈠
燕
国
兵
器
題
銘
の
中
に
存
し
て
い
る
動
詞
に
つ
い
て 

  

一
九
七
三
年
四
月
、
燕
下
都
第
二
三
号
遺
址
に
一
〇
八
件
の
燕
国
兵
器
が

出
土
し
た
こ
と
が
あ
る
。
形
制
の
特
徴
か
ら
見
れ
ば
、
様
子
は
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
る
が
、
微
妙
な
区
別
も
あ
り
、
兵
器
の
銘
文
に
よ
っ
て
、
自
ら
「
鍨
」

「
鋸
」
「
鉘
」
を
名
つ
け
て
い
る
。
２
３

研
究
の
便
か
ら
、
こ
こ
で
は
と
り
あ

え
ず
そ
れ
ら
の
名
称
を
統
一
し
て
燕
国
戈
形
兵
器
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
燕
国
兵
器
に
は
他
に
、
「
𨥨
（
矛
）
」
「
鐱
（
剣
）
」
「
釱
（
剣
）
」
と
名
付

け
て
い
る
も
の
が
あ
る(

文
末
所
掲
の
表
三
参
照)

。
こ
れ
ら
燕
国
の
兵
器
の

銘
文
中
の
器
名
の
前
に
あ
る
動
詞
が
、
本
節
の
検
討
対
象
で
あ
る
。 
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文
末
に
掲
げ
る
表
三
の
動
詞
の
字
形
の
特
徴
か
ら
見
れ
ば
、
燕
国
の
兵
器
の

銘
文
中
に
は
、

字
と

字
が
頻
出
し
て
い
る
。
う
ち

字
は
、
周
知

の
と
お
り
、
ど
の
研
究
者
も
「
作
」
字
に
釈
読
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

一
方
、

字
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
解
読
が
異
な
っ
て
い
る
。

そ
の
代
表
的
な
説
を
例
示
す
れ
ば
、
表
四
に
列
挙
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
解
読
は
異
な
っ
て
い
る
が
、

字
の
詞
性
が
動
詞
の
範
疇
に
属

し
て
い
る
こ
と
で
は
、
共
通
す
る
特
徴
が
あ
る
。 

図
版
一 

徐
王
義
楚
祭
鍴
２
４ 

        

図
版
一
・
一 

徐
王
義
楚
祭
鍴
（
銘
文
拓
片
２
５

） 

      

  

㈡
燕
国
兵
器
題
銘
の
句
形
格
式
に
つ
い
て 

 
 

 

戦
国
各
国
の
題
銘
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
紀
年

法
か
ら
見
れ
ば
、
楚
国
で
は
事
件
を
以
て
年
を
記
録
す
る(

例
：
王
居
于
栽
郢 

之
歳)

。
斉
国
で
は
常
に
「×

×

立
事
歳
」
の
紀
年
法
を
用
い
る
。
三
晋
、
東

周
及
び
中
山
国
で
は
、
数
字
紀
年
法
を
利
用
し
て
い
た
。
楚
国
、
斉
国
で
は
、

月
を
記
録
す
る
際
に
、
専
用
の
月
名
が
あ
る
。
２
６

数
字
で
年
と
月
を
記
録
す

る
方
法
を
用
い
た
の
は
、
主
に
燕
国
の
陶
器
銘
文
で
あ
る
。
勿
論
、
燕
国
の

兵
器
、
銅
器
の
銘
文
に
も
こ
の
紀
年
法
が
使
わ
れ
る
。
燕
国
の
紀
年
類
銘
文

中
に
あ
る
「
年
」
字
は
、
上
に
「
禾
」、
下
に
「
土
」
の
字
形
の
特
徴
を
も
つ

こ
と
も
器
物
断
代
を
行
う
際
に
、
燕
国
器
を
判
断
す
る
標
準
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
燕
国
兵
器
銘
文
で
は
、
器
物
の
名
義
上
の
最
高
監
造
官
は
、

普
通
、
燕
国
の
国
君
で
あ
る
。 

燕
国
兵
器
銘
文
の
句
形
（
文
法
）
に
は
、「
名
詞
＋
動
詞
＋
名
詞
」
の
共
通
の

特
徴
を
有
し
て
い
る
。
表
三(

文
末
所
掲)

に
よ
っ
て
概
括
す
れ
ば
、
次
の
情

報
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。 

第
一
：
兵
器
の
名
義
上
の
最
高
監
造
官
は
、
燕
国
の
最
高
統
治
者
の
国
君

（
郾
王
・
侯
）
で
あ
る
。 

第
二
：
銘
文
内
容
の
句
形
は
、
下
図
に
示
す
特
徴
を
表
し
て
い
る
。 

こ
の
類
の
燕
国
兵
器
の
代
表
的
な
論
説
に
は
、
次
の
数
説
が
あ
る
。 

◇
石
永
士
氏
の
『
燕
王
銅
兵
器
研
究
』
２
７

で
は
、
燕
王
銅
戈
銘
文
の
格
式
に 
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お
け
る
論
断
が
な
い
が
、
石
氏
の
論
文
中
に
あ
る
表
の
「
燕
王
銅
戈
銘
文
分

類
及
与
郾
王
的
関
係
」
に
よ
り
、
そ
の
格
式
を
帰
納
す
れ
ば
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。 

【
燕
王
名 

+ 

動
詞
（
乍
・
造
） 

+ 

…
…
】 

◇
沈
融
氏
は
『
燕
兵
器
銘
文
格
式
、
内
容
及
其
相
関
問
題
』
に
、
燕
国
兵
器

銘
文
の
格
式
と
内
容
を
【
国
君
名 

+ 

作
（
造
・
為
） 

＋ 

配
属
対
象 

+ 

兵
器
名
】
の
形
式
に
帰
納
し
て
い
る
。
２
８ 

◇
河
北
省
文
物
管
理
処
は
「
燕
下
都
第
二
三
五
号
遺
址
出
土
一
批
銅
戈
」
２
９

に
お
い
て
、
銅
戈
銘
文
の
格
式
を
七
類
集
め
て
い
る
。
執
筆
者
が
そ
の
七
類

の
銘
文
格
式
を
検
討
し
て
概
括
し
て
み
る
と
、
次
の
特
徴
に
な
る
。 

 

【
郾
王
（
国
君
）+ 

国
君
名 

+ 

動
詞
（
作
・
造
）+ 

兵
器
名
】 

 

執
筆
者
の
立
場
で
は
、
燕
国
兵
器
銘
文
の
文
法
句
形
は
、「
国
君
＋
国
君
名

＋
動
詞
＋
器
物
名
」
の
基
本
句
形
に
帰
納
で
き
る
特
徴
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
句
形
中
の
「
作
」
「
造
」
「
為
」
な
ど
の
動
詞
は
、
燕
国
兵
器
銘
文
中
に

頻
出
す
る
。
燕
国
兵
器
銘
文
の
内
容
は
、
「
国
君
＋
国
君
名
＋
動
詞
＋
器
物

名
」
の
基
本
句
形
の
上
で
変
化
し
て
い
る
。
「
郾
王
喜
造
御
司
馬
鍨
」
「
郾
王

戎
人
作
自
執
御
𨥨
」「
郾
侯
戎
人
作
師
萃
鋸
」
の
如
き
は
、
兵
器
名
の
前
に
兵

器
の
使
用
者
或
い
は
配
属
対
象
を
入
れ
た
例
で
あ
り
、
ま
た
、「
郾
侯
載
作
右

軍
」「
郾
王
職
作
王
萃
」
の
如
き
は
兵
器
名
を
省
略
し
た
例
で
あ
る
。
銘
文
の

内
容
に
よ
れ
ば
、
こ
の
兵
器
の
名
義
上
の
監
造
者
は
、
燕
国
の
最
高
統
治
者

の
国
君
で
あ
る
共
通
点
が
あ
る
。 

 

第
三
節 
「

」
字
の
詞
性
に
お
け
る
検
討 
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燕
国
長
細
形
璽
印
の
印
文
字
中
に
頻
出
す
る
「

」
字
に
つ
い
て
は
、
研

究
者
に
よ
っ
て
釈
読
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
に
は
「
節
（
卩
）
」

「
氏
」「
ク
」「
勹
（
伏
・
符
）」
「
人
」「
匕
」
及
び
田
煒
氏
の
「
量
器
名
」
説

と
の
七
種
が
あ
る
。
し
か
し
、
「

」
字
に
お
け
る
詞
性
面
か
ら
見
れ
ば
、
こ

の
七
種
類
の
釈
読
に
は
、
名
詞
と
す
る
共
通
の
特
徴
が
あ
る
。
本
節
で
は
、

前
述
の
燕
国
兵
器
銘
文
の
検
討
結
果
及
び
先
学
の
研
究
成
果
を
参
考
に
、
燕

国
の
陶
文
や
璽
印
文
字
も
考
査
し
て
、
「

」
字
が
付
い
て
い
る
燕
国
銘
文
、

特
に
長
細
形
璽
印
の
印
文
の
句
形
特
徴
か
ら
、
「

」
字
の
詞
性
面
、
す
な
わ

ち
「

」
字
を
含
む
燕
国
璽
印
文
と
陶
文
の
句
形
特
徴
と
詞
性
面
を
中
心
に
、

特
に
、
「

」
字
を
名
詞
と
動
詞
に
仮
定
し
た
場
合
の
句
形
と
文
法
上
の
成
立

の
可
能
性
を
分
析
し
、
考
査
す
る
。 

 
 ㈠

「

」
字
を
動
詞
外
と
仮
定
す
る
場
合
に
つ
い
て 

 

本
節
で
は
、
燕
国
の
兵
器
銘
文
の
文
法
格
式
を
参
照
の
上
、「

」
字
を
名

詞
と
仮
定
す
る
場
合
に
、
そ
の
銘
文
の
文
法
上
の
成
立
の
可
能
性
を
検
討
す

る
。 

ま
ず
、
名
詞
の
定
義
を
文
語
学
家
王
力
氏
の
定
義
を
借
り
て
簡
潔
に
言
え
ば
、

「
名
詞
と
は
、
人
或
は
事
物
の
名
称
を
表
示
す
る
詞
で
あ
る
。
３
０

」
。
こ
こ

で
は
、
と
り
あ
え
ず
先
学
の
研
究
結
果
を
踏
襲
し
て
、
「

」
字
を
「
①
節

（
卩
）
・
②
氏
・
③
ク
・
④
勹
（
伏
、
符
）
・
⑤
人
・
⑥
匕
」
に
釈
読
す
る
場

合
か
ら
見
よ
う
。
本
論
文
の
第
一
節
に
述
べ
た
と
お
り
、
燕
国
璽
印
文
と
陶

文
印
跡
と
は
句
形
特
徴
を
帰
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
「

」

字
を
名
詞
と
仮
定
す
れ
ば
、
二
つ
の
場
合
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、

前
人
の
研
究
結
果
を
参
考
に
、
「
①
節
（
卩
）
・
②
氏
・
③
ク
・
④
勹
（
伏
、

符
）・
⑤
人
・
⑥
匕
」
を
名
詞
（
器
物
類
代
名
詞
）
と
し
て
考
え
て
図
解
す
れ

ば
、
次
の
図Ⅰ

の
如
き
と
な
り
、「

」
字
を
国
君
の
名
と
し
て
仮
定
す
れ
ば
、

後
ろ
に
掲
げ
る
図Ⅱ

の
如
き
と
な
る
。 

図Ⅰ

の
「
器
物
類
代
名
詞
」
の
部
分
に
当
た
る
「

」
字
に
お
け
る
①
～
⑦

の
釈
読
中
、
②
氏
、
③
ク
、
⑤
人
と
⑥
匕
⑦
田
煒
氏
の
「
量
器
名
」
の
五
者

は
、
現
在
の
出
土
資
料
か
ら
み
て
、
信
頼
性
に
限
り
が
あ
る
の
で
、
３
１

検
討

対
象
か
ら
外
し
て
、
以
下
に
、
①
節
（
卩
）
と
④
勹
（
伏
、
符
）
を
中
心
に

検
討
す
る
。 

①
の
（
卩
）
と
釈
読
す
る
場
合
に
よ
る
句
形
で
は
、
左
の
如
き
に
な
る
。 

【
姓
（
名
）+

節
（
卩
）】 

【
姓
（
名
）+

節
（
卩
）
鍴
】 

【
…
…
王
３
２

節
（
卩
）】、【
…
…
王
節
（
卩
）
鍴
】 

④
の
勹
（
伏
、
符
）
と
釈
読
す
る
場
合
に
よ
る
句
形
で
は
、
左
の
如
き
に
な

る
。 

【
姓
（
名
）+

勹
（
伏
、
符
）】 

【
姓
（
名
）+

勹
（
伏
・
符
）
鍴
】 

【
…
…
王
勹
（
伏
・
符
）】、【
…
…
王
勹
（
伏
・
符
）
鍴
】 

こ
の
①
節
（
卩
）
と
④
勹
（
伏
、
符
）
の
釈
読
で
は
、
器
物
名
と
考
え
て

い
る
研
究
者
が
数
多
い
。
そ
れ
ら
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
「

」
字
は
即
ち
器
物

類
の
代
名
詞
で
、
詞
性
は
名
詞
に
属
す
る
。
ま
た
、
銘
文
の
句
形
か
ら
見
れ 
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ば
、
単
純
的
な
名
詞
句
と
し
て
成
立
し
て
い
る
。 

節
（
卩
）
字
と
勹
（
伏
、
符
）
字
は
、
名
詞
の
詞
性
を
持
つ
他
に
、
動
詞
３
３

の
詞
性
も
持
つ
が
、
動
詞
の
「
節
」「
勹
」
で
は
、
文
意
は
通
じ
な
い
こ
と
が

自
明
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
検
討
を
行
わ
な
い
。 

『
周
礼
・
掌
節
』
に
「
門
関
用
符
節
、
貨
賄
用
璽
節
、
道
路
用
旌
節
、
皆
有

期
以
反
節
。」
と
あ
り
、
こ
の
鄭
注
に
「
…
…
符
節
者
、
如
今
宮
中
諸
官
詔
符

也
。
璽
節
者
、
今
之
印
章
也
。
…
…
」
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
文
献
記
載
か

ら
見
れ
ば
、
「
符
節
」
と
「
璽
節
」
と
に
は
区
別
が
あ
る
。
『
三
代
吉
金
文
存

（
巻
十
八
）
』
３
４

に
「
騎
□
馬
節
」
「
□
□
熊
節
」
「
斉
馬
節
」
「
雁
節
」
「
鷹

節
」
の
五
者
が
あ
る
。
こ
の
五
者
の
器
物
名
は
、
羅
福
頤
氏
の
『
三
代
吉
金

文
存
釈
文
』
３
５

で
は
、
「
騎
□
符
」
「
□
□
符
」
「
斉
節
符
」
「
雁
符
」
「
鷹

符
」
と
称
し
て
い
る
。
こ
の
五
者
の
器
物
は
い
わ
ゆ
る
割
符
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
二
つ
に
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
。
そ
の
二
つ
が
合
わ
さ
っ
て
一
つ
に
な

る
こ
と
で
信
を
示
す
。「
符
節
」
と
「
璽
節
」
は
、
こ
の
同
じ
用
途
を
持
っ
て

い
る
が
、
異
な
る
器
物
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。「
符
節
」
と
「
璽
節
」
が
器

物
の
名
で
あ
る
以
上
、「

」
字
の
次
に
付
い
て
い
る
「
鍴
」
は
、
別
の
器
物

の
名
３
６

で
あ
る
。
一
つ
の
印
文
に
、
ま
っ
た
く
異
な
る
器
物
名
が
合
わ
さ
っ

て
出
る
の
は
不
可
解
で
あ
る
。
そ
し
て
、
管
見
で
は
、
執
筆
者
は
同
じ
例
を

他
に
見
た
こ
と
が
な
い
。
「
符
節
」
と
「
璽
節
」
の
「
…
…
王

（
符
・

節
）」
と
「
…
…
王

（
符
・
節
）
鍴
」
は
、
句
形
か
ら
見
れ
ば
、
と
も
に
成

立
す
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
、「
王
符
」「
王
節
」
の
如
き
王
権
の
象
徴 

と
す
る
「
璽
節
」
が
陶
器
名
と
関
連
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て

こ
の
現
象
は
、
慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。 

図Ⅰ
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「

」
字
を
、
未
釈
文
字
の
器
物
（
量
器
）
名
と
仮
想
し
て
い
る
が
、
詳
し

い
論
拠
が
見
え
な
い
。
そ
し
て
、
同
氏
の
論
文
『
戦
国
璽
印
自
名
解
』（
二
〇

一
三
年
）
３
７

に
も
「

」
字
を
未
釈
文
字
と
し
て
指
摘
し
な
が
ら
、
「
鍴
」

を
燕
国
璽
印
名
の
一
種
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
う
え
「

」
字
の
前
に
あ
る

「
王
」
字
を
限
定
詞
と
し
て
考
え
て
、「
鍴
」
は
「
瑞
」
で
は
な
い
と
先
人
研

究
者
の
論
断
結
果
に
も
疑
い
を
提
出
し
、「
鍴
」
字
を
「
揣
」
字
に
解
読
し
て

い
る
。
用
途
は
、
同
じ
く
陶
器
に
施
印
す
る
と
の
論
説
で
あ
る
。 

前
述
の
と
お
り
、
「

」
字
を
「
節
（
卩
）
」
「
勹
（
伏
、
符
）
」
と
釈
読
し
て
、

器
物
名
と
理
解
す
る
場
合
、
直
後
に
頻
出
す
る
「
鍴
」
も
器
物
名
３
８

で
あ
る

の
で
、
無
関
係
の
二
つ
の
無
関
係
の
器
物
名
が
重
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
現
象
は
常
軌
を
逸
し
て
い
る
。
句
形
上
、
単
純
な
名
詞
句
と
し
て
成
立
し

て
は
い
る
が
、
文
意
は
通
じ
な
い
こ
と
が
分
か
る
。 

図Ⅱ

の
と
お
り
、
「

」
字
を
人
名
と
考
え
る
場
合
は
、
「

」
字
が
付
い
て

い
る
燕
国
銘
文
の
代
表
的
な
句
形
は
、
次
の
三
つ
に
な
る
と
考
え
て
い
る

（
文
末
所
掲
の
表
一
参
照
）。 

①
【
官
職 

+ 

人
名
】 

匋
攻 

+ 

３
９ 

大
司
徒
長

□ 

②
【
姓 

+ 

（
名
）

】 

魯
４
０ 

 
+ 

 

斉
４
１ 

 
+ 

 
③
㋐
【
…
…
王
（
国
君
） 

+ 

人
名
（
国
君
名
） 

+ 

器
物
名
】 

…
…
都
（
市
） 

+ 

王 
+ 

 
+ 

鍴 

図Ⅱ
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㋑
【
…
…
王
（
国
君
） 

+ 

人
名
（
国
君
名
）】 

…
…
都
（
市
） 

+ 

王 
+ 

 

 

右
の
三
つ
の
句
形
格
式
に
拠
れ
ば
、「

」
字
を
人
名
に
用
い
る
名
詞
と
考

え
る
こ
と
は
、
一
応
可
能
で
あ
る
。
特
に
、 

【
…
…
王
（
国
君
） 

+ 

人
名
（
国
君
名
） 

+ 

器
物
名
】 

【
…
…
王
（
国
君
） 

+ 

人
名
（
国
君
名
）】 

の
格
式
は
、
燕
国
兵
器
銘
文
の
格
式
（
本
論
文
第
二
節
参
照
） 

【
国
君 

+ 

国
君
名 

+ 

動
詞 

+ 

兵
器
名
】 

と
よ
く
似
て
い
る
が
、
後
者
と
比
べ
る
と
、
動
詞
（
製
造
類
動
詞
）
が
欠
け

る
。「

」
字
を
人
名
と
す
る
可
能
性
は
理
解
で
き
る
が
、
新
し
い
疑
問
点
が

浮
上
す
る
。
そ
れ
は
、
燕
国
の
紀
年
及
び
国
君
に
お
け
る
文
献
上
の
記
載
は

詳
し
く
知
ら
れ
な
い
の
で
、
４
２

「

」
字
が
付
く
燕
国
銘
文
は
、
管
見
で
は
、

燕
国
璽
印
と
陶
文
に
し
か
見
え
ず
、
ほ
か
の
燕
国
に
お
け
る
文
献
や
銘
文
に

も
見
た
こ
と
が
な
い
。
ま
た
、
数
多
く
出
土
す
る
燕
国
兵
器
に
も
、「

」
字

が
付
く
銘
文
も
み
た
こ
と
が
な
い
。
も
し
「

」
字
を
人
名
類
の
名
詞
と
考

え
れ
ば
、「
大
司
徒
長

□
」
の
長
細
形
璽
印
の
印
文
の
場
合
、
燕
国
の
長
細

形
璽
印
「
大
司
徒
長

」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
官
印
の
「
大
司
徒
長
」
の
名

「

」
は
、
燕
国
一
つ
の
国
君
の
名
と
同
じ
に
な
り
、
こ
の
状
況
は
一
般
的

に
は
考
え
が
た
い
。
し
た
が
っ
て
「

」
字
を
人
名
用
名
詞
と
す
る
説
は
説

得
力
に
不
足
す
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
現
在
の
資
料
の
範
囲
で
は
、
敢

え
て
結
論
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
よ
っ
て
本
論
文
で
は
、
た
だ
「

」

字
の
詞
性
に
お
け
る
検
討
に
止
め
る
。 

 

図Ⅲ
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㈡
「

」
字
を
動
詞
と
考
え
う
る
理
由
に
つ
い
て 

  

先
学
の
研
究
は
、
「

」
字
を
器
物
名
と
考
え
て
い
る
点
で
共
通
性
が
あ
り
、

詞
性
面
に
お
い
て
は
全
て
名
詞
の
範
囲
内
に
限
定
さ
れ
る
。「

」
字
が
付
く

燕
国
銘
文
は
、
璽
印
文
字
と
陶
文
字
（
陶
文
印
跡
）
し
か
な
く
、
数
の
上
で

限
り
が
あ
る
の
で
、
現
段
階
で
は
「

」
字
の
絶
対
的
な
釈
読
は
、
極
め
て

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。
同
じ
国
の
銘
文
は
、
文
法
上
、
共
通
性
が
有
る
と 

                

い
う
立
場
を
基
に
、
本
節
で
は
、
同
国
（
燕
国
）
の
兵
器
の
銘
文
格
式
と
用

法
の
特
徴
を
基
盤
と
し
て
、
「

」
字
が
付
く
類
の
燕
国
銘
文
格
式
と
「

」

字
の
詞
性
の
観
点
か
ら
、
「

」
字
を
動
詞
（
製
造
類
動
詞
）
の
範
囲
内
と
仮

定
す
る
こ
と
の
可
能
性
を
検
討
し
た
い
。 

図Ⅲ

の
と
お
り
、
燕
国
の
銘
文
中
、
「

」
字
が
付
く
類
に
つ
い
て
、
「

」

字
の
詞
性
を
動
詞
と
考
え
る
場
合
、
銘
文
の
句
形
格
式
に
は
三
つ
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
三
つ
の
格
式
と
燕
国
兵
器
銘
文
の
格
式
と
を
比
べ
て
、

共
通
の
特
徴
及
び
異
な
る
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
執
筆
者
が

「

」
字
を
動
詞
（
製
造
類
動
詞
）
と
考
え
る
理
由
を
述
べ
る
。 

 

三
つ
の
句
形
格
式
は
次
の
①
～
③
で
あ
る
。 

①
【
官
職 

+ 

動
詞
（
製
造
類
動
詞
）】 

 
 

匋
攻 

+ 
 

 
 

大
司
徒
長 

+ 
 
+ 

（
器
物
名
）
４
３ 

右
の
「
官
職
名+

動
詞
」
の
句
形
格
式
は
、
燕
国
銘
文
の
、
具
体
的
に
は
青

銅
器
の
太
保
鼎
の
銘
文
「
太
保
鋳
」
４
４

と
燕
璽
の
「
北
宮
受
」
４
５

の
如
き
が

そ
れ
で
あ
る
。 

②
【
名
（
人
名
） 

+ 

動
詞
（
製
造
類
動
詞
）】 

㋐
魯 

+ 
 

「
魯
」
字
を
姓
と
す
る
場
合
の
考
査
は
、
本
論
文
の
図Ⅱ

に
已
に
論
じ
た
の

で
、
こ
こ
で
は
「
魯
」
字
を
名
（
人
名
）
と
し
て
「
魯
（
人
名
）+

（
動

詞
）
」
の
句
形
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
執
筆
者
は
「
魯
」
字
を
「
名
（
人

名
）
」
と
仮
定
し
て
い
る
。
「
魯
」
字
は
、
姓
と
し
て
使
わ
れ
て
も
い
る
が
、

名
（
人
名
）
と
し
て
使
わ
れ
る
例
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
古
璽
彙
編
』
番
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号
：
二
三
九
二
の
「
楊
魯
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
璽
印
「
楊
魯
」
の
「
魯
」
字

は
『
古
璽
彙
編
』(

番
号
：
五
五
六
六)

の
「
魯
」
字
の
字
形
と
よ
く
似
て
い

る
の
で
、
「
楊
魯
」
の
璽
印
も
燕
国
璽
印
に
属
す
る
。
こ
れ
に
は
荘
新
興
氏
の

説
が
あ
り
、
４
６

参
考
に
な
る
。
「
楊
魯
」
の
印
は
、
四
角
形
璽
印
で
あ
る
が
、

燕
国
の
長
細
形
陶
文
印
跡
と
同
時
に
、
四
角
形
４
７

の
陶
文
印
跡
も
存
し
て
い

る
の
で
、
互
い
に
参
考
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
人
名
の
直
後
に

器
物
名
を
加
え
る
用
例
は
、
燕
国
の
兵
器
銘
文
に
頻
出
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

「
郾
侯
載
作
…
…
」
「
郾
王

造
…
…
」
「
郾
王
喜
為
…
…
」
の
如
き
が
、
そ

れ
で
あ
る
。(

本
論
文
の
「
表
三
」
参
照
。) 

㋑
斉 

+ 
 

周
知
の
と
お
り
、「
斉
」
は
人
間
の
姓
と
し
て
、
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
「
斉
」
を
名
（
人
名
）
と
し
て
用
い
る
例
も
あ
る
。
燕
国
私
璽
の
「
□
閔

斉
」
（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
三
四
九
八
）
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
４
８ 

③
㋐
【
…
…
都
（
市
）
＋
王
（
国
君
）
＋
動
詞
（
製
造
類
動
詞
）
＋
器
物
名
】 

…
…
都
（
市
） 

+ 

王 
+ 

 
+ 

鍴
４
９ 

單
佑
都
市
王

鍴 

易
安
都 

王

鍴 

酒
城
都 

王

鍴 

□ 

都 

王

鍴 

日
庚
都 

王

鍴 

㋑
【
…
…
都
（
市
）+ 

王
（
国
君
） 

+ 

動
詞
（
製
造
類
動
詞
）】 

…
…
都
（
市
） 

+ 

王 
+ 

 

５
０ 

中
易
都
呉
（
虞
） 

王

 

□
易
都
呉
（
虞
） 

王

 

以
上
の
三
つ
（
①
～
③
）
の
句
形
格
式
に
拠
れ
ば
、「

」
字
を
製
造
類
動
詞

と
し
て
考
査
す
る
場
合
に
は
、
句
形
格
式
上
成
立
す
る
こ
と
が
自
明
で
あ
り
、

次
の
三
つ
の
句
形
に
帰
納
出
来
る
。 

① 

官
職 

+ 

動
詞
（
製
造
類
動
詞
） 

② 

名
（
人
名
）+ 

動
詞
（
製
造
類
動
詞
） 

③ 

㋐
【
…
都(

市)

＋
王(

国
君)

＋
動
詞
（
製
造
類
動
詞)

＋
器
物
名
】 

…
…
都
（
市
） 

+ 

王 
+ 

 
+ 

鍴 

㋑
【
…
…
都
（
市
）+ 

王
（
国
君
）+ 

動
詞
（
製
造
類
動
詞
）】 

…
…
都
（
市
） 

+ 

王 
+ 

 

右
の
①
～
②
の
銘
文
格
式
は
、
全
て
「

」
字
を
動
詞
（
製
造
類
動
詞
）
と

仮
定
し
た
上
で
行
っ
た
。
検
討
結
果
か
ら
見
れ
ば
、
句
形
は
成
立
す
る
こ
と

が
分
か
る
。
そ
こ
で
次
い
で
、
右
の
①
～
③
の
銘
文
格
式
（
次
の
図Ⅳ

の
③

番
参
照
）
を 

同
国
（
燕
国
）
の
兵
器
銘
文
【
国
君 

+
 

国
君
名 

+
 

動
詞 

+
 

兵
器

名
】（
次
の
図Ⅳ

の
④
番
参
照
）
の
格
式
と
比
較
し
て
、
異
同
点
を
探
求
す
べ

く
図
解
し
た
の
が
図Ⅳ

で
あ
る
。
５
１ 

「

」
字
が
付
く
類
の
燕
国
銘
文
（
璽
印
と
陶
文
）
の
格
式
を
燕
国
兵
器

銘
文
の
格
式
と
比
べ
て
み
る
と
、
次
の
【A

】
～
【C

】
の
三
つ
の
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
。 

【
壱
】「

」
字
を
動
詞
（
製
造
類
動
詞
）
と
し
て
考
え
る
場
合
、
動
詞
（
製

造
類
動
詞
）
の
直
前
に
加
え
て
い
る
内
容
に
は
、
「
名
（
人
名
）
」
と
「
官

職
」
の
二
種
類
が
あ
り
（
図Ⅳ

の
①
②
参
照
）
、
「
官
職
」
に
は
「
大
司
徒
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長
」
と
「
王
（
国
君
）
」
が
あ
る
。
こ
の
銘
文
の
格
式
は
、
同
国(

燕
国)

の

兵
器
銘
文
の
格
式
と
類
似
す
る
。
図Ⅳ

の
①
の
銘
文
格
式
に
は
、
「
匋
攻

」

「
大
司
徒
長

」
の
如
き
が
あ
る
。
「
人
名
」
「
官
職
」
を
動
詞
（
製
造
類

動
詞
）
「

」
字
の
前
に
加
え
て
、
器
物
の
製
造
者
、
監
造
者
及
び
名
義
上

の
最
高
監
造
者
を
表
す
の
は
、「
物
勒
工
名
」
の
文
献
記
載
と
合
致
す
る
。 

【
弐
】
「

」
字
が
付
く
類
の
燕
国
題
銘
格
式
（
図Ⅳ

の
①
②
③
参
照
）
と
燕

国
の
兵
器
題
銘
文
（
図Ⅳ
の
④
参
照
）
と
の
相
異
点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

㋐
図Ⅳ

の
①
の
銘
文
格
式
は
、
図Ⅳ

の
④
の
銘
文
格
式
に
属
し
て
い
る
が
、

図Ⅳ

の
①
に
は
、
動
詞
前
（
官
職
の
直
後
）
に
あ
る
名
（
人
名
）
が
な
い
。 

㋑
図Ⅳ

の
②
の
格
式
も
④
の
句
形
格
式
に
属
し
て
い
る
が
、
名
（
人
名
）

の
前
に
官
職
が
な
い
。 

㋒
図Ⅳ

の
③
と
④
と
は
似
て
い
る
が
、
④
に
は
「
国
君
」
の
前
に
「
都
」

や
「
市
」
や
「
地
名
」
等
の
条
件
が
な
い
。
③
は
「
王
（
国
君
）」
と
「
動
詞

（
製
造
類
動
詞
）」
の
間
に
「
国
君
名
」
の
部
分
が
な
い
。 

【
参
】
図Ⅳ

の
①
で
あ
る
兵
器
銘
文
を
図Ⅳ

の
④
と
比
べ
る
と
、
①
の
動
詞

（
製
造
類
動
詞
）
の
後
ろ
に
、
器
物
名
を
省
略
し
た
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
は
、

青
銅
器
の
太
保
鼎
の
銘
文
「
太
保
鋳
」
５
２ 

【
太
保
（
官
職
名
）+
鑄
（
製
造

類
動
詞
）
】
の
銘
文
格
式
と
同
じ
と
考
え
て
い
る
。 

 

お
わ
り
に 

  

本
論
文
は
、
燕
国
銘
文
中
、
特
に
燕
国
長
細
形
璽
印
の
印
文
字
に
頻
出
す

る
「

」
字
に
お
け
る
詞
性
面
の
考
査
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「

」
字
が

付
く
燕
国
の
銘
文
を
収
集
し
た
上
で
、
主
に
璽
印
及
び
陶
文
の
二
種
類
の
銘

文
の
句
形
格
式
を
中
心
に
、「

」
字
を
名
詞
や
動
詞
と
仮
定
す
る
場
合
の
成

立
の
可
能
性
を
、
燕
国
兵
器
銘
文
や
前
人
研
究
者
の
研
究
成
果
を
参
考
に
し

つ
つ
検
討
し
た
。
本
論
文
の
研
究
成
果
は
、
次
の
二
項
に
ま
と
め
ら
れ
る
。 

（
壱
）「

」
字
の
詞
性
は
、
広
く
行
わ
れ
て
い
る
名
詞
説
に
蓋
然
性
は
な
く
、

動
詞
（
製
造
類
動
詞
）
に
限
定
さ
れ
る
。 

（
弐
）
燕
国
兵
器
の
銘
文
と
比
較
す
る
と
、「

」
字
が
付
く
類
の
銘
文
中
に

「
燕
国
君
」
の
名
を
省
略
し
、
代
わ
り
に
「
王
」
字
だ
け
を
用
い
る
現
象
が

あ
る
。
そ
し
て
、「

」
字
が
付
く
類
の
燕
国
銘
文
中
に
は
、
燕
国
君
を
指
す

「
王
」
字
の
前
に
地
名
、
市
名
、
都
名
を
置
く
格
式
、
及
び
動
詞
の
「

」

字
の
直
前
に
人
名
、
官
職
を
加
え
る
格
式
は
、「

」
字
が
付
く
類
の
燕
国
銘

文
の
常
用
の
格
式
で
あ
る
。 
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）
李
零 

『
新
編
全
本

季
木
蔵
陶
』
中
華
書
局 

一
九
九
八
年 

『
春
秋
戦
国
秦
漢
時
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究
』
江
村
治
樹 

汲
古
書
院 

二
〇
〇
〇
年
二
月 

「
論
河
北
近
年
出
土
的
戦
国
有
銘
青
銅
器
」
李
学
勤
・
鄭
紹
宗 

『
古
文
字

研
究
』
（
第
七
輯
）
四
川
大
学
歴
史
系
古
文
字
研
究
室
編 

中
華
書
局
出
版 

一
九
八
二
年
六
月 

『
近
出
殷
周
金
文
講
釈
』（
第
三
集
）
高
澤
浩
一 

編 

二
松
學
舎
大
学
学
術

叢
書 
研
文
出
版 

二
〇
一
四
年
三
月 
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「
天
津
市
武
清
県
蘭
城
遺
址
的
鑚
探
与
試
掘
」
天
津
市
歴
史
博
物
館
考
古
部 

『
考
古
』
二
〇
〇
一
年
第
九
期
（
総
四
〇
八
期
） 

二
〇
〇
一
年
九
月 

『
文
物
』
一
九
八
二
年
八
月
第
八
期 

文
物
出
版
社 

一
九
八
二
年
八
月 

『
文
物
』
一
九
七
二
年
二
月
第
二
期 

文
物
出
版
社 

一
九
七
二
年
二
月 

『
考
古
』
二
〇
〇
一
年
第
九
期 

考
古
雑
誌
社
出
版 

二
〇
〇
一
年
九
月 

『
上
海
博
物
館
蔵
印
選
』
上
海
書
画
出
版
社 

一
九
七
九
年
八
月 

『
天
津
市
藝
術
博
物
館
藏
古
璽
印
選
』
李
東
琬 

文
物
出
版
社 

一
九
九
七

年
八
月 

『
書
道
学
論
集
』
大
東
文
化
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
書
道
学
専
攻
院
生
会 

二
〇
一
四
年
三
月 

『
先
秦
両
漢
語
法
論
叢
』
王
麗
華 
著 
出
版
者
：Airiti 

Press 
Inc 

二
〇
一
〇
年
八
月 

『
中
国
歴
代
官
制
大
詞
典
』
徐
連
達 

広
東
教
育
出
版
社 

二
〇
〇
九
年
八
月 

『
孫
慰
祖
論
印
文
稿
』
孫
慰
祖 

上
海
書
店
出
版
社 
一
九
九
九
年
一
月 

『
歴
代
璽
印
斷
代
標
準
品
図
鑒
』
孫
慰
祖 

吉
林
美
術
出
版
社 

二
〇
一
〇

年
二
月 

『
二
十
世
紀
出
土
璽
印
集
成
』
周
曉
陸 

中
華
書
局 

二
〇
一
〇
年
一
月 

「
戦
国
私
璽
中
所
見
古
代
復
姓
及
其
源
流
考
」
陳
光
田 

『
河
南
師
範
大
学

学
報(

哲
学
社
会
科
学
版)

』
第
三
五
巻
第
二
期 

二
〇
〇
八
年
三
月 

『
胡
厚
宣
先
生
紀
念
文
集
』
張
永
山
（
主
編
） 

科
學
出
版
社 

一
九
九
八
年

十
一
月 

『
璽
印
』
（
故
宮
博
物
院
蔵
文
物
珍
品
大
系
）
鄭
珉
中
（
主
編
） 

上
海
科
学

技
術
出
版
社
・
商
務
印
書
館(

香
港)

二
〇
〇
八
年
七
月 

『
浙
江
省
博
物
館
典
蔵
大
系
・
方
寸
乾
坤
』
駱
堅
群
（
主
編
） 

浙
江
古
籍

出
版
社 

二
〇
〇
九
年
十
一
月 

『
漢
語
大
詞
典
』
漢
語
大
詞
典
編
簒
処
編 

梅
維
恒
（
主
編
） 

漢
語
大
詞

典
出
版
社 

二
〇
〇
三
年
十
月 

『
印
学
研
究
（
二
〇
一
四
古
璽
印
研
究
専
輯
）』
山
東
博
物
館
編 

呂
金
成
主

編 

文
物
出
版
社 

二
〇
一
四
年
三
月 

『
芸
林
月
刊
』
天
津
市
古
籍
書
店 

一
九
三
一
年
九
月 

『
故
宮
博
物
院
蔵
古
璽
印
選
』
文
物
出
版
社 

一
九
八
二
年
十
二
月 

『
古
璽
探
研
』
田
煒 

著 

華
東
師
範
大
学
出
版
社 

二
〇
一
〇
年
五
月 

『
三
代
吉
金
文
存
』（
上
）（
中
）（
下
）
羅
振
玉 

中
華
書
局
出
版 

一
九
八

三
年
十
二
月 

『
三
代
吉
金
文
存
釈
文
』
羅
福
頤 

学
問
社
出
版 

一
九
八
三
年
三
月 

『
商
周
金
文
録
遺
』
于
省
吾
編
著 

中
華
書
局
出
版 

一
九
九
三
年
七
月 

『
中
国
美
術
全
集(

書
法
篆
刻
編
７
璽
印
篆
刻)

』
方
去
疾(

主
編) 

孫
慰
祖

(

釈
印) 

 

上
海
書
畫
出
版
社
上
海
人
民
美
術
出
版
社 

一
九
八
九
年
五
月 

『
十
三
経
注
疏
』 

芸
文
印
書
館 

一
九
七
六
年
五
月 

『
説
文
解
字
』（
漢
・
許
慎
） 

中
華
書
局
出
版 

一
九
八
五
年
六
月 

『
中
国
璽
印
類
編
』
小
林
斗
盦 

二
玄
社 

一
九
九
六
年
二
月 

『
周
漢
遺
寶
』
帝
室
博
物
館
編 

国
書
刊
行
会
発
行 

昭
和
五
十
六
年
一
月 

『
天
理
参
考
館
図
録
・
中
国
』
朝
日
新
聞
社 

朝
日
新
聞
社 

一
九
六
七
年 

『
国
立
故
宮
博
物
院
名
品
図
録
』 

中
華
民
国
国
立
博
物
院
・
産
経
新
聞
社

編
纂 
産
業
新
聞
社
発
行 

一
九
七
六
年
十
二
月 
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（
注
） 

 
１ 
『
古
璽
彙
編
』
羅
福
頤
主
編 

文
物
出
版
社
出
版 

一
九
八
一
年
十
二
月 

２ 

匋
（
陶
）
攻
（
工
）
が
官
名
類
に
属
す
る
理
由
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
㈠
李
学
勤

氏
は
、「

」、「

」、「

」、「

」
の
四
字
を
「
尹
」、「

」、「

」、「
工

（
攻
）」
と
釈
読
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
氏
の
説
に
よ
る
と
、「
尹
」（
管
理
機
構
）
は

燕
国
製
陶
業
の
管
理
機
構
で
あ
り
、
そ
の
下
に
「

」（
主
管
）
、「

」（
陶
工
長
）、

「
工
（
攻
）」（
陶
工
）
の
三
級
の
製
造
人
員
が
属
し
て
い
る
。
①
「
燕
斉
陶
文
叢
論
」

『
上
海
博
物
館
集
刊
第
六
期
（
建
館
四
十
周
年
特
輯
）』
上
海
古
籍
出
版
社
出
版
、
一

九
九
二
年
十
月 

第
一
七
〇
頁 

②
「
燕
国
題
銘
概
述(

上)

」
『
文
物
』
文
物
出
版
社
、

一
九
五
九
年
七
月
、
第
五
四
頁 

㈡
李
零
氏
は
、
燕
国
陶
文
に
、
三
級
監
造
即
ち
匋

「
尹
」（
省
者
）
、「

」
と
「

」（
主
者
）、「
工
（
攻
）」（
造
者
）
と
い
う
生
産
制
度

が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。
「
斉
、
燕
、
邾
、
滕
陶
文
的
分
類
与
題
銘
格
式

（
二
）
」
、
李
零
『
新
編
全
本
季
木
蔵
陶
』
中
華
書
局
、
一
九
九
八
年
、
㈢
馮
勝
君
氏
は
、

燕
国
の
製
陶
業
が
「
陶
攻
（
工
）」
、
「
陶

」、「
陶
匋
」、「
陶
尹
」
の
四
級
よ
り
構
成

さ
れ
て
い
た
と
み
て
い
る
。「
燕
国
陶
文
総
述
」
馮
勝
君 

『
北
京
文
博
』
一
九
九
八

年
二
期 

㈣
曹
錦
炎
氏
は
、「
釈
戦
国
陶
文
中
的
〔

〕」
に
「

」
字
を
「

」
と

釈
読
す
る
。
そ
し
て
、「

」
は
量
器
の
製
造
機
構
名
で
あ
り
、
同
時
に
、
そ
の
機
構

の
職
官
で
あ
る
「

」
は
、「
尹
」
と
「

」
の
下
級
で
、「
攻
」
の
上
級
で
あ
る
。
官

職
が
卑
し
く
、「
里
」
の
よ
う
な
低
い
行
政
単
位
で
も
「

」
の
機
構
を
設
立
す
る
こ

と
が
出
来
る
と
結
論
す
る
。
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
曹
氏
は
「

」
は
量

器
の
製
造
機
構
名
で
あ
り
、
そ
の
機
構
の
職
官
も
「

」
と
い
う
よ
う
に
、「

」
は

量
器
の
製
造
機
構
名
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
官
名
で
も
あ
る
こ
と
を
初
め
て
指
摘
し
た
こ

 

と
で
あ
る
。「
釈
戦
国
陶
文
中
的
〔

〕」
曹
錦
炎
『
考
古
』
一
九
八
四
年
第
一
期
、
科

学
出
版
社
、
一
九
八
四
年
一
月
、
第
八
三
頁
。
以
上
の
四
家
の
説
は
異
な
っ
て
い
る
が
、

「
工
（
攻
）」
は
、
そ
の
等
級
監
造
中
の
等
級
の
一
つ
で
あ
る
の
で
、
官
職
が
い
か
に

卑
し
く
て
も
、
官
職
類
に
属
し
て
い
る
。
以
上
が
、「
工
（
攻
）」
を
官
名
類
に
入
れ
る

理
由
で
あ
る
。（
五
）
な
お
『
毛
詩
・
臣
工
』
に
「
臣
工
諸
侯
助
祭
遣
於
廟
也
。」
と
あ

り
、「
嗟
嗟
臣
工
、
敬
爾
在
公
」
の
二
句
の
毛
伝
に
「
工
、
官
也
。
公
、
君
也
。
」
と
い
う
。 

３ 

大
司
徒
長
：『
周
礼
・
地
官
』
に
「
教
官
之
属
、
大
司
徒
卿
一
人
。」
『
周
礼
・
大
司

徒
』
に
は
「
大
司
徒
之
職
、
掌
建
邦
之
土
地
之
図
、
与
其
人
民
之
数
、
以
佐
王
安
撫
邦

国
」
と
あ
る
。「
大
司
徒
長
」
は
官
名
と
考
え
ら
れ
る
が
、
古
文
献
に
記
載
が
な
く
、

燕
国
特
有
の
官
名
と
考
え
る
。 

４ 
 

こ
の
陶
文
拓
片
は
賈
永
輝
氏
よ
り
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
物
件
で
あ
る
。
残
缺
す
る

一
文
字
は
執
筆
者
の
立
場
か
ら
類
推
し
て
「
鍴
」
と
み
る
。 

５ 
 

執
筆
者
の
論
文
「
燕
国
長
細
形
一
璽
印
の
釈
読
」『
書
道
学
論
集
（1

1

）』（
大
東
文
化

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
書
道
学
専
攻
院
生
会 

二
〇
一
四
年
三
月 

第
七
六
頁
）

及
び
執
筆
者
の
二
〇
一
三
年
度
の
修
士
論
文
『
燕
国
璽
印
研
究
―
―
長
細
形
璽
印
と

そ
の
用
途
を
中
心
に
―
―
』（
第
九
九
頁
第
三
章
：「
鍴
」）
に
お
け
る
考
査
を
参
照
。 

６ 

『
国
家
図
書
館
蔵
金
文
研
究
資
料
叢
刊
２
』
徐
蜀(

選
編)

 

北
京
図
書
館
出
版
社 

二

〇
〇
四
年
三
月 

７ 

『
孫
慰
祖
論
印
文
稿
』
孫
慰
祖 

上
海
書
店
出
版
社 

一
九
九
九
年
一
月 

第
九
五
頁 

８ 
「
中
昜
都
枷
王
人
」（
編
号
：
〇
五
五
二
）
『
新
編
全
本
季
木
蔵
陶
』
周
進
（
収
蔵
）
周
紹

良
（
整
理
）
李
零
（
分
類
考
釈
）
中
華
書
局 

一
九
九
八
年
十
月 

第
一
五
五
頁 

 

９ 

荘
新
興
氏
の
著
し
た
『
戦
国
璽
印
分
域
編
』
に
収
録
し
て
い
る
璽
印
の
番
号
「
五
八
」
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「
五
九
」「
六
〇
」「
六
一
」
の
如
き
、「

」
字
「
卩
」
と
釈
読
し
て
い
る
が
、
番

号
：
二
一
〇
の
印
を
「
斉
匕
」
と
釈
読
し
て
い
る
。 

１
０ 

「
先
秦
璽
印
攷
釈
発
微
」
徐
暢
『
印
学
研
究
（
二
〇
一
四
古
璽
印
研
究
専
輯
）
』
文

物
出
版
社 
二
〇
一
四
年
三
月 

１
１ 

『
古
璽
探
研
』
田
煒 

華
東
師
範
大
学
出
版
社 

二
〇
一
〇
年
五
月 

第
六
三
～
六 

八
頁 

１
２ 

荘
新
興
氏
の
著
し
た
『
戦
国
璽
印
分
域
編
』
に
収
録
し
て
い
る
璽
印
の
番
号
「
五

八
」「
五
九
」「
六
〇
」「
六
一
」
の
如
き
、「

」
字
「
卩
」
と
釈
読
し
て
い
る
が
、

番
号
：
二
一
〇
の
印
を
「
斉
匕
」
と
釈
読
し
て
い
る
。 

１
３ 

「
先
秦
璽
印
攷
釈
発
微
」
徐
暢
『
印
学
研
究
（
二
〇
一
四
古
璽
印
研
究
専
輯
）
』
文

物
出
版
社 

二
〇
一
四
年
三
月 

１
４ 

『
康
熙
字
典
』『
康
熙
字
典
』〈
清
〉
張
玉
書
等
編
撰 
王
引
之
等
校
訂 

上
海
古
籍

出
版
社
出
版 

一
九
九
六
年
一
月 

第
一
三
八
五
頁 

１
５ 

『
国
立
故
宮
博
物
院
名
品
図
録
』
物
件
編
号
：
二
二
三 

中
華
民
国
国
立
博
物
院
・

産
経
新
聞
社
編
纂 

産
業
新
聞
社
発
行 

一
九
七
六
年
十
二
月 

１
６ 

「
釈
觶

」
『
觀
堂
集
林
』
王
国
維
著 

中
華
書
局
出
版 

一
九
五
九
年

六
月 

第
二
九
一
頁 

１
７ 

『
燕
国
璽
印
研
究
―
―
―
長
細
形
璽
印
と
そ
の
用
途
を
中
心
―
』 

栗
躍
崇 

大
東

文
化
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
書
道
学
専
攻
平
成
廿
五
年
修
士
論
文 

一
一
四
頁 

一
一
九
頁 

１
８ 

『
説
文
解
字
』
（
漢
・
許
慎
） 

中
華
書
局
出
版 

一
九
八
五
年
六
月 

十
一
頁 

１
９ 

『
康
熙
字
典
』〈
清
〉
張
玉
書
等
編
撰 

王
引
之
等
校
訂 

上
海
古
籍
出
版
社
出
版 

 

一
九
九
六
年
一
月 

第
七
三
七
頁 

２
０ 

『
十
三
経
注
疏
（
附
校
勘
記
）』 

芸
文
印
書
館 

一
九
七
三
年
五
月 

『（
三
）
周

礼
』 

三
一
二
頁 

２
１ 

『
戦
国
古
文
字
典
（
戦
国
文
字
声
系
）』
何
琳
儀 

著 

中
華
書
局 

二
〇
〇
七
年

五
月 

一
〇
二
八
頁 

２
２ 

『
史
記
索
隠
』
に
は
、
已
に
「
燕
四
十
二
代
、
有
二
恵
侯
、
二
釐
侯
、
二
宣
侯
、
三

桓
侯
、
二
文
侯
、
蓋
国
史
微
失
本
諡
。
故
重
耳
。」「
又
自
恵
侯
已
下
皆
無
名
、
亦
不

言
属
。」
の
記
載
が
あ
る
。 

２
３ 

「
燕
下
都
第
二
三
号
遺
址
出
土
一
批
銅
戈
」
河
北
省
文
物
管
理
処 

『
文
物
』
一
九

八
二
年
八
月
第
八
期 

２
４ 

『
国
立
故
宮
博
物
院
名
品
図
録
』
物
件
編
号
：
二
二
三 

中
華
民
国
国
立
博
物

院
・
産
経
新
聞
社
編
纂 

産
業
新
聞
社
発
行 

一
九
七
六
年
十
二
月 

２
５ 

『
金
文
総
集(

八)

』
厳
一
萍 

芸
文
印
書
館 

中
華
民
国
七
十
二
年
十
二
月 

三

五
九
七
頁 

２
６ 

「
戦
国
燕
国
銅
器
銘
刻
新
考
」
黄
盛
璋 

『
燕
文
化
研
究
論
文
集
』
陳
光 

彙
編 

中
国
社
会
科
学
出
版
社 

一
九
九
五
年
七
月 

２
７ 

「
郾
王
銅
兵
器
研
究
」
石
永
士
『
燕
文
化
研
究
論
文
集
』
陳
光 

匯
編 

中
国
社
会

科
学
出
版
社 

一
九
九
五
年
七
月 

第
三
九
七
頁 

２
８ 

「
燕
兵
器
銘
文
格
式
、
内
容
及
其
相
関
問
題
」
沈
融
『
燕
文
化
研
究
論
文
集
』
陳
光

匯
編 

中
国
社
会
科
学
出
版
社 

一
九
九
五
年
七
月 

 

第
四
〇
三
頁 

２
９ 
「
燕
下
都
第
二
三
号
遺
址
出
土
一
批
銅
戈
」
河
北
省
文
物
管
理
処 

『
文
物
』
一

九
八
二
年
八
月
第
八
期 

第
四
七
頁 
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３
０ 

『
王
力
文
集
』（
第
十
六
巻
）
山
東
教
育
出
版
社
出
版 

一
九
九
〇
年
五
月 

一
四

一
頁 

３
１ 

 

本
論
文
の
図
一
を
参
照
。「

」
字
の
直
後
に
頻
出
す
る
「
鍴
」
が
燕
国
陶
器
の
一

種
で
あ
る
と
の
説
は
、
執
筆
者
の
立
場
で
あ
る
。
専
論
の
論
文
『
燕
国
璽
印
研
究
―

長
細
形
璽
印
の
印
文
中
の
「
鍴
」
を
中
心
に
―
』
は
平
成
二
十
六
年
九
月
十
四
日
書

学
書
道
史
学
会
大
会
（
於
花
園
大
学
）
で
口
頭
発
表
し
た
。 

３
２ 

「
王
は
、
第
二
人
称
代
詞
で
あ
る
。
王
或
は
大
王
の
呼
び
方
は
、
戦
国
時
代
及
び

後
代
に
在
る
。」『
王
力
文
集
』（
第
十
六
巻
）
山
東
教
育
出
版
社
出
版 

一
九
九
〇

年
五
月 

第
一
三
九
頁 

３
３ 

節
：（
動
詞
）
節
器
用
。
『
左
传·

成
公
十
八
年
』 

符
：（
動
詞
）
豈
非
道
之
所

符
、
而
自
然
之
験
邪
。『
史
記
・
貨
殖
列
伝
・
序
』 

３
４

『
三
代
吉
金
文
存
（
下
）』（
第
一
八
巻
）
羅
振
玉 

中
華
書
局
出
版 

一
九
八
九
年

七
月 

第
一
八
八
九
～
一
八
九
一
頁 

３
５

『
三
代
吉
金
文
存
釈
文
』
羅
福
頤 

学
問
社
出
版 

一
九
八
三
年
八
月 

「
三
代
吉

金
文
存
釈
文
巻
十
八
」
第
十
一
頁 

３
６ 

鍴
は
、
燕
国
の
陶
器
の
一
種
だ
と
執
筆
者
の
立
場
で
あ
る
。『
燕
下
都
（
上
）』（
河

北
省
文
物
研
究
所
編 

文
物
出
版
社 

一
九
九
六
年
年
八
月
）
第
三
八
九
頁
。
及
び

『
燕
下
都
（
上
）』
河
北
省
文
物
研
究
所
編 

文
物
出
版
社 

一
九
九
六
年
年
八
月 

第
二
六
一
頁
（
文
）
第
二
六
二
頁
（
図
）
の
如
き
、
銘
文
に
よ
る
、
こ
の
一
種
類
陶

器
は
自
ら
「
…
…
器
鍴
」
と
名
付
け
て
い
る
。
こ
の
問
題
点
に
は
、
執
筆
者
は
別
文

で
論
説
す
る
こ
と
。 

３
７ 

「
戦
国
璽
印
自
名
解
」『
中
山
大
学
学
報
（
社
会
科
学
報
）』
田
煒 

二
〇
一
三
年
第

 

六
期 

３
８ 

「
鍴
」
が
燕
国
陶
器
の
一
種
で
あ
る
と
の
説
は
、
執
筆
者
の
立
場
で
あ
る
。
専
論
の

論
文
『
燕
国
璽
印
研
究
―
長
細
形
璽
印
の
印
文
中
の
「
鍴
」
を
中
心
に
―
』
は
平
成

二
十
六
年
九
月
十
四
日
書
学
書
道
史
学
会
大
会
（
於
花
園
大
学
）
で
口
頭
発
表
し
た
。 

３
９ 

「
匋
攻
（
工
）
＋
匋
攻
名
」
の
形
式
の
陶
文
は
、
燕
国
陶
文
中
に
し
ば
し
ば
見
え

る
。『
古
陶
文
彙
編
』「
四
、
河
北
出
土
陶
文
」
参
照
。『
古
陶
文
彙
編
』
高
明 

中
華

書
局
版
（
訳
者 

北
川
博
邦
） 

東
方
書
店 

一
九
八
九
年
五
月 

第
六
二
頁 

４
０ 

今
節
（
第
一
節
）
の
場
合
に
は
、
「
魯
」
を
姓
と
考
え
て
い
る
。
何
琳
儀
氏
は
「（
魯

）『
璽
印
彙
編
』
番
語
順
：
五
五
六
六
」
を
燕
璽
と
考
え
て
、「
燕
璽
、
姓
氏
。」

と
の
結
論
が
あ
る
。『
戦
国
古
文
字
典
』
何
琳
儀 

二
〇
〇
七
年
五
月 

中
華
書
局

出
版
社 

上
冊
第
五
〇
四
頁
」
。
ま
た
、
（
唐
）
林
寶
『
元
和
姓
纂
』
望
出
扶
風
郿
県
、

新
蔡
に
は
、
魯
の
姓
に
関
し
て
次
の
記
載
が
あ
る
。「
周
公
子
伯
禽
封
魯
、
至
頃
公

三
十
四
代
九
百
余
年
、
為
楚
所
滅
、
子
孫
以
国
為
氏
、
…
…
」。 

４
１ 

周
知
の
と
お
り
、
斉
は
姓
で
あ
る
。『
戦
国
璽
印
分
域
編
』（
荘
新
興
編
著 

上
海
書

店
出
版
社 

二
〇
〇
一
年
十
月 

第
三
九
頁
）
に
収
録
し
て
い
る
燕
国
私
璽
の
例
が

あ
る
。
斉
□
（
番
号
：
二
一
一
）、
斉
君
水
（
番
号
：
二
一
二
）、
斉
□
（
番
号
：
二

一
三
）
の
例
が
あ
る
。 

４
２ 

『
史
記
索
隠
』
に
は
、
已
に
「
燕
四
十
二
代
、
有
二
恵
侯
、
二
釐
侯
、
二
宣
侯
、
三

桓
侯
、
二
文
侯
、
蓋
国
史
微
失
本
諡
。
故
重
耳
。」「
又
自
恵
侯
已
下
皆
無
名
、
亦
不

言
属
。」
の
記
載
が
あ
る
。 

４
３ 
「

」
字
を
器
物
名
と
し
て
考
え
て
い
る
は
、
執
筆
者
の
立
場
で
あ
る
。 

４
４ 

①
燕
器
と
し
て
公
認
し
て
い
る
「
太
保
鼎
」
は
、
天
津
市
芸
術
博
物
館
に
収
蔵
し
て
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い
る
。
通
高5

0.
7c
m

、
口
径2

3c
m×

3
6
cm

。
鼎
の
腹
内
に
「
太
保
鋳
」
三
つ
の
文

字
が
あ
る
。『
文
物
』
第
十
一
期
（
総
一
一
一
号
）
文
物
出
版
社 

一
九
五
九
年
十

一
月 

４
５ 

『
古
璽
彙
編
』（
羅
福
頤 

主
編 

文
物
出
版
社 

一
九
八
一
年
十
二
月 

番
号

順
：
三
二
七
四
）
に
は
、
釈
読
し
て
い
な
い
。
呉
振
武
氏
の
『「
古
璽
文
編
」
校

訂
』
に
は
、「
北
宮
□
」
と
釈
読
し
て
い
る
が
、
第
三
番
目
の
文
字
を
釈
読
し
て
い

な
い
。「
受
」
字
に
は
、
燕
国
銘
文
の
中
に
よ
く
見
ら
れ
る
文
字
で
あ
る
の
で
、
詳

し
く
は
、
何
琳
儀
氏
の
『
戦
国
古
文
字
典
』（
中
華
書
局 

二
〇
〇
七
年
五
月
）
第

一
八
六
頁
の
「
受
」
字
を
参
照
。
何
氏
は
『
古
璽
彙
編
』「
番
号
順
：
三
二
七
四
」

の
璽
印
を
「
北
宮
受
」
と
釈
読
し
て
い
る
。
執
筆
者
の
立
場
に
拠
れ
ば
、「
北
宮

受
」
の
璽
印
は
、
燕
国
璽
印
に
属
し
て
い
る
。「
北
宮
」
の
「
宮
」
字
の
字
形
は
、

燕
国
陶
文
に
よ
く
見
ら
れ
る
文
字
で
あ
る
。『
古
陶
文
彙
編
』（
高
明 

編 

中
華
書

局
版 

東
方
書
店 

一
九
八
九
年
五
月
）
番
号
順
四
・
三
三
～
四
・
三
九
の
如
き
が

あ
る
。「
北
宮
」
は
（『
周
礼
・
天
官
・
内
宰
』
に
「
正
歳
均
其
稍
食
施
其
功
事
憲
禁

令
于
王
之
北
宮
而
糾
其
守
。
孫
詒
譲
の
『
周
礼
正
義
』
に
「
古
者
宮
必
南
郷
王
路
寝

在
前
、
謂
之
南
宮
…
…
後
六
宮
在
王
六
寝
之
後
、
対
南
宮
言
之
、
謂
之
北
宮
。」
と

あ
り
。『
左
伝
・
襄
公
十
年
』
に
「
子
西
聞
盗
、
不
儆
而
出
、
尸
而
追
盗
。
盗
入
於

北
宮
、
乃
帰
、
授
甲
、
臣
妾
多
逃
、
器
用
多
喪
。
」
と
あ
る
。
ま
た
、
燕
国
陶
文
の

中
に
は
、「
左
宮
」
と
「
右
宮
」
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
参
考
に
な
る
。
以
上
の
文

献
資
料
に
よ
れ
ば
、「
北
宮
」
は
場
所
名
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
そ
の
名
詞

（
場
所
名
、
官
職
）
の
次
に
付
く
動
詞
の
使
い
方
及
び
句
形
格
式
が
同
じ
な
の
で
、

一
例
と
し
て
挙
げ
る
。 

 

４
６

『
戦
国
璽
印
分
域
編
』
番
号
：
三
〇
八 

荘
新
興 

編
著 

世
紀
出
版
集
団
・
上
海

書
店
出
版
社 

二
〇
〇
一
年
十
月 

４
７

『
古
陶
文
彙
編
』（
高
明 

編 

中
華
書
局
版 

東
方
書
店 

一
九
八
九
年
五
月
）
番

号
順
：
四
・
一
三
〇
、
四
・
一
三
一
、
四
・
一
五
一
、
四
・
一
五
二
、
四
・
一
五
四

の
如
き
が
あ
り
、
共
に
陰
文
と
陽
文
の
印
跡
が
あ
る
。 

４
８ 

『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
三
四
九
八
「
□
閔
斉
」
を
燕
璽
に
属
す
と
す
る
の
は
湯
余
惠

氏
で
あ
る
。「
略
論
戦
国
文
字
形
体
研
究
中
的
幾
個
問
題
」
湯
余
惠
『
古
文
字
研
究
』

（
第
十
五
輯
） 

中
華
書
局
出
版 

一
九
八
六
年
六
月 

第
七
二
頁 

４
９ 

本
論
文
の
「
表
一
」
を
参
照
。 

５
０ 

本
論
文
の
「
表
一
」
を
参
照
。 

５
１ 

図Ⅳ

の
③
は
、
前
掲
の
③
㋐
と
㋑
を
合
併
し
た
も
の
で
あ
る
。 

５
２ 

①
銘
文
は
『
三
代
吉
金
文
存
（
全
三
冊
）』
器
物
編
号
：
四
二
一 

（
羅
振
玉
編 

中
華
書
局
出
版 

一
九
八
三
年
一
二
月
）
の
第
二
一
一
頁
を
参
照
。
③
釈
文
は
、

『
三
代
吉
金
文
存
釈
文
』（
羅
福
頤
著 

学
問
社
出
版 

一
九
八
三
年
）
の
巻
二
鼎

上
・
器
物
編
号
：
四
二
一
を
参
照
。 

http://baike.baidu.com/view/19124.htm
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第
五
章 

燕
国
陶
文
印
跡
中
の
「

」
字
に
つ
い
て 

  

は
じ
め
に 

第
二
節 

「

」
字
が
付
く
銘
文
資
料
に
お
け
る
調
査 

第
三
節 

「

」
字
に
お
け
る
前
人
研
究
者
ら
の
説 

第
四
節 

燕
国
「
合
文
」
文
字
の
特
徴
に
つ
い
て 

第
五
節 

「

」
字
の
釈
読
に
つ
い
て 

お
わ
り
に 

 

 

は
じ
め
に 

 

燕
国
の
璽
印
や
陶
文
に
関
す
る
資
料
の
分
析
を
進
め
る
う
ち
に
、
河
北
省
を

中
心
に
し
て
い
る
燕
国
故
地
の
陶
文
印
跡
中
に
あ
る
「

」
１

字
に
関
心
を

持
っ
た
。
燕
国
の
陶
文
印
跡
に
存
在
す
る
こ
の
「

」
字
は
、
燕
国
の
長
細
形

陶
文
印
跡
以
外
、
同
国
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
銘
文
に
見
え
ず
、
特
別
な
字
形
と

し
て
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
今
ま
で
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
同
時
代

の
他
国
の
全
て
の
銘
文
や
文
字
資
料
に
も
見
え
な
い
。
よ
っ
て
、
「

」
字
は

燕
国
の
長
細
形
陶
文
印
跡
に
し
か
存
在
し
な
い
文
字
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
し

か
も
、
先
学
の
説
と
執
筆
者
の
手
元
に
あ
る
資
料
に
よ
れ
ば
、
「

」
字
に
お

け
る
こ
れ
ま
で
の
釈
読
に
は
、
新
し
い
角
度
か
ら
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。 

 

第
一
節 

「

」
字
が
付
く
銘
文
資
料
に
お
け
る
調
査 

 

燕
国
の
陶
文
は
数
多
く
、
一
般
に
河
北
省
易
県
を
中
心
に
出
土
し
た
も
の
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
今
ま
で
の
出
土
文
物
に
よ
れ
ば
、
実
際
は
、
戦
国
時
代

の
燕
国
の
故
地
の
広
い
範
囲
に
、
そ
の
刻
画
類
陶
文
及
び
押
印
類
陶
文
印
跡
の

出
土
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
斉
国
の
領
域
で
あ
っ
た
今
の
山
東
省
の
北
部
に
も
、

燕
国
陶
文
の
出
土
品
が
あ
っ
た
と
の
説
も
あ
る
。
２

こ
の
燕
国
の
故
地
及
び
山

東
省
北
部
で
発
見
さ
れ
て
い
る
陶
文
は
、
お
お
よ
そ
刻
画
類
と
印
跡
類
と
の
二

種
類
で
あ
る
が
、
陶
文
の
形
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
内
容
も
豊
富
で
あ
る
。 

陶
文
印
跡
の
形
に
は
、
お
お
よ
そ
四
角
形
、
長
細
形
、
円
形
が
あ
る
。
四
角

形
と
円
形
の
印
跡
に
は
単
用
の
例
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
、
長
細
形
印
跡
は
二
、

三
列
を
並
べ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
材
質
に
は
、
た
い
て
い
灰
陶
と
夾
砂
紅
陶

の
二
種
が
あ
る
。
印
跡
の
内
容
に
は
、
紀
年
が
付
く
類
、
陶
工
名
類
（
工
匠
名

と
監
造
官
名
）
、
吉
祥
語
類
及
び
製
陶
機
関
名
類
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
燕
国

の
陶
文
中
、
文
字
の
構
造
上
、
「

」
「
鍴
」
「

」
の
ご
と
き
は
、
同
時
代
の

燕
国
に
し
か
存
在
し
な
い
文
字
で
あ
る
。 

本
論
文
は
、
燕
国
に
属
す
る
押
印
類
の
陶
文
印
跡
を
対
象
に
、
特
に
「

」

字
が
付
く
類
の
長
細
形
陶
文
印
跡
を
中
心
に
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
研
究
者

の
間
に
周
知
の
と
お
り
、
燕
国
の
陶
文
や
兵
器
類
銘
文
の
内
容
に
よ
れ
ば
、

「
等
級
監
造
」
と
い
う
製
造
形
式
が
見
え
る
の
で
、
「

」
字
が
付
く
類
の
長

細
形
陶
文
印
跡
の
全
て
は
、
「
等
級
監
造
」
で
あ
る
銘
文
に
属
し
て
い
る
。
管

見
で
あ
る
が
、
本
論
文
の
検
討
対
象
で
あ
る
「

」
字
が
付
く
燕
国
陶
文
印
跡

に
は
、
次
の
幾
つ
か
が
あ
る
。 
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◇
「

」
字
が
付
く
燕
国
長
細
形
陶
文
印
跡
二
十
二
件
◇ 

管
見
で
あ
る
が
、
表
一
の
「

字
が
付
く
類
陶
文
印
跡
の
銘
文
資
料
調
査
」

の
と
お
り
、
「

」
字
が
付
く
燕
国
陶
文
は
、
お
お
よ
そ
『
燕
下
都
』
（
上
）
３

『
陶
文
図
録
』
４

『
古
陶
文
彙
編
』
５

『
戦
国
燕
斉
陶
文
』
６

『
文
物
春
秋
』

（
「
新
見
燕
下
都
陶
尊
及
其
銘
文
的
初
歩
研
究
」
）
７

『
歩
黟
堂
蔵
戦
国
陶
文
遺

珍
』
８

『
中
国
古
代
陶
文
集
拓
（
原
器
拓
本
）
』
９

『
中
国
歴
史
博
物
館
蔵
法
書

大
観
』
（
第
三
巻 

陶
文 
塼
文 

瓦
文
）
１
０

『
戦
国
古
陶
文
』
１
１

『
新
編
全
本

季
木
蔵
陶
』
１
２

『
二
十
世
紀
出
土
璽
印
集
成
』
１
３

に
載
せ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
表
一
に
よ
れ
ば
、
『
燕
下
都
』
（
上
）
の
図
5
図
6
図
7
と
『
古
陶
文
彙

編
』
の
図
１
図
４
図
９
図
10
及
び
『
二
十
世
紀
出
土
璽
印
集
成
』
の
図
１
図

５
図
９
と
『
新
編
全
本
季
木
蔵
陶
』
の
図
４
は
そ
の
後
に
出
版
さ
れ
た
『
陶
文

図
録
』
に
再
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
『
文
物
春
秋
』
に
載

せ
て
い
る
一
件
（
図
20
）
は
『
中
国
歴
史
博
物
館
蔵
法
書
大
観
』
（
第
三
巻 

陶
文 

塼
文 

瓦
文
）
に
も
見
え
る
。
『
戦
国
古
陶
文
』
に
あ
る
（
図
16
図
18
）

は
『
中
国
古
代
陶
文
集
拓
（
原
拓
本
）
』
に
は
同
じ
も
の
を
載
せ
て
い
る
。
原

則
と
し
て
、
再
録
し
て
い
る
も
の
は
数
に
加
え
な
い
。
よ
っ
て
「

字
が
付
く

類
の
陶
文
印
跡
は
二
十
二
件
で
あ
る
。 

こ
の
二
十
二
件
の
陶
文
の
釈
読
は
後
掲
す
る
と
お
り
、
執
筆
者
の
立
場
よ
り

隷
定
す
る
。
銘
文
中
に
あ
る
「

」
の
字
は
と
り
あ
え
ず
読
ま
ず
、
そ
の

ま
ま
用
い
る
。
併
用
印
跡
の
釈
文
順
序
は
、
「

字
が
付
く
部
分
を
最
初
に
挙

げ
る
。
し
た
が
っ
て
実
際
の
長
細
形
印
跡
の
順
序
（
右
か
ら
左
へ
）
と
一
致
し

な
い
。
隷
定
文
字
の
直
後
に
今
字
を
入
れ
、
損
缺
や
風
化
で
読
め
な
い
文
字
は

未
釈
文
字
と
し
て
「
□
」
で
表
わ
す
。
以
上
を
執
筆
者
の
釈
読
の
原
則
と
す
る
。 

 

◇
『
陶
文
図
録
』
に
載
せ
る
十
二
件
◇ 

（
図
１
）
左
匋

（
尹
）

器
鍴
・
左
匋
徠
湯
敀
國
・
左
匋
攻
𢽍 

（
図
２
）
左
匋

（
尹
）

器
鍴
・
左
匋
徠
湯
敀
國
・
□
陶
攻

 

（
図
３
）
左
匋

（
尹
）

器
鍴
・
左
匋
徠
湯
敀
國
・
□
□
攻
黒 

（
図
４
）
□
□

器
鍴
・
徠
湯
敀
國 

（
図
５
）
左
匋

（
尹
）

器
□
□
・
陶
攻
黒 

（
図
６
）
左
匋

（
尹
）

器
鍴
・
左
匋
徠
湯
敀
國
・
左
匋
攻
𠇷 

（
図
７
）
□
□

器
鍴
・
徠
剸
敀

・
左
匋
攻
湯 

（
図
８
）
左
匋

（
尹
）

器
□ 

（
図
９
）
左
匋

（
尹
）

□
・
□
匋
攻
黒 

（
図
10
）
左
匋

（
尹
）

器
鍴
・
左
匋
徠
湯
敀
國
・
左
匋
攻
□ 

（
図
11
）
左
匋

（
尹
）

器
鍴
・
□
匋
徠
湯
敀
國
・
□
匋
攻
賬 

（
図
22
）
左
匋

（
尹
）

□
□
鍴
・
徠
剸
敀
國  

 

◇
『
戦
国
燕
斉
陶
文
』
に
載
せ
る
一
件
◇ 

 

（
図
12
）
廿
七
年
右
匋

（
尹
）

器
□
・
□
□
徠
剸
敀
□
・
匋
工
怳 

 

◇
『
歩
黟
堂
蔵
戦
国
陶
文
遺
珍
』
に
載
せ
る
三
件
◇ 

（
図
13
）
廿
七
年
右
匋

（
尹
）

器
鍴
・
右
匋
攻

・
徠
剸
□ 

（
図
14
）
左
匋

（
尹
）

器
鍴
・
□
匋
徠
湯
敀
□ 

（
図
15
）
右
匋

（
尹
）

器
鍴
・
徠
剸
敀
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 図
13 

図
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図
12 
図
１ 
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２ 

図
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４ 
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５ 
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16 

図
17 

図
15 

 

 図
18 

図
19 
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 図
21 
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◇
『
中
国
古
代
陶
文
集
拓
』
に
載
せ
る
二
件
◇ 

 
（
図
16
）
右
匋

（
尹
）

器
鍴
・
徠
剸
敀

・
右
匋
攻
湯 

（
図
17
）
廿
七
年
右
匋

（
尹
）

□
□
・
徠
剸
敀
□
・
右
匋
攻
□ 

 

◇
『
中
国
歴
史
博
物
館
蔵
法
書
大
観
』
（
第
三
巻 

陶
文 

塼
文 

瓦
文
）
に
載
せ

る
三
件
◇ 

 

（
図
18
）
右
匋

（
尹
）

器
鍴
・
徠
剸
敀
□
・
匋
攻

 

（
図
19
）
□
□

（
尹
）

器
鍴
・
□
剸
敀

・
□
□
□
湯 

 
 

（
図
20
）
右
匋

（
尹
）

器
鍴
・
徠
剸
敀

・
匋
工
怳 

 

◇
其
の
他
、
一
件
（
『
陶
文
図
録
』
巻
九
・
二
五
七
二
頁
九
・
一
二
・
一
）
◇ 

（
図
21
）
右
匋
尹

（
尹
）

器
□
・
匋
攻
怳
・
倈
剸
敀

 

右
に
列
挙
し
た
二
十
二
件
の
「

」
字
が
付
く
燕
国
陶
文
印
跡
の
文
字
内
容

を
ま
と
め
る
、
表
一
の
よ
う
に
な
る
。
手
元
に
あ
る
資
料
に
よ
れ
ば
、
「

」

字
が
付
く
燕
国
の
陶
文
印
跡
二
十
二
件
の
う
ち
、
図
21
は
模
写
し
た
も
の
で

あ
る
の
で
、
模
写
の
誤
り
を
恐
れ
、
そ
の
ま
ま
転
載
す
る
が
、
検
討
対
象
外
と

す
る
。
し
か
し
、
そ
の
摹
本
の
内
容
に
よ
れ
ば
、
図
21
は
図
20
か
ら
摹
写
し

た
も
の
の
可
能
性
が
高
い
。
図
21
を
除
く
二
十
一
件
の
全
て
は
、
伝
来
或
い

は
出
土
物
で
、
信
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
字
及
び
銘
文
格
式
に

は
、
次
の
①
～
⑦
特
徴
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

①
材
質
の
面
で
は
、
長
細
形
陶
文
の
他
に
、
「

」
字
が
付
く
燕
国
の
銘
文

は
一
切
見
え
な
い
。
「

」
字
の
銘
文
が
付
く
器
物
の
材
質
は
同
じ
く
陶
で
あ

る
。 

 

②
字
頻
（
文
字
の
出
現
頻
度
）
か
ら
考
察
す
る
な
ら
、
「

」
字
は
、
燕
国

の
長
細
形
陶
文
印
跡
の
他
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
燕
国
の
銘
文
資
料
中
に
見
え
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
燕
国
の
銘
文
に
は
、
使
用
頻
度
の
低
い
文
字
に

属
し
て
い
る
こ
と
が
判
か
る
。
し
か
し
、
「

」
字
は
長
細
形
陶
文
印
跡
で
は
、

使
用
頻
度
が
高
い
文
字
で
あ
る
。 

③
文
字
の
特
徴
で
は
、
燕
国
の
陶
文
印
跡
中
に
存
在
し
て
い
る
「

」
字
は
、

一
律
に
陰
文
（
白
文
）
文
字
で
あ
る
。
今
ま
で
、
「

」
字
が
付
く
こ
の
類
の

陽
文
（
朱
文
）
陶
文
印
跡
は
一
例
も
見
な
い
。
そ
し
て
、
燕
国
の
陶
文
は
刻
画

類
と
押
印
類
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
が
、
「

」
字
の
全
て
は
押
印
類
で
あ

る
特
徴
が
あ
る
。
刻
画
の
「

」
字
の
用
例
は
今
ま
で
の
資
料
中
に
例
が
な
い
。 

 

④
銘
文
内
容
（
前
後
に
あ
る
銘
文
）
に
よ
っ
て
、
「

」
字
が
付
く
燕
国
の

こ
の
類
の
陶
文
印
跡
は
、
二
、
三
列
の
長
細
形
陶
文
印
跡
と
一
緒
に
グ
ル
ー
プ

的
な
形
式
（
い
ま
併
用
印
跡
と
仮
称
す
る
）
で
見
ら
れ
る
共
通
の
特
徴
が
あ
る

（
中
に
は
、
前
に
列
記
し
た
う
ち
の
図
８
の
よ
う
な
単
列
印
跡
は
一
例
し
か
な

い
が
、
陶
片
の
周
囲
に
は
、
故
意
に
回
り
を
磨
り
消
し
た
痕
跡
が
は
っ
き
り
見

え
る
の
で
、
ほ
か
の
類
似
す
る
陶
文
を
参
照
し
た
上
で
、
図
８
の
原
陶
片
の
こ

の
部
分
の
文
字
の
前
後
や
周
り
に
は
、
ま
た
銘
文
が
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い

る
。
）。
併
用
印
跡
中
に
は
、
ど
の
研
究
者
も
認
め
る
「
等
級
監
造
」
の
陶
器
製

造
に
参
与
す
る
「
匋
尹
」「
徠
…
敀
…
」「
匋
攻
」
の
内
容
が
見
え
る
。
そ
し
て
、

こ
の
類
の
陶
文
に
は
紀
年
が
付
く
も
の
も
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
特
徴
の
一
つ
で

あ
る
（
図
12
図
13
図
17
参
照
）。 

⑤
連
語
の
使
用
情
況
か
ら
見
る
と
、
「

」
字
の
直
後
に
あ
る
「

」
字

以
外
に
、
他
の
文
字
を
使
っ
た
例
が
な
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
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」
の
二
字
は
こ
の
燕
国
の
長
細
形
陶
文
印
跡
中
に
存
在
す
る
頻
出
の
連
語

（
短
語
・
フ
レ
ー
ズ
）
で
あ
る
こ
と
が
判
か
り
、
連
語
で
あ
る
「

」
は

燕
国
の
長
細
形
陶
文
印
跡
中
の
常
用
語
（
固
定
短
語
）
で
あ
る
と
推
定
す
る
。

ま
た
「

」
字
の
直
前
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
「

」
字
は
、
前
出
の
図
12
図

13
図
17
の
よ
う
に
、
省
略
す
る
例
も
あ
る
。 

⑥
銘
文
の
文
法
面
で
は
、
こ
の
二
、
三
列
の
併
用
印
跡
中
か
ら
「

」
字
が

付
く
単
列
の
文
字
内
容
を
摘
出
し
て
考
察
す
る
な
ら
、 

（
図Ⅰ

）
の
銘
文
の

行
文
格
式
に
帰
納
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

図Ⅰ

の
「

」
字
が
付
く
陶
文
の
行
文
格
式
に
は
、
紀
年
を
「
官
職
類
名

詞
」
の
前
に
入
れ
る
例
が
あ
る
。
前
出
の
図
12
図
13
図
17
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
図
12
図
13
図
17
の
陶
文
に
は
紀
年
が
あ
り
、
「

」
字
の
直
前
に

「

」
字
で
あ
る
標
識
（
記
号
）
類
名
詞
１
４

を
省
略
す
る
特
徴
が
あ
る
。
冠

し
て
い
る
紀
年
は
同
じ
く
「
廿
七
年
」
（
図
12
図
13
図
17
参
照
）
で
あ
る
の

で
、
「

」
字
の
直
前
に
あ
る
「

」
字
を
省
略
す
る
の
は
、
燕
国
「
廿
七
年

陶
文
」
の
特
徴
で
あ
る
と
推
定
す
る
（
図Ⅱ

の
行
文
格
式
参
照
）。 

⑦
特
に
、
監
造
官
で
あ
る
「
匋

（
尹
）
」
に
は
、
左
匋
尹
と
右
匋
尹
の
別

が
あ
る
。

（
陶
尹
）
は
「

」
字
が
付
く
陶
文
中
に
見
え
る
一
番
官
位
が

高
い
監
造
者
で
あ
る
。 

管
見
に
か
か
る
が
、
前
に
列
し
た
七
つ
の
特
徴
（
①
～
⑦
）
の
情
報
と
手
元

に
あ
る
資
料
に
よ
れ
ば
、
燕
国
の
銘
文
中
に
存
在
す
る
「

」
字
は
、
た
だ
燕

国
の
陶
文
印
跡
（
併
用
印
跡
に
し
か
な
い
）
の
み
に
見
え
、
器
物
（
載
体
）
の

材
料
は
同
じ
く
陶
で
あ
り
、
陶
文
（
特
に
白
文
）
以
外
の
銘
文
は
一
例
も
見
な

い
。
そ
し
て
、
「

」
字
は
燕
国
の
銘
文
（
あ
ら
ゆ
る
銘
文
）
に
頻
出
す
る
文

字
で
は
な
く
、
使
用
頻
度
の
低
い
文
字
に
属
し
て
い
る
。
し
か
し
、
燕
国
の
長

細
形
陶
文
印
跡
に
あ
っ
て
は
頻
度
の
高
い
文
字
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
た
。
ま
た
「

」
字
は
、
直
後
に
あ
る
「

」
字
と
一
緒
「
グ
ル
ー
プ

化
」
し
て
現
れ
る
特
徴
が
あ
る
。
「

」
字
は
、
単
字
で
出
る
例
が
な
い
が
、

「

」
は
頻
出
語
に
属
し
、
銘
文
は
、
「
職
官
類
名
詞+

＋
器
物
類

代
名
詞
」
と
い
う
行
文
格
式
を
呈
す
る
特
徴
が
あ
る
。 

 
第
二
節 

「

」
字
に
お
け
る
前
人
研
究
者
ら
の
説 

 

「

」
字
の
字
形
は
、
『
説
文
解
字
』
に
な
い
の
で
、
研
究
者
に
よ
っ
て
釈
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読
が
異
な
っ
て
い
る
一
方
、
解
読
を
保
留
す
る
研
究
者
も
い
る
の
が
研
究
現
状

で
あ
る
。
管
見
で
あ
る
が
、
「

」
字
が
付
く
燕
国
陶
文
に
お
け
る
資
料
調
査

に
よ
っ
て
、
先
学
の
各
説
を
帰
納
し
て
み
れ
ば
、
前
出
の
「
表
一
」
の
と
お
り

で
あ
る
。「

」
字
に
関
す
る
釈
読
に
は
、
お
お
よ
そ
次
の
幾
説
か
が
あ
る
。 

 
 

①
「
瓦
」
字
と
「

」
字
説
：
王
恩
田
氏
の
著
で
あ
る
『
陶
文
図
録
』
（
斉

魯
書
社 

二
〇
〇
六
年
）
に
は
、
「
瓦
」
字
と
釈
読
し
て
い
た
が
、
同
著
の
一

五
三
八
頁
（
番
号
四
・
二
〇
・
一
）
に
は
「

」
字
と
釈
読
し
て
い
る
。
そ
し

て
同
著
の
巻
一
（
十
四
頁
）
に
は
（
番
号
四
・
一
四
・
一
）
を
「
疋
」
字
と
書

い
て
い
る
。
そ
の
後
に
王
氏
が
出
版
し
た
『
陶
文
字
典
』
（
斉
魯
書
社 

二
〇

〇
七
年
）
で
は
、
「
瓦
」
字
の
欄
に
「

」
字
を
収
録
せ
ず
、
代
わ
り
に

「

」
字
を
「
瓦
」
字
と
疑
っ
て
い
る
。
１
５ 

 
 

②
「

」
字
説
：
周
曉
陸
氏
の
編
著
で
あ
る
『
二
十
世
紀
出
土
璽
印
集

成
』
１
６

の
番
号
：
二
‐S

P

‐0
1
26

に
見
え
る
。
た
だ
し
、
周
氏
は
、
同
著
の

番
号
：
二
―S

P

―0
1
3
1

、
及
びM

‐P

‐0
0
8
6

に
は
、
「

」
字
を
「
疋
」
字
と

釈
読
し
て
い
る
。
同
じ
著
書
に
、
同
じ
字
形
に
対
し
て
異
な
る
釈
読
を
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
周
氏
は
「

」
字
に
お
け
る
釈
読
を
確
定
で
き
て
な
い
こ
と
が

判
る
。
そ
し
て
、
『
中
国
古
代
陶
文
集
拓
』
に
も
「

」
字
を
「

」
字
と
釈

読
す
る
。 

 

③
「

」
字
説
：
李
学
勤
氏
の
説
で
あ
り
、
論
文
の
『
戦
国
題
銘
概
述

（
上
）
』
１
７

が
参
考
に
な
る
。
唐
存
才
氏
は
、
李
学
勤
氏
の
説
を
踏
襲
し
て
、

同
じ
く
「

」
字
を
「

」
字
と
釈
読
し
て
い
る
。
１
８ 

 

④
「
疋
」
字
説
：
『
説
文
解
字
』
中
の
小
篆
の
字
形
は
「

」
で
あ
る
。

「
足
也
。
上
象
腓
腸
、
下
从
止
、
弟
子
職
曰
、
問
疋
何
止
。
古
文
以
為
詩
大
疋

字
、
亦
以
為
足
字
、
或
曰
胥
字
、
一
曰
疋
記
也
。
凡
疋
之
属
、
皆
从
疋
。
（
所

菹
切
）
」（
足
な
り
、
上
は
腓
腸
に
象
り
、
下
は
止
に
从
ふ
、
弟
子
職
に
曰
く
、

疋
の
何
く
に
止
む
る
か
を
問
ふ
と
。
古
文
は
以
て
詩
の
大
疋
の
字
と
為
し
、
亦

た
以
て
足
の
字
と
為
す
。
或
は
曰
く
、
胥
の
字
と
。
一
に
曰
く
、
疋
は
記
な
り

と
。
凡
そ
疋
の
属
は
皆
な
疋
に
从
ふ
）
と
の
記
載
が
あ
る
。
『
大
漢
和
辞
典
』

疋
部
に
「
た
だ
し
い
。
雅
に
同
じ
。〔
説
文
〕
疋
、
古
文
㠯
為
詩
大
雅
字
。〔
段

注
〕
雅
、
各
本
作
疋
、
誤
、
此
謂
古
文
叚
借
疋
為
雅
字
。〔
廣
韻
〕
疋
、
正
也
。

〔
集
韻
〕
疋
、
説
文
、
古
詩
大
疋
字
、
通
作
雅
。
」
が
見
ら
れ
る
。『
爾
雅
』
釈

文
に
「
雅
本
作
疋
。
」
と
も
見
ら
れ
る
。
な
お
『
毛
詩
序
』
に
「
雅
者
、
正
也
。

言
王
政
之
所
由
廃
興
也
。
」
の
内
容
も
あ
る
の
で
、
「
疋
」
「
雅
」
二
字
は
通
仮

字
で
、「
た
だ
し
い
」
の
意
味
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

『
古
匋
文
孴
録
』
１
９

『
古
陶
文
字
徴
』
２
０

『
古
陶
字
彙
』
２
１

『
古
陶
字

録
』
２
２

『
燕
文
字
編
』
２
３

『
古
文
字
詁
林
』
２
４

に
「

」
字
を
「
疋

（
足
）
」
字
の
欄
に
入
れ
て
い
る
。
特
に
、
何
琳
儀
氏
は
、
『
繋
伝
』
「
疏
、
謂

一
一
分
別
記
之
也
。
」
の
段
玉
裁
氏
の
注
「
疋
、
各
本
作
疏
、
今
正
。
疋
部
曰
、

一
曰
、
疋
、
記
也
。
此
疋
、
記
二
字
転
注
也
。
疋
、
今
本
作
疏
、
謂
分
疏
而
識

之
也
。
」
を
引
用
し
た
上
で
、
「
陶
文
【

疋
】
可
読
【
久
疋
】
、
或
【
記

疏
】
。
」
の
論
説
が
あ
り
、
そ
し
て
何
氏
は
「
陶
文
【
左
匋

疋

鍴
】
、

意
謂
【
左
陶
尹
識
記
陶
器
之
陶
璽
】
」
２
５

と
の
結
論
を
下
し
て
い
る
。
何
氏
の
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結
論
か
ら
見
れ
ば
、
「
鍴
」
を
燕
国
の
璽
印
名
と
す
る
立
場
か
ら
出
し
た
結
論

で
あ
ろ
う
。
ほ
か
に
董
珊
氏
２
６

も
『
戦
国
題
銘
与
工
官
制
度
』
に
同
じ
観
点

を
提
示
し
て
い
る
。
執
筆
者
は
「
鍴
は
璽
印
の
名
で
は
な
く
、
燕
国
で
陶
器
の

一
種
を
指
す
」
と
の
立
場
か
ら
、
「
疋
」
字
説
の
論
断
に
は
検
討
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。 

 

⑤
前
に
列
挙
し
た
「

」
に
お
け
る
各
家
の
説
の
他
、
釈
読
を
保
留
す
る
研

究
者
も
い
る
。
「
表
一
」
の
と
お
り
、
『
新
編
全
本
季
木
蔵
陶
』
と
『
古
陶
文
彙

編
』
及
び
『
新
見
燕
下
都
陶
尊
及
其
銘
文
的
初
歩
研
究
』
が
そ
れ
で
あ
り
、

『
戦
国
文
字
編
』
２
７

も
未
釈
文
字
と
し
て
収
録
し
て
い
る
。 

 

文
字
の
存
在
環
境
の
面
で
は
、
燕
国
の
陶
文
印
跡
中
に
あ
る
「

」
字
は
単

用
さ
れ
た
例
が
な
く
、
銘
文
（
陶
文
）
の
句
中
に
存
在
し
て
い
る
文
字
の
一
つ

で
あ
る
。
銘
文
の
全
句
か
ら
、
こ
の
字
の
前
後
に
並
ん
で
い
る
文
字
や
言
葉
な

ど
も
考
察
対
象
に
す
る
と
、
言
葉
遣
い
や
文
字
に
は
下
述
の
特
徴
が
あ
る
。 

 

第
三
節 

燕
国
「
合
文
」
の
特
徴
に
つ
い
て 

  

合
文
は
、
特
別
な
文
字
構
造
と
し
て
、
古
代
銘
文
中
に
存
在
し
て
い
る
。

遡
っ
て
み
れ
ば
、
甲
骨
文
の
中
に
す
で
に
認
め
ら
れ
る
。
簡
牘
、
帛
書
、
金
石

銘
文
な
ど
、
一
切
の
銘
文
資
料
中
に
、
そ
の
形
が
見
え
る
。
一
種
の
文
字
構
造

と
し
て
、
古
文
字
の
実
用
面
に
優
れ
た
役
割
を
果
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ゆ
え

に
、
戦
国
時
代
の
燕
国
の
銘
文
を
古
文
字
構
形
学
の
立
場
か
ら
検
討
す
る
な
ら
、

合
文
面
の
検
討
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
執
筆
者
は
燕
国
陶
文
中

に
頻
出
す
る
「

」
字
を
合
文
と
し
て
推
測
す
る
前
に
、
燕
国
の
銘
文
中
に
存

在
し
て
い
る
合
文
に
お
け
る
特
徴
の
検
討
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。 

 

燕
国
の
銘
文
中
に
存
在
し
て
い
る
合
文
資
料
を
載
体
面
（
材
質
）
か
ら
分
類

す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
金
文
（
礼
器
・
貨
幣
・
璽
印
）
と
陶
文
で
あ
ろ
う
。
燕
璽

の
「
北
宮
」（
『
璽
印
彙
編
』
番
号
：
三
二
七
四
）
、「
中
易
」（
『
璽
印
彙
編
』

番
号
：
五
五
六
二
）
、
２
８

燕
国
陶
文
の
「
十
六
」
（
『
古
陶
文
彙
編
』
番
号
：

九
・
一
〇
六

番
号
：
四
・
一
一

）
「
司
徒
」
（
『
古
陶
文
彙
編
』
番

号
：
四
・
一
三
〇

）
２
９

は
燕
国
の
合
文
字
形
の
好
例
で
あ
る
。
『
燕
文
字

編
』
３
０

に
合
文
字
形
を
三
十
六
字
収
載
し
て
い
る
の
で
、
燕
国
の
合
文
字
形

の
大
方
の
様
子
が
見
え
る
と
考
え
る
。
本
節
は
王
愛
民
氏
の
『
燕
文
字
編
』

（
吉
林
大
学
碩
士
学
位
論
文
、
二
〇
一
〇
年
四
月
）
に
収
載
し
て
い
る
燕
国
の

合
文
字
形
を
中
心
に
、
そ
の
合
文
字
形
の
特
徴
を
検
討
す
る
。 

 

◇
文
字
内
容
に
よ
る
分
類
◇ 

李
圭
甲
氏
の
論
文
『
戦
国
文
字
合
文

의
初
歩
探
索
』
３
１

の
分
類
法
を
参
照

し
た
上
で
、
文
字
内
容
か
ら
分
類
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
次
の
五
類
が
あ
る
と
考

え
る
。 

①
数
字
類
（
数
字
含
）：
二
十
四
個 

②
姓
名
類
：
二
個 

③
官
職
類
：
四
個 

④
地
名
類
：
二
個 

⑤
そ
の
他
：
四
個 
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◇
文
字
構
造
上
の
特
徴
か
ら
分
類
◇ 

燕
国
銘
文
中
に
あ
る
合
文
の
特
徴
は
次
の
七
類
に
区
分
で
き
る
。 

①
上
下
構
造
「（
十
七
）

・（
十
三
）

」 

②
上
中
下
構
造
「（
四
十
二
）

・
（
中
昌
三
）

」 

③
左
右
構
造
「（
大
夫
）

」 

④
単
字
化
「（
二
十
）

・（
三
十
）

・
（
四
十
）

・
（
二
千
）

」 

⑤
上
下
叠
加
式
「（
工
行
）

・（
中
行
）

」 

⑥
左
右
交
差
式
「（
司
徒
）

」 

⑦
偏
旁
及
び
筆
画
共
用
式
「
（
中
昜
）

・
（
六
十
）

・
（
二
千
）

」。 

 

以
上
の
構
造
上
の
特
徴
は
燕
国
合
文
字
形
の
一
般
的
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
一

方
、
文
字
内
容
の
面
で
は
、
常
用
語
で
は
な
い
合
文
の
存
在
が
あ
る
こ
と
が
特

徴
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
あ
る
一
群
の
合
文
に
は
、
合
文
に
属
し
な
が
ら

合
文
符
号
を
使
わ
な
い
例
も
多
見
す
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
燕
国
銘
文
資
料
に

存
在
す
る
合
文
の
著
し
い
特
徴
で
あ
る
。
同
じ
く
、
李
圭
甲
氏
の
論
文
『
戦
国

文
字
合
文

의
初
歩
探
索
』
で
は
、
合
文
を
「
字
義
種
類
別
分
類
」
（
文
字
内
容

か
ら
分
類
）
の
立
場
か
ら
「
人
名
・
姓
氏
・
親
属
・
地
名
・
官
名
・
数
量
・
日

時
・
場
所
・
其
他
」
の
九
類
に
分
け
て
い
る
。
そ
の
「
字
意
種
類
別
分
類
」

（
文
字
内
容
か
ら
分
類
）
の
統
計
表
か
ら
み
れ
ば
、
「
其
他
」
に
属
す
る
合
文

の
数
は
多
い
。
李
圭
甲
氏
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
戦
国
文
字
の
合
文
は
、
常
用
語

の
他
に
、
非
常
用
語
に
も
、
合
文
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

と
い
う
の
は
、
合
文
は
常
用
語
の
範
囲
に
限
り
が
な
く
、
非
常
用
語
に
波
及
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

第
四
節 

「

」
字
の
釈
読
に
つ
い
て 

 

第
二
節
で
考
察
し
た
「

」
字
の
釈
読
面
に
関
す
る
諸
家
の
説
を
参
照
し
た

上
で
、
本
節
で
は
「

」
字
が
合
文
で
あ
る
と
の
執
筆
者
の
立
場
に
基
づ
き
、

検
討
し
た
い
。 

合
文
で
あ
る
こ
と
を
論
ず
る
前
に
、
先
ず
製
造
類
動
詞
を
含
む
燕
国
銘
文
の

句
形
の
特
徴
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
第
四
章
で
は
、
燕
国
の
兵

器
類
銘 

文
の
文
法
句
形
を
「
国
君+

国
君
名+

動
詞+

器
物
名
」
の
基
本
句
形
格
式
に
帰

納
し
た
。
３
２

こ
の
句
形
を
基
礎
に
、
文
法
を
考
え
る
と
、
次
の
銘
文
格
式
、

す
な
わ
ち
「
官
職
名+

人
名+

動
詞+

器
物
名
」
の
形
式
で
あ
る
と
も
い
え
る

（
図Ⅲ

参
照
）
。
図Ⅲ

の
燕
国
兵
器
銘
文
の
基
礎
句
形
の
他
に
、
銘
文
の
文
法

に
は
、
特
例
の
銘
文
例
も
見
え
る
。
そ
の
例
に
、
次
の
㊀
～
㊂
の
如
き
が
あ
る
。 

 

㊀
郾
王

造
行
議
自
執
司
馬
鉘
３
３ 

 

㊁
郾
王

作
行
議
鍨
３
４ 

㊂
郾
王
戎
人
作
自
執
御
𨥨
３
５ 

 
三
例
の
燕
国
兵
器
銘
文
に
よ
れ
ば
、
燕
国
兵
器
銘
文
の
基
礎
句
形
「
官
職
名

+

人
名+
動
詞+

器
物
名
」
に
基
づ
い
て
、
さ
ら
に
細
か
く
す
る
場
合
に
、
特
例

と
し
て
、
図Ⅳ
の
銘
文
格
式
が
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。 
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製
造
類
動
詞
を
含
む
燕
国
の
兵
器
銘
文
の
原
来
の
基
礎
句
形
「
官
職
名+

人

名+
動
詞+

器
物
名
」
を
踏
ま
え
て
新
し
く
で
き
た
「
官
職
名+

人
名+

動
詞+

器

物
用
途+
器
物
名
」
の
句
形
格
式
を
基
礎
句
形
と
比
べ
る
と
、
器
物
名
の
前
に

「
器
物
用
途
」
を
表
す
内
容
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
燕
国
兵
器
銘
文
の
「
器

物
名
」
の
前
に
器
物
の
用
途
を
明
示
す
る
言
葉
を
入
れ
る
用
例
か
ら
み
て
、
燕

国
の
他
の
器
物
に
も
、
「
器
物
名
」
の
直
前
に
「
器
物
用
途
」
を
明
示
す
る
言

葉
が
存
在
す
る
可
能
性
が
推
測
で
き
る
。 

こ
の
燕
国
陶
文
印
跡
に
あ
る
「

」
字
は
、
特
別
な
存
在
と
し
て
三
つ
の
顕

著
な
特
徴
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
ず
一
つ
は
、
管
見
で
あ
る
が
、
「

」

字
は
同
時
代
の
燕
国
以
外
の
他
国
に
は
な
い
文
字
で
あ
る
。
次
に
、
「

」
字

は
燕
国
で
も
長
細
形
陶
文
印
跡
中
に
し
か
見
え
ず
、
同
世
代
の
燕
国
の
他
の
銘

文
中
に
も
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
「

」
字
の
こ
の
著
し
い
特
徴
は
、

「

」
字
の
付
く
陶
文
が
燕
国
に
属
す
る
も
の
と
判
断
す
る
標
準
字
形
の
一
つ

に
な
る
。
第
三
に
、
「

」
字
の
直
後
に
付
い
て
い
る
文
字
は
、
等
し
く

「

」
字
で
あ
り
、
「

」
字
以
外
の
文
字
を
使
っ
た
例
が
な
い
こ
と
で
あ

る
。
よ
っ
て
燕
国
の
長
細
形
陶
文
印
跡
中
に
だ
け
見
え
る
「

」
は
固
定

短
語
と
認
定
で
き
る
。
前
人
の
研
究
成
果
を
参
照
し
た
上
で
、
こ
の
三
つ
の
特

徴
を
基
盤
に
、
「

」
字
が
付
く
燕
国
の
陶
文
印
跡
を
単
字
ご
と
に
分
析
す
る

な
ら
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

①
【
匋
】
は
す
な
わ
ち
「
陶
」
字
で
あ
る
。
『
説
文
解
字
』
に
「
瓦
器
也
。

从
缶
、
包
省
声
…
…
」
の
段
玉
裁
注
は
『
玉
篇
』
を
引
い
て
「
故
匋
之
字
次
於

䍍
、
今
字
作
陶
、
陶
行
而
匋
廃
也
。」
と
あ
る
。
『
礼
記
・
喪
大
記
』
の
「
陶
人

出
鬲
器
。
」
の
孫
希
旦
『
集
解
』
に
「
鄭
氏
曰
、
陶
人
作
瓦
器
之
官
也
。
」
３
６

が
あ
る
。
「
左
匋
」
は
燕
国
の
製
陶
機
関
で
あ
る
と
推
定
す
る
。
同
国
の
陶
文

の
中
に
「
右
匋
」
の
用
例
が
確
認
で
き
る
の
で
、
『
古
陶
文
彙
編
』
に
見
え
る

「
番
号
四
・
二
」「
番
号
四
・
六
」「
番
号
四
・
二
四
」
の
如
き
は
参
考
に
な
る
。 

②
【

】
は
「

」
と
隷
定
し
て
い
る
が
、
「

」
の
字
形
は
『
説
文
解

字
』
の
小
篆
字
形
に
な
く
、「
尹
」
と
読
む
の
が
通
説
で
あ
る
。「
尹
」
は
『
説

文
解
字
』
に
「
治
也
。
从
又
丿
、
握
事
者
也
（
余
準
切
）
。
」
と
あ
る
。
「
尹
」

は
官
名
で
あ
り
、
「
左
匋
尹
」
は
燕
国
の
陶
器
製
造
機
関
に
設
置
し
た
官
職
の

一
つ
で
あ
る
。
文
献
中
に
官
名
と
し
て
の
例
が
多
く
、
『
戦
国
策
』
に
は
韓
策

に
「
今
王
之
国
有
柱
国
、
令
尹
、
司
馬
、
典
令
、
其
任
官
置
吏
、
必
曰
廉
潔
勝

任
。
」
、
斉
策
に
「
令
尹
貴
也
矣
。
王
非
置
両
令
尹
也
、
臣
竊
為
公
譬
可
也
。
」

が
あ
る
。
ま
た
『
尚
書
・
益
禝
』
の
「
庶
尹
允
諧
。
」
の
杜
預
注
に
「
尹
、
正
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也
。
衆
正
官
之
長
也
。
」
が
あ
り
、
『
論
語
・
公
冶
長
』
に
「
子
張
問
曰
、
令
尹

子
文
、
三
仕
為
令
尹
、
無
喜
色
。
三
已
之
、
無
愠
色
。
旧
令
尹
之
政
、
必
以
告

新
令
尹
。
如
何
。
」（
子
張
問
ひ
て
曰
く
、
令
尹
子
文
、
三
た
び
仕
へ
て
令
尹
と

為
れ
ど
も
、
喜
色
無
し
。
三
た
び
之
を
已
め
ら
る
れ
ど
も
、
愠
色
無
し
。
旧
令

尹
の
政
は
、
必
ず
以
て
新
令
尹
に
告
ぐ
。
如
何
と
。
）
３
７

が
あ
る
。
燕
国
陶
文

中
の
「
尹
」
は
、
即
ち
「
工
尹
」
で
あ
る
。
『
左
伝
・
文
公
十
年
』
の
杜
預
注

に
「
王
使
為
工
尹
」
と
『
左
伝
・
成
公
十
六
年
』
の
「
楚
子
使
工
尹
襄
問
之
以

弓
。」
が
あ
る
。「
工
尹
」
は
ま
た
「
工
正
」
と
称
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
工
正

の
職
務
上
の
職
掌
は
、
『
左
伝
・
昭
公
十
七
年
』
の
「
五
雉
為
五
工
正
、
利
器

用
、
正
度
量
、
夷
民
者
也
。」（
五
雉
を
五
工
正
と
為
す
。
器
用
を
利
し
、
度
量

を
正
し
て
、
民
を
夷
か
に
す
る
者
な
り
。
）
３
８

の
孔
穎
達
疏
に
「
工
正
之
官
、

使
其
利
便
民
之
器
用
、
正
丈
尺
之
度
斗
斛
之
量
、
所
以
平
均
下
民
也
。
」
の
記

述
が
あ
る
。
燕
国
陶
文
の
中
に
あ
る
こ
の
「
陶
尹
」
に
つ
い
て
、
左
言
東
氏
は

李
学
勤
氏
の
『
戦
国
題
銘
概
述
』
を
参
照
し
な
が
ら
、
「
陶
尹
、
掌
製
陶
手
工

業
。
」
３
９

と
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
「

」
字
を
「
胤
」
字
と
釈
読
す
る
顧

廷
龍
氏
の
説
も
あ
り
、
異
説
を
無
視
で
き
な
い
。
４
０ 

③
【

】
字
は
『
説
文
解
字
』
に
な
い
文
字
で
、
学
者
に
よ
り
、
釈
読
も
異

な
っ
て
い
る
の
が
研
究
の
現
状
で
あ
る
。
表
一
に
挙
げ
る
よ
う
に
、
「

」
字

を
「

」
「

」
「

」
「

」
「
鑊
」
「

」
と
釈
読
す
る
例
が
あ
る
外
に
も
、

【

】
字
を
「
舊
」
４
１

と
釈
読
し
て
い
る
研
究
者
も
い
る
。
顧
廷
龍
氏
は

「

」
字
を
「

」
字
と
釈
読
し
て
い
る
。
４
２

文
字
学
者
の
何
琳
儀
氏
は
、

同
じ
く
【

】
字
を
「

」
と
釈
読
す
る
。
そ
し
て
、
何
氏
は
「

」
字
は

「
久
」
字
と
発
音
が
近
い
の
で
、
通
假
の
文
字
で
あ
る
と
指
摘
し
た
こ
と
が
あ

る
以
上
、
「

疋
」
を
「
久
疋
」
・
「
記
疏
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
、
「
陶
文

｢

左
匋

疋
器
鍴
」
、
意
為
「
左
陶
尹
識
記
陶
器
之
陶
璽
」｣

の
論
述
が
あ
り
、

陶
文
「
左
匋

疋
器
鍴
」
の
意
味
を
「
左
陶
尹
は
陶
器
を
識
記
す
る
陶
璽
」

と
説
く
。
４
３

氏
の
結
論
に
よ
れ
ば
、
「

」
字
は
即
ち
「
久
」
字
で
あ
り
、

「
記
」
と
読
ん
で
、
目
印
で
あ
る
意
味
を
表
し
て
い
る
。
そ
し
て
何
氏
は
「
燕

陶

 
、
読
記
。(

燕
陶
の
「

」
字
は
「
記
」
と
読
む
。)

」
４
４

と
論
断
す
る
。

『
呂
氏
春
秋
』
孟
冬
に
「
是
月
也
、
工
師
効
功
、
陳
祭
器
、
按
度
程
、
無
或
作
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為
淫
巧
、
以
蕩
上
心
、
必
功
致
為
上
。
物
勒
工
名
、
以
考
其
誠
、
工
有
不
当
、

必
行
其
罪
、
以
窮
其
情
。
」
（
是
の
月
や
、
工
師
、
功
を
効
し
、
祭
器
を
陳
ね
、

度
程
を
按
じ
、
淫
巧
を
作
為
し
て
、
以
て
上
の
心
を
蕩
か
す
或
る
こ
と
無
か
ら

し
め
、
必
ず
功
致
を
上
と
為
す
。
物
に
工
名
を
勒
し
、
以
て
其
の
誠
を
考
へ
、

工
、
当
た
ら
ざ
る
有
れ
ば
、
必
ず
其
の
罪
を
行
ひ
、
以
て
其
の
情
を
窮
む
。
）

４
５

の
記
載
と
一
致
す
る
。
執
筆
者
は
、
釈
読
の
理
由
と
根
拠
が
充
実
す
る
何

氏
の
説
に
従
う
。 

 

④
【

】
字
を
「
疋
」
字
４
６

と
釈
読
す
る
何
琳
儀
氏
の
説
は
、
研
究
界
の

代
表
的
な
説
の
一
つ
で
あ
る
。
執
筆
者
の
研
究
立
場
に
よ
れ
ば
、
「

」
字
を

合
文
と
考
え
る
の
で
、
自
説
は
後
文
に
詳
述
す
る
。 

 

⑤
【

】
字
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
表
一
の
如
く
、
「

」
字
を
「
𧱄
」

４
７

「
器
」
（
『
戦
国
文
字
編
』
４
８

『
古
陶
字
彙
』
４
９

及
び
『
戦
国
古
文
字

典
』
５
０

に
も
同
じ
く
「
器
」
字
と
釈
読
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
）
「
哭
」
（
『
古

陶
文
字
徴
』
５
１

）
と
釈
読
す
る
。
そ
し
て
釈
読
を
保
留
す
る
研
究
者
の
ほ
か

に
、
「

」
５
２

と
釈
読
す
る
研
究
者
も
い
る
。
「

」
字
の
次
に
あ
る
「
鍴
」

字
は
、
燕
国
に
存
在
し
て
い
た
陶
器
の
一
種
で
あ
る
と
の
執
筆
者
の
立
場
か
ら

は
、「

」
字
を
「
器
」
と
す
る
釈
読
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

⑥
【

】
字
が
付
く
燕
国
の
陶
文
印
跡
が
あ
る
一
方
、
同
国
の
長
細
形
璽

印
も
存
在
し
て
い
る
。
『
古
璽
彙
編
』
５
３

に
「
鍴
」
字
付
き
の
燕
国
の
長
細
形

璽
印
が
幾
つ
か
が
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
に
「
東
易
□
澤
王

鍴
」
（
番

号
：
〇
三
六
二
）
、
「
單
佑
都
市
王

鍴
」
（
番
号
：
〇
三
六
一
）
、
「
外
司
爐
鍴
」

（
番
号
：
〇
三
六
五
）
、
「
右
朱
貞
鍴
」
（
番
号
：
〇
三
六
七
）
の
ご
と
き
が
あ

る
。
こ
の
数
点
の
燕
国
長
細
形
璽
印
は
、
同
国
の
「

」
字
が
付
く
陶
文
と

互
い
に
参
照
す
べ
き
好
例
で
あ
る
。
「

」
字
を
「
鈢
」「
鍴
」「
瑞
」
な
ど
と

釈
読
す
る
研
究
者
は
数
多
く
、
そ
の
研
究
者
に
は
「
鍴
」
を
燕
国
長
細
形
璽
印

の
名
と
考
え
て
い
る
特
徴
が
あ
る
。
執
筆
者
は
二
十
五
年
度
の
修
士
論
文
「
燕

国
璽
印
研
究
―
長
細
形
璽
印
と
そ
の
用
途
を
中
心
に
―
」
、
及
び
本
論
文
の
第

二
章
に
、
「
鍴
」
字
が
付
く
類
の
長
細
形
陶
文
及
び
長
細
形
燕
璽
と
長
細
形
陶

文
印
跡
が
付
く
陶
器
の
器
形
や
銘
文
内
容
の
諸
方
面
の
分
析
に
よ
っ
て
、

「

」
字
を
「
鍴
」
字
以
外
に
釈
読
す
る
の
は
正
し
く
な
く
、
ま
た
「
鍴
」

を
燕
国
璽
印
の
別
称
と
み
る
認
識
も
正
し
く
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
す

な
わ
ち
、
「

（
鍴
）
」
は
戦
国
時
代
の
燕
国
に
存
在
し
て
い
た
陶
器
の
一
つ
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で
、
主
に
量
器
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
李
学
勤
氏
は
、
燕
国
の
長

細
形
陶
文
印
跡
が
付
く
陶
器
を
「
量
器
」
と
疑
っ
て
い
た
。
５
４

ま
た
王
恩
田

氏
の
『
陶
文
図
録
』
（
巻
一
）
５
５

に
も
、
同
じ
く
こ
の
燕
国
の
長
細
形
印
跡
が

付
く
陶
器
を
量
器
と
考
え
て
い
る
。
第
二
章
で
論
じ
た
と
お
り
、
こ
れ
ら
戦
国

時
代
の
燕
国
に
存
在
し
た
「
鍴
」
字
が
付
く
陶
器
は
「
燕
陶
鍴
」
５
６

と
名
付

け
る
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
以
後
、
「
鍴
」
は
「
燕
陶
鍴
（
量
器
を
主
に
し
て

用
い
ら
れ
る
）」
と
の
研
究
立
場
を
踏
ま
え
て
、「

」
字
を
め
ぐ
る
釈
読
面
の

論
説
を
展
開
す
る
。 

前
述
の
と
お
り
、
こ
の
燕
国
の
「

」
字
が
付
い
て
い
る
部
分
の
陶
文
を
隷

定
し
て
、
釈
読
す
る
な
ら
、
表
二
の
と
お
り
で
、
こ
の
陶
文
の
通
読
は
、
「
左

陶
尹
記

器
鍴
」
と
な
る
。
執
筆
者
の
「
鍴
は
璽
印
の
名
で
は
な
く
、
燕
国
で

陶
器
の
一
種
を
指
す
」
と
の
研
究
立
場
に
よ
れ
ば
、
「

」
字
を
王
恩
田
氏
の

「
瓦
」
字
と
「

」
字
説
、
周
曉
陸
氏
の
「

」
字
説
、
李
学
勤
氏
の
「

」

字
説
及
び
何
琳
儀
氏
の
「
疋
」
字
説
を
通
読
文
の
「
左
陶
尹
記

器
鍴
」
に
反

映
さ
せ
る
と
、
銘
文
は
語
意
不
通
と
な
り
、
文
法
上
成
立
し
な
い
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
説
は
「
鍴
」
を
燕
国
璽
印
の
別
称
で
、
特
に
燕
国
長
細

形
璽
印
の
名
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
釈
読
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。 

燕
国
の
長
細
形
陶
文
印
跡
中
に
あ
る
「

」
字
に
対
す
る
検
討
は
、
本
論
文

の
主
要
な
点
で
あ
る
。
先
学
が
、
釈
読
に
当
っ
て
「

」
字
を
単
字
（
独
体

字
）
と
し
て
考
察
す
る
の
は
、
そ
の
共
有
の
特
徴
で
あ
る
。
執
筆
者
は
「

字

は
合
文
で
あ
る
」
と
の
研
究
立
場
か
ら
、
「

」
字
を
「

」
字
と
「
正
」
字

の
合
文
（
即
ち
「

正
」
の
二
字
）
と
し
て
考
察
し
、
そ
の
成
立
の
可
能
性
を

検
討
す
る
（
表
三
参
照
）
。 

表
三
の
と
お
り
、
「

」
字
を
「

」
字
と
「
正
」
字
の
合
文
と
し
て
考
え

る
な
ら
、
鍴
は
燕
国
の
陶
器
の
一
種
（
燕
陶
鍴
）
と
の
立
場
で
通
読
す
れ
ば
、

「
左
陶
尹
記

正
器
鍴
」
の
よ
う
に
な
る
。
「

」
字
を
合
文
と
す
る
根
拠
に

は
次
の
五
つ
が
あ
る
と
考
え
る
。 

 
 

①
文
法
の
面
か
ら
は
、
「
左
陶
尹
記

正
器
鍴
」
（
左
陶
尹
の
記
、
正
器
の
鍴

を

す
）
と
通
読
し
て
意
味
は
通
じ
て
い
る
の
で
、
銘
文
の
格
式
は
図Ⅴ

の
よ

う
に
な
る
。 

図Ⅴ

の
如
き
、
「

」
字
が
付
く
燕
国
の
長
細
形
陶
文
印
跡
の
行
文
格
式
は

「
官
職
名
＋
標
識
（
記
号
）
類
名
詞
＋
製
造
類
動
詞
＋
器
物
用
途
＋
器
物
名
」

の
基
礎
銘
文
格
式
に
帰
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「

」
字
が
付
く
燕
国
の
陶

文
印
跡
は
燕
国
兵
器
銘
文
と
同
じ
く
燕
国
の
銘
文
な
の
で
、
文
法
面
で
共
通
点

が
あ
り
、
互
い
に
比
較
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。 

「

」
字
が
付
く
陶
文
印
跡
の
銘
文
式
【
図Ⅴ

の
「
官
職
名
＋
標
識
（
記

号
）
類
名
詞
＋
動
詞
＋
器
物
用
途
＋
器
物
名
」】
に
基
づ
き
、
本
論
文
の
第
一

節
に
あ
る
図
12
図
13
図
17
を
参
照
し
て
、
細
か
く
検
討
す
れ
ば
、
別
に
図Ⅵ

の
よ
う
な
銘
文
の
行
文
格
式
も
成
立
す
る
と
考
え
て
い
る
。
図Ⅴ

と
比
べ
る
と
、

図Ⅵ

は
図Ⅴ

に
あ
る
「
標
識
（
記
号
）
類
名
詞
」
の
部
分
が
無
く
な
り
、「
官

職
名
」
の
前
に
「
紀
年
」
の
年
号
を
入
れ
る
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
特
徴
も
「
廿

七
年
」
陶
文
の
特
徴
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
官
職
名
＋
標
識
（
記
号
）
類
名

詞
＋
製
造
類
動
詞
＋
器
物
用
途
＋
器
物
名
」
の
銘
文
格
式
か
ら
、「
標
識
（
記

号
）
類
名
詞
」
を
省
略
し
て
も
、「
官
職
名
＋
動
詞
＋
器
物
用
途
＋
器
物
名
」

の
行
文
格
式
が
成
立
す
る
こ
と
が
分
か
り
、
前
出
の
「
廿
七
年
」
が
付
く
の
図



180 

 

12
図
13
図
17
が
参
考
に
な
る
。
同
じ
く
燕
国
の
銘
文
で
あ
る
兵
器
銘
文
と
陶

文
は
、
同
国
の
器
物
で
あ
る
の
で
、
文
法
や
言
葉
遣
い
に
は
共
通
性
が
あ
り
、

「

」
字
が
付
く
燕
国
陶
文
印
跡
の
銘
文
の
基
礎
行
文
格
式
（
図Ⅴ

）「
官
職

名
＋
標
識
（
記
号
）
類
名
詞
＋
動
詞
＋
器
物
用
途
＋
器
物
名
」
を
、
前
掲
の
図

Ⅲ

の
燕
国
兵
器
銘
文
の
基
礎
行
文
格
式
「
官
職
名
＋
人
名
＋
動
詞
＋
器
物
名
」

と
比
べ
て
み
れ
ば
、
図Ⅲ
の
兵
器
銘
文
中
に
あ
る
「
人
名
」
欄
は
、
図Ⅴ

の

「

」
字
が
付
く
類
の
陶
文
印
跡
の
中
に
無
い
。
逆
に
、
図Ⅴ

の
「

」
字

が
付
く
類
の
陶
文
印
跡
中
に
あ
る
「
標
識
（
記
号
）
類
名
詞
」
及
び
「
器
物
用

途
」
欄
は
、
図Ⅲ

の
燕
国
兵
器
銘
文
の
行
文
格
式
の
中
に
無
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
た
。
も
し
図Ⅲ

か
ら
で
き
た
図Ⅳ

（
燕
国
兵
器
銘
文
の
行
文
格

式
）
を
図Ⅴ

か
ら
で
き
た
図Ⅵ

（
「

」
字
が
付
く
類
の
燕
国
陶
文
印
跡
の
行

文
格
式
）
と
比
べ
て
み
れ
ば
、
兵
器
銘
文
の
図Ⅳ
に
あ
る
「
人
名
」
欄
は
、

「

」
字
が
付
く
類
の
陶
文
印
跡
の
行
文
格
式
で
あ
る
図Ⅴ

の
中
に
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
特
徴
か
ら
見
れ
ば
、「

」
字
が
付
く
燕
国
の
陶
文
印
跡
を

「
左
陶
尹
記

正
器
鍴
」（
左
陶
尹
の
記
、
正
器
の
鍴
を

す
）
と
通
読
す
る
こ

と
は
、
文
法
面
で
燕
国
銘
文
の
行
文
格
式
上
成
立
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
、

指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
執
筆
者
の
研
究
立
場
は
「

」
字
を
製
造

類
動
詞
と
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
第
四
章
参
照
）。
５
７

な
お
、 

燕
国
領

地
で
は
な
く
、
今
の
河
南
省
境
内
で
出
土
し
た
『
古
陶
文
彙
編
』
所
収
の
「
朱

（
廚
）
器
」（
番
号
六
・
一
九
）
「
陽
城
倉
器
」
（
番
号
六
・
二
六
）「
跎
公
氏
之

酓
器
」（
番
号
三
・
六
八
九
）
の
如
き
は
、「
器
物
名
」
の
前
に
器
物
の
用
途
を

記
入
し
た
例
で
、
い
い
参
考
に
な
る
と
考
え
る
。 

 

②
合
文
は
、
よ
く
使
っ
て
い
る
熟
語
や
特
定
の
言
葉
や
人
名
、
地
名
な
ど
の

中
に
現
わ
て
く
る
。
こ
の
合
文
を
使
う
習
慣
か
ら
み
れ
ば
、
一
貫
し
て
「

」

字
が
直
後
の
「

」
字
と
一
緒
に
現
わ
る
特
徴
は
、
合
文
の
例
に
一
致
す
る
。

こ
の
「

」
の
言
葉
は
常
用
語
と
し
て
燕
国
の
長
細
形
陶
文
印
跡
中
に
し

か
存
在
し
な
い
こ
と
は
、
特
定
性
が
あ
り
、
合
文
の
言
語
環
境
に
符
合
し
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。「

正
」
の
言
葉
は
、
常
用
語
で
は
な
い
が
、
「

正
」
と
直

後
に
あ
る
「

（
器
）」
字
と
は
グ
ル
ー
プ
化
し
た
固
定
短
語
で
あ
る
。
こ
の

「

（

正
器
）
」
は
固
定
短
語
と
し
て
、
燕
国
の
長
細
形
陶
文
印
跡
中
に

頻
出
し
、
常
用
語
の
特
徴
が
あ
る
。
故
に
「

」
字
を
「

」
字
と
「
正
」
字

の
合
文
と
釈
読
す
る
な
ら
、
非
常
用
語
類
の
合
文
に
入
れ
て
も
特
例
で
は
な
く
、

合
文
使
用
の
慣
例
と
合
致
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
「

（

正
）
」
は
常
用
語
で

は
な
い
が
、
「

（

正
器
）
」
は
燕
国
陶
文
中
に
固
定
短
語
（
詞
組
）
と

し
て
頻
出
す
る
特
徴
に
よ
れ
ば
、
固
定
短
語
（
詞
組
）
は
常
用
語
の
範
疇
に
属

す
る
と
考
え
る
。
ゆ
え
に
、
「

」
字
を
「

正
」
二
字
の
合
文
と
し
て
考
え

れ
ば
、
合
文
を
使
う
言
語
環
境
に
適
っ
て
い
る
。 

 

③
文
字
構
造
の
角
度
か
ら
見
れ
ば
、
「

」
字
は
「

」
字
と
「
正
」
字
の

文
字
の
一
部
分
を
共
有
す
る
こ
と
で
出
来
上
が
っ
た
文
字
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
「

」
字
に
関
す
る
文
献
資
料
は
少
な
い
。
「
卩
」
５
８

「
伏
」
５
９

「
勹
」

６
０

「
氏
」
６
１

な
ど
の
説
が
あ
る
が
、
執
筆
者
は
釈
読
を
保
留
し
て
い
る
。
詞

性
を
製
造
類
動
詞
と
限
定
し
て
い
る
の
は
、
執
筆
者
の
研
究
立
場
で
あ
る
。

６
２

「
正
」
字
に
は
次
の
特
徴
が
あ
る
。 

⑴
古
文
と
の
比
較
：「
正
」
字
は
、『
説
文
解
字
』
に
「

（
小
篆
）
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（
古
文
）」
の
字
形
が
あ
る
。 

⑵
同
域
で
の
比
較
：
燕
国
文
字
の
「
正
」
に
は
「

（
『
古
陶
文
彙
編
』

番
号
：
四
・
一
）
」
及
び
「

『
古
陶
文
彙
編
』
番
号
：
四
・
一
二

二
）
」
の
字
形
が
見
え
、
許
慎
（
漢
）
の
『
説
文
解
字
』
叙
に
「
今
叙

篆
文
、
合
以
古
篆
」
か
ら
見
れ
ば
、
燕
国
の
「
正
」
字
は
、
古
文

「

」
字
と
合
致
し
て
い
る
。 

 

 

⑶
異
域
比
較
：
「
正
」
字
の
字
形
は
、
戦
国
の
同
時
代
の
斉
国
「

」

（
『
陶
文
図
録
』
番
号
：
三
・
一
五
〇
・
一
）
、
楚
国
「

」
（
『
楚

国
金
文
彙
編
』
６
３

五
〇
頁
「
楚
嬴
匜
」
参
照
）
の
例
が
い
い
参
考
に

な
る
。 

 

④
古
文
献
の
面
で
は
、
「

」
を
「

正
器
」
と
釈
読
す
る
と
、
「

」
字

は
、
「

」
字
を
製
造
類
動
詞
と
限
定
す
る
（
拙
稿
「
燕
国
璽
印
及
び
陶
文
印
跡

中
の
〈

〉
字
の
詞
性
」
６
４

参
照
）。
「
正
器
」
は
、
「
正
し
い
器
具
。」
６
５

の
意

味
が
あ
る
。
『
鶡
冠
子
・
鴻
泰
』
に
「
先
定
其
利
、
待
物
自
至
、
素
次
以
法
、

物
至
輙
合
。
法
者
、
天
地
之
正
器
也
、
用
法
不
正
、
玄
徳
不
成
。
」（
先
づ
其
の

利
を
定
め
、
物
の
自
ら
至
る
を
待
ち
、
素
次
す
る
に
法
を
以
て
す
れ
ば
、
物
至

れ
ば
輙
ち
合
す
。
法
は
、
天
地
の
正
器
な
り
、
法
を
用
い
る
こ
と
正
し
か
ら
ず

ん
ば
、
玄
徳
成
ら
ず
。
）
と
の
記
載
が
あ
る
。
そ
し
て
、
劉
向
の
『
薫
爈
銘
』

に
「
嘉
此
正
器
、
嶃
巖
若
山
。
」
の
記
載
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
資
料
に
よ

れ
ば
、
「
正
器
」
は
、
一
定
の
標
準
と
規
則
に
適
合
す
る
正
し
い
器
具
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
「

」
の
直
後
に
あ
る
「
鍴
」
を
燕
国
に
存
在
し

た
量
器
６
６

の
一
種
と
し
た
執
筆
者
の
結
論
と
も
合
致
す
る
。
「
正
」
字
は
「
正

す
」
の
意
味
と
し
て
、
量
器
に
用
い
た
例
に
は
、
『
戦
国
策
』
に
は
秦
策
の
蔡

澤
見
逐
於
趙
篇
に
「
夫
商
君
、
為
孝
公
平
権
衡
、
正
度
量
、
調
軽
重
、
決
裂
阡

陌
、
教
民
耕
戦
…
…
」
（
夫
れ
商
君
は
、
孝
公
の
為
に
権
衡
を
平
ら
か
に
し
、

度
量
を
正
し
、
軽
重
を
調
へ
、
阡
陌
を
決
裂
し
て
、
民
に
耕
戦
を
教
ふ
。
）
６
７

が
あ
り
、
参
考
に
な
る
。 

 

⑤
燕
国
で
は
、
量
器
銘
文
の
中
に
、
器
名
で
あ
る
「
鍴
」
の
直
前
に
用
途
を

表
す
「
正
器
」
の
言
葉
を
入
れ
る
ほ
か
に
、
同
時
代
の
他
国
に
存
在
し
た
量
器

の
銘
文
と
類
似
す
る
行
文
格
式
が
見
え
る
。
『
左
伝
・
昭
公
三
年
』
に
「
斉
旧

四
量
、
豆
區
釜
鐘
。
四
升
為
豆
、
各
自
其
四
以
登
於
釜
、
釜
十
則
鐘
。
陳
氏
三

量
、
皆
登
一
焉
。
鐘
乃
大
矣
。
以
家
量
貸
、
而
以
公
量
収
之
。
」（
斉
は
旧
四
量
。

豆
、
區
、
釜
、
鐘
あ
り
。
四
升
を
豆
と
為
し
、
各
々
其
の
四
を
自
ゐ
て
以
て
釜

に
登
る
。
釜
十
は
則
ち
鐘
な
り
。
陳
氏
は
三
量
、
皆
一
を
登
す
。
鐘
は
乃
ち
大

な
り
。
家
量
を
以
て
貸
し
て
、
公
量
を
以
て
之
を
収
む
。
）
６
８

の
記
載
が
あ
り
、

斉
国
の
出
土
文
物
「
公
豆
陶
量
」
（
図
版
一
）
、
「
公
區
陶
量
」
（
図
版
二
）
６
９

 

 

 

 
 

 

図
版
一 

図
版
二 
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は
そ
の
証
明
で
あ
る
。
李
零
氏
の
「
斉
、
燕
、
邾
、
滕
陶
文
的
分
類
與
題
銘
格

式
―
『
新
編
全
本
「
季
木
蔵
陶
」
』
紹
介
」
の
文
中
に
す
で
に
「
〈
公
〉
字
也
表

示
器
為
官
量
」
（
公
の
字
は
、
ま
た
こ
の
器
が
官
量
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
）

７
０

の
論
説
が
あ
る
。
そ
し
て
、
上
海
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
斉
国
の
量

器
「
陳
純
銅
釜
」
の
銘
文
中
に
、
「
…
…
節
于
廪
釜
」
の
文
字
内
容
が
あ
る
。

以
上
の
資
料
か
ら
斉
国
の
量
器
の
銘
文
中
に
も
器
物
名
で
あ
る
「
豆
」
「
區
」

「
釜
」
の
前
に
器
物
の
用
途
を
表
す
言
葉
「
公
」
「
節
于
廪
」
を
入
れ
る
特
徴

が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
公
」
字
は
、『
説
文
解
字
』
に
「
平
分
也
」
の
釈
義

が
あ
り
、
「
公
平
・
公
正
」
の
意
味
を
含
ん
で
い
る
。
「
節
」
字
は
、
『
説
文
解

字
』
に
「
竹
約
也
」
と
釈
義
し
て
、
本
来
の
意
味
か
ら
派
生
し
て
制
限
を
意
味

す
る
。
斉
国
の
量
器
銘
文
の
こ
の
特
徴
か
ら
み
て
も
、
燕
国
の
量
器
「
鍴
」
の

銘
文
に
、
器
物
名
で
あ
る
「
鍴
」
の
前
に
「
正
器
」
の
言
葉
を
入
れ
る
特
徴
が

あ
る
と
の
推
測
が
成
立
す
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

終
わ
り
に 

 

第
四
章
を
執
筆
す
る
際
に
、
燕
国
の
陶
文
印
跡
、
特
に
「

」
字
が
付
く
部

分
の
長
細
形
陶
文
印
跡
に
関
心
を
持
っ
た
。
既
知
の
合
文
の
諸
例
か
ら
す
れ
ば
、

動
詞
で
あ
る
「

」
と
正
器
の
「
正
」
と
が
合
文
を
形
成
し
う
る
か
ど
う
か
と

い
う
漠
然
と
し
た
思
い
と
、
「

」
と
「

」
の
上
半
の
「

」
の
形
状
と
の
微

差
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
と
い
う
問
題
を
抱
き
な
が
ら
も
、
研
究
の
進
展

と
資
料
の
増
加
に
と
も
な
い
、
こ
の
燕
国
の
長
細
形
陶
文
印
跡
中
に
あ
る

「

」
字
が
合
文
で
あ
る
と
の
考
え
を
強
く
し
た
。
本
論
文
は
関
連
資
料
を
集

め
て
、
先
学
の
研
究
成
果
を
参
照
し
、
考
古
面
や
文
字
構
造
面
及
び
燕
国
の
兵

器
銘
文
の
文
法
特
徴
な
ど
諸
方
面
の
考
察
を
行
い
、
古
文
献
の
記
載
も
対
照
し
、

次
の
三
つ
の
結
論
を
え
た
。 

㈠
燕
国
の
長
細
形
陶
文
印
跡
の
中
に
し
か
存
在
し
な
い
「

」
字
は
「

正
」
二
字
の
合
文
で
あ
り
、
分
け
て
読
む
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
「

」

字
の
直
後
に
あ
る
「

」
字
と
と
も
に
、
「

正
器
」
と
読
む
こ
と
が
判

明
し
た
。 

㈡
斉
国
で
は
量
器
の
器
名
の
前
に
「
公
」
字
を
使
う
よ
う
に
、
燕
国
で
は
量

器
の
器
名
の
前
に
器
物
の
用
途
を
表
す
「
正
器
」
の
言
葉
を
入
れ
る
特
徴

が
あ
る
。 

 

㈢
「

」
字
は
、
燕
国
特
有
の
字
形
と
断
定
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
陶
文

の
国
別
を
判
定
す
る
際
に
、
「

」
字
は
燕
国
に
属
す
る
も
の
と
す
る
判

断
基
準
の
一
つ
と
し
う
る
。 

  

参
考
文
献
： 

『
故
宮
博
物
院
蔵
古
璽
印
選
』
羅
福
頤
（
主
編
）
文
物
出
版
社 

一
九
八
二
年

十
二
月 

『
古
文
字
構
成
学
』
劉
釗 

福
建
人
民
出
版
社 

二
〇
〇
六
年
一
月 

『
古
璽
彙
編
』
羅
福
頤
（
主
編
） 

故
宮
博
物
院
編 

文
物
出
版
社 

一
九
八

一
年
十
二
月 

『
古
璽
通
論
』
曹
錦
炎 

上
海
書
画
出
版
社 

一
九
九
六
年
三
月 

『
古
陶
文
孴
彔
』
顧
廷
龍 

文
海
出
版
社 

一
九
七
〇
年
一
月 



183 

 

『
古
陶
字
録
』
高
明
・
涂
白
奎 

上
海
古
籍
出
版
社 

二
〇
一
四
年
九 

月 
『
古
陶
文
彙
編
』
高
明
（
編
著
者
）
北
川
博
邦
（
訳
者
）
（
中
国)

中
華
書
局 

(

日
本)
東
方
書
店 

一
九
八
九
年
五
月 

『
古
文
字
研
究
』（
第
十
九
輯
） 

中
華
書
局
出
版 

一
九
九
二
年
八
月 

『
古
陶
文
字
徴
』
高
明
・
葛
英
会 

（
中
国)

中
華
書
局 

(

日
本)

東
方
書
店 

一

九
九
〇
年
四
月 

『
中
国
古
代
陶
文
集
拓
』
（
原
器
拓
本
）
北
京
文
雅
堂 

一
九
九
九
年 

『
中
国
歴
史
博
物
館
蔵
法
書
大
観
』
（
第
三
巻 

陶
文 

塼
文 

瓦
文
）
中
国
歴

史
博
物
館
（
編
著
）
史
樹
青
（
主
編
）
楊
桂
榮
（
分
巻
主
編
）
西
林
昭
一

（
日
本
版
監
修
）
版
権
：
〔
日
本
〕
柳
原
書
店
〔
中
国
〕
上
海
教
育
出
版
社 

一
九
九
四
年
十
一
月 

『
中
国
古
代
度
量
衡
図
集
』
国
家
計
量
総
局
・
中
国
歴
史
博
物
館
・
故
宮
博
物

院
（
主
編
）
邱
隆
・
丘
光
明
・
顧
茂
森
・
劉
東
瑞
・
巫
鴻
（
編
）
文
物
出
版

社 

一
九
八
四
年
十
二
月 

『
燕
下
都
（
上
）』
河
北
省
文
物
研
究
所 

河
北
省
文
物
出
版
社 
一
九
九
六 

 

 

年 

『
陶
文
図
録
』
王
恩
田 

斉
魯
書
社 

二
〇
〇
六
年
六
月 

『
陶
文
字
典
』
王
恩
田 

斉
魯
書
社 

二
〇
〇
七
年
一
月 

『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』
陳
光
田 

岳
麓
書
店 

二
〇
〇
九
年
五
月 

『
戦
国
東
方
五
国
文
字
構
形
系
統
研
究
』
趙
学
清 

上
海
教
育
出
版
社 

二
〇

〇
五
年
十
月 

『
戦
国
古
陶
文
』
尾
崎
蒼
石
（
発
行
）
昇
栄
堂
（
印
刷
）
平
成
十
一
年
十
一
月 

『
戦
国
燕
斉
陶
文
』
文
雅
堂
本
版
羅
珂
本 

二
〇
〇
一
年
十
二
月 

『
戦
国
文
字
通
論
』
何
琳
儀 

中
華
書
局 

一
九
八
九
年
四
月 

『
戦
国
文
字
編
』
湯
餘
恵 

福
建
人
民
出
版
社 

二
〇
〇
一
年
十
二
月 

『
戦
国
古
文
字
典
（
戦
国
文
字
声
系
）
』
何
琳
儀 

中
華
書
局
出
版 

一
九
八

九
年
九
月 

『
春
秋
戦
国
秦
漢
時
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究
』
江
村
治
樹 

汲
古
書
院 

二

〇
〇
〇
年
二
月 

『
二
十
世
紀
出
土
璽
印
集
成
』
周
曉
陸 

中
華
書
局 

二
〇
一
〇
年
一
月 

『
歩
黟
堂
蔵
戦
国
陶
文
遺
珍
』
唐
存
才 

上
海
書
画
出
版
社 

二
〇
一
三
年
十

月 『
新
編
全
本
季
木
蔵
陶
』
周
進
（
集
蔵
）
周
紹
良
（
整
理
）
李
零
（
分
類
考

釈
） 

中
華
書
局
一
九
九
八
年 

『
説
文
解
字
』（
漢
）
許
慎 

中
華
書
局
出
版 

一
九
六
三
年
十
二
月 

『
楚
系
金
文
彙
編
』
劉
杉
徽
・
劉
長
武 

湖
北
教
育
出
版
社 

二
〇
〇
九
年
五

月 

『
上
海
博
物
館
集
刊
第
六
期
（
建
館
四
十
周
年
特
輯
）
』 

上
海
古
籍
出
版
社

出
版 

一
九
九
二
年
十
月 

『
三
代
吉
金
文
存
』
羅
振
玉 

中
華
書
局
出
版 

一
九
八
三
年
十
二
月 

『
先
秦
職
官
表
』
左
東
言 

商
務
印
書
館 

一
九
九
四
年
七
月 

『
書
学
書
道
史
研
究
㉕
』
第
二
十
五
号 

書
学
書
道
史
学
会
（
編
集
）
二
〇
一

五
年
十
月 

『
印
学
史
』
沙
孟
海 

西
泠
印
社 

一
九
八
七
年
六
月 

『
文
物
春
秋
』
文
物
春
秋
雑
誌
社
出
版 

二
〇
一
一
年
二 

『
考
古
与
文
物
』
山
西
所
考
古
研
究
所
出
版 

一
九
九
九
年
第
五
期 
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注
： 

 

１ 

原
則
と
し
て
、
本
論
文
中
の
検
討
対
象
で
あ
る
「

」
字
は
、
「

」
字
を
統
一
す
る

こ
と
で
あ
る
。 

２ 

周
進
（
集
蔵
）
周
紹
良
（
整
理
）
李
零
（
分
類
考
釈
）
『
新
編
全
本
季
木
蔵
陶
』
中
華
書

局 

一
九
九
八
年
版
、
九
頁
に
「
…
…
拠
解
放
後
的
発
現
、
這
類
陶
文
在
山
東
北
部
也
有

発
現
。」
の
説
が
参
照
に
な
る
。 

３ 

河
北
省
文
物
研
究
所
『
燕
下
都
（
上
）』
河
北
省
文
物
出
版
社 

一
九
九
六
年
八
月 

４ 

王
恩
田
（
編
著
）『
陶
文
図
録
』 

斉
魯
書
社 

二
〇
〇
六
年
六
月 

５ 

高
明
（
編
著
者
）
北
川
博
邦
（
訳
者
）『
古
陶
文
彙
編
』
中
国
北
京
・
中
華
書
局+

日

本
・
東
方
書
店 

 

一
九
八
九
年
五
月 

６ 

『
戦
国
燕
斉
陶
文
』
文
雅
堂
本
版
羅
珂
本 

二
〇
〇
一
年
十
二
月 

７ 

于
軍
・
呉
磬
軍
「
新
見
燕
下
都
陶
尊
及
其
銘
文
的
初
歩
研
究
」『
文
物
春
秋
』
文
物
春
秋

雑
誌
社
出
版 

二
〇
一
一
年
二
月 

四
四
～
四
七
頁
参
照
。 

８ 

唐
存
才
『
歩
黟
堂
蔵
戦
国
陶
文
遺
珍
』 

上
海
書
画
出
版
社 

二
〇
一
三
年
十
月 

一

六
九
、
一
八
〇
、
一
八
一
頁
参
照
。 

９ 

『
中
国
古
代
陶
文
集
拓
』（
原
器
拓
本
）
北
京
文
雅
堂 
一
九
九
九
年 

１
０ 

『
中
国
歴
史
博
物
館
蔵
法
書
大
観
』（
第
三
巻 

陶
文 

塼
文 
瓦
文
）
中
国
歴
史
博
物

館
（
編
著
）
史
樹
青
（
主
編
）
楊
桂
榮
（
分
巻
主
編
）
西
林
昭
一
（
日
本
版
監
修
）

版
権
：〔
日
本
〕
柳
原
書
店
〔
中
国
〕
上
海
教
育
出
版
社 

一
九
九
四
年
十
一
月 

１
１ 

尾
崎
蒼
石
（
発
行
）『
戦
国
古
陶
文
』
昇
栄
堂
（
印
刷
）
平
成
十
一
年
十
一
月 

 

１
２ 

周
進
（
集
蔵
）
周
紹
良
（
整
理
）
李
零
（
分
類
考
釈
）『
新
編
全
本
季
木
蔵
陶
』 

中

華
書
局
一
九
九
八
年 

一
四
五
頁
番
号
〇
五
〇
五
参
照
。 

１
３ 

周
曉
陸
『
二
十
世
紀
出
土
璽
印
集
成
』 

中
華
書
局 

二
〇
一
〇
年
一
月 

１
４ 

何
琳
儀
氏
は
「

」
字
は
「
久
」
字
と
発
音
が
近
い
の
で
、
通
假
の
文
字
で
あ
る
と
指

摘
し
た
こ
と
が
あ
る
以
上
、「

疋
」
を
「
久
疋
」・「
記
疏
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
、

（
陶
文
「
左
匋

疋
器
鍴
」、
意
為
「
左
陶
尹
識
記
陶
器
之
陶
璽
」）
の
論
述
が
あ

り
、
陶
文
「
左
匋

疋
器
鍴
」
の
意
味
は
「
左
陶
尹
は
陶
器
を
識
記
す
る
陶
璽
」

と
説
く
。
氏
の
結
論
に
よ
っ
て
、「

」
字
は
、
即
ち
「
久
」
字
で
あ
り
、
「
記
」
と

読
ん
で
、
目
印
で
あ
る
意
味
を
表
し
て
い
る
。
詳
細
は
【
何
琳
儀
（
著
）『
戦
国
古
文

字
典
（
戦
国
文
字
声
系
）』
中
華
書
局
出
版 

一
九
八
九
年
九
月 

一
七
七
頁

「

」
字
】
及
び
何
琳
儀
氏
の
論
文
「
戦
国
兵
器
銘
文
選
釈
」『
考
古
与
文
物
』
山

西
所
考
古
研
究
所
出
版 

一
九
九
九
年
第
五
期 

九
一
頁
に
「
陶
文
【
左
匋

疋

 

鍴
】、
意
謂
「
左
陶
尹
識
記
陶
器
之
陶
璽
」。

、
顕
然
応
釈
〈
器
〉。」
の
内
容

が
参
照
。 

１
５ 

王
恩
田
（
著
）『
陶
文
字
典
』
斉
魯
書
社 

二
〇
〇
七
年
一
月 

三
九
一
頁
番
号
〇
〇

二
八
が
参
照
。 

１
６ 

周
曉
陸
『
二
十
世
紀
出
土
璽
印
集
成
』（
上
） 

中
華
書
局 

二
〇
一
〇
年
一
月 

「
印
録
第
一
章
」
七
〇
頁
（
番
号
：
二
―S

P

―01
26

）
及
び
七
二
頁
（
番
号
：
二
―

S
P

―01
31

）
参
照
。 

１
７ 

李
学
勤
「
戦
国
題
銘
概
述
（
上
）」 

『
文
物
』
一
九
五
九
年
第
七
期 

五
四
頁
参
照
。 

１
８ 

唐
存
才
『
歩
黟
堂
蔵
戦
国
陶
文
遺
珍
』
上
海
書
画
出
版
社 

二
〇
一
三
年
十
月 

一
六

九
、
一
八
〇
、
一
八
一
頁
参
照
。 

１
９ 

顧
廷
龍
『
古
匋
文
孴
録
』
文
海
出
版
社 

一
九
七
〇
年
一
月 

一
六
二
頁 

２
０

高
明
・
葛
英
會
『
古
陶
文
字
徴
』
日
本
・
東
方
書
店
＋
中
国
北
京
・
中
華
書
局+

 

一
九

九
〇
年
四
月 

一
六
〇
頁
「
疋
」
字
参
照
。 

２
１ 

徐
谷
甫
・
王
延
林
『
古
陶
字
彙
』 

上
海
書
店
出
版 

一
九
九
四
年
五
月 

九
〇
頁

「
疋
」
字
参
照
。 

２
２ 

高
明
・
涂
白
奎
（
編
著
）『
古
陶
字
録
』
上
海
古
籍
出
版
社 

二
〇
一
四
年
九
月 

二

七
五
頁
「
疋
」
字
参
照
。 

２
３ 

王
愛
民
『
燕
文
字
編
』
吉
林
大
学
碩
士
論
文 

二
〇
一
〇
年
四
月 

三
八
頁 

２
４ 

李
圃
（
主
編
） 

『
古
文
字
詁
林
』
上
海
教
育
出
版
社 

二
〇
〇
四
年
一
二
月 

一
三

七
〇
頁
（
第
二
冊
六
一
〇
頁
）。 

２
５ 

何
琳
儀
「
戦
国
兵
器
銘
文
選
釈
」『
考
古
与
文
物
』
陝
西
省
考
古
研
究
所
種
版 

一
九

九
九
年
第
五
期 

九
一
頁
「
釈
器
」
参
照
。 

２
６ 

董
珊
氏
の
博
士
研
究
生
学
位
論
文
『
戦
国
題
銘
与
工
官
制
度
』
二
〇
〇
二
年
五
月 

論

文
の
第
二
章
第
四
節
、
一
一
八
～
一
二
四
頁
参
照
。 

２
７ 

湯
餘
恵
（
主
編
）『
戦
国
文
字
編
』
福
建
人
民
出
版
社 

二
〇
〇
一
年
十
二
月 

一
一

二
九
頁
（
番
号
：
八
〇
一
）
参
照
。 

２
８ 

呉
振
武
「
古
璽
合
文
考(

十
八
篇)

」『
古
文
字
研
究
』
第
十
七
輯 

中
華
書
局 

一
九

八
九
年
六
月 

二
六
八
頁
「
中
陽
」
及
び
二
七
五
頁
「
北
宮
」
が
参
照
。 

２
９ 
徐
暢
「
陶
印
跡
中
的
合
文
」『
青
少
年
書
法
』
河
南
省
美
術
出
版
社 

二
〇
一
一
年
二

十
期 

二
二
～
二
四
頁
参
照
。 

３
０ 

王
愛
民
『
燕
文
字
編
』（
吉
林
大
学
碩
士
学
位
論
文
）
二
〇
一
〇
年
四
月 

二
三
一
～

二
三
七
頁
合
文
部
分
が
参
照
。 
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３
１ 
李
圭
甲
（
韓
国
）「
戦
国
文
字
合
文
의
初
歩
探
索
」『
中
国
語
文
学
論
集
』（
第
63
号
）

중
국
어
문
학
연
구
회 

三
三
頁
参
照
。 

３
２ 

拙
稿
「
燕
国
璽
印
及
び
陶
文
印
跡
中
の
〈

〉
字
の
詞
性
」『
書
道
学
論
集
12
』（
大
東

文
化
大
学
大
学
院
書
道
学
専
攻
院
生
会
、
二
〇
一
五
年
三
月
） 

四
十
七
頁
参
照
。 

３
３ 

江
村
治
樹
『
春
秋
戦
国
秦
漢
時
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究
』
汲
古
書
院 

二
〇
〇
〇
年

二
月 

一
七
三
頁
参
照
。 

３
４ 

黄
盛
璋
「
燕
、
斉
兵
器
研
究
」『
古
文
字
研
究
』（
第
十
九
輯
） 

中
華
書
局
出
版 

一

九
九
二
年
八
月 

十
頁
参
照
。 

３
５ 

羅
振
玉
『
三
代
吉
金
文
存
』 
中
華
書
局
出
版 

一
九
八
三
年
十
二
月 

20
巻
、
編

号
四
七
二
六
参
照
。 

３
６ 

左
東
言
『
先
秦
職
官
表
』
商
務
印
書
館 

一
九
九
四
年
七
月 

八
一
頁
「
陶
人
」
参

照
。 

３
７ 

吉
田
賢
抗
（
著
）『
論
語
』（
新
釈
漢
文
大
系
第
一
巻
） 

昭
和
五
十
五
年
九
月 

一
一

八
頁
参
照
。
文
中
の
「
已
」
字
は
、
『
十
三
経
注
疏
』（
第
八
巻 

芸
文
印
書
館
印
行 

中
華
民
国
六
十
二
年
）
四
四
頁
に
「
巳
」
と
書
い
て
い
る
。 

３
８ 

鎌
田
正
（
著
）『
春
秋
左
氏
伝
（
四
）』（
新
釈
漢
文
大
系
第3

3

巻
）
明
治
書
院 

平
成

元
年
九
月 

一
四
五
二
頁
参
照
。 

３
９ 

左
東
言
『
先
秦
職
官
表
』
商
務
印
書
館 

一
九
九
四
年
七
月
三
六
三
頁
「
陶
尹
」
参

照
。 

４
０ 

顧
廷
龍
『
古
匋
文
孴
録
』
文
海
出
版
社 

一
九
七
〇
年
一
月 

一
六
二
頁
参
照 

４
１ 

董
珊
氏
の
博
士
研
究
生
学
位
論
文
『
戦
国
題
銘
与
工
官
制
度
』
二
〇
〇
二
年
五
月 

論

文
の
第
二
章
第
四
節
、
一
一
八
～
一
二
四
頁
参
照
。 

４
２ 

顧
廷
龍
『
古
匋
文
孴
録
』
文
海
出
版
社 

一
九
七
〇
年
一
月 

一
二
五
頁
参
照 

４
３ 

何
琳
儀
「
戦
国
兵
器
銘
文
選
釈
」
『
考
古
与
文
物
』
山
西
所
考
古
研
究
所
出
版 

一
九

九
九
年
第
五
期 

九
一
頁
に
次
の
内
容
は
記
載
し
て
い
る
。「
陶
文
【
左
匋

疋

鍴
】
、
意
謂
「
左
陶
尹
識
記
陶
器
之
陶
璽
」
。

、
顕
然
応
釈
〈
器
〉
。
」
が
参
照
。 

４
４ 

何
琳
儀
（
著
）『
戦
国
古
文
字
典
（
戦
国
文
字
声
系
）』
中
華
書
局
出
版 

一
九
八
九
年

九
月 

一
七
七
頁
「

」
字
参
照
。 

４
５ 

楠
山
春
樹
（
著
）『
呂
氏
春
秋
（
上
）』（
新
編
漢
文
選
）
明
治
書
院 

平
成
八
年
七
月 

二
四
六
頁
参
照
。 

４
６ 

何
琳
儀
「
戦
国
兵
器
銘
文
選
釈
」
『
考
古
与
文
物
』
山
西
所
考
古
研
究
所
出
版 

一
九

九
九
年
第
五
期 

九
一
頁
「
釈
器
」
に
「
陶
文
【

疋
】
可
読
【
久
疋
】
或
【
記

 

疏
】」
の
よ
う
な
論
説
が
あ
る
。 

４
７ 

①
何
琳
儀
「
戦
国
兵
器
銘
文
選
釈
」『
考
古
与
文
物
』
山
西
所
考
古
研
究
所
出
版 

一

九
九
九
年
第
五
期 

九
一
頁
に
次
の
内
容
は
記
載
し
て
い
る
。
②
周
曉
陸
（
主
編
）

『
二
十
世
紀
出
土
璽
印
集
成
』（
中
華
書
局 

二
〇
一
〇
年
一
月
）
七
九
六
頁
（M

-
P-

〇
〇
八
六
）
は
同
じ
く
「

」
字
を
「
𧱄
」
字
と
釈
読
す
る
。 

４
８ 

湯
餘
惠
（
主
編
）『
戦
国
文
字
編
』
福
建
人
民
出
版
社 

二
〇
〇
一
年 

一
三
〇
頁

「
器
」
字
が
参
照
。 

４
９ 

徐
谷
甫
・
王
延
林
（
合
著
）『
古
陶
字
彙
』
上
海
書
店
出
版 

一
九
九
四
年
五
月 

六
〇

頁
「
哭
」
字
参
照
。 

５
０ 

何
琳
儀
（
著
）『
戦
国
古
文
字
典
（
戦
国
文
字
声
系
）』
中
華
書
局
出
版 

一
九
八
九
年

九
月 

一
二
〇
〇
頁
「
器
」
字
が
参
照
。 

５
１ 

高
明
・
葛
英
会
『
古
陶
文
字
徴
』
中
華
書
局
中
国
北
京
・
中
華
書
局+

日
本
・
東
方
書

店 

一
九
九
〇
年
四
月 

四
八
頁
「
哭
」
字
が
参
照
。 

５
２ 

曹
錦
炎
「
釋
戦
国
陶
文
中
的
〈
𢾃
〉
」
『
考
古
』
科
学
出
版
社 

一
九
八
四
年
一
月 

八

四
頁 

５
３ 

『
古
璽
彙
編
』
羅
福
頤 

文
物
出
版
社 

一
九
八
一
年
十
二
月 

５
４ 

李
学
勤
「
燕
斉
陶
文
叢
論
」（
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
） 

『
上
海
博
物
館
集

刊
第
六
期
（
建
館
四
十
周
年
特
輯
）
』 

上
海
古
籍
出
版
社
出
版 

一
九
九
二
年
十
月 

一
七
一
頁
が
参
照
。 

５
５ 

王
恩
田
（
編
著
）『
陶
文
図
録
』（
巻
一
） 

斉
魯
書
社 

二
〇
〇
六
年
六
月 

一
四
～

一
五
頁
が
参
照
。 

５
６ 

①
澤
田
雅
弘
（
指
導
教
授
）
栗
躍
崇
（
修
士
論
文
）
『
燕
国
璽
印
研
究
―
長
細
形
璽
印

と
そ
の
用
途
を
中
心
に
―
』
（
平
成
二
十
五
年
度
）
②
拙
稿
『
書
学
書
道
史
研
究
㉕
』

第
二
十
五
号 

書
学
書
道
史
学
会
（
編
集
）
二
〇
一
五
年
十
月 

一
～
十
四
頁
『
燕

国
璽
印
研
究
―
長
細
形
璽
印
の
印
文
中
の
「
鍴
」
を
中
心
に
―
』
が
参
照
。 

５
７ 

拙
稿
「
燕
国
璽
印
及
び
陶
文
印
跡
中
の
〈

〉
字
の
詞
性
」『
書
道
学
論
集
12
』（
大
東

文
化
大
学
大
学
院
書
道
学
専
攻
院
生
会
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
参
照
。 

５
８ 

沙
孟
海
『
印
学
史
』
西
泠
印
社 

一
九
八
七
年
六
月 

二
八
頁
「
東
昜
□
澤
王
卩
鍴
」

参
照
。 

５
９ 

①
曹
錦
炎
『
古
璽
通
論
』
上
海
書
画
出
版
社 

一
九
九
六
年
三
月 

八
四
頁
「
單
佑
都

市
王
伏
（
符
）
鍴
（
瑞
）」
参
照
。
②
徐
暢
『
先
秦
璽
印
図
説
』
文
物
出
版
社 

二
〇

〇
九
年
一
月 

一
五
二
頁
「
東
易
（
陽
）
海
澤
玉
伏
（
符
）
鍴
」
参
照
。 
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６
０ 
①
何
琳
儀
『
戦
国
古
文
字
典
（
戦
国
文
字
声
系
）』
中
華
書
局 

二
〇
〇
七
年
五
月 

二
三
六
頁
「
勹
」
字
参
照
。
②
徐
暢
『
先
秦
璽
印
図
説
』
文
物
出
版
社 

二
〇
〇
九

年
一
月 

一
五
〇
頁
「
単
佑
都
市
玉
勹
（
符
）
鍴
」「
〈
中
〉
昜
都
呉
（
虞
）
玉
符
」

の
例
を
参
照
。
③
陳
光
田
『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』
岳
麓
書
店 

二
〇
〇
九
年
五
月 

〇
九
〇
頁
参
照
。 

６
１ 

①
石
志
廉
「
戦
国
古
璽
考
釈
十
種
」『
中
国
歴
史
博
物
館
（
館
刊
）
総
第
二
期
』
文
物

出
版
社 

一
九
八
〇
年
九
月 

一
一
三
頁
「
東
易
津
澤
王
氏
鍴
」「
単
佑
都
宰
王
氏

鍴
」
参
照
。
②
李
学
勤
「
戦
国
題
銘
概
述
（
上
）」『
文
物
』
文
物
出
版
社 

一
九
五

九
年
七
月 

「
二 

燕
国
題
銘
」
の
部
分
参
照
。 

６
２ 

拙
稿
「
燕
国
璽
印
及
び
陶
文
印
跡
中
の
〈

〉
字
の
詞
性
」『
書
道
学
論
集
12
』（
大
東

文
化
大
学
大
学
院
書
道
学
専
攻
院
生
会
、
二
〇
一
五
年
三
月
） 

四
一
～
六
六
頁
参

照
。 

６
３ 

『
楚
系
金
文
彙
編
』
劉
杉
徽
・
劉
長
武 
湖
北
教
育
出
版
社 

二
〇
〇
九
年
五
月 

五

〇
頁
「
楚
嬴
匜
」
参
照
。 

６
４ 

拙
稿
「
燕
国
璽
印
及
び
陶
文
印
跡
中
の
〈

〉
字
の
詞
性
」『
書
道
学
論
集
12
』（
大
東

文
化
大
学
大
学
院
書
道
学
専
攻
院
生
会
、
二
〇
一
五
年
三
月
） 

四
一
～
六
六
頁
参

照
。 

６
５ 

諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
（
巻
六
） 

大
修
館
書
店 

昭
和
六
十
一
年
七
月
（
修
訂

版
） 

６
６ 

拙
稿
『
燕
国
璽
印
研
究
―
長
細
形
璽
印
と
そ
の
用
途
を
中
心
に
―
』
澤
田
雅
弘
（
指
導

教
授
）
栗
躍
崇
（
修
士
論
文
）
平
成
二
十
五
年
度 

６
７ 

林
秀
一
（
著
）『
戦
国
策
（
上
）』
（
新
釈
漢
文
大
系
第
47
巻
）
明
治
書
院 
昭
和
五
十

二
年
十
月 

三
一
四
頁
。 

６
８ 

鎌
田
正
（
著
）『
春
秋
左
氏
伝
（
三
）』（
新
釈
漢
文
大
系
第
32
巻
）
明
治
書
院 
昭
和

五
十
二
年
十
二
月 

 

６
９ 

『
中
国
古
代
度
量
衡
図
集
』
国
家
計
量
総
局
・
中
国
歴
史
博
物
館
・
故
宮
博
物
院
（
主

編
）
邱
隆
・
丘
光
明
・
顧
茂
森
・
劉
東
瑞
・
巫
鴻
（
編
）
文
物
出
版
社 

一
九
八
四

年
十
二
月 

四
九
～
五
〇
頁
図
八
六
図
八
七
が
参
照
。 

７
０ 

『
新
編
全
本
季
木
蔵
陶
』
周
進
（
集
蔵
）
周
紹
良
（
整
理
）
李
零
（
分
類
考
釈
） 

中

華
書
局
一
九
九
八
年 

一
一
頁
が
参
照
。 
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第
六
章 

燕
国
璽
印
及
び
陶
文
印
跡
解
題
（
廿
三
件
） 

  

は
じ
め
に 

第
一
節 

燕
国
璽
印
十
六
件 

 

㈠
官
璽
二
件 

㈡
私
璽
十
三
件 

㈢
吉
語
璽
一
件 

第
二
節 

燕
国
陶
文
印
跡
七
件 

 

㈠
四
角
形
陶
文
印
跡
二
件 

 

㈡
長
細
形
陶
文
印
跡
五
件 

お
わ
り
に 

  

は
じ
め
に 

 

戦
国
璽
印
の
印
文
は
含
ん
で
い
る
内
容
は
豊
富
で
、
研
究
に
よ
っ
て
こ
れ

ら
古
璽
印
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
は
戦
国
時
代
の
都
城
設
置
・
職
官
配
属
・
用

印
制
度
・
地
理
地
名
変
遷
・
製
造
業
・
姓
氏
な
ど
の
研
究
に
役
立
ち
。
あ
る

情
報
は
出
土
及
び
伝
世
文
献
の
不
足
を
補
足
で
き
る
。
燕
国
璽
印
の
伝
世
量

が
多
い
ほ
か
、
近
年
来
、
燕
国
の
故
地
で
あ
る
河
北
省
、
遼
寧
省
境
内
、
北

京
市
や
天
津
市
周
辺
よ
り
数
多
く
の
陶
文
の
出
土
も
あ
る
。
こ
れ
ら
燕
国
の

故
地
か
ら
出
土
し
た
璽
印
と
陶
文
印
跡
は
、
文
字
構
造
面
だ
け
で
な
く
、
文

字
内
容
の
行
文
格
式
も
独
特
の
地
域
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
古
璽
印
研
究
領

域
に
独
特
の
魅
力
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
研
究
者
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
執

筆
者
は
燕
国
璽
印
や
陶
文
印
跡
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
。
そ
れ
ら
は
羅

福
頤
氏
の
『
古
璽
彙
編
』
１

及
び
高
明
氏
の
『
古
陶
文
彙
編
』
２

・
王
恩
田
氏

の
『
陶
文
図
録
』
３

の
他
に
も
散
見
し
て
い
る
。
あ
た
り
ま
え
な
が
ら
、
伝

世
品
が
あ
る
他
に
、
新
出
土
も
あ
る
。
一
方
、
出
土
し
て
か
ら
、
あ
る
璽
印

は
出
土
し
て
か
ら
、
す
ぐ
行
方
不
明
に
な
り
、
印
譜
集
に
も
そ
の
影
を
見
な

い
璽
印
も
あ
る
。
当
時
の
研
究
条
件
や
資
料
な
ど
に
よ
っ
て
、
あ
る
類
の
璽

印
の
認
識
は
不
全
で
、
現
段
階
は
新
し
く
認
識
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
一
方
、
非
公
式
に
出
土
し
た
資
料
は
往
々
に
し
て
そ
の
地
元
の
文
物
愛

好
者
の
収
集
と
な
り
、
私
蔵
さ
れ
て
世
に
出
に
く
く
な
る
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
資
料
も
軽
視
で
き
な
い
。 

 

新
資
料
が
現
れ
れ
ば
、
旧
い
資
料
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
章
で

は
散
見
す
る
古
璽
印
と
陶
文
印
跡
、
計
廿
三
件
を
集
め
、
璽
印
類
と
陶
文
印

跡
類
を
分
け
て
論
説
し
よ
う
と
考
え
る
。
先
行
の
学
説
は
不
充
分
で
あ
り
、

認
識
を
新
た
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
先
学
の
説
の
不
充
分
な

箇
所
や
誤
り
や
未
釈
の
文
字
な
ど
を
訂
正
し
な
が
ら
、
得
ら
れ
た
新
知
見
を

報
告
す
る
。 

  

第
一
節 

燕
国
璽
印
十
六
件 

  
本
節
で
は
伝
世
文
献
及
び
出
土
文
献
に
見
ら
れ
た
古
璽
印
十
六
件
を
列
挙

し
て
い
る
。
う
ち
、
官
印
は
二
件
（
四
角
形
一
件
、
長
細
形
一
件
）
あ
り
、

私
璽
は
十
三
件
、
吉
語
璽
は
一
件
あ
る
。
印
鈕
形
制
が
見
え
る
の
は
十
件
あ
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る
が
、
印
鈕
が
残
欠
し
て
い
る
も
の
が
そ
の
う
ち
二
件
あ
る
。
十
六
件
の
燕

国
璽
印
は
す
べ
て
朱
文
璽
で
あ
る
。
図
二
と
図
三
は
考
古
の
出
土
品
で
あ
り
、

そ
れ
以
外
は
博
物
館
の
蔵
品
及
び
個
人
所
蔵
品
で
あ
る
。
原
則
と
し
て
、
引

用
し
た
図
版
は
そ
の
ま
ま
ス
キ
ャ
ン
し
た
原
寸
で
あ
り
、
読
め
な
い
文
字
を

「
□
」
符
号
で
表
す
。 

 

㈠
官
璽
二
件
（
図
一
～
図
二
） 

 

【
図
一
】 

出
典
：『
芸
林
月
刊
』
一
九
三
〇
年
十
月 

第
十
冊 

第
十
期
十
二
頁 

情
報
：
題
跋 

周
宋
司
城
璽 

 
 
 

大
司
城
□
□
□
□
鉨 

古
成
字
、
嘗
見
泃
城
都
信
、
泃
城
都
司
徒
両
鉨
。
城
竝
作

、
此
加

𨸏

與
土
作
墜
、
垔
作
陻
、
坊
作
𨹛
、
同
為
孳
乳
字
。
司
城
、
宋
官
、
以

武
公
名
、
司
空
廃
為
司
城
又
鉨
即
璽
字
、
从
尓
金
、
古
璽
不
専
用
玉
也
。

阮
儀
徴
相
国
説
。
道
光
二
十
年
庚
子
夏
五
月
。
籀
莊
徐
同
柏
。 

（

、
古
の
「
成
」
字
、
嘗
て
「
泃
城
都
信
・
泃
城
都
司
徒
」
の
両
鉨

に
見
ゆ
。
城
は
並
び
に

に
作
る
。
此
れ
は
𨸏

と
土
と
を
加
え
て
墜

と
作
る
。
垔
は
陻
に
作
り
、
坊
は
𨹛
に
作
り
、
同
じ
く
孳
乳
字
と
為
す
。

司
城
は
宋
の
官
、
武
公
を
以
て
名
づ
け
、
司
空
は
廃
し
て
司
城
と
為
す
。

又
た
鉨
は
即
ち
璽
の
字
、
尓
金
に
从
い
、
古 

璽
は
玉
を
専
用
せ
ざ
る
な
り
。

阮
儀
徴
相
国
の
説
。
） 

落
款
印
：
嘉
興
徐
大
椿
、
字
春
甫
、
号
寿
臧
、
又
号
籀
荘
□
、
乾
隆
乙
未
十

二
月
弐
十
日
生
家
□
…
…
４ 

按
：
管
見
の
限
り
、
当
該
璽
印
は
『
芸
林
月
刊
』
（
第
十
期
）
５

の
他
に
一
切

見
な
い
。
そ
し
て
、
図
一
の
印
影
の
他
に
、
出
土
地
や
印
鈕
の
形
制
や
サ
イ

ズ
な
ど
に
関
す
る
情
報
は
一
切
な
い
。
徐
同
柏
（
大
椿
一
七
七
五
～
一
八
五

四
）
の
跋
文
に
よ
れ
ば
、
道
光
二
十
年
（
一
八
四
〇
）
に
す
で
に
出
土
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
徐
同
柏
は
「
張
廷
済
（
叔
未
一
七
六
八
～
一
八
四

八
）
の
甥
で
、
六
書
の
学
に
精
し
く
、
張
廷
済
の
指
導
を
受
け
、
廷
済
が
古

器
を
得
た
時
に
は
、
共
に
考
証
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
」
６

こ
と
か
ら
見
れ
ば
、

当
該
璽
印
は
張
廷
済
の
旧
蔵
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
。 

 

璽
印
の
文
字
内
容
に
つ
い
て
、
徐
同
柏
の
題
跋
に
見
え
る
論
説
や
認
識
に

は
不
足
が
あ
る
。
執
筆
者
は
当
該
璽
印
を
以
下
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。 

 

①
【
大
司
鑪
】
：
「
大
」
字
と
「
司
」
字
の
文
字
構
造
は
、
『
古
璽
彙
編
』

（
番
号
：
〇
〇
二
二
）
に
収
め
る
「

」
二
字
が
参
考
に
な
る
。
「
大

司
」
二
字
と
釈
読
す
る
な
ら
ば
問
題
が
な
い
。
そ
し
て
、
『
古
璽
彙
編
』
（
番

号
：
〇
三
六
五
）
に
は
「
司
爐
」
二
字
の
文
字
構
造
「

」
が
見
え

る
。
そ
の
「

」
字
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
諸
説
が
あ
り
、
お

お
よ
そ
呉
振
武
氏
・
７

陳
光
田
氏
８

の
「
聖
（
聴
）
」
字
、
于
省
吾
氏
・
９

西
川

寧
氏
１
０

の
「

」
字
、
石
志
廉
氏
・
１
１

湯
余
恵
氏
・
１
２

曹
錦
炎
氏
・
１
３

駱
堅
群
氏
、
１
４

鄭
珉
中
氏
１
５

の
「

（
爐
）
」
字
、
董
珊
氏
１
６

の
「
聖
」

字
、
徐
暢
氏
１
７

の
「
聖(

声)

」
字
、
周
曉
陸
氏
１
８

の
「
鋳
」
字
の
諸
説
が
見

ら
れ
る
。
ま
た
何
琳
儀
氏
は
『
戦
国
文
字
通
論
』
１
９

に
「

(

證)

」
字
と

釈
読
し
た
が
、
そ
の
『
戦
国
文
字
通
論
（
訂
補
）
』
２
０

に
は
「
聖(

声)

」
字
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と
し
、
『
戦
国
古
文
字
典
』
（
戦
国
古
文
字
声
系
）
２
１

に
は
読
ま
ず
に
「
□
」

で
表
示
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 

当
該
璽
印
に
あ
る
「

」
字
は
す
な
わ
ち
「

」
字
で
あ
り
、

「
鑪
」
字
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
燕
国
文
字
の
「
虍
」
部
に
は
独
特
の
文

字
構
造
が
見
ら
れ
、
同
時
代
の
他
国
と
異
な
る
。『
古
璽
彙
編
』
に
収
め
る
燕

国
璽
印
文
字
の
「

」
字
２
２

（
番
号
：
二
七
四
六
）
、
「

」
字
２
３

（
番
号
：
三
〇
五
七
）
、
「

」
字
２
４

（
番
号
：
三
四
四
七
）
、
「

」

字
（
番
号
：
三
四
七
八
）
の
文
字
に
よ
れ
ば
、「
虍
」
部
の
文
字
構
造
の
特
徴

が
分
か
る
。
な
お
『
燕
下
都
東
周
貨
幣
聚
珍
』
２
５

に
「
外
爐
鑪
）
」
二
字
が

見
え
る
。
ま
た
『
中
国
歴
代
貨
幣
大
系
』（
番
号
：
三
〇
〇
九
～
三
〇
二
四
）

２
６

の
燕
国
貨
幣
に
見
ら
れ
る
「
鑪
」
字
も
い
い
参
考
に
な
る
。
「
鑪
」
字
に

つ
い
て
は
『
説
文
解
字
』
に
「
方
鑪
也
。
从
金
、
盧
声
。」
と
あ
り
、
段
玉
裁

注
に
「
凡
㸐
炭
之
器
曰
鑪
。
」
と
見
え
る
。
『
周
礼
』
天
官
・
宮
人
に
「
凡
寝

中
之
事
埽
除
執
燭
共
鑪
炭
凡
勞
事
」
と
見
え
る
。
「
司
」
字
に
つ
い
て
は
、

『
説
文
解
字
』
に
「
臣
司
事
於
外
者
。
从
反
。
后
凡
司
之
属
、
皆
从
司
。
息

兹
切

」
と
あ
る
。『
礼
記
』
曲
礼
に
「
天
子
之
六
府
、
曰
司
土
、
司
木
、
司
水
、

司
草
、
司
器
、
司
貨
典
、
司
六
職
」
及
び
『
周
礼
』
に
「
司
會
」
「
司
書
」

「
司
裘
」
「
司
市
」
「
司
門
」
「
司
稼
」
「
司
巫
」
「
司
爟
」
「
司
兵
」
「
司
弓
矢
」

「
司
刑
」
「
司
儀
」
な
ど
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。
な
お
、
同
じ
く
燕
国
璽
印
に

「
司
工
」
２
７

の
職
官
名
が
見
ら
れ
る
。
「
司
鑪
」
に
関
し
て
は
文
献
に
記
載

が
見
ら
れ
な
い
が
、
当
該
璽
印
の
印
文
「
大
司
鑪
」
及
び
燕
国
の
「

（
外
司
鑪
）
」
（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
三
六
五
）
に
よ
れ
ば
、

「
司
鑪
」
は
「
鑪
」
を
主
管
す
る
職
官
、
換
言
す
れ
ば
、
「
鋳
造
」
を
主
に

管
理
す
る
職
官
と
推
定
す
る
。 

②
【
洝
澤
】
：
文
字
構
造
か
ら
見
れ
ば
、
当
該
璽
印
に
見
ら
れ
る

「

」
の
二
字
は
即
ち
「

」
（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
三
六

二
）
二
字
の
残
欠
で
あ
ろ
う
。
「

」
字
に
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
、
釈
読

に
異
見
が
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
次
の
幾
説
か
に
帰
納
で
き
る
。
石
志
廉
氏
・

２
８

湯
余
恵
氏
・
２
９

曹
錦
炎
氏
・
３
０

は
「
津
」
字
、
『
上
海
博
物
館
蔵
印
選
』

３
１

及
び
徐
暢
氏
３
２

は
「
𣲫
」
字
、
『
芸
林
月
刊
』
（
第
十
七
期
）
に
は
３
３

「
淮
」
字
、
董
珊
氏
・
３
４

趙
平
安
氏
・
３
５

徐
暢
氏
・
３
６

陳
光
田
氏
・
３
７

李

家
浩
氏
３
８

は
「
海
」
字
と
釈
読
し
て
い
る
。
な
お
、
何
琳
儀
氏
は
『
戦
国
文

字
通
論
』
（
中
華
書
局 

一
九
八
九
年
四
月 

九
九
頁
）
及
び
「
古
璽
雑
識
続
」

（『
古
文
字
研
究
』
第
十
九
輯
（
一
九
九
二
年
八
月 

四
七
二
頁
）
に
「
洝
」

字
と
釈
読
す
る
が
、
そ
の
後
に
「
燕
璽
簡
述
」（
何
琳
儀
・
馮
勝
君
『
北
京
文

博
』
一
九
九
六
年
第
三
期 

一
六
頁
）
に
「
海
」
字
と
釈
読
し
、
『
戦
国
古
文

字
典
』（
一
九
九
八
年
九
月 

五
五
六
頁
「
澤
」
字
欄
「
東
昜
𣳠
澤
王
勹
鍴
」

参
照
）
に
「
𣳠
」
、
『
戦
国
文
字
通
論(

訂
補)

』
（
江
蘇
教
育
出
版
社 

二
〇
〇

三
年
一
月 

一
〇
八
頁
）
に
「
海
」
字
、『
戦
国
古
文
字
典
』（
中
華
書
局 

二

〇
〇
七
年
五
月 

五
六
三
頁
）
に
「
𣳠
」
字
と
釈
読
し
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
、

高
明
氏
３
９

の
「

」
字
の
説
も
見
え
る
。 

『
古
璽
彙
編
』
（
番
号
：
〇
〇
一
二
）
及
び
『
湖
南
省
博
物
館
蔵
古
璽
印

集
』
の
（
番
号
：
三
）
４
０

に
「

」
字
の
文
字
構
造
が
見
ら
れ
、
そ
の

「
安
」
字
の
釈
読
は
主
流
説
で
あ
り
、
燕
国
璽
印
文
字
に
特
別
な
文
字
構
造

で
あ
る
。
こ
れ
を
根
拠
に
す
れ
ば
、
「

」
字
は
「
左
水
右
安
」
の
文
字
構

造
で
「
洝
」
と
隷
定
で
き
る
。
「
洝
」
字
に
つ
い
て
、
『
説
文
解
字
』
に
「
渜
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水
也
。
从
水
安
声
。
烏
旰
切

」
と
見
え
る
。
馬
叙
倫
氏
は
「
洝
、
从
安
得
声
。

安
、
从
女
得
声
。
女
音
娘
紐
。
娘
泥
同
為
邊
音
。
是
洝
渜
亦
転
注
字
。
日

部
。
㬮
。
安
㬮
。
温
也
。
㬮
音
亦
泥
紐
。
語
原
同
也
。
渜
、
水
也
。
衍
水
字
。

或
字
出
字
林
也
。
」
と
説
く
。
『
集
韻
』
桓
韻
に
「
渜
、
水
名
。
在
遼
西
肥
如
、

南
入
海
陽
。
」
と
見
え
る
。
『
説
文
解
字
』
段
注
に
「
渜
水
也
。
日
部
曰
。
安

㬮
、
温
也
。
然
則
洝
渜
猶
安
㬮
。
皆
疊
韻
字
。
从
水
安
声
。
烏
旰
切

十
四

部
。
」
と
見
え
る
。『
漢
書
』
地
理
志
下
に
「
（
遼
西
郡
肥
如
県
）
玄
水
東
入
濡

水
。
」
に
見
る
「
濡
水
」
に
つ
い
て
、
『
説
文
通
訓
定
声
』
に
「
渜
水
也
。
从

水
安
声
、
与
渜
略
同
。
猶
言
安
㬮
。
蘇
俗
謂
之
温
暾
也
。
又
按
此
字
疑
即
水

経
之
濡
水
。
今
北
方
之
灤
河
。
許
不
訓
渜
、
不
訓
湯
、
而
曰
渜
水
、
似
為
水

名
。
」
と
見
え
る
。
「
渜
水
」
は
す
な
わ
ち
今
の
河
北
省
境
内
に
あ
る
「
灤

河
」
の
古
名
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
洝
」
は
「
渜
水
」
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
【
澤
】
字
に
つ
い
て
は
、
『
説
文
解
字
』
に
「
光
潤
也
。
从
水
睪

声
。
丈
伯
切

」
と
解
字
し
て
い
る
。
『
釋
名
』
釋
地
に
「
下
而
有
水
曰
澤
」
と

見
え
る
。
『
風
俗
通
』
山
澤
に
「
水
草
交
庴
、
名
之
為
澤
。
」
と
見
え
る
。
以

上
か
ら
見
れ
ば
、「
洝
澤
」
は
水
名
を
以
て
地
名
と
し
た
と
推
定
す
る
。 

③
【

】
字
に
つ
い
て
は
、
文
字
構
造
か
ら
、
「
其
」
字
と
隷
定
で
き
る

よ
う
に
見
え
る
が
、
当
該
文
字
の
印
面
に
占
有
す
る
位
置
及
び
「

」
字
の

下
部
に
あ
る
残
欠
の
点
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
『
古
璽
彙
編
』
（
番

号
：
〇
一
五
八
及
び
〇
一
五
九
）
に
収
め
る
「

・

」
（
帀
）
字
の
残
欠

文
字
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
。「
帀
」
字
は
金
文
に
「
師
」
字
と
す
る
用
例
が

多
い
の
で
、
こ
こ
に
も
「
師
」
字
と
し
て
用
い
る
。 

④
【

】
文
字
構
造
の
部
品
に
よ
れ
ば
、
上
部
の
「

」
で
構
成
し

て
い
る
文
字
に
は
、『
古
璽
彙
編
』
に
燕
国
官
璽
の
（
番
号
：
〇
〇
一
四
、
〇

〇
五
二
、
〇
三
二
九
）
及
び
燕
国
私
璽
（
番
号
：
〇
六
九
三
、
二
三
一
九
、

三
二
五
二
、
三
三
一
七
、
三
九
一
九
、
）
に
「

」
「

」
「

」
の

用
例
が
見
ら
れ
、
当
該
文
字
を
羅
福
頤
氏
、
４
１

呉
振
武
氏
４
２

は
「
恭
」
字
、

馮
勝
君
氏
、
４
３

何
琳
儀
氏
、
４
４

湯
餘
慧
氏
４
５

は
「
怳
」
字
と
釈
読
し
て
い

る
。
執
筆
者
は
下
部
の
「

」
部
を
「
近
」
字
と
隷
定
す
る
。
『
説
文
解

字
』
に
「
近
」
字
に
つ
い
て
は
「

、
附
也
。
从
辵
、
斤
声
。
渠
遴
切

、

古
文
近
。」
と
解
字
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「

」
字
を
「
菦
」
字
と

隷
定
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。 

以
上
を
要
す
る
に
、
当
該
璽
印
の
印
文
字
は
「
大
司
鑪
洝
澤
師
菦
鉨
」
の

八
字
と
釈
読
で
き
る
。「
大
司
鑪
」
は
職
官
名
で
あ
る
と
推
定
す
る
。
文
献
に

見
な
い
職
官
名
で
あ
る
が
、
と
も
に
燕
国
長
細
形
の
璽
印
に
「
外
司
鑪
」

（『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
三
六
五
参
照
）
の
印
文
が
あ
る
の
が
よ
い
参
考
に

な
る
。
「
洝
澤
」
は
地
名
と
推
定
す
る
。
「
師
」
は
当
該
璽
印
の
使
用
者
の
職

分
を
表
わ
し
て
い
る
文
字
で
あ
り
、
「
菦
」
字
は
「
師
」
（
工
匠
の
職
分
）
の

名
前
で
、「
鋳
師
で
あ
る
菦
」
の
略
書
で
あ
ろ
う
。
こ
の
印
文
内
容
か
ら
見
れ

ば
、
当
該
璽
印
を
鋳
造
に
関
す
る
職
官
用
璽
と
判
断
す
る
。 

 

【
図
二
・
一
】 

図
二
・
一
出
典
：
『
燕
下
都
』
（
下
） 

河
北
省
文
物
研
究
所
編 

文
物
出
版

社 

一
九
九
六
年
八
月 

図
版
一
七
九
（
六
） 

【
図
二
・
二
】 

図
二
・
二
出
典
：
『
燕
下
都
』
（
上
） 

河
北
省
文
物
研
究
所
編 

文
物
出
版



191 

 

社 

一
九
九
六
年
八
月 

八
四
一
頁
図
版
九 

【
図
二
・
三
】（
図
二
・
二
の
図
版
を
反
転
し
た
状
態
） 

情
報
：
当
該
璽
印
は
、
河
北
省
武
陽
台
村
で
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
陽

文
の
印
面
は
長
細
形
で
枠
が
な
く
、
印
体
は
八
棱
柱
形
の
柄
が
つ
い
て
い
る
。

柄
の
末
端
は
や
や
太
く
、
一
側
面
に
半
円
形
の
環
鈕
が
あ
る
。
高
さ
は
一

〇
・
七
cm
、
縦
：
四
・
四
cm
、
横
：
一
・
一
cm
で
あ
る
。『
燕
下
都(

上)

』

４
６

の
八
三
九
頁(

図
版
四
八
四)

に
は
、
印
影
と
印
鈕
の
図
版
が
あ
り
、『
燕

下
都(

下)

』
４
７

図
版
一
七
九
（
六
）
に
は
、
カ
ラ
―
写
真
図
版
を
載
せ
て
い

る
（
図
二
・
一
参
照
）。 

按
：『
燕
下
都
』（
上
）
で
は
印
文
を
釈
読
し
て
い
な
い
。
手
元
の
資
料
に
よ

れ
ば
、
こ
の
璽
印
の
印
文
を
最
初
に
釈
読
し
た
の
は
董
珊
氏
で
あ
る
。
董
珊

氏
は
、
二
〇
〇
二
年
五
月
に
完
成
し
た
博
士
研
究
生
学
位
論
文
『
戦
国
題
銘

与
工
官
制
度
』
４
８

の
中
に
、
初
め
て
こ
の
璽
印
の
印
文
を
「

（
閡
？
）
市

麻
瑞
」
四
字
と
釈
読
し
た
。
し
か
し
、
「

」
字
に
つ
い
て
は
、「
閡
」
字
か

と
も
疑
っ
て
い
る
。 

つ
い
で
二
〇
〇
五
年
、
趙
平
安
氏
は
『
燕
国
長
条
形
陽
文
璽
印
中
的
所
謂

襯
字
問
題
』
４
９

に
、
古
文
献
な
ど
を
引
用
し
て
「

市
麻
鍴
」
の
四
字
と
釈

読
し
、
「

市
」
を
市
名
と
し
て
、
燕
国
の
「

市
」
に
麻
類
品
物
の
流
通

や
販
売
を
主
管
す
る
官
員
（
職
官
）
の
用
印
と
の
結
論
を
出
し
た
。
二
〇
一

一
年
、
趙
平
安
氏
の
論
文
を
ま
と
め
て
出
版
し
た
『
金
文
釈
読
與
文
明
探

索
』
５
０

に
も
、
二
〇
〇
五
年
の
同
論
文
を
再
録
し
て
い
る
が
、
結
論
は
同
じ

で
あ
る
。
氏
は
「

市
」
を
市
名
と
解
読
し
た
が
、
「

市
」
に
関
す
る
詳

し
い
考
査
を
し
て
い
な
い
。 

二
〇
〇
九
年
一
月
、
徐
暢
氏
の
『
先
秦
璽
印
図
説
』
に
趙
平
安
氏
の
説
に

従
っ
て
「

市
麻
鍴
」
四
字
と
釈
読
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
璽
文
〈
麻
〉
字

は
す
な
わ
ち
〈
典
枲
〉
類
の
職
官
で
あ
る
。

市
は
市
名
で
あ
る
。
〈

市

麻
鍴
〉
は

市
の
中
に
麻
類
品
を
主
管
す
る
職
官
。」
５
１

と
指
摘
し
た
。 

二
〇
一
〇
年
一
月
に
出
版
し
た
周
曉
陸
氏
主
編
の
『
二
十
世
紀
出
土
璽
印

集
成
』
５
２

に
は
、
こ
の
璽
印
の
印
影
を
収
録
し
、
印
文
を
「
□
庚
□
鍴
」
四

字
と
釈
読
し
て
い
る
。
同
書
の
四
八
頁
に
は
番
号(

二
―
Ｇ
Ｙ
－
〇
〇
二
一)

を
附
し
て
、
「
東
周(

燕)

・
銅
・
柱
鈕 

通
高
：
一
〇
・
七
cm 

縦
：
四
・

五
cm 

横
：
一
・
二
cm
」
と
の
情
報
を
載
せ
て
い
る
が
、
『
燕
下
都(

上)

』

に
載
せ
る
寸
法
と
は
や
や
違
い
が
あ
る
。 

い
ま
問
題
と
す
る
璽
印
は
、
形
制
が
普
通
の
璽
印
と
異
な
っ
て
、
印
面
は

長
細
く
、
印
文
は
一
行
に
列
な
り
、
枠
が
無
く
、
陽
文
で
あ
る
。
ま
た
、
印

体
に
は
柄
が
あ
り
、
印
鈕
（
鼻
鈕
）
は
印
体
の
側
面
に
付
い
て
い
る
。
５
３ 

さ
て
、『
燕
下
都(

上)

』
八
四
一
頁
に
載
せ
る
問
題
の
燕
国
璽
印
一
件
の
文

字
に
関
す
る
論
文
は
、
趙
平
安
氏
以
外
に
な
く
、
当
該
璽
印
の
文
字
の
釈
読

に
は
、
上
述
の
三
氏
の
間
に
違
い
が
あ
る
。
執
筆
者
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
当

該
璽
印
の
印
文
は
「
閡
市
艸(

草)

鍴
」
四
字
と
釈
読
で
き
る
。 

 

執
筆
者
は
現
件
を
実
見
し
て
い
な
い
が
、
印
影
か
ら
見
れ
ば
、
四
つ
の
文

字
は
す
べ
て
反
文
で
、
図
二
・
二
の
印
影
は
拓
本
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、

そ
の
図
版
を
鏡
文
字
の
よ
う
に
反
転
し
て
み
る
と
、「
図
二
・
三
」
の
と
お
り

読
み
や
す
い
。
５
４ 

【
閡
】：
最
初
の
文
字
は
「
閡
」
字
と
釈
読
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
、

執
筆
者
の
主
張
で
あ
る
。
当
該
字
は
、
今
ま
で
燕
国
文
字
中
に
見
た
こ
と
が



192 

 

な
い
。
「
閡
」
字
に
つ
い
て
は
、
『
説
文
解
字
』
に
「

、
外
閉
也
。
从
門

亥
声
。
五
漑
切

」
と
解
字
し
て
い
る
。
馬
叙
倫
氏
の
『
説
文
解
字
六
書
疏
證
』

巻
二
十
三
に
「
閡
關
為
同
舌
根
音
転
注
字
。
内
外
者
後
人
別
之
。
外
閉
也
。

蓋
字
林
文
。
此
今
言
關
之
礙
本
字
。」
が
見
ら
れ
る
。「
關
」
字
に
つ
い
て
は
、

『
説
文
解
字
』
に
「
以
木
横
持
門
戸
也
。
从
門
𢇇
声
。
古
還
切

」
と
見
え
る
。

馬
叙
倫
氏
の
説
に
よ
れ
ば
、「
閡
」
字
を
「
關
」
字
は
読
め
る
こ
と
が
分
か
る
。 

【
市
】：
燕
国
文
字
特
有
の
代
表
的
な
文
字
構
造
で
あ
る
（
第
一
章
二
八
頁

「
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
（
文
字
類
）
⑮
」
参
照
）
。
裘
錫
圭
氏
に

よ
っ
て
釈
読
さ
れ
、
「
市
」
字
の
釈
読
は
文
字
学
者
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

５
５

『
古
璽
彙
編
』
に
収
録
す
る
燕
璽
（
番
号
：
四
一
一
九
、
〇
三
六
一
、
〇

二
九
二
、
〇
三
五
四
、
〇
二
九
七
、
二
八
二
一
、
五
五
七
〇
、
〇
八
七
〇
）

及
び
『
古
陶
文
彙
編
』
５
６

に
収
録
す
る
河
北
省
出
土
の
陶
文
（
番
号
：
四
・

二
〇
、
四
・
一
五
一
）
が
参
考
に
な
る
の
で
、
再
び
贅
言
し
な
い
。 

【
艸
】
：
『
説
文
解
字
』
に
「

百
芔
也
。
从
二
屮
。
凡
艸
之
属
、
皆
从

艸
。
」
５
７

と
解
字
し
て
い
る
。
燕
国
文
字
に
見
え
な
い
文
字
構
造
で
あ
る
の

で
、
「
艸
」
と
組
み
合
わ
せ
て
い
る
燕
璽
文
字
を
参
考
に
し
た
。
釈
読
に
は

『
古
璽
彙
編
』
の
番
号
：
〇
二
九
三
、
二
二
八
三
、
二
二
八
四
、
二
二
八
六
、

二
二
八
八
が
参
考
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、「
艸
」
字
の
下
半
部
に
附
加
さ
れ
る

四
つ
の
点
は
、
文
字
の
飾
り
筆
画
（
飾
り
筆
画
は
飾
筆
、
亦
た
装
飾
筆
画
、

羨
画
、
贅
筆
と
も
称
す
る
。
文
字
の
進
化
過
程
で
、
文
字
形
体
の
美
化
或
い

は
装
飾
の
た
め
に
加
え
た
筆
画
で
あ
る
。
こ
の
加
え
た
筆
画
は
、
字
の
音
義

に
関
係
が
な
く
、
文
字
の
羨
余
の
部
分
で
あ
る
。
）
５
８

と
考
え
る
。
飾
り
筆

画
は
、
古
文
字
の
中
に
多
用
さ
れ
、
璽
印
文
字
に
も
用
例
が
頻
出
す
る
。
特

に
、
劉
釗
氏
は
『
古
文
字
構
成
学
』
５
９

に
「

（

）
」
字
と
「

（

）
」
字
を
例
と
し
て
、「
古
文
字
中
、
常
に
文
字
の
一
つ
の
縦
画
の
両
側

に
対
称
的
な
点
を
加
え
、
飾
り
筆
画
と
す
る
。」
と
い
う
結
論
を
提
示
し
て
い

る
。
氏
の
結
論
は
「

」
字
を
「
艸
」
字
と
釈
読
す
る
根
拠
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
閡
」
字
の
「
門
」
構
え
及
び
「
鍴
」
字
の
金
偏
に
は
、
飾
り
筆
画

を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
艸
」
字
の

縦
線
の
両
側
に
対
称
的
に
加
え
ら
れ
た
点
は
、
飾
り
筆
画
と
理
解
で
き
る
。 

【
鍴
】
：
『
説
文
解
字
』
に
未
収
の
文
字
で
あ
る
。
燕
国
文
字
中
の
特
有
の

文
字
構
造
で
あ
る
の
で
、
『
古
璽
彙
編
』
に
載
せ
て
い
る
各
文
字
構
造
（
番

号
：
〇
一
二
六
、
〇
三
六
一
、
〇
三
六
二
、
〇
三
六
三
、
〇
三
六
四
、
〇
三

六
五
、
〇
三
六
六
、
〇
三
六
七
）
が
参
考
に
な
る
。
こ
こ
の
「

」
字
の
金

偏
の
形
に
は
、
飾
り
筆
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

執
筆
者
は
、
「
閡
市
」
は
即
ち
「
關
市
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
「
關
市
」
の

言
葉
に
つ
い
て
は
、『
孟
子
』
梁
惠
王
章
句
下
に
「
昔
者
文
王
之
治
岐
也
、
耕

者
九
一
、
仕
者
世
禄
、
關
市
譏
而
不
徴
、
澤
梁
無
禁
、
罪
人
不
拏
。」
と
見
え

る
。
な
お
、『
晏
子
春
秋
集
釈
』
内
篇
問
上
第
三
に
「
故
令
諸
子
無
外
親
謁
、

辟
梁
丘
拠
無
使
受
報
、
百
官
節
適
、
關
市
省
徴
、
陂
澤
不
禁
、
冤
報
者
過
、

留
獄
者
請
焉
。」
及
び
内
篇
雑
下
第
六
に
「
君
商
漁
塩
、
關
市
譏
而
不
徴
」
が

見
え
、
『
周
礼
』
天
官
・
大
宰
に
「
以
九
賦
斂
財
賄
…
…
七
曰
關
市
之
賦
…

…
」
と
見
え
る
。
そ
し
て
、
秦
律
に
は
「
關
市
律
」
６
０

が
見
ら
れ
る
。 

「
艸
」
字
は
即
ち
「
草
」
字
で
あ
り
、
粗
末
の
意
味
も
あ
る
。『
戦
国
策
』

斉
策
四
に
「
左
右
以
君
賤
之
也
、
食
以
草
具
。
」
の
鮑
彪
注
に
「
草
、
不
精

也
。」
と
見
え
る
。
執
筆
者
は
「
鍴
」
は
量
器
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
立
ち
、
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燕
国
に
あ
る
「
鍴
」
字
が
付
く
長
細
形
璽
印
を
燕
国
陶
器
（
量
器
）
の
鍴
に

鈐
印
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た
専
用
璽
印
で
あ
る
と
の
結
論
を
得
て
い
る
（
第

二
章
第
四
節
参
照
）
。
こ
こ
に
あ
る
「
草
」
字
を
關
市
に
向
け
て
の
粗
末
な
製

品
で
あ
る
「
鍴
」
を
指
す
と
考
え
て
い
る
。
「
草
」
は
「
鍴
」
の
製
作
面
の
粗

末
さ
を
指
し
、
「
量
り
」
の
面
に
関
係
が
な
い
と
推
定
す
る
。 

燕
国
故
地
か
ら
は
、
「
鍴
」
字
が
付
く
長
細
形
璽
印
の
ほ
か
に
も
、
「
鍴
」

字
が
付
く
長
細
形
の
陶
文
印
跡
が
数
多
く
出
土
し
て
い
る
。
長
細
形
璽
印
と

長
細
形
陶
文
印
跡
の
両
者
の
文
字
内
容
が
完
全
に
一
致
す
る
も
の
は
な
い
が
、

こ
れ
ら
陶
文
印
跡
は
燕
国
長
細
形
璽
印
の
研
究
に
不
可
欠
の
資
料
で
あ
り
、

相
互
に
よ
い
参
考
に
な
る
。 

 

こ
れ
ら
燕
国
故
地
出
土
の
陶
文
印
跡
に
、
「
…
器
鍴
」
６
１

の
文
字
内
容
が

あ
る
と
お
り
、
こ
れ
ら
の
陶
器
は
自
ら
「
鍴
」
と
名
づ
け
て
い
る
。
そ
の
完

器
の
一
つ
に
６
２

燕
下
都
郎
井
村
十
号
作
坊
遺
跡
（
戦
国
中
期
）
出
土
の
泥
質

灰
陶
、
器
高
：
二
八
cm
、
口
径
：
一
二.

八
cm
、
底
径
：
一
〇
cm
が
あ
る
。

こ
の
陶
器
の
銘
文
は
「
左
匋

（𪱛

）

器
鍴
・
左
匋

湯
、
□
□

□
・
左
匋

」
で
、
自
ら
「
鍴
」
と
名
づ
け
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
す

な
わ
ち
「
鍴
」
は
燕
国
の
長
細
形
璽
印
の
名
で
は
な
く
、
燕
国
の
陶
器
の
一

種
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
鍴
」
字
が
付
く
燕
国
の
長
細
形
璽
印
は
、
璽
印

自
体
の
名
で
は
な
い
、
す
な
わ
ち
「
鍴
」
は
長
細
形
璽
印
を
鈐
印
す
る
対
象

の
器
物
を
指
す
名
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
６
３ 

こ
の
璽
印
の
文
字
は
、
他
の
一
類
の
燕
国
長
細
形
璽
印
の
文
字
に
比
べ
る

と
形
は
相
当
自
由
で
、
飾
り
筆
画
も
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
、

こ
の
璽
印
は
、
關
市
に
量
器
と
し
て
用
い
る
粗
末
な
「
鍴
」
に
用
い
る
流
通

場
所
と
対
象
を
限
定
す
る
専
用
印
と
考
え
る
。 

執
筆
者
は
「
燕
国
長
細
形
一
璽
印
の
釈
読
」
６
４

に
よ
っ
て
三
つ
の
情
報
を

得
た
が
、
中
に
誤
り
が
あ
り
、
再
検
討
し
訂
正
補
足
す
る
。 

①
当
該
璽
印
の
釈
文
は
「
關
市
草
鍴
」
と
釈
読
で
き
る
。 

②
燕
璽
の
長
細
形
璽
印
の
文
字
に
は
飾
り
筆
画
も
使
用
し
て
い
る
。 

③
關
市
に
製
作
上
粗
末
な
製
品
で
あ
る
「
鍴
」
と
そ
の
「
鍴
」
に
記
を
付
け

る
た
め
の
専
用
印
を
使
用
し
た
こ
と
が
あ
る
。 

 

前
掲
し
た
二
件
の
燕
国
官
璽
は
、
四
角
と
長
細
形
の
二
類
で
あ
る
。
一
つ

は
伝
世
文
献
に
載
せ
て
い
る
が
、
印
鈕
は
見
え
な
い
（
図
一
）。
あ
と
一
つ
は
、

田
野
考
古
を
通
じ
て
河
北
省
武
陽
台
村
で
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
図
二
）。

二
件
の
璽
印
の
印
文
の
釈
読
に
よ
っ
て
、
伝
世
の
燕
国
長
細
形
璽
印
に
見
る

「
外
司
鑪
」（『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
〇
三
六
五
）
の
職
官
名
に
対
応
す
る
職

官
「
大
司
鑪
」
が
判
明
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
燕
国
の
職
官
璽
に
あ
る

「
司
鑪
」
の
職
官
は
「
大
」
と
「
外
」
の
区
別
が
あ
る
こ
と
も
初
め
て
判
っ

た
。
ま
た
、「
司
鑪
」
の
職
官
名
は
長
細
形
璽
印
に
だ
け
で
な
く
、
四
角
形
職

官
璽
印
に
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
判
断
で
き
た
。
こ
の
「
大
司
鑪
」
の
職

官
名
は
今
ま
で
見
な
い
の
で
、
燕
国
の
出
土
及
び
伝
世
文
献
の
不
足
を
補
う

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
燕
国
私
璽
に
は
飾
り
筆
文
字
の
用
例

が
多
い
が
、
職
官
用
璽
の
長
細
形
璽
印
に
も
飾
り
筆
文
字
を
使
用
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 
㈡
私
璽
十
三
件
（
図
三
～
図
十
六
） 
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【
図
三
】 

出
典
：
『
燕
下
都
』
（
上
）
河
北
省
文
物
研
究
所 

河
北
省
文
物
出
版
社 

一

九
九
六
年
八
月 

八
四
一
頁 

情
報
：
方
形
印

6
7
W

：0
4
7

、
武
陽
台
村
で
採
集
さ
れ
た
。
印
面
の
四
周
に
枠

が
あ
る
。
台
階
式
平
頂
で
、
上
に
一
つ
半
円
形
の
鈕
が
あ
り
。
印
文
は
「
高

)

二
字
。
印
面
は
直
径
一
cm
、
通
高
一
・
一
cm
。 

按
：
周
曉
陸
氏
主
編
の
『
二
十
世
紀
出
土
璽
印
集
成
』
６
５

に
は
三
晋
系
璽
印

に
入
れ
て
、
印
文
を
「
文
敲
」
二
字
と
釈
読
し
て
い
る
。
『
燕
下
都
』
（
上
）

は
印
文
を
「
高

」
二
字
と
釈
読
し
て
い
る
。
執
筆
者
は
燕
下
都
よ
り
採
集

し
た
も
の
で
あ
る
上
、
印
鈕
の
形
と
文
字
構
造
特
徴
に
基
づ
い
て
、
燕
国
の

私
璽
と
判
断
し
て
い
る
。
管
見
の
限
り
、
こ
れ
以
外
の
資
料
に
当
該
璽
印
に

関
す
る
情
報
を
見
な
い
。
釈
文
に
つ
い
て
は
、
「
文
敲
」
「
高

」
の
釈
読
は

と
も
に
間
違
っ
て
い
る
。
印
影
（
図
三
・
一
）
は
河
北
省
文
物
研
究
所
よ
り

採
集
し
た
当
初
に
制
作
し
た
印
面
の
拓
本
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
。
す
な
わ

ち
、
拓
本
で
あ
る
な
ら
ば
、
印
文
は
反
文
字
で
あ
ろ
う
。
印
影
を
鏡
文
字
に

す
る
と
図
三
・
二
と
な
る
。
執
筆
者
は
印
文
を
「
𢕪
文
」
二
字
と
隷
定
し
、

「
僑
文
」
二
字
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
「
僑
」
字
は
（
『
古
璽
彙

編
』
番
号
：
〇
三
〇
八
参
照
）
の
燕
璽
に
見
ら
れ
る
。
僑
姓
は
『
風
俗
通

義
』
に
「
黄
帝
孫
僑
極
之
後
。」
が
見
ら
れ
る
。 

 

【
図
四
】 

出
典
：『
常
熟
博
物
館
蔵
印
集
』
銭
浚
・
呉
慧
虞
（
編
） 

人
民
美
術
出
版
社 

一
九
九
七
年
九
月
（
一
頁
左
上
第
一
印
） 

情
報
：
印
影
と
釈
文
「
章
馬
奇
」
及
び
「
秦
漢
至
六
朝
官
私
印
」
の
ほ
か
に

情
報
は
一
切
な
い
。 

按
：『
常
熟
博
物
館
蔵
印
集
』
に
当
該
璽
印
を
「
章
馬
奇
」
三
字
と
釈
読
す
る
。

「

」
字
に
つ
い
て
は
、
第
一
章
二
八
頁
「
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表

一
（
文
字
類
）
㉚
」
及
び
三
二
頁
番
号
㉚
が
参
考
に
な
る
。
「

」
字
は

同
時
代
の
他
国
に
見
な
い
文
字
構
造
で
、
特
別
な
存
在
で
あ
り
、
現
在
の
資

料
範
囲
で
は
釈
読
し
が
た
い
と
考
え
て
い
る
。
次
に
あ
る
「
左
奇
右
馬
」
の

文
字
の
原
釈
は
「
馬
奇
」
で
あ
る
。
通
常
の
「
騎
」
字
６
６

は
「
左
奇
右
馬
」

の
文
字
構
造
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
「
左
右
構
成
」
の
文
字
の
左
と
右
に
あ

る
構
成
部
品
の
位
置
を
交
換
し
て
も
同
文
字
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
燕
国
私

璽
に
見
る
「
駒
」
字
６
７

は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
当
該
印
文
中
の
「
左
奇
右

馬
」
の
文
字
を
執
筆
者
は
「
騎
」
字
と
考
え
、
印
文
は
「

騎
」
二
字
と

読
む
ほ
う
が
い
い
と
考
え
る
。『
常
熟
博
物
館
蔵
印
集
』
は
「
秦
漢
至
六
朝
官

私
印
」
類
に
入
れ
る
が
、
「

」
字
と
「
馬
」
字
の
文
字
構
造
に
よ
れ
ば
、

燕
国
の
私
璽
と
判
断
す
る
。 

 

【
図
五
】 

出
典
：『
吉
林
出
土
古
代
官
印
』
張
英
（
任
萬
挙
・
羅
顕
清
） 

文
物
出
版
社 

一
九
九
二
年
十
月 

一
三
九
頁 

情
報
：
編
次
：
一
八
八 

年
代
：
秦 

印
名
（
釈
文
）
：

 

所
蔵

先
：
吉
林
省
博
物
館 

按
：
原
釈
は
「

」
二
字
で
あ
る
が
、
実
際
に
読
め
て
い
な
い
で
あ
ろ
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う
。
執
筆
者
は
こ
の
印
文
を
「

生
𤻀
」
と
読
ん
で
い
る
。
「

」
字
の

左
に
あ
る
文
字
部
品
は
燕
国
文
字
「
犭
偏
」
の
独
特
の
文
字
構
造
で
あ
り
、

第
一
章
三
三
頁
「
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
二
（
偏
旁
部
首
類
）
㊴
」
が

参
考
に
な
る
。
「
𤻀
」
字
に
つ
い
て
は
、
「

」
字
の
残
欠
と
推
定
す
る
。

『
古
璽
彙
編
』
の
番
号
：
〇
七
九
八
に
は
「

」
字
、
『
周
叔
弢
先
生
捐
献

璽
印
選
』
６
８

は
「

」
字
、
『
天
津
市
芸
術
博
物
館
蔵
古
璽
印
選
』
６
９

は

「
𤻀
」
字
と
読
ん
で
い
る
が
、
執
筆
者
は
「
𤻀
」
字
説
に
従
う
。
文
字
構
造

面
の
「
■
」
字
の
「
犭
偏
」
及
び
「
𤻀
」
字
の
「
戈
部
」
（
第
一
章
三
三
頁

「
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
二
（
偏
旁
部
首
類
）
㊲
」
参
照
）、
及
び
印
文

内
容
の
行
文
格
式
の
「
人
名
の
姓+
生+
名
」
の
構
成
に
よ
れ
ば
、
当
該
璽
印

は
燕
国
私
璽
と
判
断
で
き
る
。 

 

【
図
六
】 

出
典
：『
蘇
州
博
物
館
蔵
璽
印
』
蘇
州
博
物
館
編
著 
文
物
出
版
社 

二
〇
一

〇
年
十
二
月 

四
五
頁
璽
印
番
号
：
四
一 

情
報
：
排
序
：
四
一 

釈
文
：

□ 

時
代
：
戦
国 

材
質
：
銅 

尺
寸
：

長
一
・
二
、
寛
一
・
二
、
高
一
・
三
cm 

来
源
：
何
澤
瑛
の
寄
贈 
一
九
九

頁 按
：
原
釈
に
「

□
」
と
釈
字
し
て
い
る
が
、
執
筆
者
は
第
一
字
を
「
武
」

字
と
読
ん
で
い
る
。
文
字
構
造
面
で
は
、
『
古
璽
彙
編
』
（
番
号
：
〇
一
二

一
）
に
あ
る
燕
国
官
璽
及
び
私
璽
（
番
号
：
一
三
二
一
）
が
参
照
に
な
る
。

「
武
」
字
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
第
二
字
は
損
泐
し
て
い
る
の
で
読

め
な
い
。
姓
と
し
て
の
「
武
」
は
『
元
和
姓
纂
』
に
「
周
平
王
少
子
、
生
而

有
文
在
手
、
曰
武
。
遂
以
為
氏
。
」
と
見
え
る
。
「
武
」
字
の
「
戈
」
部
（
第

一
章
三
三
頁
「
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
二
（
偏
旁
部
首
類
）
㊲
」
参

照
）
は
燕
国
文
字
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
の
で
、
当
該
璽
印
は
燕
国
私
璽
と

判
断
で
き
る
。 

 

【
図
七
】 

出
典
：『
蘇
州
博
物
館
蔵
璽
印
』
蘇
州
博
物
館
編
著 

文
物
出
版
社 

二
〇
一

〇
年
十
二
月 

四
八
頁
璽
印
番
号
：
五
七 

情
報
：
排
序
：
五
七 

釈
文
：
□
帀 

時
代
：
戦
国 

材
質
：
銅 

尺
寸
：

長
一
・
三
、
寛
一
・
三
、
高
〇
・
九
cm 

来
源
：
何
澤
瑛
の
寄
贈 

二
〇
〇

頁 按
：
印
文
の
第
一
字
は
残
欠
し
て
い
る
の
で
、
原
釈
文
の
第
一
字
は
未
釈
で

あ
る
。
執
筆
者
は
当
該
文
字
を
「
畋
」
字
と
読
ん
で
い
る
。『
古
璽
彙
編
』
の

番
号
：
一
四
八
五
、
一
四
八
六
、
一
五
〇
〇
、
一
五
〇
一
、
一
五
〇
四
～
一

五
〇
七
が
参
照
に
な
る
。
『
説
文
解
字
』
に
「

平
田
也
。
从
攴
田
。
周
書

曰
、

尒
田
。
待
年
切

」
が
見
ら
れ
る
。
『
説
文
古
籀
補
』
に
「
古
玉
鈢
畋
季

子
、
鈢
文
多
畋
姓
、
当
即
田
之
仮
借
字
。
」
と
見
え
る
。
田
姓
に
つ
い
て
は
、

『
通
志
』
氏
族
略
二
に
「
田
氏
、
即
陳
氏
。
陳
厲
公
子
完
、
字
敬
仲
、
陳
宣

公
殺
其
太
子
禦
寇
、
敬
仲
懼
禍
奔
斉
、
遂
匿
其
氏
為
田
、
田
・
陳
声
近
故

也
。」
と
見
え
る
。「
帀
」
字
の
用
例
と
し
て
は
、『
古
璽
彙
編
』
の
番
号
：
〇

一
五
八
及
び
〇
一
五
九
が
参
考
に
な
る
。「
畋
」
字
の
「
攴
部
」
と
「
帀
」
字

の
文
字
構
造
は
燕
国
文
字
特
有
の
文
字
構
造
で
あ
る
の
で
（
第
一
章
二
八
頁

「
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
（
文
字
類
）
㉗
」
参
照
）、
当
該
璽
印
は
燕
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国
私
璽
と
判
断
で
き
る
。 

 
【
図
八
】 

出
典
：『
香
港
中
文
大
学
文
物
館
蔵
印
集
』（
文
物
館
蔵
品
専
刊
之
二
）
香
港

中
文
大
学 
一
九
八
〇
年
初
版 

 

情
報
：
編
號
：
一 
釈
文
：
于
骨 

材
質
：
銅 

尺
寸
：
一
・
一
五×

一
・

一
五cm

 

高
：
〇
・
七
五cm

（
館
蔵
號
：
七
三
・
一
一
〇
五
） 

按
：
原
釈
は
「
于
骨
」
二
字
で
あ
る
が
、
執
筆
者
は
「
長
胼
」
二
字
と
釈
読

す
る
。「
長
」
字
の
文
字
構
造
は
『
古
璽
彙
編
』
の
番
号
：
〇
七
四
二
及
び
〇

八
五
〇
が
参
考
に
な
る
。
「
長
」
字
は
燕
国
私
璽
に
姓
と
し
て
頻
出
し
て
い
る

の
で
、
贅
言
し
な
い
（
第
一
章
二
八
頁
「
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一

（
文
字
る
類
）
⑤
参
照
）
。
「
胼
」
字
に
つ
い
て
は
、
「
上
并
下
肉
（
月
）
」
の

文
字
構
造
で
、
燕
国
璽
印
に
見
な
い
文
字
で
あ
る
が
、
包
山
簡
に
「
左
月

（
肉
）
右
并
」
７
０

の
文
字
が
見
ら
れ
る
。
人
名
用
字
と
し
て
、
「
胼
」
字
と

釈
字
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
長
」
字
の
文
字
構
造
の
特
徴
か
ら
見
れ
ば
、
当

該
璽
印
は
燕
国
私
璽
と
判
断
で
き
る
。 

 

【
図
九
】 

出
典
：
『
中
国
古
印
図
録
』
（
大
谷
大
学
所
蔵
禿
庵
文
庫
） 

神
田
喜
一
郎
・

野
上
俊
静
（
監
修
）
大
谷
大
学
（
発
行
）
一
九
六
四
年
八
月 

 

情
報
：
璽
印
番
号
：
八
八 

釈
文
：
□
□ 

印
鈕
形
状
：
壇 

大
き
さ
：
一

二
・
五×

一
二
・
八mm

 

備
考
：
銅
、
鈕
損
（
一
六
五
頁
） 

按
：
当
該
璽
印
の
情
報
で
は
、
国
別
の
判
断
も
な
く
、
印
文
も
釈
読
さ
れ
て

い
な
い
。
な
お
、
釈
文
を
「
□
□
」
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
釈
読
者
は
印

文
を
二
文
字
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
執
筆
者
は
当
該
璽
印
の
印
文

を
「

生
耳
」
の
三
字
と
読
ん
で
い
る
。
「

」
字
に
つ
い
て
は
、
本
節

の
「
図
四
」
が
参
考
に
な
る
が
、
慎
重
を
期
し
て
未
釈
文
字
と
す
る
。「
生
」

の
文
字
は
、『
古
璽
彙
編
』
の
番
号
：
三
四
二
三
、
三
九
四
二
～
三
九
五
六
に

収
録
し
て
い
る
燕
璽
が
参
考
に
な
る
。「
耳
」
字
は
燕
国
私
璽
に
人
名
と
し
て

頻
出
し
、
『
古
璽
彙
編
』
の
番
号
：
二
七
九
七
、
三
二
五
四
が
参
考
に
な
る
。

「

」
字
の
文
字
構
造
及
び
印
文
「
姓
＋
生
＋
名
」
の
行
文
格
式
か
ら
、

当
該
璽
印
は
燕
国
私
璽
と
判
断
で
き
る
。 

 

【
図
十
】 

出
典
：『
中
国
古
印
図
録
』
（
大
谷
大
学
所
蔵
禿
庵
文
庫
） 

神
田
喜
一
郎
・

野
上
俊
静
（
監
修
）
大
谷
大
学
（
発
行
）
一
九
六
四
年
八
月 

情
報
：
璽
印
番
号
：
九
一 

釈
文
：
□
□ 

印
鈕
形
状
：
壇 

大
き
さ
：
一

二
・
五×

一
二
・
一mm 

備
考
：
銅
（
一
六
五
頁
） 

按
：
当
該
璽
印
の
情
報
で
は
、
未
読
文
字
で
あ
る
が
、
執
筆
者
は
「
封
䏪
」

二
字
と
読
ん
で
い
る
。「
封
」
字
は
『
古
璽
彙
編
』
の
燕
国
官
璽
（
番
号
：
〇

一
九
二
）
及
び
燕
国
私
璽
（
番
号
：
四
〇
九
一
）
に
同
じ
文
字
構
造
が
見
ら

れ
る
。『
説
文
解
字
』
に
「
爵
諸
矦
之
土
也
。
从
之
从
土
从
寸
。
守
其
制
度
也
。

公
侯
百
里
、
伯
七
十
里
、
子
、
男
五
十
里
。
徐
鉉
曰
各
之
其
土
也
。
会
意
。
府
容

切
。

古
文
封
省
。

籀
文
、
从

」
と
見
え
る
。
封
姓
に
は
『
元
和
姓

纂
』
に
「
姜
姓
、
炎
帝
之
後
。
封
鉅
為
黄
帝
師
。
…
…
」
と
見
え
る
。「
䏪
」
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字
は
、
左
は
「
月
（
肉
）
」
で
あ
り
、
右
は
「
耳
」
字
の
残
欠
と
推
定
す
る
。

「
左
月
（
肉
）
右
耳
」
の
文
字
構
造
で
、
す
な
わ
ち
「
䏪
」
字
で
あ
る
。『
簡

牘
帛
書
字
典
』6

74

頁
に
見
る
。
「
封
」
字
の
文
字
構
造
は
燕
国
文
字
の
特
徴

を
表
し
て
い
る
の
で
、
執
筆
者
は
当
該
璽
印
は
燕
国
私
璽
と
判
断
で
き
る
。 

 

【
図
十
一
】 

出
典
：『
中
国
古
印
図
録
』
（
大
谷
大
学
所
蔵
禿
庵
文
庫
） 

神
田
喜
一
郎
・

野
上
俊
静
（
監
修
）
大
谷
大
学
（
発
行
）
一
九
六
四
年
八
月 

情
報
：
璽
印
番
号
：
九
五 

釈
文
：
公
孫
□ 

印
鈕
形
状
：
壇 

大
き
さ
：

一
二
・
〇×

一
二
・
〇m

m 

備
考
：
銅
、
鈕
損
（
一
六
五
頁
） 

按
：
原
釈
文
は
「
公
孫
□
」
三
字
で
あ
る
。
「
公
孫
」
二
字
の
文
字
構
造
及
び

用
例
は
燕
国
私
璽
に
頻
出
す
る
の
で
、
異
見
は
な
い
。
第
三
字
に
つ
い
て
は
、

「
耳
」
字
と
釈
読
で
き
る
と
考
え
る
。
「
耳
」
字
に
は
燕
国
私
璽
に
人
名
と
し

て
頻
出
す
る
の
で
、
本
節
の
「
図
九
及
び
図
十
」
が
参
考
に
な
る
。「
孫
」
字

の
「
左
糸
右
子
」
の
文
字
構
造
及
び
「
公
」
字
の
文
字
構
造
は
燕
国
璽
印
特

有
の
文
字
構
造
で
あ
る
の
で
（
第
一
章
二
八
頁
「
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形

表
一
（
文
字
類
）
④
⑧
」
参
照
）
、
当
該
璽
印
は
燕
国
の
私
璽
と
判
断
で
き
る
。 

 

【
図
十
二
】 

出
典
：
『
平
盦
攷
蔵
古
璽
印
選
』
神
田
喜
一
郎
（
編
修
者
）
・
加
藤
慈
雨
楼

（
編
者
） 

臨
川
書
店 

一
九
八
〇
年
五
月 

第
一
巻
一
五
一
頁 

情
報
：
三
つ
の
図
版
の
ほ
か
に
情
報
一
切
な
し
。 

按
：
印
文
の
第
一
字
に
つ
い
て
は
、
本
節
の
【
図
四
】
参
照
。
再
び
贅
言
し

な
い
。
第
二
字
は
「
萃
」
字
と
考
え
る
。『
説
文
解
字
』
に
「
艸
皃
、
从
艸
卒

声
、
読
若
瘁
。
秦
酔
の
切

」
と
見
え
る
。
『
古
璽
彙
編
』
の
燕
国
烙
馬
印
（
番

号
：
〇
二
九
三
）
に
「
萃
」
字
が
見
ら
れ
、
参
考
に
な
る
。
こ
こ
の
「
萃
」

字
は
人
名
用
字
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
「

」
字
は
代
表
な
燕
国
文
字

の
文
字
構
造
で
あ
る
の
で
、
当
該
璽
印
は
燕
国
の
私
璽
と
判
断
で
き
る
。 

 

【
図
十
三
】 

出
典
：
『
平
盦
攷
蔵
古
璽
印
選
』
神
田
喜
一
郎
（
編
修
者
）
・
加
藤
慈
雨
楼

（
編
者
） 

臨
川
書
店 

一
九
八
〇
年
五
月 

第
一
巻
二
五
九
頁 

情
報
：
三
つ
の
図
版
の
ほ
か
に
情
報
一
切
な
し
。 

按
：
は
じ
め
の
二
文
字
は
「
率
加
（
鮮
虞
）」
と
読
む
（
第
一
章
四
三
頁
「
率

加
（
鮮
虞
）
」
参
照
）
。
第
三
字
は
「
左
糸
中
戸
右
隹
」
の
構
成
で
、
「

」

字
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
「

」
字
の
文
字
構
造
は
関
係
文
献
に
見
な
い

が
、
こ
こ
に
は
人
名
用
字
と
し
て
用
い
て
、
燕
国
以
外
に
、
「
率
加
（
鮮

虞
）」
の
複
姓
は
戦
国
時
代
の
他
国
に
見
え
な
い
の
で
、
当
該
璽
印
は
燕
国
の

私
璽
と
判
断
で
き
る
。 

 

【
図
十
四
】 

出
典
：
『
平
盦
攷
蔵
古
璽
印
選
』
神
田
喜
一
郎
（
編
修
者
）
・
加
藤
慈
雨
楼

（
編
者
） 

臨
川
書
店 

一
九
八
〇
年
五
月 

第
一
巻
二
〇
五
頁 

情
報
：
三
つ
の
図
版
の
ほ
か
に
情
報
一
切
な
し
。 

按
：
執
筆
者
は
当
該
璽
印
の
印
文
を
「
長
係
」
と
釈
読
す
る
。「
長
」
字
は
燕

国
璽
印
に
頻
出
す
る
文
字
構
造
で
あ
る
（
第
一
章
二
八
頁
「
燕
国
璽
印
特
殊

http://glyphwiki.org/glyph/ebag_s063-004.50px.png
http://glyphwiki.org/glyph/ebag_s063-004.50px.png
http://glyphwiki.org/glyph/ebag_s063-004.50px.png
http://glyphwiki.org/glyph/ebag_s063-004.50px.png
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文
字
字
形
表
一
（
文
字
類
）
⑤
」
及
び
本
節
【
図
八
】
参
照
）
。
「
係
」
字
に

は
、
『
説
文
解
字
』
に
「

絜
束
也
。
从
人
从
系
。
系
亦
声
。
胡
計
切

」
と

見
え
る
。
こ
こ
に
は
人
名
用
字
と
し
て
用
い
て
る
。「
長
」
字
の
文
字
構
造
に

よ
れ
は
、
当
該
璽
印
は
燕
国
の
私
璽
と
判
断
で
き
る
。 

 

【
図
十
五
】 

出
典
：『
中
国
古
銅
印
の
美
』
古
河
市
篆
刻
美
術
館 

平
成
二
十
四
年
九
月
二

十
二
日 

璽
印
編
号
：
二
一 

情
報
：
①
絇
□ 

戦
国
時
代 
当
該
古
璽
と
NO.

89
は
、
長
曾
我
部
木
人

（
一
八
九
一
～
一
九
八
六
）
先
生
の
遺
愛
で
あ
る
。
（
九
三
頁
）
②
璽
印
番

号
：
二
一 

印
文
：
絇
□ 

材
質
：
銅
印 

鈕
形
：
鼻
鈕 

時
代
：
戦
国 

寸
法
：
縦
一
・
二
七
mm 

横
一
三
・
〇
四
mm 
高
九
・
四
二
mm 

（
九
六

頁
） 

按
：
原
釈
は
「
絇
□
」
二
字
で
あ
る
。
「
絇
」
字
は
『
説
文
解
字
』
に
「

、

纑
縄
絇
也
。
从
糸
、
句
声
。
読
若
鳩
。
其
俱
切

」
及
び
『
爾
雅
』
釈
器
第
六
に

「
絇
、
謂
之
救
。
」
と
見
え
る
。
『
十
鐘
山
房
印
挙
選
』
所
載
印
影
に
同
じ
文

字
構
造
が
見
え
る
が
、
「
狗
」
字
と
釈
読
し
て
い
る
。
７
１

な
お
、
仰
天
湖
簡

に
同
じ
文
字
構
造
が
見
る
。
７
２

こ
の
印
で
は
姓
と
判
断
し
て
、
「
絇
」
字
と

釈
読
で
き
る
。
第
二
字
に
つ
い
て
は
、
『
戦
国
璽
印
分
域
編
』
７
３

の
番
号
：

四
七
八
に
同
じ
文
字
構
造
が
見
ら
れ
、
荘
新
興
氏
は
「
望
」
字
と
読
ん
で
い

る
。
当
該
文
字
は
「
上
月
（
肉
）
下
豆
」
の
文
字
構
造
で
あ
り
、「
脰
」
字
と

考
え
て
い
る
。
「
脰
」
字
に
つ
い
て
は
、
燕
国
璽
印
文
字
に
「
登
」
字
（
『
古

璽
彙
編
』
番
号
：
三
八
四
八
及
び
『
古
陶
文
彙
編
』
番
号
：
四
・
九
〇
と

四
・
九
一
）
が
あ
り
、「
脰
」
字
の
「
豆
」
部
と
同
じ
文
字
構
造
が
見
ら
れ
る

（
第
一
章
二
八
頁
「
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
（
文
字
類
）
㉕
参
照
）。

当
該
璽
印
の
印
鈕
（
第
一
章
二
〇
～
二
一
頁
私
図
三
七
～
三
八
参
照
）
及
び

「
脰
」
字
の
「
豆
」
部
の
独
特
の
文
字
構
造
に
よ
れ
ば
、
当
該
璽
印
は
燕
国

の
私
璽
と
判
断
で
き
る
。 

 

前
掲
し
た
十
三
件
の
燕
国
私
璽
は
、
中
国
と
日
本
の
両
国
に
保
存
し
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
お
お
よ
そ
、
出
土
品
（
図
三
）
と
博
物
館
（
文
庫
）
蔵
品

（
図
四
～
図
十
一
と
図
十
五
）
及
び
私
人
蔵
品
（
図
十
二
～
図
十
四
）
の
三

類
が
あ
る
。
燕
国
の
私
璽
と
判
断
す
る
の
は
、
印
鈕
・
印
文
字
の
構
造
・
印

文
の
行
文
格
式
が
そ
の
根
拠
で
あ
る
。
は
っ
き
り
印
文
字
を
読
む
こ
と
が
で

き
る
私
印
は
ほ
と
ん
ど
研
究
者
に
釈
読
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
対
し
こ

こ
に
挙
げ
た
十
三
件
の
燕
国
私
璽
は
お
お
よ
そ
文
字
に
損
缺
が
あ
る
こ
と
が

特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
十
三
件
の
印
文
の
釈
読
に
よ
っ
て
、
燕
国
私
璽

に
「
係
」「
封
」
の
姓
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
、
燕
国
姓
氏
の
研
究
に
役

に
だ
つ
と
考
え
る
。 

 

㈢
吉
語
璽
一
件
（
図
十
六
） 

 

【
図
十
六
】 

出
典
：『
中
国
古
印
図
録
』
（
大
谷
大
学
所
蔵
禿
庵
文
庫
） 

神
田
喜
一
郎
・

野
上
俊
静
（
監
修
）
大
谷
大
学
（
発
行
）
一
九
六
四
年
八
月 

璽
印
番
号
： 

情
報
：
璽
印
番
号
：
一
一
五 

釈
文
：
大
吉
昌
□ 

印
鈕
形
状
：
壇 

大
き

さ
：
一
五
・
〇×

一
四
・
八
mm 

備
考
：
銅
、
鈕
有
紋
（
一
六
六
頁
） 
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按
：
原
釈
文
は
「
大
吉
昌
□
」
四
字
で
あ
る
。「
大
吉
昌
」
三
字
の
釈
読
に
異

見
は
な
い
。
執
筆
者
は
最
後
の
文
字
を
「
内
」
字
と
推
定
す
る
。
『
古
璽
彙

編
』
収
録
の
「
大
吉
昌
内
」
（
番
号
：
四
八
六
六
～
四
八
七
四
）
の
同
文
印
に

は
九
顆
が
あ
る
。
な
お
、
『
天
津
市
芸
術
博
物
館
蔵
古
璽
印
選
』
７
４

に
も
同

文
印
一
顆
を
収
載
し
、
当
該
璽
印
と
と
も
に
印
体
の
周
り
に
飾
り
紋
が
あ
る
。

「
昌
」
字
と
「
内
」
字
は
燕
国
独
特
の
文
字
構
造
が
見
ら
れ
る
の
で
、
当
該

璽
印
を
燕
国
の
吉
語
璽
と
判
断
す
る
。 

な
お
、
『
陶
文
図
録
』
７
５

に
「
大
吉
昌
内
」
（
番
号
：
四
・
二
一
〇
・
四
）

の
陶
文
印
跡
が
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
一
群
の
吉
語
璽
印
の
用
途
の
一
つ

と
し
て
陶
器
へ
の
捺
印
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。 

 

第
二
節 

燕
国
陶
文
印
跡
七
件 

  

本
節
は
燕
国
陶
文
印
跡
七
件
を
集
め
た
。
う
ち
二
件
（
夾
砂
紅
陶
一
件

〈
図
十
七
〉
、
灰
陶
一
件
〈
図
十
八
〉
）
は
天
津
市
武
清
区
高
村
郷
蘭
城
村
の

賈
永
輝
氏
の
個
人
蔵
品
で
あ
る
。
正
式
な
考
古
出
土
で
は
な
い
が
、
そ
の
地

元
の
戦
国
遺
跡
で
賈
氏
が
見
つ
け
た
も
の
な
の
で
、
信
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
材
質
に
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
と
も
に
四
角
形
陶
文
印
跡
で
あ
る
。
後

五
件
の
拓
本
は
執
筆
者
の
蔵
品
で
あ
り
、
文
字
構
造
特
徴
及
び
印
跡
文
字
の

内
容
の
行
文
格
式
に
よ
れ
ば
、
本
物
と
し
て
判
断
で
き
る
と
考
え
る
。
管
見

で
は
、「
図
十
九
」
に
同
文
の
陶
文
印
跡
が
あ
る
ほ
か
は
、
今
ま
で
公
開
し
て

な
い
資
料
で
あ
る
。 

 
 

㈠
四
角
形
陶
文
印
跡
二
件
（
図
十
七
～
図
十
八
） 

 

【
図
十
七
・
一
】 

【
図
十
七
・
二
】 

出
典
：
一
九
九
二
年
秋
、
天
津
市
武
清
区
高
村
郷
蘭
城
村
の
賈
永
輝
氏
が
蘭

城
村
の
東
の
養
魚
池
の
辺
り
で
採
集
し
た
陶
片
で
あ
る
。 

情
報
：
夾
砂
紅
陶
、
縄
紋
付
き
、
方
形
印
跡
。
拓
本
の
図
版
は
原
寸
で
あ
る
。 

按
：
当
該
印
跡
が
付
く
陶
片
は
賈
永
輝
氏
の
個
人
蔵
品
で
あ
る
。
二
〇
一
五

年
二
月
六
日
、
執
筆
者
は
賈
氏
の
許
可
を
得
て
写
真
を
撮
っ
た
。
な
お
、
賈

氏
よ
り
拓
本
二
枚
も
ら
っ
た
。
陶
片
は
夾
砂
紅
陶
で
、
硬
さ
が
よ
り
固
そ
う

に
見
え
る
。
表
面
は
縄
紋
と
文
字
が
付
く
面
で
あ
り
（
図
十
七
・
二
参
照
）、

そ
の
裏
面
に
炭
灰
類
物
質
が
見
ら
れ
る
。 

 

四
角
形
の
印
面
に
陰
文
の
印
跡
文
字
が
見
ら
れ
、
模
写
す
る
と
「

」

の
と
お
り
で
あ
る
。
文
字
構
造
か
ら
見
れ
ば
、『
古
璽
彙
編
』
の
（
番
号
：
三

二
六
六
「

」
）
と
同
字
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
の
で
、
当
該
文
字
を

「
𤅳
」
字
と
隷
定
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
「
𤅳
」
字
に
つ
い
て
は
、
『
集

韻
』
入
声
質
韻
壁
吉
切
に
類
似
字
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
「

𧤅
、
説
文
羌

人
所
吹
角
屠

以
驚
馬
也
。
或
省
俗
作
𧤅
、
非
是
。
」
で
あ
り
、
ま
た
一
つ

は
「
𤅳
㳼
滭
、
泉
沸
也
。
或
省
亦
从
畢
。
」
で
あ
る
。
『
集
韻
』
に
見
え
る

「

」
字
に
『
説
文
解
字
』
を
引
用
し
た
と
記
載
し
て
い
る
が
、
『
説
文
解

字
』
に
見
な
い
文
字
で
あ
る
。
引
用
し
た
内
容
に
よ
れ
ば
、『
説
文
解
字
』
に

類
字
の
「
𧥑
」
字
が
見
ら
れ
、
「

羌
人
所
吹
角
屠

以
驚
馬
也
。
从
角

声
。

古
文
誖
字
。
𤰞
吉
の
切

」
７
６

と
見
え
る
。
朱
徳
煕
氏
は
「

」
字
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を
「
渤
」
字
の
異
体
字
と
推
定
す
る
。
７
７

後
に
な
っ
て
、
湯
餘
惠
氏
は
直
接

「

」
字
と
読
ん
で
い
る
。
７
８

何
琳
儀
氏
は
「

」
字
と
釈
読
し
て
、

「
勃
」
字
を
読
む
と
推
定
し
な
が
ら
、
晋
璽
と
し
て
判
断
し
た
７
９

。
ま
た
呉

振
武
氏
は
「

」
字
を
「
渤
」
字
と
釈
読
す
る
説
も
あ
る
。
８
０ 

 

執
筆
者
は
当
該
陶
文
を
燕
国
陶
文
印
跡
と
判
断
す
る
。
釈
読
の
面
で
は
、

「

（

）
」
字
と
隷
定
し
、
何
琳
儀
氏
の
「
勃
」
字
説
に
従
う
。
『
古
璽

彙
編
』
（
番
号
：
三
二
六
六
「

」
）
を
参
照
す
れ
ば
、
「
渤
」
字
を
人
名
の

「
姓
」
と
し
て
考
え
る
。
『
春
秋
左
伝
』
僖
公
二
十
五
年
に
「
寺
人
勃
鞮
」
が

見
ら
れ
る
。
な
お
、
「

」
字
と
「

」
字
の
「
戈
」
部
は
と
も
に

「

」
の
文
字
構
成
で
、
著
し
い
燕
国
文
字
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
で

（
第
一
章
三
三
頁
「
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
（
偏
旁
部
首
類
）
㊲
参

照
）
、
『
古
璽
彙
編
』
の
番
号
：
三
二
六
六
及
び
こ
の
陶
文
は
燕
国
の
遺
品
と

判
断
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
何
琳
儀
氏
が
『
古
璽
彙
編
』
の
番
号
：
三
二

六
六
を
「
晋
璽
」
と
す
る
判
断
は
成
立
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

【
図
十
八
・
一
】 

【
図
十
八
・
二
】 

出
典
：
二
〇
〇
一
年
五
月
二
十
七
日
午
後
、
天
津
市
武
清
区
高
村
郷
蘭
城
村

南
の
戦
国
遺
跡
の
辺
り
で
蘭
城
村
の
賈
永
輝
氏
が
拾
っ
た
も
の
で
あ
り
、
今

は
賈
永
輝
氏
の
個
人
蔵
品
で
あ
る
。 

情
報
：
灰
陶
、
四
角
形
の
印
跡
は
残
欠
し
て
い
る
容
器
の
外
底
部
に
あ
り
、

拓
本
は
原
寸
で
あ
る
。 

按
：
考
古
出
土
品
で
は
な
い
が
、
信
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
拓
本
に
よ
れ

ば
、
当
該
陶
文
印
跡
の
文
字
を
「
臣

」
二
字
と
釈
読
で
き
る
と
考
え
る

（
「

」
字
は
第
四
章
の
「

」
字
と
同
じ
）
。「
臣
」
字
に
つ
い
て
は
、『
説

文
解
字
』
に
「
牽
也
。
事
君
也
。
象
屈
服
之
形
。
凡
臣
之
属
、
皆
从
臣
。
植

隣
切

」
と
見
え
る
。
『
古
璽
彙
編
』
の
番
号
：
〇
八
九
一
（
肖
臣
）
、
一
二
二

二
（
喬
臣
）
に
「
臣
」
字
の
用
例
が
見
え
る
。
と
も
に
人
名
の
用
字
と
し
て

用
い
て
い
る
。
「

」
字
は
燕
国
璽
印
及
び
陶
文
印
跡
に
頻
出
す
る
文
字
で

あ
る
が
、
現
段
階
の
資
料
範
囲
で
執
筆
者
は
未
釈
文
字
と
す
る
。
詞
性
面
に

は
動
詞
と
し
て
考
え
て
い
る
。
８
１

類
似
印
文
の
璽
印
は
「
魯

」（
『
古
璽

彙
編
』
番
号
：
五
五
六
六
』）
と
「
斉

」（
『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
五
五
八

二
）
が
参
考
に
な
る
。
「

」
字
は
燕
国
以
外
に
、
同
時
代
の
他
国
に
見
な

い
文
字
構
造
で
あ
る
の
で
、
当
該
器
物
は
燕
器
と
判
断
で
き
る
。 

 

こ
の
二
件
の
燕
国
陶
文
印
跡
は
非
常
に
珍
し
い
、「
図
十
七
」
の
よ
う
な
二

セ
ン
チ
ほ
ど
の
単
字
印
跡
は
よ
り
貴
重
で
あ
る
。
「
図
十
八
」
の
陶
文
印
跡
の

文
字
を
璽
印
文
字
に
照
ら
す
こ
と
で
、「

（
渤
）」
字
を
人
名
の
「
姓
」
と

判
断
す
る
証
拠
を
提
示
し
た
。
な
お
、
印
跡
に
見
え
る
「

」
字
に
は
、
今

の
段
階
で
釈
読
保
留
で
あ
る
が
、
執
筆
者
の
動
詞
説
（
第
一
章
参
照
）
の
ま

た
一
つ
の
旁
証
と
な
る
。 

 

㈡
長
細
形
陶
文
印
跡
六
件 

  
【
図
十
九
】 

出
典
：
陶
文
印
跡
の
拓
本
は
執
筆
者
の
蔵
品
で
あ
る
。 
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情
報
：
陶
文
印
跡
の
拓
本
は
原
寸
で
、
そ
の
他
に
関
す
る
情
報
は
一
切
な
し
。 

按
：
当
該
陶
文
印
跡
の
拓
本
は
二
〇
一
三
年
に
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

出
土
地
な
ど
に
関
す
る
情
報
は
不
詳
で
あ
る
。
印
跡
文
字
を
「
匋
攻
昌
」
三

字
と
釈
読
す
れ
ば
、
問
題
な
い
と
考
え
る
。
「
匋
」
字
は
即
ち
「
陶
」
字
で
あ

り
、
「
攻
」
字
は
即
ち
「
工
」
字
で
あ
り
、
「
匋
攻
」
二
字
は
「
陶
工
」
二
字

と
読
み
、
陶
器
を
制
作
す
る
工
匠
を
指
す
。
よ
っ
て
「
昌
」
字
は
陶
器
製
作

し
た
工
匠
の
名
と
推
定
す
る
。「
匋
攻
某
」
の
長
細
形
印
跡
が
付
く
陶
片
は
、

戦
国
時
代
の
燕
国
故
地
よ
り
数
多
く
出
土
し
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、

「
昌
」
で
あ
る
陶
工
の
名
は
燕
国
の
三
つ
の
印
跡
（
有
紀
年
類
・
無
紀
年

類
）
が
並
ぶ
燕
国
陶
文
印
跡
に
も
見
え
な
い
（
第
三
章
参
照
）。
陶
器
に
捺
印

し
た
長
細
形
の
印
跡
の
存
在
は
燕
国
陶
文
の
著
し
い
特
徴
で
あ
る
。「
昌
」
字

の
文
字
構
造
と
「
匋
攻+

名
」
の
行
文
格
式
及
び
当
該
陶
文
印
跡
と
同
文
で
あ

る
『
古
陶
文
彙
編
』
の
番
号
：
四
・
七
八
、
四
・
七
九
参
照
か
ら
、
当
該
陶

文
を
燕
国
の
文
字
と
判
断
す
る
。 

 

【
図
二
十
】 

出
典
：
陶
文
印
跡
の
拓
本
は
執
筆
者
の
蔵
品
で
あ
る
。 

情
報
：
陶
文
印
跡
の
拓
本
は
原
寸
で
、
他
に
関
す
る
情
報
は
一
切
な
し
。 

按
：
当
該
陶
文
印
跡
の
拓
本
は
二
〇
一
三
年
に
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

出
土
地
な
ど
に
関
す
る
情
報
は
不
詳
で
あ
る
。
執
筆
者
は
陶
文
印
跡
を
「
匋

攻
依
」
三
字
と
読
む
。
そ
の
「
匋
攻
」
は
す
な
わ
ち
「
陶
工
」
二
字
で
あ
る

（
本
節
の
「
図
十
九
」
参
照
）。
「
依
」
字
に
つ
い
て
は
、『
歩
黟
堂
藏
戦
国
陶

文
遺
珍
』
８
２

に
同
文
印
跡
及
び
「
依
」
字
の
文
字
構
造
が
見
ら
れ
る
が
、
唐

存
才
氏
は
「
喪
」
字
と
釈
読
し
て
い
る
。
「
外
衣
内
人
」
の
文
字
構
造
で
、

「
依
」
字
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。「
依
」
字
は
陶
器
を
制
作
し
た

陶
工
（
工
匠
）
の
名
と
推
定
す
る
。「
匋
攻
依
」
三
字
の
右
に
あ
る
丸
の
痕
跡

は
燕
国
陶
器
に
頻
出
し
て
い
る
「
乳
釘
紋
」
で
あ
る
。「
乳
釘
紋
」
の
用
途
は

ま
だ
ま
だ
判
明
し
て
な
い
の
が
研
究
現
状
で
あ
る
。「
乳
釘
紋
」
が
付
く
陶
片

か
ら
見
れ
ば
、
乳
釘
の
並
び
に
は
、
上
下
二
段
と
横
一
列
の
二
種
が
あ
る
。

そ
し
て
長
細
形
の
印
跡
は
乳
釘
の
両
端
あ
る
い
は
一
端
に
捺
さ
れ
る
特
徴
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
長
細
形
印
跡
が
捺
さ
れ
る
「
乳
釘
紋
」
に
も
左
或
は

右
の
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
于
軍
氏
の
指
摘
し
た
と
お
り
、
三
つ
の
印

跡
の
間
に
は
、
往
々
に
し
て
乳
釘
紋
或
は
円
圏
紋
が
飾
ら
れ
、
そ
の
用
途
は

ま
だ
判
ら
な
い
が
、
一
つ
確
認
で
き
る
の
は
、
乳
釘
紋
と
円
圏
紋
に
は

「
左
・
右
」
の
区
別
、
即
ち
「
左
陶
」
に
属
す
る
も
の
は
均
し
く
円
圏
紋
で

あ
り
、
「
右
陶
」
に
属
す
る
も
の
は
均
し
く
乳
釘
紋
で
あ
る
。
）
。
８
３

本
件
は

凸
類
「
乳
釘
紋
」
の
残
欠
と
判
断
す
る
。「
乳
釘
紋
」
と
長
細
形
の
印
跡
文
字

及
び
「
匋
攻+

名
（
匋
攻
某
）
」
の
行
文
格
式
に
よ
れ
ば
、
当
該
陶
文
を
燕
国

の
遺
品
と
判
断
で
き
る
。 

 

【
図
二
十
一
】 

出
典
：
陶
文
印
跡
の
拓
本
は
執
筆
者
の
蔵
品
で
あ
る
。 

情
報
：
陶
文
印
跡
の
拓
本
は
原
寸
で
、
他
に
関
す
る
情
報
は
一
切
な
し
。 

按
：
当
該
陶
文
印
跡
の
拓
本
は
二
〇
一
三
年
に
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

出
土
地
な
ど
に
関
す
る
情
報
は
不
詳
で
あ
る
。
「
倈
」
字
に
つ
い
て
は
、
「
左

人
右
來
」
の
文
字
構
造
で
あ
り
、
研
究
者
に
よ
っ
て
、
釈
読
は
異
な
る
が
、
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執
筆
者
は
「
倈
」
字
説
に
従
う
（
第
四
章
四
節
〈
「

」「

」
二
字
の
釈
読

に
お
け
る
彙
総
表
〉
参
照
）
。
「
𢽍
」
字
は
「
左
攴
（
文
）
右
告
」
の
文
字
構

造
で
燕
国
の
陶
文
印
跡
に
頻
出
し
て
い
る
。
執
筆
者
は
印
跡
文
字
の
内
容
を

「
倈
𢽍
敀
□
」
の
四
字
と
隷
定
し
、「
勑
𢽍
迫
□
」
四
字
と
読
む
。
第
三
字
は

残
欠
し
て
い
る
が
、
類
似
陶
文
印
跡
「
倈
某
敀
某
」
の
特
有
行
文
格
式
を
参

照
す
れ
ば
、「
敀
」
字
と
推
定
で
き
る
。「
倈
（
勑
）」
字
は
、
三
璽
併
用
燕
国

陶
文
に
あ
っ
て
は
「
た
だ
す
」
の
意
味
と
推
定
す
る
。
「
敀
」
は
、
『
説
文
解

字
』
に
「
迫
、
近
也
。
」
と
見
え
る
。
こ
こ
で
は
「
せ
ま
る
。
ち
か
づ
く
。
」

を
意
味
す
る
。
「

」
字
と
「

」
字
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
に
よ
っ
て
、

釈
読
は
異
な
る
が
、
執
筆
者
は
「
敀
」
字
及
び
「
倈
」
字
説
に
従
う
（
第
三

章
一
二
三
～
一
二
四
頁
「

」
「

」
二
字
の
釈
読
に
お
け
る
彙
総
表
参
照
）
。

な
お
、
「

」
字
は
工
匠
名
と
し
て
、
燕
国
有
紀
年
類
陶
文
中
の
十
六
年
か

ら
十
九
年
の
間
に
、
「
倈
」
の
職
分
と
し
て
頻
出
す
る
特
徴
が
あ
り
（
第
三
章

一
一
四
頁
燕
国
有
紀
年
陶
文
彙
総
表
〈
表
一
〉
）
、
文
字
構
造
面
に
よ
れ
ば
、

「
𢽍
」
字
と
釈
読
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、「
倈
某
敀
某
」
の
行
文
格

式
は
燕
国
陶
文
に
用
例
が
多
く
、
三
つ
の
印
跡
と
並
ん
で
い
る
特
徴
は
同
時

代
の
他
国
に
見
な
い
。
当
該
印
跡
の
右
に
「
乳
釘
紋
」
が
見
え
る
。
長
細
形

の
印
跡
と
「
倈
某
敀
某
」
の
行
文
格
式
及
び
「
乳
釘
紋
」
か
ら
み
て
、
燕
国

の
陶
文
印
跡
と
判
断
で
き
る
。 

 

【
図
二
十
二
】 

出
典
：
陶
文
印
跡
の
拓
本
は
執
筆
者
の
蔵
品
で
あ
る
。 

情
報
：
陶
文
印
跡
の
拓
本
は
原
寸
で
、
他
に
関
す
る
情
報
は
一
切
な
し
。 

按
：
当
該
陶
文
印
跡
の
拓
本
は
二
〇
一
三
年
に
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

出
土
地
な
ど
に
関
す
る
情
報
は
不
詳
で
あ
る
。
印
跡
文
字
を
「
□
年
十
月
左

匋
□
」
の
七
字
と
釈
読
す
る
。「
紀
年
月
」
の
陶
文
は
印
跡
三
つ
が
並
ん
で
い

る
特
徴
が
あ
る
（
『
古
陶
文
彙
編
』
番
号
：
四
・
一
～
四
・
六
参
照
）
。
ま
た

「
紀
年
月
」
類
陶
文
に
関
す
る
論
説
は
、
第
四
章
参
照
。
文
字
構
造
面
で
は
、

「
上
禾
下
土
」
構
造
の
「
年
」
字
及
び
「
左
」
字
に
燕
国
文
字
独
特
の
文
字

構
造
が
見
ら
れ
る
（
第
一
章
二
八
頁
「
燕
国
璽
印
特
殊
文
字
字
形
表
一
（
文

字
類
）
⑨
⑯
」
参
照
）
。
そ
し
て
、
「
紀
年
月
＋
左
匋
…
…
」
の
行
文
構
造
と

と
も
に
、
当
該
陶
文
印
跡
が
燕
国
の
遺
品
と
判
断
す
る
。 

 

【
図
二
十
三
】 

出
典
：
陶
文
印
跡
の
拓
本
は
執
筆
者
の
蔵
品
で
あ
る
。 

情
報
：
陶
文
印
跡
の
拓
本
は
原
寸
で
、
他
に
関
す
る
情
報
は
一
切
な
し
。 

按
：
当
該
陶
文
印
跡
の
拓
本
は
二
〇
一
三
年
に
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

出
土
地
な
ど
に
関
す
る
情
報
は
不
詳
で
あ
る
。
文
字
は
捺
印
し
た
印
跡
文
字

で
、
二
行
が
あ
る
。
そ
の
右
の
一
行
は
「
左
匋𪱛

…
…
」
の
内
容
で
あ
り
、

左
の
一
行
は
「
左
匋
倈
湯
敀
国
…
…
」
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「

」
字
が
付

い
て
い
る
陶
文
印
跡
に
は
、「
紀
年
月
」
の
内
容
を
見
ず
、
印
跡
三
つ
が
並
ん

で
い
る
特
徴
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
件
の
印
跡
は
三
つ
の
う
ち
一
つ
が
欠

け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
二
行
の
印
跡
文
字
の
左
に
は
「
乳
釘
紋
」

が
見
ら
れ
る
。「
乳
釘
紋
」
に
は
「
凹
凸
」
二
類
が
あ
り
、
そ
の
数
も
一
～
十

顆
あ
っ
て
等
し
く
な
い
（
本
節
図
二
十
参
照
）
。
本
件
は
そ
の
う
ち
の
凹
類
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「
乳
釘
紋
」
と
判
断
で
き
る
。「
左
」
字
と
「
国
」
字
の
文
字
構
造
及
び
印
跡

内
容
に
よ
れ
ば
、
燕
国
陶
文
印
跡
の
「
無
紀
年
」
類
陶
文
と
判
断
で
き
る

（
第
三
章
一
一
五
頁
〈
燕
国
無
紀
年
長
細
形
三
璽
併
用
陶
文
印
跡
彙
総
表
〉

参
照
）。 

 

お
わ
り
に 

本
章
は
燕
国
璽
印
十
六
件
、
す
な
わ
ち
官
璽
二
件
、
私
璽
十
三
件
、
吉
語

璽
一
件
及
び
陶
文
印
跡
七
件
（
七
件
の
内
訳
は
四
角
形
印
跡
二
件
、
長
細
形

印
跡
五
件
に
つ
い
て
、
そ
の
文
字
構
造
の
特
徴
と
内
容
の
行
文
格
式
に
関
し

て
検
討
し
た
。
こ
れ
ら
十
六
件
中
に
は
、
伝
世
文
献
資
料
の
再
検
討
が
必
要

に
な
っ
た
も
の
も
あ
る
し
、
初
め
て
公
開
し
た
資
料
も
あ
る
。
以
上
の
検
討

結
果
か
ら
、
下
記
の
新
知
見
が
得
ら
れ
た
。 

（
壱
）
燕
国
職
官
璽
に
あ
る
「
司
鑪
」
の
職
官
は
「
大
司
鑪
」
と
「
外
司

鑪
」
の
区
別
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
「
司
鑪
」
の
職
官
名

は
長
細
形
璽
印
に
あ
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
四
角
形
職
官
印
に
も
存
在
し
て

い
る
。「
大
司
鑪
」
の
職
官
名
は
今
ま
で
見
な
い
の
で
、
燕
国
の
出
土
及
び
伝

世
文
献
の
不
足
を
補
う
こ
と
で
き
る
と
考
え
る
。 

（
弐
）
飾
り
筆
文
字
は
燕
国
私
璽
だ
け
で
は
な
く
、
職
官
類
用
璽
の
長
細

形
璽
印
に
も
用
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

（
参
）
伝
世
文
献
に
あ
る
残
欠
の
私
璽
の
釈
読
に
よ
っ
て
、
燕
国
私
璽
に

「
係
」「
封
」
の
姓
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
燕
国
姓
氏
の
研
究
に
役
立
つ

と
考
え
る
。 

（
肆
）
「
図
一
」
の
跋
文
の
末
に
あ
る
落
款
印
の
釈
読
に
よ
っ
て
、
論
考
者

で
あ
る
徐
同
柏
氏
の
誕
生
年
月
日
は
詳
し
は
「
乾
隆
乙
未
十
二
月
弐
十
日
」

で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

  

参
考
文
献
： 

『
説
文
解
字
』
許
慎 

中
華
書
局
出
版 

一
九
六
三
年
十
二
月
第
一
版 

『
燕
文
字
編
』
王
愛
民 

吉
林
大
学
碩
士
学
位
論
文 

二
〇
一
〇
年
四
月 

『
燕
下
都
』（
上
下
）
河
北
省
文
物
研
究
所 

河
北
省
文
物
出
版
社 

一
九
九

六
年
八
月 

『
芸
林
月
刊
』
第
八
十
五
期 

天
津
市
古
籍
書
店
、
一
九
九
三
年
五
月 

『
朱
徳
煕
古
文
字
論
集
』
裘
錫
圭
・
李
家
浩
（
整
理
） 

中
華
書
局 

一
九

九
五
年
二
月 

『
書
道
講
座
６
篆
刻
』
西
川
寧 

二
玄
社 

一
九
七
三
年
二
月 

『
中
国
歴
代
貨
幣
大
系
』
馬
飛
海
（
総
主
編
）
上
海
人
民
出
版
社 

一
九
八

八
年
四
月 

『
于
省
吾
教
授
誕
辰
一
〇
〇
周
年
紀
念
文
集
』
吉
林
大
学
古
文
字
研
究
室
編 

吉
林
大
学
出
版
社 

一
九
九
六
年
九
月 

『
戦
国
文
字
通
論
』
何
琳
儀 

中
華
書
局 

一
九
八
九
年
四
月 

『
戦
国
文
字
通
論(

訂
補)

』
何
琳
儀 

江
蘇
教
育
出
版
社 

二
〇
〇
三
年
一
月 

『
戦
国
古
文
字
典
』
何
琳
儀 

中
華
書
局 

一
九
九
八
年
九
月 

『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』
陳
光
田 

岳
麓
書
社 

二
〇
〇
九
年
五
月 

『
戦
国
璽
印
分
域
編
』
荘
新
興 

上
海
書
店
出
版
社 

二
〇
〇
一
年
十
月 

『
戦
国
文
字
編
』
湯
餘
惠 

福
建
人
民
美
術
出
版
社 

二
〇
〇
一
年
十
二
月 
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『
双
剣
誃
古
器
物
図
録
』
于
省
吾 

中
華
書
局 

二
〇
〇
九
年
四
月 

「
戦
国
古
璽
考
釋
十
種
」
石
志
廉
『
中
国
歴
史
博
物
館(

館
刊)

総
第
二
期
』

文
物
出
版
社 

一
九
八
〇
年
九
月 

「
略
論
戦
国
文
字
形
体
研
究
中
的
幾
個
問
題
」
湯
余
恵
『
古
文
字
研
究
』（
第

十
五
輯
） 
中
華
書
局 

一
九
八
六
年
六
月 

『
古
璽
通
論
』
曹
錦
炎 

上
海
書
畫
出
版
社 

一
九
九
六
年
三
月 

『
古
璽
彙
編
』
故
宮
博
物
院
編
（
羅
福
頤
主
編
）
文
物
出
版
社 

一
九
八
一

年
十
一
月 

『
古
璽
文
編
』
羅
福
頤
主
編 
文
物
出
版
社 

一
九
八
一
年
十 

月 

『
「
古
璽
彙
編
」
校
訂
』
呉
振
武 
人
民
美
術
出
版
社 

二
〇
一
一
年
十
一
月 

 

『
古
陶
文
彙
編
』
高
明
（
編
著
）
北
川
博
邦
（
翻
訳
） 

中
国
北
京
・
中
華

書
局+

日
本
・
東
方
書
店 

一
九
八
九
年
五
月 

『
方
寸
乾
坤
』
（
浙
江
省
博
物
館
典
蔵
大
系
）
駱
堅
群
（
主
編
） 

浙
江
古
籍

出
版
社 

二
〇
〇
九
年
十
一
月 

『
璽
印
』
（
故
宮
博
物
院
蔵
文
物
珍
品
大
系
）
鄭
珉
中
（
主
編
） 

上
海
科
学

技
術
出
版
社
・
商
務
印
書
館(

香
港) 

二
〇
〇
八
年
七
月 

『
戦
国
題
銘
与
工
官
制
度
』
董
珊 

博
士
研
究
生
学
位
論
文 

二
〇
〇
二
年

五
月 

『
二
十
世
紀
出
土
璽
印
集
成
』
周
曉
陸
（
主
編
） 

中
華
書
局 

二
〇
一
〇

年
一
月 

『
上
海
博
物
館
蔵
印
選
』
上
海
書
画
出
版
社
（
編
） 

上
海
書
画
出
版
社 

一
九
七
九
年
八
月 

『
先
秦
璽
印
図
説
』
徐
暢 

文
物
出
版
社 

二
〇
〇
九
年
一
月 

「
戦
国
紛
争
・
五
系
分
域
（
簡
説
戦
国
璽
印
的
分
域
和
分
類
）」
徐
暢 

『
古

璽
聚
珍
（
中
国
書
法
二
〇
一
二
年
十
一
月
贈
）』
中
国
書
法
雑
誌
社 

二
〇

一
二
年
十
一
月 

『〈
古
璽
文
編
〉
校
定
』
呉
振
武 

人
民
美
術
出
版
社 

二
〇
一
一
年
十
一
月 

『
中
国
書
道
文
化
辞
典
』
西
林
昭
一 

柳
原
出
版
社 

二
〇
〇
九
年
六
月
十

五
日 

『
中
国
古
文
字
研
究
（
第
一
輯
）』
吉
林
大
学
古
文
字
研
究
室
編 

吉
林
大
学

出
版
社 

一
九
九
九
年
六
月 

『
中
国
古
文
字
学
通
論
』
高
明 

北
京
大
学
出
版
社 

一
九
九
六
年
六
月 

『
中
国
歴
代
貨
幣
大
系
』（Ⅰ

先
秦
貨
幣
）
馬
飛
海
（
総
主
編
）
汪
慶
正
（
主

編
）
馬
承
源
（
審
校
） 

上
海
人
民
出
版
社 

一
九
八
八
年
四
月 

『
中
国
璽
印
類
編
』
小
林
斗
盦 

二
玄
社 

一
九
九
六
年
二
月 

『
中
国
古
印
図
録
』（
大
谷
大
学
所
蔵
禿
庵
文
庫
） 

神
田
喜
一
郎
・
野
上
俊

静
（
監
修
）
大
谷
大
学
（
発
行
）
一
九
六
四
年
八
月 

『
吉
林
出
土
古
代
官
印
』
張
英
張
英
（
任
萬
挙
・
羅
顕
清
）
文
物
出
版
社 

一
九
九
二
年
十
月 

『
周
叔
弢
先
生
捐
献
璽
印
選
』
天
津
市
芸
術
博
物
館
編 

天
津
人
民
美
術
出

版
社 

一
九
八
四
年
三
月 

『
陶
文
図
録
』
王
恩
田 

斉
魯
書
社 

二
〇
〇
六
年
六
月 

『
中
国
戦
国
時
代
の
美
術
』
編
集
・
発
行
：
大
阪
市
立
美
術
館 

平
成
三
年

十
月
八
日
発
行 

『
金
文
釈
読
與
文
明
探
索
』
趙
平
安 

上
海
古
籍
出
版
社 

？
年
？
月 

『
歩
黟
堂
藏
戦
国
陶
文
遺
珍
』
唐
存
才 

上
海
書
画
出
版
社 

二
〇
一
三
年
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注
： 

 
１ 
『
古
璽
彙
編
』
故
宮
博
物
院
編
（
羅
福
頤
主
編
）
文
物
出
版
社 

一
九
八
一
年
十
一
月 

論
文
に
再
出
し
た
箇
所
に
書
籍
名
と
璽
印
番
号
だ
け
を
提
示
す
る
こ
と
。 

２ 

『
古
陶
文
彙
編
』
高
明
（
編
著
）
北
川
博
邦
（
翻
訳
） 

中
国
北
京
・
中
華
書
局+

日

本
・
東
方
書
店 

一
九
八
九
年
五
月 

論
文
に
再
出
し
た
箇
所
に
書
籍
名
と
陶
文
拓
本

の
番
号
だ
け
を
提
示
す
る
こ
と
。 

３ 

『
陶
文
図
録
』
王
恩
田 

斉
魯
書
社 

二
〇
〇
六
年
六
月 

４ 

な
お
、
跋
文
の
末
に
あ
る
落
款
印
「
嘉
興
徐
大
椿
字
春
甫
号
寿
臧
又
号
籀
荘
□
乾
隆
乙

未
十
二
月
弐
十
日
生
家
□
…
…
」
の
内
容
に
よ
っ
て
、
論
考
者
の
徐
同
柏
氏
の
詳
し
い

誕
生
年
月
日
は
「
乾
隆
乙
未
十
二
月
弐
十
日
」
で
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
。 

５ 

『
芸
林
月
刊
』
第
八
十
五
期 

天
津
市
古
籍
書
店
、
一
九
九
三
年
五
月 

６ 

西
林
昭
一
『
中
国
書
道
文
化
辞
典
』
柳
原
出
版
社 

二
〇
〇
九
年
六
月
十
五
日
第
一
刷 

四
七
〇
頁
「
徐
同
柏
」
六
四
九
頁
「
張
廷
済
」
参
照
。 

７ 

呉
振
武
「
釈
雙
剣
誃
旧
蔵
燕
〈
外
司
聖
鍴
〉
璽
」『
于
省
吾
教
授
誕
辰
一
〇
〇
周
年
紀

念
文
集
』
吉
林
大
学
出
版
社 

一
九
九
六
年
九
月 
一
六
二
～
一
六
五
頁
参
照
。 

８ 

陳
光
田
『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』
岳
麓
書
社 

二
〇
〇
九
年
五
月 

〇
九
〇
～
〇
九
一 

 

 

頁 

９ 

于
省
吾
『
双
剣
誃
古
器
物
図
録
』
中
華
書
局 

二
〇
〇
九
年
四
月 

一
三
五
～
一
三
六 

 

 

頁 

１
０ 

西
川
寧
『
書
道
講
座
６
篆
刻
』
二
玄
社 

一
九
七
三
年
二
月 

 

１
１ 

石
志
廉
「
戦
国
古
璽
考
釋
十
種
」
『
中
国
歴
史
博
物
館(

館
刊)

総
第
二
期
』
文
物
出 

版
社 

一
九
八
〇
年
九
月 

一
一
三
頁 

１
２ 

湯
余
恵
「
略
論
戦
国
文
字
形
体
研
究
中
的
幾
個
問
題
」『
古
文
字
研
究
』（
第
十
五

輯
） 

中
華
書
局 

一
九
八
六
年
六
月 

六
六
頁 

１
３ 

曹
錦
炎
『
古
璽
通
論
』
上
海
書
畫
出
版
社 

一
九
九
六
年
三
月 

八
四
頁 

１
４ 

駱
堅
群
（
主
編
）『
方
寸
乾
坤
』（
浙
江
省
博
物
館
典
蔵
大
系
）』
浙
江
古
籍
出
版
社 

二
〇
〇
九
年
十
一
月 

〇
二
九
頁 

１
５ 

鄭
珉
中
（
主
編
）『
璽
印
』（
故
宮
博
物
院
蔵
文
物
珍
品
大
系
）
上
海
科
学
技
術
出
版

社
・
商
務
印
書
館(

香
港)

 

二
〇
〇
八
年
七
月 

十
八
頁 

１
６ 

董
珊
『
戦
国
題
銘
与
工
官
制
度
』
博
士
研
究
生
学
位
論
文 

二
〇
〇
二
年
五 

月 

第
四
節
燕
国
陶
文
和
璽
印 

参
照 

 

１
７ 

徐
暢
『
先
秦
璽
印
図
説
』
文
物
出
版
社 

二
〇
〇
九
年
一
月 

四
一
〇
頁 

１
８ 

周
曉
陸
『
二
十
世
紀
出
土
璽
印
集
成
』
中
華
書
局 

二
〇
一
〇
年
一
月 

六
〇
頁 

１
９ 

何
琳
儀
『
戦
国
文
字
通
論
』
中
華
書
局 

一
九
八
九
年
四
月 

九
九
頁 

２
０ 

何
琳
儀
『
戦
国
文
字
通
論(

訂
補)

』
江
蘇
教
育
出
版
社 

二
〇
〇
三
年
一
月 

一
〇

八
頁 

２
１ 

何
琳
儀
『
戦
国
古
文
字
典(

戦
国
文
字
声
系)

』
中
華
書
局 

一
九
九
八
年
九
月 

九

一
三
頁
「
外
」
及
び
一
〇
二
八
頁
「
鍴
」
字
参
照
。 

２
２ 

①
羅
福
頤
氏
は
『
古
璽
彙
編
』
に
「

」
と
釈
読
し
て
い
る
。 

②
湯
餘
惠
氏
は

「

」
を
釈
読
し
て
、「
獻
」
字
と
読
ん
で
い
る
。
湯
餘
惠
「
略
論
戦
国
文
字
形

体
研
究
中
的
幾
個
問
題｣

『
古
文
字
研
究
』
第
一
五
輯
、
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年

六
月 

五
三
頁
参
照
。」 

２
３

「

」
羅
福
頤
氏
『
古
璽
彙
編
』
及
び
呉
振
武
氏
『「
古
璽
彙
編
」
校
訂
』
に
同
じ

く
「

」
字
と
釈
読
し
て
い
る
。 

２
４ 

羅
福
頤
氏
『
古
璽
彙
編
』
に
「
虍
」
字
と
釈
読
し
て
い
る
。 

２
５ 

石
永
士
・
石
磊
『
燕
下
都
東
周
貨
幣
聚
珍
』（
河
北
省
文
物
研
究
所
編 

一
九
九
六

年
八
月
）
一
六
〇
頁
、
一
七
四
頁 

２
６ 

馬
飛
海
（
総
主
編
）
汪
慶
正
（
主
編
）
馬
承
源
（
審
校
）『
中
国
歴
代
貨
幣
大
系
』

（Ⅰ

先
秦
貨
幣
） 

上
海
人
民
出
版
社 

一
九
八
八
年
四
月 

七
六
一
～
七
六
四
頁 

２
７ 

羅
福
頤
（
主
編
）『
古
璽
彙
編
』
文
物
出
版
社 

一
九
八
一
年
十
二
月 

番
号
：
〇

〇
八
二 

２
８ 

石
志
廉
「
戦
国
古
璽
考
釋
十
種
」
『
中
国
歴
史
博
物
館(

館
刊)

』（
総
第
二
期
）
文
物

出
版
社 

一
九
八
〇
年
九
月 

一
一
三
頁 

２
９ 

湯
余
恵
「
略
論
戦
国
文
字
形
体
研
究
中
的
幾
個
問
題
」『
古
文
字
研
究
（
第
十
五

輯
）』
中
華
書
局 

一
九
八
六
年
六
月 

六
六
頁 

３
０ 

曹
錦
炎
『
古
璽
通
論
』
上
海
書
畫
出
版
社 

一
九
九
六
年
三
月 

 

３
１ 

上
海
書
画
出
版
社
（
編
）『
上
海
博
物
館
蔵
印
選
』
上
海
書
画
出
版
社 

一
九
七
九

年
八 

 
 
 
 
 

月 

一
頁 

３
２ 

徐
暢
「
戦
国
紛
争
・
五
系
分
域
（
簡
説
戦
国
璽
印
的
分
域
和
分
類
）」
『
古
璽
聚
珍

（
中
国
書
法
二
〇
一
二
年
十
一
月
贈
）』
中
国
書
法
雑
誌
社 

二
〇
一
二
年
十
一
月 

一
頁 

３
３ 

中
国
画
学
研
究
会
『
芸
林
月
刊
』
（
第
十
七
期
）
天
津
市
古
籍
書
店 

一
九
三
一
年

九
月 
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３
４ 

董
珊
『
戦
国
題
銘
与
工
官
制
度
』
博
士
研
究
生
学
位
論
文 

二
〇
〇
二
年
五
月 

第

四
節
燕
国
陶
文
和
璽
印 

参
照 

３
５ 
趙
平
安
「
燕
国
長
條
形
陽
文
璽
中
的
所
謂
襯
字
問
題
」『
金
文
釈
読
與
文
明
探
索
』

上
海
古
籍
出
版
社 

二
〇
一
一
年
十
月 

二
三
七
頁 

３
６ 

徐
暢
『
先
秦
璽
印
図
説
』
文
物
出
版
社 

二
〇
〇
九
年
一
月 

一
五
二
頁 

３
７ 

陳
光
田
『
戦
国
璽
印
分
域
研
究
』
岳
麓
書
社 

二
〇
〇
九
年
五
月 

〇
九
〇
頁 

３
８ 

李
家
浩
『
文
史
』
三
三
輯 

一
九
九
一
年 

３
９ 

高
明
『
中
国
古
文
字
学
通
論
』
北
京
大
学
出
版
社 

一
九
九
六
年
六
月 

四
七
〇
頁 

４
０ 

湖
南
省
博
物
館
編
『
湖
南
省
博
物
館
蔵
古
璽
印
集
』
上
海
書
店
出
版 

一
九
九
一
年

六
月 

二
頁
番
号
：
三
参
照
。 

４
１ 

故
宮
博
物
院
編
（
羅
福
頤
主
編
）
『
古
璽
文
編
』
文
物
出
版
社 

一
九
八
一
年
十
月 

二
六
二
頁
「
㳟
」
字
参
照
。 

４
２ 

呉
振
武
『「
古
璽
彙
編
」
校
訂
』
人
民
美
術
出
版
社 

二
〇
一
一
年
十
一
月 

四
九

二
頁
番
号
：
〇
三
二
九
参
照
。 

４
３ 

馮
勝
君
「
戦
国
燕
青
銅
礼
器
銘
文
彙
釈
」『
中
国
古
文
字
研
究
（
第
一
輯
）』
吉
林
大

学
古
文
字
研
究
室
編 

吉
林
大
学
出
版
社 

一
九
九
九
年
六
月 

一
九
〇
頁 

４
４ 

何
琳
儀
『
戦
国
古
文
字
典(

戦
国
文
字
声
系)

』
中
華
書
局 

一
九
九
八
年
九
月 

六

二
二
頁
「
怳
」
字
参
照
。 

４
５ 

湯
餘
惠
『
戦
国
文
字
編
』
福
建
人
民
美
術
出
版
社 

二
〇
〇
一
年
十
二
月 

七
一
〇 

 
 

頁 

４
６

『
燕
下
都
（
上
）』
河
北
省
文
物
研
究
所
編 

文
物
出
版
社 

一
九
九
六
年
八
月 

八

四
一
頁 

４
７

『
燕
下
都
（
下
）』
河
北
省
文
物
研
究
所
編 

文
物
出
版
社 

一
九
九
六
年
八
月 

図

版
一
七
九
（
六
） 

４
８ 

董
珊
氏
の
博
士
研
究
生
学
位
論
文
『
戦
国
題
銘
与
工
官
制
度
』 

二
〇
〇
二
年
五
月 

４
９

「
燕
国
長
條
形
陽
文
璽
印
中
的
所
謂
襯
字
問
題
」
趙
平
安 

『
考
古
與
文
物
』 

二

〇
〇
五
年
増
刊 

５
０

『
金
文
釈
読
與
文
明
探
索
』 

趙
平
安
著 

上
海
古
籍
出
版
社 

二
〇
一
一
年
十
月 

二
三
五
頁 

５
１ 

『
先
秦
璽
印
図
説
』
徐
暢 

文
物
出
版
社 

二
〇
〇
九
年
一
月 

二
一
八
頁
参
照
。 

５
２

『
二
十
世
紀
出
土
璽
印
集
成
』
周
曉
陸
主
編 

中
華
書
局 

二
〇
一
〇
年
一
月 

四

八
頁 

 

５
３ 

拙
稿
「
燕
国
璽
印
研
究
―
長
細
形
璽
印
の
印
文
中
の
〈
鍴
〉
を
中
心
に
―
」『
書
学

書
道
史
研
究
㉕
』
第
二
十
五
号 

書
学
書
道
史
学
会
（
編
集
）
二
〇
一
五
年
十
月 

５
４ 

拙
稿
「
燕
国
長
細
形
一
璽
印
の
釈
読
」『
書
道
学
論
集
（
11
）』（
大
東
文
化
大
学
大

学
院
書
道
学
専
攻
院
生
会
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
六
九
～
七
八
頁
参
照 

５
５ 

「
戰
國
文
字
中
的
市
」
裘
錫
圭
『
考
古
學
報
』 

一
九
八
〇
年
第
三
期 

二
九
一
頁 

５
６ 

『
古
陶
文
彙
編
』
高
明
（
編
著
）
北
川
博
邦
（
翻
訳
） 

中
国
北
京
・
中
華
書
局+

日
本
・
東
方
書
店 

一
九
八
九
年
五 

５
７

『
説
文
解
字
（
附
検
字
）』（
漢
）
許
慎
撰 

中
華
書
局
影
印
本 

中
華
書
局
出
版 

一
九
七
九
年
十
月 

一
五
頁 

５
８

『
古
文
字
構
成
学
』
劉
釗 

著 

福
建
人
民
出
版
社 

二
〇
〇
六
年
一
月 

二
三
頁 

５
９

『
古
文
字
構
成
学
』
劉
釗 

著 

福
建
人
民
出
版
社 

二
〇
〇
六
年
一
月 

三
四
五 

 
 

頁 

６
０

『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組 

文
物
出
版
社 

一
九
七
八
年

十
一
月 

六
八
頁 

６
１

『
古
陶
文
彙
編
』
（
高
明 

中
華
書
局
版
・
訳
者 

北
川
博
邦 

東
方
書
店 

一
九
八
九
年

五
月
）
番
号
四
・
七
、
四
・
二
一
、
四
・
三
一
参
照
。 

６
２

『
燕
下
都
（
上
）
』
河
北
省
文
物
研
究
所
編 

文
物
出
版
社 

一
九
九
六
年
八
月 

二

六
一
頁
（
文
） 

二
六
二
頁
（
図
） 

６
３ 

拙
稿
「
燕
国
璽
印
研
究
―
長
細
形
璽
印
の
印
文
中
の
〈
鍴
〉
を
中
心
に
―
」『
書
学

書
道
史
研
究
㉕
』
第
二
十
五
号 

書
学
書
道
史
学
会
（
編
集
）
二
〇
一
五
年
十
月 

６
４ 

拙
稿
「
燕
国
長
細
形
一
璽
印
の
釈
読
」『
書
道
学
論
集
（
11
）』（
大
東
文
化
大
学
大

学
院
書
道
学
専
攻
院
生
会
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
六
九
～
七
八
参
照 

６
５ 

周
曉
陸
（
主
編
）『
二
十
世
紀
出
土
璽
印
集
成
』 

中
華
書
局 

二
〇
一
〇
年
一 

上
冊
譜
録
第
一
章
一
一
頁
二
―S

Y

―
〇
〇
二
七
参
照
。 

６
６ 

『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
二
五
一
二
に
あ
る
「
騎
」
字
が
参
照
に
な
る
。 

６
７ 

『
古
璽
彙
編
』
番
号
：
三
八
六
六
参
照
。 

６
８ 

『
周
叔
弢
先
生
捐
献
璽
印
選
』
天
津
市
芸
術
博
物
館
編 

天
津
人
民
美
術
出
版
社 

一
九
八
四
年
三
月 

第
七
〇
印 

６
９ 
『
天
津
市
芸
術
博
物
館
蔵
古
璽
印
選
』
李
東
琬 

文
物
出
版
社 

一
九
九
七
年
八
月 

三
頁
右
下 

７
０ 

『
戦
国
古
文
字
典
』(

戦
国
文
字
声
系)

 

何
琳
儀 

中
華
書
局 

一
九
九
八
年
九
月 

 
 

上
冊
八
三
二
頁
「
胼
」
字
参
照
。 
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７
１ 

『
十
鐘
山
房
印
挙
選
』
上
海
書
画
出
版
社 

一
九
八
五
年
十
一
月 

一
一
頁
右
下
印 

影
。 

７
２ 
『
戦
国
古
文
字
典
』(

戦
国
文
字
声
系)

 

何
琳
儀 

中
華
書
局 

一
九
九
八
年
九 

三
四
四
頁
「
絇
」
字
参
照
。 

７
３ 

『
戦
国
璽
印
分
域
編
』
荘
新
興 

上
海
書
店
出
版
社 

二
〇
〇
一
年
十
月 

八
四
頁

番
号
：
四
七
八
参
照 

７
４ 

『
天
津
市
芸
術
博
物
館
蔵
古
璽
印
選
』
李
東
琬 

文
物
出
版
社 

一
九
九
七
年
八
月 

三
六
頁
左
下 

７
５ 

『
陶
文
図
録
』
王
恩
田 
斉
魯
書
社 

二
〇
〇
六
年
六
月 

四
巻
一
七
二
八
頁 

７
６ 

許
慎
（
漢
）『
説
文
解
字
』
中
華
書
局 

一
九
七
九
年
十
月 

九
四
頁 

７
７ 

朱
徳
煕
「
関
於
侯
馬
盟
書
的
幾
点
補
釈
」
朱
徳
煕
（
著
）
裘
錫
圭
・
李
家
浩
（
整

理
）『
朱
徳
煕
古
文
字
論
集
』
中
華
書
局 

一
九
九
五
年
二
月 

五
七
頁
参
照
。 

７
８ 

湯
餘
惠
『
戦
国
文
字
編
』
福
建
人
民
美
術
出
版
社 

二
〇
〇
一
年
十
二
月 

七
五
九 

 

 
 

頁 

７
９ 

『
戦
国
古
文
字
典
』(

戦
国
文
字
声
系)

 

何
琳
儀 

中
華
書
局 

一
九
九
八
年
九
月 

一 
 

三
〇
二
頁 

８
０ 

呉
振
武
『〈
古
璽
文
編
〉
校
定
』
人
民
美
術
出
版
社 
二
〇
一
一
年
十
一
月 

三
七

〇
頁
三
二
六
六
参
照
。 

８
１ 

拙
稿
「
燕
国
璽
印
及
び
陶
文
印
跡
中
の
〈

〉
字
の
詞
性
」『
書
道
学
論
集
（
12
）』

（
大
東
文
化
大
学
大
学
院
書
道
学
専
攻
院
生
会
、
二
〇
一
五
年
三
月
） 

四
一
～
六
六 

 

 
 

頁 

８
２ 

唐
存
才
『
歩
黟
堂
藏
戦
国
陶
文
遺
珍
』 

上
海
書
画
出
版
社 

二
〇
一
三
年
十
月 

８
３ 

于
軍
「
燕
三
級
監
造
類
陶
文
的
初
歩
研
究
」
李
亜
平
・
李
俊
卿
『
燕
趙
金
石
論
集
』

河
北
教
育
出
版
社 

二
〇
一
五
年
十
月 

二
九
一
～
二
九
九
頁 
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終 

章 

 
 

 

研
究
成
果
と
そ
の
意
義 

 
 

本
研
究
で
は
、
戦
国
燕
国
文
字
の
研
究
に
基
づ
い
て
、
燕
国
の
璽
印
及
び
陶

文
印
跡
を
中
心
に
検
討
し
た
。
本
研
究
の
成
果
で
あ
る
新
知
見
を
章
ご
と
に
改

め
て
列
記
す
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

第
一
章
「
燕
国
璽
印
の
判
別
基
準
」 

 

検
討
を
踏
ま
え
て
基
準
器
形
と
し
て
官
璽
三
〇
顆
、
私
璽
七
一
顆
（
吉
語
璽
六

顆
、
図
形
璽
三
顆
含
む
）
を
提
示
し
た
。
ま
た
、
先
学
の
研
究
成
果
を
参
照
し
な
が

ら
、
伝
世
文
献
と
出
土
資
料
に
基
づ
い
て
、
燕
国
の
市
名
七
件
、
官
職
名
十
件
、

複
姓
十
一
件
を
確
認
し
た
。
得
ら
れ
た
新
知
見
は
下
掲
の
「
壱
～
伍
」
の
と
お

り
で
あ
る
。 

（
壱
）
提
示
し
た
判
別
基
準
に
基
づ
け
ば
、
燕
国
璽
印
に
は
下
記
の
特
徴
が
指

摘
で
き
る
。 

◇
器
形
（
形
制
）
面
に
つ
い
て
◇ 

①
壇
形
鼻
鈕
の
四
角
形
印
面
で
白
文
の
銅
製
官
璽
は
、
サ
イ
ズ
が
通
高
：

一
・
四
～
一
・
七
cm 

印
面
：
一
・
九
～
二
・
四
cm

の
間
で
変
動
す
る
。 

②
柱
形
鼻
鈕
（
長
い
柄
が
付
く
）
の
長
細
形
印
面
で
朱
文
の
銅
製
官
璽
は
、

燕
国
以
外
に
は
同
時
代
の
他
国
に
見
な
い
も
の
と
判
断
で
き
る
。 

③
別
の
用
途
（
烙
印
）
で
あ
る
柱
鈕
中
空
の
四
角
印
面
で
朱
文
の
巨
大
銅
製

官
璽
の
器
形
は
、
同
時
代
の
他
国
に
例
を
見
な
い
。 

◇
字
形
（
文
字
構
造
）
面
に
つ
い
て
◇ 

①
璽
印
及
び
陶
文
印
跡
に
見
る
固
有
の
文
字
構
造
三
一
個
の
単
字
及
び
固

有
の
偏
旁
部
首
一
一
個
を
摘
出
し
た
。 

◇
印
文
の
行
文
格
式
に
つ
い
て
◇ 

 
 

①
官
璽
（
壇
形
鼻
鈕
の
四
角
形
印
面
で
白
文
の
銅
製
官
璽
）
に
つ
い
て
は
、「
…
都

＋
職
官
名
」
の
行
文
格
式
に
帰
納
で
き
る
。 

 
 

②
私
璽
に
つ
い
て
は
、「
姓
＋
生
＋
名
」
の
特
有
な
行
文
格
式
に
帰
納
で
き

る
。 

（
弐
）
摘
出
し
た
燕
国
璽
印
の
基
準
器
に
基
づ
い
て
、
国
別
未
定
の
璽
印
資
料

か
ら
官
璽
五
点
、
私
璽
五
十
四
点
、
封
泥
三
点
（
官
璽
印
跡
二
点
、
私
璽
印

跡
一
点
）
を
摘
出
し
た
。
な
お
、
伝
存
資
料
中
に
偽
造
で
あ
る
官
璽
二
五

点
、
私
璽
二
点
、
官
璽
で
も
私
璽
で
も
な
い
も
の
一
点
、
偽
造
陶
文
二

点
を
指
摘
し
た
。
偽
造
の
璽
印
と
陶
文
に
つ
い
て
は
、
官
璽
が
中
心
で
、

サ
イ
ズ
は
大
き
く
、
印
文
の
末
に
「
璽
」
字
を
加
え
る
特
徴
の
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
材
質
の
面
で
は
、
銅
製
の
他
に
玉
製
の
偽
物
も
あ
る
。 

（
参
）
璽
印
の
印
面
に
あ
る
田
字
格
は
秦
時
代
に
盛
行
す
る
が
、
す
で
に
戦
国

時
代
の
燕
国
官
璽
に
田
字
格
、
私
璽
に
横
日
字
格
の
用
例
を
検
出
し
た
。

例
こ
そ
少
な
い
が
、
田
字
格
及
び
横
日
字
格
の
萌
芽
状
態
を
示
す
資
料

と
な
っ
た
。 

（
肆
）
燕
国
官
璽
の
鈕
制
に
は
、
壇
形
鼻
鈕
の
他
に
、
動
物
形
の
蟠
螭
鈕
の
用

例
の
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。 
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（
伍
）
長
い
柄
が
付
く
「
外
司
爐
鍴
」
に
は
印
文
・
器
形
と
も
同
じ
で
あ
る
双

子
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
ど
ち
ら
が
本
物
で
あ
る
か
は
、
現
階
段
で

は
判
断
で
き
な
い
が
、
一
つ
は
故
宮
博
物
院
（
北
京
）
、
一
つ
は
浙
江
省

博
物
館
の
収
蔵
品
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
る
。 

 

璽
印
の
器
形
（
形
制
）
の
特
徴
、
印
文
の
文
字
構
造
の
特
徴
、
印
文
の
行
文
格
式

の
構
成
特
徴
か
ら
、
燕
国
璽
印
の
判
別
基
準
を
導
き
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
判
別
基
準

は
国
別
未
定
の
璽
印
や
陶
文
群
に
適
用
で
き
、
古
璽
印
研
究
の
進
展
に
お
お
い
に
寄

与
で
き
る
。
そ
し
て
、
提
示
し
た
燕
国
璽
印
特
有
の
単
字
字
形
（
文
字
構
造
）
と

偏
旁
部
首
表
は
、
古
璽
印
の
所
属
国
を
判
断
す
る
際
の
、
文
字
面
の
参
考
基
準

と
し
て
有
用
と
考
え
る
。 

 

第
二
章
「
長
細
形
璽
印
の
印
文
中
の
〈
鍴
〉
を
中
心
に
」 

 

燕
国
に
だ
け
存
在
し
た
長
い
柄
が
付
く
特
異
な
長
細
形
璽
印
を
中
心
に
、
印

体
、
印
鈕
、
印
面
、
文
字
内
容
及
び
用
途
な
ど
諸
方
面
の
考
察
を
行
っ
た
。
ま

た
、
代
表
的
な
当
該
類
の
璽
印
の
十
九
件(

偽
印
二
件
を
含
む)

に
つ
い
て
、
寸
法
、

保
存
現
状
、
収
蔵
先
な
ど
も
詳
し
く
調
査
し
、
長
細
形
璽
印
と
類
似
し
て
い
る

長
細
形
陶
文
印
跡
二
十
件
以
上
に
つ
い
て
も
、
そ
の
形
状
の
特
徴
と
文
字
内
容

を
検
討
し
た
。
さ
ら
に
、
関
連
す
る
陶
器
や
青
銅
器
の
器
形
に
つ
い
て
の
検
討

も
行
い
、
事
実
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
長
細
形
璽
印
の
文
字
面
の
釈
読
と
用
途
面

に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
、
新
知
見
を
提
示
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
本
章
の

成
果
は
、
以
下
の
四
つ
「
壱
～
肆
」
に
ま
と
め
る
と
お
り
で
あ
る
。 

（
壱
）
燕
国
の
長
細
形
印
跡
が
付
く
陶
器
の
命
名
―
「
燕
陶
鍴
」
の
名
称
が
適

切
で
あ
る
こ
と
― 

調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
こ
の
長
細
形
璽
印
の
印
跡
が
付
い
て
い
る
燕

地
出
土
の
陶
器
の
完
器
は
九
個
現
存
す
る
。
こ
の
九
個
の
完
器
中
、
図

版
と
関
係
資
料
と
を
入
手
で
き
た
七
個
の
器
形
及
び
類
似
の
陶
器
残
片

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
燕
国
に
存
在
し
て
い
た
こ
の

陶
器
は
罐
、
尊
、
壺
、
陶
瓶
と
呼
ば
れ
て
き
た
従
来
の
称
号
を
統
一
し

て
、「
燕
陶
鍴
」
と
命
名
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

（
弐
）
燕
国
長
細
形
璽
印
の
名
分
を
正
す
―
「
鍴
」
は
璽
印
の
名
で
は
な
く
、

燕
国
で
陶
器
の
一
種
を
指
す
こ
と
― 

従
来
、
研
究
者
ら
は
燕
国
の
長
細
形
璽
印
を
「
鍴
」
と
呼
ん
で
、
璽

印
の
一
種
の
名
と
し
て
き
た
が
、
研
究
結
果
で
は
、「
鍴
」
は
燕
国
長
細

形
璽
印
の
名
前
で
は
な
く
、
燕
国
の
陶
器
の
一
種
で
あ
り
、「
鍴
」
字
が

付
く
こ
れ
ら
長
細
形
璽
印
は
、
璽
印
自
体
の
名
で
は
な
い
、
す
な
わ
ち

「
鍴
」
は
長
細
形
璽
印
を
鈐
印
す
る
対
象
の
器
物
を
指
す
名
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

（
参
）
燕
国
長
細
形
璽
印
の
用
途
の
歴
史
上
の
評
価
―
「
燕
陶
鍴
」
に
鈐
印
す

る
専
用
印
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
― 

本
研
究
で
は
、
特
別
な
形
制
特
徴
を
持
っ
て
い
る
璽
印
は
、
特
別
な

用
途
に
使
わ
れ
た
と
い
う
立
場
か
ら
、
燕
国
の
長
細
形
璽
印
及
び
類
似

す
る
長
細
形
陶
文
印
跡
を
互
い
に
対
照
し
て
、
そ
の
文
字
内
容
、
字
形

（
文
字
構
造
）
特
徴
及
び
器
形
（
形
制
）
特
徴
等
の
諸
方
面
に
つ
い
て

考
察
し
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
材
料
は
す
べ
て
銅
で
作
ら
れ
、

長
い
柄(

印
体)

を
備
え
、
鼻
鈕
を
印
体
の
側
に
付
け
、
陽
文
の
長
細
形
の
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印
面
を
も
つ
一
類
の
燕
国
璽
印
の
用
途
は
、「
燕
陶
鍴
」
の
た
め
に
生
ま

れ
て
来
た
専
用
璽
印
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
考

察
に
よ
っ
て
、
戦
国
時
代
の
他
国
に
は
類
似
す
る
長
細
形
璽
印
が
な
い

こ
と
が
知
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
璽
印
の
真
偽
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
い
、

「
鍴
」
字
が
付
く
長
細
形
の
陽
文
し
か
な
い
璽
印
は
、
戦
国
時
代
の
燕

国
に
し
か
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
四
角
形
の
陰
文

あ
る
い
は
陽
文
の
璽
印
は
存
在
せ
ず
、
ま
た
、
銅
以
外
の
材
料
を
使
っ

た
も
の
も
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
し
て
、
長
細
形
璽
印
の
多
く
は

「
鍴
」（
燕
陶
鍴
）
の
製
造
地
、
名
義
上
の
監
造
機
関
及
び
所
有
機
関
、
流

通
場
所
を
表
す
が
、
そ
の
外
に
も
、
直
接
に
長
細
形
璽
印
の
用
途
を
示

す
「
易
文
攴
鍴
」
の
例
が
あ
る
。 

（
肆
）
燕
国
長
細
形
璽
印
の
性
質
所
属
に
つ
い
て
―
官
印
で
あ
り
、
私
印
で
は

な
い
こ
と
― 

こ
の
長
細
形
璽
印
は
、
総
合
的
に
見
れ
ば
、
低
層
の
陶
器
製
造
機
関

と
官
職
の
低
い
監
造
官
の
用
印
で
あ
り
、
他
の
官
事
活
動
に
は
使
わ
な

い
。
こ
の
類
の
燕
国
特
有
の
長
細
形
璽
印
は
、
燕
陶
鍴
の
た
め
に
生
ま

れ
て
来
た
専
用
印
で
あ
る
。
官
印
に
属
し
て
は
い
る
が
、
一
般
的
な
官

印
と
は
区
別
が
あ
り
、
低
層
の
製
造
類
官
方
用
印
で
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。 

長
細
形
璽
印
及
び
類
似
の
陶
器
残
片
と
関
連
陶
器
に
関
す
る
検
討
を
行
い
、

従
来
罐
、
尊
、
壺
、
陶
瓶
と
呼
ば
れ
て
き
た
陶
器
の
称
号
を
統
一
し
て
、「
燕
陶

鍴
」
と
命
名
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
こ
と
の
知
見
を
え
た
。
こ
の
当
該
陶
器
の

命
名
は
、
燕
国
陶
器
や
璽
印
の
研
究
に
便
利
を
供
す
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
従

来
、
研
究
者
ら
が
燕
国
の
長
細
形
璽
印
を
「
鍴
」
と
呼
ん
で
き
た
誤
認
を
正
し
、

「
鍴
」
は
長
細
形
璽
印
を
鈐
印
す
る
対
象
の
器
物
（
燕
陶
鍴
）
を
指
す
名
で
あ

る
こ
と
を
明
示
し
た
こ
と
、
ま
た
、
当
該
類
の
璽
印
の
性
質
を
職
官
用
璽
、
用

途
を
量
器
で
あ
る
「
燕
陶
鍴
」
の
専
用
璽
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と

は
、
燕
国
長
細
形
璽
印
の
名
分
を
正
し
た
意
味
に
お
い
て
も
、
璽
印
の
用
途
を

明
ら
か
に
し
た
意
味
に
お
い
て
も
特
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
飾
り

筆
文
字
は
燕
国
私
璽
だ
け
で
は
な
く
、
職
官
類
用
璽
の
長
細
形
璽
印
に
も
用
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
燕
国
璽
印
の
文
字
風
格
面
の
研
究
に
有

意
義
で
あ
る
。 

 

第
三
章
「
燕
国
陶
文
考
〈
―
長
細
形
三
璽
併
用
陶
文
印
跡
を
中
心
に
―
〉」 

 

収
集
し
た
燕
国
の
長
細
形
三
璽
併
用
陶
文
印
跡
九
五
件
を
検
討
し
て
得
ら
れ

た
知
見
を
報
告
し
た
。
九
五
件
の
内
訳
は
有
紀
年
類
陶
文
印
跡
六
三
件
、
無
紀

年
類
陶
文
印
跡
三
二
件
で
あ
る
。
な
お
、
完
器
は
有
紀
年
類
四
件
と
無
紀
年
類

三
件
が
あ
る
。
燕
国
有
紀
年
陶
文
の
器
形
面
の
研
究
に
役
立
つ
。 

有
紀
年
類
陶
文
印
跡
の
内
訳
は
「
十
六
年
」
五
件
、
「
十
七
年
」
四
件
、「
十

八
年
」
七
件
、「
十
九
年
」
二
件
、「
廿
年
」
一
件
、「
廿
一
年
」
九
件
、
「
廿
二

年
」
六
件
、「
廿
三
年
」
八
件
、「
廿
五
年
」
一
件
、「
廿
七
年
」
四
件
、
風
化
損

缺
で
紀
年
不
明
の
も
の
十
件
、
偽
品
一
件
、
模
写
五
件
で
あ
る
。 

紀
年
は
十
六
年
四
月
か
ら
廿
七
年
ま
で
の
間
に
あ
り
、
陶
文
に
は
抑
印
と
刻

画
の
二
種
が
あ
る
。
銘
文
に
は
記
事
だ
け
の
一
件
（
廿
一
年
）
を
除
い
て
、
す
べ

て
紀
年
（
＋
月
）
の
下
に
「
左
・
右
」
匋
尹
と
製
造
工
官
の
職
分
や
人
名
な
ど
が
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並
ぶ
。「
廿
四
年
」
と
「
廿
六
年
」
陶
文
が
一
例
も
出
な
い
理
由
は
分
か
ら
な
い
。

出
土
地
が
明
ら
か
な
の
は
二
八
件
で
、
易
県
と
天
津
の
両
地
に
限
ら
れ
る
。 

一
方
、
無
紀
年
類
陶
文
印
跡
三
二
件
の
内
訳
は
、
三
つ
の
印
跡
が
明
瞭
に
読

め
る
も
の
一
二
件
、
損
缺
す
る
も
の
二
〇
件
で
あ
る
。
ま
た
出
土
地
が
明
ら
か

な
の
は
二
一
件
で
、
易
県
と
北
京
の
両
地
に
限
ら
れ
る
。 

燕
国
三
璽
併
用
陶
文
印
跡
の
年
代
、
内
容
、
併
用
印
跡
の
並
ぶ
順
序
及
び
「
倈
」

「
敀
」「
匋
攻
」
の
工
官
名
の
使
用
頻
度
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
製
陶
業

に
関
す
る
文
献
の
不
足
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
、
検
討
し
た
結
果
、
以

下
の
結
論
を
え
た
。 

（
壱
）
陶
器
製
造
機
関
の
「
左
匋
」
と
「
右
匋
」
の
間
に
は
、
工
官
人
員
が
互

い
に
職
分
を
変
更
す
る
現
象
が
あ
る
。
工
官
の
人
名
か
ら
見
れ
ば
、「
匋

尹
」
に
属
し
て
い
る
「
倈
」
「
敀
」
は
、
「
監
造
」
者
で
あ
る
と
同
時
に

「
攻
（
工
）
」
の
職
分
と
し
て
製
陶
活
動
に
も
参
与
し
て
い
る
。 

（
弐
）
有
紀
年
陶
文
の
銘
文
内
容
の
変
化
の
特
徴
か
ら
、「
…
…

器
鍴
」
の
文

字
内
容
が
付
く
一
群
の
陶
文
の
年
代
は
、
燕
昭
王
二
七
年
以
後
の
製
造

で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
よ
っ
て
上
限
は
陶
文
を
見
な
い
燕
昭
王
二
六
年

（
前
二
八
六
年
）
と
推
定
で
き
る
。
製
造
月
の
記
載
に
つ
い
て
は
、
二
月

と
七
月
を
見
な
い
以
外
、
正
月
「

」
、
三
月
「

」、
四
月
「

」、

五
月
「

」
、
六
月
「

」
、
八
月
「

」
、
九
月
「

」、
十
月
「

」、

十
一
月
「

」
、
十
二
月
「

」
が
揃
っ
て
い
る
。
な
お
、
閏
月
の

「
十
三
月
」
の
記
載
は
兵
器
銘
文
中
に
一
例
が
あ
る
だ
け
で
、
陶
文
中

に
は
未
見
で
あ
る
。 

（
参
）
有
紀
年
陶
文
の
紀
年
に
よ
れ
ば
、
「
…
…
王

鍴
」
の
印
文
を
有
す
る
一

群
の
燕
国
長
細
形
璽
印
は
、
燕
昭
王
時
期
の
所
造
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
。
少
な
く
と
も
燕
昭
王
廿
一
年
（
前
二
九
一
年
）
の
製
造
陶
器
に
は
、

こ
れ
ら
「
…
…
王

鍴
」
の
璽
印
を
使
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
燕
の
国
君

は
最
高
監
造
者
の
名
義
者
と
し
て
陶
器
製
造
に
参
加
し
た
こ
と
が
分
か

る
。
三
璽
併
用
陶
文
の
内
容
を
検
討
し
た
上
で
、
従
来
の
四
級
と
三
級

監
造
説
を
と
も
に
非
と
し
、
燕
の
国
君
は
最
高
監
造
者
の
名
義
者
と
し

て
陶
器
製
造
に
参
加
し
た
四
級
監
造
「
王
（
燕
国
君
）
→
匋

（
尹
）
→
倈
・
敀

→
匋
攻
（
陶
工
）
」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

（
肆
）
長
細
形
の
三
璽
は
「
陶
工
某
」
→
「
倈
某
敀
某
」
→
「
紀
年
…
…
」
の

順
に
捺
さ
れ
た
と
推
定
す
る
。 

（
伍
）
三
璽
併
用
陶
文
印
跡
の
行
文
格
式
は
、
二
類
（
有
紀
年
類
、
無
紀
年
類
）
三

項
（
左
匋
、
右
匋
、
記
事
）
十
式
（
行
文
格
式
第
一
式
～
第
十
式
参
照
）
に
帰
納

で
き
る
。 

本
章
で
は
、
燕
国
長
細
形
併
用
陶
文
印
跡
を
検
討
し
、
陶
器
製
造
機
関
の
「
左

匋
」
と
「
右
匋
」
の
間
に
発
見
し
た
工
官
人
員
の
相
互
の
職
分
変
更
の
現
象
、

ま
た
「
匋
尹
」
属
下
の
「
倈
」「
敀
」
が
、
「
監
造
」
者
で
あ
る
と
同
時
に
「
攻

（
工
）
」
の
職
分
と
し
て
製
陶
活
動
に
も
参
与
し
て
い
る
こ
と
の
指
摘
を
は
じ
め
、

前
掲
の
研
究
結
果
の
一
々
は
「
刑
徒
」
陶
文
の
例
と
と
も
に
、
燕
国
陶
器
製
造

業
の
職
官
及
び
工
匠
人
員
配
置
面
の
研
究
に
役
に
立
つ
も
の
と
考
え
る
。 

有
紀
年
陶
文
内
容
の
変
化
特
徴
か
ら
、「
…
…

器
鍴
」
の
文
字
内
容
が
付
く

一
群
の
陶
文
製
造
の
年
代
は
、
燕
昭
王
廿
七
年
以
後
で
あ
る
こ
と
が
判
断
で
き

る
。
よ
っ
て
上
限
は
陶
文
を
見
な
い
燕
昭
王
廿
六
年
（
前
二
八
六
年
）
と
推
定
で

き
る
。「
…
…

器
鍴
」
の
文
字
内
容
が
付
く
一
群
の
燕
国
陶
文
印
跡
の
年
代
判
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断
に
よ
り
細
か
い
理
論
面
の
証
拠
を
供
し
た
。
な
お
、
製
造
月
の
記
載
に
つ
い

て
は
、
二
月
と
七
月
を
見
な
い
以
外
、
正
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
月
分
記
載
が

す
べ
て
揃
っ
て
い
る
。
閏
月
の
「
十
三
月
」
の
記
載
は
兵
器
銘
文
中
に
一
例
が

あ
る
だ
け
で
、
陶
文
中
に
は
未
見
で
あ
る
。
有
紀
年
陶
文
内
容
の
研
究
か
ら
得

ら
れ
た
知
見
は
、
燕
国
紀
年
月
面
の
研
究
に
有
意
義
で
あ
る
。
ま
た
、
紀
年
（
月
）

類
陶
文
印
跡
を
璽
印
と
対
照
す
る
研
究
結
果
は
、
「
…
…
王

鍴
」
の
印
文
を
有

す
る
一
群
の
長
細
形
璽
印
の
流
通
年
代
を
燕
昭
王
時
期
の
所
造
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
と
推
定
、
少
な
く
と
も
燕
昭
王
廿
一
年
（
前
二
九
一
年
）
の
製
造
陶
器
に

は
、
こ
れ
ら
「
…
…
王

鍴
」
の
璽
印
を
使
っ
て
い
る
。
こ
の
推
定
結
果
は
初
め

て
燕
国
長
細
形
璽
印
の
流
通
年
代
に
時
間
面
の
説
を
指
摘
し
た
。 

ま
た
、
長
細
形
の
三
璽
併
用
陶
文
印
跡
は
「
陶
工
某
」
→
「
倈
某
敀
某
」
→

「
紀
年
…
…
」
の
順
に
捺
さ
れ
た
と
判
明
し
た
。
印
跡
の
捺
さ
れ
た
順
序
を
初

め
て
明
ら
か
に
し
え
た
こ
と
は
、
級
別
監
造
で
あ
る
燕
陶
の
研
究
に
一
時
代
を

画
す
る
意
義
が
あ
る
。
ま
た
監
造
に
つ
い
て
、
燕
の
国
君
が
最
高
監
造
者
の
名

義
者
と
し
て
陶
器
製
造
に
参
加
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
従
来
の
四
級
と
三

級
監
造
説
を
非
と
し
、
燕
の
国
君
が
名
義
上
の
最
高
監
造
者
の
職
分
と
し
て
陶

器
製
造
に
参
加
し
た
四
級
監
造
「
王
（
燕
国
君
）
→
匋

（
尹
）
→
倈
・
敀
→
匋
攻
（
陶
工
）
」

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

な
お
、
今
見
る
こ
と
が
で
き
る
燕
国
三
璽
併
用
陶
文
印
跡
の
行
文
格
式
を
検

討
し
、
二
類
三
項
十
式
に
完
全
に
帰
納
で
き
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
新
知

見
は
燕
国
長
細
形
璽
印
お
よ
び
そ
の
印
跡
の
真
偽
の
判
定
に
有
力
な
根
拠
を
提

供
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
考
え
る
。 

 

第
四
章
「
燕
国
璽
印
及
び
陶
文
印
跡
中
の
〈

〉
字
の
詞
性
」 

 

燕
国
銘
文
中
、
特
に
長
細
形
璽
印
の
印
文
字
に
頻
出
す
る
「

」
字
に
お
け
る

詞
性
面
の
考
査
を
行
っ
た
。「

」
字
が
付
く
燕
国
の
銘
文
を
収
集
し
た
上
で
、

璽
印
及
び
陶
文
印
跡
の
二
種
類
の
銘
文
の
行
文
格
式
を
中
心
に
、「

」
字
を
名

詞
や
動
詞
と
仮
定
す
る
場
合
の
成
立
の
可
能
性
を
、
燕
国
兵
器
銘
文
や
前
人
研

究
者
の
研
究
成
果
を
参
考
に
し
つ
つ
検
討
し
た
。
得
ら
れ
た
結
論
は
、
次
の
二

項
「
壱
～
弐
」
に
ま
と
め
ら
れ
る
。 

（
壱
）
「

」
字
の
詞
性
は
、
広
く
行
わ
れ
て
い
る
名
詞
説
に
蓋
然
性
は
な
く
、

動
詞
（
製
造
類
動
詞
）
に
限
定
さ
れ
る
。 

（
弐
）
燕
国
兵
器
の
銘
文
と
比
較
す
る
と
、「

」
字
が
付
く
類
の
銘
文
中
に
「
燕

国
君
」
の
代
わ
り
に
「
王
」
字
だ
け
を
用
い
る
現
象
が
あ
る
。
そ
し
て
、

燕
国
君
を
指
す
「
王
」
字
の
前
に
地
名
、
市
名
、
都
名
を
置
く
格
式
、

及
び
動
詞
の
「

」
字
の
直
前
に
人
名
、
官
職
を
加
え
る
格
式
は
、「

」

字
が
付
く
類
の
燕
国
銘
文
の
常
用
の
格
式
で
あ
る
。 

本
章
で
は
、
「

」
字
の
詞
性
は
、
広
く
行
わ
れ
て
い
る
名
詞
説
に
蓋
然
性
は

な
く
、
動
詞
（
製
造
類
動
詞
）
に
限
定
さ
れ
る
。
燕
国
兵
器
の
銘
文
と
比
較
す
る

と
、「

」
字
が
付
く
類
の
銘
文
中
に
「
燕
国
君
」
の
代
わ
り
に
「
王
」
字
だ
け

を
用
い
る
現
象
が
あ
る
。
そ
し
て
、
燕
国
君
を
指
す
「
王
」
字
の
前
に
地
名
、

市
名
、
都
名
を
置
く
格
式
、
及
び
動
詞
の
「

」
字
の
直
前
に
人
名
、
官
職
を
加

え
る
格
式
は
、「

」
字
が
付
く
類
の
燕
国
銘
文
の
常
用
の
格
式
で
あ
る
こ
と
を

判
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
当
該
文
字
は
燕
国
璽
印
と
陶
文
印
跡
の
他
に
、
同

時
代
の
他
国
に
一
切
な
く
。
燕
国
文
字
の
特
有
文
字
構
造
と
判
断
で
き
る
。
現
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段
階
で
は
、
釈
読
が
困
難
で
あ
る
が
、
こ
の
詞
性
に
お
け
る
研
究
結
果
は
「

」

字
の
釈
読
に
新
た
な
構
想
を
提
示
し
た
と
考
え
る
。 

 

第
五
章
「
燕
国
陶
文
印
跡
中
の
〈

〉
字
に
つ
い
て
」 

 

関
連
資
料
を
集
め
て
、
先
学
の
研
究
成
果
を
参
照
し
、
文
字
構
造
面
及
び
同

国
の
兵
器
銘
文
の
文
法
特
徴
な
ど
諸
方
面
の
考
察
を
行
い
、
文
献
資
料
の
記
載

も
対
照
し
、
次
の
三
つ
「
壱
～
参
」
の
結
論
を
え
た
。 

（
壱
）
燕
国
の
長
細
形
陶
文
印
跡
の
中
に
し
か
存
在
し
な
い
「

」
字
は
「

正
」

二
字
の
合
文
で
あ
り
、
分
け
て
読
む
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、「

」
字
の

直
後
に
あ
る
「

」
字
と
と
も
に
、「

正
器
」
三
字
と
読
む
こ
と
が
判

明
し
た
。 

（
弐
）
同
時
代
の
斉
国
で
は
量
器
の
器
名
の
前
に
「
公
」
字
を
使
う
よ
う
に
、

燕
国
で
は
量
器
の
器
名
の
前
に
器
物
の
用
途
を
表
す
「
正
器
」
二
字
を

入
れ
る
特
徴
が
あ
る
。 

（
参
）「

」
字
は
、
燕
国
特
有
の
字
形
と
断
定
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
陶
文

の
国
別
を
判
定
す
る
際
に
、「

」
字
は
燕
国
に
属
す
る
も
の
と
す
る
判

断
基
準
の
一
つ
と
し
う
る
。 

な
お
、
同
時
代
の
斉
国
で
は
量
器
の
器
名
の
前
に
「
公
」
字
を
使
う
よ
う
に
、

燕
国
で
は
量
器
の
器
名
の
前
に
器
物
の
用
途
を
表
す
「
正
器
」
二
字
を
入
れ
る

特
徴
が
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
結
果
は
、
同
時
代
の
量
器
研

究
に
役
立
つ
と
考
え
る
。 

 

第
六
章
「
燕
国
璽
印
及
び
陶
文
印
跡
解
題
（
廿
三
件
）
」 

 

官
璽
二
件
、
私
璽
一
三
件
、
吉
語
璽
一
件
及
び
陶
文
印
跡
七
件
（
四
角
形
印
跡

二
件
、
長
細
形
印
跡
五
件
）
を
燕
国
に
所
属
す
る
も
の
と
判
断
し
た
上
で
、
そ
の
文

字
構
造
特
徴
と
内
容
の
行
文
格
式
を
検
討
し
た
。
そ
れ
ら
璽
印
や
印
跡
中
に
は
、

伝
世
文
献
資
料
を
再
検
討
し
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
初
め
て
公
開
さ
れ
た
資
料
も

あ
る
。
検
討
し
て
、
得
ら
れ
た
新
知
見
に
下
記
の
四
つ
「
壱
～
参
」
が
あ
る
。 

（
壱
）
燕
国
職
官
璽
に
あ
る
「
司
鑪
」
の
職
官
に
は
、「
大
司
鑪
」
と
「
外
司
鑪
」

の
区
別
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。「
司
鑪
」
の
職
官
名
は
長
細

形
璽
印
に
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
四
角
形
職
官
印
に
も
存
在
し
て
い
る
。

「
大
司
鑪
」
の
職
官
名
は
今
ま
で
見
な
い
の
で
、
燕
国
の
出
土
及
び
伝

世
文
献
の
不
足
を
補
い
う
る
。 

（
弐
）
飾
り
筆
文
字
は
燕
国
私
璽
だ
け
で
は
な
く
、
職
官
類
用
璽
の
長
細
形
璽

印
に
も
用
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

（
参
）
伝
世
文
献
中
の
残
欠
私
璽
を
釈
読
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
燕
国
に
「
係
」

「
封
」
の
姓
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

こ
れ
ら
の
新
知
見
の
一
々
は
、
燕
国
職
官
の
研
究
及
び
伝
世
文
献
の
不
足
を

補
い
う
る
も
の
と
考
え
る
。 

 

今
後
の
展
望 

 
博
士
論
文
の
執
筆
過
程
で
、
多
く
の
現
実
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
が
、
特
に
古
璽

印
の
偽
造
に
つ
い
て
は
、
強
烈
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
燕
国
璽
印
の
偽
造
を
例
に
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と
る
と
、
申
請
者
の
一
連
の
研
究
結
果
か
ら
、
現
存
資
料
を
も
と
に
偽
造
し
た
燕
国

官
璽
二
六
点
、
私
璽
二
点
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
同
国
の
陶
文
印
跡
に

も
偽
造
品
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
ほ
か
、
同
時
代
の
他
国
の
偽
造
璽
印
も
数
点
検

出
で
き
た
。
偽
造
は
ほ
ぼ
官
璽
中
心
で
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
現
在
、
璽
印
収
蔵

が
盛
ん
に
な
る
一
方
で
、
新
た
な
技
術
に
よ
る
古
璽
印
偽
造
の
手
段
も
多
様
化
し
、

偽
造
問
題
も
緊
迫
し
た
情
勢
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
新
造
の
偽
造
璽
印
の
数
も
日
々
増

加
し
て
、
質
も
よ
り
精
緻
に
な
り
つ
つ
、
本
物
そ
っ
く
り
で
あ
る
。
篆
刻
界
、
古

文
字
研
究
界
、
考
古
界
に
誤
っ
た
情
報
が
蔓
延
す
る
事
態
が
危
惧
さ
れ
る
。
古
璽
弁

偽(

真
偽
の
鑑
別)

に
課
せ
ら
れ
る
課
題
は
多
く
、
真
器
に
即
し
た
基
準
器
の
選
定
と

真
偽
判
定
の
基
準
の
抽
出
は
、
燕
国
璽
印
に
限
ら
ず
、
同
時
代
の
他
国
と
も
、
当
面

最
も
重
要
な
任
務
と
考
え
る
。
本
研
究
の
研
究
手
法
は
、
同
時
代
の
他
国
の
璽
印
研

究
に
も
応
用
で
き
る
普
遍
性
を
具
え
て
い
る
。 

今
後
の
課
題
と
し
て
、
燕
国
璽
印
に
見
る
地
名
、
職
官
名
、
復
姓
及
び
燕
国
銘
文

に
つ
い
て
、
更
に
深
く
検
討
す
れ
ば
、
「
燕
国
地
名
考
」
「
燕
国
職
官
名
考
」
「
燕
国

復
姓
考
」
「
燕
国
銘
文
の
文
法
構
成
に
つ
い
て
」
の
考
察
が
可
能
と
考
え
て
い
る
。

燕
国
璽
印
の
真
偽
を
選
別
し
た
上
で
の
こ
の
研
究
は
、
伝
世
文
献
の
不
足
を
補
う
こ

と
が
で
き
、
そ
の
研
究
結
果
は
「
燕
文
化
」
研
究
に
も
寄
与
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

一
方
、
収
蔵
熱
が
旺
盛
な
現
在
、
古
璽
印
に
関
す
る
研
究
成
果
が
公
開
さ
れ

る
と
、
利
に
か
ら
れ
た
骨
董
商
ら
は
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
そ
の
研
究
成
果
を
捏
造

に
反
映
し
て
、
一
段
と
迫
真
の
古
璽
印
を
生
産
し
、
真
偽
の
弁
別
は
い
よ
い
よ

厳
し
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
循
環
が
激
し
く
な
っ
た
と
き
、
研
究
者
は
如
何
に

対
応
す
べ
き
か
。
筆
者
が
今
考
え
て
い
る
問
題
で
あ
る
。 


